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　茅野市は、平成19年３月に「第１次茅野市障害者保健福祉計画」、平成25年
３月には「第２次茅野市障害者保健福祉計画」を策定し、障害のある方々が地
域社会でともに暮らし、社会活動に自由に参加するための課題解決に取り組
んできました。この間、国においては「障害者の権利に関する条約」を批准する
ため必要な国内法の整備を始めとする障害者施策の抜本的な見直しが行われ
ました。条約に謳われた「障害は個人にではなく社会にある」との考えを具現
化するための様々な制度改正が進む中、障害のある方々を取り巻く環境はさ
らに大きく変化しています。
　この度、こうした取組の更なる充実を図り、めまぐるしく変化する障害福祉
施策に対応するため「第３次茅野市障害者保健福祉計画」を策定しました。前
回計画策定時と同様に、策定にあたっては「第２次茅野市障害者保健福祉計
画」の検証結果やアンケート・ヒアリング調査の分析等をもとに、福祉21茅
野障害福祉部会の皆さんに多くの議論を重ねていただきました。
　今回の計画では、「福祉サービスの更なる充実と体制整備」「出生時から成人
までの一貫した個別支援」「障害の特性に応じた就労・就業支援の強化」「障壁
のない、移動しやすい、快適な地域生活環境の推進」「実際の緊急時を具体的に
想定した防災対策」を重点課題として掲げ、障害のある方一人ひとりのニーズ
に合わせた様々な支援に取り組みます。
　計画策定にご協力いただきました障害福祉部会員の皆さんをはじめ関係各
位に心から感謝を申し上げます。
　これからも｢みんなでつくるみんなの茅野市｣を合言葉に、「福祉でまちづく
り」による計画の実現に向けて、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いいた
します。

平成30年３月　



第3次 茅野市障害者保健福祉計画

障害のある人が
　安心して暮らせる
　　まちを目指して

福祉 21障害福祉部会
部会長　戸川　榮司

　各障害者団体代表、各施設代表をはじめとする幅広い関係機関の方々から
なる部会での多岐にわたる議論を経て、「第3次茅野市障害者保健福祉計画」
が作成できました。障害者や支援者のアンケートやヒアリング調査でのニー
ズに、最大限配慮した計画となっていますが、大切なのはこのような計画を一
般市民にも広く知ってもらうことだと思います。
　2016年7月に起きた相模原市の障害福祉施設での痛ましい事件では、容疑
者の「障害者なんていなくなればいい」との供述を知って、障害者を持つ親と
してやるせない気持ちになりました。現代のような高齢化社会・ストレス社
会では、いつでも健常な人が障害者のような存在になるかもしれないのです。
　障害者への差別意識をなくすには子どもの頃からの教育が重要です。知ら
なければ障害者を普通から外れた人として差別するのは自然な反応です。障
害者の存在をみんなが知って障害者が身近に安心して暮らせること、それを
周辺の人が温かく見守っているというまちを目指したいと思います。
　「障害の理解」を考えるとき、私は、東京大学名誉教授である江川滉二先生
（故人）が、ご自身も親の立場として地元の新聞社に寄せたコラムを思い出し
ます。先生は、「障害者が生まれてくる、その理由は多くの場合わからない。単
にある確率で障害者は生まれてくるのである。私だったかもしれないし、あな
ただったかもしれない。確率の問題ということは、誰がそれに当たるかはわか
らないということである。」「障害者は障害を持って生まれた瞬間に、すでにわ
れわれに対してこれ以上ないほどの大きな貢献をしてくれているのだ。」と
言っています。地域の多くの人たちがこのように考えてくれたら、障害者が
もっと暮らしやすくなると思います。

平成30年３月　
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第Ⅰ編　基本的考え方
第１章　計画の概要

１　計画策定の背景

　茅野市では、昭和 56 年（1981 年）の国際障害者年を契機に各障害者団体、ボランティア等を中心
に組織された「茅野市障害者福祉街づくり推進協議会」による 10 か年の茅野市国際障害者年長期行
動計画、引き続き「茅野市障害者計画策定委員会」による平成 11 年度（1999 年度）から平成 17 年
度（2005 年度）までの７か年を期間とする「茅野市障害者福祉計画」を策定し、障害のある方々が
地域社会の中でともに暮らし、社会活動に自由に参加できるための課題解決に取り組んできました。

平成 18 年（2006 年）4 月に障害者自立支援法が施行され、障害者に最も身近な市町村が福祉サー
ビスの一元的な実施主体と位置づけられ「障害福祉計画」の策定が地方自治体に義務付けられました。
茅野市では、計画的にサービス提供を推進してゆくために、数値目標を設定し、障害者施策を計画的、
総合的に推進するための中長期計画である「障害者計画」と一体的に障害者施策の在り方を定めた「第
1 次茅野市障害者保健福祉計画」を策定しました。更に、平成 24 年（2012 年）6 月には障害者総合
支援法が成立し、障害者の範囲の見直しや障害支援区分の創設などに対応するため「第２次茅野市障
害者保健福祉計画」を策定し、障害のある人が地域で自立した生活を送るための障害者施策を推進し
てきました。
　また、長野県では、平成 24 年（2012 年）3 月に「長野県障害者プラン 2012」を策定し障害者の
総合的な相談支援体制の整備や西駒郷などの施設から地域への生活移行を更に推し進めています。

一方、国においては、平成 19 年（2007 年）9 月「障害者の権利に関する条約＊」に署名した後、
条約締結に必要な国内法の整備を始めとする障害者施策の抜本的な見直しの動きがあり、「障害者基本
法」の改正（平成 23 年（2011 年）8 月）、「障害者総合支援法」の成立（平成 24 年（2012 年）6 月）、

「国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律」の成立（平成 24 年（2012
年）6 月）、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」の成立（平成 25 年（2013 年）6 月）
など、様々な法制度等の整備が行われ、平成 26 年（2014 年）1 月に障害者権利条約の批准に至りま
した。

＜用語解説＞
＊障害者の権利に関する条約……平成 18 年（2006 年）12 月 13 日に第 61 回国連総会本会議で採択された人権条約。全て
の障害者に対して、固有の尊厳、個人の自律（自らの選択の自由を含む）および個人の自立の尊重、非差別、完全かつ効果的
な社会参加と社会の受容、人間の多様性および人間性の一部としての障害者の差異の尊重および障害者の受容、機会の均等、
施設およびサービスの利用の可能化、男女の平等、障害児童の発達しつつある能力の尊重および障害児童の同一性保持の権利
の尊重を一般原則とし、障害を理由とするいかなる差別もなしに、全ての障害者のあらゆる人権および基本的自由を完全に実
施することを確保・促進することを一般的義務とする。日本は平成 19 年（2007 年）9 月同条約に署名後、国内法の整備等を
進め、平成 26 年（2014 年）1 月に条約批准に至った。障害者に関する法は、リハビリテーションや福祉の観点から考えられ
ることが多いが、この条約は国際人権法に基づいて人権の視点から考えて創られている。「個人は他の個人とその個人の属する
社会に対して義務を負い、国際人権法に定められた人権を促進する責任がある」ことを明記しており、「障害は個人ではなく社
会にある」といった視点からの条約である。更に、「我々のことを我々抜きで勝手に決めるな！（Nothing about us without 
us !）」というスローガンを掲げ、障害者の視点から創られた条約であることも画期的であり特徴的である。

「やまびこ園」利用者の作品

計画の構成

本計画は、次の 4 つの編部によって構成されています。

第Ⅰ編　基本的考え方
計画策定の背景と趣旨、計画の性格及び位置づけ、計画期間、進捗管理等を
明らかにしています。

第Ⅱ編　現状と課題
障害種別や程度、障害のある人の状況や日常生活に関する地域の現状、課題、
ニーズをまとめています。

第Ⅲ編　計画の理念・基本目標
第Ⅰ・Ⅱ編を踏まえ、本計画において目指すべき施策の理念・目標を明らか
にします。

第Ⅳ編　課題別施策の推進
計画の基本目標を実現するために、前計画を更に充実させ

　「①生活支援」
　「②保育・療育・教育」
　「③雇用・就業」
　「④移動支援・生活環境」
　「⑤防災・減災」
　「⑥社会参加」
　「⑦人権・権利擁護」
　「⑧啓発・広報」
　「⑨情報・コミュニケーション」
　「⑩保健・医療」

の課題ごとに『現在までの取組』『障害者及び介護者等の意向』『基本的な考
え方』『今後の取組』を示しています。

また、「①生活支援」「②保育・療育・育成」「③雇用・就業」は「障害福祉計画」・
「障害児福祉計画」の具体的内容にあたります。

はじめに
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平成24年
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(2014年)
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平成26年
(2014年)

1月

平成28年
(2016年)

4月

「発達障害者支援法」施行
・障害の定義を明確化　
・保健、医療、福祉、教育、雇用等の分野を越えて一体的な支援体制を整備

「障害者自立支援法」施行(10月完全施行)　
・障害種別に関わらず必要なサービスを利用できるよう、サービス利用の仕組みを一元化
・市町村が一元的にサービスを提供　
・利用者負担の見直しや国や地方自治体の責任を明確化して財源を確保し、安定的な制度を構築

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」施行
・障害者等が日常生活等において利用する施設や経路を一体的にとらえた総合的なバリアフリー化の
推進

「学校教育法等の一部を改正する法律」施行
・盲・ろう・養護学校を、障害種別を越えた特別支援学校に一本化

「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」施行
・中小企業における障害者雇用の一層の促進
・短時間労働に対応した雇用率制度の見直し

「障害者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間において
障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律」成立（平成24年（2012年）4月
までに順次施行）
・負担能力に応じた負担が原則であることを明確化　
・発達障害者が障害者の範囲に含まれることを明示　など

「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」成立
（平成24年（2012年）10月施行）　
・障害者への虐待を発見した者に市町村への通報を義務付け　
・虐待が疑われる家庭への市町村の立入調査　など

「障害者基本法の一部を改正する法律」成立（平成23年（2011年）8月施行）
・目的規定の見直し　
・障害者の定義の見直し　
・地域社会における共生　
・差別の禁止　など

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合基本法）」成立（平成25
年（2013年）4月施行）
（＊一部は平成26年（2014年）4月施行）
・障害者の範囲の見直し　
・障害支援区分の創設
・重度訪問介護の対象拡大　
・共同生活介護の共同生活援助への一元化
・地域移行支援の対象拡大
・地域生活支援事業の追加　など

「国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律（障害者優先調達法）」成立
（平成25年（2013年）4月1日施行）
・地方公共団体等に、障害者就労施設等の受注機会の増大を図るための措置を講ずるよう努める責務
を規定　など

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」成立
（平成28年（2016年）4月施行）
・障害を理由とする差別的取り扱いの禁止や合理的配慮の提供等を規定　など

「障害者権利条約」国会承認　批准書寄託（2月19日発効）
・障害者の人権や基本的自由の享有を確保し、障害者の固有の尊厳の尊重を促進するための措置等を
規定　など

「成年後見制度の利用の促進に関する法律」成立（5月13日施行）
・成年後見制度促進会議、成年後見制度利用促進委員会の設置
・成年後見制度利用促進基本計画の策定を規定　など

　〈国の動き…法改正を中心に〉 2　計画策定の趣旨
　こうした動きの中、茅野市では「第 1 次茅野市障害者保健福祉計画」「第 2 次茅野市障害

者保健福祉計画」をもとに実施してきた施策の成果や課題等を踏まえ、生活上何らかの障害

のある市民の皆さんの様々なニーズに適切に対応するため、平成 30 年度（2018 年度）か

らの新たな計画となる「第 3 次茅野市障害者保健福祉計画」を策定し、障害のある方がその

人らしく自立し、安心して住み続けることができる地域づくりを目指します。

3　計画の性格及び位置づけ
本計画は、障害者基本法第１１条第３項の規定に基づく「障害者のための施策に関する基

本的な計画（市町村障害者計画）」と、障害者総合支援法第 88 条第 1 項に基づく「国の基

本指針に即して障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制の確保に関す

る計画（市町村障害福祉計画）」更に、児童福祉法第 33 条の 20 第１項に基づく「国の基

本指針に即して障害児通所支援、及び障害児相談支援の提供体制の確保その他障害児通所支

援、及び障害児相談支援の円滑な実施に関する計画（市町村障害児福祉計画）」を一体化し

て作成する計画です。茅野市における障害のある人（障害のある子どもを含む）に関する施

策を総合的に推進するための基本指針であり、また、障害福祉サービス等の必要量と見込量

の年間の推計、必要量の確保に関する計画になっています。

　更に、本計画は国の「第４次障害者基本計画」及び長野県の「長野県障がい者プラン

2018（仮）」を上位計画にし、茅野市の「第５次総合計画」及び「第 3 次福祉２１ビーナ

スプラン（茅野市地域福祉計画）」の障害福祉の分野を担い、「茅野市健康づくり計画」「茅

野市高齢者保健福祉計画」「茅野市こども・家庭応援計画」等関連計画との整合性を踏まえ

て策定します。

4　計画の期間・見直しの時期
　本計画の期間は、障害者総合支援法に基づく「障害福祉計画」及び児童福祉法に基づく「障

害児福祉計画」の目標値達成期間に合わせて、2018 年度から 2023 年度までの 6 か年と

します。また、障害福祉計画の部分にあたる第Ⅳ編第１章「生活支援」第３章「雇用・就業」

及び障害児福祉の部分にあたる第 2 章「保育・療育・教育」については、2020 年度に数

値目標の見直しを行います。

（ただし、計画期間中に施行される制度改正等により、2020 年度以外にも、期間中に計画

を一部見直す場合があります。）

5　計画の進捗管理
　本計画に基づく施策を推進するために、庁内の関係部課相互の連携を図るとともに、庁外

の関係機関との連携を強化し総合的な検討や計画的な実施に努めます。また、庁内の推進体

制として「茅野市障害福祉推進会議」を設置し、障害者施策担当課だけでなく、庁内全体と

して障害のある方への支援に取り組みます。計画の進捗状況や数値目標等の実現に向けて、

「福祉 21 茅野障害福祉部会」を「茅野市自立支援協議会」と位置づけ、計画の点検・評価

による進行管理と具体的課題の検討を行います。計画の推進のためには、茅野市自立支援協

議会と行政が力を合わせて活動することが必須です。「茅野市らしい福祉」を目指して、自

立支援協議会の活性化に向けて課題の投げかけやネットワークづくりの支援を行います。
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また、「諏訪地域障がい福祉自立支援協議会＊」において、障害別分科会・課題別分科会や、サービ
ス事業者等の連絡会・学習会等を開催し、地域の関係機関の連携強化、社会資源の開発・改善等を推進し、
地域で支えあう推進体制を整備します。

計画の広報については、「広報ちの」や市のホームページでの紹介等により広く市民への周知を図り
ます。

＜用語解説＞
＊諏訪地域障がい福祉自立支援協議……地域自立支援協議会は、障害者総合支援法第 89 条の 3 により「地方公共団体は、単
独で又は協同して、障害者等への支援の体制の整備を図るため、関係機関、関係団体並びに障害者等及びその家族並びに障害
者等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者その関係者により構成される協議会を置くように努めなければ
ならない」と規定されている。茅野市では、福祉２１茅野障害福祉部会を「茅野市自立支援協議会」と位置づけ「茅野市障害
者保健福祉計画」の点検・評価による進行管理を担っているが、より広域的な課題解決のための具体的調整・検討の場として、
６市町村共同の自立支援協議会である「諏訪地域障がい福祉自立支援協議会」が設置されており、諏訪圏域障害者総合支援セ
ンター「オアシス」に事務局が置かれている。圏域の社会福祉団体、施設等の事業者、学校関係、ハローワーク、行政関係者
等が参加しており、課題別専門部会の開催等活発に活動している。

茅野市障害者保健福祉計画

茅野市自立支援協議会（福祉21茅野障害福祉部会）

進行管理

進行管理

連携

―行政等公共機関―

茅野市障害福祉推進会議

―民間―

○防災課 ○企画財政課

○パートナーシップのまちづくり推進課

○市民活動センター ○地域福祉課

○高齢者・保健課 ○健康づくり推進課

○各保健福祉サービスセンター

○商工課 ○建設課

○都市計画課 ○こども課

○幼児教育課 ○学校教育課

○生涯学習課 ○文化財課

○スポーツ健康課 ○社会福祉協議会

○その他関係団体

障害者等団体

サービス事業者

関係機関

○身体　○知的　○精神　○児童

○家族会、保護者会等

等

6　「障害」の表記について
　計画策定にあたり、「障害」の表記については以下の議論を行いました。

茅野市では、第 1 次茅野市障害者保健福祉計画（平成 19 年（2007 年）3 月
策定）の策定時から、「障害」の表記について、福祉 21 茅野障害福祉部会や関
係者間で議論を重ねてきました。

国では、「障害者自立支援法（平成 18 年（2006 年）４月施行）」に代わる新
たな法律として、「障害者総合支援法（平成 24 年（2012 年）６月施行）」を公
布するにあたり、政府主導で「障害」を「障がい」と表記するという動きが広が
りましたが、それに対して当事者をはじめ関係者が反対の意見を述べました。最
大の反論は「当事者抜きで勝手に政府が決めるな」という意見でした。そこで内
閣府は、平成 21 年（2009 年）12 月に閣議決定により設置された「障がい者
制度改革推進本部」の下に置かれた「障がい者制度改革推進会議」の中に、「『障
害』の表記に関する作業チーム」を立ち上げ、多くの関係者による検討により、「障
害」、「障がい」、「障碍」、「しょうがい」、「チャレンジド」といった複数の案を選
択肢として議論した結果、平成 22 年（2010 年）に「障害」という表記を残す
という結論に至りました。当事者を含めた関係者の結論であり、国は今も「障害」
という表記を使用しています。

推進会議での議論の中でもっとも説得力のあったのは、障害の考え方が昔と大
きく変わったということです。これはアメリカやイギリスをはじめとしたＥＵ各
国に普及していますが、もともとは国連で採択されたＩＣＦ（国際生活機能分類）
という考え方で、障害とは個人に帰属するものではなく社会にその原因があり、
その結果、障害を被っている人という考え方です。（「社会モデル」といいます。）
本人はかわいそうな人でも気の毒な人でもないのです。あるいは「疾病や病気は
その人の問題で、個人や家族の責任でなんとかしなければならない」という考え
方でもありません。今の生活のしづらさの原因は、社会の側の問題、例えばバリ
アフリーが進んでいないとか、制度やサービスが十分でないとか、地域の人たち
の差別や偏見があるとか、そうした「障害」をなくしていかなければならない。
そのことが「障害者差別解消法」であり、「障害者権利条約」の主旨になっています。

一方で、「害」の文字だけをとりあげて、「けしからん」という意見があります。
「害」ではなく「妨げる」「隔てる」といった意味の「礙」「碍」の方がよいとい
う意見もあります。それならば「障」という文字もおかしいという意見もありま
す。「しょうがい」と表記すべきということです。更には「しょうがい」という
言葉自体にとらわれず、その人たちは人生に挑戦している人「チャレンジド」と
全く違う言い方にすべきだという立場もあります。

それぞれに使う人の理由はあります。ただし、もっとも避けなければならない
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のは、あたかも流行言葉のように自分たちの意見もなく、まわりに流されて使う
ことです。言葉は、時代によって移り変わるものですし、何よりも当事者の意見
が優先されることが大事ですが、本質は用語の問題ではなく、それが何を意図し
ているかということです。市民の福祉意識に何も働きかけず、福祉教育も行わず、
こうした本質的な意義を問うことなしに、ただ用語だけを一方的に変えることに
は意味がありません。当事者の願いや意見の多くは表記の問題ではなく、そもそ
も「障害者」と「健常者」という人間を二分するような考え方そのものが問題な
のだということです。
「障がい」と表記だけして、「私たちは差別をしていません」あるいは「私は理

解者です」とするのではなく、誰もが市民として「同じ空の下」で生きている一
人ひとりとして捉えていくこと。その際に社会の側の「障害」を取り除いていく
ことこそが、茅野市の地域福祉の進め方であると考えます。茅野市の障害者保健
福祉計画やビーナスプラン（茅野市地域福祉計画）は、このことを正面に据え、
しっかりと議論して実現していく過程を大切にしていきたいと思います。

これは現時点での茅野市の到達点です。これから先、いろいろな議論の中で、
もっとよい言葉、それは当事者をはじめ市民のみなさんが最も適切だと思われる
言葉が合意されたときには、柔軟に対応していくことが大切であると考えます。

そこで、あらためて結論は次の通りです。

第 3 次茅野市障害者保健福祉計画では、「障害」の表記は継続して用いること
にします。この計画は行政計画であり、根拠法に基づいて策定されているわけで
すから、計画名はその法律に基づいて「障害」を使用します。

ただし、この「障害」という言葉が使われた背景の問題性をきちんと市民に問
題提起し、「障害」に替わるもっと新しい言葉や違う言い方についても議論を深
めていきます。そのことは地域共生社会をどのように実現していくかという本質
的な問いかけです。

これからも市民の皆さんと深く議論を重ね、全ての市民が安心して共に暮らし
ていける地域を目指していきたいと考えます。

茅野市民プラン
（第4次茅野市総合計画）
～29年度（2017年度）

第5次茅野市総合計画
～2027年度

第2次計画（8か年）

第1次計画
（6か年）

第1次計画（12か年） 第2次計画（10か年）

第1次計画（7か年）

第1次計画（5か年）

第2次計画（10か年）

第2次計画（8か年） 第3次計画（10か年）

福祉21ビーナスプランに包含 福祉21ビーナスプランに包含

第2次計画
（5か年）

第3次計画
（6か年）

第5期

第5期 第6期 第7期

第6期

第3次計画（10か年）

障害者保健福祉計画

第1次計画（5か年）

‘96 ～ ‘10 ‘11 ‘12 ‘13 ‘14 ‘15 ‘16 ‘17 ‘18 ‘19 ‘20 ‘21 ‘22 ‘23 ‘24 ‘25 ‘26 ‘27 ‘28

　〈茅野市の保健福祉に関する計画期間〉



11

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

10

第Ⅱ編　現状と課題
第１章　第 2次茅野市障害者保健福祉計画の検証

（平成 25 年度（2013 年度）～平成 29 年度（2017 年度））

　前回計画では、総合的に施策を展開してゆく中で、３つの数値目標と、障害福祉サービスごとの見
込量を設定し進捗管理を行いました。

1　目標値
　〈目標値 1〉……福祉施設入所者の地域生活への移行

　◎平成26年度（2014年度）目標数値（第3期障害福祉計画）
・平成26年度末（2014年度末）までに19人（平成17年度末（2005年度末）入所者数の39.6％）の地域移行を

目指します。
　　平成17年度末（2005年度末）入所者数               ……48人
　　平成26年度末（2014年度末）地域移行数目標値　……19人（39.6％）
　　平成26年度末（2014年度末）地域移行数実績　　……19人（39.6％）

　◎平成29年度（2017年度）目標値（第4期障害福祉計画）
・平成29年度末（2017年度末）までに5人（平成25年度末（2013年度）　入所者数の12.5％）の地域移行を目

指します。
　　平成25年度末（2013年度末）入所者数　　　　　  ………40人
　　平成29年度末（2017年度末）地域移行数目標値　　……… 5人（12.5％）
　　平成29年度末（2017年度末）地域移行数実績（見込）………３人（ 7.5％）
※平成26年度（2014年度）までの目標値は達成しましたが、平成29年度（2017年度）までの目標値は達成でき

ない見込みです。

　〈目標値 2〉……施設入所者の削減

　◎平成26年度（2014年度）目標数値（第3期障害福祉計画）
・平成26年度末（2014年度）までに9人（平成17年度末入所者数の18.8％）の入所者削減を目指します。
　　平成17年度末（2005年度末）入所者数　　　　　 ……48人
　　平成26年度末（2014年度末）入所者減少数目標値 ……  9人（18.8％）
　　平成26年度末（2014年度末）入所者減少数実績　 ……  8人（16.6％）

　◎平成29年度（2017年度）目標値（第4期障害福祉計画）
・平成29年度末（2017年度末）までに2人（平成25年度末入所者数の5％）の入所者削減を目指します。
　　平成25年度（2013年度末）現在入所者数　　　　　……40人
　　平成29年度末（2017年度末）入所者減少数目標値　……  2人（5％）
　　平成29年度末（2017年度末）入所者減少数実績（見込）…… −1人（増加）
※平成26年度（2014年度）までの目標値は達成できず、また、平成29年度（2017年度）までの目標値について

も達成できない見込みです。

　入所施設状況については、地域移行可能な入所者についてはある程度移行が進んだ一方で、新たに施設入所する
方も見られる現状です。

　〈目標値 3〉……福祉施設から一般就労への移行

◎平成26年度（2014年度）目標数値（第3期障害福祉計画）
　・平成26年度末（2014年度末）に福祉施設から5人（平成17年度（2005年度）末就労者数の2.4倍）の一般

就労を目指します。
　　平成17年度末（2005年度）就労者数　　　　……2人
　　平成26年度末（2014年度）就労者数目標値　……5人（2.4倍）
　　平成26年度末（2014年度）就労者数実績　　……0人
◎平成29年度（2014年度）目標値（第4期障害福祉計画）
　・平成29年度末（2017年度末）に福祉施設から6人（平成25年度末（2013年度末）就労者の2倍）の一般就

労を目指します。
　　平成25年度末（2013年度末）就労者数　　　　　 ……3人
　　平成29年度末（2017年度末）就労者数目標値　　 ……6人（2倍）
　　平成29年度末（2017年度末）就労者数実績（見込）……6人（2倍）

※平成26年度（2014年度）までの目標値は達成できませんでしたが、平成29年度（2017年度）までの目標値は
達成できる見込みです。

　就労者の状況としては、就労と離職を繰り返しながら、また福祉施設を再度利用しながら一般就労を目指している
方が多く、就労相談窓口を中心に、様々な相談窓口が利用されている現状です。

「ふくろう玉川」利用者の作品



1312

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

 1075 999 1053 1111 1169 1231
 656.0 532.2 210.6 535.8 800.5 1147.1
    36 39 42
   34 39 39 36

●居宅介護（重度訪問介護、行動援護、重度障害者等包括支援を含む） （時間／月）（人）

1か月あたりの
延利用時間数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 1270 1510 1770 1250 1510 1770
 577.6 593.0 1188.8 1015.8 996.7 1770
 53 75 82 68 75 82
 45 50 55 53 64 82

1か月あたりの
延利用時間数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・H20年度にかけて一時
的に利用実績が減少した
のは、以前外出介護で利
用していた該当者が移動
支援等の他事業に移行し
たためと考えられます。
利用実人数は増加傾向と
考えられます。

図表1　居宅介護
2000

1500

1000

500

0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29

（見込）

時間数（見込） 時間数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

　（1）訪問系サービス

 437 874 1127 1288 1426 1518
 111.0 383.3 326.1 333.6 419.9 967.2
　  　  56 62 66
　   19 24 30 76

●生活介護　　　 （日数／月）（人）

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 450 500 550 1800 1900 2000
 1550.1 1623.0 1675.5 1799.58 1879.08 2000
 35 40 45 100 110 120
 89 89 94 98 105 120

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

　（2）日中活動系サービス

見込
実績
見込
実績

2　各種福祉サービス実績

 0 23 23 23 23 23
 18 0.8 20.3 5.7 13.8 38.7
　  　  1 1 1
　   2 1 2 3

●自立訓練（機能訓練） （日数／月）（人）

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 25 25 25 50 50 50
 16.2 5.4 22.3 1.1 1.7 50
 2 2 2 3 3 3
 3 1 2 1 1 3

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・全体的に増加傾向です
が、Ｈ23年度の急激な増
加は、旧法施設サービス
からの移行によるものと
考えられます。

図表2　生活介護
140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29

（見込）

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

 46 115 138 161 184 184
 0 0 0 0 0 7.3
　  　  7 8 8
　   0 0 0 2

●自立訓練（生活訓練）　　　 （日数／月）（人）

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 25 25 25 50 50 50
 38.0 25.8 20.17 24.66 56.83 50
 1 1 1 3 3 3
 2 2 2 4 4 3

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・年度により利用人数、日
数ともばらつきはありま
す。

図表3　自立訓練（機能訓練）
60

50

40

30

20

10

0

3.5

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0
H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29

（見込）

2500

2000

1500

1000

500

0

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）
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 115 276 322 299 299 322
 0 0.8 0 17.8 72.4 54.1
　  　  13 13 14
　   0 3 8 5

●就労移行支援 （日数／月）（人）

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 250 375 500 95 100 105
 55.5 63 79.5 100.4 95.58 105
 10 20 35 5 6 7
 3 3 6 15 12 12

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・当初の利用はありませ
んでしたが、Ｈ23年度以
降はサービス提供体制の
整備が進み利用の実績が
ありました。

図表4　自立訓練（生活訓練）　　　
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

 0 0 46 115 184 230
 0 0 0 0 0 38.9
　  　  5 8 10
　   0 0 0 6

●就労継続支援Ａ型　　　 （日数／月）（人）

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 250 500 750 400 450 500
 197.5 316.3 326.4 387.7 492.5 500
 10 20 26 20 25 30
 11 16 17 27 35 30

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・サービス提供体制の整
備により、徐々に利用が
見られます。

図表5　就労移行支援
600

500

400

300

200

100

0

40
35
30
25
20
15
10
5
0

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

 46 115 230.0  345 483 598
 32.6 35.2 39.0  35.7 345.3 494.9
　  　  15 21 26
　   3 3 42 51

●就労継続支援Ｂ型　　 （日数／月）（人）

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 1000 1100 1200 1250 1300 1350
 1065.6 1086.6 1092.5 1337.2 1329.58 1350
 50 55 60 80 85 90
 71 71 92 102 97 90

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・H23年度以降の体制整
備により利用人数、日数
とも増加しています。

図表6　就労継続支援Ａ型　　　
40
35
30
25
20
15
10
5
0

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

 0 0 0 0 0 3
 0 0 1 1 1 1

●療養介護　　　 （人）

実利用人数 見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 3 3 3 3 3 3
 5 5 5 5 5 3

実利用人数 見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・H22年度に事業所の開
設や移行があり、急激に
利用実績が増加しました
が、Ａ型事業所の開設に
より横ばいの傾向です。

図表7　就労継続支援B型　　　
1600
1400
1200
1000
800
600
400
200
0

120

100

80

60

40

20

0
H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29

（見込）

800
700
600
500
400
300
200
100
0

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）
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 62.0 50.1 48.1 69.7 95.0 143.9
　  　  22 22 25
　   16 23 18 23

●短期入所（福祉型）　（※Ｈ26までは医療型を含む）　

●短期入所（医療型）　

（日数／月）（人）

（日数／月）（人）

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 100 120 130 200 210 220
 143.83 169.25 187.33 104.2 126.0 220
 25 28 30 30 32 35
 18 23 32 31 30 35

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・旧法施設の新法移行が
進み、5名の利用実績が
ありました。

図表8　療養介護

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

見込 実績

 13 15 18 22 25 28
 12 14 16 22 27 28

●共同生活援助　　　　 （人）

実利用人数 見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 30 33 35 38 39 40
 38 36 35 39 46 40

実利用人数 見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

 4.3 5.5 5
 3 3 3実利用人数

実績

H27 H28 H29（見込）

・利用人数は増加傾向で
すが、利用日数はばらつ
きがあります。

図表9　短期入所（福祉型・医療型）　（※医療型はＨ26まで含む）　　　
250

200

150

100

50

0

40
35
30
25
20
15
10
5
0

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

6

5

4

3

2

1

0

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

　（3）居住系サービス・・・年間実利用人数

1か月あたりの延利用日数

・サービス提供施設が徐々
に整備されるに伴い利用
人数も増加しています。
  

図表10　共同生活援助　　

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

見込 実績

 11 30 38 42 42 42
 1 13 13 14 17 42

●施設入所支援　　

●計画相談支援　

（人）

（人／月）

実利用人数 見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 41 40 39 39 39 38
 44 44 42 44 44 38

実利用人数 見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

 7.4 30.8 67.6 55 60 64
 6.58 31.75 39.9 55.9 51.8 64

1か月あたりの
延利用人数

見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

・旧法施設サービスの新
法への移行がH23年度に
集中し、利用実績に反映
されています。利用人数
は横ばいの傾向です。

図表11　施設入所支援　

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

見込 実績

・サービス提供事業所の整備が徐々に
進み、利用者は増加の傾向です。

図表12　計画相談支援　　

H24　　　　H25　　　　H26　　　　H27　　　　H28　　　　H29
（見込）

見込 実績

80
70
60
50
40
30
20
10
0

　（4）相談支援サービス　　

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0
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実績

●児童発達支援

　    90 126 160
 22.4 45.2 100.8 119.1 74.0 160.0
　    6 7 8
 2 4 6 7 12 8

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

●地域移行支援 （人／月）

 0.4 0.8 0.8 2 2 3
 0 0.33 0.08 0.58 0.25 3

1か月あたりの
延利用人数

見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

●地域定着支援 （人／月）

（日／月）

 0.4 0.8 0.8 2 3 4
 0 0 0.08 0.58 0 4

1か月あたりの
延利用人数

見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・地域移行支援同様、サービスの
提供事業所や移行先の体制整備
が進まず、サービスの利用はわず
かです。

・サービスの提供事業所や移行
先の体制整備が進まず、サービ
スの利用はわずかです。

図表13　地域移行支援　　

H24　　　　　H25　　　　　H26　　　　　H27　　　　　H28　　　　　H29
（見込）

見込 実績

3.5

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0

図表14　地域定着支援　

見込

　（5）障害児支援　

H24　　　　　H25　　　　　H26　　　　　H27　　　　　H28　　　　　H29
（見込）

4.5
4
3.5
3
2.5
2
1.5
1
0.5
0

●保育所等訪問支援

　    2 6 8
 0 0 0.4 0 0 8
　    2 3 4
 0 0 1 0 0 4

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）
（日／月）

●放課後等デイサービス

　　    30 60 100
 0 0 0 57.9 70.5 100
　    3 4 5
 0 0 0 12 19 5

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）
（日／月）

●医療型児童発達支援

　　    10 10 10
 0 0 0 0 0 10
　    1 1 1
 0 0 0 0 0 1

1か月あたりの
延利用日数

実利用人数

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）
（日／月）

・サービス提供事業所の整備が
進まず、H27年度からようやく利
用の実績がありました。

　　　　

・サービス提供事業所が徐々に
整備され、利用は増加の傾向で
す。

・医療型児童発達支援について
は利用実績がありませんでし
た。

図表15　児童発達支援　　

H24　　　　　H25　　　　　H26　　　　　H27　　　　　H28　　　　　H29
（見込）

180
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図表16　放課後等デイサービス

H24　　　　　H25　　　　　H26　　　　　H27　　　　　H28　　　　　H29
（見込）

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

120

100

80

60

40

20

0

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）
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●障害児相談支援　 （人／月）

　    12 15 18
 0 0 0 0.2 5.2 18

1か月あたりの
延利用人数

見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

●障害児入所支援（福祉型・医療型） （人／月）

　 　 　  4 4 4
 2 3 4 4 4 4

実利用人数 見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

・平成27年度以降利用実績があ
りました。
　　　　

・入所児童はH26年以降4人で推
移しています。

・H26年度に1人の利用がありま
した。

図表17　保育所等訪問支援　

H24　　　　　H25　　　　　H26　　　　　H27　　　　　H28　　　　　H29
（見込）

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

4.5
4
3.5
3
2.5
2
1.5
1
0.5
0

図表18　障害児相談支援

H24　　　　　H25　　　　　H26　　　　　H27　　　　　H28　　　　　H29
（見込）

日数（見込） 日数（実績） 人数（見込） 人数（実績）

見込 実績

図表19　障害児入所支援

H24　　　　　H25　　　　　H26　　　　　H27　　　　　H28　　　　　H29
（見込）

5

4

3

2

1

0

20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0

見込 実績

●要約筆記（利用実人数・年間延利用回数）

 358 375 392 409 426 443
 295 206 199 186 170 192
 14 14 15 15 15 16
 14 16 13 15 18 15

●相談支援窓口　　５箇所
●コミュニケーション支援事業　
　　手話通訳（利用実人数・年間延利用回数）

延派遣回数

実利用者数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 200 200 200 200 200 200
 210 185 197 158 116 200
 17 17 18 18 19 19
 13 12 11 11 12 19

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

　（5）地域生活支援事業

延派遣回数

実利用者数

 7 8 9 10 11 12
 13 10 4 4 4 9
 5 6 6 7 7 8
 6 8 3 3 3 3

延派遣回数

実利用者数

見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 10 10 10 10 10 10
 2 2 27 13 14 10
 8 8 9 9 10 10
 6 6 3 3 3 10
 

見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

延派遣回数

実利用者数

・年度ごとにばらつきは
ありますが、ほぼ横ばい
に推移しています。

・利用人数、派遣回数と
も、やや減少傾向です。

図表21　要約筆記　

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

図表20　手話通訳

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

500
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0
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8
6
4
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回数（見込量） 回数（実績） 人数（見込量） 人数（実績）
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回数（見込量） 回数（実績） 人数（見込量） 人数（実績）



2322

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

 8 8 10 10 12 12
 4 5 1 2 3 3
 10 10 12 12 14 14
 6 12 9 31 8 9
 13 13 14 14 15 15
 4 5 5 4 8 4
 8 8 9 9 10 10
 16 10 15 18 13 9
 249 261 273 285 297 309
 318 374 437 862 881 546
 3 3 3 3 3 3
 1 2 1 2 2 3

●日常生活用具給付等事業（年間延件数）

見込
実績
見込
実績
見込
実績
見込
実績
見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

・項目ごとにばらつきは
ありますが、ほぼ横ばい
に推移しています。

図表22　日常生活用具（介護・訓練支援／自立生活支援）　

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

40
35
30
25
20
15
10
5
0

介護・訓練支援用具

自立生活支援用具

在宅療養等支援用具

情報・意思疎通支援用具

排泄管理支援用具

住宅改修費

 5 6 7 5 6 7
 4 2 7 2 2 7
 20 20 20 25 25 30
 11 38 8 5 5 30
 12 12 13 10 11 12
 8 7 11 7 12 12
 15 15 16 20 20 22
 6 28 23 14 17 22
 900 900 950 900 900 910
 551 537 1121 1140 1204 910
 3 3 3 3 3 3
 2 1 2 2 2 3

見込
実績
見込
実績
見込
実績
見込
実績
見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

介護・訓練支援用具

自立生活支援用具

在宅療養等支援用具

情報・意思疎通支援用具

排泄管理支援用具

住宅改修費

介護・訓練支援用具（見込量）
自立生活支援用具（見込量）

介護・訓練支援用具（実績）
自立生活支援用具（実績）

●移動支援事業
（実施箇所数・利用者実数・年間延利用時間数）　（Ｈ18は10月～3月分）

図表23　日常生活用具（在宅療養等支援／情報・意思疎通支援）　

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

30

25

20

15

10

5

0

在宅療養等支援用具（見込量）
情報・意思疎通支援用具（見込量）

在宅療養等支援用具（実績）
情報・意思疎通支援用具（実績）

図表24　日常生活用具（排泄管理／住宅改修）　

H18　　H19　　H20　　H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29
（見込）

1400

1200

1000

800

600

400

200

0

20

15

10

5

0

 6 7 7 8 8 9
 5 7 9 9 9 9
 27 29 30 32 33 34
 8 16 19 15 20 25
 3060 3206 3352 3498 3644 3790
 412.5 1807.5 2016.5 1955 2088 2041

実施箇所数

利用者数

延利用時間数

見込
実績
見込
実績
見込
実績

H18 H19 H20 H21 H22 H23

 9 9 10 10 11 11
 9 13 12 12 13 11
 20 20 25 35 38 40
 35 33 34 47 47 40
 1500 1500 2000 1500 2000 2000
 1337.5 1233 1733.5 1722 1483 2000

実施箇所数

利用者数

延利用時間数

見込
実績
見込
実績
見込
実績

H24 H25 H26 H27 H28 H29（見込）

排泄管理支援用具（見込量） 排泄管理支援用具（実績） 住宅改修費（見込量） 住宅改修費（実績）
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図表25　移動支援（利用者数／利用時間）　
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（見込）
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ピアあすなろ

ひまわりの里

・あすなろセンターがH24年度か
ら就労継続支援Ｂ型事業所に移
行しピアあすなろが開設されま
したが、利用者は年間２～３名で
推移し、H29年度の利用者は見
込めない状況です。ひまわりの里
は年間40名前後の利用者で、ほ
ぼ横ばいに推移しています。

・利用者実数は増加傾向
ですが、利用時間数は、
H19年度に増加後はほぼ
横ばいです。

図表26　ピアあすなろ（利用実人数・延利用日数）

図表26　ひまわりの里（利用実人数・延利用日数）
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●タイムケア事業

図表27　タイムケア
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・利用人数、利用時間数
とも増加傾向です。
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「多機能型施設 モモ」利用者の作品
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・茅野市の身体障害者手帳所持者は2,019人（H29年3月31日現在）になり、総人口に対して3.62％を占
めています。H26年度をピークに減少傾向に転じています。

●年度別所持者数（各年度末現在）　　　 （人）

　（１）身体障害者手帳所持者の推移

年度 H14   H15   H16   H17   H18   H19   H20   H21   H22  
交付人数 1,540 1,589 1,627 1,711 1,696 1,763 1,859 1,881 1,941
人口 55,959 56,366 56,674 56,848 57,061 57,201 57,379 57,382 56,391
人口に対する割合 2.75% 2.82% 2.87% 3.01% 2.97% 3.08% 3.24% 3.28% 3.44%

年度 H23   H24   H25   H26   H27   H28  
交付人数 1,995 2,016 2,075 2,112 2,087 2,019
人口 56,121 56,030 55,679 55,167 55,912 55,792
人口に対する割合 3.55% 3.60% 3.73% 3.83% 3.73% 3.62%

●年齢別所持者数（各年度末現在）　　 （人）

　（２）身体障害者手帳所持者の年齢

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
18歳未満 29 27 25 30 30 30 32 40 38
18～64歳 554 538 525 613 633 714 806 491 509
65歳以上 957 1,024 1,077 1,068 1,033 1,019 1,021 1,350 1,394

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
18歳未満 41 42 46 44 50 45
18～64歳 511 498 483 523 448 425
65歳以上 1,443 1,476 1,546 1,545 1,589 1,549

図表1　身体障害者手帳所持者数の推移

3　前回計画検証のまとめ
以上の実績や、課題別施策の実績評価表等の検討を行い意見集約しました。
＜生活の場の支援について＞
・施設から地域への動きが鈍くなってきている。グループホームの整備にもっと力を入れる必要が

ある。
・一方で、親がいなくなっても自分のうちで暮らし続けたい方の支援も強化してほしい。
・グループホームを建てやすいような地域の環境整備に心を配ってほしい。地元の反対運動に合っ

て計画を断念するようなことがあると本当に残念に思う。

＜移動支援、移送支援について＞
・福祉バスやデマンド交通の範囲は拡大したが土日祝日には利用できない。検討が必要。
・移動の支援（送迎、公共交通充実等）と活動の支援（余暇活動等）が、関連しているためにかえ

ってごちゃごちゃになってしまう。事業の名前も似通っていて誤解されやすい。整理しながら支
援を考えていく必要がある。

・移動の問題がやはり切実。何をするにしても移動の手段が必要。茅野市の地理的な特徴によるこ
とも大きい。

＜障害児支援について＞
・現在行われている発達サポーター養成講座を、例えば民生委員の研修として取り入れるなどもっ

と対象を広げて展開してほしい。
・どんぐり手帳をもっと広く周知してほしい。
・発達支援センターの活動をもっと広げて、0 ～ 18 歳まで関わってほしい。
・学習場面でのタブレット端末の導入など、教育支援機器を更に充実してほしい。
・養護学校の学童クラブを継続しながら放課後等デイサービスをもっと充実させてほしい。
・18 歳から 20 歳までの狭間の支援が不十分。多方面にわたって必要。

＜災害時の支援体制について＞
・災害時の支援体制を具体的に確立してほしい。

＜その他＞
・陸上競技場の入り口階段への手すりの設置などすぐに対応された事例がある。今後もできること

はすぐ対応してほしい。
・親と性別の違う子どもの着替え用の部屋が確保されたが、今後検討されるときはもう少し利用し

やすい場所にしてほしい。
・市民活動センターでの企画に具体的にどんな支援や配慮があれば、障害のある方の活動拠点とす

ることができるか、意見を出し合う場が必要。
・相談支援専門員がもっと充実して活動しやすくなるよう、事業所へ働きかけてほしい。　
・いざというときにすぐサービスを利用できるように、前もってサービスに慣れておくためのサー

ビスの紹介や利用を進めていく必要がある。
・例えば介護保険事業者の基準該当適応利用＊等の制度紹介等、様々な事業者への働きかけを通じて

サービス提供できる事業者を更に充実する。

＜用語解説＞
＊基準該当適応利用……障害福祉サービスを提供する事業所は「指定障害福祉サービス事業所」として国が定める事業所の基
準を満たす必要があるが、指定障害福祉サービスとしての基準は満たしていないものの、介護保険事業所等の基準を満たす事
業所で市町村が認めたものにおいて、当該事業者が障害者を受け入れた場合、「基準該当障害福祉サービス」として自立支援給
付費が支払われることとなっている。この制度を周知・利用することで、障害のある方の利用できる事業所の選択肢を更に広
げることができると考えられるが、介護保険施設を利用することとなるため、実際の利用には事業所と利用者とのマッチング
や報酬単価等の課題がある。

第 2章　茅野市の現状

１　身体障害
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・年齢をみると、18歳未満が45人、18～64歳が425人、65歳以上が1,549人で、65歳以上
が全体の76.7％を占めています。

　（１）身体障害者手帳所持者の推移

●等級別所持者数（各年度末現在）　　 （人）

　（３）身体障害者手帳所持者の障害の程度

　年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
　１級 419 434 469 506 508 525 565 562 500
　２級 277 289 282 295 290 295 282 294 305
　３級 252 265 261 269 267 279 308 317 379
　４級 319 339 365 385 375 409 428 446 487
　５級 156 153 142 148 148 147 157 146 147
　６級 117 109 108 108 108 108 119 116 123

　年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
　１級 520 528 553 648 496 606
　２級 296 280 278 239 261 224
　３級 405 407 405 365 386 369
　４級 511 535 577 609 606 564
　５級 146 144 143 159 165 135
　６級 117 122 119 92 173 121

・障害程度（手帳等級）をみると、ばらつきはありますが、5級・6級の割合が減少しており、3
級・4級が増加傾向にあります。1級・2級は減少傾向です。

図表2　年齢別推移

図表3　等級別推移

・障害種別をみると肢体不自由が1,147人（56.8％）で最も多く、また、内部障害が年々増加
しています。

●障害種別所持者数（各年度末現在）  　 （人）

　（４）身体障害者手帳所持者の障害の種別

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
視覚障害 132 136 134 123 123 125 129 120 118
聴覚・平衡機能 105 100 98 96 96 93 101 99 104
音声・言語機能 25 37 40 31 31 29 28 29 28
肢体不自由 967 964 974 1,033 1,026 1,058 1,106 1,107 1,140
内部障害 311 352 381 428 420 458 495 526 551

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
視覚障害 116 107 105 111 108 110
聴覚・平衡機能 98 95 96 107 104 100
音声・言語機能 31 33 31 25 36 34
肢体不自由 1,178 1,194 1,234 1,253 1,248 1,147
内部障害 572 587 609 616 591 628

●年度別所持者数（年度末現在）　　　　 （人）

　（１）療育手帳所持者の推移

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
交付人数 183 194 244 251 255 262 262 272 283
人口 55,959 56,366 56,674 56,848 57,061 57,201 57,379 57,382 56,391
人口に対する割合 0.33% 0.34% 0.43% 0.44% 0.45% 0.46% 0.46% 0.47% 0.50%

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
交付人数 295 327 339 355 380 391
人口 56,121 56,030 55,679 55,167 55,912 55,792
人口に対する割合 0.53% 0.58% 0.61% 0.64% 0.68% 0.70%

図表4　障害種別推移

2　知的障害
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・療育手帳所持者の推移をみると、H29年3月31日現在391人で、年々増加しています。

・年齢をみると、18歳未満が99人、18歳以上が292人で18歳以上が全体の74.7％を
占めています。ともに増加の傾向ですが、特に18歳以上が大きく増加しています。

●年齢別所持者数（各年度末現在） （人）

　（２）療育手帳所持者の年齢

●等級別所持者数（各年度末）　　　 （人）

　（３）療育手帳所持者の障害の程度

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
１８歳未満 54 57 74 70 67 65 67 70 78
１８歳以上 129 137 170 181 188 197 195 202 205

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
１８歳未満 78 84 90 88 94 99
１８歳以上 217 243 249 267 286 292

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
重度（Ａ1） 80 76 106 113 114 117 118 116 119
中度（Ａ2・Ｂ1） 66 72 86 81 79 73 75 76 73
軽度（Ｂ2） 37 46 52 57 62 72 69 80 91

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
重度（Ａ1） 117 120 125 129 137 137
中度（Ａ2・Ｂ1） 79 93 92 96 103 106
軽度（Ｂ2） 99 114 122 130 140 148

図表5　療育手帳所持者数の推移

図表6　年齢別推移

・障害程度をみると、以前は重度（Ａ1）・中度（Ａ2・Ｂ1）の割合が多かったですが、ここ数年は軽度（Ｂ2）が最
も多く、H28年度は148人（37.9％）となっています。

・精神障害者福祉手帳所持者は、当初急激な増加がみられましたが、ここ数年は横ばいの状況です。
H18年度までは全て18歳以上でしたが、H19年度以降は18歳未満の方にも交付されています。

●年度別所持者数 （人）

　（１）精神障害者保健福祉手帳所持者の推移　　

●年齢別所持者数（各年度末）　　 （人）

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
１８歳未満 0 0 0 0 0 1 1 0 1
１８歳以上 73 98 123 140 164 200 248 311 342

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
１８歳未満 1 2 3 4 3 2
１８歳以上 364 374 353 344 374 398

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
交付人数 73 98 123 140 164 201 249 311 343
人口 55,959 56,366 56,674 56,848 57,061 57,201 57,379 57,382 56,391
人口に対する割合 0.13% 0.17% 0.22% 0.25% 0.29% 0.35% 0.43% 0.54% 0.61%

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
交付人数 365 376 356 344 377 400
人口 56,121 56,030 55,679 55,167 55,912 55,792
人口に対する割合 0.65% 0.67% 0.64% 0.62% 0.67% 0.72%

図表7　等級別推移

図表8　精神障害者保健福祉手帳所持者の推移

3　精神障害
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・障害程度（手帳等級）をみると、1級が529人（64.8％）と最も多いですが、交付数全体に占
める割合をみると、ここ数年では2級・3級がわずかに増加してきています。

●等級別所持者数（各年度末現在）　 （人）

　（２）精神障害者保健福祉手帳所持者の障害の程度　

　　　年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
　　　1級 28 40 40 57 82 112 152 218 245
　　　2級 38 48 67 68 62 68 82 82 90
　　　3級 7 10 16 15 20 21 15 11 8

　　　年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
　　　1級 263 263 234 229 245 259
　　　2級 93 103 106 100 117 122
　　　3級 9 10 16 15 15 19

・H18年度の制度改正により減少しましたがその後は年々増加し、ここ数年は横ばいの状況です。

●自立支援医療（精神通院）認定患者数 （人）

　（3）自立支援医療（精神通院）認定患者数

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
患者数 474 666 683 693 614 683 711 807 834
人口 55,959 56,366 56,674 56,848 57,061 57,201 57,379 57,382 56,391
人口に対する割合 0.85% 1.18% 1.21% 1.22% 1.08% 1.19% 1.24% 1.41% 1.48%

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
患者数 849 782 821 782 877 877
人口 56,121 56,030 55,679 55,167 55,912 55,792
人口に対する割合 1.51% 1.40% 1.47% 1.42% 1.57% 1.57%

図表9　等級別推移

図表10　自立支援医療（精神通院）患者数推移

・茅野市内の特別支援学級は、H29年5月1日現在で学級数が34学級、児童生徒数が157人
であり、学級数、児童生徒数とも年々増加しています。

●特別支援学級数（各年度5月1日現在）　　 （数）

　（１）特別支援学級数・在籍児童生徒数の推移

　　　 Ｈ14  Ｈ15  Ｈ16  Ｈ17  Ｈ18  Ｈ19  Ｈ20  Ｈ21  Ｈ22 
　　小学校 9 11 11 12 14 14 15 15 17
　　中学校 8 7 7 7 8 8 9 8 8
　　学級数 17 18 18 19 22 22 24 23 25

　　　 Ｈ23  Ｈ24  Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27  Ｈ28  Ｈ29 
　　小学校 17 19 19 20 21 21 23
　　中学校 9 9 10 9 10 10 11
　　学級数 26 28 29 29 31 31 34

●児童生徒数（各年度5月1日現在） （人）
　　　 H14  H15 H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
　　小学校 26 34 38 50 55 50 56 54 57
　　中学校 29 20 21 16 24 23 29 34 30
　児童・生徒数 55 54 59 66 79 73 85 88 87

　　　 H23  H24  Ｈ25  Ｈ26  Ｈ27  Ｈ28  Ｈ29 
　　小学校 62 76 79 79 88 93 94
　　中学校 34 39 48 43 53 58 63
　児童・生徒数 96 115 127 122 141 151 157

図表11　特別支援学級数・児童生徒数の推移

4　発達障害

　平成 17 年（2005 年）4 月に施行された「発達障害者支援法」により、発達障害児・者は、自閉症、
アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他などの発達障害
により、日常生活又は社会生活に制限を受ける者または児とされており、知的障害のないものは精神
障害児・者として手帳や自立支援医療の認定を受けることができます。平成 22 年（2010 年）12 月
の法改正により発達障害が障害者の範囲に含まれることが明示され、手帳等を所持しなくても制度の
対象者として必要な福祉サービスを利用できるようになりました。
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・花田養護学校におけ
る、茅野市の児童生徒数
はH29年5月1日現在6人
であり、全校に対して
7.2％を占めています。

・諏訪養護学校におけ
る、茅野市の児童生徒数
は、H29年5月1日現在64
人であり、全校に対して
37.0％を占めています。
児童生徒数は増加傾向で
すが、全校に占める割合
はここ数年横ばいの状況
です。

●在籍児童生徒数（各年度5月1日現在） （人）

　（2）諏訪養護学校の児童生徒数の推移

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
全校 121 126 123 114 120 116 130 137 148
うち茅野市 37 40 38 39 41 40 39 50 52
全校に対する割合 30.6% 31.7% 30.9% 34.2% 34.2% 34.5% 30.0% 36.5% 35.1%

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28  H29 
全校 151 147 144 147 153 163 173
うち茅野市 56 55 58 60 54 60 64
全校に対する割合 37.1% 37.4% 40.3% 40.8% 35.3% 36.8% 37.0%

●在籍児童生徒数（各年度5月1日現在） （人）

　（3）花田養護学校の児童・生徒数

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
全校 89 81 84 88 88 86 82 86 82
うち茅野市 4 4 3 3 4 4 2 2 2
全校に対する割合 4.5% 4.9% 3.6% 3.4% 4.5% 4.7% 2.4% 2.3% 2.4%

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28  H29 
全校 84 84 82 80 77 81 83
茅野市 2 1 1 2 2 3 6
全校に対する割合 2.4% 1.2% 1.2% 2.5% 2.6% 3.7% 7.2%

図表12　諏訪養護学校児童生徒数の推移

図表13　花田養護学校児童生徒数の推移

・茅野市における受給者証所持者の推移をみると、H29年３月３１日現在415人で、年々増加傾向にあります。

●在籍児童生徒数（各年度5月1日現在） （人）

　（1）特定疾患医療受給者証交付数

年度 H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20  H21  H22 
交付人数 161 168 176 181 205 211 236 255 269
人口 55,959 56,366 56,674 56,848 57,061 57,201 57,379 57,382 56,391
人口に対する割合 0.29% 0.30% 0.31% 0.32% 0.36% 0.37% 0.41% 0.44% 0.48%

年度 H23  H24  H25  H26  H27  H28 
交付人数 292 321 342 374 385 415
人口 56,121 56,030 55,679 55,167 55,912 56,033
人口に対する割合 0.52% 0.57% 0.61% 0.68% 0.69% 0.74%

図表14　特定疾患医療受給者証所持者の推移

5　難病患者
　平成 25 年（2013 年）4 月から、発病原因が不明で治療方法が確立していない、いわゆる「難病等」
が障害者総合支援法による障害福祉サービス等の対象となりました。当初は 130 疾患でしたが、範囲
の見直しが行われ、平成 29 年（2017 年）4 月には 358 疾患に拡大されています。また医療費助成
の対象となる指定難病（特定疾患）については、長野県から「特定疾患資料受給者証」が交付されており、
平成 27 年（2015 年）1 月には 110 疾患でしたが、平成 29 年（2017 年）4 月には 330 疾患に拡
大されています。

「この街学園」利用者の作品
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（6）調査の結果より（計画策定にむけての論点整理）
　今回のニーズ調査（アンケート調査とヒアリング調査）を通して、茅野市における障害者保健福祉
として明らかになった現状を踏まえ、茅野市第 3 次障害者保健福祉計画を策定するにあたって議論が
必要な論点について、以下の通りまとめました。

＜概要＞
　アンケート調査に関しての回答率は、身障手帳所持者：69.1％（64.4％）、精神保健福祉手帳所持者：
53.7％（58.4％）、介護者・保護者 62.4％（54.4％）、療育手帳所持者 56.4％と、前回と比較してほ
ぼ上昇しています。郵送調査として他市と比較しても高い回答率であり、関心の高さがうかがえました。

（4）アンケート調査対象と期間
①身体障害者手帳所持者　　　　　　550 名
②精神障害者保健福祉手帳所持者　　350 名
③療育手帳所持者　　　　　　　　　250 名
④介護者・保護者　　　　　　　　　500 名

アンケート調査実施期間：平成 28 年（2016 年）10 月 18 日～ 31 日　
アンケート調査方法：対象別の無作為抽出による郵送調査

　　※　調査概要は後述の通り。

NPO法人ふくろうSUWA
（ふくろう玉川通所者・保護者）
NPO法人やまびこ会
（精神家族会）

茅野市聴覚障害者協会

あすなろセンター（通所者・保護者）
手をつなぐ育成会

デイサービスセンターモモ
（通所者・保護者）

Ｒ for I
諏訪養護学校ＰＴＡ保護者会

前半グループ
（未就園児～中学生位まで）

後半グループ
（中学生～高等部位まで）

ひまわり作業所（通所者）

この街学園（通所者・保護者）

NPO法人八ヶ岳福祉農園
（通所者・保護者）

茅野市視覚障害者福祉協会

ふくろう玉川

ひまわり作業所

茅野市役所701会議室

あすなろセンター

デイサービスセンターモモ

茅野市役所701会議室

ひまわり作業所

この街学園

八ヶ岳福祉農園

茅野市役所701会議室

９月
１２日（月）

９月
１３日（火）

９月
１４日（水）

13：30～15：00

15：30～17：00

19：00～20：30

  9:15～10：30

10：45～12：00

13：00～15：00

（13：00～14：00）

（14：00～15：00）

15：15～17：00

10：00～11：30

13：00～14：30

14：45～15：45

日程 時間 団体 会場

（５） ヒアリング調査対象と実施期日

身体障害者手帳所持者、療育手帳所持者及び精神障害者保健福祉手帳所持者、介護者等に対して、
日常生活、就労、介助、福祉サービスの状況等を把握するためアンケート調査を実施しました。また、
各種団体、施設等を対象にヒアリング調査も実施しました。

1　ニーズ調査 (アンケート調査・ヒアリング調査 )報告

（１）調査の目的
茅野市第 3 次障害者保健福祉計画策定にむけて、障害当事者・家族のニーズを把握し、障害のある

方の自立と社会参加を促進し福祉施策を進める上での基礎的データとします。

（２）調査実施にあたって（経過）
　茅野市は障害者保健福祉計画の策定にあたって、毎回調査を実施してきました。第１次調査（平成
10 年（1998 年））では障害当事者のニーズのみならず、介護者・保護者のニーズを把握し総合的に
分析を行いました。調査票による調査への回答が難しいと思われる知的障害者については、ヒアリン
グ調査によってニーズを把握しました。第２次調査（平成 17 年（2005 年））では、精神障害者を調
査対象として位置づけたことが特徴的で、またサービス提供事業者の職員からの意見も聞き取りまし
た。第３次調査（平成 24 年（2012 年））は、第２次調査を基本に「定点調査」として、地域住民も
対象に加えて実施しました。
　今回の第 4 次調査（平成 28 年（2016 年））では、過去の調査を基本に「定点調査」として実施す
るとともに、当事者アンケートの対象に知的障害者を加えました。アンケート調査及びヒアリング調
査の全体構成は以下の通りです。

（３）調査の方法
・実施主体　：福祉 21 茅野障害福祉部会・茅野市
・調査委託先：（学校法人）日本福祉大学
・ニーズ調査（アンケート調査・ヒアリング調査）

第 3章　障害者及び介護者等の生活状況とニーズの整理

 アンケート ヒアリング アンケート ヒアリング アンケート ヒアリング アンケート ヒアリング
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 － ○ － ○ － ○ ○ ○
 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①　障害当事者

身体障害
知的障害
精神障害

1998年　　　　　　　　2005年　　　　　　　 2012年　　　　　　　 2016年

 アンケート ヒアリング アンケート ヒアリング アンケート ヒアリング アンケート ヒアリング
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 － － － － ○ ○ ○ ○
 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②　保護者・関係団体

身体障害
知的障害
発達障害
精神障害

1998年　　　　　　　　2005年　　　　　　　 2012年　　　　　　　 2016年
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「療育手帳の所有者」
　今回は初めて「知的障害者」を対象にした調査を実施しました。回答者にあたっては、本人自身が
回答したものが 48.2％（68 人）と最も多く、本人主体という意味からも、本調査を実施したことは
大きな意義があったと思われます。

その中で「今までと同じように暮らしたい」が最も多く 66.0％でした。従来からこの分野では親亡
き後の生活のことが心配され、入所施設からグループホームという施策の変遷がありましたが、今後
は「生活の継続」という視点から今までと違う支援の在り方も求められています。このことはヒアリ
ング調査でもシェアハウスなどの試みが提案されていました。一方で 82.2％の人が家族と同居してお
り、成人期の過ごし方として、自立のあり方や高齢に伴う両親の負担の問題が潜在化していることも
懸念されます。

「身体障害者手帳の所持者」
手帳所持者の高齢化が進展しています。60 歳以上の割合は平成 23 年で 72.3％（参考指標：同年

の全国の在宅の身障者：68.7％ )、今回は 85％と、前回より更に上昇しています。また全体の約 4 割
が手帳の 1，2 級と重度化しています。

調査の中では、①災害時の対応：情報、避難方法、避難所生活、復旧後の生活不安　②日常におけ
る生活のしづらさ：特に買い物支援、交通手段　③日常生活で障害があるために諦めることの多さ：
仕事、スポーツ、趣味、娯楽、コミュニケーション　についてあげられていました。

「精神障害者保健福祉手帳の所持者」
調査の中では、生活で不安なこととして、病気の再発や悪化、経済的なこと、親がいなくなったと

きの対応、不安を抱えながら生活することのしんどさを訴える声が多く、特に急に具合が悪くなった
ときの対処、また就労への期待と課題があげられています。（約 6 割が未就労）

また具体的には、医療費の補助（遠方への通院の交通費含む）や親亡き後の生活保障、精神障害の
理解の啓発等、災害時の避難生活（集団生活が難しい）があげられています。

「保護者・介護者」
主たる介護者は女性が多く、高齢化が進み、健康状態の不調を３割が訴え、半数以上が疲れを感じ

ており、６割以上が睡眠不足です。介護時間は長時間化しています。
「何かあったときに世話を頼める人がいない」（25.2％）が多く、また相談したいときに「頼れる人

がいない」（23.1％）、あるいは近隣との関係も気を遣うなど難しい一面がうかがえます。保護者・介
護者の 1/4 近くがなんらかの理由で社会的に孤立している側面がみられることは大きな課題です。そ
の際に、相談先として最も多いのは「保健福祉サービスセンター」で 32.4％であり、その役割が期待
されています。

以下については、特定の障害を問わず、「アンケート調査」「ヒアリング調査」の 2 つの調査結果か
ら共通して、計画の論点としてあげられます。

●「支援機関のネットワークについて」
①保健福祉サービスセンター、市役所、社協、その他との相談機関のネットワーク

　各所に相談窓口は整備されてきたものの、「たらい回し」にされたという声があがっています。それ
ぞれの役割を周知するだけではなく、利用者が不信感を持たないような受け止め方、つなぎ方、支援
のあり方を考えていかなければなりません。
　最近では、市内だけではなく、広域の機関や事業所も増えてきた中で、連携して支援していくネッ
トワークのあり方を検討しなければなりません。6 市町村内での地域間格差を指摘する意見もありま
した。
　また今後、障害者自立支援協議会等が重要な機能を果たしていくことになりますが、広域と茅野市
の調整のあり方などの課題があります。

　②事業所間のネットワーク
　就労支援事業所を中心に事業所が増加してきました。このことは選択肢が増えたということで評価

されていますが、事業所間のネットワークの必要性が指摘されました。

　具体的には商品開発、販路拡大、企業等への働きかけなどは単事業所だけでは難しく、複数の事業
所の連携が必要です。また小規模な事業所にとって、職員研修や人材確保などの面で負担が大きく、
こうした面においても事業所間の連携が必要であるという声が多かったです。

●「サービスの質的な継続と変化に応じた対応のしくみ」について
　今回、法改正にもとづきサービス等利用計画がつくられたことで、相談支援専門員に対しての評価
が高かったです。アセスメントや支援計画をしっかりと立てていくことが重要です。次の段階では、
支援計画の評価（モニタリング）が求められることになります。客観性をもった評価が、その人のサー
ビスの質を左右することから、茅野市としての評価の仕組みについても検討しておく必要があります。
　また本人の能力低下や体調等の変化などによって、当該事業所の作業が適さないなどの場合が出て
きます。あるいは職員や利用者間での人間関係などでうまくいかないときなども生じます。そうした
際に、利用者が事業所を変えることが容易にできるようにならないかという意見が複数寄せられまし
た。一度、事業所を選択してしまうと他に異動しにくくなる、あるいは情報が十分でない中で選択せ
ざるを得ないという状況に対しての改善策を検討する必要があります。

●「送迎」という移動保障について
　障害種別を問わず、「送迎」に関するニーズが多数寄せられました。茅野市内での生活の中で、移動
保障が重要である一方、それがうまく機能していない恐れがあります。障害だけでなく高齢者も含め
てのことですが、コミュニティバスの路線や運行計画等が障害者のニーズに合っていないのかもしれ
ません。
　作業所等への通勤や帰宅の時間帯、土日など休日の運行、活動圏域は広いので近隣市町との接続な
どの課題があります。ただしこれらを全てコミュニティバスだけで解決できるかは難しく、移動保障
としての送迎支援について検討する必要があります。

●「余暇」の過ごし方について
　余暇支援については、以前の調査からも指摘されており、第 2 次計画上あまり改善が見られなかっ
たと思われます。
　とくに体育施設（プールなど）への要望が多く、障害者スポーツへの期待が高いです。健康増進も
含めて検討が必要です。
　公民館活動への参加、職場（作業所）と自宅だけの往復ではなく、障害があっても立ち寄れる居場
所の確保といった要望も多く、また週末の過ごし方として親以外の人たちと多用な経験ができるよう
にしたい、してほしいという本人、家族の意見も多かったです。

●「18 歳から 20 歳のはざまの支援」について
　特別支援学校等に在籍中は、いろいろな情報提供があったのに、卒業後は情報提供だけではなく、
何もフォローがないことへの不安や要望が多く寄せられました。20 歳を過ぎると書類が多く届くこと
もあり、逆に混乱するという意見もありました。卒業後から 20 歳といった期間の支援が丁寧に行わ
れる必要があります。

●「権利擁護、合理的配慮＊」について
　成年後見制度等に対する関心は高いが、今はまだ不要という意見も多いです。先述したように、茅
野市の場合、親との同居率が高いため、親が健在のあいだは不要と考えていることがうかがわれます。
親の高齢化に伴い、その必要性が切迫してきますが、具体的な内容がわかりにくいため、利用につな
がらないというケースもあるとの意見がありました。
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　また、障害者本人ではなく、親の認知症が進行しているなど親の介護に携わる中で、権利擁護の必
要性を感じている人も生じています。そうした人たちへの制度の説明や使いやすい運用について検討
していく必要があります。
　さらに、障害者差別解消法の施行により合理的配慮が求められており、情報保障など具体的にとら
えていく必要があります。それに伴い、商業施設も含めて事業者などへの働きかけが不可欠です。

●「啓発、福祉教育、身近な地域での関わり」について
　茅野市全体というよりも、より身近な地域での啓発活動や福祉教育を求める声が多く、近隣とのト
ラブルを含めて、地域住民の理解や日常的な関わりが必要との意見が多かったです。その中には災害
時の支援も含めて近隣との関係をよくしておきたいという声があり、そうした側面への施策や専門職
からの働きかけを検討していく必要があります。
　またこうした福祉意識の向上は、幼少期からの学習が不可欠であり、以前に比べて茅野市の福祉教
育が停滞しているのではないかという指摘もありました。教育委員会や学校との連携も含めて、福祉
教育の推進のあり方を考えていく必要があります。

＜用語解説＞
＊合理的配慮……「合理的配慮」とは、障害者権利条約第 2 条に「障害者が他の者と平等に全ての人権及び基本的自由を享有し、
又は行使することを確保するための必要かつ適当な変更及び調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、かつ、
均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう。」と定義されている。原文ではreasonable accommodation と表記され、
ここでいう accommodation は「配慮」と訳されているが、実際にはそれよりも具体的な意味を持つ「便宜」「助け」と解釈
するのが適切でわかりやすい。国内では、障害者基本法第 4 条に「差別の禁止」として合理的配慮を謳っており、更に障害者
差別解消法により、行政機関等に対して差別の禁止と合理的配慮の提供が義務付けられている。（民間事業所は努力義務）

「軽井沢治育園」利用者の作品

2　身体障害者アンケート調査

（１）調査の目的
　平成 30 年度（2018 年度）からの茅野市の障害者保健福祉計画策定にむけて、身体障害者本人のニ
ーズを把握し、障害者の自立と社会参加を促進するための福祉施策を進める上での基礎資料とするこ
とを目的に実施しました。

（２）調査の方法
　①調査の対象者

本調査の対象者は、茅野市在住の身体障害者手帳所持者 550 名を対象としました。
　②調査の実施期間

平成 28 年（2016 年）10 月 18 日に調査票を配布し、10 月 31 日を返送の締め切りとしました。
③調査の実施方法

　　自記式調査票方式とし、調査票の配布及び回収は郵送によって行いました。
　④調査票の回収状況
　　配布した調査票 550 通。回収票は 380 通でした（回数率 69.1％）。

（３）調査の内容
　調査内容は、福祉サービスの利用状況、日常生活の不便について、社会参加や地域生活、就労に関
すること、住民の障害に関する理解、保健・医療に関すること、行政に対する評価などの項目を中心
としました。 
 

（４）回答者の基本属性
調査票の回答者は、「本人がご自身で記入回答」が 69.5％（264 人）で最も多く、次いで、「本人の

意思を『代筆』で記入」が 12.9％（49 人）、「家族や介助者等が本人の意向をくみ取って代わりに記入」
が 9.2％（35 人）でした。本人以外の記入については、ご家族が 71.6％（83 人）、その他は 8.6％（10
人）でした。
●性別・年齢

性別は、「男」が 48.7％（185 人）、「女」が 51.1％（194 人）でした。年齢は、「60 歳代」が 23.7％、
「70 歳代」が 32.9％、80 歳代が「24.7％」、「90 歳以上」が 3.9％、60 歳以上が 85％となっており、
高齢者の占める割合が高くなっています。

年度 対象者数 有効回収数
1998年 400人 313人（78.3％）
2005年 500人 311人（62.2％）
2011年 500人 322人（64.4％）
2016年 550人 380人（69.1％）

① 1998年・2005年・2011年に実施した同様の調査と比較する

視覚障害
聴覚障害
肢体不自由障害
内部障害
その他

視覚
聴覚、平衡機能
片半身のマヒ、全身性マヒ、上肢機能、下肢切断、下肢機能、体幹機能、運動機能
呼吸器機能、じん臓機能、膀胱・直腸機能、小腸機能
知的障害、自閉症、精神疾患、音声、そしゃく機能、その他

② 障害別分析
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●地区　
居住している地区は、「宮川」が 21.6％（82 人）、「ちの」が 19.2％（73 人）、「玉川」が 18.4％（70

人）で、３地区で全体のほぼ６割を占めています。
●同居家族

同居家族についての回答で最も多いのは「２人」42.9％（163 人）、次いで「３人」が 20.5％（78 人）、
「１人」11.3％（43 人）でした。また、同居家族のうち、職業を持っている人は、「１人」が 26.0％（94
人）、「０人」が 18.5％（67 人）、「２人」が 15.7％（57 人）でした。
●家族構成等（現在同居している家族の状況）

ご家族の構成は、最も多いのが「『夫婦』のみの世帯」で 35.5％、「『夫婦と未婚の子』のみ、または『親
と未婚の子』のみの世帯 26.1％でした。高齢者世帯（65 歳以上だけか、65 歳以上の人と 18 歳未満
の未婚の家族で構成される世帯）について「はい」と回答したのは 48.4％（184 人）、「いいえ」と回
答したのは 42.1％（160 人）で、全体の約半数が高齢者世帯でした。
●世帯の生計中心者について　

世帯の生計中心者は、「本人」が 48.7％（185 人）、「配偶者」が 23.4％（89 人）、「子ども」が
12.4％（47 人）の順に多かったです。世帯の生計中心者の昨年の収入は、「150 ～ 300 万円未満」
が 39.7％、「150 万円未満」が 25.5％、「300 ～ 500 万円未満」が 11.3％でした。
●主な障害の内容・種類等について

障害の内容・種類は、「肢体不自由（下肢）」が最も多く 41.1％でした。次いで、「肢体不自由（上肢）」
が 17.4％、「心臓機能」が 16.8％となっています。肢体不自由と内部障害が多いです。障害発生の原
因は、疾病では「骨や関節の病気」が最も多く 20.0％、次いで「内部疾患」11.1％、「脳血管性の病
気など（脳出血など）」が 8.7％となっています。障害発生の年齢については、「60 歳代」が 19.5％（74
人）、「50 歳代」が 15.8％（60 人）、「70 歳代」が 15.5％（59 人）の順に多かったです。
●身体障害以外の障害について

身体障害以外の障害の有無については、「ない」が 73.2％で、身体障害と他の障害との重複が「ある」
と回答したのは 14.7％でした。
●身体障害者手帳の等級について　

身体障害者手帳の等級は、「１級」が 27.4％（104 人）、「2 級」が 9.5％（36 人）で、約４割が重
度の障害となっています。
●身体障害者手帳以外の障害者手帳の所持について

身体障害者手帳以外の手帳の所持は、「療育手帳」が 1.8％、「精神障害者保健福祉手帳」が 1.8％で
した。療育手帳の等級は、「Ａ１」が 85. ７％、「Ａ２」が 14.3％で、より重い等級が多く、また、精
神障害者保健福祉手帳の等級も、「１級」が 42.9％、「２級」が 14.3％、「３級」が 14.3％で、療育
手帳と同様により重度の等級が多かったです。

（5）まとめ
①在宅福祉サービスの利用状況について

問１ 　障害者総合支援法による在宅福祉サービス利用の有無について
障害者総合支援法による在宅福祉サービスは、「利用していない」が 73.9％、「利用している」が

15.8％で７割以上が利用していませんでした。
問２ 　障害支援区分の認定の有無について

障害支援区分の認定は、「受けていない」が 45.5％（173 人）、認定を「受けている」が 21.6％（82
人）で約半数が認定を受けていませんでした。問 1「障害者総合支援法による在宅福祉サービス利用
の有無について」の集計結果をふまえると、認定を受けている人の約７割がサービスを利用しています。
問３ 　介護保険法による在宅福祉サービス利用の有無について

介護保険法による在宅福祉サービスは、「利用していない」が 75.5％（287 人）、「利用している」
が 16.1％（61 人）で、７割以上が利用していませんでした。
問４ 　介護保険の認定の有無について

介護保険の認定は、「認定を受けている」が 25.8％（98 人）、「認定を受けていない」が、60.0％（228

人）で６割が受けていませんでした。問 3「介護保険法による在宅福祉サービスの利用について」で
の集計結果をふまえると、認定を受けている人の約６割がサービスを利用しています。
問５ 　今後の在宅福祉サービスの利用希望について

今後の在宅福祉サービスの利用は、「ぜひ利用したい（今後も利用し続けたい）」が 16.8％、「必要
になったら利用したい」が 58.9％、「利用したくない」が 5.0％でした。
問６ 　問５で「利用したくない」と回答したその理由について（複数回答）

利用したくない理由は、「とくに理由はない」が 36.8％、「家族や親族の介助でやっていけるから」
が 21.1％、「配偶者などの介助だけでやっていけるから」が 15.8％でした。
問７ 　保健福祉サービス必要時の家族親戚以外の相談先について

相談先として、「市役所」が最も多く 51.1％、次いで「各保健福祉サービスセンター」が 47.1％
と、行政の窓口が多かったです。「病院や開業医」は 27.9％でした。最初に相談に行く場所は、市役
所 16.2％、各保健福祉サービスセンター 11.5％、病院や開業医が 6.2％でした。
問８ 　災害発生直後に想定される不安について（複数回答） 

災害直後の不安は、「情報を早く、正確に得ることができるかどうか不安である」が 51.8％、「家族
や外部の人にすぐ連絡できるかどうか不安である」が 39.7％でした。
問９ 　非常時や災害対策の一つとして個人情報を提供することについて（複数回答）

災害対策として情報提供をすることは、「警察署や消防署に情報を提供してもよい」が 48.2％、「地
区の役員や消防団に情報を提供してもよい」が 40.5％の順に多く、一方、「プライバシーに関わるの
で情報を提供したくない」は 7.9％でした。

②　日常生活における不便の解消に関することについて
問 10 　住まいの形態について

住まいの形態は、「持ち家（一戸建て）」が 87.9％で、約９割を占めました。
問 11 　住まいの改善・改造をしたい箇所について（複数回答）

住宅で改善・改修をしたいところは、「特にない」が 44.7％で最も多く、次いで、「浴室」17.9％、「手
すりの設置」13.2％、「段差の解消」11.8％でした。
問 12 　日常生活における外出時の同伴者要否について

外出は、「ひとりで外出できる」が 55.3％、「必ず同伴者が必要」23.4％、「時々同伴者が必要」
14.7％の順でした。
問 13 　問 12 で「必要」と回答した同伴者について

外出の際の同伴者は、「子ども及びその配偶者」が 55.2％、「配偶者」が 53.8％、「兄弟姉妹」18.6
％とほとんどが家族によるもので、「友人や仲間」は 10.3％でした。最も同伴することが多い人は、「配
偶者」が 28.7％、「子ども及びその配偶者」が 8.4％でした。
問 14 　外出時、街の中や建物の中で、困ったり不便に感じているところについて

街の中や建物の中で、困ったり不便を感じるところは、「買い物をする場所」17.6％、「交通手段」
12.4％、「居住地の周辺」11.1％の順でした。

③　社会参加や地域活動について
問 15 　「自立に関する意見」についての考え方

自立に関する意見は、「家族の助けを借りて」が 28.9％、「援助やサービスを使って」が 24.2％で
増えてきています。「できるだけ自分の力で」は 28.7％で減少傾向にあります。
問 16 　「自立に関する意見」で何を重要視するか

自立に関する意見で重要視しているものとして最も多いのは、「⑦公的年金や賃金などを得て、経済
的に暮らしが成り立つこと」が 45.0％、次いで「③趣味や余暇の時間を持ち、精神的にも充実してい
ること」が 30.8％、「⑤身の回りの家事などの生活技術が身についていること」が 24.5％でした。「重
要視する」との合計でも同じ傾向です。
問 17 　社会福祉についての情報収集について（複数回答）
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社会福祉の情報は、市の広報紙から得ているが 57.6％で最も多く、次いで、回覧板 36.8％、一般
の新聞・雑誌 30.0％でした。
問 18 　近所で困った時に手伝いを頼める人の存在の有無について

困ったときに頼んだり手伝ってもらえる人は、「いざというときには頼める人がいる」が 43.2％、「い
つでも気軽に頼める人がいる」が 21.8％と、頼める人がいる割合は６割を超えています。一方で、「何
か頼める関係ではない」13.2％、「まったくいない」13.4％で、約３割の人は頼める人がいない状況
にあり、その割合は徐々に増えてきています。
問 19 　自分と異なる障害のある人とのつきあいについて（複数回答）

普段の生活の中で、自分と異なる種別の障害のある人とのつきあいは、「特につきあう機会はない」
が 41.6％と最も多く、次いで「家族や親戚としての関わり」が 20.0％でした。
問 20 　活動等の参加について（複数回答）

活動参加については、高齢者クラブが 19.2％、公民館活動が 10.5％、自主的なサークル活動等が
9.2％の順で、「何も参加していない」が 47.6％で最も多いです。
問 21 　この 1 年間に体験したこと、体験してみたいことについて（複数回答）

この 1 年間で体験したことは、「⑫ショッピング（県内外）」が 40.8％と最も多く、次いで「⑤日帰
り旅行」が 29.5％、「⑥一泊以上の国内旅行」が 23.2％でした。今後してみたいことは、「⑥一泊以
上の国内旅行」が 20.3％で最も多く、次いで「⑤日帰り旅行」が 17.1％、「⑦海外旅行」が 11.8％、「③
コンサート、演劇、映画鑑賞」が 11.6％でした。
問 22 　問 21 で回答した体験をする上で、不便に感じること（複数回答）

不便に感じることとして、「費用がかかる」が 17.5％、「一緒に楽しむ仲間が少ない、またはいない」
が 16.1％、「目的地までの交通が不便」が 15.3％の順に多かったです。
問 23 　日常生活において、障害によってあきらめたり、妥協したりしたこと

日常の生活を送る中で、障害があるためにあきらめたり、妥協したりしたことが「ある」は 36.6％、
「ない」は 31.6％で、ある方が多いです。

④　就労について
問 24 　収入のある仕事に就いているかどうか
「仕事をしている（休職中も含む）」は 21.8％、「仕事をしていない」は 67.4％で、していない割合

が年々増えています。
問 24-1 　問 24「している」場合の勤務形態について

勤務形態は、「アルバイト・パート・日雇」が最も多く 30.1％、次いで「自営業または家族従業員」
が 26.5％、「会社員・団体の正職員」が 12.0％の順でした。
問 24-2 　問 24「していない」その理由について 

仕事していない理由は、「仕事をする年齢でない（高齢など）」が 71.9％で最も多く、「障害が重い」
が 22.3％、「病気・病弱である」が 15.6％でした。
問 25 　適当な仕事がある場合の就職転職希望の有無について

適当な仕事があれば就職転職の希望は、「そのつもりはない」が 52.4％と最も多く、「就職したい」
が 8.2％でした。そのつもりはないの割合が徐々に増えてきています。
問 26 　必要と考える就労支援について

就労についての必要な支援は、「求人情報を提供してほしい」が 5.5％、「相談にのってほしい」が
3.4％、「就職・転職先を一緒に探してほしい」が 2.1％でした。「支援必要はない」は 32.9％でした。

⑤　収入について
問 27 　定期的な収入について（複数回答）

定期的な収入は、「障害年金以外の年金」が 39.5％と最も多く、次いで「障害年金」が 16.3％、「勤
め先の給料・役員手当等」が 11.3％でした。
問 28 　ひと月あたりの平均的な収入について（年金、手当、仕送り等含む）

ひと月あたりの平均的な収入は、「5 ～ 10 万円未満」が 18.2％、「10 ～ 15 万円未満」が 17.1％、
「15 ～ 20 万円未満」が 12.1％の順でした。

⑥　障害者に対する住民理解について
問 29 　茅野市民の障害者に対する住民理解の進展について

障害者に対する住民理解については、「かなり進んできている」が 7.6％、「まあまあ進んできた」
が 26.8％で、３割以上が進んできたという評価でした。
問 30 　地域住民の障害者に対する偏見や誤解の有無について

地域の人々の偏見や誤解があることについて、「あまり思っていない」が 33.4％、「思っていない」
が 25.5％と、偏見や誤解はないと思うという割合は約６割で、徐々に増えてきています。
問 31 　障害を理由として差別を受けた経験の有無について

今までに障害を理由とした差別を受けた経験は、あるが 8.9％（34 人）、ないが 60.8％（231 人）
でした。
問 31-1 　「ある」場合の差別を受けた時期について（複数回答）

差別を受けた時期は、「少し前（１年～５年前頃）」が 29.4％、「以前（５年～ 10 年前頃）」と「か
なり昔（10 年以上前）」が各 23.5％、「最近（１年以内）」が 14.7％でした。
問 32 　障害者に対する住民理解を深めるための方法について（複数回答）

障害者に対する住民理解を深めるための方法として、「障害者自身が積極性を持つ」が 22.4％で最
も多く、次いで、「障害者も使いやすい施設を作る」が 18.2％、「障害者が街に出かけやすい整備をす
すめる」17.6％の順でした。

⑦　保健・医療に関することについて
問 33 　定期的な健康診断の受診について

定期的な健康診断は、「受けている」が 51.3％で徐々に減少し、「受けていない」が 35.0％で、増
加傾向にあります。
問 34 　かかりつけ医師の有無について

かかりつけの医師については、「かかりつけの医師がいる」が 83.7％（318 人）、「かかりつけの医
師がいないので欲しいと思っている」が 4.7％（18 人）でした。
問 35 　歯の治療で悩んだり、困っていることについて

歯の治療で悩んだり、困っていることは、「悩みや困っていることがある」が 12.6％（48 人）で、「今
のところは特にない」は、71.8％（273 人）でした。

⑧　人権と権利擁護について
問 37 　障害者への虐待を過去に見聞きしたことがあるか

虐待を見たり聞いたりしたことは、「ない」が 56.3％（214 人）、「ある」が 5.8％（22 人）でした。
⑨　行政に対する評価について

問 39 　茅野市における障害者福祉全般の印象について（複数回答）
茅野市における障害者福祉全般の印象について、「実際に相談やサービス利用はしていないが、制度

があるだけで安心できる」が 31.6％と最も多く、次いで、「以前のことはよくわからない・知らない」
が 24.2％、「今ある制度やサービスを利用しており、以前より便利になった」が 20.0％、「以前より
気軽に相談やサービス利用ができるようになった」が 16.1％の順に多かったです。
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３　精神障害者アンケート調査

（１）調査の目的
　平成 30 年度（2018 年度）からの茅野市障害者保健福祉計画策定にむけて、障害者の生活実態と保
健福祉サービスに対する要望を把握し、精神障害者の自立と社会参加を促進するための福祉施策を進
める上での基礎資料とすることを目的に実施しました。

（２）調査の方法
　①調査の対象者
　　本調査の対象者は、茅野市在住の精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 350 名を対象としまし

た。
　②調査の実施期間
　　平成 28 年（2016 年）10 月 18 日に調査票を配布し、10 月 31 日を返送の締め切りとしました。
　③調査の実施方法
　　自記式調査票方式とし、調査票の配布及び回収は郵送によって行いました。
　④調査票の回収状況
　　配布した調査票 350 通。回収票は 188 通でした（回数率 53.7％）。

（３）調査の内容
　　調査内容は、別添の調査用紙の通り、茅野市の障害者福祉計画策定にむけて、福祉施策を進める
上での基礎資料とするため、住まいの現状や日常生活及び地域生活の現状、就労、医療と緊急時の対応、
収入、日常の相談、情報収得、障害者施策に関する要望などの項目を中心としました。

（４）回答者の基本属性
　記入者は、「本人がご自身で記入回答」が 71.8％（135 人）、「家族や介助者等が本人の意向をくみ
取って代わりに記入」が 13.8％（26 人）の順でした。本人以外の記入について、記入した方とご本
人との関係は、「ご家族」が 77.4％（41 人）、「その他」が 9.4％（５人）でした。
●性別・年齢
　性別は、男性が 50.5％（95 人）、女性が 49.5％（93 人）でした、また年齢は、「40 歳代」が
23.9％と最も多く、次いで、「50 歳代」が 20.7％でした。30 歳代～ 50 歳代の合計が、全体の６割
を超えています。
●地区　
　地区は、「宮川」が 28.7％、「ちの」が 19.7％、「玉川」が 18.6％と、３地区で約７割を占めています。
●同居家族
　同居家族は、「３人」が 30.3％と最も多く、次いで「２人」が 26.1％、「１人」が 19.1％、「４人」
が 12.8％と身体障害者と比較して、同居家族が多い傾向にありました。同居家族のうち、職業を持っ
ている人は、「１人」が 30.7％、「0 人」が 23.5％、「2 人」が 16.2％でした。
●家族構成等（現在同居している家族の状況）　
　ご家族の状況は、「『夫婦と未婚の子』のみ、または『親と未婚の子』のみの世帯」が 37.8％と最も多く、
次いで、「『単身』世帯（ひとり暮らし）」が 20.7％でした。高齢者世帯　（65 歳以上だけか、65 歳以
上の人と 18 歳未満の未婚の家族で構成される世帯）について「はい」と回答したのは 25.5％（48 人）、

年度 対象者数 有効回収数
2005年 108人   70人（64.8％）
2012年 250人 146人（58.4％）
2016年 350人 188人（53.7％）

① 2005年2012年に実施した調査と比較する

「いいえ」と回答したのは 70.2％（132 人）でした。
●世帯の生計中心者について
　世帯の生計中心者は、「本人」と「親」が同数でそれぞれ 33.5％（63 人）、次いで「配偶者」が 18.1％（34
人）の順でした。世帯の生計中心者の昨年の収入は、「150 万円未満」が 35.1％と最も多く、次いで「150
～ 300 万円未満」が 27.7％でした。
●精神障害者保健福祉手帳の等級について
　精神障害者保健福祉手帳の等級は、「１級」が 53.7％、「２級」が 30.3％、「３級」が 6.9％で、よ
り重度の手帳取得者が多いです。
●精神障害者手帳以外の障害者手帳の所持について（複数回答）
　精神障害者保健福祉手帳以外の手帳は、「持っていない」が 71.3％で、「身体障害者手帳」は 9.6％、「療
育手帳」は 2.1％が他の手帳を所持していました。身体障害者手帳の等級は「１級」が 50.0％と最も
多く、「２級」が 11.1％、「３級」が 16.7％となっています。療育手帳の等級は、「Ｂ１」が１人、「Ｂ
２」が３人で、比較的軽度の等級でした。

（5）まとめ
①　在宅福祉サービスの利用状況について

問１ 　障害者総合支援法による在宅福祉サービス利用の有無について
障害者総合支援法の在宅福祉サービスの利用は、「利用している」が 11.2％、「利用していない」が

80.3％で、利用していない割合が８割を超えていました。
問２ 　障害支援区分の認定の有無について

障害支援区分の認定は、「認定を受けている」が 25.0％、「受けていない」が 26.1％でした。「わか
らない」が 44.1％と最も多く、問 1「障害者総合支援法による在宅福祉サービス利用の有無について」
の集計結果をふまえると認定を受けている人の約 4 割がサービスを利用しています。
問３ 　介護保険法による在宅福祉サービス利用の有無について　

介護保険法による在宅福祉サービスの利用は、「利用している」が 6.9％（13 人）、「利用していない」
が 82.4％（155 人）でした。
問４ 　介護保険の認定の有無について　

介護保険の要介護認定を「受けている」は 10.6％（20 人）、「受けていない」は 69.1％（130 人）
でした。問 3「介護保険法による在宅福祉サービス利用の有無について」の集計結果をふまえると、
認定を受けている人の約６割がサービスを利用しています。
問５ 　今後の在宅福祉サービスの利用希望について　

今後の在宅サービス利用意向は、「ぜひ利用したい（今後も利用し続けたい）」が 17.0％、「必要に
なったら利用したい」が 51.6％、「利用したくない」が 7.4％でした。
問６ 　問５で「利用したくない」と回答したその理由について（複数回答）

利用したくない理由は、「配偶者などの介助だけでやっていけるから」「とくに理由はない」が各
35.7％、「申請などの手続きが面倒だから」が 21.4％でした。
問７ 　保健福祉サービス必要時の、家族・親戚以外の相談先について　

家族・親戚以外に相談に行くところは、「市役所」が 52.1％と最も多く、次いで「各保健福祉サー
ビスセンター」が 48.4％、「病院や開業医」が 42.6％でした。最初に相談に行くところは、市役所が
最も多く 36.7％、次いで、各保健福祉サービスセンターが 17.6％、病院や開業医が 12.2％でした。

②　住まいについて
問８ 　現在の住まいについて

現在の住まいは、「自宅（家族と同居）」が 62.8％（118 人）で最も多く、次いで「賃貸アパート（ひ
とり暮らし）」が 9.0％ (17 人 )、「自宅（ひとり暮らし）」が 6.9％（13 人）、「病院に入院中」が 6.4％（12
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人）でした。
問９ 　将来住みたい場所について

将来住みたい場所は、「自宅（家族と同居）」が 48.4％と最も多いが、徐々に減少しています。「自宅（ひ
とり暮らし）」が 10.6％、「賃貸アパート（ひとり暮らし）」が 6.4％、「グループホーム」が 5.3％、「わ
からない」が 17.6％であり、割合が徐々に増加しています。
問 10 　問９で回答した場所に住むために必要な制度やサービスについて（複数回答）　

将来住みたいところに住むために必要な制度やサービスは、「家族の理解」が 38.2％、「医療の充実」
が 27.0％、「近隣の理解」が 26.3％、「食事サービス」が 24.3％の順に多かったです。

③　日常生活および地域生活について
問 11 　日常生活において、主に手助けを受けている人について（複数回答）

日常生活での手助けは、「両親」が 42.6％、「配偶者」が 29.3％、「兄弟姉妹」が 20.7％、「娘・息
子（その配偶者も含む）」、「施設職員」が各 14.4％と、親族によるものが多いです。
問 12 　現在の生活の満足度について

現在の生活の満足度は、「満足している」が 42.6％、「不満である」が 25.0％、「わからない」が
29.3％でした。
問 14 　日常の過ごし方について（複数回答）

日頃の過ごした方は、「自宅で過ごしている」が 60.6％と最も多く、次いで「障害福祉サービス事業所・
地域活動支援センター等に通っている」が 21.3％でした。
問 15 　希望する日頃の活動について（複数回答）　

希望する日頃の活動は、「自宅で過ごしたい」が 51.6％と最も多いが、「アルバイト・パートとして
働きたい」25.5％、「正規の従業員（自営業含む）として働きたい」が 24.5％と、働くことに意欲的
な意見も多くみられ、徐々に増えてきています。
問 17 　現在の生活で不安なことについて（複数回答）

現在の生活で不安なことは、「病気の再発や悪化への不安」が 54.3％と最も多く、次いで、「経済的
なことが不安」47.3％、「親がいなくなった後が不安」33.5％でした。
問 18 　日常生活の中で困っていることについて（複数回答）

日常生活の中で、困っていることは、「急に具合が悪くなった時の対処」が 28.2％、「部屋の掃除や
整理整頓」が 27.1％、「食事の準備や調理」が 18.1％、「近所の人との会話や付き合い」が 17.0％、「規
則正しい生活をすること」が 16.5％の順でした。
問 19 　地域で生活していく上で必要なものについて（複数回答）

地域で生活していくうえで必要なものは、「相談にのってくれる市町村の精神保健福祉専門の職員」
が 50.5％で最も多く、次いで「具合が悪くなったらいつでも診療してくれる、かかりつけの病院・診
療所」が 44.1％、「相談にのってくれる病院・診療所の相談員」が 38.3％で、上位３位は、過去の回
答傾向と同じです。
問 20 　日常生活において、障害によってあきらめたり、妥協したりしたこと

日常生活を送る中で、障害があるためにあきらめたり、妥協したことが「ある」は 45.7％で、「ない」
は 21.3％でした。
問 21 　障害を理由として差別を受けた経験の有無について　

障害を理由とした差別を受けた経験が「ある」は 28.2％、「ない」は 39.9％、「わからない」は
25.5％でした。
問 21-1 　「ある」場合の差別を受けた時期について

差別を受けた時期は、「最近（１年以内）」と「少し前（１年～５年前頃）」が各 28.3％で、最も多
かったです。

④　就労について
問 22 　仕事の有無

現在仕事を「している」は 28.2％、「していない」は 64.9％で、前回調査よりしている人の割合が、
増加の傾向を示しています。
問 23 　問 22「している」場合の職業形態について

職業の形態は、「就労支援施設等に通所」が 37.7％（20 人）と最も多く、次いで、「パート・アルバイト」
が 35.8％（19 人）、「自営業」が 15.1％（８人）の順でした。
問 24 　「していない」場合の理由について（複数回答）

仕事をしていない理由は、「障害・病気などの健康上の問題」が 77.9％と最も多く、次いで「適当
な職業、職場がない」が 30.3％、「通勤が困難である」が 15.6％の順でした。
問 25 　仕事に対する気持ちについて　

仕事に対する気持ちでは、「できれば働きたい」が 34.0％、「ぜひ働きたい」が 21.8％と多く、働
きたい気持ちが高い傾向にあります。
問 26 　自身の就労について必要な支援（複数回答）

就労についての支援は、「相談にのってほしい」が 39.9％と最も多く、次いで「求人情報を提供し
てほしい」が 18.6％、「就職・転職先を一緒に探してほしい」が 18.1％でした。「支援の必要はない」
は 16.0％でした。

⑤　医療と緊急時について
問 27 　初めて精神科・神経科を受診した年齢について　

初めて精神科・神経科を受診したのは、「20 歳代」が 29.3％と最も多く、次いで「19 歳以下」が
23.4％、「30 歳代」が 16.0％と、若いころに受診しています。
問 28 　精神科・神経科への入院の有無について　

精神科・神経科への入院歴は、「ある」が 66.5％、「ない」が 27.7％で６割以上に入院経験があります。
問 29 　定期的な外来通院について

定期的な通院は、「している」が 87.2％で、ほとんどが定期的な通院をしているが、5.3％は「して
いない」と回答しています。
問 30 　主治医がいる病院の地域について　

主治医がいる病院の地域で、最も多いのは「諏訪地域（岡谷・諏訪・富士見など）」が 55.3％で、「茅
野市内」は 25.5％、「中信地域（松本・塩尻・安曇野など）」は 9.6％でした。
問 31 　定期的な通院の方法について　

定期的な通院方法は、「一人で行く」が 52.7％（99 人）と最も多く、次いで「家族と一緒に行く」
が 42.0％（79 人）でした。
問 32 　具合が悪くなったときの対応について　

具合が悪くなった時は、「自分から受診している」が 54.8％で最も多く、「自分から受診していない」
は 13.8％でした。18.6％が「わからない」と回答しています。
問 34 　身体の病気の有無について　

身体の病気が「ある」は 36.7％（69 人）で、「ない」は 48.4％（91 人）でした。４割近くが何ら
かの身体の病気を抱えています。
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問 35 　災害発生時、想定される不安や困りごとについて
避難生活へに不安や医療の継続等、様々な事項が記載されています。
⑥　収入について

問 36 　定期的な収入について（複数回答）
定期的な収入は、「障害年金」が 66.0％で最も多く、次いで「家族からの援助」が 15.4％、「勤め

先の給料・役員手当等」が 11.2％、「就労支援施設等の工賃」が 10.1％でした。
問 37 　ひと月あたりの平均的な収入について（年金、手当、仕送り等含む）　

ひと月あたりの平均的な収入は、「５～ 10 万円未満」が 31.9％、「10 ～ 15 万円未満」が 19.1％、
「５万円未満」が 6.9％の順でした。
問 38 　収入のうち、自分のために使える金額について（家賃、食費、光熱費除く）　

ひと月あたりの自分のために使える金額は、「１～５万円未満」が 38.4％で最も多く、「５～ 10 万
円未満」10.7％であるが、「１万円未満」が 6.9％、「まったくない」が 3.1％でした。

⑦　日常の相談等について
問 39 　相談相手の有無について　

相談相手が「いる」と回答したのは 78.2％でしたが、10.6％は相談相手が「いない」と回答しています。
問 40 　「いる」場合の相談相手について（複数回答）

相談相手は、「親」が 46.3％、「兄弟」と「配偶者」が各 27.9％と家族が多いが、「主治医・病院・
診療所の職員」が 46.3％、「障害福祉サービス事業所の職員」が 21.1％、「地域活動支援センターの職員」
10.9％と、専門職を相談相手にしている人も多くありました。
問 41 　今、一番相談したいことについて（複数回答）

今、一番相談したいことは、「病気のこと」が 34.0％、「身体の不調のこと」が 27.7％と病気や体
のことが多い傾向にあるが、「お金のこと」、「親がいなくなったあとの不安」が各 24.5％、「就職や仕
事のこと」が 17.0％、「家族や友人などの人間関係のこと」が 12.2％と、多岐にわたっています。

⑧　情報取得について
問 42 　保健・医療・福祉に関する情報収集について（複数回答）

保健・医療・福祉に関する情報を得ているのは、「市役所・保健福祉サービスセンター」が 48.9％
と最も多く、次いで、「病院・診療所」が 38.8％、「家族」が 20.2％の順でした。

⑨　人権と権利擁護について
問 43 　「成年後見制度」について知っているか　

成年後見制度については、「わからない」が 34.0％と最も多く、次いで「よく知らないが興味や関
心がある」が 27.1％、「利用はしていないがよく知っている」が 13.8％、「自分には必要ない」12.2
％でした。
問 44 　障害者への虐待を過去に見聞きしたことがあるか

過去に虐待を見たり聞いたりしたことについて、「ある」は 22.9％、「ない」は 33.5％でした。
⑩　障害者施策に関する要望について

問 46 　これから力を入れてほしい主な障害者福祉施策について（複数回答）
これから力を入れてほしい障害者福祉施策は、「医療費の軽減など医療制度の充実」が 43.1％と最

も多く、次いで「親亡きあとの生活保障」が 33.0％、「障害者理解への啓発や交流の促進」が 28.2％、「情
報提供・相談体制の充実」が 25.5％、「障害の早期発見、早期療育事業の充実」が 24.5％の順でした。

⑪　行政に対する評価について
問 47 　茅野市における障害者福祉全般の印象について（複数回答）
　茅野市における障害者福祉全般の印象については、「以前のことはよくわからない・知らない」が
39.9％で最も多かったが、「今ある制度やサービスを利用しており、以前より便利になった」が 19.1％、

「実際に相談やサービス利用はしていないが、制度があるだけで安心できる」が 18.6％、「以前より親
切に相談してもらえるようになった」が 16.0％でした。

4　知的障害者アンケート調査

（１）調査の目的
　平成 30 年度（2018 年度）の茅野市障害者保健福祉計画策定にむけて、障害者の生活実態と保健福
祉サービスに対する要望を把握し、知的障害者の自立と社会参加を促進するための福祉施策を進める
上での基礎資料とすることを目的に実施しました。

（２）調査の方法
　①調査の対象者
　　本調査の対象者は、茅野市在住の療育手帳をお持ちの方 250 名を対象としました。
　②調査の実施期間
　　平成 28 年（2016 年）10 月 18 日に調査票を配布し、10 月 31 日を返送の締め切りとしました。
　③調査の実施方法
　　自記式調査票方式とし、調査票の配布及び回収は郵送によって行いました。
　④調査票の回収状況
　　配布した調査票 250 通。回収票は 141 通でした（回数率 56.4％）。

（３）調査の内容
　調査内容は、別添の調査用紙の通り、茅野市の障害者福祉計画策定にむけて、福祉施策を進める上
での基礎資料とするため、住まいの現状や日常生活及び地域生活の現状、就労、収入、日常の相談、
情報収得、障害者施策に関する要望などの項目を中心としました。

（４）回答者の基本属性
　記入者は「自分」が最も多く 48.2％（68 人）、「家族や介助者等が本人の意向をくみ取って代わり
に記入」が 43.3％（61 人）でした。本人以外の記入については、「ご家族」が 93.2％（68 人）で 9
割以上はご家族が記入していました。

問１ 　年齢
年齢は、「20 歳代」が 34.0％（48 人）と最も多く、「30 歳代」が 21.3％（30 人）、「40 歳代」

が 19.9％（28 人）の順でした。
問２ 　性別

性別は、「男性」が 67.4％で、「女性」が 32.6％でした。身体障害、精神障害と比較して、男性の
回答者の割合が多いです。
問３ 　地区

住んでいる地区は、「ちの」が 24.8％、「宮川」が 21.3％、「玉川」が 21.3％で、７割近い人が３
地区に居住しています。
問４ 　療育手帳の所持について

療育手帳を「持っている」と回答したのは、98.6％で、ほぼ全員が療育手帳を持っています。
問５ 　手帳に記載の障害の程度について

障害の程度は、「Ａ１」が 27.7％、「Ａ２」が 3.5％、「Ｂ１」が 26.2％、「Ｂ２」が 35.5％でした。
問６ 　療育手帳以外の障害者手帳の所持について　

療育手帳以外の障害者手帳は、「持っていない」が 72.3％と最も多く、「身体障害者手帳を持っている」
が 14.2％、「精神障害者保健福祉手帳をもっている」が 5.7％でした。身体障害者手帳の等級は、「１級」
が 30.0％、「２級」が 25.0％、「３級」が 15.0％と、重度の身体障害と重複していました。精神障害
保健福祉手帳の等級は、「1 級」が 62.5%、「2 級」が 25.0%、「3 級」が 12.5% でした。
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問７ 　一緒に暮らしている人の有無について（複数回答）
一緒に暮らしているのは、「親と暮らしている」が 82.3％と最も多く、次いで「兄弟姉妹と暮らし

ている」が 17.0％、「夫婦で暮らしている」「一人で暮らしている」は各 5.7％でした。
問８ 　今後の暮らし方の希望について

今後の暮らし方は、「今までと同じように暮らしたい」が 66.0％と最も多く、「今は一緒に住んでい
ない新しい家族と一緒に暮らしたい」が 5.0％、「一人暮らしをしたい」が 4.3％、「グループホームで
暮らしたい」が 3.5％、「施設で暮らしたい」が 3.5％の順でした。

（5）まとめ
①　あなたの生活について

問９ 　日常生活について
日常生活において、食事や着替え等はひとりでできる割合が高いが、お金の管理や気持ちを伝える

こと、気持ちがわかることなどは難しい傾向があります。
問 11 　昼間の過ごし方の希望について

昼間の過ごし方の希望は、「今までと同じように過ごしたい」が 81.6％と最も多く、次いで「今ま
でとは違うように過ごしたい」が 11.3％でした。
問 12 　「今までとは違うように過ごしたい」場合の希望（複数回答）

今までと違う過ごし方として、「会社で働きたい」が 50.0％、「施設や事業所に通いたい」が 43.8％、
「家の仕事を手伝いたい」が 6.3％でした。

②休日の外出について
問 13 　休日の外出について

休日の外出は、「１週間に１回くらい外出する」が 39.7％（56 人）、「お休みの日には毎回外出する」
が 24.8％（35 人）と比較的外出しているが、一方で「まったく外出していない」は 2.8%（4 人）でした。
問 14 　外出時の手伝いについて

外出時の手伝いは、「いつもお手伝いが必要」が 33.3％（47 人）で最も多かったが、「いつも一人
で外出できる」も同程度の 30.5％（43 人）でした。
問 15 　一人で外出できないときの外出方法について（複数回答）

一人で外出できない場合は「家族と一緒に外出する」が 67.4％と最も多く、「福祉サービスを利用
している」が 12.8％、「友だちや知り合い、ボランティア等と一緒に外出する」が 6.4% でした。

③　あなたのお金について
問 16 　１か月あたりの収入について

１か月あたりの収入は、「５～ 10 万円未満」が 36.7％と最も多く、次いで「１万円未満」が 17.7
％、「１～５万円未満」が 17.7％、「10 ～ 15 万円未満」が 15.2％であった。「0 円（まったくない）」
と回答したのは 3.8％でした。
問 17 　１か月あたりの収入の内訳について

収入の内訳の各項目について、最も多いものは給料・工賃等は「1 万円未満」が 41.2％、年金は「5
～ 10 万未満」が 87.3％、手当は「1 ～ 5 万円未満」が 50.0％、家族や親戚からの仕送り・お小遣いは「1
万円未満」が 75.0％でした。
問 18 　1 か月あたり使うお金の額について（一人暮らしにかかる費用も含む）

１か月に使っている金額は、「１～５万円未満」が 41.1％、「５～ 10 万円未満」が同じく 41.1％
でした。

問 19 　ひと月あたりのお金の使い道について
各項目のお金の使い道について最も多いものは、「福祉サービスの料金」は「１万円未満」が 64.3％、

「食費」は「１～５万円未満」が 74.2％、「家賃」は「１～５万未満」が 75.0％、「電気、ガス、水道料金」
は「１～５万未満」が 73.7％、「病院にかかるお金」は「１万円未満」が 69.0％、「その他」は「１
～５万未満」が 73.9％でした。
問 20 　困ったことがあった時の相談相手について（複数回答）

困ったときの相談相手は、「家族」が 63.1％と最も多く、次いで「いつも通っている施設の職員さん」
が 24.8％、「友だち・知り合い」が 18.4％の順であった。身体障害者や精神障害者で回答の多かった「市
役所や保健福祉サービスセンターの職員」は 17.7％でした。

「精明学園」利用者の作品
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5　介護者・保護者アンケート調査
（１）調査の目的
　平成 30 年度（2018 年度）からの茅野市障害者保健福祉計画策定にむけて、障害者本人のニーズの
みならず、介護者・保護者のニーズを把握し、障害者の自立と社会参加を促進するための福祉施策を
進める上での基礎資料とすることを目的に実施しました。

（２）調査の方法
　①調査の対象者
　　本調査の対象者は、茅野市在住の身体障害児者・知的障害児者、精神障害児者・発達障害児者の

介護者・保護者 500 名を対象としました。
　②調査の実施期間
　　平成 28 年（2016 年）10 月 18 日に調査票を配布し、10 月 31 日を返送の締め切りとしました。
　③調査の実施方法
　　自記式調査票方式とし、調査票の配布及び回収は郵送によって行いました。
　④調査票の回収状況
　　配布した調査票 500 通。回収票は 312 通でした（回数率 62.4％）。

（３）調査の内容
　調査内容は、介助者・保護者の健康状態、介護の状況、福祉サービス利用状況、教育について、介
護の問題や悩み、社会参加・地域生活、障害者の自立生活、活動について、行政に対する評価などの
項目を中心としました。

（４）回答者の基本属性
　調査票回答者は、「本人がご自身で記入回答」が 42.4％、「家族や支援者等が本人の意向をくみ取っ
て代わりに記入」が 37.9％、「本人の意思を『代筆』で記入」が 15.4％であった。本人以外の記入に
ついて、記入された方とご本人の関係は『ご家族』が 90.5％で９割を超えていました。
●性別・年齢
　介護者・保護者の性別は、「男性」が 32.8％（102 人）、「女性」が 65.0％（202 人）で女性が男
性のほぼ 2 倍でした。年齢は、「60 歳代」が 21.5％、「70 歳代」が 20.9％、「80 歳代」が 9.3％と
60 歳以上で半数を超え、90 歳代も 1.0％でした。一方、「40 歳代」が 20.6％、「30 歳代」が 7.7％、

「20 歳代」が 1.0％と、40 歳以下も３割程度ありました。
●障害のある方の人数
　障害のある方の人数は、「１人」が 87.1％、「２人」が 9.3％、「３人以上」は 1.0％でした。
●障害のある方の年齢（複数回答）
　障害のある方の年齢は、「80 歳以上」が 20.9％と最も多く、60 歳以上が約半数である一方、「10
歳未満」が 12.5％、「10 歳代」が 15.8％と約３割が 20 歳未満でした。
●地区　
　地区は、「ちの」が 20.9％、「玉川」が 19.9％、「宮川」が 18.0％で、３地区で約６割を占めています。

  年度 対象者数 有効回収数 性別
1998年 310人 259人（83.5％） 男性26％、女性71％
2005年 350人 234人（66.9％） 男性27％、女性68％
2012年 500人 272人（54.4％） 男性36％、女性63％
2016年 500人 312人（62.4％） 男性33％、女性65％

① 1998年2005年及び2012年に実施した調査と比較する

●障害のある方との続柄　
　障害のある方との続柄は、「親」が 32.5％、「配偶者」が 26.4％、「子ども」が 27.7％、「兄弟」が
2.3％でした
●障害のある方と同居しているか等
　現在障害のある方と「同居している」は 80.7％、「別に暮らしている」は 9.6％で、８割近くが同
居していました。同居家族の人数は「３人」が 31.9％と最も多く、次いで「２人」が 21.1％、「４人」
が 19.9％、「５人」が 15.1％と、比較的家族数が多い傾向がみられます。同居家族で職業を持ってい
る人数は、「１人」が 33.9％、「２人」が 21.9％、「３人」が 4.8％であるが、「０人」も 12.0％でした。
●家族構成等（現在同居している家族の状況）
　家族構成は、「夫婦と未婚の子」のみ、または「親と未婚の子」のみの世帯が 49.8％と最も多く、次いで、

「夫婦」のみの世帯 18.6％であった。高齢者世帯（65 歳以上だけか、65 歳以上の人と 18 歳未満の
未婚の家族で構成される世帯）かどうかに「はい」と回答したのは 34.1％（106 人）、「いいえ」と回
答したのは 58.6%（182 人）でした。
●仕事の有無について
　仕事の有無について、「仕事はしていない」が 48.9％、「パート・アルバイトなどをしている」が
17.0％、「常勤で働いている」が 9.3％の順でした。
●障害のある方が該当するもの（複数回答）
　障害のある方は、「身体障害者（65 歳以上）」が 35.4％と最も多く、次いで「知的障害児（18 歳未
満）」が 15.4％、「知的障害者（18 歳以上 65 歳未満）」が 12.5％、「身体障害者（18 歳以上 65 歳未満）」
が 10.6％でした。

（5）まとめ
①　あなたの健康状態について
問１ 　健康状態について
　健康状態は、「まあまあ健康である」が 54.7％で最も高く、次いで「やや不調である」が 25.1％、「非
常に健康である」が 7.7％でした。
問２ 　「やや不調である」「非常に不調である」場合、治療や検査を受けているか
　治療や検査については、「受けている」が 85.9％と最も多いが、「なかなか受診できない」が 10.1％、

「受けていない」が 2.0％でした。
問３ 　身体の疲れについて
　身体の疲れは、「やや疲れる」が 53.1％と最も多く、「とても疲れる」が 22.8％であり、７割以上
が身体の疲れを自覚しています。
問４ 　睡眠の状態について　
　睡眠の状態は、「いつも睡眠不足」が 17.7％、「ときどき睡眠不足」が 45.0％で６割以上が睡眠不
足の状態です。「睡眠はとれている」は３割程度でした。
②　介護の状況について
問５ 　一日のうち介護をしている時間の平均　
　一日で平均して介護をしている時間は、「３時間未満」が 28.3％、次いで「３～６時間未満」が
15.8％でした。「12 ～ 15 時間未満」が 4.2％、「15 時間以上」が 8.4％で１割以上の介護者が一日
の半分以上を介護の時間に割いています。前回の調査を比較して、介護時間は長くなっている傾向が
みられます。
問６ 　障害のある方の、日常生活の中で必要な介護について　
　介護を必要とする内容は一部介助を含めると、「外出（送迎を含む）」が 68.9％と最も多く、「入浴」
が 52.7％、「衣類の着脱」が 49.8％、「食事」が 47.3％でした。
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問７ 　この１年間、２日以上介護できなかったことがあるか
　この１年間で２日以上介護できなかったことが「ある」は 32.2％、「ない」は 51.1％でした。
問 7-1 　「ある」場合のその理由について（複数回答）
　介護できなかった理由は、「病気」が 39.0％、「会合等への出席」が 28.0％、「冠婚葬祭」が 24.0％、

「疲労」が 20.0％、「旅行」が 15.0％でした。
問 7-2 　問７「ある」場合のその対応について（複数回答）
　介護できなかったときの対応は、「同居の家族に頼んだ」が 46.0％、「施設への緊急一時保護・ショ
ートステイ（短期入所）を利用した」が 25.0％、「別居の家族に頼んだ」が 19.0％で、家族に頼む割
合が高かったです。
③　在宅福祉サービスの利用状況について
問８ 　障害のある方の、障害者総合支援法による在宅福祉サービス利用の有無について
　障害者総合支援法による在宅福祉サ―ビスについて「利用をしている」は 23.2％、「利用していない」
は 57.6％で、半数以上がサービスの利用をしていませんでした。
問９ 　障害のある方の、障害支援区分の認定の有無について
　障害支援区分の認定について、「受けている」は、47.9％（149 人）、「受けていない」は 17.4％（54 人）
でした。問 8 での集計結果をふまえると、認定は受けている人の約半数はサービスを利用していません。
問 10 　障害のある方の、介護保険法による在宅福祉サービス利用の有無について
　介護保険法による在宅福祉サービスについて、「利用している」は 20.9％（65 人）、「利用していな
い」は、54.7％（170 人）でした。
問 11 　障害のある方の介護保険の認定の有無について　
　介護保険の要介護認定について、「認定を受けている」は 34.1％（106 人）、「受けていない」は、
40.8％（127 人）であった。問 10 での集計結果をふまえると、認定を受けている人の約半数はサー
ビスを利用していません。
問 12 　在宅福祉サービスの利用希望について
　今後の在宅福祉サービス利用意向について、「必要になったら利用したい」が 49.2％（153 人）と
最も多く、「ぜひ利用したい」が 25.4％（79 人）でした。
問 13 　問 12「利用したくない」と回答したその理由について（複数回答）
　利用したくない理由は、「自分の介助だけでやっていけるから」が 57.1％、「家族や親族の介助でや
っていけるから」が 42.9％でした。
問 14 　茅野市の障害者福祉に対する各種制度の実施やサービスについて
　知っている制度は、「医療費の助成」が 65.9％、「福祉手当や特別障害者手当などの支給」が 61.1％、

「地域福祉課・各保健福祉サービスセンターでの相談」が 60.8％と割合が高く、半数以上の方が知っ
ていました。利用している制度は、「医療費の助成」が 65.9％、「福祉手当や特別障害者手当などの支給」
が 48.9％、「地域福祉課・各保健福祉サービスセンターでの相談」が 32.2％でした。今後利用したい
制度は、「地域福祉課・各保健福祉サービスセンターでの相談」が 38.3％、「医療費の助成」が 35.7％、

「福祉手当や特別障害者手当などの支給」が 33.8％でした。
④　教育等について（18 歳以下の障害児をお持ちの保護者）
問 15 　学校教育の充実のために希望する施策について（複数回答）　
　学校教育の充実のために望む施策は、「教育内容の専門性の向上と充実」が 45.9％、「学校の施設・
設備の改善」が 42.4％、「進路指導の充実」が 41.2％、「養護学校の通学制と送迎の確保」が 37.6％、

「障害児と健常児が一緒に学ぶ、統合保育や統合教育の推進」が 29.4％、「保護者への相談・助言の充実」
が 25.9％と、学校のことだけでなく、卒業後のこと、保護者のことなど多岐にわたっていました。

問 16 　義務教育終了後の進路希望について（進路を選択した場合も含む）
　義務教育後の進路希望については、「養護学校高等部」が 55.8％、「一般高校（諏訪圏域内）」が 15.1％、

「就職」が 5.8％であったが、「わからない」も 12.8％でした。
問 17 　学校教育終了後の進路のために希望する施策について（複数回答）　
　学校教育終了後の進路のために望む施策として、「通所して働ける就労支援施設の設置・拡充」が
44.3％、「一般企業への就職促進・職場開拓など」が 37.5％、「更なる高等教育や専門教育のための教
育訓練機関の整備（職業訓練校・各種学校など）」が 30.7％でした。
問 18 　どんぐり手帳の利用の有無、認知について
　どんぐり手帳について、「利用している」が 48.2％（41 人）、「利用はしていないが知っている」が
32.9％（28 人）、「知らない」が 14.1％（12 人）でした。
問 19 　今後のどんぐり手帳の利用希望について
　生涯に渡る支援サポート手帳としてのどんぐり手帳を「必要があれば利用したい」は 57.6％、「18
歳以降もぜひ利用してみたい」は 21.2％でした。
⑤　介護の問題や悩みなどについて
問 20 　介護の問題や悩みについて（複数回答）　
　介護の問題や悩みとして、「心身の疲労・負担」は 40.2％、「経済的な負担」は 27.0％、「自分の時
間が持てない」は 14.8％、「仕事に出られない」は 12.5％など、疲労や負担に加え、経済的な問題、
健康問題、家族や近所の方の理解など、さまざまな問題や悩みを抱えています。心身の疲労・負担、
経済的な負担については、前回調査と比較して負担が増してきています。
問 21 　問 20 の悩みについて、家族・親族以外の相談先について
　家族・親族以外の相談先は、「各保健福祉サービスセンター」が 32.5％、「市役所」が 21.2％、「友人・
仲間」が 16.1％の順でした。最初の相談先は「市役所」が 6.1％、次いで「各保健福祉サービスセンター」

「友人・仲間」が各 5.5％でした。
問 22 　介護をする中で、家族や近隣、生活上困ることについて（複数回答）
　家族や近隣のことで困ることは、「何かあったときに本人の世話を頼める人がいない」が 25.1％
で最も多く、次いで「家族そろっての外出ができない」14.8％、「友人とのつきあいができない」が
13.5％でした。一方で「困っていることは特にない」も 25.1％でした。「何かあった時に世話を頼め
る人がいない」と「近所に大変気を使う」と回答した割合が増えてきています。生活・環境のことで
困ることは、「災害時の対応や避難について不安」が 31.5% と最も多く、次いで「介護をしていて費
用がかさむ」が 14.5%、「仕事に出たいがなかなか出られない」が 13.2% と多かったです。一方で「困
っていることは特にない」は 17.0% でした。
問 23 　障害のある方の将来について不安なこと（複数回答）　
　将来に対する不安は、「経済的な心配」と「自分の病気や体調が悪化して要介護になること」が各
36.7％と最も多く、次いで「日常生活の支援が受けられるか」が 29.9％、「一緒に暮らす人がいるか」
が 25.4％、「生活する場所があるか」が 24.1％、「困った時に頼れる人がいない」が 23.2％でした。
問 24 　成年後見制度について知っているか　
　「成年後見制度」については、「よく知らないが興味や関心がある」が 33.4％と最も多く、「利用は
していないがよく知っている」が 25.7％でした。
問 25 　障害者への虐待を過去に見聞きしたことがあるか
　過去に虐待を見たり聞いたりしたことについて、「ない」が 50.8％、「ある」が 16.7％でした。
⑥　社会参加・地域生活について
問 27 　この１年間にしたこと、今後してみたいことについて（複数回答）
　この１年間にしたことは、「②理美容院へ行く」が 55.9％と最も多く、次いで、「①ゆっくりと買
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い物をする」が 46.9％、「④友人との歓談」が 37.3％の順でした。この１年間にしたいことは、「⑦
一泊以上の国内旅行」が 37.6％と最も多く、次いで「⑧海外旅行」が 28.0％、「⑥日帰り旅行」が
26.4％の順でした。
⑦　障害者の自立生活について
問 28 　「自立」について考える際に重要視すること
　「自立」について、「大変重要視する」で最も多いのは、「⑥行政などへの積極的な参加・参画の機会
があること」が 30.2% でした。また、「重要視する」との合計も同様の結果でした。
問 29 　障害のある方の今後の生活はどうあって欲しいか
　今後の生活についての考えは、「様々な福祉サービスや援助を利用しながら、家族と一緒に生活する」
が 51.8％と最も多かったです。
問 30 　「地域の人々はいまだに障害者に対する偏見や誤解をもっている」と思うか　
　地域の人の障害者に対する偏見や誤解は、「思っている」の 23.2％と「少し思っている」の 29.6％
を合計すると、半数以上の人があると回答しました。
問 31 　障害を理由として差別を受けた経験の有無について　
　差別を受けた経験は、「ない」が 41.8％、「ある」が 14.8％でした。
問 32 　問 31「ある」場合の時期について　
　差別を受けた時期は、「少し前（１年～５年前頃）」が 33.3％、「以前（５年～ 10 年前頃）」が 21.6％、

「かなり昔（10 年以上前）」、「最近（１年以内）」もそれぞれ 19.6％でした。
問 34 　障害者に対する住民の理解を深めるために必要なことについて（複数回答）
　住民理解を深めるためには、「子どもたちに対する福祉教育を充実する」が 30.9％と最も多く、「障
害者が街に出かけやすい整備をすすめる」は 28.9％でした。
問 35 　茅野市における障害者福祉全般の印象について（複数回答）
　茅野市における障害者福祉全般の印象について、「今ある制度やサービスを利用しており、以前より
便利になった」が 27.3％と最も多かったです。

「この街学園」利用者の作品

６　ヒアリング調査

　アンケート調査による幅広いデータだけでなく、当事者や家族、事業者の生の声をお聞きすることで、
より実態に近いニーズを把握することを目的にヒアリング調査を実施しました。障害種別を超えて共
通する課題として整理しました。

（1）調査実施時期
　平成 28 年（2016 年）9 月 12 日（月）～ 9 月 14 日（水）

（2）調査対象
NPO 法人ふくろう SUWA（ふくろう玉川通所者・保護者）
NPO 法人やまびこ会（精神家族会）
茅野市聴覚障害者協会
あすなろセンター（通所者・保護者）
手をつなぐ育成会
デイサービスセンターモモ　（通所者・保護者）
Ｒ for I
諏訪養護学校ＰＴＡ保護者会
ひまわり作業所（通所者）
この街学園（通所者・保護者）
NPO 法人八ヶ岳福祉農園（通所者・保護者）
茅野市視覚障害者福祉協会
以上 12 団体 100 名

（3）結果の概要
●生活全般について
送迎について

・お医者さんに車に乗ってはいけないと言われているので車で送ってくれる手段やサービスが欲し
い。

・土日だと送迎をしてもらえないので、病院へ行きたくても行けない。送迎のサービスを充実させ
てほしい。

・土日や夜などバスを運行してほしい。火曜日のメリーバス週一回では足りない。
・土日のバスがないことが不便。土日のバスを増やしてほしい。
・来月からバスの時間が毎日変わるので不便。
・バスでも人数か多ければ乗れないときもあるので、送迎を確実にしてほしい。
・降りる場所を知らせるボタンがついていないバス（ビーナちゃん）で合図をすることができない。
・定期的なことなので、手帳を示すことで降車場所のときに声をかけてくれるような仕組みが必要。
・朝や土日バスの本数を増やしてほしい。交通手段が増えるといい。
・ビーナちゃんバスの路線を増やしてほしい。
・行政境（他市町）のバスの行き来が不便。行政バス間の接続をしてほしい。
・市町村の境界を越えて、移動に際してどこでも行けるバスが欲しい。
・バスの回数券など、お金の面での対策が欲しい。
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商業施設等について
・駅の周りにスーパーが少ないこと。買い物に苦労することがある。
・カラオケが好きなのにカラオケ屋さんが少ないこと。
・最近は自動式のレジがあるが、私たち（視覚障害）は使えない。
・スーパーなどで、どこのレジが空いているか分かるようになればいいなと思う。

住居支援について
・グループホームのニーズはあるのに、数が足りていない。多様なグループホームがあって、選択

できるようになることが理想。
・グループホーム数が足りていない。
・グループホームも必要であるが、親なき後も自宅で過ごせるような支援を考えられないか。例えば、

シェアハウスのような形態や公的な運営体制など。
・夜間一人になるとき、家に誰か来てほしい。
・親が亡くなった後、施設だとかグループホームと言われるが、私は今の自宅で過ごしたい。
・居宅を中心にさまざまなサービスを受けたい。
・生活の支援だけではなく、経済的な安定も必要。
・利用者それぞれのニーズに合ったグループホームがほしい。
・親が介護できなくなったとき、ケアハウスやグループホームなどが必要。
・グループホームについて、地域の人たちの理解を広めてほしい。
・施設にも人によって合う、合わないがあるため多岐にわたる生活の場があったらいい。
・何かあったときに、柔軟に他の事業所に移動できるような仕組みがあればいい。

●身近な地域での生活について
・区の情報がほしい
・区の放送の内容をファックスで送ってほしい。公民館へのファックスの設置。
・雪かきや草取りの実施や延期の連絡をしてほしい。放送があったことを知らず、出不足金を徴収

されたことがあった。
・亡くなった方の情報が入るようにしてほしい。
・引っ越してきても人付き合いをしたい。
・市営住宅は人の入れ替わりが多く、顔も知らないまま区長が毎年変わる。区長さんが変わっても

放送をファックスで送ることを続けるなど、理解してもらいたい。
・地域で暮らし続けていくためには、地域の人も支え合っていけるように考えなくては。
・最近は個人情報保護法でどの程度まで相手に干渉していいのか分からず、隣組の組長さんがどこ

まで手を出していいのか分からないといっていた。
・地域との関係は、モモの周りはとてもいいが、自宅がある地域はあまりよくない。
・親なき後、地域に溶け込んで生きていけるのかが心配。地域を巻き込んで行事とかに気軽に参加

したりできたらいい。
・地域の人たちに理解を得ていくことはとても大変なこと。（保護者）
・いろいろと働きかけて、少しずつ変わっていく。（職員）
・この街のまわりの関係はよくなってきても住んでいる近所ではまだまだ理解されていない。（保護

者）
・地区の情報をアナウンスで流してほしい。
・例えば交差点で音声付信号機が完成したときに、最初のときには当事者を呼んで、説明会などを

してほしい。せっかく設置されても知らなかったり、間違ってしまうこともある。
・ゴミの分別の袋の種類がわからないので、点字付きのゴミ袋を茅野市でも活用してほしい。
・アルミホイルやサランラップの違いも分からないから点字をつけてほしい。
・回覧板が読めないので、なにか配慮がほしい。

●相談について
・どこに行けば、どんな相談ができるのか情報が入ってこない。自分で調べないとわからない。そ

うした情報すら入ってこないので、何を知らないのかすら分からない。
・制度が変わって相談支援専門員が一人ひとりにつくようになって、とてもありがたい制度だなと

思っている。
・相談支援専門員の数が足りないのではないか。
・茅野市では保健福祉サービスセンターが身近にあるので、困ったときにはすぐに相談ができる。

その点で他市よりも相談はうまくいってると思う。
・支援センターでケアプランをつくる際、本人や保護者の人の意見を聞いてしっかりと作っていた

だいている。
・年金をもらい始める２０歳までの２年間の費用をどうしたらいいのか教えてほしい。こうした卒

業後のことはどこへ相談に行けばいいのかわからない。
・相談は R for I や特別支援学校の先生にしているが、福祉施設の内容など福祉制度の細かい所は分

からない
・親が先回りして相談するだけではなく、本人が相談できる場があったらいい。
・申請や更新へ行ったときに窓口で、書類の提出日や締め切り日に猶予を設けてほしい。
・茅野市の中では生活は落ち着いているし、丁寧に支援をしてもらっている。
・家庭内で問題を抱えている人が多い。
・家族の理解がなかったりした場合、親に対して病状等を説明してくれる職員がいてほしい。
・さまざまな行政手続きが繁雑で、親がいなくなった後が心配なので、窓口を一本化してもらえる

といい。
・独居だと市から気にしてもらい様々なサービスを利用できるが、例えば障害者一人、高齢者一人

といった家族がいると網にひっかからない。
・サービスセンターの職員をもっと増やしてほしい。
・肥満気味になったり食事に栄養の偏りがあると医者に言われるが、栄養のことを相談ができる場

所がほしい。

●権利擁護などについて
・成年後見の制度について研修したが、活用にまでは至っていない。
・利用できる対象の人は限られるような印象が強い。
・成年後見制度も財産管理だけでなく、生活のコーディネートもしてほしい。
・成年後見の勉強はしているが、現実的にならないのが現状。高齢者が中心になっているので障害

者の方にも向いてほしい。
・成年後見を担う人材を養成し、研修していってほしい。
・訪問販売や宗教などから守る方法を考えてほしい。

●就労・作業所について
・この５年間で A 型、B 型といった就労支援の作業所が増えた。当事者にとって選択肢が増えた。
・一般就労ができる人が少しずつ増えてきたが、まだ壁は厚い。
・一般就労へのステップアップがしっかりしてきた。
・一方で企業の理解がまだ足りていないと感じることも多い。
・一般就労でトラブルが生じたときなど、いつでも A 型作業所に戻ることができると安心できる。
・就労の中身がどこの作業所も似たり寄ったり。もっと多様な仕事のメニューを増やして、選択肢

が出てくれば良い。
・行政に提出するいろいろな更新の手続きなどを、事業所でも処理できるようにならないか。
・ピアあすなろの活用方法について、昼は地域活動支援、夜はショートステイなどができないか。
・就労場、作業所や住む場を、いろいろと選択できるようにしてほしい。一度決めてしまうと後は
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ずっと同じところを利用するのではなく、定期的に希望が出せるような仕組みができないか。
・障害の種別や程度によって、それぞれに適した作業等ができるように選択肢があるといい。
・年月が経つと重度化してきて、作業は単調になる一方で、介護に手がとられていく。そうなると

新しい人（比較的軽度）がきても十分な個別対応ができなくなっている。利用者の状況やニーズ
にあわせて異動ができるようなシステムを茅野市としてつくれないか。

・もっと地域に出て行けるような機会がほしい。
・商品開発や販路開拓の際に協力してもらうことはできないか。
・とくに冬もできるような仕事が求められている。
・作業や商品開発をすることは、ひとつの作業所だけでは限界。いろいろな農家や企業、商工会な

どと協働していくといいが、そうしたつながりの機会や話し合いの場があるといい。
・よい職員を確保したいが、人件費が厳しい。できれば施設の運営費給付費などを増やしてほしい。

●余暇の過ごし方について
・市内に障害者もいける喫茶店が少ないこと。
・もっといろいろな場所へ出かけるために、ヘルパーさんがいてほしい。
・休日の余暇活動でもヘルパーさんの利用をしたい。
・仲間と一緒にできる参加型の企画を提案してほしい。
・家族のように休日にどこかへ連れて行ってくれたりしてほしい。
・歳や背も大きくなっても公園感覚で安全に遊べて交流できるような場所がほしい。
・住民向けの講座に参加できないため、障害がある子でも参加できる講座や教室を開いてほしい。
・安心してスポーツができる、あるいはスポーツを指導してくれるような場所が欲しい。
・プールや体育館、温泉などに行きたいが、重度の障害児は断られてしまう。
・スポーツや音楽など参加でき、体を動かして仲間を創れる場が欲しい。
・障害者がもっとスポーツを楽しむことができるように、障害者スポーツ指導者の確保や育成をし

てほしい。
・せっかく公民館でいろいろと活動があるのに、障害者にはそうした情報もないし、参加できるの

かどうかもわからない。いろいろな講座に参加したいと思うが、ぜひ可能にしてほしい。
・今度できる市民活動センターが障害者にとって利用しやすいものにしてほしい。単に段差がなけ

ればいいということだけではなく、声をかけてくれたり、必要な配慮をしてもらえるような福祉
がわかる職員が窓口にいてほしい。

●医療・保険について
・入院時の書類が大変で、緊急の時などは特に大変。
・発達障害について理解のある医療機関が必要。
・専門的な「療育」の場が茅野市にもあるとよい。
・夜間の吸引があるため入院を断られてしまうことがあり、とても困る。
・急で何かあったときに、即対応できるサービスがない。
・精神障害者の場合、主治医が松本や山梨など、遠くに通っている人が多い。
・精神のクリニックを予約すると 3 カ月待ちの時もある。
・必要な時にすぐ、精神科の先生に診てもらえないことがある。
・茅野市では精神科で入院できる医療機関がないので、検討してほしい。
・入院の時、完全看護だと親以外の人の付き添いができない。親だけでは限界がある。親以外でも

付き添いができるようにしてほしい。
・入院時に、完全看護でもタイムケアの制度が利用できるとよい。
・障害に理解がある歯科医の人がいてとても助かっている。
・信濃医療福祉センターに、同行した兄弟の保育をしてくれるスペースをつくってもらいたい。本

人の診察等のためには兄弟を預かってもらう先を探すのが大変である。
・中央病院の待合室でパニックを起こしてしまうため、多数の患者さんと一緒ではなく狭くても障

害のある子がいられる場が欲しい。
・障害児・者の場合、口腔ケアが十分にできていない。歯科医はいてくれるが、歯科予防について

力を入れてもいいのではないか。
・茅野市にも入院できる精神病院が欲しい。
・中央病院に精神の常勤の先生が入ってほしい。

●災害時の対応について
・災害時の職場での配慮を考えてほしい。
・災害時などの緊急時の情報保障
・地震や防災のメールが登録していない人や、迷惑メールが多いため登録をしていない人でも、緊

急時には情報が届くようにしてほしい。
・災害時にはメールだけではなく、FAX でも情報が届くようにしてほしい。
・災害が起こったときどこの避難所にいけばいいのかわからない。近くの学校で本当に大丈夫なのか。
・近くの避難所に避難するのではなく、福祉避難所に最初から避難したい。熊本でも問題になったが、

結局、一時避難所に行っても対応してもらえなかったり、排除されたりする。それならば少し遠
くても親の責任で連れていくので、しっかりと安心できる福祉避難所を開設してほしい。

・茅野にいて災害起きたとき集まる場を明確にしてほしい。
・避難所には、避難食としてペースト食や医療品、薬を備蓄してほしい。
・必要な介護用品など備品を避難所に備えておいてほしい。
・災害時に、子ども二人を抱えて避難できるか不安。
・公民館の１部屋に福祉室を作る等、配慮が必要な子のための部屋を考えてもらえたらよい。
・災害時のために研修や勉強会を行いたい。
・視覚障害者に対応した音声や点字とかでできた防災マップや避難マニュアルがあればありがたい。
・逃げられたとしても、その後どうすればいいのか分からない。
・怪我したときなど誰が助けてくれるのか、誰に声をかけていいのか分からない。
・作業等でも職員研修が必要であるが、ひとつの作業所だけでやるのではなく、連携した取組が必

要ではないか。

●情報保障について
・手話の担い手が少なくなっており、間際になって依頼されると予定が重なり入ることができない。
・手話通訳ボランティアをするために県に３回研修にいかなければならず、手話通訳と生活のどち

らかを優先しなければならない。
・障害者差別禁止法が施行されて、合理的配慮に基づいて情報保障もされなければならないが、手

話だけでなく要約筆記や点字でも、後継者が少なくて困っている。行政や社協でもっと育成に関
しての啓発等をしてほしい。

●職員研修や他事業所との連携について
・情報交換をしたいため、よその親の会や作業所の情報も知りたい。
・職員を募集しても集まらない。
・職員研修に費用と時間がかかるため、効率化を図るために、職員研修の仕組みを地域で行えるよ

う検討してほしい。
・職員の質を高めるために、一カ月単位で別の事業所で受け入れてもらうなど、相互の研修を行え

たらいいのではないか。
・男性でないと務まらない余暇活動もあるので、男性の職員の人数を増やしてほしい。
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・作業所同士の横のつながりをもちたい。

●行政への要望
・20 歳になるので年金の手続きをしなければならないが、市から詳しい情報がないので、個別にお

知らせが欲しい。学校に在籍していたときにはその都度、情報が入ってきたが、卒業してしまう
と制度や手続きの仕方がわからなくなる。サービスセンターや市役所に行けば教えてくれるが、
そもそもそうした制度があること自体を知らなければ行くこともできない。

・サービスセンターに行ったときに気軽に相談できるような雰囲気を出してほしい。忙しいから障
害者の相談は迷惑だという姿勢が伝わってくる職員もいる。

・市民への啓発活動を継続的に行ってほしい。
・以前は社協を中心に福祉教育を積極的に行っていたが、最近はあまりそういう話を聞かなくなった。

福祉教育はとても大事だと思うが、教育委員会や学校はきちんと認識しているのか。
・もっと保健師の人たちが各地区にどんな人がいてどのような状態でいるのかを把握してほしい。
・企業への働きかけをしてほしい。
・障害福祉計画をつくる中で、漠然とした理念先行の目標ではなく具体的に整備目標をたててほしい。
・行政や関連する仕事を優先的に発注したり、確保するようなとりくみをもっと積極的にしてほしい。
・ニーズが多い放課後等デイサービスを市内に増やすように、政策的に誘導してほしい。
・施設を自分たちで探して、お願いして体験して決めるという今の仕組みは、保護者の負担が大きい。
・特別支援学校の卒業後の居場所があってほしい。
・諏訪養護学校の寄宿舎に入ることができるのか、早い時期に分かるようにしてほしい。
・就労してからの余暇活動の受け皿を行政として増やしてほしい。
・市でも障害者の使える施設を紙で分かるようにして情報提供してほしい。なんでもホームページ

でいうのは困る。
・茅野市の地域福祉は進んでいるが、他の市との地域間格差がないようにしてほしい。茅野市で利

用できてもよそでは利用できないこともある。
・障害者保健福祉計画を茅野市だけではく、諏訪、岡谷も含めた諏訪広域で策定してほしい。
・茅野市のサービスセンターなど優れたしくみをぜひ他市にも広げてほしい。
・障害者理解が深まる啓発活動を積極的に実施してほしい。
・ボランティアコーディネーターの研修をしてほしい。
・障害者が安心して利用できるプール、温泉、体育館などの施設整備が必要。少なくても職員や指

導者への研修が必要ではないか。
・施設などを建設したり、新規事業を立ち上げるときに、行政からもアドバイスなどがほしい。
・行政から来る書類を簡素化して、子どもたちが理解できるようにしてほしい。今の書類は専門職

しかわからないような文書の内容。保護者だって読んでも何が説明されているのかわからない。
・選挙の時、それぞれの候補者の具体的な施策を分かりやすく解説してほしい。今の選挙広報紙で

は難しくてわかりにくい。
・保健福祉サービスセンター、市役所、社協がもっと連携してほしい。相談や手続きによってはた

らい回しになることもある。
・マイナンバーの管理を誰がしてくれるのか。
・音声情報については、いつまでもカセットテープではなく、CD やデータなどにして配信してくれ

るとありがたい。もちろんカセットテープの方がいい人もいるので、個別対応してほしい。
・タイムケアが 300 時間しかなく、長期休暇はタイムケアでは足りない。

　茅野市における今後の施策について「前回計画の検証」「アンケート調査・ヒアリングの分析」「今
までの部会での話し合い」「国・県の方針、新制度の指針」の４つの視点をふまえ、障害部会で検討し
ました。

　茅野市において、重点的に取り組む必要のある課題は次の 5 つです。

１　福祉サービスの更なる充実と体制整備（生活支援）

　障害者総合支援法の施行による障害福祉サービスの充実により、給付事業の利用はますます増加し
ています。施設から地域への移行の動きが徐々に鈍くなる中、グループホームの整備等が更に求めら
れる一方で、親がいなくなっても自分のうちでずっと暮らし続けたいといった声も聞かれています。
また、サービス利用に際して相談支援専門員の役割が更に重要となっているにも関わらず、まだまだ
人員が足りない現状です。一人ひとりのニーズに合わせ、福祉サービスの更なる充実と体制整備が求
められます。

2　出生時から成人までの一貫した個別支援（保育・療育・教育）
　　
　切れ目のない一体的な支援の必要性が謳われる中で、18 歳から 20 歳までの狭間の支援が不十分と
の声が多く聞かれます。関連部署との連携を強力に進め境目のない支援体制を構築し、子どもの成長
に合わせたスムーズなサービス利用などの相談体制の充実が求められます。

3　障害の特性に応じた就労・就業支援の強化（雇用・就業）
　　
　就労移行支援、就労継続支援を行う事業所の充実により、ますます多様になる障害者のニーズに応
える体制を整えていく必要があります。障害のある人にとっての就労は、所得保障としての側面はも
ちろん、生きがいでもあるとの声があります。一方でたくさん働いて十分な賃金を得ることばかりで
なく、その人らしく働くための多様な就労の場が必要です。意欲と能力に応じてそれぞれに適した仕
事ができるよう、きめ細やかな支援が求められます。

4　障壁のない、移動しやすい、快適な地域生活環境の推進
（移動支援・生活環境）

　ニーズ調査からは障害の種別を問わず「送迎」に関する多数の要望や意見が出されています。茅野
市の地理的な特徴によることも大きいですが、コミュニティバスを含めた公共交通機関の運行計画が
障害者のニーズに合っていない可能性があります。ニーズの全てに対して、公共交通機関の仕組みだ
けで答えていくことは難しいですが、移動保障としての「送迎」も含めて、生活環境のバリアフリー
化をより一層図り、多様な移動手段の充実が求められています。

　
第 4章　今後の施策における主な課題



6766

第
Ⅰ
編

資
料
編

5　実際の緊急時を具体的に想定した防災対策（防災・減災）
　平成 23 年 3 月に発生した「東日本大震災」以降、災害発生時の対応については、障害種別に関係なく、
当事者・家族とも大きな不安を抱えています。情報提供のあり方、実際の避難経路や避難の方法・安
否確認、避難所生活等全ての面で、実態に即した具体的な対応が必要です。

　その他、茅野市が取り組む必要のある課題は次の 5 つです。

6　地域社会への参加と余暇活動の充実（社会参加）
　障害があっても立ち寄れる居場所の確保や、週末の過ごし方として家族以外の人たちとの多様な経
験の要望等、ニーズの多様化が伺えます。当事者の社会参加の充実は、当事者の自己実現だけににと
どまらず、地域における障害理解にもつながります。また、地域の活動ばかりでなく、スポーツ、レ
クリエーション・文化活動など様々な活動の充実が求められています。

7　将来を見据えた権利擁護制度等の周知・活用（人権・権利擁護）
　成年後見制度等への関心は高い一方で、親が健在の間は不要との考えも見受けられます。また、親
の高齢化に直面する中で、当事者自身が権利擁護の必要性を感じ始める事例も現れています。合理的
配慮が求められる中、具体的で丁寧な制度周知が求められています。

8　啓発学習活動の推進（啓発・広報）
　茅野市全体ではなく、より身近な地域での啓発活動や福祉教育を求める声が多い中、幼少期からの
学習が福祉意識の向上につながると考えられます。地域における障害理解が進むことが、例えば災害
時の支援体制の充実や、合理的配慮への理解などに直接関わる重要な課題となります。様々な角度や
媒体を利用して障害理解が進むよう、関係機関と連携し「心のバリアフリー」に取り組むことが必要
です。

9　情報バリアフリーの推進（情報・コミュニケーション）
　障害のある人だけでなく、地域全体のコミュニケーションの希薄化が一段と進んでいます。障害の
ある人と健常者との情報格差が生じないよう充分な支援が求められると同時に、福祉のまちづくりを
視点とした小地域活動が必要です。

10　保健・医療の充実（保健・医療）
　特にかかりつけ医を持たない方だけでなく、かかりつけ医のいる方でも、身近な医療相談や情報提
供の窓口が求められています。
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本計画は上位計画である「福祉 21 ビーナスプラン」に提示されている
「4 つのねがい」を目指す姿と捉え、基本理念とします。

①一人ひとりが主役となり、「共に生きる」ことができるまち
②生涯にわたって健やかに、安心して暮らせるまち
③ふれあい、学びあい、支えあいのあふれるまち
④すべての人にとって豊かで快適に生活することができるまち

第 2章　計画の目標

（一人ひとりが主役となり、「共に生きる」ことができるために）
（すべての人にとって豊かで快適に生活することができるために）

1　自己実現と社会参加への支援
障害に対する誤解や偏見を解消し、障害のある人が住み慣れた地域で生涯にわたって安心して生活

することができる地域づくりをめざし、継続的でよりきめ細やかな普及啓発活動の取組を進めます。
福祉教育を充実させ、子どもの時から障害についての理解を進め、障害のある人と健常者がお互いに
認め合い理解しあえるよう、心のバリアフリーに取り組むとともに、障害のある方自身も「その人ら
しく」「生きがいと役割をもって」「当たり前の存在として」より積極的に社会参加できるよう、支援
活動の充実を図ります。また、障害のある方の社会参加を保障するため、生活環境（建物・交通等）、
情報、制度など様々な場面において、障害の有無に関わらず、全ての市民が平等に社会参加と自己実
現することのできる、安心・安全なまちづくりを進め、地域社会に対するアクセスのしやすさ、利用
しやすさ（アクセシビリティ）を追求します。

（生涯にわたって健やかに、安心して暮らせるために）
（ふれあい、学びあい、支えあいのあふれるまちになるために）

2　地域を基盤とした自立生活の支援
障害のある方もない方も、共に身近な地域の中で豊かな自立生活を営み、生涯を通じて安心した生

活が営めるよう、一貫して支援する総合的支援体制を確立します。障害のある人の多用なニーズに対
応するため、一人ひとりの障害特性や生活の個人差に合わせた丁寧なケアマネジメントが、必要とす
る全ての障害のある人に提供できるよう、保健福祉サービスセンターの体制整備をより充実します。
一人ひとりの個性が大切にされ、いきいきと暮らしていけるよう、支えあいの「福祉でまちづくり」
を推進します。

第Ⅲ編　計画の理念・基本目標
第１章　計画の理念
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地域生活移行者数

入所者減少数

入所者数

数値
5人

（12.2％）
1人

（2.4％）
40人

2020年度目標数値
　　　　　　　　　　　考え方
2020年度末までに入所施設から地域生活へ移行する人数
（2017年～2020年度の累計数）
2020年度末時点の入所者減少数
（2016年度の入所者数からの減少数）
2020年度末の入所者数

項目

＊地域移行数は、死亡・入院など地域移行以外の理由による退所者を含みません。

（参考：H28年度（2016年度）までの入退所実績　各年度末　※Ｈ29は見込数） (人)
 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
入所者数（総数） 43 42 40 39 41 41 40 40 40 42 41 41
退所者数 7 2 3 6 2 2 4 4 2 2 3 
新規入所者数 2 1 1 5 4 2 3 4 2 4 2 
減少数（前年度と比較） 5 1 1 1 －2 0 1 0 0 －2 1 0
地域移行数（退所者の内） 5 2 2 3 1 1 2 2 1 1 1 2

１　現在までの取組
・障害者総合支援法の施行により、サービス利用の一元化が更に進み、障害の種類に関わらず、同じ

仕組みでのサービス利用が可能となりました。
・利用者負担について応能負担の原則が継続され、グループホームの家賃補助や施設利用者の食費補

助などの補足給付制度等、低所得者に対する自己負担の軽減が図られました。
・「障害福祉のしおり」を作成し、利用できるサービスについて、事業所情報も含め情報提供に努め

ました。
・市内４か所の保健福祉サービスセンターで、24 時間 365 日の総合相談窓口を設け、福祉サービス

の必要なケースについて、初回相談から申請、調査、支給決定までの全てを、地区担当のサービス
センターで一貫して行うシステムの構築・実践を行いました。

・全てのサービスセンターに「障害者ケアマネジメント従事者研修」の修了者が配置され、相談支援
に支障のないよう、業務に係る職員の研修派遣が進められました。

・「諏訪圏域基盤整備計画」を基に、施設整備のための県補助金制度について事業所への情報提供に
努めました。

・この街福祉会が整備した児童発達支援センター「この街きっず学園」に対し、諏訪圏域 6 市町村
の負担分として施設整備補助金を交付しました。

・ NPO 法人やまびこ会が整備した就労継続支援施設「ひまわり作業所」と地域活動支援センター「ひ
まわりの里」に対し補助金及び負担金を支出し、施設整備を支援しました。

・障害福祉に係るマンパワーの確保と質の向上のため、関係者の学習会や研修会を開催しました。
・「福祉 21 茅野障害福祉部会」を茅野市自立支援協議会に位置づけ、計画の進行管理を行いました。
・諏訪圏域 6 市町村の広域的な課題に取り組むため、諏訪圏域の自立支援協議会が設置され、専門

部会などを中心にアンケート調査やシンポジウム・講演会の実施、ワーキンググループの開催、支
援マップの作成、先進地視察など活発な活動がなされました。

・諏訪圏域障がい者総合支援センター「オアシス」に配置された専門的職員について諏訪圏域 6 市
町村共同で費用負担し、相談支援機能の強化を図りました。また、病院からの地域移行を更に推進
するため、県で廃止となった「精神障害者退院支援コーディネーター配置事業」について、オアシ
スに引き続き配置し、同じく 6 市町村で費用分担しました。

・諏訪圏域で面的に整備を進める「地域支援拠点の整備＊」について、圏域の自立支援協議会におい
てプロジェクトチームを立ち上げ検討を進めました。

２　障害者及び介護者の意向
・ 保健福祉サービスセンターをはじめとして各所に相談窓口が整備される中で、「便利になった」「安

心できる」との意見がある一方で、「たらい回しにされた」との声があります。窓口ごとの役割の
周知や、不信感を持たれない相談の受け止め方、つなぎ方など支援の在り方を検討する必要があり
ます。

・相談先として最も多いのは「保健福祉サービスセンター」であり、その役割は更に大きくなってい
ます。

＜用語解説＞
＊地域支援拠点の整備……障害者の重度化、高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支援のための機能（相談、体験の機会・場、
緊急時の受入れ・対応、専門性、地域の体制づくり）を、地域の実情に応じた創意工夫により整備し、障害者の生活を地域全
体で支えるサービス提供体制を構築する。長野県では平成 29 年度（2017 年度）末までに各圏域に少なくとも一つを整備する
こととしており、諏訪圏域においては「面的整備」として地域における複数の機関や事業所が分担して機能を担う体制を整え
ていく方針を基に、平成 30 年（2018 年）4 月から実施される見込みとなっている。

第Ⅳ編　課題別施策の推進
第１章　生活支援（福祉サービス）

・就労支援事業所を中心に事業所が増加し選択肢が増えた一方、事業所間のネットワークの必要性が
課題となっています。

・制度改正にもとづき、一人ひとりの状況やニーズに即した個別の支援を実施するための計画として
「サービス等利用計画」がつくられたことで、相談支援専門員の評価は高く、障害のある方や家族
の大きな支え手となっています。

・グループホームの更なる建設を求める声がある一方で、「親亡き後も子どもが自分の持ち家で生活
を継続できるような支援がほしい」といった要望も聞かれます。在宅生活を支える福祉サービスの
充実が求められています。

・福祉サービスを利用していない方に対する情報提供が足りないといった意見があります。（どこへ
聞けばいいのか、誰に聞けばいいのかわからない、等）

・制度の改正がたびたびあり、その都度サービス提供の仕組みがどう変わっていくのか、利用者にも
サービス事業者に向けても具体的に説明していく必要があります。

３　今後の取組
＜基本的な考え方＞
障害者総合福祉法による制度に関する周知徹底を図るとともに、法の趣旨にのっとり、障害福祉サ

ービスの充実等により障害のある方の日常生活及び社会生活を総合的に支援します。介護者や障害の
ある方自身の高齢化が進む中、障害のある方とそのご家族が安心して地域で生活できるよう、保健・
福祉・医療の連携により、継続的・総合的・専門的な相談窓口の拡充と、ケアマネジメント体制の更
なる充実を図ります。過不足のない適切なサービス量の確保に努めるとともに、サービス支給量の決
定については、障害支援区分の認定も含めより公平で透明性のある仕組みを構築します。

（１）目標値
＜福祉施設入所者の地域生活への移行＞
茅野市の平成 28 年度（2016 年度）末における施設入所者数は 41 人です。福祉施設から地域生

活への移行を促進する各種施策を実施することにより、2020 年度末までに 5 人（12.2％）の人がグ
ループホームやケアホーム、自宅等を住まいの場として地域生活への移行を目指します。また、これ
にあわせて 2020 年度末の施設入所者数 1 人（2.4％）削減を目指します。
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訪問系サービスの見込量
＜1か月あたりの延利用時間数／利用実人数＞

 時間 622 492.3 467.6 521 485 456.9 491.1 496.8 544.9
 人 27 29 30 35 36 32 38 41 45
 時間 0 0 0 0 0 2.9 10.0 15.8 543.7
 人 0 0 0 0 0 1 1 1 1
 時間       71.2 74.9 95.5
 人       5 5 7
 時間 34 39.9 43.0 14.8 13.5 13.3 5.3 5.5 4.8
 人 3 4 4 4 2 2 1 3 2
 時間 0 0 0 0 302 674.0 0 0 0
 人 0 0 0 0 1 1 0 0 0
 時間 656.0 532.1 510.9 535.8 800.5 1147.1 577.6 593.0 1188.8
 人 30 33 34 39 39 36 45 50 55

居宅介護

重度訪問
介護

同行援護

行動援護

重度障害者等
包括支援

訪問系
サービス合計

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 時間 539.8 586.3 1100 700 800 900
 人 44 55 65 60 65 70
 時間 419.0 361.4 20 500 500 500
 人 1 1 1 1 1 1
 時間 49.8 40.8 250 100 150 200
 人 6 6 10 10 12 14
 時間 7.3 8.3 50 20 30 40
 人 2 2 5 5 5 5
 時間 0 0 350 350 350 350
 人 0 0 1 1 1 1
 時間 1015.8 996.7 1770 1670 1830 1990
 人 53 64 82 77 84 91

居宅介護

重度訪問
介護

同行援護

行動援護

重度障害者等
包括支援

訪問系
サービス合計

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

（2）自立支援給付事業（サービス見込み量とその考え方）
・見込量は月ごとの利用人数や利用日数、利用時間を推計しています。平成 28 年度（2016 年度）

までの実績と伸び具合、国や県から示された見込量の考え方、障害部会での意見等により見込まれ
た数値です。

＜サービス内容と見込量の考え方＞
・居宅介護（ホームヘルプ）

　 入浴、排せつ又は食事の介護など、居宅での生活全般にわたる援助を行います。利用数、利用
人数とも増加する見込みです。

・重度訪問介護
　 重度の肢体不自由者で、常に介護を必要とする人に、居宅で入浴、排せつ、食事介助、外出時

における移動支援などを総合的に行います。現在の利用者 1 名が継続利用する利用量を見込ん
でいます。

・同行援護
　 視覚障害により、移動に著しい困難を有する障害者等につき、外出時において当該障害者等に

同行し移動に必要な情報を提供します。現在の移動支援利用者の内、視覚障害者の利用実績を
もとに見込んでいます。

日中活動系サービスの見込量
＜1か月あたりの延利用日数／利用実人数＞

 人日分 111.0 283.3 326.1 333.6 419.9 967.2 1550.1 1623.0 1675.5
 人 8 19 19 24 30 76 89 89 94
 人日分 18.0 0.8 20.3 5.7 13.8 38.7 16.2 5.4 22.25
 人 1 1 1 1 2 3 3 1 2
 人日分 0 0 0 0 0 7.3 38.0 25.8 20.17
 人 0 0 0 0 0 2 2 2 2
 人 0 0 1 1 1 1 5 5 5
 人日分 62 50.1 48.1 69.7 95 143.9 143.83 169.25 187.33
 人 15 21 16 23 18 23 18 23 32

生活介護

自立訓練
(機能訓練)
自立訓練
(生活訓練)
療養介護

短期入所

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 人日分 1799.58 1879.08 2000 2100 2200 2300
 人 98 105 120 130 140 150
 人日分 1.08 1.66 50 50 50 50
 人 1 1 3 3 3 3
 人日分 24.66 56.83 50 50 50 50
 人 4 4 3 3 3 3
 人 5 5 3 5 5 5
 人日分 104.2 126.0 220 160 170 180
 人 31 30 35 35 40 45
 人日分 4.3 5.5 5 10 15 20
 人 3 3 3 3 4 5

生活介護

自立訓練
(機能訓練)
自立訓練
(生活訓練)
療養介護
短期入所
（福祉型）
短期入所
（医療型）

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

・行動援護
　 自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な支援、外出

支援を行います。現在までの利用実績をもとに見込んでいます。
・重度障害者等包括支援

　 常に介護を必要とする人の中でも介護の必要性がとても高い人に居宅介護などの複数のサービ
スを包括的に行います。現在利用者は 0 名ですが、1 名の利用を見込みます。施設の意向と利
用者の状態により見込量は大きく変化する見込みです。

＜サービス内容と見込量の考え方＞
・生活介護
　 常に介護を必要とする人に、事業所で、入浴、排せつ、食事の介護を行うとともに、創作的活

動または生産活動の機会を提供します。今後の利用量は穏やかに増加見込みです。
・自立訓練（機能訓練）
　 自立した日常生活ができるよう、一定期間、理学療法等のリハビリテーションや生活能力向上

のために必要な訓練を行います。生活訓練と併せた利用量を見込んでいます。
・自立訓練（生活訓練）
　 自立した日常生活ができるよう、一定期間、入浴や排せつ及び食事等に関する生活能力向上の

ために必要な訓練を行います。機能訓練と併せた利用量を見込んでいます。
・療養介護
　 医療と常時介護を必要とする人に、医療機関である事業所で、機能訓練、療養上の管理、看護、

介護及び日常生活の支援を行います。実際の対象者は医療施設に入所中で、施設の意向により
変動が見込まれます。
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居住系サービスの見込量
＜1か月あたりの実利用人数＞

相談支援の見込量
＜1か月あたりの延利用人数＞

 人 12 14 16 22 27 36 38 36 35

 人 1 13 13 14 17 42 44 44 42

共同生活援助
(共同生活介護)
施設入所支援
(退所者を含む)

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 人    1 1 1

 人 39 46 40 48 49 50

 人 44 44 38 44 44 44

自立生活援助

共同生活援助

施設入所支援
(退所者を含む)

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

 人 6.6 31.8 39.9 55.9 51.8 63.5 74.7 76.3 78.0
 人 0.0 0.3 0.1 0.6 0.3 2.5 3.0 3.5 4.0
 人 0 0 0.1 0.6 0 4.0 10.0 15.0 20.0

計画相談支援
地域移行支援
地域定着支援

単位
実績 実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

＜相談支援事業＞
サービス見込量とその考え方

 
箇所数

 5 5 5 5 5 5 5 5 5
  2 2 2 2 2 2 2 2 2
 箇所数 1 1 1 1 1 1 1 1 1

相談支援事業
・障害者相談支援事業
・地域自立支援協議会の設置
相談支援機能強化事業

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 
箇所数

 5 5 5 5 5 5
  2 2 2 2 2 2
 箇所数 1 1 1 1 1 1

相談支援事業
・障害者相談支援事業
・地域自立支援協議会の設置
相談支援機能強化事業

単位
実績 計画（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

・短期入所
　 自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め事業所で、入浴、排せつ、食事の

介護等を行います。平成 27 年度（2015 年度）からは、福祉型・医療型それぞれの実績と見込
を掲載しています。利用量、利用人数とも増加すると見込んでいます。

＜サービス内容と見込量の考え方＞
・自立生活援助
　 平成 30 年度（2018 年度）から創設される新しいサービスです。施設やグループホームを利用

していた方で一人暮らしを希望される方に、定期的な巡回訪問や随時対応を行い、必要な助言
や医療機関等の連絡調整を行います。当面１名の利用を見込んでいます。

・共同生活援助（グループホーム）
　 日中に就労又は就労継続支援等のサービスを利用している障害のある方に対し、地域の共同生

活の場において、相談や日常生活上の援助を行います。平成 26 年（２０１４年）4 月から共同
生活介護（ケアホーム）と一元化されています。徐々に増加していく見込みです。

・施設入所支援
　 生活介護、または自立訓練もしくは就労移行支援のサービスを利用している人に対して居住の

場を提供し、夜間における日常生活上の支援を行います。新規入所者を含め利用者は横ばいの
見込みです。

＜サービス内容と見込量の考え方＞
・計画相談支援
　 障害福祉サービスを利用する人の個別のサービス利用計画を作成し、サービス提供事業者と連

絡調整を図ります。全てのサービス利用者が計画相談支援を利用すると見込んでいます。

・地域移行支援
　 障害者支援施設や精神科病院に入院している精神障害者に対し、個別の支援計画を作成し、住

居の確保や地域生活への移行活動の支援等を行います。サービスを提供する事業者の体制整備
の状況により、見込量の変動が見込まれます。

・地域定着支援
　 居宅での単身等で生活する障害者に対し個別の計画を作成し、連絡体制の確保や訪問等を行い

ます。地域移行支援と同様に、サービスを提供する事業者の体制整備の状況により、見込量の
変動が見込まれます。

（３）サービス見込み量の確保のための方策と計画
・障害者総合支援法による障害福祉サービスついて、細かな制度改正にも対応できるよう、当事者や

家族及びサービス提供事業者等、関わる全ての人々に対し情報提供を充実し、制度の周知徹底を図
ります。

・サービス提供事業者との連携を更に強化し、サービス実施体制の充実とサービス利用者の選択肢の
確保に努めます。

・グループホームの更なる開設に向けて圏域を中心に調整を図るとともに、自宅での生活を希望する
方には、できるだけ長く生活を継続できるよう在宅サービスの充実を図ります。

・諏訪圏域全体の基盤整備計画を基に、サービス事業所等施設整備が更に進むよう 6 市町村と調整
を図ります。

・障害福祉に関わるマンパワーの確保と質の向上のため、関係者の学習会や研修を計画し実行します。
・個別の障害やライフステージにあわせた適切なサービスを受けることができるよう、各保健福祉サ

ービスセンターを中心とした総合相談窓口の充実を図ります。

（４）地域生活支援事業

・相談支援事業
　 障害当事者やその家族の様々な相談に応じる総合相談窓口を設置します。
　①障害者相談支援事業
　　茅野市では、各保健福祉サービスセンターにおいて、介護保険の地域包括支援センターと一

体的に総合的な窓口として設置し、福祉サービス利用援助、社会資源活用支援、社会生活向上
の支援、他専門機関紹介等権利擁護等も含め障害のある人に関わる相談支援体制を整備します。
また、より専門的・広域的な相談窓口として、諏訪圏域障がい者総合支援センター「オアシス」
も活用します。
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＜コミュニケーション支援事業＞
サービス見込量とその考え方

派遣可能登録者数
・手話通訳士  3 3 3 3 3 3 3 3 3
・手話通訳者  17 17 17 17 17 17 18 18 11
年間延派遣回数 295 206 199 186 170 192 210 185 197
実利用者数  14 16 13 15 18 15 13 12 11
派遣可能登録者数
・要約筆記奉仕員 15 15 15 15 15 15 10 10 18
年間延派遣回数 13 10 4 4 4 9 2 2 27

手話通訳者派遣事業

要約筆記者派遣事業

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

派遣可能登録者数
・手話通訳士  3 3 3 3 3 3
・手話通訳者  12 10 10 10 10 10
年間延派遣回数 158 116 200 200 200 200
実利用者数  11 12 19 15 15 15
派遣可能登録者数
・要約筆記奉仕員 17 6 10 10 10 10
年間延派遣回数 13 14 10 10 10 10

手話通訳者派遣事業

要約筆記者派遣事業

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

＜日常生活用具＊給付等事業＞
サービス見込量とその考え方

 4 5 1 2 3 3 4 2 7

 6 12 9 31 8 9 11 38 8

 4 5 5 4 8 4 8 7 11

 16 10 15 18 13 9 6 28 23

 318 374 437 862 881 546 551 537 1121

 1 2 1 2 2 3 2 1 2

介護・訓練支援用具
（特殊寝台・マット等）
自立生活支援用具
（入浴補助用具・聴覚者屋内信号装置等）
在宅療養等支援用具
（たん吸引機、盲人用体温計等）
情報・意思疎通支援用具
（点字器、人工喉頭等）
排泄管理支援用具
（ストマ用具、紙おむつ等）
住宅改修費
（居宅生活動作補助用具で、
小規模な住宅改修を伴うもの）

単
位

実績
Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

年
間
延
件
数

 2 2 7 8 9 10

 5 5 30 20 25 30

 7 12 12 10 11 12

 14 14 22 15 20 25

 1140 1204 910 950 980 1000

 2 2 3 3 3 3

介護・訓練支援用具
（特殊寝台・マット等）
自立生活支援用具
（入浴補助用具・聴覚者屋内信号装置等）
在宅療養等支援用具
（たん吸引機、盲人用体温計等）
情報・意思疎通支援用具
（点字器、人工喉頭等）
排泄管理支援用具
（ストマ用具、紙おむつ等）
住宅改修費
（居宅生活動作補助用具で、
小規模な住宅改修を伴うもの）

単
位

実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

年
間
延
件
数

＜移動支援事業＞
サービス見込量とその考え方

＜地域活動支援センター＊事業＞
サービス見込量とその考え方（1か月あたりの延利用日数）

＊Ｈ18実績は10月～3月分

＊実績は23P参照

 5 7 9 9 9 9 9 13 12

 8 16 19 15 20 28 35 33 34

 412.5 1807.5 2016.5 1955.0 2088.0 2041.0 1338.0 1233.0 1734.0

実施箇所数

利用実人員

年間延利用時間数

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 12 13 13 13 14 15

 47 47 40 50 55 60

 1722.0 1483.0 2000 2000 2100 2200

実施箇所数

利用実人員

年間延利用時間数

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

ひまわりの里（茅野市分）  人日分 200 250 300

単位
計画（見込）

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

　②自立支援協議会の設置
　 　相談支援事業の実施にあたっては、自立支援協議会を設置し、中立・公平な相談事業の実施

のほか、地域関係機関の連携強化、社会資源の開発・改善等の推進を図ります。茅野市では「福
祉 21 茅野障害福祉部会」でこの機能を果たしていきます。また、広域的な調整機能が必要な事
項については「オアシス」に事務局を設置された「諏訪地域障がい福祉自立支援協議会」にて
検討を進めていきます。

・相談支援機能強化事業
　 一般的な相談支援事業に加え、専門的職員等を配置し、相談支援機能の強化を図ります。諏訪

圏域では「オアシス」が基幹相談支援センターとして機能を果たしていきます。

　聴覚、言語、音声機能障害のため、意思疎通に支障のある障害のある人に、手話通訳者、要約筆記
者＊を派遣する事業です。現行の事業内容を低下させることのないよう、各機関と調整を図っていきま
す。技術者の養成と人数の確保について働きかけを行います。

＜用語解説＞
＊要約筆記……聴覚障害者への情報保障手段の一つで、話されている内容を要約し、文字として伝えることをいう。主に第一
言語を手話としない中途失聴者・難聴者などを対象とし、あくまで「発話時点で要約し通訳すること」を保障するのであって
音声の記録行為とは異なる。一般的に、聴覚障害者は手話で会話ができるとの認識が多いが、実際には手話で完全なコミュニ
ケーションをとれる人の数は多くはない。とりわけ中途失聴者や難聴者は、第一言語を音声言語としている場合が多く、その
ため言語を文字として理解できる識字能力を活用し要約筆記を主な情報保障手段とし、手話を会話の補助手段とすることが増
えている。

　日常生活上の便宜を図るため、重度障害者に 6 種、60 品目（①介護・訓練支援用具、②自立生活
支援用具、③在宅療養等支援用具、④情報・意思疎通支援用具、⑤排泄管理支援用具、⑥住宅改修費）
の用具を給付します。現行の事業内容を低下させることのないよう各機関との調整を図ります。

＜用語解説＞
＊日常生活用具……在宅の重度障害者等の日常生活の利便を図るために給付・貸与される用具の総称。補装具が身体の損傷、
欠損、機能低下を補うために身体の一部を他の方法で代替する手段として用い、常用して生活の効率を保つための恒久的な更
正用機器、器具類であるのに対し、日常生活用具は、日常生活の便宜を図り、介護する者の負担を軽減する等のために改善さ
れた用具・器具類である。
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＜移動支援事業＞
サービス見込量とその考え方

＜地域活動支援センター＊事業＞
サービス見込量とその考え方（1か月あたりの延利用日数）

＊Ｈ18実績は10月～3月分

＊実績は23P参照

 5 7 9 9 9 9 9 13 12

 8 16 19 15 20 28 35 33 34

 412.5 1807.5 2016.5 1955.0 2088.0 2041.0 1338.0 1233.0 1734.0

実施箇所数

利用実人員

年間延利用時間数

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

 12 13 13 13 14 15

 47 47 40 50 55 60

 1722.0 1483.0 2000 2000 2100 2200

実施箇所数

利用実人員

年間延利用時間数

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

ひまわりの里（茅野市分）  人日分 200 250 300

単位
計画（見込）

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

＜日中一時支援事業＞
サービス見込量とその考え方

登録事業者数 箇所 11 15 19 20 21 20 21 20

実利用人数 人 33 40 44 50 54 57 62 66

年間延利用時間 時間 2962 3240.5 3679 4287 4597.5 4816.0 5239.0 5186.2

単位
実績

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

登録事業者数 箇所 20 21 22 21 21 22

実利用人数 人 65 70 70 75 77 80

年間延利用時間 時間 4951.0 5886.5 5000 5010 5020 5030

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

　屋外での移動に困難のある障害児・者の社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動等の社会参加の
ための外出の際の移動の支援を行います。各機関との調整を図りながら「個別支援」「グループ支援」
などニーズに合わせた利用方法で実施していきます。

　利用者に対し創作的活動、生産活動の機会の提供等状況に応じた支援を行います。利用者がいなく
なった「ピアあすなろ」での機能を「ひまわりの里」に集約し、現在の通所者が今後も引き続き利用
できるよう関係機関との連絡、調整を図ります。

＜用語解説＞
＊地域活動支援センター……通所者に対し「創作的活動または生産活動の機会の提供」などを行う障害者通所施設の一つ。自
立支援給付事業の生活介護や就労継続支援などの「障害福祉サービス事業」とは異なり、利用者は「障害程度区分認定」を受
ける必要はなく、利用料等も実施主体の市町村ごとに異なる。茅野市では利用者負担はない。就労支援や介護の提供を目的と
しない、日中の居場所の一つとして、通所者のニーズに沿った運営形態が求められる。

　家庭において介護を必要とする心身障害児（者）が、一時的に他の人の介護を必要とする時に、登録
介護者に介護委託することにより、本人、家族の地域生活を支援します。茅野市においてはタイムケア
事業がこれにあたります。現行の事業内容が低下することのないよう、各機関との調整を図ります。

1 現　在までの取組
（1）就学前教育・療育の充実

・医療、保健、保育、教育、福祉を継続的・横断的に支援する体制を進めるために、出生時からの情
報を一元的に記録管理する「どんぐり手帳」を市内全ての子どもを対象に引き続き配布しました。（平
成 24 年度（2012 年度）～平成 28 年度（2016 年度）　合計 3300 部配布）

・作成したどんぐり手帳を発達支援センター及び保育園や、新生児訪問、乳幼児健診、予防接種時で
の活用を推進しました。

・諏訪養護学校では、茅野市在住の児童生徒全員に、どんぐり手帳を活用した個別支援計画を作成し
ました。

・どんぐり手帳活用推進委員会を開催し、内容の更新や活用の検討を行いました。
・保護者や職員向けアンケートにより、どんぐり手帳に対する意識調査を行い、活用推進計画を検討

しました。
・全園で障害児の受け入れ体制を整え、健常児と共に育つ統合保育を行いました。（平成28年度（2016

年度）現在　受け入れ園 16 園、障害児数 51 人、加配保育士 38 人）
・障害の状況や保育の方法、指導について専門機関からの助言を受けました。また、作業療法士や相

談員等の園訪問により、継続的な指導を受けました。
・講演会や学習等を通じて、障害児保育の質の向上に努めました。
・「茅野市発達支援センター」では、センター内のやまびこ園で乳幼児の機能訓練や家庭支援を行い、

32 組の親子が通園しました。平成 28 年度（2016 年度）は、言語訓練 45 回、理学療法を 22 回、
作業療法を 21 回、音楽療法を 24 回実施し、子ども及び保護者の療育、訓練場としての充実を図
りました。また、臨床心理士による心理相談 56 件の他、信濃医療福祉センターからの訪問による
療育相談等を実施しました。

・保育園や学校等での、子ども及び保護者の相談支援として、発達・育児・就学等の相談、発達検査、
医療機関への紹介など相談件数が 466 件と増加し、早期からの支援へとつながりました。

（2）学校教育の充実
・心身に障害のある児童生徒に適切な教育支援を行うため、臨時教育支援委員会を含む 4 回の茅野

市教育支援委員会を開催しました。
・中学校区単位でチームを構成し、他の学校の教育支援委員からの助言も含め、より適切な教育支援

方法を検討し、実施しました。
・特別支援学級に入級の児童生徒は、障害の程度に応じて学校行事、生活、学習等を通常の学級で過

ごしました。また個別の指導計画の立案、実施、見直しを行っています。
・特別支援学級の児童生徒と原学級とのつながりを大切にし充実を図りました。また、特別支援学校

に通学する児童生徒と地域の小中学校児童生徒との交流機会をより増やすことができるよう、平成
29 年度（2017 年度）から副学籍制度を導入できるよう条例を制定しました。

・特別支援学級に入級する児童生徒の関わりを大切にするため、学校間の交流を行いました。
・各校特別支援教育コーディネーターを配置し、学内または福祉・医療等の関係機関との連絡・調整

に努めました。平成 27 年度（2015 年度）から永明小学校にＬＤ等通級指導教室が設置され、市
内のＬＤ等で学びにくさを抱える児童生徒の全体把握と、必要な教育的支援の充実を進めています。

・特別支援教育就学奨励費を継続して支給しています。
・インクルーシブ教育の推進について、教育支援委員会を開催し、個々に合った就学の場、教育的配

慮ができるよう検討しています。特別支援教育コーディネーター等連絡会での研修会を通じ、教職
員の資質向上の機会につながる情報伝達を行っています。

第 2章　保育・療育・教育



7978

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

諏訪児童相談所この街きっず学園

医療機関
健康づくり推進課

保健福祉サービスセンター
（東部・中部・西部・北部）

市内各保育園・幼稚園
小中学校・高校幼児教育課

学校教育課
こども課

地域福祉課

茅野市発達支援センター
（やまびこ園）

 H24  H25  H26  H27  H28  H29  H30  H31  H32 
人日分 22.4 45.2 100.8 119.1 74.0 160.0 150 160 170
　人 2 4 6 7 12 8 9 10 11
人日分 0 0 0 0 0 10 10 10 10
　人 0 0 0 0 0 1 1 1 1
人日分 0 0 0 57.9 70.5 100 150 170 200
　人 0 0 0 12 19 5 20 25 30
人日分 0 0 0.4 0 0 8 10 15 20
　人 0 0 1 0 0 4 5 6 7
人日分       3 3 3
　人       1 1 1
　人 0 0 0 0.2 5.2 18 17 18 20

障害児支援サービスの見込量
見込量は月ごとの利用人数や利用日数を推計しています。平成28年度（2016年度）までの実績と伸び
具合、国や県から示された見込量の考え方、障害部会での意見等により見込まれた数値です。
＜1か月あたりの延利用日数／利用実児童数＞

児童発達支援

医療型
児童発達支援
放課後等デイ
サービス
保育所等訪問
支援
居宅訪問型
児童発達支援
障害児相談支援

実績
単位

実績（見込） 計画（見込）

（3）放課後、長期休業時対策の充実
・各小学校に全 13 の学童クラブを開設し、昼間保護者が家庭にいない児童に対して家庭的な雰囲気

の中で指導員による正しい生活指導により児童の健全を図るよう努めました。また、平成 29 年度
（2017 年度）より同時登録の兄弟姉妹の利用料減免措置を講じるため「茅野市学童クラブ条例」
を改正しました。

・諏訪養護学校に通う小学部、中学部の児童生徒の放課後活動の場として、開校日、第 3 土曜日、
長期休暇や振替休業日に学童クラブを開設しています。

・「未就園児のつどい」を市内全保育園で実施し、就園前の親子や地域のお年寄りの方との交流を行
いました。

２　障害者及び介護者等の意向
・ニーズ調査によると、教育の充実について望むことは「教育内容の専門性の向上と充実」「学校施設・

設備の改善」「進路指導の充実」「養護学校の通学制と送迎の確保」となっています。
・また「どんぐり手帳」については約 5 割の保護者が実際に利用しており、約 3 割の保護者が利用

はしていないが知っていると答えています。
・一方、市の職員や支援者への「どんぐり手帳」の周知が足りないとの声も聞かれます。
・部会の中では「長野県発達障がい者サポーター養成講座の対象者をもっと広げて、幅広く実施して

ほしい」「就学前や学童期だけでなく、中学部・高等部までを対象に発達支援センターの活動とし
て関わってほしい」といった声や、「学習場面でのタブレット端末の導入など、教育支援機器を更
に充実してほしい」といった意見が出されました。

・18 歳から 20 歳までの狭間の支援が不十分で、多方面にわたっての支援が必要との意見が、家族
や支援者から出されています。

３　今後の取組
　＜基本的考え方＞
　生涯に渡って健やかに、安心して子育てができる地域を目指して、現在ある支援体制を更に充実させ、
個々の障害特性やニーズに応じた個別支援計画による一貫的な支援を継続できる体制づくりを目指し
ます。
　就学指導を更に充実させ、個々の能力を引き延ばすための環境を、保護者とともに的確に判断・指
導していきます。また、学校と地域との交流を更に活発に行い、地域全体で障害児を見守る環境を育
てます。

（1）就学前教育・療育の充実
＜目標及びサービスの見込量とその考え方＞

・国では市町村が目指す目標として
　この 4 つの体制整備を目標として定めており、諏訪圏域ではこれらを圏域全体で整備・推進して

いくこととしています。

1　児童発達支援センターの設置
2　保育園等訪問支援を利用できる体制の構築
3　主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業及び放課後等デイサービス事業所の確保
4　医療的ケア児のための関係機関の協議の場の設置

・諏訪圏域には、今ある体制として
　　1 についてはこの街福祉会が運営する「この街きっず学園」
　　2 については「この街きっず学園」「WAKUWAKU すたじお」
　　3 については「重症心身障害児通園事業　もあ」（信濃医療福祉センター）
があり、また、4 については諏訪地域障害福祉自立支援協議会療育支援部会を協議の場とするよう検
討が進められています。

・茅野市では、心身の発達に支援を必要とする児童及びその保護者・家族等が相談いただける拠点とし
て開設した「茅野市発達支援センター」を中心に「この街きっず学園」や他の事業所の他、保育園等
各種専門職と連携しながら、支援体制を整えます。

＜サービス内容と見込量の考え方＞
・児童発達支援

  心身に障害のある児童を障害児支援の専門施設に通わせ、日常生活における基本的な動作の指導、
知識技能の付与、集団生活への適応訓練等を行います。利用人数、利用日数とも年々増加の傾
向です。

・医療型児童発達支援
  医療を必要とする重度の障害児に対し、児童発達支援及び医療を提供します。茅野市では信濃医

療福祉センターで行われるサービスが想定されます。
・放課後等デイサービス

  学校就学中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中において、生活能力向上のための
訓練等を継続的に提供します。今後大きく増加すると見込んでいます。

・保育所等訪問支援
  保育所等を現在利用中の障害児、今後利用する予定の障害児に対して、訪問により、保育所等

における集団生活適応のための専門的な支援を提供し、保育所等の安定した利用を促進します。
体制整備とともに増加する見込みです。



8180

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

 H24  H25  H26  H27  H28  H29  H30  H31  H32 
　人 37 38 48 55 52 50 50 55 55
　人 0 0 0 0 0 4 4 5 5
　
人 13 15 15 16 16 17 18 19 20

障害児の子ども・子育て支援等の利用見込量　

保育園
認定こども園※
放課後児童健全育
成事業（学童クラブ）

実績
単位種類

実績（見込） 計画（見込）

※平成29年度（2017年度）からよこうち保育園が認定こども園となっています。

・居宅訪問型児童発達支援
  平成 30 年度（2018 年度）から創設される事業です。重症心身障害児などの重度の障害児等で

あって、児童発達支援等の児童通所支援を受けるために外出することが著しく困難な障害児の
居宅を訪問し、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与等を行います。1 人の
利用を見込みます。

・障害児相談支援
  障害福祉サービスを利用する児童の個別のサービス利用計画を作成し、サービス提供事業者と連

絡調整を図ります。全てのサービス利用児童が計画相談支援を利用すると見込んでいます。

＜見込量の考え方＞
・市内の保育園、認定こども園で障害児保育の受け入れ実績を基に見込んでいます。
・諏訪養護学校学童クラブの受け入れ実績を基に見込んでいます。年々増加する見込みです。

＜見込量確保のための方策と計画＞
・心身の発達に支援を必要とする児童及びその保護者・家族等が相談いただける拠点として開設し

た「茅野市発達支援センター」を中心に「この街きっず学園」や他の事業所の他、保育園や各
種専門職と連携しながら、支援体制を整えます。

・母子保健との連携をし、親子広場・保育園・学校等への訪問相談支援、発達検査の実施等により
支援の充実を図ります。

・医療的ケア児のための関係機関の協議の場として、諏訪圏域自立支援協議会療育支援部会を協議
の場とするよう検討を進めます。

・どんぐり手帳活用推進委員会を開催し、内容を更新しながら、今後も手帳の作成、配布を継続し
ます。

・特に支援が必要となる家庭には、関係する職員が保護者を通じてどんぐり手帳を積極的に活用し
て成長過程の記録を蓄積し、次につなげていきます。

・加配保育士研修でのどんぐり手帳の活用説明を実施します。
・保育園や学校でのどんぐり手帳の活用を推進します。
・新生児訪問時、乳幼児健診時、予防接種時でのどんぐり手帳活用や、各相談窓口でのどんぐり手

帳活用を推進します。
・保育園や相談窓口等関係する市役所職員向けにどんぐり手帳活用の研修を実施します。
・どんぐり手帳を利用しやすくするため、母子手帳との一体的な活用について検討します。
・どんぐりプランの推進を通じて、障害のある子どもの家庭支援について検討します。
・平成 30 年度（2018 年度）から、子ども家庭総合支援拠点を設置し、こども、家庭に関する相

談支援体制の充実を図ります。また、関係機関と連携を図り、妊娠期から一貫した支援を行い
ます。

・障害児は、引き続き全園で受け入れ統合保育を行います。
・保育園と発達支援センター、学校と発達支援センターがそれぞれに連携し、相談支援体制の充実

を図ります。
・障害に関する知識を習得するために、職員研修会の開催や、専門機関への同行を実施し指導を受

けることで、個々に応じた保育の充実を図ります。
（2）学校教育の充実

・茅野市教育支援委員会を充実させ、年 3 回の定期開催以外にも必要に応じて柔軟に開催します。
・就学先の決定に際して保護者と話し合い、学校見学や学校説明等を通じてそれぞれの児童生徒に

合った就学先の検討に努めます。
・複数の目で見て適正な教育支援を行い、幼保小・小中の連携を強化し、早期対応に努めます。就

学の場の見直しも適宜行っていきます。
・障害のある子ども自身が選択できる学習機会を計画し、実施します。
・特別支援学校に通学する児童生徒が地元の友だちとの関わりを大切にするため、随時交流を行い

ます。
・特別支援学級に入級する児童生徒同士の関わりを大切にするため、市内の学校間で交流を行いま

す。
・障害のある児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じて、適切な教育的支援を行うため研修会等

を進めていきます。長野県教育委員会、近隣町村と連携し、LD 等通級指導教室の充実が図れる
よう調整を行います。

・特別支援教育を受ける全ての児童生徒の個別の指導計画を作成し、一人ひとりの成長に合わせた
計画の見直しを進めます。

・特別支援教育就学奨励費の支給を継続します。
・教育支援委員会の開催により個々の児童に合った就学の場や教育的支援の充実を図り、インクル

ーシブ教育＊の推進を検討します。
　　

（3）放課後、長期休業時対策の充実
・諏訪養護学校学童クラブを継続して開設し、児童生徒の状態に沿った適切な援助に配慮します。

また、保護者が安心して就業できるよう、時間延長及びその他の土曜日の学童クラブの実施を
検討します。

・今後も全保育園で「未就園児のつどい」を実施し、就園前の親子や地域のお年寄りの方との交流
を行います。

＜用語解説＞
＊インクルーシブ教育……インクルーシブ（Inclusive）とは包含する、含まれるという意味。国連ユネスコ特殊教育部門のレナ・
サレー (Saleh.L) は「全ての子どものための普遍的な教育を実現しようと、学校制度が努力していく過程の中で、全ての子供た
ちに対して通常の学校が門戸をオープンに開いていく」という観点に立って、インクルーシブな学校 (Inclusive School) を ①
全ての児童・生徒が属し、受け入れられ、援助を受けられる場であり、同級生や仲間、学校社会の全員にサポートされる場 ②
子どもによって異なる学習スタイルやペースを受容し、それを育む場 ③適切なカリキュラム、学校組織、リソースの利用、地
域社会とのパートナーシップを通して教育の平等を保障する場と定義づけている。インクルーシブ教育とは、障害があろうと
なかろうと、あらゆる子どもが地域の学校に包み込まれ、必要な援助を提供されながら教育を受けることであり、障害がある
からといって障害児だけの特別の場で教育を受けるのではないということである。

「やまびこ園」利用者の作品
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諏訪地域における障害者雇用率の推移　

年度

※H20.4月から岡谷出張所（岡谷市・下諏訪町）を含めた数値となっている。
※H16.4月、H22.7月、H25.4月に制度改正（除外率の引き下げ、短時間労働者の参入等）があり、それぞ
　れの年度では実雇用率について単純に前年度と比較できない。
※障害者数は「身体」「知的」「精神」の合計（「精神」はH18から雇用率に算入されている）。

諏訪公共職業安定所（毎年6月1日現在）

H13 82 24,618 22,768 450 1.98 
H14 78 24,600 22,711 451 1.99 
H15 75 24,219 22,438 436 1.94 
H16 81 24,641 24,340 453 1.86 
H17 81 25,736 25,383 501 1.97 
H18 84 28,739 28,378 523 1.84 
H19 89 30,425 30,038 522.5 1.74 
H20 148 40,771 39,904 666.5 1.67 45.9
H21 138 39,393 38,551 648.0 1.68 47.1
H22 140 39,477 38,608 656.0 1.70 50.7
H23 151 39,482.5 38,876.5 674.0 1.73 52.3
H24 141 38,328.5 37,681.5 669.5 1.78 48.9
H25 165 40,777.5 40,125.5 721.0 1.80 57.6
H26 165 40,275.5 39,583.5 741.0 1.87 53.9
H27 158 39,341.0 38,741.0 730.0 1.88 53.2
H28 162 39,802.5 39,242.5 821.0 2.09 48.8

対象企業数
(社)

常用労働者数
（人）

算定基礎労働者数
（人）

障害者雇用数
合計（人）

実雇用率
（％）

未達成企業割合
（％）

障害種別 諏訪市　 茅野市　 富士見町 原　村　 合　計　
  身　体 21 43 7 4 75
  知　的 21 24 5 2 52
  精　神 58 44 9 9 120
  合　計 100 111 21 15 247

有効求職者の状況
障害別、市町村別有効求職者

地方公共団体における障害者雇用率の推移

年度

ハローワーク諏訪（％）

ハローワーク諏訪（H29年10月現在）(人)

H13 2.48 2.24 2.14
H14 2.17 2.24 2.14
H15 2.25 2.26 2.19
H16 2.16 2.15 2.15
H17 2.14 2.19 2.14
H18 2.48 2.16 2.17
H19 2.31 2.21 2.17
H20 2.37 2.25 2.18
H21 2.39 2.27 2.17
H22 2.597 2.29 2.29
H23 2.16 2.20 2.24
H24 2.22 2.17 2.31
H25 2.18 2.24 2.44
H26 2.18 2.29 2.44
H27 2.17 2.34 2.45
H28 1.89 2.21 2.45

茅野市 長野県
（県内市町村と県を合計した平均値） 国

障害種別 10代 20代 30代 40代 50代 60代    合　計
  身　体 1 6 9 16 25 18 75
  知　的 5 19 15 10 3 0 52
  精　神 1 10 33 50 23 3 120
  合　計 7 35 57 76 51 21 247

障害別、年代別有効求職者 ハローワーク諏訪（H29年10月現在）(人)

障害種別 有効中 就職中 保留中 合　計
  身　体 78 215 33 326  
  知　的 52 191 29 272  
  精　神 121 165 41 327  
  合　計 251 571 103 925  

登録者内訳 ハローワーク諏訪（H29年10月現在）(人)

※茅野市雇用率は、H25年度
から「障害者の雇用の促進
等に関する法律第42条第
1項に基づく特例認定機関」
に認定されたため、市長部
局と教育委員会を合算して
算定している。

1　現在までの取組
（1）一般就労の現状

　障害のある人の就労に関しては「障害者雇用の促進等に関する法律」に基づき、民間企業では一般
企業が 2.0％（常用労働者 50 人以上の企業）、特殊法人が 2.3％（常用労働者 43.5 人以上の企業）、国・
地方公共団体が 2.3％（職員数 43.5 人以上の機関）都道府県等の教育委員会が 2.2％（職員数 45.5
人以上の機関）の法定雇用率が定められています。一方、機械的に一律の雇用率を適用することがな
じまない性質の職務もあることから、障害者の就業が一般的に困難であると認められる職種について、
雇用する労働者数を計算する際に除外率に相当する労働者数を控除する制度を設けていましたが、こ
の除外率制度はノーマライゼーションの観点から平成 16 年（2004 年）4 月に廃止され、経過措置と
して段階的な除外率の引き下げ・縮小が行われています。また、平成 30 年（2018 年）4 月から法定
雇用率の引き上げ等が予定されており、一般企業が 2.0％→ 2.2％（常用労働者 50 人以上→ 45.5 人
以上）、国・地方公共団体が 2.3％→ 2.5％、教育委員会が 2.2％→ 2.4％となり、更に 2021 年 4 月
までにはそれぞれ 0.1％の引き上げが行われます。

第 3章　雇用・就業

（2）福祉的就労＊の現状
　茅野市内には「あすなろセンター」「ひまわり作業所」「八ヶ岳福祉農園」「ふくろう玉川」と 4 か所
の就労継続支援Ｂ型事業所があり、障害のある人の福祉的就労の場としてサービス提供をしています。
その他、通所可能な圏域内に新しい事業所が次々に開設され、障害のある方の能力や状況に合わせ通
所施設を選択できる環境が徐々に整いつつあります。一方、A 型事業所は茅野市内に「働くぞうさん
茅野」が開設されましたが、圏域全体としてもまだまだ不足の状況です。主な作業内容は自主製品の
製作・販売と下請け作業等で、各事業所とも様々な活動に取り組んでいます。
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就労継続支援事業所作業工賃実績（H28年度） 長野県障害者支援課

株式会社あやめ (株)あやめ 89,813 765 20 諏訪市

株式会社グローブ (株)グローブ 83,081 813 20 諏訪市

アイ福祉サービス (株)ひまわり福祉サービス 80,825 768 10 岡谷市

株式会社あやめ岡谷 (株)あやめ 86,586 763 20 岡谷市

働くぞうさん (株)ぞうさん 94,077 833 14 富士見町

働くぞうさん茅野 (株)ぞうさん 65,738 769 15 茅野市

 (福)清明会 71,530 809 20 富士見町

八ヶ岳福祉農園 NPO 八ヶ岳福祉農園 15,783 203 20 茅野市

ひまわり作業所 NPO やまびこ会 13,797 278 25 茅野市

ふくろう玉川 NPO ふくろうＳＵＷＡ 4,277 48 10 茅野市

あすなろセンター (福)茅野市社会福祉協議会 16,236 227 25 茅野市

 (福)この街福祉会 9,280 220 20 富士見町

エコファ岡谷 NPO　岡谷手をつなぐ育成会 7,152 86 30 岡谷市

希望の里つばさ (福)つばさ福祉会 12,562 183 20 岡谷市

 (福)諏訪市社会福祉協議会 9,234 101 20 諏訪市

ソレイユ (福)有倫会 12,931 276 14 岡谷市

はたらっき NPO ＳＵＷＡＮ 8,283 286 12 岡谷市

第2この街学園 (福)この街福祉会 5,890 122 10 下諏訪町

あおぞら工房諏訪 (福)この街福祉会 8,520 214 20 諏訪市

ひまわり福祉サービス (株)ひまわり福祉サービス 16,314 300 20 岡谷市

アイ福祉サービス (株)ひまわり福祉サービス 11,024 250 10 諏訪市

  26,171 363 20 諏訪市

工房エリア下諏訪 (福)エリア創星会 7,917 149 14 下諏訪町

森の工房茜 NPO ふぉれすと 12,670 228 10 諏訪市

ひだまり作業所 (福)岡谷市社会福祉協議会 11,672 216 20 岡谷市

施設名称 設置主体

就労継続支援Ａ型
事業所 Jumpin’

多機能事業所
モモ（ぴっぴ）

諏訪市福祉作業所
さざ波の家

ハンディーサポート
きらら

NPO ハンディーサポート
きらら

A

B

種
別

平均工賃
月額（円）

時給換
算(円) 定員 所在地 授産品目等

商品加工、梱包。フルーツの加工。
インターネット等による商品の販売。
企業からの委託作業等。

商品加工、梱包。フルーツの加工。
店舗でのリサイクル品の販売。企業
からの委託作業等。

レストラン営業、
ケーキ販売、施設外就労等
レストランで使用する商品
の開発・販売、清掃等
パン及びジビエ製造、販売、
受託作業
農産物加工販売・加工委
託、薪販売及び委託配達
焼き菓子・布・革製品・外
注作業・草刈り作業等

菓子製造、縫製機織り、
ペットフードの製造
受託作業、自主製品製作販
売、農作業農作物販売など

自主製品、委託、リサイクル

企業からの部品組立、袋入れ
など、菓子箱作り、菓子入れ
焼菓子、クラフト、受託、
喫茶、清掃
おにぎり、焼きそばの製造
販売、草取り、封入
唐揚げ専門店、アルミリサイクル、
受託作業（ポスティング、精密、ＤＭ、
タオル洗濯等）

菓子類製及び布製品の製
造販売、受託作業

クリーニング業務

クリーニング業務

精密、食品加工、農業

パン製造販売、施設外就労、
受託作業、自主製品製作他
革・織製品の製作販売、
資源回収、役務（農作業）
ウエス作り、箱折、菓子詰め、りん
ご芯取、ごみ袋認証貼、喫茶・売店
営業、加工品仕入れ販売

シイタケ栽培・販売、ポスティング、
アルミ缶回収分別、手芸品の製作販売

タップ加工、ボカシ製造販売、寒
天袋詰、清掃、組立、缶類収集等

清掃作業、クリーニング作業、売店、
自動車部品の成型、フルーツのカッ
ト作業等

クリーニング業務

※諏訪圏内の事業所のみ掲載
※平均工賃月額＝A／B　　A：工賃支払総額（円）　B：工賃支払総月数（ヶ月）

＜用語解説＞
福祉的就労……民間企業や公的機関、自営や起業、および社会的企業や協同組合などでの一般就労に対し、労働市場で職を見
つけることが困難な障害者のための代替雇用（保護雇用）による就労形態のことをいわゆる「福祉的就労」と呼んでいる。障
害者総合支援法に基づく就労移行支援事業や就労継続支援事業（A 型および B 型）などがある。

（3）茅野市の取組
・市内の就労継続支援 B 型事業所として運営している「ひまわり作業所」「八ヶ岳福祉農園」「あ

すなろセンター」「ふくろう玉川」に対し、様々な情報提供等を行いました。また、平成 27 年
度（2015 年度）には、市内にはじめての就労継続支援 A 型事業所「働くぞうさん（茅野）」が
運営を始めました。

・「茅野市障害者施設優先調達方針＊」を策定し、障害者施設からの物品購入や役務の依頼に努め
ました。（平成 28 年度（2016 年度）実績：2,307,098 円）

・圏域の自立支援協議会就労支援部会を中心に通所事業所の見学会が開催され、当事者・家族等積
極的に参加いただきました。（通所事業所見学会：参加者 26 名）

・ハローワークを通じて行われる就業支援事業や相談会のポスター・チラシの掲示・配布等、啓発
活動に努めました。

・「茅野市雇用促進奨励金」の制度周知のため、市内 455 事業所あてにチラシを配布しました。
・「茅野市雇用促進奨励金（平成 27 年度（2015 年度）までは中高年齢者等雇用促進奨励金）」の

交付実績は、平成18年度（2006年度）以降8事業所11名分を交付しました。平成28年度（2016
年度）は 1 件でした。

・諏訪圏域障がい者就業・生活支援センターすわーくらいふでは、「特定求職困難者雇用開発助成金」
等の制度活用をしながら就労相談や就労定着支援に取り組みました。また、在職者交流活動と
してバス研修、学習会、交流会等を行いました。

２　障害者及び介護者等の意向

・アンケート調査からは、「就労の相談にのってほしい」「求人情報や就職先を一緒に探してほしい」
といった回答が見られました。

・ヒアリング調査からは、「ここ数年間で A 型 B 型といった就労支援施設が増えて当事者にとって
の選択肢が増えた」「一般就労できる人も出てきているがまだ壁は厚い」「一般就労でトラブル
になった時にいつでも A 型に戻ることができると安心」「どこの作業所も就労メニューが似たり
寄ったりで、もっとメニューを増やしてほしい」といった声が聞かれました。

・事業所からは、「商品開発や販路開拓の際に協力が欲しい」「農家や企業、商工会などと協働して
いきたい。そういったつながりの機会や場があるとよい」「よい職員を確保したいが難しい」と
いった意見が出ました。

３　今後の取組

＜基本的な考え方＞
　障害者総合支援法による制度に関する周知徹底を図るとともに、制度内の事業とその他の事業を有
機的に組み合わせ、障害のある人がその能力を最大限に発揮できるよう、障害に応じた多様な選択肢
の確保に努めます。景気は回復傾向にありますが、障害のある人の雇用環境はまだまだ厳しいことを
踏まえ、雇用・就業の促進に向けて関係機関との連携を強化し、総合的な支援を行うことができるよ
う取組を進めます。

＜用語解説＞
＊障害者施設優先調達方針……「国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律（障害者優先調達推
進法）」の施行により、地方公共団体に対し、障害者就労施設等の受注機会の増大を図るための措置を講ずるよう努める責務と
して、障害者就労施設等からの物品等の調達方針の策定・公表が義務づけされています。
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就労支援事業の見込量
＜1か月あたりの延利用時間数／利用実人数＞

8人福祉施設から
一般就労への移行

2020年度において福祉施設を退所して一般就労する者の数
（2016年度就労移行者の1.6倍以上）

数値 考え方
2020年度目標数値

 人日分 18.0 0.8 0 17.8 72.4 54.1 55.5 63.0 79.5
 人 1 1 0 3 8 5 3 3 6
 人日分 0 0 0 0 0 38.9 197.5 316.3 326.4
 人 0 0 0 0 0 6 11 16 17
 人日分 32.6 35.2 39.0 35.7 345.3 491.9 1065.6 1086.6 1092.5
 人 4 4 3 3 42 51 71 71 92

就労移行支援

就労継続支援
Ａ型

就労継続支援
Ｂ型

単位
実績

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

項目

7人就労移行支援事業
利用者数(年度末)

H32年度末において就労移行支援を利用している者の数
（2016年度末利用者の40％増）

数値 考え方
2020年度目標数値

項目

1か所就労移行支援
事業所数

2020年度末において市内にある就労移行率3割以上の
就労移行支援事業所

数値 考え方
2020年度目標数値

項目

 人日分 100.4 95.58 105 110 115 120
 人 15 12 12 13 14 15
 人日分 387.7 492.5 500 550 600 650
 人 27 35 30 40 45 50
 人日分 1337.2 1329.58 1350 1400 1450 1500
 人 102 97 90 95 100 105
 人    1 1 1

就労移行支援

就労継続支援
Ａ型

就労継続支援
Ｂ型
就労定着支援

単位
実績 計画（見込）実績（見込）

H27 H28 H29 H30 H31 H32

（１）目標値

＜福祉施設から一般就労への移行＞
　茅野市の福祉施設利用者のうち、平成 28 年度（2016 年度）に一般就労により退所した人の数は 5
人です。福祉施設から一般就労への移行を促進する各種施策を実施することにより、2020 年度末に
は 8 人の一般就労を目指します。

＜就労移行支援事業利用者数（年度末 1 か月の実利用者数）＞
　茅野市の就労移行支援事業利用者のうち、平成 28 年度（2016 年度）末に利用していた人の数は 5
人です。就労移行支援事業の利用を促進する様々な取組を実施することにより、2020 年度末には 7
人の事業利用を目指します。

＜就労移行率 3 割以上の就労移行支援事業所の割合＞
　茅野市内にある就労移行支援事業所は平成 28 年度（2016 年度）現在 0 カ所です。事業所開設の
ための様々な取組により、2020 年度までに、市内に就労移行率 3 割以上の就労移行支援事業所を 1
か所整備できるよう事業所に働きかけます。

（２）サービス見込み量とその考え方
・見込量は月ごとの利用人数や利用日数、利用時間を推計しています。平成 29 年度（2017 年度）

までの実績と伸び具合、国や県から示された見込量の考え方、障害部会での意見等により見込ま
れた数値です。

＜サービス内容と見込量の考え方＞
・就労移行支援

　就労を希望する人に一定期間における生産活動等の提供や、知識や能力向上のための訓練を行
います。企業等への雇用や在宅就労等が見込まれる 65 歳未満の人が利用できます。平成 28
年度末（2016 年度末）における利用者の 2 割増以上の人が就労支援事業を利用することを
基本に、利用者を見込んでいます。

・就労継続支援Ａ型
　一般の事業所に雇用されることが困難な人に、就労の機会の提供や生産活動等の提供、知識や

能力向上のための訓練を行います。利用開始時 65 歳未満で、事業所との雇用契約に基づく就
労が可能な人に限られます。利用日数、利用者とも増加を見込んでいます。

・就労継続支援Ｂ型
　雇用契約はしないで、就労機会や生産活動等の提供、知識や能力向上のための訓練を行います。

圏域で最も事業所数の多いサービスであり、今後もしばらくは増加すると見込んでいます。
・就労定着支援

　平成 30 年度（2018 年度）から創設される新しいサービスです。就労移行支援等の利用を経
て一般就労へ移行した障害者で、就労に伴う環境変化により生活面での課題が生じている方に
対して、企業・自宅への訪問や障害者の来所により生活リズム、家計や体調の管理などに関す
る課題解決に向けて必要な連絡調整や指導助言等の支援を実施します。1 人の利用を見込んで
います。

（３）サービス見込量の確保のための方策と計画
・ 就労移行、就労継続支援サービス提供事業者の確保について、特に不足している就労移行事業者、

就労継続Ａ型事業者を中心に、諏訪圏域を視野に入れた取組を進めます。
・あすなろセンター、ひまわり作業所、八ヶ岳福祉農園、ふくろう玉川に対して今後も積極的に支

援し、自主製品の開発や販路の開拓等通所者の工賃向上を目指します。
・ハローワークを通じて行われる就労支援事業を利用しやすくしていくため、情報提供に努めます。
・「茅野市雇用促進奨励金」制度等、今ある就労支援事業を利用しやすくしていくため、引き続き

情報提供に努めます。
・行政機関との連携の他、関係機関や企業との連携についても併せて進めます。
・諏訪圏域障がい者就業・生活支援センターとの連携を通じて、就労する側・雇用する側双方への

積極的な情報提供に努めます。
・地方公共団体や教育委員会における法定雇用率を達成できるよう、障害者雇用に努めます。
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1　現在までの取組

（1）公共道路・公園・施設等の整備
・ 中大塩幹線道路において、波打ち歩道の解消と歩道内の電柱移転を図り、バリアフリー化を進め、

誰もが支障なく通行できる歩道にリニューアルしています。
・「あんしん歩行エリア＊」を中心に利用者が安心して通行できる信号機の新設・改良を公安委員

会に要望しました。平成 25 年度（2013 年度）は玉川小西、玉川小入口、大泉山、金沢小入口
の各交差点がスクランブル交差点に改良され、茅野郵便局、花蒔公園前に歩行者用信号機が設
置されました。平成 27 年度（2015 年度）には、永明中学校北と菊沢（菊沢下バス停）の 2 か
所に歩行者用信号機が新設されました。平成 28 年度（2016 年度）は宮川保育園前の信号機が
新設されました。

・公園わくわくプランに基づく中規模公園（弓振、金沢、花蒔、前宮、岳麓）のリニューアル整備
工事を実施し、拡張した駐車場に新たに障害者用区画を設けました。また、公園に設置されて
いる多目的トイレの維持管理及び修繕を行っています。

・「茅野駅周辺地区バリアフリー基本構想＊」の策定に向けて、協議会の開催やまち歩き点検等を
実施しました。

　
（2）移動手段の充実
・タクシー利用助成事業について、今までの支給対象者を拡大し、身体障害者手帳所持者 1・2 級

所持者は障害の種別に関わらず支給対象としました。また、精神障害者手帳 1 級所持者も対象
に加えました。

・持続可能なバス運行を図るため、バス交通の再編を行いました。日中の生活便については、週２
～３日の運行とし、福祉バスビーナちゃんで設定していた高齢者・障害者の割引運賃の路線を
拡大しました。

・デマンド交通について、豊平・泉野エリアの運行便数を見直し、新たに西茅野・安国寺エリアを
設けました。

・社会福祉協議会に委託し実施している移送サービス利用者の 7 割強が透析患者であることの実
態を踏まえ、社協・行政・諏訪中央病院の透析スタッフ間で協議を行い、課題解決に向けて実
態把握に努めました。

・車いす利用者の方やその家族のために、車いす対応福祉自動車の貸し出しを行っています。

＜用語解説＞
＊あんしん歩行エリア……生活道路において人優先の考えの下、面的かつ総合的な交通事故対策を集中的に実施することを目
的に、交通事故の死傷事故の発生割合が高く、緊急に歩行者・自転車の安全対策が必要な地区を、「あんしん歩行エリア」とし
て、警察庁と国土交通省が合同で指定し、都道府県公安委員会と道路管理者が連携して交通事故対策を実施している。

＊茅野駅周辺地区バリアフリー基本構想……茅野市では「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフ
リー法）」第 25 条に基づき、茅野駅周辺において重点的かつ一体的なバリアフリー化を図り、誰もが暮らしやすいまちづくり
を推進するための基本構想の策定を進めている。市民等で構成された協議会を設置の上、市内の重点整備地区として公共交通、
建築物、道路、駐車場、都市公園、信号などのバリアフリーを推進する区域を設定し、市民参加によるまち歩き点検やワーク
ショップ等を実施しながら、平成 29 年度（2017 年度）内の策定を予定している。

第 4章　移動支援・生活環境
２　障害者及び介護者等の意向

・ ニーズ調査や障害福祉部会での検討の中で、移動支援、移送支援について様々な要望や課題の
検討がされています。

・特に、ニーズ調査からは障害の種別を問わず「送迎」に関する多数の要望や意見がありました。
・茅野市の地理的な特徴によることも大きいですが、コミュニティバスを含めた公共交通機関の運

行計画が障害者のニーズに合っていない可能性があります。
・公共交通機関の仕組みだけで全ての課題を解決することは難しく、移動保障としての「送迎」も

含めて、多様な移動手段の充実が求められます。

３　今後の取組

＜基本的な考え方＞
　公共施設や道路等生活空間のバリアフリー化（設備面）と公共交通機関の利用やそれに代わる移動
手段確保への支援（制度面）を総合的に展開し、障害のある人が地域の中で快適に生活できるよう生
活環境の改善を図ります。

・整備された歩道等既存施設の適切な維持管理に努め、障害のある人が安全で安心して移動できる
環境整備に努めます。

・今後も、「あんしん歩行エリア」を中心に利用者が安心して通行できる信号機を公安委員会に要
望していきます。

・公園に設置されている多目的トイレの維持管理及び修繕を行っていきます。
・ 公園や建築物について、軽微なものは適宜バリアフリー化を進めるとともに、公園全体につい

ては大規模改修時に、建物全体については大規模な建て替え時にバリアフリー化を行います。
・「茅野駅周辺地区バリアフリー基本構想」を策定し、あらゆる人が暮らしやすいまちづくりの実

現に向けた取組を進めます。
・今後も利用者実態と経済性を見極めながら、持続可能なバス交通の検討を進めます。
・タクシー券の交付について、引き続き事業内容が低下することの無いよう実施します。
・ 今後も増加が見込まれる透析患者の移送サービスの利用について、社協・行政・諏訪中央病院

との話し合いを継続し、課題解決に努めます。

「多機能型施設 モモ」利用者の作品
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1 現在までの取組
・災害対策基本法の改正により、これまで地域へ提供してきた「災害時要援護者名簿」から「避難

行動要支援者名簿」へと、名称や提供する情報の変更がありました。各民生児童委員及び各区長・
自治会長並びに防災関係機関に名簿の提供を実施しました。

・各保健福祉サービスセンターでは、各区・自治会で進められてきたマップづくりを通じた支え合
いの仕組みづくりを支援しました。また、実情に合わせ更新を促し、マップを利用した避難訓
練実施支援を行いました。

・市が実施する土砂災害訓練において、地区・区・自治会への訓練参加を促し、高齢者、障害者等
の避難行動要支援者の適切な避難誘導、安否確認訓練を実施しました。

・災害対策基本法の改正にあわせ「災害時要援護者支援指針」を見直し、「要配慮者防災・避難支
援指針」に改正しました。

・平成２５年度（2013 年度）は米沢温泉「塩壺の湯」において、平成 26 年度（2014 年度）は
河原温泉において、福祉避難所開設訓練を実施しました。障害当事者、家族、支援者、関係団
体等の皆さんに参加いただきました。

・「土砂災害防止法＊」に基づき土砂災害警戒区域＊等が指定されました。平成 24 年度（2012 年度）
版を全戸配布し、追加指定分は別様にて配布しています。

・各地域でのまちづくり講座を実施し個別に相談、指導を行っています。災害時の初動体制を中心
に、マニュアル化、具体的な訓練等をお願いしています。

・消防一元化に伴い平成２７年（2015 年）２月から開始された諏訪広域消防本部指令センターで
引き続きメール・ＦＡＸが運用できるよう、茅野市聴覚障害者協会とともに諏訪広域連合長あ
てに要望しました。茅野消防署との間で行っていた緊急メール通報・緊急ＦＡＸ通報の双方とも、
指令センターにおいて運用されることになり、茅野市の聴覚障害者１１名が登録されるととも
に、広域での登録に広がりました。

・サービスセンターでは、名簿掲載該当者に対し、名簿掲載の意思確認を訪問等により実施しまし
た。

２　障害者及び介護者等の意向
・平成 23 年（2011 年）3 月に発生した「東日本大震災」以降、災害発生時の対応については、

障害種別に関係なく、当事者・家族とも大きな不安を抱えています。
・特に、ヒアリング調査の中では「どこの避難所へ行けばいいのかわからない」「安心できる福祉

避難所を開設してほしい」「避難所には食料や医薬品、介護用品等ちゃんと備えてほしい」「誰
が声をかけてくれるのか、誰に声をかけていいのかわからない」といった声が聞かれます。

・情報提供のあり方、実際の避難経路や避難の方法・安否確認、避難所生活等全ての面で、実態に
即した具体的な対応が必要です。

＜用語説明＞
＊土砂災害防止法・土砂災害警戒区域……土砂災害防止法は、平成 11 年（1999 年）広島呉土砂災害を教訓に、平成 13 年（2001
年）に施行された。土砂災害のおそれのある区域を明らかにし、危険の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の抑制、
既存住宅の移転促進等のソフト対策を推進しようとするもの。基礎調査として、渓流や斜面及びその下流など土砂災害により
被害を受けるおそれのある区域について、地形、地質等を調査し、結果により、土砂災害のおそれのある区域を指定する。「土
砂災害警戒区域（イエローゾーン）」とは、土砂災害のおそれがある区域であり、「土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）」とは、
土砂災害警戒区域のうち、建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある区域となっている。平成 21 年（2009
年）３月に、宮川・金沢地区が、平成 22 年（2010 年）３月に、ちの・米沢・豊平・玉川・泉野・中大塩地区の対象区域が、
平成 23 年（2011 年）3 月に、湖東・北山地区の対象区域が「土砂災害警戒区域」「土砂災害特別警戒区域」として指定された。

第５章　防災・減災
３　今後の取組

　＜基本的な考え方＞
　地域防災計画に基づき、災害時において障害のある人を支えるシステムの具体的な運用の充実を図
り、障害のある人が住み慣れた地域の中で安全に・安心して生活できるよう努めます。また、障害の
有無に関わらず、日ごろの生活から災害時に備えるよう地域の中での防災意識や知識の普及を図りま
す。

・自主防災組織を中心に、民生委員、地域住民、ボランティア団体等の協力を得ながら、避難場所
や経路等の確認をし「避難行動要支援者支え合いマップ（助け合いおたがいさまっぷ）」の活用・
更新整備を行います。また、これらの取組の方針について、行政内部の意思統一を図り、各部
門が連携して推進します。

・市が実施する土砂災害訓練・総合防災訓練において、地区・区・自治会への訓練参加を促し、高齢者、
障害者等の避難行動要支援者の適切な避難誘導、安否確認の実施方法を指導します。

・福祉避難所の開設運営訓練を行い、サービス提供事業者、医療機関との連携体制を確認します。
・障害のある方の避難体制について、地域全体への周知を図ります。
・障害福祉事業所との災害時協力協定について検討します。
・防災ガイドブックをもとに、避難所の位置や経路等確認し災害時に冷静かつ迅速に行動できるよ

う周知活動に取り組みます。また、平成 31 年度（2019 年度）に防災ガイドブックの更新を予
定しており、更新したガイドブックを全戸に配布します。

・区・自治会単位で講座を実施しながら「災害時自主防災組織初動体制マニュアル」の作成等の活
動体制整備を推進します。特に災害発生時の初動体制づくりを進めます。

・災害対策基本法の一部改正の施行に合わせ、茅野市地域防災計画において「避難行動要支援者名
簿」の作成・活用による高齢者、障害者等の避難行動要支援者の適切な避難誘導、安否確認の
実施体制を整備します。

「軽井沢治育園」利用者の作品
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1　現在までの取組

・総合体育館では、体育館裏口にインターホンを設置し駐車場から入り易くしました。また配慮の
必要な施設利用者に対して、職員のきめ細やかな対応に努めました。

・諏訪地区障害者スポーツ大会や長野県障害者スポーツ大会の運営に携わり、茅野市からの参加者
の送迎等支援を行いました。

・高齢者大学の教養講座開催時、受講者の要望に合わせ手話通訳の方を交えて行いました。
・障害者用図書として、朗読カセットテープ 338 点、朗読 CD222 点、大活字本 1889 点を所蔵

しています。（平成 28 年度（2016 年度）末現在）
・当事者活動を支援するため、身体障害者福祉協会、手話サークル、手をつなぐ育成会に補助金の

支給等活動を支援しました。
・尖石縄文考古館、総合博物館、守矢史料館等文化施設などは、障害者手帳を持参・提示した場合

無料としています。また障害の等級に応じて、同伴の介護者 1 名を無料としています。
・運動公園内の全ての体育施設は、障害者手帳を持参・提示した場合無料としています。また車椅

子等介護を要する場合は、付添者 1 名を無料としています。
・総合体育館、運動公園プールなどの公共施設で、親と性別の違う子どもでも親子が一緒に利用で

きる着替え用スペースとして、利用者の申し出により空部屋等を利用して着替えていただく対
応をしています。

・コミュニティ・ソーシャル・ワーカー（＝生活支援コーディネーター）を各地区に配置し、地域
での福祉活動だけでは対応困難な個別ケース（高齢者に限定しない）の支援とそれを通じた地
域活動への展開・充実を図りました。

・社会福祉協議会では、福祉推進委員を対象に「自分たちにもできる助け合い～≪ちょっと困った
≫を解決するために～」をテーマに研修会を開催し、自分たちにもできる助け合いの取組を考
える機会としました。

・平成 28 年（2016 年）11 月に茅野市市民活動センター『ゆいわーく茅野』がオープンしました。
管理運営計画の基本方針の一つとして「ノーマライゼーションの理念を実現する場として、障
害のある人など社会参加しにくい環境にある人はもちろんのこと、誰でも気軽に立ち寄れ、情
報交換や交流が図れる場所と機会を提供する」とうたいました。

・県主催の障害者文化芸術祭に対する作品募集を積極的に行い、また作品の運搬等大会運営に参加
しています。

２　障害者及び介護者等の意向

・ニーズ調査では、余暇の支援について様々な意見があり、特にプールなどの体育施設への要望が
多く、障害者スポーツへの関心や期待が伺われます。健康増進も含めての検討が必要です。

・公民館活動への参加など、職場や事業所と自宅の往復だけでなく、障害があっても立ち寄れる居
場所の確保も求められています。

・また、週末の過ごし方として親以外の人たちと多様な経験ができるようにしたいとの声もありま
した。

第 6章　社会参加
３　今後の取組

　＜基本的な考え方＞
　障害のある人が地域社会に積極的に参加し、地域の人とともに活動し役割を果たしてゆくことは、
当事者の自己実現だけにとどまらず、地域における障害理解につながります。地域の活動ばかりでなく、
スポーツ、レクリエーション・文化活動などに参加することにより、生活の質を高め社会の一員とし
て積極的な意思を持つことのできる地域を目指します。

・総合体育館の自動ドアについて、改修、改築時期に合わせ検討します。また、車いす用駐車場及
び自動ドア以外の開閉しやすい手入口装置（軽量引戸等）の設置等も検討します。

・体育館の改修、改築時期まで職員のきめ細やかな対応に引き続き努めます。
・引き続き、諏訪地区障害者スポーツ大会や長野県障害者スポーツ大会参加者の支援等を通じて障

害者スポーツの推進を図ります。
・毎年、大活字本、朗読ＣＤを必要な範囲内で購入します。また、録音図書については、諏訪地域

公共図書館からの取り寄せが可能であることの周知を図ります。
・当事者団体の活動補助を引き続き行います。
・運動公園内の全ての体育施設や、尖石縄文考古館、総合博物館、守矢史料館等文化施設など、市

内の公共施設について利用料減免を引き続き行うとともに、その周知に努めます。
・総合体育館、運動公園プールなどの公共施設について、施設の改修・改築時に合わせ、家族更衣

室の設置を検討します。
・住み慣れた地域で実践する支えあい活動をより具体的に示せるよう、茅野市社会福祉協議会に配

置した「生活支援コーディネーター」に求められる 3 つの機能「社会資源の開発」「ネットワー
クの構築」「ニーズと取組のマッチング」に努めます。

・茅野市市民活動センター『ゆいわーく茅野』において、引き続き障害のある人に活動の場や交流
の場、あるいは居場所そのものを提供します。

「精明学園」利用者の作品
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1 現在までの取組

・国や県の指針に基づき、障害者虐待対応の窓口等として「茅野市障害者虐待防止センター」を引
き続き設置し、虐待の通報の受理、相談指導、広報啓発等を行いました。

・「茅野市高齢者・障害者虐待対応マニュアル」に沿って相談体制を整え、通報や相談に備えました。
・「日常生活自立支援事業」や「法人後見受任」を含めた総合的・専門的な成年後見・権利擁護の

相談支援体制を整備するため、茅野市社会福祉協議会に「茅野市・富士見町・原村成年後見支
援センター」を設置しました。

・民生児童委員協議会や諏訪養護学校保護者会等の学習会に出席し、制度の周知に努めました。
・各保健福祉サービスセンターでは、成年後見制度や日常生活自立支援事業についての説明や関係

機関との連携に努めました。
・茅野市社会福祉協議会では、生活困窮者自立支援事業における家計相談支援事業を実施し、日常

的に金銭管理に不安のある対象者への潜在的ニーズをキャッチするため、各地区に配置された
コミュニティ・ソーシャル・ワーカーによる家計相談支援の普及啓発に取り組みました。

・成年後見の必要なケースについて、情報提供や手続き支援、市長による申し立て等制度利用の推
進を図りました。

・成年後見に関する研修参加や勉強会の開催等により、職員の資質向上に努めました。
・「障害者差別解消法」の施行に伴い、地方公共団体の職員が適切に対応するため「障害を理由と

する差別を解消するための職員対応要領」を作成しました。

２　障害者及び介護者等の意向

・ニーズ調査からは、成年後見制度等に対する関心は高いが、今はまだ不要という意見が聞かれま
した。茅野市の場合、親との同居率が高いため、親が健在のあいだは不要と考えていることが
多いと考えられます。

・一方で、親の高齢化に伴いその必要性が切迫してくるが、具体的な内容がわかりにくいため、利
用につながらないケースもあるとの声もあります。

・中には、障害者本人ではなく、親の認知症が進行しているなど親の介護に携わる中で、権利擁護
の必要性を感じている人も生じています。そうした人たちへの制度の説明や使いやすい運用に
ついて検討していく必要があります。

・また、障害者差別解消法の施行により合理的配慮が求められており、情報保障など具体的にとら
えていく必要があります。商業施設も含めて事業者などへの働きかけが不可欠です。

３　今後の取組

＜基本的考え方＞
　「障害者虐待防止法」「障害者差別解消法」「成年後見制度利用促進法」など、権利擁護に関する様々
な関連法の公布を踏まえ、障害のある人に対する差別・虐待の禁止や権利を擁護する仕組みづくりを、
高齢者や子どもを含めた大きな仕組みとしてとらえ、茅野市の組織づくりや制度運用を具体的に検討
します。

第 7章　人権・権利擁護 ・国や県の指針に基づき、障害者虐待対応の窓口等として「茅野市障害者虐待防止センター」を引
き続き設置し、虐待の通報の受理、相談指導、広報啓発等を行います。

・虐待発見の際の通報義務が市民自身に課せられたことを踏まえ、市民向け周知活動の徹底に努め
ます。

・実際の事例発生時の対応について、「茅野市高齢者・障害者虐待対応マニュアル」に沿って、引
き続き各関係機関と連携をとりながら迅速に対応します。

・ 茅野市社会福祉協議会に設置された「茅野市・富士見町・原村成年後見支援センター」を中心に、
成年後見や権利擁護の総合的・専門的な相談支援体制を推進します。また、制度の周知啓発等
に取り組みます。

・「障害を理由とする差別を解消するための職員対応要領」に基づく「差別の禁止」「合理的配慮の
提供」に取り組むとともに、関係機関等と連携し周知啓発に努めます。

・「成年後見制度利用支援事業」を実施し、障害のある方の権利擁護を図ります。

「ふくろう玉川」利用者の作品
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1　現在までの取組

・「ふれあいのつどい」を、実行委員会の主催により、市・社協の共催補助金等の支援のもと実施し、
障害のある人同士や地域の方々との交流を深めました。

・「広報ちの」に障害福祉に係る記事を掲載しました。諏訪圏域を単位とした行事等の記事も積極
的に掲載し啓発に努めました。

・「障害福祉のしおり」を 500 部製作し、手帳交付時に配布し制度説明を行いました。また、庁内
関係窓口や社協等各関係団体に配布し、制度の周知に努めました。

・諏訪圏域自立支援協議会において作成した「障害福祉サービス利用ガイドブック」を利用し、障
害福祉サービスの障害者サービス事業所の一覧などを通じて啓発活動に努めました。

・重度障害者の方を対象に「希望の旅」を開催し、外出の機会や、障害者同士や介助ボランティア
との交流を図りました。

・ゆいわーく茅野の運営委員会に、障害当事者や障害者支援団体の代表者に参画していただくこと
で、当事者としての意見提言をしていただきました。

・茅野市の関係機関においてぷれジョブの受け入れを行いました。また、サポーターや受け入れ先
の募集に協力しました。

・民生児童委員協議会では、地区民児協単位で福祉施設への訪問研修を実施しました。
・社会福祉協議会では、車いすやアイマスク体験を通して、児童や生徒、先生方と一緒に「共に生

きること 共に学びあうこと」を考えていただくことを目的に「出前福祉教室」を開催し、高齢
者や障害のある方との交流を図りました。

・小学校では主に児童会の活動の中で、公共施設の掃除や町の花壇の管理、地域の施設訪問（老人
ホーム、デイサービス等）を行い、交流を図りました。

・中学校では生徒会の福祉・ボランティア委員会が主となり、地元のボランティアとの交流を図り、
福祉施設への訪問を行い福祉の体験交流をしました。

・ボランティア・市民活動センターでは、ボランティア活動および市民活動の推進・支援・連絡調
整を図るとともに、活動の充実のための環境整備に努めました。

・茅野市手話サークルの自主的講座開催を支援しました。具体的には講座開催にあたっての会場確
保において優先的便宜を図りました。

・茅野市社会福祉協議会では、どっこいしょ広場の運営支援や、茅野どんばんにおける「ふれあい連」
への参加支援等を通じて、障害者等の社会参加を促進しました。

・保育園等職員及び市民を対象に、発達障害サポーター養成講座を開催しました。

２　障害者及び介護者等の意向

・ニーズ調査からは、より身近な地域での啓発活動や福祉教育を求める声が多く聞かれました。
・近隣とのトラブルを含めて、地域住民の理解や日常的な関わりが必要との意見が多く、それは、

災害時の支援も含めて近隣との関係をよくしておきたいという思いからの意見ですが、そうし
た側面への施策や専門職からの働きかけを検討していく必要があります。

・こうした福祉意識の向上は幼少期からの学習が不可欠であり、以前に比べて茅野市の福祉教育が
停滞しているのではないかという指摘もありました。教育委員会や学校との連携も含めて、福
祉教育の推進のあり方を考えていかなければなりません。

第 8章　啓発・広報
３　今後の取組

　＜基本的考え方＞
　障害や障害のある人について、健常者も、障害のある人同士もお互いに関心を持ち正しく理解でき
るよう、きめ細やかで実効性の高い普及啓発を進めます。特に、地域の中での交流活動により、障害
の有無に関わらず同じ地域に暮らす住民として自然に交流し合うことができるまちづくりを進めます。

（1）啓発・交流の推進
・ふれあいのつどい実施のため、引き続き共催、補助金等の支援を行い、地域住民に対する啓発活

動を進めます。
・「広報ちの」等を利用し、定期的な啓発活動を実施します。
・「障害福祉のしおり」について、内容を更新しながら増刷し制度説明に活用します。また、各保

健福祉サービスセンターや地域福祉課の窓口での配布について徹底します。
・諏訪圏域障害者総合福祉センターと連携し、引き続き「諏訪地域障害福祉社会資源マップ」の有

効活用により啓発活動の推進に努めます。
・社会福祉協議会では、外出する機会の少ない在宅の重度障害者の外出支援に応えるため、ボラン

ティア等に協力を働きかけながら「希望の旅」等の実現に向けた取組を実践します。
　

（2）ボランティア活動・福祉教育の充実
・市民活動センター『ゆいわーく茅野』の運営委員会に、障害当事者や障害者支援団体の代表者に

参画いただき、利用方法・参加企画等の検討と取組を進めます。
・ゆいわーく茅野では、障害のある人もない人もお互いに支え合い、思い合える関係づくり、居場

所づくりを構築します。また、障害のある人を特別視することなく、「自立」を見据えた活動支
援を行います。

・引き続き、茅野市の関係機関においてぷれジョブの受け入れを行うとともに、サポーター、受け
入れ先募集に協力します。

・民生児童委員協議会では、継続して施設訪問、研修等を実施していきます。また、民生児童委員
を対象とした「発達障害者サポーター養成講座」の開催について検討します。

・学校、地域との協働により「共に生きる」という視点を大切にしながら、子どもから大人までを
対象とした福祉意識の醸成に取り組みます。

・ボランティア活動者や地域住民のニーズに対応する講座を、ゆいわーく茅野の講座として企画し
開催します。

・教科または特別活動を通して、今後は、小中一貫教育の中でも児童生徒が協力して継続した活動
を取り入れていきます。

・ボランティア活動の充実を図るため、活動者や地域住民のニーズに対応する講座として企画し開
催します。

・新しい講座の検討を進め、障害理解をより深めるため福祉教育の充実を図ります。
・社会福祉協議会では、今後も障害当事者の主体性のある活動の場が広がるよう、ゆいわーく茅野

と共に協議し進めます。
・障害当事者が参画するボランティアグループや当事者支援のグループについて、障害のある人の

社会参加の場、集える場、健常者と交流できる場を意識して支援を行います。
・茅野市発達支援センターでは、発達障害者サポーター養成講座を開催し、発達障害やその支援に

関心を持ち、理解へとつなげます。
・公民館活動について、今後も障害のある方の理解・応援ができるような参加支援を行います。
・幼児から高齢者までの生涯に渡り、年齢に応じた福祉教育・学習・交流の機会を提供し、発達障

害等を含めた幅広い障害理解の促進と「共に生きる地域」づくりに取り組みます。
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1　現在までの取組
・音声言語による情報が入手しにくい聴覚障害者の日常生活の利便を図るため手話通訳者・要約筆

記者の派遣事業を実施しました。
・日常生活用具給付等事業を実施し、情報・意思疎通支援用具として様々な用具を給付しました。
・視覚障害者に向けてカセットテープで配布していた声の広報を、平成 27 年（2015 年）2 月か

ら CD で配布するよう変更しました。媒体の変更によりトラックナンバーを設定できるように
なり、より利用者にとって便利なものになりました。

・市役所において茅野市市民サービスアップ運動の一環として職員向け接遇の手引を作成し、一般
市民だけでなく障害のある方への対応についてもサービスの向上を図りました。

・視覚障害者のニーズに沿って、平成 28 年（2016 年）2 月より社協広報誌「たまご」をＣＤで
配布できるようになりました。

・ボランティアグループ「ひざしの会」に対し、技術向上のための研修等情報提供し、音訳ボラン
ティアセミナーに参加いただきました。

・ゆいわーく茅野では、音訳図書作成のための必要機器等 (PC・付属マイク等）の設置及び製作用
ソフトウェア「My Studio PC」のライセンスを取得し、平成 29 年（2017 年）6 月から運用
を開始しました。

２　障害者及び介護者の意向
・ヒアリング調査の中からは、「手話通訳の担い手が少なくなっており、間際になって依頼される

と予定が重なり入ることができない」といった声が聞かれました。
・また、手話通訳ボランティアをするために、県研修にいかなければならず、負担が大きいといっ

た意見ももありました。
・障害者差別禁止法が施行され、合理的配慮に基づいて情報保障がなされる必要がありますが、手

話だけでなく要約筆記や点訳においても、後継者が少なくて困っている現状があります。行政
や社協を中心に人材育成に関しての啓発等の取組が求められています。

３　今後の取組
　＜基本的考え方＞　
　障害に応じた福祉情報の提供について積極的に支援体制を整えると同時に、障害のある人が情報の
提供や活用に際し地域から孤立することのないよう、地域のネットワークを活用しながら支援してい
きます。

・ 引き続き手話通訳者・要約筆記者の派遣事業を実施し、聴覚障害者の日常生活の利便を図ります。
・諏訪圏域 6 市町村で合同開催している「手話奉仕員養成研修事業」の周知啓発や、要約筆記講

習会の開催支援等を通じ、人材育成に努めます。
・引き続き、日常生活用具給付等事業を実施し、情報・意思疎通支援用具を給付します。
・声の広報の CD 配布を継続し、利用者にとっての利便性を図ります。
・障害のある人に対する接客・接遇について研修啓発等を行い、障害のある人への対応について理

解を促進します。
・社協広報紙「たまご」は、ゆいわーく茅野に市民活動センターが設置されたことにより廃刊とな

りましたが、引き続き発行される社協広報紙「やらざあ」について、視覚障害者のニーズに沿
ってＣＤで配布できるよう検討します。

・音訳図書作成について、職員も含めた製作の使用方法を学び、音訳ボランティアが継続して活動
ができるよう支援をします。

第９章　情報・コミュニケーション

1　現在までの取組
・パパママ講座を継続して行っており、平成 28 年度（2016 年度）は延べ 173 人の参加があり

ました。マタニティ相談は平成 28 年度（2016 年度）に延べ 59 人の参加がありました。
・母子健康手帳発行時に保健師による面接を行っています。
・ 保健福祉サービスセンター保健師による乳児訪問を生後２か月頃行い、平成 28 年度（2016 年

度）は 468 件でした。
・乳幼児健診は 95％以上の出席があり、月齢に合わせた相談、指導を行いました。障害のあるお

子さんについては、保護者の希望を聞きながら健診や家庭訪問での対応をしています。
・特定健診については、個別健診と集団健診合わせて平成 28 年度（2016 年度）は 4,675 人が

受診しました。心電図検査では、心房細動等が発見され治療開始になった事例がありました。
・平成 28 年度（2016 年度）から特定健診で高血圧・高血糖等がある方については、医療機関へ

の精密検査紹介状を作成したことで受診につながりやすくなりました。
・医療機関から治療中の糖尿病等がある方について、保健指導の実施依頼の連絡があった場合は、

管理栄養士が栄養指導を実施しています。
・医療機関で特定健診のポスター掲示を行いました。
・長野県による在宅障害児 ( 者 ) 訪問歯科健診事業では、平成 28 年度（2016 年度）は４人の実

施がありました。
・自殺予防対策として、臨床心理士による心理相談（こころの健康相談）を実施しました。
・企業向けのメンタルヘルス出張講座を開催しました。
・自殺予防について、広報ちのによる市民への啓発活動を行いました。
・平成 29 年度（2017 年度）から産後ケア事業を開始し、産後のお母さんの支援を行いました。
・福祉医療制度を継続し、高齢者、子ども、障害者等の医療費の負担軽減を図りました。

２　障害者及び介護者の意向
　ヒアリング調査からは、「肥満気味になったり、栄養の偏りがあったりするといわれるが、栄養のこ
とを相談できる場所が欲しい」といった声が聞かれました。また、アンケート調査からは、福祉医療
制度の認知度が他の制度に比べて高く、広く周知されている様子が伺えました。

３　今後の取組
＜基本的考え方＞　
　障害のある人に対して、今後も引き続き適切な保健・医療サービスが提供されるよう、各保健福祉
サービスセンターの充実を図るとともに、障害の原因となる疾病の早期発見、早期療育に取り組みます。
障害のある人一人ひとりの特性に応じた形でコーディネートし、アドバイスするケア・マネジメント
体制を更に推進します。・ 引き続き手話通訳者・要約筆記者の派遣事業を実施し、聴覚障害者の日常生
活の利便を図ります。

・乳幼児健診については、保護者が来てよかったと思っていただける健診を目指して取り組みます。
・特定健診の未受診者で、過去の検査数値が高くリスクがあるにも関わらず未受診の場合は、訪問

をして受診勧奨を行います。
・栄養相談については、健康管理センターの管理栄養士が受け付けています。医療機関から治療中

の糖尿病等がある方について、保健指導の実施依頼の連絡があった場合は、管理栄養士が栄養
指導を継続して実施し連携を図っていきます。

・茅野市健康づくりポイント事業を、平成 29 年（2017 年）12 月から開始しました。市民自ら

第 10章　保健・医療
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が健康づくりに取り組む動機づけとして実施し、多くの市民に事業に参加してもらうことで、
特定健診、特定保健指導、がん検診等の受診率向上を目指します。併せて、早期発見、早期治
療等の疾病予防、重症化予防につなげます。

・保健福祉サービスセンターと協力して歯科医師会と連携をはかり、長野県による在宅障害児 ( 者
) 訪問歯科健診事業に協力します。

・心理相談、メンタルヘルス出張講座、自殺予防週間、こころの健康づくりについて、広報での啓
発を引き続き行います。

・茅野市自殺対策計画を、平成 30 年度（2018 年度）に策定します。自殺対策を検討する組織や
推進する組織について、課を超えた連携、他職種の連携体制を整備します。

・引き続き福祉医療制度の継続を図るとともに、「こども」の医療費については平成 30 年（2018
年）8 月から給付方式を見直し、医療機関窓口で自己負担分を一旦支払い後日指定口座に払い
戻される「自動給付方式」から、窓口での負担が軽減される「現物給付方式」へ変更し、更な
る福祉の増進を図ります。

「やまびこ園」利用者の作品
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「多機能型施設 モモ」利用者の作品
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擁

護
に

つ
い

て
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 6
0
 

Ⅺ
 

障
害
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施
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に
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す
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要

望
に
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い

て
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行

政
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す
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評
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記

述
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.
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.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
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療

育
手

帳
所
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調
査

結
果
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Ⅰ
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Ⅱ
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の
生
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Ⅲ
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Ⅳ
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護
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自
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こ
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に
つ
い
て
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.
.
.
.
.
.
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Ⅱ
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Ⅳ
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Ⅴ
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第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

 
第
１
章
 
調
査
実
施
の
概
要
 

  

3
 

第
１

章
 

調
査

実
施

の
概

要
 

１
 

調
査

の
目

的
 

平
成

3
0

年
度

か
ら

の
茅

野
市

障
害

者
福

祉
計

画
策

定
に

む
け

て
、

障
害

者
等

の
生

活
実

態
と

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

要
望

を

把
握

し
、

障
害

者
の

自
立

と
社

会
参

加
を

促
進

し
福

祉
施

策
を

進
め

る
基

礎
デ

ー
タ

と
す

る
。

 

２
 

調
査

の
設

計
 

（
１

）
調

査
票

の
種

類
と

対
象

者
 

身
体

障
害

 
茅

野
市

在
住

の
身

体
障

害
者

手
帳

を
お

持
ち

の
方

5
5

0
人

 

精
神

障
害

 
茅

野
市

在
住

の
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

を
お

持
ち

の
方

3
5

0
人

 

知
的

障
害

 
茅

野
市

在
住

の
療

育
手

帳
を

お
持

ち
の

方
2

5
0

人
 

介
護

者
・

保
護

者
 

身
体

障
害

者
・

精
神

障
害

者
・

知
的

障
害

児
者

の
介

護
者

・
保

護
者

5
0

0
人

 

（
い

ず
れ

も
無

作
為

抽
出

）
 

（
２

）
調

査
期

間
と

調
査

方
法

 

①
 
調

査
期

間
 

平
成

2
8

年
1

0
月

１
日

～
1

0
月

3
1

日
 

②
 
調

査
方

法
 

郵
送

に
よ

る
配

布
・

回
収

 

（
３

）
調

査
票

の
回

収
状

況
 

対
象

者
 

配
布

数
 

回
収

数
 

回
収

率
 

①
 

身
体

当
事

者
 

5
5

0
人

 
3

8
0

人
 

6
9

.1
％

 

②
 

精
神

当
事

者
 

3
5

0
人

 
1

8
8

人
 

5
3

.7
％

 

③
 

知
的

当
事

者
 

2
5

0
人

 
1

4
1

人
 

5
6

.4
％

 

④
 

介
護

者
・

保
護

者
 

5
0

0
人

 
3

1
2

人
 

6
2

.4
％

 

合
計

 
1

,6
5

0
人

 
1

,0
2

1
人

 
6

1
.9

％
 

３
 

報
告

書
の

見
方

に
つ

い
て

 

（
１

）
電

算
処

理
の

注
意

点
 

調
査

結
果

の
数

値
に

つ
い

て
は

小
数

点
第

２
位

以
下

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

内
訳

を
合

計
し

て
も

1
0

0
％

に
合

致
し

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

 

（
２

）
設

問
の

注
意

点
 

●
グ

ラ
フ

に
お

け
る

「
n

」
と

は
、

サ
ン

プ
ル

数
を

示
し

て
い

ま
す

。
回

答
者

を
限

定
し

て
い

る
問

い
も

あ
る

た
め

、
問

い
に

よ
っ

て
サ

ン
プ

ル
数

が
異

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

●
性

別
、

年
齢

等
の

無
回

答
が

あ
る

た
め

、
全

数
と

は
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

●
比

率
は

す
べ

て
パ

ー
セ

ン
ト

で
表

し
、

小
数

点
第

２
位

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

合
計

が
1

0
0

％
に

な
ら

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

 

●
複

数
回

答
の

問
い

は
、

回
答

者
全

員
の

う
ち

で
項

目
を

選
択

し
た

方
が

ど
れ

だ
け

い
る

か
を

算
出

す
る

た
め

、
各

項
目

の
比

率
の

合
計

は
1

0
0

％
を

超
え

ま
す

。

   

 

                 

 

                 

第
２

章
 

身
体

障
害

者
手

帳
所

持
者

調
査

結
果
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第
２
章
 
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
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本
人
が
ご
自
身
で

記
入

回
答

6
9
.5
%

本
人

の
意

思
を
「
代

筆
」

で
記
入

1
2
.9
%

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ
て
代

わ
り
に
記

入

9
.2
%

無
回

答

8
.4
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

ご
家
族

7
1
.6
%

そ
の
他

8
.6
%

無
回

答

1
9
.8
%

回
答

者

n
=
1
1
6
人

男

4
8
.7
%

女

5
1
.1
%

無
回

答

0
.3
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

第
２

章
 

身
体

障
害

者
手

帳
所

持
者

調
査

結
果

 

１
 

調
査

票
回

答
者

に
つ

い
て

 

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
に

つ
い

て
 

調
査

票
の

回
答

者
は

、「
本

人
が

ご
自

身
で

記
入

回
答

」
が

6
9

.5
％

（
2

6
4

人
）

で
最

も
多

く
、

次
い

で
、「

本
人

の
意

思
を

『
代

筆
』

で
記

入
」

が
1

2
.9

％
（

4
9

人
）
、「

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ
り

に
記

入
」

が
9

.2
％

（
3

5
人

）
で

あ
っ

た
。

 

 
 

        
◆

本
人

以
外

の
記

入
に

つ
い

て
 

記
入

者
は

、
ご

家
族

が
7

1
.6

％
（

8
3

人
）
、

そ
の

他
は

8
.6

％
（

1
0

人
）

で
あ

っ
た

。
 

   
 

      

Ⅰ
 

あ
な

た
ご

自
身

の
こ

と
に

つ
い

て
 

●
性

別
 

 

性
別

は
、
「

男
」

が
4

8
.7

％
（

1
8

5
人

）
、
「

女
」

が
5

1
.1

％
（

1
9

4
人

）
で

、
女

性
が

若
干

多
い

。
 

   
 

    

  

   

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

本
人

が
ご

自
身

で
記

入
回

答
 

2
6
4

本
人

の
意

思
を

「
代

筆
」

で
記

入
 

4
9

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代
わ
り
に
記
入
 

3
5

無
回

答
 

3
2

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ご
家

族
 

8
3

そ
の

他
 

1
0

無
回

答
 

2
3

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

男
 

1
8
5

女
 

1
9
4

無
回

答
 

1

   

8
 

ち
の

1
9
.2
%

宮
川

2
1
.6
%

米
沢

6
.6
%

豊
平

8
.9
%

玉
川

1
8
.4
%

泉
野

3
.4
%金
沢

4
.2
%湖

東

6
.8
%

北
山

6
.8
%

中
大

塩

3
.4
%

無
回

答

0
.5
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

2
0
歳

未
満

0
.3
%

2
0
歳

代

0
.5
%

3
0
歳

代

1
.6
%

4
0
歳

代

2
.6
%

5
0
歳

代

6
.8
%

6
0
歳

代

2
3
.7
%

7
0
歳

代

3
2
.9
%

8
0
歳

代

2
4
.7
%9
0
歳

以
上

3
.9
%

無
回

答

2
.9
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

1
人

1
1
.3
%

2
人

4
2
.9
%

3
人

2
0
.5
%

4
人

9
.5
%

5
人

5
.3
%

6
人

4
.2
%

7
人

1
.3
%

8
人

0
.3
%

無
回

答

4
.7
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

●
年

齢
 

 

年
齢

は
、「

6
0

歳
代

」
が

2
3

.7
％

、「
7

0
歳

代
」

が
3

2
.9

％
、

8
0

歳
代

が
「

2
4

.7
％

」
、「

9
0

歳
以

上
」

が
3

.9
％

、
6

0
歳

以
上

が
8

5
％

と
な

っ
て

お
り

、
高

齢
者

の
占

め
る

割
合

が
高

く
な

っ
て

い
る

。
 

   
 

        

●
地

区
 

 

居
住

し
て

い
る

地
区

は
、
「

宮
川

」
が

2
1

.6
％

（
8

2
人

）
、
「

ち
の

」
が

1
9

.2
％

（
7

3
人

）
、
「

玉
川

」
が

1
8

.4
％

（
7

0
人

）

で
、

３
地

区
で

全
体

の
ほ

ぼ
６

割
を

占
め

て
い

る
。

 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ち
の

 
7
3
 

宮
川

 
8
2
 

米
沢

 
2
5
 

豊
平

 
3
4
 

玉
川

 
7
0
 

泉
野

 
1
3
 

金
沢

 
1
6
 

湖
東

 
2
6
 

北
山

 
2
6
 

中
大

塩
 

1
3
 

無
回

答
 

2
 

 

●
同

居
家

族
の

人
数

 
 

【
同

居
家

族
】

 

同
居

家
族

に
つ

い
て

の
回

答
で

最
も

多
い

の
は

「
２

人
」

4
2

.9
％

（
1

6
3

人
）
、

次
い

で
「

３
人

」
が

2
0

.5
％

（
7

8
人

）
、
「

１

人
」

1
1

.3
％

（
4

3
人

）
で

あ
る

。
 

 

    
 

      

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

2
0
歳

未
満

 
1
 

2
0
歳

代
 

2
 

3
0
歳

代
 

6
 

4
0
歳

代
 

1
0
 

5
0
歳

代
 

2
6
 

6
0
歳

代
 

9
0
 

7
0
歳

代
 

1
2
5
 

8
0
歳

代
 

9
4
 

9
0
歳

以
上

 
1
5
 

無
回

答
 

1
1
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
人

 
4
3
 

２
人

 
1
6
3
 

３
人

 
7
8
 

４
人

 
3
6
 

５
人

 
2
0
 

６
人

 
1
6
 

７
人

 
5
 

８
人

 
1
 

無
回

答
 

1
8
 

4
5
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第
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身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

 

 

9
 

「
単

身
」
世

帯
（
ひ
と
り
暮

ら
し
）

1
3
.9
%

「
夫

婦
」
の

み
の

世
帯

3
5
.5
%

「
夫

婦
と
未

婚
の

子
」
の

み
、
ま
た
は

「
親

と
未

婚
の

子
」
の

み
の

世
帯

2
6
.1
%

複
合

家
族

世
帯

（
夫

婦
（
ま
た

は
親

）
と
既

婚
の

子
ど
も
と
そ

の
家
族
な
ど
か
ら
な
る
世
帯
）

1
5
.3
%

そ
の
他

4
.5
%

無
回

答

4
.7
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

0
人

1
8
.5
%

1
人

2
6
.0
%

2
人

1
5
.7
%

3
人

5
.2
%

4
人

1
.7
%

5
人

0
.6
%

無
回

答

3
2
.3
%

回
答

者

n
=
3
6
2
人

は
い

4
8
.4
%

い
い
え

4
2
.1
%

無
回

答

9
.5
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

【
同

居
家

族
の

う
ち

、
職

業
を

持
っ

て
い

る
人

】
 

同
居

家
族

の
う

ち
、

職
業

を
持

っ
て

い
る

人
は

、「
１

人
」

が
2

6
.0

％
（

9
4

人
）
、「

０
人

」
が

1
8

.5
％

（
6

7
人

）
、「

２
人

」
が

1
5

.7
％

（
5

7
人

）
で

あ
っ

た
。

 

    
 

      

●
家

族
構

成
（

現
在

同
居

し
て

い
る

家
族

の
状

況
）

 
 

ご
家

族
の

構
成

は
、

最
も

多
い

の
が

「
『

夫
婦

』
の

み
の

世
帯

」
で

3
5

.5
％

、「
『

夫
婦

と
未

婚
の

子
』

の
み

、
ま

た
は

『
親

と
未

婚

の
子

』
の

み
の

世
帯

2
6

.1
％

で
あ

っ
た

。
 

    

 
 

 

     

●
高

齢
者

世
帯

（
6

5
歳

以
上

だ
け

か
、

6
5

歳
以

上
の

人
と

1
8

歳
未

満
の

未
婚

の
家

族
で

構
成

さ
れ

る
世

帯
）

に
つ

い
て

 

「
は

い
」

と
回

答
し

た
の

は
4

8
.4

％
（

1
8

4
人

）
、「

い
い

え
」

と
回

答
し

た
の

は
4

2
.1

％
（

1
6

0
人

）
で

、
全

体
の

約
半

数
が

高
齢

者
世

帯
で

あ
っ

た
。

 

   
 

         

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
人

 
6
7

１
人

 
9
4

２
人

 
5
7

３
人

 
1
9

４
人

 
6

５
人

 
2

無
回

答
 

1
1
7

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

「
単

身
」

世
帯

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 
5
3

「
夫

婦
」

の
み

の
世

帯
 

1
3
5

「
夫
婦
と
未
婚
の
子
」
の
み
、
ま
た
は
「
親
と
未

婚
の
子
」
の
み
の
世
帯
 

9
9

複
合

家
族

世
帯

 

（
夫
婦
（
ま
た
は
親
）
と
既
婚
の
子
ど
も
と
 

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
な
る
世
帯
）
 

5
8

そ
の

他
 

1
7

無
回

答
 

1
8

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

は
い

 
1
8
4

い
い

え
 

1
6
0

無
回

答
 

3
6

   

1
0 

本
人

4
8
.7
%

配
偶

者

2
3
.4
%

親 1
.3
%

子
ど
も

1
2
.4
%

そ
の
他

2
.6
%

無
回

答

1
1
.6
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

1
5
0
万

円
未

満

2
5
.5
%

1
5
0
～

3
0
0
万

円
未

満

3
9
.7
%

3
0
0
～

5
0
0
万

円
未

満

1
1
.3
%

5
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満

3
.2
%

8
0
0
～

1
0
0
0
万

円
未

満

1
.8
%

1
0
0
0
万

円
以

上

1
.6
%

わ
か
ら
な
い

8
.4
%

無
回

答

8
.4
%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

 

●
世

帯
の

生
計

中
心

者
に

つ
い

て
 

 

世
帯

の
生

計
中

心
者

は
、「

本
人

」
が

4
8

.7
％

（
1

8
5

人
）
、「

配
偶

者
」

が
2

3
.4

％
（

8
9

人
）
、「

子
ど

も
」

が
1

2
.4

％
（

4
7

人
）

の
順

に
多

か
っ

た
。

 

  

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

本
人

 
1
8
5
 

配
偶

者
 

8
9
 

親
 

5
 

子
ど

も
 

4
7
 

そ
の

他
 

1
0
 

無
回

答
 

4
4
 

  

●
世

帯
の

生
計

中
心

者
の

昨
年

の
収

入
に

つ
い

て
 

世
帯

の
生

計
中

心
者

の
昨

年
の

収
入

は
、「

1
5

0
～

3
0

0
万

円
未

満
」

が
3

9
.7

％
、「

1
5

0
万

円
未

満
」

が
2

5
.5

％
、「

3
0

0
～

5
0

0
万

円
未

満
」

が
1

1
.3

％
で

あ
っ

た
。

 

 
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

1
5
0
万

円
未

満
 

9
7
 

1
5
0
～

3
0
0
万

円
未

満
 

1
5
1
 

3
0
0
～

5
0
0
万

円
未

満
 

4
3
 

5
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満
 

1
2
 

8
0
0
～

1
0
0
0
万

円
未

満
 

7
 

1
0
0
0
万

円
以

上
 

6
 

わ
か

ら
な

い
 

3
2
 

無
回

答
 

3
2
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1
1 

6
.8

 

6
.6

 

2
.4

 

4
.7

 

1
7
.4

 

4
1
.1

 

8
.2

 

4
.2

 

4
.7

 

1
6
.8

 

5
.8

 8
.9

 

6
.1

 

0
.0

 

0
.0

 

1
.8

 6
.1

 

4
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

視
覚

聴
覚

平
衡

機
能

音
声

・
言

語
・
そ

し
ゃ

く
機

能

肢
体

不
自

由
（
上

肢
）

肢
体

不
自

由
（
下

肢
）

肢
体

不
自

由
（
体

幹
）

肢
体

不
自

由
（
脳

原
性

運
動

機
能

障
害

・
上

肢
機

能
）

肢
体

不
自

由
（
脳

原
性

運
動

機
能

障
害

・
移

動
機

能
）

心
臓

機
能

呼
吸

器
機

能

じ
ん

臓
機

能

ぼ
う

こ
う

・
直

腸
機

能

小
腸

機
能

ヒ
ト

免
疫

不
全

ウ
ィ

ル
ス

に
よ

る
免

疫
機

能

肝
臓

機
能

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

8
.7

 

5
.8

 

5
.5

 

2
.9

 

1
.6

 

2
0
.0

 

3
.2

 

0
.0

 

1
1
.1

 

7
.6

 

1
.3

 

0
.3

 5
.0

 

1
3
.4

 

1
4
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

脳
血

管
性

の
病

気
（
脳

出
血

な
ど

）

糖
尿

病

目
の

疾
患

耳
の

疾
患

脊
髄

性
小

児
マ

ヒ

骨
や

関
節

の
病

気

リ
ュ

ウ
マ

チ
に

関
す

る
病

気

結
核

内
部

疾
患

呼
吸

器
の

疾
患

て
ん

か
ん

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
及

び
そ

れ
に

類
す

る
病

気

難
病

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

●
主

な
障

害
の

内
容

・
種

類
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

障
害

の
内

容
・

種
類

は
、「

肢
体

不
自

由
（

下
肢

）
」

が
最

も
多

く
4

1
.1

％
で

あ
る

。
次

い
で

、「
肢

体
不

自
由

（
上

肢
）
」

が
1

7
.4

％
、

「
心

臓
機

能
」

が
1

6
.8

％
と

な
っ

て
い

る
。

肢
体

不
自

由
と

内
部

障
害

が
多

い
。

 

①
障

害
の

内
容

・
種

類
 

  
 

             

●
主

な
障

害
の

原
因

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

障
害

発
生

の
原

因
は

、
疾

病
で

は
「

骨
や

関
節

の
病

気
」

が
最

も
多

く
2

0
.0

％
、

次
い

で
「

内
部

疾
患

」
1

1
.1

％
、「

脳
血

管
性

の

病
気

な
ど

（
脳

出
血

な
ど

）
」

が
8

.7
％

と
な

っ
て

い
る

。
 

②
障

害
発

生
の

原
因

（
疾

病
）
 

 

 
 

          
 

視
覚

 

聴
覚

 

平
衡

機
能

 

音
声

・
言

語
・

そ
し

ゃ
く

機
能

 

肢
体

不
自

由
（

上
肢

）
 

肢
体

不
自

由
（

下
肢

）
 

肢
体

不
自

由
（

体
幹

）
 

肢
体

不
自

由
（

脳
原

性
運

動
機

能
障

害
・

上
肢

機
能

）
 

肢
体

不
自

由
（

脳
原

性
運

動
機

能
障

害
・

移
動

機
能

）
 

心
臓

機
能

 

呼
吸

器
機

能
 

じ
ん

臓
機

能
 

ぼ
う

こ
う

・
直

腸
機

能
 

小
腸

機
能

 

ヒ
ト

免
疫

不
全

ウ
ィ

ル
ス

に
よ

る
免

疫
機

能
 

肝
臓

機
能

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

脳
血

管
性

の
病

気
（

脳
出

血
な

ど
）

 

糖
尿

病
 

目
の

疾
患

 

耳
の

疾
患

 

脊
髄

性
小

児
マ

ヒ
 

骨
や

関
節

の
病

気
 

リ
ュ

ウ
マ

チ
に

関
す

る
病

気
 

結
核

 

内
部

疾
患

 

呼
吸

器
の

疾
患

 

て
ん

か
ん

 

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
及

び
そ

れ
に

類
す

る
病

気
 

難
病

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

   

1
2 

2
0
歳

未
満

1
.3

%
2
0
歳

代

4
.2

%

3
0
歳

代

5
.3

% 4
0
歳

代

8
.9

%

5
0
歳

代

1
5
.8

%

6
0
歳

代

1
9
.5

%

7
0
歳

代

1
5
.5

%

8
0
歳

代

6
.8

%

9
0
歳

以
上

0
.3

%

無
回

答

2
2
.4

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

6
.6

 

4
.7

 

1
4
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

原
因

不
明

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

2
.4

 

0
.3

 

0
.0

 3
.2

 

1
4
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

交
通

事
故

労
働

災
害

・
職

業
病

戦
病

・
戦

傷
・
戦

災

そ
の

他
の

事
故

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

0
.3

 

0
.3

 

0
.8

 

0
.3

 

0
.5

 

0
.3

 

0
.3

 

0
.0

 

2
.4

 

1
4
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

仮
死

出
産

未
熟

児

脳
性

マ
ヒ

二
分

脊
椎

水
頭

症

染
色

体
異

常

薬
に

よ
る

影
響

放
射

線
の

影
響

そ
の

他
の

出
産

前
後

の
障

害

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

（
出

産
前

後
の

障
害

）
 

 

 
 

     

（
事

故
）

 

 

 
 

 （
そ

の
他

）
 

 

 

●
障

害
発

生
の

年
齢

に
つ

い
て

 
 

障
害

発
生

の
年

齢
に

つ
い

て
は

、
「

6
0

歳
代

」
が

1
9

.5
％

（
7

4
人

）
、
「

5
0

歳
代

」
が

1
5

.8
％

（
6

0
人

）
、
「

7
0

歳
代

」
が

1
5

.5
％

（
5

9
人

）
の

順
に

多
か

っ
た

。
 

    
 

            

仮
死

出
産

 

未
熟

児
 

脳
性

マ
ヒ

 

二
分

脊
椎

 

水
頭

症
 

染
色

体
異

常
 

薬
に

よ
る

影
響

 

放
射

線
の

影
響

 

そ
の

他
の

出
産

前
後

の
障

害
 

無
回

答
 

交
通

事
故

 

労
働

災
害

・
職

業
病

 

戦
病

・
戦

傷
・

戦
災

 

そ
の

他
の

事
故

 

無
回

答
 

原
因

不
明

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

2
0
歳

未
満

 
5
 

2
0
歳

代
 

1
6
 

3
0
歳

代
 

2
0
 

4
0
歳

代
 

3
4
 

5
0
歳

代
 

6
0
 

6
0
歳

代
 

7
4
 

7
0
歳

代
 

5
9
 

8
0
歳

代
 

2
6
 

9
0
歳

以
上

 
1
 

無
回

答
 

8
5
 

8
9
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身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

 

 

1
3 

１
級

2
7
.4

% ２
級

9
.5

%

３
級

1
5
.5

%

４
級

2
6
.6

%

５
級

5
.5

%

６
級

4
.7

%

無
回

答

1
0
.8

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

1
.8

 

1
.8

 

7
2
.4

 

1
.6

 

2
2
.4

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

療
育

手
帳

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳

持
っ

て
い

な
い

わ
か

ら
な

い

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

あ
る

1
4
.7

%

な
い

7
3
.2

%

無
回

答

1
2
.1

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

●
身

体
障

害
以

外
の

障
害

に
つ

い
て

 

身
体

障
害

以
外

の
障

害
の

有
無

に
つ

い
て

は
、「

な
い

」
が

7
3

.2
％

で
あ

っ
た

。
身

体
障

害
と

他
の

障
害

と
の

重
複

が
「

あ
る

」
と

回
答

し
た

の
は

1
4

.7
％

で
あ

っ
た

。
 

         

●
身

体
障

害
者

手
帳

の
等

級
に

つ
い

て
 

 

身
体

障
害

者
手

帳
の

等
級

は
、「

１
級

」
が

2
7

.4
％

（
1

0
4

人
）
、「

2
級

」
が

9
.5

％
（

3
6

人
）

で
、

約
４

割
が

重
度

の
障

害
と

な
っ

て
い

る
。

 

    
 

      

●
身

体
障

害
者

手
帳

以
外

の
障

害
者

手
帳

の
所

持
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

身
体

障
害

者
手

帳
以

外
の

手
帳

の
所

持
は

、
「

療
育

手
帳

」
が

1
.8

％
、
「

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
」

が
1

.8
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

      
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
5
6

な
い

 
2
7
8

無
回

答
 

4
6

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
1
0
4

２
級

 
3
6

３
級

 
5
9

４
級

 
1
0
1

５
級

 
2
1

６
級

 
1
8

無
回

答
 

4
1

療
育

手
帳

 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
 

持
っ

て
い

な
い

 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

   

1
4 

利
用

し
て

い
る

1
5
.8

%

利
用

し
て

い
な

い

7
3
.9

%

わ
か

ら
な

い

4
.7

%

そ
の

他

0
.3

%

無
回

答

5
.3

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

１
級

4
2
.9

%

２
級

1
4
.3

%

３
級

1
4
.3

%

無
回

答

2
8
.6

%

回
答

者

n
=
7
人

A
１

8
5
.7

%

A
２

1
4
.3

%

B
１

0
.0

%

B
２

0
.0

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
7
人

【
等

級
（

療
育

）
】

 

「
療

育
手

帳
」

と
答

え
た

手
帳

の
等

級
 

療
育

手
帳

の
等

級
は

、
「

Ａ
１

」
が

8
5

.７
％

、
「

Ａ
２

」
が

1
4

.3
％

で
、

よ
り

重
い

等
級

が
多

か
っ

た
。

 

    
 

     

【
等

級
（

精
神

）
】

 

「
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

」
と

答
え

た
手

帳
の

等
級

 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
の

等
級

は
、「

１
級

」
が

4
2

.9
％

、「
２

級
」

が
1

4
.3

％
、「

３
級

」
が

1
4

.3
％

で
、

よ
り

重
度

の
等

級
が

多
か

っ
た

。
 

     
 

  
 

   

 

Ⅱ
 

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
に

つ
い

て
 

問
１

 
障

害
者

総
合

支
援

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

者
総

合
支

援
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
は

、「
利

用
し

て
い

な
い

」
が

7
3

.9
％

、「
利

用
し

て
い

る
」

が
1

5
.8

％
で

７
割

以
上

が
利

用
し

て
い

な
か

っ
た

。
 

 

   
 

      

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

Ａ
１

 
6
 

Ａ
２

 
1
 

Ｂ
１

 
0
 

Ｂ
２

 
0
 

無
回

答
 

0
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
3
 

２
級

 
1
 

３
級

 
1
 

無
回

答
 

2
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
6
0
 

利
用

し
て

い
な

い
 

2
8
1
 

わ
か

ら
な

い
 

1
8
 

そ
の

他
 

1
 

無
回

答
 

2
0
 

10
11
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1
5 

認
定

を
受

け
て

い
る

2
1
.6

%

受
け

て
い

な
い

4
5
.5

%

わ
か

ら
な

い

2
2
.1

%

そ
の

他

0
.3

%

無
回

答

1
0
.5

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

認
定

を
受

け
て

い
る

2
5
.8

%

受
け

て
い

な
い

6
0
.0

%

わ
か

ら
な

い

8
.2

%

そ
の

他

0
.3

%

無
回

答

5
.8

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

利
用

し
て

い
る

1
6
.1

%

利
用

し
て

い
な

い

7
5
.5

%

わ
か

ら
な

い

3
.4

%

そ
の

他

0
.0

%
無

回
答

5
.0

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

 

問
２

 
障

害
支

援
区

分
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

支
援

区
分

の
認

定
は

、
「

受
け

て
い

な
い

」
が

4
5

.5
％

（
1

7
3

人
）
、

認
定

を
「

受
け

て
い

る
」

が
2

1
.6

％
（

8
2

人
）

で
 

約
半

数
が

認
定

を
受

け
て

い
な

か
っ

た
。

問
1

「
障

害
者

総
合

支
援

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
有

無
に

つ
い

て
」

の
集

計

結
果

を
ふ

ま
え

る
と

、
認

定
を

受
け

て
い

る
人

の
約

７
割

が
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

。
 

    
 

       

問
３

 
介

護
保

険
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

有
無

に
つ

い
て

 

介
護

保
険

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

は
、
「

利
用

し
て

い
な

い
」

が
7

5
.5

％
（

2
8

7
人

）
、
「

利
用

し
て

い
る

」
が

1
6

.1
％

（
6

1
人

）
で

、
７

割
以

上
が

利
用

し
て

い
な

か
っ

た
。

 

    
 

   
 

 

  

問
４

 
介

護
保

険
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

介
護

保
険

の
認

定
は

、
「

認
定

を
受

け
て

い
る

」
が

2
5

.8
％

（
9

8
人

）
、
「

認
定

を
受

け
て

い
な

い
」

が
、

6
0

.0
％

（
2

2
8

人
）

で
６

割
が

受
け

て
い

な
か

っ
た

。
問

3
「

介
護

保
険

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

つ
い

て
」

で
の

集
計

結
果

を
ふ

ま
え

る

と
、

認
定

を
受

け
て

い
る

人
の

約
６

割
が

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
。

 

    
 

       

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

認
定

を
受

け
て

い
る

 
8
2

受
け

て
い

な
い

 
1
7
3

わ
か

ら
な

い
 

8
4

そ
の

他
 

1

無
回

答
 

4
0

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
6
1

利
用

し
て

い
な

い
 

2
8
7

わ
か

ら
な

い
 

1
3

そ
の

他
 

0

無
回

答
 

1
9

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

認
定

を
受

け
て

い
る

 
9
8

受
け

て
い

な
い

 
2
2
8

わ
か

ら
な

い
 

3
1

そ
の

他
 

1

無
回

答
 

2
2

   

1
6 

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
（
今

後
も

利
用

し
続

け
た

い
）

1
6
.8

%

必
要

に
な

っ
た

ら

利
用

し
た

い

5
8
.9

%

利
用

し
た

く
な

い

5
.0

%

わ
か

ら
な

い

1
3
.9

%

無
回

答

5
.3

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

1
5
.8

 2
1
.1

 

0
.0

 5
.3

 

5
.3

 

0
.0

 5
.3

 

3
6
.8

 

5
.3

 

1
5
.8

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

配
偶

者
な

ど
の

介
助

だ
け

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

友
人

・
近

所
の

人
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

料
金

が
髙

す
ぎ

る
か

ら

希
望

す
る

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

か
ら

申
請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

障
害

が
重

く
て

頼
め

る
事

業
所

が
な

い
か

ら

と
く
に

理
由

は
な

い

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
9
人

問
５

 
今

後
の

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
希

望
に

つ
い

て
 

今
後

の
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

は
、「

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
（

今
後

も
利

用
し

続
け

た
い

）
」

が
1

6
.8

％
、「

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用
し

た
い

」
が

5
8

.9
％

、
「

利
用

し
た

く
な

い
」

が
5

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

 

  
 

 

      

問
６

 
問

５
で

「
利

用
し

た
く

な
い

」
と

回
答

し
た

そ
の

理
由

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

利
用

し
た

く
な

い
理

由
は

、「
と

く
に

理
由

は
な

い
」

が
3

6
.8

％
、「

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら
」

が
2

1
.1

％
、

「
配

偶
者

な
ど

の
介

助
だ

け
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

」
が

1
5

.8
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

       
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
 

（
今

後
も

利
用

し
続

け
た

い
）

 
6
4
 

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用
し

た
い

 
2
2
4
 

利
用

し
た

く
な

い
 

1
9
 

わ
か

ら
な

い
 

5
3
 

無
回

答
 

2
0
 

配
偶

者
な

ど
の

介
助

だ
け

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら
 

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら
 

友
人

・
近

所
の

人
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
介

助
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

 

料
金

が
髙

す
ぎ

る
か

ら
 

希
望

す
る

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

か
ら

 

申
請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

 

障
害

が
重

く
て

頼
め

る
事

業
所

が
な

い
か

ら
 

と
く

に
理

由
は

な
い

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

12
13
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1
7 

1
4
.7

 

5
1
.1

 

1
6
.3

 

5
.0

 

4
7
.1

 

1
3
.9

 6
.6

 

8
.7

 3
.4

 

4
.2

 0
.5

 

2
7
.9

 

1
.3

 

1
.1

 

5
.3

 

2
.9

 

1
5
.5

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

民
生

委
員

市
役

所

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所

相
談

支
援

専
門

員
（
相

談
支

援
事

業
所

）

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（
東

部
,西

部
,中

部
,

北
部

）

社
会

福
祉

協
議

会

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

（
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
兼

）

身
体

障
害

者
相

談
員

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

介
護

保
険

施
設

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ

病
院

や
開

業
医

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア
シ

ス
）

そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

友
人

・
仲

間

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

2
.8

 

1
6
.2

 

0
.9

 

1
.6

 

1
1
.5

 

2
.2
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障
害
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ー

ビ
ス

事
業

所

相
談

支
援

専
門

員
（
相

談
支

援
事

業
所

）

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（
東

部
,西

部
,中

部
,北

部
）

社
会

福
祉

協
議

会

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

（
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
兼

）

身
体

障
害

者
相

談
員

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

介
護

保
険

施
設

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ

病
院

や
開

業
医

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア
シ

ス
）

そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

友
人

・
仲

間

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
3
8
0
人

【
家

族
・
親

族
以

外
の

相
談

先
（
複

数
回

答
）
】
 

問
７

 
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
必

要
時

の
家

族
親

戚
以

外
の

相
談

先
に

つ
い

て
 

相
談

先
と

し
て

、
「

市
役

所
」

が
最

も
多

く
5

1
.1

％
、

次
い

で
「

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
」

が
4

7
.1

％
と

、
行

政
の

窓

口
が

多
か

っ
た

。
「

病
院

や
開

業
医

」
は

2
7

.9
％

で
あ

っ
た

。
 

最
初

に
相

談
に

行
く

場
所

は
、

市
役

所
1

6
.2

％
、

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
1

1
.5

％
、

病
院

や
開

業
医

が
6

.2
％

で
あ

っ

た
。

 

   

 

 

 
 

                  
 民

生
委

員
 

市
役

所
 

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
 

相
談

支
援

専
門

員
（

相
談

支
援

事
業

所
）

 

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（

東
部

,
西

部
,
中

部
,
北

部
）

 

社
会

福
祉

協
議

会
 

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

（
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
兼

）
 

身
体

障
害
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相

談
員

 

訪
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看
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テ
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シ

ョ
ン

 

介
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険

施
設

 

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
 
 

病
院

や
開

業
医

 

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア
シ

ス
）

 

そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

 

友
人

・
仲

間
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

【
最

初
の
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談

先
（
単

数
回

答
）
】
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民
生

委
員
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情

報
を

提
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よ

い

プ
ラ

イ
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シ
ー

に
か
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わ
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の
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提
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し
た
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い

わ
か
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回
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問
８

 
災

害
発

生
直

後
に

想
定

さ
れ

る
不

安
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 
 

災
害

直
後

の
不

安
は

、
「

情
報

を
早

く
、

正
確

に
得

る
こ

と
が

で
き

る
か

ど
う

か
不

安
で

あ
る

」
が

5
1

.8
％

、
「

家
族

や
外

部
の

人

に
す

ぐ
連

絡
で

き
る

か
ど

う
か

不
安

で
あ

る
」

が
3

9
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

                      

問
９

 
非

常
時

や
災

害
対

策
の

一
つ

と
し

て
個

人
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

災
害

対
策

と
し

て
情

報
提

供
を

す
る

こ
と

は
、
「

警
察

署
や

消
防

署
に

情
報

を
提

供
し

て
も

よ
い

」
が

4
8

.2
％

、
「

地
区

の
役

員
や

消
防

団
に

情
報

を
提

供
し

て
も

よ
い

」
が

4
0

.5
％

の
順

に
多

か
っ

た
。

一
方

、「
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

か
か

わ
る

の
で

情
報

を
提

供
し

た

く
な

い
」

は
7

.9
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

     
 

情
報

を
早

く
、

正
確

に
得

る
こ

と
が

で
き

る
か

ど
う

か
不

安
で

あ
る

 

家
族

や
外

部
の

人
に

す
ぐ

連
絡

で
き

る
か

ど
う

か
不

安
で

あ
る

 

避
難

所
が

わ
か

ら
な

い
 

短
時

間
に

移
動

で
き

る
範

囲
内

に
避

難
所

が
な

い
 

他
人

の
助

け
が

な
け

れ
ば

避
難

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
 

被
災

し
た

と
き

に
頼

れ
る

人
、

相
談

相
手

が
い

な
い

 

ど
ん

な
行

動
を

し
た

ら
よ

い
か

わ
か

ら
な

い
 

そ
の

他
 

特
に

不
安

は
な

い
 

無
回

答
 

警
察

署
や

消
防

署
に

情
報

を
提

供
し

て
も

よ
い

 

隣
近

所
に

情
報

を
提

供
し

て
も

よ
い

 

地
区

の
役

員
や

消
防

団
に

情
報

を
提

供
し

て
も

よ
い

 

民
生

委
員

に
情

報
を

提
供

し
て

も
よ

い
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
の
で
情
報
を
提
供
し
た
く
な
い
 

わ
か

ら
な

い
 

そ
の

他
 

無
回

答
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ど
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合
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宅
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民
間

の
賃

貸
住

宅
（
一

戸
建

て
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民
間

の
賃
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宅
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パ
ー
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・
マ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

の
集

合
住

宅
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公
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住
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社
宅

・
公

務
員

住
宅

グ
ル
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福
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施
設

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
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3
8
0
人

Ⅲ
 

日
常

生
活

に
お

け
る

不
便

の
解

消
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 

問
1

0
 

住
ま

い
の

形
態

に
つ

い
て

 

住
ま

い
の

形
態

は
、
「

持
ち

家
（

一
戸

建
て

）
」

が
8

7
.9

％
で

、
約

９
割

を
占

め
て

い
た

。
 

 

 

 
 

      
問

1
1

 
住

ま
い

の
改

善
・

改
造

を
し

た
い

箇
所

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

住
宅

で
改

善
・

改
修

を
し

た
い

と
こ

ろ
は

、
「

特
に

な
い

」
が

4
4

.7
％

で
最

も
多

く
、

次
い

で
、
「

浴
室

」
1

7
.9

％
、
「

手
す

り
の

設
置

」
1

3
.2

％
、
「

段
差

の
解

消
」

1
1

.8
％

で
あ

っ
た

。
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そ
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他

無
回

答
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答

者
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人

【
①

誰
が

同
伴

者
と

な
る

か
（
複

数
回

答
）
】
 

問
1

2
 

日
常

生
活

に
お

け
る

外
出

時
の

同
伴

者
要

否
に

つ
い

て
 

外
出

は
、「

ひ
と

り
で

外
出

で
き

る
」

が
5

5
.3

％
、「

必
ず

同
伴

者
が

必
要

」
2

3
.4

％
、「

時
々

同
伴

者
が

必
要

」
1

4
.7

％
の

順
で

あ
っ

た
。

 

  

 
 

 

 
 

 
 

    

問
1

3
 

問
1

2
で

「
必

要
」

と
回

答
し

た
同

伴
者

に
つ

い
て

 

外
出

の
際

の
同

伴
者

は
、「

子
ど

も
及

び
そ

の
配

偶
者

」
が

5
5

.2
％

、「
配

偶
者

」
が

5
3

.8
％

、「
兄

弟
姉

妹
」

1
8

.6
％

と
、

ほ
と

ん
ど

が
家

族
に

よ
る

も
の

で
あ

っ
た

。「
友

人
や

仲
間

」
は

、
1

0
.3

％
で

あ
っ

た
。

最
も

同
伴

す
る

こ
と

が
多

い
人

は
、「

配
偶

者
」

が

2
8

.7
％

、
「

子
ど

も
及

び
そ

の
配

偶
者

」
が

8
.4

％
で

あ
っ

た
。
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こ
と

が
多

い
（
単

数
回

答
）
】
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問
1

4
 

外
出

時
、

街
の

中
や

建
物

の
中

で
、

困
っ

た
り

不
便

に
感

じ
て

い
る

と
こ

ろ
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

街
の

中
や

建
物

の
中

で
、

困
っ

た
り

不
便

を
感

じ
る

と
こ

ろ
は

、「
買

い
物

を
す

る
場

所
」

1
7

.6
％

、「
交

通
手

段
」

1
2

.4
％

、「
居

住
地

の
周

辺
」

1
1

.1
％

の
順

に
多

か
っ

た
。

 

                 

※
不

便
な

点
の

具
体

的
な

記
述

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

編
参

照
 

 

居
住

地
の

周
辺

 

買
い

物
を

す
る

場
所

 

職
場

や
そ

の
周

辺
 

公
共

施
設

 

（
市
役
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、
地
区
公
民
館
な
ど
）
 

茅
野

駅
周

辺
 

病
院

や
医

院
 

娯
楽

施
設

 

交
通

手
段

 

道
路

・
歩

道
 

そ
の

他
 

無
回

答
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7
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1
0
0
%

大
変

重
要

視
す

る
重

要
視

す
る

重
要

視
し

な
い

無
回

答

3
4
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1
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.8

 

3
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.0
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1
3
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2
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1
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2
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9
.3

 

1
7
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3
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2
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2
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5
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1
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2
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2
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2
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1
1
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9
9
8
年

2
0
0
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年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

Ⅳ
 

社
会

参
加

や
地

域
活

動
に

つ
い

て
 

問
1

5
 

「
自

立
に

関
す

る
意

見
」

に
つ

い
て

の
考

え
方

 

自
立

に
関

す
る

意
見

は
、「

家
族

の
助

け
を

借
り

て
」

が
2

8
.9

％
、「

援
助

や
サ

ー
ビ

ス
を

使
っ

て
」

が
2

4
.2

％
で

増
え

て
き

て
い

る
。
「

で
き

る
だ

け
自

分
の

力
で

」
は

2
8

.7
％

で
減

少
傾

向
に

あ
る

。
 

 

 

       

問
1

6
 

「
自

立
に

関
す

る
意

見
」

で
何

を
重

要
視

す
る

か
 

自
立

に
関

す
る

意
見

で
重

要
視

し
て

い
る

も
の

と
し

て
最

も
多

い
の

は
、
「

⑦
公

的
年

金
や

賃
金

な
ど

を
得

て
、

経
済

的
に

暮
ら

し

が
成

り
立

つ
こ

と
」

が
4

5
.0

％
、

次
い

で
「

③
趣

味
や

余
暇

の
時

間
を

持
ち

、
精

神
的

に
も

充
実

し
て

い
る

こ
と

」
が

3
0

.8
％

、「
⑤

身
の

回
り

の
家

事
な

ど
の

生
活

技
術

が
身

に
つ

い
て

い
る

こ
と

」
が

2
4

.5
％

で
あ

っ
た

。「
重

要
視

す
る

」
と

の
合

計
で

も
、

同
じ

傾

向
で

あ
る

。
 

 
 

          

   
 

で
き

る
だ

け
 

自
分

の
力

で
 

援
助

や
サ

ー
ビ

ス
を

 

使
っ

て
 

家
族

の
助

け
を

借
り

て
 

難
し

い
 

無
回

答
 

 
回

答
者

 

n
=
3
8
0
人

 

①
働

く
こ

と
に

意
義

を
見

い
だ

し
、

そ
こ

か

ら
賃

金
を

得
る

こ
と

 

②
身

体
が

健
康

で
あ

り
、

機
能

回
復

訓
練

等

を
積

極
的

に
行

な
う

こ
と

 

③
趣

味
や

余
暇

の
時

間
を

持
ち

、
精

神
的

に

も
充

実
し

て
い

る
こ

と
 

④
地

域
の

人
々

と
の

交
流

や
ふ

れ
あ

い
の

機
会

が
あ

る
こ

と
 

⑤
身

の
回

り
の

家
事

な
ど

の
生

活
技

術
が

身
に

つ
い

て
い

る
こ

と
 

⑥
行

政
な

ど
へ

の
積

極
的

な
参

加
・

参
画

の

機
会

が
あ

る
こ

と
 

⑦
公

的
年

金
や

賃
金

な
ど

を
得

て
、

経
済

的

に
暮

ら
し

が
成

り
立

つ
こ

と
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身

体
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
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問
1

7
 

社
会

福
祉

に
つ

い
て

の
情

報
収

集
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

社
会

福
祉

の
情

報
は

、
市

の
広

報
紙

か
ら

得
て

い
る

が
5

7
.6

％
で

最
も

多
く

、
次

い
で

、
回

覧
板

3
6

.8
％

、
一

般
の

新
聞

・
雑

誌

3
0

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

                  

問
1

8
 

近
所

で
困

っ
た

時
に

手
伝

い
を

頼
め

る
人

の
存

在
の

有
無

に
つ

い
て

 

困
っ

た
と

き
に

頼
ん

だ
り

手
伝

っ
て

も
ら

え
る

人
は

、
「

い
ざ

と
い

う
と

き
に

は
頼

め
る

人
が

い
る

」
が

4
3

.2
％

、
「

い
つ

で
も

気

軽
に

頼
め

る
人

が
い

る
」

が
2

1
.8

％
と

、
頼

め
る

人
が

い
る

割
合

は
６

割
を

超
え

て
い

る
。

一
方

で
、「

何
か

頼
め

る
関

係
で

は
な

い
」

1
3

.2
％

、「
ま

っ
た

く
い

な
い

」
1

3
.4

％
で

、
約

３
割

の
人

は
頼

め
る

人
が

い
な

い
状

況
に

あ
り

、
そ

の
割

合
は

徐
々

に
増

え
て

き
て

い
る

。
 

 

       
 

知
り

合
い

の
人

か
ら

聞
く

 

回
覧

板
 

市
の

広
報

紙
 

役
所

の
窓

口
・

掲
示

板
 

社
協

だ
よ

り
「

や
ら

ざ
ぁ

」
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

紙
「

た
ま

ご
」

 

社
会

福
祉

に
関

す
る

新
聞

・
雑

誌
 

一
般

の
新

聞
・

雑
誌

 

当
事

者
組

織
か

ら
の

連
絡

（
機

関
紙

な
ど

）
 

そ
の

他
 

ま
っ

た
く

入
っ

て
こ

な
い

 

無
回

答
 

い
つ

で
も

気
軽

に
頼

め
る

人
が

い
る

 

い
ざ

と
い

う
と

き
に

は
 

頼
め

る
人

が
い

る
 

何
か

頼
め

る
 

関
係

で
は

な
い

 
ま

っ
た

く
い

な
い

 
無

回
答
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問
1

9
 

自
分

と
異

な
る

障
害

の
あ

る
人

と
の

つ
き

あ
い

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

普
段

の
生

活
の

中
で

、
自

分
と

異
な

る
種

別
の

障
害

の
あ

る
人

と
の

つ
き

あ
い

は
、「

特
に

つ
き

あ
う

機
会

は
な

い
」

が
4

1
.6

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
家

族
や

親
戚

と
し

て
の

関
わ

り
」

が
2

0
.0

％
で

あ
っ

た
。

 

               

問
2

0
 

活
動

等
の

参
加

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

活
動

に
つ

い
て

は
、

高
齢

者
ク

ラ
ブ

が
1

9
.2

％
、

公
民

館
活

動
が

1
0

.5
％

、
自

主
的

な
サ

ー
ク

ル
活

動
等

が
9

.2
％

の
順

に
多

い

が
、
「

何
も

参
加

し
て

い
な

い
」

が
4

7
.6

％
で

最
も

多
い

。
 

                   
 

近
所

で
の

お
つ

き
あ

い
が

あ
る

 

職
場

の
中

で
の

関
わ

り
 

講
座

や
趣

味
の

サ
ー

ク
ル

の
中

で
の

関
わ

り
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
中

で
の

関
わ

り
 

家
族

や
親

戚
と

し
て

の
関

わ
り

 

そ
の

他
 

特
に

つ
き

あ
う

機
会

は
な

い
 

無
回

答
 

当
事

者
団

体
 

消
費

者
団

体
 

商
業

会
 

Ｐ
Ｔ

Ａ
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

 

公
民

館
活

動
 

自
主

的
な

サ
ー

ク
ル

活
動

等
 

高
齢

者
ク

ラ
ブ

 

そ
の

他
 

何
も

参
加

し
て

い
な

い
 

無
回

答
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身

体
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
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【
こ

の
１

年
間

で
体

験
し

た
こ

と
】
 

 
問

2
1

 
こ

の
1

年
間

に
体

験
し

た
こ

と
、

体
験

し
て

み
た

い
こ

と
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

こ
の

1
年

間
で

体
験

し
た

こ
と

は
、
「

⑫
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
（

県
内

外
）
」

が
4

0
.8

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
⑤

日
帰

り
旅

行
」

が

2
9

.5
％

、
「

⑥
一

泊
以

上
の

国
内

旅
行

」
が

2
3

.2
％

で
あ

っ
た

。
 

今
後

し
て

み
た

い
こ

と
は

、
「

⑥
一

泊
以

上
の

国
内

旅
行

」
が

2
0

.3
％

で
最

も
多

く
、

次
い

で
「

⑤
日

帰
り

旅
行

」
が

1
7

.1
％

、

「
⑦

海
外

旅
行

」
が

1
1

.8
％

、
「

③
コ

ン
サ

ー
ト

、
演

劇
、

映
画

鑑
賞

」
が

1
1

.6
％

で
あ

っ
た

。
 

                      ※
 

こ
の

1
年

間
に

体
験

し
た

こ
と

、
し

て
み

た
い

こ
と

に
つ

い
て

の
具

体
的

な
記

述
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
参

照
。
 

 

①
ス

ポ
ー

ツ
 

②
カ

ラ
オ

ケ
 

③
コ

ン
サ

ー
ト

、
演

劇
、

映
画

鑑
賞

 

④
パ

チ
ン

コ
 

⑤
日

帰
り

旅
行

 

⑥
一

泊
以

上
の

国
内

旅
行

 

⑦
海

外
旅

行
 

⑧
図

書
館

・
美

術
館

に
行

く
 

⑨
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
 

⑩
学

習
や

趣
味

の
サ

ー
ク

ル
活

動
 

⑪
公

民
館

や
地

区
の

地
域

活
動

 

⑫
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
（

県
内

外
）

 

【
今

後
し

て
み

た
い

こ
と

】
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問
2

2
 

問
2

1
で

回
答

し
た

体
験

を
す

る
上

で
、

不
便

に
感

じ
る

こ
と

（
複

数
回

答
）

 

不
便

に
感

じ
る

こ
と

と
し

て
、「

費
用

が
か

か
る

」
が

1
7

.5
％

、「
一

緒
に

楽
し

む
仲

間
が

少
な

い
、

ま
た

は
い

な
い

」
が

1
6

.1
％

、

「
目

的
地

ま
で

の
交

通
が

不
便

」
が

1
5

.3
％

の
順

に
多

か
っ

た
。

 

                   

問
2

3
 

日
常

生
活

に
お

い
て

、
障

害
に

よ
っ

て
あ

き
ら

め
た

り
、

妥
協

し
た

り
し

た
こ

と
 

日
常

の
生

活
を

送
る

中
で

、
障

害
が

あ
る

た
め

に
あ

き
ら

め
た

り
、

妥
協

し
た

り
し

た
こ

と
が

「
あ

る
」

は
3

6
.6

％
、「

な
い

」
は

3
1

.6
％

で
、

あ
る

方
が

多
か

っ
た

。
 

   
 

      ※
問

2
3

-
1

「
あ

る
」

場
合

の
具

体
的

な
記

述
内

容
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
編

参
照

 

※
問

2
3

-
2

あ
き

ら
め

た
り

妥
協

し
た

り
し

な
い

よ
う

に
な

る
た

め
の

必
要

な
支

援
に

つ
い

て
具

体
的

な
内

容
は

、
自

由
記

述
編

参
照
 

 

   

設
備
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整

っ
た

施
設

が
少

な
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目
的

地
ま

で
の

交
通

が
不

便
 

障
害

等
の

あ
る

人
が

参
加

で
き

る
企

画
が

少
な

い
 

介
助

者
が

い
な

い
、

ま
た

は
探

せ
な

い
 

一
緒

に
楽

し
む

仲
間

が
少

な
い

、
ま

た
は

い
な

い
 

費
用

が
か

か
る
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て
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た
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も
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が

な
い

 

そ
の

他
 

特
に

不
便

は
な

い
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答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
1
3
9
 

な
い

 
1
2
0
 

わ
か

ら
な

い
 

4
8
 

そ
の

他
 

7
 

無
回

答
 

6
6
 

22
23

 
第

２
章

 
身

体
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

 

 

2
7 

2
6
.5

 

8
.4

 1
2
.0

 

0
.0

 4
.8

 

3
0
.1

 

2
.4

 

2
.4

 8
.4

 

2
.4

 

2
.4

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

自
営

業
ま

た
は

家
族

従
業

員

会
社

・
団

体
の

経
営

者
・
役

員

会
社

員
・
団

体
の

正
職

員

会
社

・
団

体
の

嘱
託

職
員

公
務

員

ア
ル

バ
イ

ト
・
パ

ー
ト

・
日

雇

内
職

通
所

施
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事
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な
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害
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気

・
病

弱
で

あ
る

受
け

入
れ

る
職

場
が

な
い

賃
金

が
低

い
な

ど
労

働
条

件
が

あ
わ

な
い

技
能

・
資

格
取

得
中

で
あ

る

通
勤

が
困

難
で

あ
る

適
職

が
な

い

家
事

・
育

児
に

忙
し

い

仕
事

を
し

た
い

と
は

思
わ

な
い

経
済

的
に

は
仕

事
を

す
る

必
要

が
な

い

そ
の
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無
回

答

回
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就
労

に
つ

い
て

 

問
2

4
 

収
入

の
あ

る
仕

事
に

就
い

て
い

る
か

ど
う

か
 

「
仕

事
を

し
て

い
る

（
休

職
中

も
含

む
）」

の
は

2
1

.8
％

、
「

仕
事

を
し

て
い

な
い

」
は

6
7

.4
％

で
、

し
て

い
な

い
割

合
が

年
々

増
え

て
い

る
。
 

 

      

問
2

4
－

1
 

問
2

4
「

し
て

い
る

」
場

合
の

勤
務

形
態

に
つ

い
て

。
 

勤
務

形
態

は
、「

ア
ル

バ
イ

ト
・

パ
ー

ト
・

日
雇

」
が

最
も

多
く

3
0

.1
％

、
次

い
で

「
自

営
業

ま
た

は
家

族
従

業
員

」
が

2
6

.5
％

、

「
会

社
員

・
団

体
の

正
職

員
」

が
1

2
.0

％
の

順
で

あ
っ

た
。

 

 

 
 

       

問
2

4
－
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問
2

4
「

し
て

い
な

い
」

そ
の

理
由

に
つ

い
て

 
 

仕
事

し
て

い
な

い
理

由
は

、「
仕

事
を

す
る

年
齢

で
な

い
（

高
齢

な
ど

）
」

が
7

1
.9

％
で

最
も

多
く

、「
障

害
が

重
い

」
が

2
2

.3
％

、

「
病

気
・

病
弱

で
あ

る
」

が
1

5
.6

％
で

あ
っ

た
。
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適
当

な
仕

事
が

あ
る

場
合

の
就

職
転

職
希

望
の

有
無

に
つ

い
て

 

適
当

な
仕

事
が

あ
れ

ば
就

職
転

職
の

希
望

は
、
「

そ
の

つ
も

り
は

な
い

」
が

5
2

.4
％

と
最

も
多

く
、
「

就
職

し
た

い
」

が
8

.2
％

で

あ
っ

た
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そ
の

つ
も

り
は

な
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の
割

合
が

徐
々

に
増

え
て

き
て

い
る

。
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必
要

と
考

え
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就
労

支
援

に
つ

い
て

 

就
労

に
つ

い
て

の
必

要
な

支
援

は
、「

求
人

情
報

を
提

供
し

て
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し
い
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が

5
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％
、「

相
談

に
の

っ
て

ほ
し

い
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が
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％
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職
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転
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先
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に
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し
て
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％

で
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っ
た
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「
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援

必
要
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な
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3
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％
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っ
た

。
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収
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に
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定
期

的
な

収
入

に
つ

い
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収
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。
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ひ
と

月
あ

た
り

の
平

均
的

な
収

入
に

つ
い

て
（

年
金

、
手

当
、

仕
送

り
等

含
む

）
 

ひ
と

月
あ

た
り

の
平

均
的

な
収

入
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5

～
1
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円
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」

が
1

8
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1
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％
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野
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の
障

害
者

に
対

す
る

住
民

理
解

の
進

展
に

つ
い

て
 

障
害

者
に

対
す

る
住

民
理

解
に

つ
い

て
は

、「
か

な
り

進
ん

で
き

て
い

る
」

が
7

.6
％

、「
ま

あ
ま

あ
進

ん
で

き
た

」
が

2
6

.8
％

で
、

３
割

以
上

が
進

ん
で

き
た

と
い

う
評

価
で

あ
る

。
 

 

 

        

問
3

0
 

地
域

住
民

の
障

害
者

に
対

す
る

偏
見

や
誤

解
の

有
無

に
つ

い
て

 

地
域

の
人

々
の

偏
見

や
誤

解
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
「

あ
ま

り
思

っ
て

い
な

い
」

が
3

3
.4

％
、
「

思
っ

て
い

な
い

」
が

2
5

.5
％

で
、

偏
見

や
誤

解
は

な
い

と
思

っ
て

い
る

と
い

う
割

合
は

約
６

割
で

、
徐

々
に

増
え

て
き

て
い

る
。

 

          

選
択

肢
 

対
象

者
 

（
人

）
 

5
万

円
未

満
 

1
0

5
～

1
0
万

円
未

満
 

6
9

1
0
～

1
5
万

円
未

満
 

6
5

1
5
～

2
0
万

円
未

満
 

4
6

2
0
～

2
5
万

円
未

満
 

2
7

2
5
～

3
0
万

円
未

満
 

1
4

3
0
～

3
5
万

円
未

満
 

6

3
5
～

4
0
万

円
未

満
 

1

4
0
万

円
以

上
 

7

わ
か

ら
な

い
 

3
5

無
回

答
 

1
0
0

か
な

り
 

進
ん

で
き

て
い

る
 

ま
あ

ま
あ

 

進
ん

で
き

た
 

あ
ま

り
進

ん
で

い
る

 

と
は

思
わ

な
い

 
進

ん
で

い
な

い
 

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
無

回
答

 

思
っ

て
い

る
 

少
し

思
っ

て
い

る
 

あ
ま

り
思

っ
て

い
な

い
 

思
っ

て
い

な
い

 
無

回
答

 

   

3
0 

あ
る

8
.9

%

な
い

6
0
.8

%

わ
か

ら
な

い

1
8
.2

%

そ
の

他

0
.5

%

無
回

答

1
1
.6

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

1
4
.7

 

2
9
.4

 

2
3
.5

 

2
3
.5

 

2
.9

 

2
.9

 

1
1
.8

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

最
近

（
1
年

以
内

）

少
し

前
（
1
年

～
5
年

前
頃

）

以
前

（
5
年

～
1
0
年

前
頃

）

か
な

り
昔

（
1
0
年

以
上

前
）

お
ぼ

え
て

い
な

い

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
3
4
人

問
3

1
 

障
害

を
理

由
と

し
て

差
別

を
受

け
た

経
験

の
有

無
に

つ
い

て
 

今
ま

で
に

障
害

を
理

由
と

し
た

差
別

を
受

け
た

経
験

は
、

あ
る

が
8

.9
％

（
3

4
人

）
、

な
い

が
6

0
.8

％
（

2
3

1
人

）
で

あ
っ

た
。
 

   
 

        

問
3

1
-
1

 
「

あ
る

」
場

合
の

差
別

を
受

け
た

時
期

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

差
別

を
受

け
た

時
期

は
、
「

少
し

前
（

１
年

～
５

年
前

頃
）
」

が
2

9
.4

％
、
「

以
前

（
５

年
～

1
0

年
前

頃
）
」

と
「

か
な

り
昔

（
1

0

年
以

上
前

）
」

が
各

2
3

.5
％

、
「

最
近

（
１

年
以

内
）
」

が
1

4
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

 

 
 

   

※
問

3
1
-
2
 

問
3
1
「

あ
る

」
場

合
の

具
体

的
な

出
来

事
に

つ
い

て
の

記
述

は
、

自
由

記
述

編
参

照
 

                

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
3
4
 

な
い

 
2
3
1
 

わ
か

ら
な

い
 

6
9
 

そ
の

他
 

2
 

無
回

答
 

4
4
 

最
近

（
1
年

以
内

）
 

少
し

前
（

1
年

～
5
年

前
頃

）
 

以
前

（
5
年

～
1
0
年

前
頃

）
 

か
な

り
昔

（
1
0
年

以
上

前
）

 

お
ぼ

え
て

い
な

い
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

26
27

 
第

２
章

 
身

体
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

 

 

3
1 

5
7
.5

2
7
.8

1
4
.7

5
0
.5

3
3
.8

1
5
.8

5
4
.0

3
1
.1

1
4
.9

5
1
.3

3
5
.0

1
3
.7

0.
0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
9
9
8
年

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

1
3
.7

 

1
3
.9

 

6
.3

 

7
.6

 

8
.9

 1
1
.8

 

4
.7

 8
.4

 

1
8
.2

 

1
7
.6

 

2
2
.4

 

2
.1

 

1
8
.7

 2
5
.5

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

文
化

活
動

を
通

し
て

地
域

の
人

々
と

の
交

流
を

深
め

る

障
害

理
解

を
進

め
る

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
（
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
等

）
を

充
実

す
る

市
民

対
象

の
福

祉
講

座
や

講
演

会
を

開
催

す
る

障
害

理
解

等
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

す
る

福
祉

施
設

を
地

域
に

開
放

し
、

地
域

住
民

と
の

交
流

を
は

か
る

子
ど

も
た

ち
に

対
す

る
福

祉
教

育
を

充
実

す
る

障
害

者
団

体
や

関
係

グ
ル

ー
プ

の
活

動
を

Ｐ
Ｒ

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
を

は
か

る

障
害

者
も

使
い

や
す

い
施

設
を

作
る

障
害

者
が

街
に

出
か

け
や

す
い

整
備

を
す

す
め

る

障
害

者
自

身
が

積
極

性
を

持
つ

そ
の

他

特
に

な
い

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
3
8
0
人

問
3

2
 

障
害

者
に

対
す

る
住

民
理

解
を

深
め

る
た

め
の

方
法

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

障
害

者
に

対
す

る
住

民
理

解
を

深
め

る
た

め
の

方
法

と
し

て
、「

障
害

者
自

身
が

積
極

性
を

持
つ

」
が

2
2

.4
％

で
最

も
多

く
、

次
い

で
、「

障
害

者
も

使
い

や
す

い
施

設
を

作
る

」
が

1
8

.2
％

、「
障

害
者

が
街

に
出

か
け

や
す

い
整

備
を

す
す

め
る

」
1

7
.6

％
の

順
で

あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

             

Ⅷ
 

保
健

・
医

療
に

関
す

る
こ

と
に

つ
い

て
 

問
3

3
 

定
期

的
な

健
康

診
断

の
受

診
に

つ
い

て
 

定
期

的
な

健
康

診
断

は
、「

受
け

て
い

る
」

が
5

1
.3

％
で

徐
々

に
減

少
し

、「
受

け
て

い
な

い
」

が
3

5
.0

％
で

、
増

加
傾

向
に

あ
る

。
 

 

 

            

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

文
化

活
動

を
通

し
て

地
域

の
人

々

と
の

交
流

を
深

め
る

 

障
害

理
解

を
進

め
る

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
（

ふ
れ

あ
い

の
つ

ど
い

等
）

を
 

充
実

す
る

 

市
民

対
象

の
福

祉
講

座
や

講
演

会
を

開
催

す
る

 

障
害

理
解

等
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

す
る

 

福
祉

施
設

を
地

域
に

開
放

し
、

地
域

住
民

と
の

交
流

を
は

か
る

 

子
ど

も
た

ち
に

対
す

る
福

祉
教

育
を

充
実

す
る

 

障
害

者
団

体
や

関
係

グ
ル

ー
プ

の
活

動
を

Ｐ
Ｒ

す
る

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
を

は
か

る
 

障
害

者
も

使
い

や
す

い
施

設
を

作
る

 

障
害

者
が

街
に

出
か

け
や

す
い

整
備

を
す

す
め

る
 

障
害

者
自

身
が

積
極

性
を

持
つ

 

そ
の

他
 

特
に

な
い

 

無
回

答
 

受
け

て
い

る
 

受
け

て
い

な
い

 
無

回
答

 

   

3
2 

あ
る

5
.8

%

な
い

5
6
.3

%

わ
か

ら
な

い

2
0
.0

%

そ
の

他

0
.3

%

無
回

答

1
7
.6

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

悩
み

や
困

っ
て

い
る

こ
と

が

あ
る

1
2
.6

%

今
の

と
こ

ろ
は

特
に

な
い

7
1
.8

%

わ
か

ら
な

い

4
.5

%

無
回

答

1
1
.1

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

か
か

り
つ

け
の

医
師

が
い

る

8
3
.7

%

か
か

り
つ

け
の

医
師

が

い
な

い
の

で
欲

し
い

と

思
っ

て
い

る

4
.7

%

今
の

と
こ

ろ
健

康
な

の
で

必
要

な
い

1
.6

%

そ
の

他

1
.8

%
無

回
答

8
.2

%

回
答

者

n
=
3
8
0
人

問
3

4
 

か
か

り
つ

け
医

師
の

有
無

に
つ

い
て

 

か
か

り
つ

け
の

医
師

に
つ

い
て

は
、
「

か
か

り
つ

け
の

医
師

が
い

る
」

が
8

3
.7

％
（

3
1

8
人

）
、
「

か
か

り
つ

け
の

医
師

が
い

な
い

の
で

欲
し

い
と

思
っ

て
い

る
」

が
4

.7
％

（
1

8
人

）
で

あ
っ

た
。

 

    
 

     

 

 

問
3

5
 

歯
の

治
療

で
悩

ん
だ

り
、

困
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
 

歯
の

治
療

で
悩

ん
だ

り
、

困
っ

て
い

る
こ

と
は

、「
悩

み
や

困
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

」
が

1
2

.6
％

（
4

8
人

）
で

、「
今

の
と

こ
ろ

は
特

に
な

い
」

は
、

7
1

.8
％

（
2

7
3

人
）

で
あ

っ
た

。
 

          
 

※
問

3
6
 

問
3
5
「

あ
る

」
場

合
、

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

は
自

由
記

述
編

参
照

 

 

Ⅸ
 

人
権

と
権

利
擁

護
に

つ
い

て
 

問
3

7
 

障
害

者
へ

の
虐

待
を

過
去

に
見

聞
き

し
た

こ
と

が
あ

る
か

 

虐
待

を
見

た
り

聞
い

た
り

し
た

こ
と

は
、
「

な
い

」
が

5
6

.3
％

（
2

1
4

人
）
、
「

あ
る

」
が

5
.8

％
（

2
2

人
）

で
あ

っ
た

。
 

   
 

    

 

※
問

3
8
 

問
3
7
「

あ
る

」
場

合
の

見
聞

き
し

た
内

容
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
編

参
照

 

  

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

か
か

り
つ

け
の

医
師

が
い

る
 

3
1
8
 

か
か

り
つ

け
の

医
師

が
い

な
い

の
で

 

欲
し

い
と

思
っ

て
い

る
 

1
8
 

今
の

と
こ

ろ
健

康
な

の
で

必
要

な
い

 
6
 

そ
の

他
 

7
 

無
回

答
 

3
1
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

悩
み

や
困

っ
て

い
る

こ
と

が
あ

る
 

4
8
 

今
の

と
こ

ろ
は

特
に

な
い

 
2
7
3
 

わ
か

ら
な

い
 

1
7
 

無
回

答
 

4
2
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
2
2
 

な
い

 
2
1
4
 

わ
か

ら
な

い
 

7
6
 

そ
の

他
 

1
 

無
回

答
 

6
7
 

28
29
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身

体
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

 

 

3
3 

2
3
.2

1
9
.9

1
6
.7

1
4
.8

1
2
.8 1
6
.1

5.
1

1.
0
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.1
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6
.8

1
1
.5 1
5
.8

9.
6

2
2
.7

5.
0 5.
9

0
.6

1
0
.6

3
3
.5

1.
9

1
8
.9

2
0
.0

1
4
.5

1
6
.1

1
2
.6

3
1
.6

7.
4
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7

1.
6

1
0
.0

2
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7

1
0
.3

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

Ⅹ
 

行
政

に
対

す
る

評
価

に
つ

い
て

 

問
3

9
 

茅
野

市
に

お
け

る
障

害
者

福
祉

全
般

の
印

象
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

茅
野

市
に

お
け

る
障

害
者

福
祉

全
般

の
印

象
に

つ
い

て
、
「

実
際

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

は
し

て
い

な
い

が
、

制
度

が
あ

る
だ

け

で
安

心
で

き
る

」
が

3
1

.6
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、「

以
前

の
こ

と
は

よ
く

わ
か

ら
な

い
・

知
ら

な
い

」
が

2
4

.2
％

、「
今

あ
る

制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

」
が

2
0

.0
％

、「
以

前
よ

り
気

軽
に

相
談

や
サ

ー
ビ

ス
利

用
が

で
き

る

よ
う

に
な

っ
た

」
が

1
6

.1
％

の
順

に
多

か
っ

た
。

 

                        2
 

自
由

記
述

 

問
1
4
 

外
出

の
際

に
街

の
中

や
建

物
の

中
で

困
っ

た
り
不

便
に

感
じ

て
い

る
と

こ
ろ

は
あ

り
ま

す
か

。
 

居
住

地
の

周
辺

 

・
歩

道
の

で
こ

ぼ
こ

、
交

差
点

樹
木

や
看

板
で

見
通

し
が

悪
い

 

・
道

路
に

段
差

が
あ

る
 

・
道

が
ガ

タ
ガ

タ
し

て
車

が
ゆ

れ
る

た
め

車
イ

ス
が

す
ご

く
ゆ

れ
る

 

・
歩

く
道

が
き

ち
っ

と
整

備
さ

れ
て

い
な

い
所

が
沢

山
あ

り
危

険
で

あ
る

 

・
車

椅
子

で
安

全
に

移
動

で
き

る
歩

道
が

完
備

し
て

い
な

い
 

・
冬

、
雪

が
降

り
凍

っ
た

時
は

外
に

出
ら

れ
な

い
 

・
街

灯
が

切
れ

て
い

る
所

が
あ

り
暗

い
の

で
危

な
い

 

買
い

物
を

す
る

場
所

 

・
お

店
が

遠
い

（
車

が
な

い
か

ら
）
 

・
車

が
な

け
れ

ば
行

か
れ

な
い

 
・
駐

車
場

に
置

い
て

い
る

車
が

夏
場

は
暑

く
な

っ
て

居
ら

れ
な

い
の

で
屋

根
が

ほ
し

い
 

・
身

障
者

駐
車

場
に

他
の

車
が

停
め

て
あ

る
。

 

・
障

害
者

の
駐

車
場

が
い

っ
ぱ

い
で

停
め

ら
れ

な
い

。
 

・
洋

式
ト
イ

レ
が

な
い

所
が

あ
る

 

・
車

椅
子

の
確

保
が

む
ず

か
し

い
時

が
あ

る
 

・
商

品
を

購
入

し
た

際
点

字
・
音

声
の

ガ
イ

ド
が

あ
ま

り
な

い
 

職
場

や
そ

の
周

辺
 

・
職

場
の

駐
車

場
が

職
場

と
離

れ
て

い
る

 
・
職

員
駐

車
場

に
障

害
者

用
の

駐
車

場
が

無
い

の
が

残
念

 

公
共

施
設

 
・
段

差
が

多
い

 

今
あ

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

 

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

 

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
や

相
談

窓
口

が
増

え
て

、
 

以
前

よ
り

安
心

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
 

以
前

よ
り

気
軽

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

が
 

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
 

以
前

よ
り

親
切

に
相

談
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
っ

た
 

実
際

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

は
し

て
い

な
い

が
、

 

制
度

が
あ

る
だ

け
で

安
心

で
き

る
 

以
前

よ
り

お
金

が
か

か
る

の
で

、
不

安
に

な
る

 

い
ろ

ん
な

窓
口

が
で

き
た

の
で

、
紛

ら
わ

し
く

て
 

か
え

っ
て

混
乱

す
る

 

以
前

よ
り

不
親

切
・

不
便

に
な

っ
た

 

自
分

に
は

な
ん

の
影

響
も

な
か

っ
た

 

以
前

の
こ

と
は

よ
く

わ
か

ら
な

い
・

知
ら

な
い

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

   

3
4 

・
車

イ
ス

で
公

民
館

に
入

れ
な

い
 

・
入

り
口

は
ス

ロ
ー

プ
が

あ
る

が
そ

の
中

へ
は

段
差

が
あ

る
し

入
れ

な
い

 
・
駐

車
場

の
マ

ナ
ー

で
す

。
障

害
者

P
へ

何
に

も
な

い
車

が
堂

々
と

駐
車

し
た

り
高

齢
者

マ
ー

ク
の

車
が

駐
車

し
て

い
る

。
障

害
者

が
駐

車
で

き
な

い
、

非
常

に
は

ら
が

た
つ

。
 

・
オ

ス
ト
ミ

ー
専

用
ト
イ

レ
が

少
な

い
 

・
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
が

な
い

 

・
市

役
所

の
カ

ウ
ン

タ
ー

は
車

イ
ス

の
対

応
で

き
る

用
に

な
っ

て
い

な
い

、
高

い
 

茅
野

駅
周

辺
 

・
ホ

ー
ム

に
降

り
る

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

か
ら

歩
く
道

を
広

く
し

て
ほ

し
い

 

・
タ

ク
シ

ー
や

送
迎

者
を

待
機

す
る

際
屋

根
は

あ
る

が
吹

き
さ

ら
し

で
冬

期
は

寒
く
て

待
つ

の
が

大
変

 
・
障

害
者

駐
車

場
が

少
な

い
 

病
院

や
医

院
 

・
主

治
医

が
遠

く
に

い
て

不
便

 

・
障

害
者

用
駐

車
場

が
い

つ
も

満
車

で
必

要
に

応
じ

て
停

め
る

こ
と

が
出

来
な

い
 

・
車

か
ら

の
乗

り
降

り
に

時
間

が
か

か
る

の
で

他
の

人
に

じ
ゃ

ま
扱

い
さ

れ
る

 
・
ど

こ
に

何
科

が
あ

る
の

か
わ

か
り
づ

ら
い

。
手

続
き

が
複

雑
 

・
呼

び
出

し
に

気
付

か
な

い
。

先
生

が
筆

談
に

応
じ

て
く
れ

な
い

 

・
薬

を
も

ら
っ

た
際

の
飲

み
方

処
方

の
仕

方
が

わ
か

ら
な

い
。

領
収

書
が

読
め

な
い

。
診

察
券

が
読

め
な

い
。

お
薬

手
帳

が
読

め
な

い
。

 

娯
楽

施
設

 

・
ス

ロ
ー

プ
が

ほ
し

い
 

・
バ

リ
ア

フ
リ
ー

に
あ

ま
り
な

っ
て

い
な

い
事

が
多

い
 

・
映

画
館

で
は

字
幕

音
声

ガ
イ

ド
が

入
っ

て
い

る
と

観
る

こ
と

が
で

き
る

が
導

入
さ

れ
て

い
な

い
 

交
通

手
段

 

・
車

の
運

転
が

で
き

な
く
な

っ
た

時
が

不
安

 
・
今

は
車

で
動

い
て

い
る

が
バ

ス
に

な
っ

た
ら

外
出

が
む

ず
か

し
い

。
 

・
市

内
循

環
バ

ス
の

便
が

少
な

い
 

・
バ

ス
の

本
数

が
少

な
く
通

勤
に

使
用

で
き

な
い

。
特

に
夜

間
 

・
無

人
駅

で
は

駅
員

さ
ん

が
い

な
い

の
で

困
る

 

・
列

車
の

遅
れ

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

が
聞

き
取

れ
な

い
 

・
サ

ー
ビ

ス
介

助
士

の
方

が
公

共
交

通
施

設
に

い
る

と
と

て
も

助
か

る
 

・
介

護
タ

ク
シ

ー
の

予
約

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

・
運

転
免

許
証

を
返

納
し

た
の

で
交

通
手

段
に

苦
労

し
て

い
る

。
 

道
路

・
歩

道
 

・
で

こ
ぼ

こ
の

道
が

多
く
て

時
々

転
び

そ
う

に
な

り
困

っ
て

い
ま

す
 

・
歩

道
が

な
い

 
 

・
階

段
な

ど
高

低
差

が
あ

る
と

こ
ろ

 
・
外

灯
が

少
な

く
歩

道
も

凹
み

が
あ

り
整

備
し

て
ほ

し
い

 

・
高

齢
者

の
電

動
（
車

）
な

ど
は

車
と

の
接

触
し

そ
う

で
怖

い
 

・
歩

く
の

に
時

間
が

か
か

る
の

で
道

を
渡

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
（
信

号
も

時
間

が
足

り
な

い
）
 

・
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

う
え

に
物

が
置

い
て

あ
る

、
柱

が
あ

る
た

め
注

意
し

て
ほ

し
い

。
 

そ
の

他
 

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
車

等
音

が
静

か
な

た
め

音
が

わ
か

り
や

す
い

機
能

を
全

車
種

に
搭

載
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
音

声
案

内
の

信
号

機
を

全
て

に
つ

け
て

ほ
し

い
．

設
置

す
る

際
に

当
事

者
の

意
思

を
聞

い
て

欲
し

い
。

 

 問
2
1
 

今
後

し
て

み
た

い
こ

と
の

具
体

的
内

容
 

旅
行

 

・
体

が
良

く
な

れ
ば

日
帰

り
旅

行
な

ど
に

行
き

た
い

と
思

い
ま

す
 

・
市

内
の

ド
ラ

イ
ブ

 

・
体

が
自

由
で

な
い

為
す

べ
て

だ
め

で
す

。
体

が
良

く
な

れ
ば

国
内

旅
行

な
ど

に
行

き
た

い
と

思
い

ま
す

 

・
家

族
で

ハ
ワ

イ
旅

行
 

・
台

湾
・
香

港
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
な

ど
（
短

期
滞

在
の

範
囲

）
 

趣
味

の
活

動
 

・
渓

流
釣

り
 

・
短

歌
 

・
趣

味
で

サ
ー

ク
ル

活
動

に
参

加
し

た
い

。
 

ス
ポ

ー
ツ

 
・
右

手
が

良
く
な

っ
た

ら
ゴ

ル
フ

を
し

た
い

 
・
ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

、
山

歩
き

 

・
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 
・
大

正
琴

、
学

習
を

積
み

な
が

ら
各

施
設

や
保

育
園

等
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
演

奏
活

動
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 

そ
の

他
 

・
図

書
館

に
行

く
と

言
う

の
は

私
の

場
合

し
て

み
た

い
。

行
っ

て
み

た
い

は
希

望
だ

け
ど

実
行

に
は

困
難

が
と

も
な

い
無

理
だ

と
思

う
。

 

・
近

く
の

ス
ー

パ
ー

で
の

買
物

を
し

た
い

。
 

・
資

格
取

得
に

な
る

学
習

や
講

座
 

 

 問
2
3
－

1
 

日
常

生
活

で
あ

き
ら

め
た

り
妥

協
し

た
内

容
 

旅
行

・
外

出
等

 

・
急

に
不

調
に

な
る

事
が

あ
る

の
で

海
外

等
は

不
安

で
無

理
 

・
海

外
旅

行
、

各
種

運
動

等
体

を
使

っ
て

す
る

事
柄

は
ほ

と
ん

ど
で

き
な

い
 

・
外

出
し

た
い

が
外

で
大

人
用

の
（
寝

台
）
オ

ム
ツ

替
え

す
る

所
が

な
い

 
・
自

由
に

好
き

な
場

所
に

出
か

け
た

り
楽

し
む

こ
と

 

・
一

人
で

は
移

動
で

き
な

い
為

介
助

者
や

交
通

手
段

を
考

え
頼

ま
な

く
て

は
い

け
な

い
 

・
買

物
で

重
い

も
の

が
持

て
な

い
 

・
思

い
つ

い
た

時
に

買
物

に
行

き
た

い
が

車
い

す
利

用
な

の
で

誰
か

に
頼

ん
で

つ
れ

て
行

っ
て

も
ら

わ
な

い
と

い
け

な
い

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

 

・
聞

こ
え

な
い

為
に

人
と

会
う

の
が

い
や

に
な

る
 

・
講

話
等

が
あ

っ
て

も
補

聴
器

を
使

っ
て

も
良

く
聞

き
取

れ
な

く
て

致
し

か
た

な
い

 

・
言

葉
が

う
ま

く
聞

き
取

れ
な

い
の

で
自

分
の

や
り
た

い
仕

事
が

出
来

な
い

。
旅

行
に

行
こ

う
と

思
っ

て
も

、
電

車
や

バ
ス

な
ど

で
緊

急
時

の
放

送
が

わ
か

ら
な

い
た

め
、

ト
ン

ネ
ル

な
ど

の
事

故
の

事
を

考
え

る
と

不
安

に
な

り
気

軽
に

行
け

な
い

。
生

活
の

中
で

あ
き

ら
め

た
り
妥

協
す

る
こ

と
が

多
す

ぎ
、

書
き

き
れ

ま
せ

ん
。

 

30
31

 
第
２
章
 
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

 

 

3
5 

・
見

え
な

い
の

で
、

あ
ら

ゆ
る

こ
と

妥
協

が
い

る
。

地
域

の
敬

老
会

や
忘

年
会

も
あ

き
ら

め
て

い
る

 

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
 

・
右

足
障

害
不

自
由

の
為

歩
く
の

が
大

変
 

・
足

に
障

害
が

あ
る

の
で

長
く
歩

く
こ

と
が

で
き

な
い

 

・
歩

け
な

い
の

で
あ

き
ら

め
て

い
ま

す
 

・
長

い
距

離
を

歩
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
所

へ
は

行
か

な
い

 
・
心

臓
機

能
が

悪
い

為
ス

ポ
ー

ツ
が

出
来

な
い

(走
る

こ
と

）
 

・
ウ

オ
ー

キ
ン

グ
と

か
に

参
加

出
来

な
い

 

・
ス

ポ
ー

ツ
（
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

）
な

ど
に

参
加

し
た

い
が

長
い

時
間

歩
け

な
い

 

仕
事

 

・
仕

事
を

す
る

に
し

て
も

、
透

析
を

し
て

い
る

と
時

間
に

合
う

様
な

仕
事

が
な

か
な

か
無

い
 

・
ず

っ
と

し
て

い
た

仕
事

を
あ

き
ら

め
る

し
か

な
く
な

り
辞

め
た

 

・
重

労
働

・
過

激
仕

事
。

 

・
仕

事
が

な
い

 

健
康

や
体

力
 

・
長

時
間

の
行

動
が

不
可

 
・
肺

気
腫

の
為

、
酸

素
吸

入
し

て
い

て
も

動
く
と

息
切

れ
が

す
る

為
個

人
行

動
で

き
な

い
 

・
週

３
回

の
透

析
に

通
う

為
そ

の
日

に
あ

た
る

行
事

や
連

続
し

て
(連

日
）
の

活
動

行
事

に
参

加
が

で
き

な
い

 

 問
2
3
－

2
 

ど
ん

な
支

援
が

あ
れ

ば
あ

き
ら

め
た

り
妥

協
し

な
い

よ
う

に
な

る
と

思
い

ま
す

か
 

交
通

手
段

の
整

備
 

・
交

通
の

便
 

・
タ

ク
シ

ー
券

は
大

変
あ

り
が

た
い

で
す

 

・
送

り
迎

え
を

し
て

も
ら

う
 

・
予

約
を

し
な

く
て

も
移

動
手

段
が

得
ら

れ
る

サ
ー

ビ
ス

が
あ

れ
ば

い
い

 

職
場

の
理

解
 

・
受

入
職

場
の

理
解

 
・
障

害
を

熟
知

し
た

指
導

者
が

い
れ

ば
。

 

訓
練

等
 

・
全

く
別

の
職

種
に

転
職

す
る

た
め

に
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
た

い
（
立

ち
仕

事
が

無
理

な
の

で
）
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

(意
思

表
示

）
の

と
り
方

を
提

案
し

て
く
れ

訓
練

し
て

く
れ

る
人

や
施

設
 

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
 

・
出

掛
け

た
い

と
き

に
一

緒
に

出
掛

け
て

く
れ

る
人

が
い

る
 

・
耳

が
遠

い
の

で
要

約
筆

記
が

利
用

で
き

る
と

良
い

 

そ
の

他
 

・
自

分
と

歩
調

を
合

わ
せ

て
く
れ

る
よ

う
な

状
況

 
・
聴

覚
障

害
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

方
法

に
関

す
る

啓
発

を
行

政
や

学
校

教
育

の
場

で
い

た
だ

け
る

と
助

か
り
ま

す
 

・
軽

量
の

長
時

間
酸

素
ボ

ン
ベ

が
あ

れ
ば

 

・
障

害
者

ト
イ

レ
に

大
人

用
お

む
つ

替
え

の
台

が
ほ

し
い

 
・
ど

ん
な

支
援

よ
り
も

自
分

自
身

の
意

欲
だ

と
思

い
ま

す
 

・
一

生
懸

命
や

る
こ

と
、

や
る

気
を

出
さ

せ
る

 

・
他

人
様

に
ご

迷
惑

を
か

け
た

く
あ

り
ま

せ
ん

 

 問
3
1
－

2
 

受
け

た
差

別
の

具
体

的
内

容
 

・
「
障

害
者

」
と

い
う

言
葉

を
た

び
た

び
言

わ
れ

て
嫌

な
思

い
を

し
た

。
陰

口
を

言
わ

れ
た

。
 

・
足

を
引

き
ず

っ
て

歩
い

て
い

た
の

で
、

差
別

用
語

を
い

わ
れ

た
。

い
じ

め
に

何
回

も
あ

っ
た

。
 

・
障

害
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

ボ
ー

ナ
ス

を
半

分
に

減
ら

さ
れ

た
。

 

・
障

害
者

に
な

っ
た

と
き

か
ら

賃
金

等
の

下
げ

、
又

退
職

へ
と

勧
め

ら
れ

た
 

・
職

場
の

同
僚

か
ら

「
困

る
」
と

言
わ

れ
、

過
度

に
緊

張
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

職
場

の
上

司
は

相
談

に
乗

っ
て

く
だ

さ
り
、

勤
務

配
慮

も
あ

り
ま

し
た

が
耐

え

ら
れ

ま
せ

ん
。

 

・
上

司
が

他
の

人
に

は
話

し
か

け
る

が
、

自
分

に
は

話
し

か
け

な
い

。
自

分
が

そ
こ

に
い

な
い

か
の

よ
う

に
ふ

る
ま

う
。

他
の

人
と

は
話

す
態

度
が

明
ら

か
に

違
う

。
 

・
障

害
者

だ
か

ら
、

半
人

前
と

さ
れ

、
給

料
も

半
分

、
仕

事
が

遅
い

と
い

わ
れ

、
時

に
突

き
飛

ば
さ

れ
た

。
 

・
筆

談
に

使
う

紙
を

投
げ

る
よ

う
に

し
て

渡
す

。
早

口
で

話
し

て
聞

き
取

れ
な

い
と

理
解

力
が

な
い

よ
う

な
態

度
を

と
る

。
聞

こ
え

る
も

の
同

士
で

話
を

決
め

た
内

容
を

一
方

的
に

押
し

付
け

る
 

・
電

動
車

い
す

だ
と

タ
ク

シ
ー

が
避

け
て

逃
げ

る
、

乗
せ

て
も

嫌
味

を
く
ど

く
い

わ
れ

る
 

 問
3
6

歯
の

治
療

の
悩

み
や

困
っ

て
い

る
事

 

入
れ

歯
 

・
入

れ
歯

が
合

わ
な

い
、

調
子

が
悪

い
 

・
入

れ
歯

な
の

で
か

た
い

物
と

か
何

で
も

食
べ

ら
れ

な
い

 
・
入

れ
歯

で
し

ゃ
べ

る
言

葉
や

食
事

が
う

ま
く
で

き
な

い
 

・
入

れ
歯

を
な

く
し

て
し

ま
っ

た
が

な
か

な
か

作
れ

な
い

 

虫
歯

 
・
虫

歯
が

あ
る

、
残

り
の

歯
が

虫
歯

 

・
歯

が
ボ

ロ
ボ

ロ
な

の
で

、
良

い
歯

医
者

に
行

っ
て

き
れ

い
に

し
た

い
 

治
療

の
内

容
 

・
治

療
は

受
け

て
い

る
が

、
痛

み
が

で
る

な
ど

完
全

に
治

ら
な

い
 

・
一

般
の

歯
科

医
院

で
み

て
も

ら
え

な
い

た
め

、
遠

く
ま

で
行

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
大

変
 

・
使

用
で

き
な

い
麻

酔
薬

が
あ

り
大

き
な

治
療

が
大

変
。

金
属

ア
レ

ル
ギ

ー
の

た
め

治
療

費
が

か
な

り
必

要
な

た
め

困
っ

て
い

る
。

 
・
人

工
物

が
入

っ
て

い
る

為
治

療
ご

と
に

抗
生

剤
を

服
用

し
な

い
と

な
ら

な
い

為
か

か
り
つ

け
の

歯
医

者
か

ら
口

腔
外

科
の

あ

る
病

院
へ

行
く
よ

う
に

言
わ

れ
不

便
に

な
っ

た
 

・
骨

粗
し

ょ
う

症
の

薬
を

飲
ん

で
い

る
た

め
、

治
療

で
き

な
い

 

そ
の

他
 

・
入

れ
歯

が
合

わ
な

く
な

っ
て

い
る

が
、

歯
医

者
に

通
え

な
い

 
・
近

く
に

信
頼

の
お

け
る

歯
医

者
が

い
な

い
 

・
治

療
費

が
高

く
て

行
か

れ
な

い
。

休
み

が
不

定
期

で
予

約
で

き
な

い
 

・
歯

の
治

療
を

受
け

た
く
て

も
歯

科
医

院
に

行
く
の

が
不

便
 

・
歯

科
の

治
療

も
詳

細
な

説
明

が
必

要
に

な
る

事
が

あ
り
ま

す
が

、
内

容
が

す
べ

て
聞

き
取

れ
ず

困
る

こ
と

が
あ

っ
た

。
 

・
体

力
的

に
行

く
元

気
や

時
間

が
な

い
 

・
費

用
が

高
い

の
で

行
け

な
い

 

   

3
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  問
3
8
 

見
た

り
聞

い
た

り
し

た
虐

待
の

内
容

 

テ
レ

ビ
・
新

聞
等

 
・
テ

レ
ビ

や
新

聞
の

ニ
ュ

ー
ス

 

職
場

 

・
障

害
者

だ
か

ら
と

い
っ

て
賃

金
を

安
く
し

て
い

る
 

・
必

要
で

な
く
な

れ
ば

退
職

へ
と

す
す

め
る

 
・
見

た
目

で
は

障
害

が
あ

る
か

ど
う

か
わ

か
ら

な
い

人
に

強
い

口
調

で
話

を
し

て
い

た
 

・
面

接
の

説
明

会
が

あ
り
、

行
っ

て
も

仕
事

を
与

え
て

も
ら

え
ず

、
た

だ
い

る
だ

け
で

無
視

さ
れ

る
 

施
設

 
・
入

所
者

を
ト
イ

レ
で

た
た

い
て

怒
っ

て
い

た
 

・
職

員
が

入
所

者
に

対
し

て
冷

た
い

対
応

、
冷

た
い

言
葉

か
け

を
し

て
い

た
 

家
族

 
・
家

族
が

障
害

者
に

対
し

、
暴

言
を

吐
い

た
 

 【
市

の
障

害
者

福
祉

施
策

に
対

す
る

意
見

・
要

望
】
 

行
政

 

・
日

頃
大

変
お

世
話

に
な

り
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

更
に

市
の

障
害

者
福

祉
施

策
向

上
を

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

・
特

養
の

入
所

が
困

難
で

す
。

ど
う

す
れ

ば
い

い
と

思
い

ま
す

か
。

介
護

保
険

の
制

度
が

き
び

し
く
な

る
ば

か
り
で

す
。

国
の

や
る

こ
と

で
市

で
は

ど
う

に
も

な
ら

な
い

の
は

わ
か

り
ま

す
。

で
も

こ
れ

で
い

い
ん

で
す

か
、

み
ん

な
年

は
と

る
ん

で
す

よ
 

・
茅

野
市

が
障

害
者

を
含

む
福

祉
施

策
に

力
を

入
れ

て
き

た
歴

史
は

良
く
理

解
で

き
ま

す
。

年
金

制
度

や
介

護
な

ど
根

本

的
に

は
国

の
姿

勢
や

取
り
組

み
に

か
か

っ
て

い
ま

す
が

、
限

界
が

あ
る

中
で

弱
者

に
寄

り
添

っ
た

き
め

細
か

い
施

策
が

出

来
る

の
は

、
現

場
が

あ
り
自

治
体

の
姿

勢
に

よ
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
と

思
い

ま
す

。
一

朝
一

夕
に

は
前

進
し

ま
せ

ん
が

地
道

な
努

力
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

福
祉

関
係

の
推

進
は

身
近

な
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
依

拠
す

る
こ

と
が

ま
す

ま
す

増
え

て

き
ま

す
が

、
援

助
す

る
側

も
高

齢
化

し
て

い
る

の
が

実
態

で
す

。
又

、
全

く
の

無
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
制

度
化

・
組

織
化

す
る

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。
地

域
の

現
状

で
感

じ
る

こ
と

は
市

の
職

員
や

退
職

さ
れ

た
メ

ン
バ

ー
が

地
元

の
福

祉
活

動
に

も
う

少
し

有
効

な
活

躍
を

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

出
来

な
い

か
（
業

務
以

外
に

）
再

考
し

て
頂

け
る

と
幸

い
で

す
。

 

・
市

役
所

の
職

員
さ

ん
や

福
祉

関
係

の
皆

様
方

全
員

が
地

域
に

強
く
密

着
し

て
お

り
、

そ
れ

が
都

会
と

違
っ

て
一

番
の

利
点

と
な

っ
て

い
る

が
、

逆
に

近
所

の
人

達
や

学
校

の
同

級
生

や
知

人
な

ど
多

く
の

方
の

個
人

情
報

等
が

身
近

に
氾

濫
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

が
、

そ
の

様
な

情
報

管
理

の
徹

底
と

個
々

に
は

公
務

員
と

し
て

の
守

秘
義

務
の

ル
ー

ル
の

徹
底

を
是

非
お

願
い

し
ま

す
。

 

・
年

１
回

障
害

年
金

み
た

い
な

お
金

が
5
0
0
0

円
出

る
と

思
い

ま
す

が
年

間
5
0
0
0

円
で

何
が

で
き

ま
す

か
。

せ
め

て
障

害
者

に
は

公
共

交
通

機
関

の
割

引
ぐ

ら
い

し
て

も
ら

え
る

と
助

か
り
ま

す
。

 

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
 

・
足

が
不

自
由

な
人

に
あ

っ
ち

行
け

、
こ

っ
ち

に
行

け
と

た
ら

い
ま

わ
し

に
す

る
の

は
ど

う
か

と
思

い
ま

す
。

字
が

書
け

な
い

人
に

書
類

に
記

入
し

ろ
と

い
う

の
も

ど
う

か
と

思
い

ま
す

。
 

・
用

具
の

給
付

有
り
難

く
感

謝
致

し
ま

す
。

 
・
市

の
施

設
で

も
う

少
し

安
く
て

だ
れ

で
も

利
用

出
来

る
様

な
場

所
が

ほ
し

い
。

無
理

と
は

思
い

ま
す

が
障

害
に

な
っ

た
時

に
公

共
施

設
で

大
勢

の
人

に
利

用
で

き
る

場
所

が
ほ

し
い

 

・
心

臓
機

能
障

害
な

の
で

す
が

加
え

て
足

も
悪

く
、

通
院

や
買

い
物

に
行

く
の

に
交

通
手

段
に

困
り
ま

す
。

ど
う

し
て

も
タ

ク
シ

ー
利

用
が

多
く
な

り
ま

す
。

茅
野

市
で

は
そ

の
補

助
と

し
て

「
ふ

れ
あ

い
タ

ク
シ

ー
乗

車
券

」
を

発
行

し
て

い
た

だ
い

て
い

ま

す
。

こ
れ

は
有

り
難

い
で

す
。

助
か

り
ま

す
。

運
転

手
さ

ん
も

快
く
対

応
し

て
く
れ

ま
す

。
公

共
バ

ス
の

運
行

に
つ

い
て

も
配

慮

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

障
害

者
の

み
な

ら
ず

自
家

用
車

の
運

転
を

や
め

た
高

齢
者

に
と

っ
て

は
有

り
難

い
事

で
す

。
ぜ

ひ
こ

う
し

た
施

策
を

続
け

て
下

さ
い

。
 

・
我

々
に

と
っ

て
他

人
の

や
さ

し
さ

が
日

々
の

元
気

と
な

っ
て

か
え

っ
て

く
る

。
自

分
は

自
分

、
他

人
は

他
人

の
考

え
は

す
て

て

欲
し

い
。

そ
れ

が
ど

れ
く
ら

い
心

に
や

す
ら

ぎ
を

与
え

て
く
れ

る
か

。
や

さ
し

い
心

を
も

っ
て

接
し

て
欲

し
い

。
 

・
障

害
の

あ
る

人
の

気
持

ち
を

ち
ゃ

ん
と

ひ
ろ

っ
て

ほ
し

い
。

い
ろ

ん
な

気
づ

か
い

を
継

続
し

て
ほ

し
い

。
職

員
を

コ
ロ

コ
ロ

変
え

な

い
で

ほ
し

い
。

実
際

に
障

害
の

あ
る

人
を

職
員

に
登

用
し

て
ほ

し
い

 

環
境

・
施

設
の

充
実

 

・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

病
院

の
送

迎
の

サ
ー

ビ
ス

券
が

あ
る

の
で

大
変

あ
り
が

た
い

と
思

っ
て

利
用

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

。
 

・
ス

ー
パ

ー
等

に
お

い
て

障
害

者
や

高
齢

者
の

駐
車

場
が

少
な

す
ぎ

る
の

で
指

導
等

を
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
金

融
機

関
に

は
車

い
す

が
な

く
て

不
便

で
す

。
行

事
が

必
要

な
と

き
は

妻
が

一
緒

で
す

。
販

売
店

に
は

車
い

す
が

無
く
て

不

便
で

す
の

で
行

か
れ

ま
せ

ん
 

就
労

 
・
障

害
者

の
賃

金
が

低
い

（
低

す
ぎ

）
の

で
健

常
者

と
同

じ
く
ら

い
に

し
て

ほ
し

い
。

家
を

変
え

る
に

も
お

金
が

か
か

る
の

で
障

害

者
の

方
で

も
暮

ら
す

こ
と

が
出

来
る

家
賃

の
家

を
紹

介
し

て
欲

し
い

。
 

医
療

関
係

 

・
医

療
費

に
つ

い
て

は
無

料
に

な
る

の
で

助
か

っ
て

い
ま

す
。

仕
事

は
障

害
と

い
う

リ
ス

ク
が

あ
り
な

か
な

か
受

け
入

れ
て

も
ら

え
な

い
。

収
入

も
少

な
い

の
で

家
族

に
迷

惑
を

か
け

て
い

る
。

企
業

も
障

害
者

に
対

し
て

も
っ

と
目

を
配

っ
て

ほ
し

い
。

 

・
介

護
施

設
に

行
っ

て
も

病
気

が
あ

る
た

め
す

ぐ
帰

さ
れ

て
し

ま
っ

た
り
す

る
の

で
、

医
療

と
一

緒
に

な
っ

た
介

護
施

設
が

あ
っ

た
ら

い
い

と
思

い
ま

す
。

治
療

を
し

な
が

ら
介

護
を

し
て

も
ら

え
れ

ば
嬉

し
い

で
す

。
買

い
物

に
行

っ
て

も
車

イ
ス

ス
ク

ー
タ

ー
が

店
内

に
は

入
れ

ま
せ

ん
。

ス
ク

ー
タ

ー
を

止
め

て
は

っ
て

車
い

す
の

所
ま

で
行

っ
た

事
が

何
度

も
あ

り
ま

し
た

。
 

・
医

療
的

ケ
ア

の
あ

る
人

は
医

療
行

為
が

あ
る

た
め

、
通

所
を

受
け

入
れ

て
も

ら
え

な
か

っ
た

り
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
な

ど
も

看
護

師
で

な
い

か
ら

受
け

ら
れ

な
か

っ
た

り
と

言
う

事
が

あ
り
、

結
局

親
が

ケ
ア

す
る

し
か

な
い

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

シ
ョ
ー

ト
ス

テ
イ

も
な

か
な

か
し

て
も

ら
え

ま
せ

ん
。

医
療

的
ケ

ア
の

あ
る

人
で

も
受

け
ら

れ
る

サ
ー

ビ
ス

を
も

っ
と

増
や

し
て

ほ
し

い
と

思

い
ま

す
。

（
茅

野
市

内
で

も
医

療
的

ケ
ア

の
あ

る
人

が
い

け
る

（
通

所
で

き
る

）
施

設
を

つ
く
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
今

、
通

所
し

て
い

る
施

設
も

あ
る

の
で

す
が

他
の

市
町

村
に

あ
り
親

が
車

で
送

迎
し

て
い

る
の

で
負

担
も

多
く
大

変
で

す
。

市
内

に
通

え
る

施
設

（
送

迎
つ

き
）
が

あ
る

と
と

て
も

う
れ

し
い

で
す

。
 

・
シ

ョ
ー

ト
を

使
い

た
い

と
思

っ
て

も
中

々
リ
ハ

ビ
リ
を

し
て

く
れ

る
所

が
な

く
て

、
あ

っ
て

も
1

日
1

単
位

2
0

分
で

は
と

て
も

有
意

義
に

は
過

ご
せ

ず
、

結
局

家
に

過
ご

す
事

に
な

っ
て

し
ま

う
。

負
担

が
す

べ
て

私
に

来
て

し
ま

っ
て

、
1

日
3

時
間

お
き

に
体

を
動

か
さ

な
い

と
か

た
ま

っ
て

し
ま

っ
て

、
さ

ら
に

本
人

が
つ

ら
く
昼

夜
問

わ
ず

体
位

変
換

が
重

要
で

す
。

病
院

の
シ

ョ
ー

ト
の

受
け

入
れ

が
無

く
な

り
正

直
参

り
ま

し
た

。
１

日
2
0

分
で

は
家

に
い

た
方

が
リ
ハ

1
時

間
来

て
く
れ

る
し

、
訪

問
介

護
や

在

宅
マ

ッ
サ

ー
ジ

が
あ

り
デ

イ
を

利
用

し
て

暮
ら

し
て

い
ま

す
が

、
夜

間
、

あ
と

は
リ
ハ

が
な

い
日

は
私

が
動

か
す

こ
と

に
な

り
ま

す
。

も
う

少
し

リ
ハ

ビ
リ
が

受
け

ら
れ

る
施

設
が

あ
る

と
又

シ
ョ
ー

ト
の

受
け

入
れ

が
あ

る
と

私
も

あ
り
が

た
い

で
す

。
介

護
を

す

る
人

に
も

や
さ

し
い

市
で

あ
る

事
を

願
い

ま
す

。
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3
9 

本
人
が
ご
自
身
で
記
入
回

答

7
1
.8
%

本
人

の
意

思
を

「
代

筆
」
で
記

入

1
0
.6
%

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を
く
み

取
っ
て
代
わ
り
に
記
入

1
3
.8
%

無
回

答

3
.7
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

ご
家
族

7
7
.4
%

そ
の
他

9
.4
%

無
回

答

1
3
.2
%

回
答

者

n
=
5
3
人

男

5
0
.5
%

女

4
9
.5
%

無
回

答

0
.0
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

2
0
歳

代

6
.4
%

3
0
歳

代

1
6
.5
%

4
0
歳

代

2
3
.9
%

5
0
歳

代

2
0
.7
%

6
0
歳

代

2
0
.2
%7
0
歳

代

8
.5
%

8
0
歳

代

1
.1
%

無
回

答

2
.7
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人
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３

章
 

精
神

障
害

者
手

帳
所

持
者

調
査

結
果

 

１
 

調
査

票
回

答
者

に
つ

い
て

 

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

記
入

者
に

つ
い

て
 

記
入

者
は

、
「

本
人

が
ご

自
身

で
記

入
回

答
」

が
7

1
.8

％
（

1
3

5
人

）
、
「

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ

り
に

記
入

」
が

1
3

.8
％

（
2

6
人

）
の

順
に

多
か

っ
た

。
 

 
 

      

◆
本

人
以

外
の

記
入

に
つ

い
て

 
 

記
入

し
た

方
と

ご
本

人
と

の
関

係
は

、
「

ご
家

族
」

が
7

7
.4

％
（

4
1

人
）
、
「

そ
の

他
」

が
9

.4
％

（
５

人
）

で
あ

っ
た

。
 

  
 

    

Ⅰ
 

あ
な

た
ご

自
身

の
こ

と
に

つ
い

て
 

●
性

別
 

 

性
別

は
、

男
性

が
5

0
.5

％
（

9
5

人
）
、

女
性

が
4

9
.5

％
（

9
3

人
）

で
あ

っ
た

。
 

   
 

   

●
年

齢
 

 

年
齢

は
、「

4
0

歳
代

」
が

2
3

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、「

5
0

歳
代

」
が

2
0

.7
％

で
あ

っ
た

。
3

0
歳

代
～

5
0

歳
代

の
合

計

が
、

全
体

の
６

割
を

超
え

て
い

る
。

 

    
 

     

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

本
人

が
ご

自
身

で
記

入
回

答
 

1
3
5

本
人

の
意

思
を

「
代

筆
」

で
記

入
 

2
0

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代
わ
り
に
記
入
 

2
6

無
回

答
 

7

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ご
家

族
 

4
1

そ
の

他
 

5

無
回

答
 

7

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

男
 

9
5

女
 

9
3

無
回

答
 

0

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

2
0
歳

代
 

1
2

3
0
歳

代
 

3
1

4
0
歳

代
 

4
5

5
0
歳

代
 

3
9

6
0
歳

代
 

3
8

7
0
歳

代
 

1
6

8
0
歳

代
 

2

無
回

答
 

5

   

4
0 

ち
の

1
9
.7
%

宮
川

2
8
.7
%

米
沢

5
.3
%

豊
平

1
0
.1
%

玉
川

1
8
.6
%

泉
野

3
.2
%金
沢

2
.1
%

湖
東

3
.7
%

北
山

4
.3
%

中
大

塩

2
.7
%

無
回

答

1
.6
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

1
人

1
9
.1
%

2
人

2
6
.1
%

3
人

3
0
.3
%

4
人

1
2
.8
%

5
人

4
.8
%

6
人

1
.1
%

7
人

1
.1
%

無
回

答

4
.8
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

0
人

2
3
.5
%

1
人

3
0
.7
%

2
人

1
6
.2
%

3
人

5
.0
%

4
人

1
.1
%5
人

0
.6
%

無
回

答

2
2
.9
%

回
答

者

n
=
1
7
9
人

●
地

区
 

 

地
区

は
、
「

宮
川

」
が

2
8

.7
％

、
「

ち
の

」
が

1
9

.7
％

、
「

玉
川

」
が

1
8

.6
％

と
、

３
地

区
で

約
７

割
を

占
め

て
い

る
。

 

   
 

       

●
同

居
家

族
の

人
数

 
 

【
同

居
家

族
】

 

同
居

家
族

は
、「

３
人

」
が

3
0

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

２
人

」
が

2
6

.1
％

、「
１

人
」

が
1

9
.1

％
、「

４
人

」
が

1
2

.8
％

と
身

体
障

害
者

と
比

較
し

て
、

同
居

家
族

が
多

い
傾

向
に

あ
っ

た
。

 

         

【
同

居
家

族
の

う
ち

、
職

業
を

持
っ

て
い

る
人

】
 

同
居

家
族

の
う

ち
、

職
業

を
持

っ
て

い
る

人
は

、「
１

人
」

が
3

0
.7

％
、「

0
人

」
が

2
3

.5
％

、「
2

人
」

が
1

6
.2

％
で

あ
っ

た
。

 

    
 

           

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ち
の

 
3
7
 

宮
川

 
5
4
 

米
沢

 
1
0
 

豊
平

 
1
9
 

玉
川

 
3
5
 

泉
野

 
6
 

金
沢

 
4
 

湖
東

 
7
 

北
山

 
8
 

中
大

塩
 

5
 

無
回

答
 

3
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
人

 
3
6
 

２
人

 
4
9
 

３
人

 
5
7
 

４
人

 
2
4
 

５
人

 
9
 

６
人

 
2
 

７
人

 
2
 

無
回

答
 

9
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
人

 
4
2
 

１
人

 
5
5
 

２
人

 
2
9
 

３
人

 
9
 

４
人

 
2
 

５
人

 
1
 

無
回

答
 

4
1
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4
1 

「
単

身
」
世

帯
（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

2
0
.7

%

「
夫

婦
」
の

み
の

世
帯

1
3
.8

%

「
夫

婦
と

未
婚

の
子

」
の

み
、

ま
た

は

「
親

と
未

婚
の

子
」
の

み
の

世
帯

3
7
.8

%

複
合

家
族

世
帯

（
夫

婦
（
ま

た

は
親

）
と

既
婚

の
子

ど
も

と
そ

の
家

族
な

ど
か

ら
な

る
世

帯
）

5
.9

%

そ
の

他

1
9
.1

%

無
回

答

2
.7

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

本
人

3
3
.5

%

配
偶

者

1
8
.1

%

親

3
3
.5

%

子
ど

も

3
.2

%そ
の

他

6
.4

%

無
回

答

5
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

1
5
0
万

円
未

満

3
5
.1

%

1
5
0
～

3
0
0
万

円
未

満

2
7
.7

%

3
0
0
～

5
0
0
万

円
未

満

9
.6

%

5
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満

3
.7

%

8
0
0
～

1
0
0
0
万

円
未

満

0
.5

%

1
0
0
0
万

円
以

上

1
.1

%

わ
か

ら
な

い

1
6
.0

%

無
回

答

6
.4

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

は
い

2
5
.5

%

い
い

え

7
0
.2

%

無
回

答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

●
家

族
構

成
（

現
在

同
居

し
て

い
る

家
族

の
状

況
）

 
 

ご
家

族
の

状
況

は
、
「
『

夫
婦

と
未

婚
の

子
』

の
み

、
ま

た
は

『
親

と
未

婚
の

子
』

の
み

の
世

帯
」

が
3

7
.8

％
と

最
も

多
く

、
次

い

で
、
「
『

単
身

』
世

帯
（

ひ
と

り
暮

ら
し

）
」

が
2

0
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

    

 
 

 

    

●
高

齢
者

世
帯

 
（

6
5

歳
以

上
だ

け
か

、
6

5
歳

以
上

の
人

と
1

8
歳

未
満

の
未

婚
の

家
族

で
構

成
さ

れ
る

世
帯

）
に

つ
い

て
 

 

「
は

い
」

と
回

答
し

た
の

は
2

5
.5

％
（

4
8

人
）
、
「

い
い

え
」

と
回

答
し

た
の

は
7

0
.2

％
（

1
3

2
人

）
で

あ
っ

た
。

 

   
 

   

●
世

帯
の

生
計

中
心

者
に

つ
い

て
 

世
帯

の
生

計
中

心
者

は
、
「

本
人

」
と

「
親

」
が

同
数

で
そ

れ
ぞ

れ
3

3
.5

％
（

6
3

人
）
、

次
い

で
「

配
偶

者
」

が
1

8
.1

％
（

3
4

人
）

の
順

で
あ

っ
た

。
 

    
 

    

●
世

帯
の

生
計

中
心

者
の

昨
年

の
収

入
に

つ
い

て
 

世
帯

の
生

計
中

心
者

の
昨

年
の

収
入

は
、「

1
5

0
万

円
未

満
」

が
3

5
.1

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
1

5
0

～
3

0
0

万
円

未
満

」
が

2
7

.7
％

で
あ

っ
た

。
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者
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）
 

「
単
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」

世
帯

（
ひ
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し
）

 
3
9

「
夫

婦
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の
み

の
世

帯
 

2
6

「
夫
婦
と
未
婚
の
子
」
の
み
、
ま
た
は
「
親
と
未

婚
の
子
」
の
み
の
世
帯
 

7
1

複
合
家
族
世
帯
 

（
夫
婦
（
ま
た
は
親
）
と
既
婚
の
子
ど
も
と
 

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
な
る
世
帯
）
 

1
1

そ
の

他
 

3
6

無
回

答
 

5

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

は
い

 
4
8

い
い

え
 

1
3
2

無
回

答
 

8

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

本
人

 
6
3

配
偶

者
 

3
4

親
 

6
3

子
ど

も
 

6

そ
の

他
 

1
2

無
回

答
 

1
0

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

1
5
0
万

円
未

満
 

6
6

1
5
0
～

3
0
0
万

円
未

満
 

5
2

3
0
0
～

5
0
0
万

円
未

満
 

1
8

5
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満
 

7

8
0
0
～

1
0
0
0
万

円
未

満
 

1

1
0
0
0
万

円
以

上
 

2

わ
か

ら
な

い
 

3
0

無
回

答
 

1
2

   

4
2 

9
.6

 

2
.1

 

7
1
.3

 

5
.9

 1
1
.2

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

身
体

障
害

者
手

帳

療
育

手
帳

持
っ

て
い

な
い

わ
か

ら
な

い

無
回

答

回
答

者

n
=
1
8
8
人

A
１

0
.0

%
A

２

0
.0

%

B
１

2
5
.0

%

B
２

7
5
.0

%

無
回

答

0
.0

%

回
答

者

n
=
4
人

１
級

5
0
.0

%

２
級

1
1
.1

%

３
級

1
6
.7

%

４
級

5
.6

%５
級

5
.6

%

６
級

5
.6

%

無
回

答

5
.6

%

回
答

者

n
=
1
8
人

１
級

5
3
.7

%
２

級

3
0
.3

%

３
級

6
.9

%

わ
か

ら
な

い

4
.8

%
無

回
答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

●
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

の
等

級
に

つ
い

て
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
の

等
級

は
、
「

１
級

」
が

5
3

.7
％

、
「

２
級

」
が

3
0

.3
％

、
「

３
級

」
が

6
.9

％
で

、
よ

り
重

度
の

手

帳
取

得
者

が
多

い
。

 

     
 

   

●
精

神
障

害
者

手
帳

以
外

の
障

害
者

手
帳

の
所

持
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
以

外
の

手
帳

は
、「

持
っ

て
い

な
い

」
が

7
1

.3
％

で
あ

る
が

、「
身

体
障

害
者

手
帳

」
が

9
.6

％
、「

療

育
手

帳
」

は
2

.1
％

が
持

っ
て

い
た

。
 

【
精

神
以

外
の

手
帳

】
 

 

 
 

 

【
等

級
（

身
体

）
】

 

身
体

障
害

者
手

帳
の

等
級

は
「

１
級

」
が

5
0

.0
％

と
最

も
多

く
、
「

２
級

」
が

1
1

.1
％

、
「

３
級

」
が

1
6

.7
％

と
な

っ
て

い
る

。
 

   
 

   

【
等

級
（

療
育

）
】

 

療
育

手
帳

の
等

級
は

、
「

Ｂ
１

」
が

１
人

、
「

Ｂ
２

」
が

３
人

で
、

比
較

的
軽

度
の

等
級

で
あ

っ
た

。
 

 

  
 

      

Ⅱ
 

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
に

つ
い

て
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
1
0
1
 

２
級

 
5
7
 

３
級

 
1
3
 

わ
か

ら
な

い
 

9
 

無
回

答
 

8
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

療
育

手
帳

 

持
っ

て
い

な
い

 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
9
 

２
級

 
2
 

３
級

 
3
 

４
級

 
1
 

５
級

 
1
 

６
級

 
1
 

無
回

答
 

1
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

Ａ
１

 
0
 

Ａ
２

 
0
 

Ｂ
１

 
1
 

Ｂ
２

 
3
 

無
回

答
 

0
 

 
第
３
章
 
精
神
障
害
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手
帳
所
持
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調
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結
果
 

  

3
9 

本
人
が
ご
自
身
で
記
入
回

答

7
1
.8
%

本
人

の
意

思
を

「
代

筆
」
で
記

入

1
0
.6
%

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を
く
み

取
っ
て
代
わ
り
に
記
入

1
3
.8
%

無
回

答

3
.7
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

ご
家
族

7
7
.4
%

そ
の
他

9
.4
%

無
回

答

1
3
.2
%

回
答

者

n
=
5
3
人

男

5
0
.5
%

女

4
9
.5
%

無
回

答

0
.0
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

2
0
歳

代

6
.4
%

3
0
歳

代

1
6
.5
%

4
0
歳

代

2
3
.9
%

5
0
歳

代

2
0
.7
%

6
0
歳

代

2
0
.2
%7
0
歳

代

8
.5
%

8
0
歳

代

1
.1
%

無
回

答

2
.7
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

第
３

章
 

精
神

障
害

者
手

帳
所

持
者

調
査

結
果

 

１
 

調
査

票
回

答
者

に
つ

い
て

 

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

記
入

者
に

つ
い

て
 

記
入

者
は

、
「

本
人

が
ご

自
身

で
記

入
回

答
」

が
7

1
.8

％
（

1
3

5
人

）
、
「

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ

り
に

記
入

」
が

1
3

.8
％

（
2

6
人

）
の

順
に

多
か

っ
た

。
 

 
 

      

◆
本

人
以

外
の

記
入

に
つ

い
て

 
 

記
入

し
た

方
と

ご
本

人
と

の
関

係
は

、
「

ご
家

族
」

が
7

7
.4

％
（

4
1

人
）
、
「

そ
の

他
」

が
9

.4
％

（
５

人
）

で
あ

っ
た

。
 

  
 

    

Ⅰ
 

あ
な

た
ご

自
身

の
こ

と
に

つ
い

て
 

●
性

別
 

 

性
別

は
、

男
性

が
5

0
.5

％
（

9
5

人
）
、

女
性

が
4

9
.5

％
（

9
3

人
）

で
あ

っ
た

。
 

   
 

   

●
年

齢
 

 

年
齢

は
、「

4
0

歳
代

」
が

2
3

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、「

5
0

歳
代

」
が

2
0

.7
％

で
あ

っ
た

。
3

0
歳

代
～

5
0

歳
代

の
合

計

が
、

全
体

の
６

割
を

超
え

て
い

る
。

 

    
 

     

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

本
人

が
ご

自
身

で
記

入
回

答
 

1
3
5

本
人

の
意

思
を

「
代

筆
」

で
記

入
 

2
0

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代
わ
り
に
記
入
 

2
6

無
回

答
 

7

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ご
家

族
 

4
1

そ
の

他
 

5

無
回

答
 

7

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

男
 

9
5

女
 

9
3

無
回

答
 

0

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

2
0
歳

代
 

1
2

3
0
歳

代
 

3
1

4
0
歳

代
 

4
5

5
0
歳

代
 

3
9

6
0
歳

代
 

3
8

7
0
歳

代
 

1
6

8
0
歳

代
 

2

無
回

答
 

5

   

4
0 

ち
の

1
9
.7
%

宮
川

2
8
.7
%

米
沢

5
.3
%

豊
平

1
0
.1
%

玉
川

1
8
.6
%

泉
野

3
.2
%金
沢

2
.1
%

湖
東

3
.7
%

北
山

4
.3
%

中
大

塩

2
.7
%

無
回

答

1
.6
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

1
人

1
9
.1
%

2
人

2
6
.1
%

3
人

3
0
.3
%

4
人

1
2
.8
%

5
人

4
.8
%

6
人

1
.1
%

7
人

1
.1
%

無
回

答

4
.8
%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

0
人

2
3
.5
%

1
人

3
0
.7
%

2
人

1
6
.2
%

3
人

5
.0
%

4
人

1
.1
%5
人

0
.6
%

無
回

答

2
2
.9
%

回
答

者

n
=
1
7
9
人

●
地

区
 

 

地
区

は
、
「

宮
川

」
が

2
8

.7
％

、
「

ち
の

」
が

1
9

.7
％

、
「

玉
川

」
が

1
8

.6
％

と
、

３
地

区
で

約
７

割
を

占
め

て
い

る
。

 

   
 

       

●
同

居
家

族
の

人
数

 
 

【
同

居
家

族
】

 

同
居

家
族

は
、「

３
人

」
が

3
0

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

２
人

」
が

2
6

.1
％

、「
１

人
」

が
1

9
.1

％
、「

４
人

」
が

1
2

.8
％

と
身

体
障

害
者

と
比

較
し

て
、

同
居

家
族

が
多

い
傾

向
に

あ
っ

た
。

 

         

【
同

居
家

族
の

う
ち

、
職

業
を

持
っ

て
い

る
人

】
 

同
居

家
族

の
う

ち
、

職
業

を
持

っ
て

い
る

人
は

、「
１

人
」

が
3

0
.7

％
、「

0
人

」
が

2
3

.5
％

、「
2

人
」

が
1

6
.2

％
で

あ
っ

た
。

 

    
 

           

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ち
の

 
3
7
 

宮
川

 
5
4
 

米
沢

 
1
0
 

豊
平

 
1
9
 

玉
川

 
3
5
 

泉
野

 
6
 

金
沢

 
4
 

湖
東

 
7
 

北
山

 
8
 

中
大

塩
 

5
 

無
回

答
 

3
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
人

 
3
6
 

２
人

 
4
9
 

３
人

 
5
7
 

４
人

 
2
4
 

５
人

 
9
 

６
人

 
2
 

７
人

 
2
 

無
回

答
 

9
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
人

 
4
2
 

１
人

 
5
5
 

２
人

 
2
9
 

３
人

 
9
 

４
人

 
2
 

５
人

 
1
 

無
回

答
 

4
1
 

36
37
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4
3 

利
用

し
て

い
る

1
1
.2

%

利
用

し
て

い
な

い

8
0
.3

%

わ
か

ら
な

い

3
.7

%

そ
の

他

1
.6

%

無
回

答

3
.2

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

認
定

を
受

け
て

い
る

2
5
.0

%

受
け

て
い

な
い

2
6
.1

%

わ
か

ら
な

い

4
4
.1

%

そ
の

他

0
.0

%

無
回

答

4
.8

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

利
用

し
て

い
る

6
.9

%

利
用

し
て

い
な

い

8
2
.4

%

わ
か

ら
な

い

8
.0

%

そ
の

他

0
.5

%

無
回

答

2
.1

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

問
１

 
障

害
者

総
合

支
援

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

者
総

合
支

援
法

の
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

は
、「

利
用

し
て

い
る

」
が

1
1

.2
％

、「
利

用
し

て
い

な
い

」
が

8
0

.3
％

で
、

利
用

し
て

い
な

い
割

合
が

８
割

を
超

え
て

い
た

。
 

    
 

      

問
２

 
障

害
支

援
区

分
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

支
援

区
分

の
認

定
は

、
「

認
定

を
受

け
て

い
る

」
が

2
5

.0
％

、
「

受
け

て
い

な
い

」
が

2
6

.1
％

で
あ

っ
た

。
「

わ
か

ら
な

い
」

が
4

4
.1

％
と

最
も

多
か

っ
た

。
問

1
「

障
害

者
総

合
支

援
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

有
無

に
つ

い
て

」
の

集
計

結
果

を

ふ
ま

え
る

と
、

認
定

を
受

け
て

い
る

人
の

約
4

割
が

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
。

 

 
   

 

      

問
３

 
介

護
保

険
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

有
無

に
つ

い
て

 
 

介
護

保
険

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
は

、「
利

用
し

て
い

る
」

が
6

.9
％

（
1

3
人

）
、「

利
用

し
て

い
な

い
」

が
8

2
.4

％

（
1

5
5

人
）

で
あ

っ
た

。
 

   
 

          

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
2
1

利
用

し
て

い
な

い
 

1
5
1

わ
か

ら
な

い
 

7

そ
の

他
 

3

無
回

答
 

6

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

認
定

を
受

け
て

い
る

 
4
7

受
け

て
い

な
い

 
4
9

わ
か

ら
な

い
 

8
3

そ
の

他
 

0

無
回

答
 

9

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
1
3

利
用

し
て

い
な

い
 

1
5
5

わ
か

ら
な

い
 

1
5

そ
の

他
 

1

無
回

答
 

4

   

4
4 

認
定

を
受

け
て

い
る

1
0
.6

%

受
け

て
い

な
い

6
9
.1

%

わ
か

ら
な

い

1
7
.6

%

そ
の

他

0
.0

%
無

回
答

2
.7

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
（
今

後
も

利
用

し
続

け
た

い
）

1
7
.0

%

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用
し

た
い

5
1
.6

%

利
用

し
た

く
な

い

7
.4

%

わ
か

ら
な

い

2
0
.2

%

無
回

答

3
.7

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

3
5
.7

 

1
4
.3

 

0
.0

 

7
.1

 

0
.0

 

2
1
.4

 

1
4
.3

 

3
5
.7

 

0
.0

 

0
.0

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

配
偶

者
な

ど
の

介
助

だ
け

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

友
人

・
近

所
の

人
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

介
助

で
や

っ
…

料
金

が
髙

す
ぎ

る
か

ら

希
望

す
る

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

か
ら

申
請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

障
害

が
重

く
て

頼
め

る
事

業
所

が
な

い
か

ら

と
く
に

理
由

は
な

い

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
4
人

問
４

 
介

護
保

険
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

 

介
護

保
険

の
要

介
護

認
定

を
「

受
け

て
い

る
」

は
1

0
.6

％
（

2
0

人
）
、「

受
け

て
い

な
い

」
は

6
9

.1
％

（
1

3
0

人
）

で
あ

っ
た

。

問
3

「
介

護
保

険
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

有
無

に
つ

い
て

」
の

集
計

結
果

を
ふ

ま
え

る
と

、
認

定
を

受
け

て
い

る
人

の

約
６

割
が

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
。

 

   
 

      

問
５

 
今

後
の

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
希

望
に

つ
い

て
 

 

今
後

の
在

宅
サ

ー
ビ

ス
利

用
意

向
は

、「
ぜ

ひ
利

用
し

た
い

（
今

後
も

利
用

し
続

け
た

い
）
」

が
1

7
.0

％
、「

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用

し
た

い
」

が
5

1
.6

％
、
「

利
用

し
た

く
な

い
」

が
7

.4
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

 

      

問
６

 
問

５
で

「
利

用
し

た
く

な
い

」
と

回
答

し
た

そ
の

理
由

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

利
用

し
た

く
な

い
理

由
は

、「
配

偶
者

な
ど

の
介

助
だ

け
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

」「
と

く
に

理
由

は
な

い
」

が
各

3
5

.7
％

、「
申

請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

」
が

2
1

.4
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

          

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

認
定

を
受

け
て

い
る

 
2
0
 

受
け

て
い

な
い

 
1
3
0
 

わ
か

ら
な

い
 

3
3
 

そ
の

他
 

0
 

無
回

答
 

5
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
（

今
後

も
利

用
し

続
け

た
い

）
 

3
2
 

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用
し

た
い

 
9
7
 

利
用

し
た

く
な

い
 

1
4
 

わ
か

ら
な

い
 

3
8
 

無
回

答
 

7
 

配
偶

者
な

ど
の

介
助

だ
け

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら
 

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら
 

友
人

・
近

所
の

人
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
介

助
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

 

料
金

が
髙

す
ぎ

る
か

ら
 

希
望

す
る

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

か
ら

 

申
請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

 

障
害

が
重

く
て

頼
め

る
事

業
所

が
な

い
か

ら
 

と
く

に
理

由
は

な
い

 

そ
の

他
 

無
回

答
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4
1 

「
単

身
」
世

帯
（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

2
0
.7

%

「
夫

婦
」
の

み
の

世
帯

1
3
.8

%

「
夫

婦
と

未
婚

の
子

」
の

み
、

ま
た

は

「
親

と
未

婚
の

子
」
の

み
の

世
帯

3
7
.8

%

複
合

家
族

世
帯

（
夫

婦
（
ま

た

は
親

）
と

既
婚

の
子

ど
も

と
そ

の
家

族
な

ど
か

ら
な

る
世

帯
）

5
.9

%

そ
の

他

1
9
.1

%

無
回

答

2
.7

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

本
人

3
3
.5

%

配
偶

者

1
8
.1

%

親

3
3
.5

%

子
ど

も

3
.2

%そ
の

他

6
.4

%

無
回

答

5
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

1
5
0
万

円
未

満

3
5
.1

%

1
5
0
～

3
0
0
万

円
未

満

2
7
.7

%

3
0
0
～

5
0
0
万

円
未

満

9
.6

%

5
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満

3
.7

%

8
0
0
～

1
0
0
0
万

円
未

満

0
.5

%

1
0
0
0
万

円
以

上

1
.1

%

わ
か

ら
な

い

1
6
.0

%

無
回

答

6
.4

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

は
い

2
5
.5

%

い
い

え

7
0
.2

%

無
回

答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

●
家

族
構

成
（

現
在

同
居

し
て

い
る

家
族

の
状

況
）

 
 

ご
家

族
の

状
況

は
、
「
『

夫
婦

と
未

婚
の

子
』

の
み

、
ま

た
は

『
親

と
未

婚
の

子
』

の
み

の
世

帯
」

が
3

7
.8

％
と

最
も

多
く

、
次

い

で
、
「
『

単
身

』
世

帯
（

ひ
と

り
暮

ら
し

）
」

が
2

0
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

    

 
 

 

    

●
高

齢
者

世
帯

 
（

6
5

歳
以

上
だ

け
か

、
6

5
歳

以
上

の
人

と
1

8
歳

未
満

の
未

婚
の

家
族

で
構

成
さ

れ
る

世
帯

）
に

つ
い

て
 

 

「
は

い
」

と
回

答
し

た
の

は
2

5
.5

％
（

4
8

人
）
、
「

い
い

え
」

と
回

答
し

た
の

は
7

0
.2

％
（

1
3

2
人

）
で

あ
っ

た
。

 

   
 

   

●
世

帯
の

生
計

中
心

者
に

つ
い

て
 

世
帯

の
生

計
中

心
者

は
、
「

本
人

」
と

「
親

」
が

同
数

で
そ

れ
ぞ

れ
3

3
.5

％
（

6
3

人
）
、

次
い

で
「

配
偶

者
」

が
1

8
.1

％
（

3
4

人
）

の
順

で
あ

っ
た

。
 

    
 

    

●
世

帯
の

生
計

中
心

者
の

昨
年

の
収

入
に

つ
い

て
 

世
帯

の
生

計
中

心
者

の
昨

年
の

収
入

は
、「

1
5

0
万

円
未

満
」

が
3

5
.1

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
1

5
0

～
3

0
0

万
円

未
満

」
が

2
7

.7
％

で
あ

っ
た

。
 

  
 

       

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

「
単

身
」

世
帯

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 
3
9

「
夫

婦
」

の
み

の
世

帯
 

2
6

「
夫
婦
と
未
婚
の
子
」
の
み
、
ま
た
は
「
親
と
未

婚
の
子
」
の
み
の
世
帯
 

7
1

複
合
家
族
世
帯
 

（
夫
婦
（
ま
た
は
親
）
と
既
婚
の
子
ど
も
と
 

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
な
る
世
帯
）
 

1
1

そ
の

他
 

3
6

無
回

答
 

5

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

は
い

 
4
8

い
い

え
 

1
3
2

無
回

答
 

8

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

本
人

 
6
3

配
偶

者
 

3
4

親
 

6
3

子
ど

も
 

6

そ
の

他
 

1
2

無
回

答
 

1
0

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

1
5
0
万

円
未

満
 

6
6

1
5
0
～

3
0
0
万

円
未

満
 

5
2

3
0
0
～

5
0
0
万

円
未

満
 

1
8

5
0
0
～

8
0
0
万

円
未

満
 

7

8
0
0
～

1
0
0
0
万

円
未

満
 

1

1
0
0
0
万

円
以

上
 

2

わ
か

ら
な

い
 

3
0

無
回

答
 

1
2

   

4
2 

9
.6

 

2
.1

 

7
1
.3

 

5
.9

 1
1
.2

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

身
体

障
害

者
手

帳

療
育

手
帳

持
っ

て
い

な
い

わ
か

ら
な

い

無
回

答

回
答

者

n
=
1
8
8
人

A
１

0
.0

%
A

２

0
.0

%

B
１

2
5
.0

%

B
２

7
5
.0

%

無
回

答

0
.0

%

回
答

者

n
=
4
人

１
級

5
0
.0

%

２
級

1
1
.1

%

３
級

1
6
.7

%

４
級

5
.6

%５
級

5
.6

%

６
級

5
.6

%

無
回

答

5
.6

%

回
答

者

n
=
1
8
人

１
級

5
3
.7

%
２

級

3
0
.3

%

３
級

6
.9

%

わ
か

ら
な

い

4
.8

%
無

回
答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

●
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

の
等

級
に

つ
い

て
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
の

等
級

は
、
「

１
級

」
が

5
3

.7
％

、
「

２
級

」
が

3
0

.3
％

、
「

３
級

」
が

6
.9

％
で

、
よ

り
重

度
の

手

帳
取

得
者

が
多

い
。

 

     
 

   

●
精

神
障

害
者

手
帳

以
外

の
障

害
者

手
帳

の
所

持
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
以

外
の

手
帳

は
、「

持
っ

て
い

な
い

」
が

7
1

.3
％

で
あ

る
が

、「
身

体
障

害
者

手
帳

」
が

9
.6

％
、「

療

育
手

帳
」

は
2

.1
％

が
持

っ
て

い
た

。
 

【
精

神
以

外
の

手
帳

】
 

 

 
 

 

【
等

級
（

身
体

）
】

 

身
体

障
害

者
手

帳
の

等
級

は
「

１
級

」
が

5
0

.0
％

と
最

も
多

く
、
「

２
級

」
が

1
1

.1
％

、
「

３
級

」
が

1
6

.7
％

と
な

っ
て

い
る

。
 

   
 

   

【
等

級
（

療
育

）
】

 

療
育

手
帳

の
等

級
は

、
「

Ｂ
１

」
が

１
人

、
「

Ｂ
２

」
が

３
人

で
、

比
較

的
軽

度
の

等
級

で
あ

っ
た

。
 

 

  
 

      

Ⅱ
 

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
に

つ
い

て
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
1
0
1
 

２
級

 
5
7
 

３
級

 
1
3
 

わ
か

ら
な

い
 

9
 

無
回

答
 

8
 

身
体

障
害

者
手

帳
 

療
育

手
帳

 

持
っ

て
い

な
い

 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
9
 

２
級

 
2
 

３
級

 
3
 

４
級

 
1
 

５
級

 
1
 

６
級

 
1
 

無
回

答
 

1
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

Ａ
１

 
0
 

Ａ
２

 
0
 

Ｂ
１

 
1
 

Ｂ
２

 
3
 

無
回

答
 

0
 

38
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4
5 

6
.9

 

5
2
.1

 

1
8
.6

 1
0
.1

 

4
8
.4

 

1
4
.9

 

4
.8

 

6
.4

 1
.6

 

1
.1

 

4
2
.6

 

1
1
.2

 3
.2

 

1
1
.7

 4
.8

 

4
.8

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

民
生

委
員

市
役

所

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所

相
談

支
援

専
門

員
（
相

談
支

援
事

業
所

）

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（
東

部
,西

部
,中

部
,北

部
）

社
会

福
祉

協
議

会

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

（
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

兼
）

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

介
護

保
険

施
設

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ

病
院

や
開

業
医

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア

シ
ス

）

そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

友
人

・
仲

間

そ
の

他

無
回

答

5
.9

 

3
6
.7

 

7
.4

 

3
.7

 

1
7
.6

 

2
.1

 

0
.5

 

0
.5

 

0
.5

 

0
.0

 

1
2
.2

 

2
.1

 

0
.0

 

2
.1

 

2
.1

 6
.4

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

民
生

委
員

市
役

所

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所

相
談

支
援

専
門

員
（
相

談
支

援
事

業

所
）

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（
東

部
,西

部
,中

部
,北

部
）

社
会

福
祉

協
議

会

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

（
サ

ー
ビ

ス

セ
ン

タ
ー

兼
）

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

介
護

保
険

施
設

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ

病
院

や
開

業
医

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア
シ

ス
）

そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

友
人

・
仲

間

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
8
8
人

自
宅

（
家

族
と

同
居

）

6
2
.8

%

自
宅

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

6
.9

%

賃
貸

ア
パ

ー
ト

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

9
.0

%

病
院

に
入

院
中

6
.4

%

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム

1
.1

%施
設

に
入

所
中

1
.6

%

会
社

の
寮

0
.5

%
そ

の
他

1
1
.7

%

無
回

答

0
.0

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

【
家

族
・
親

戚
以

外
の

相
談

先
（
複

数
回

答
）
】
 

 

問
７

 
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
必

要
時

の
、

家
族

・
親

戚
以

外
の

相
談

先
に

つ
い

て
 

 

家
族

・
親

戚
以

外
に

相
談

に
行

く
と

こ
ろ

は
、「

市
役

所
」

が
5

2
.1

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

」

が
4

8
.4

％
、
「

病
院

や
開

業
医

」
が

4
2

.6
％

で
あ

っ
た

。
 

最
初

に
相

談
に

行
く

と
こ

ろ
は

、
市

役
所

が
最

も
多

く
3

6
.7

％
、

次
い

で
、

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
が

1
7

.6
％

、
病

院

や
開

業
医

が
1

2
.2

％
で

あ
っ

た
。

 

       

          

Ⅲ
 

住
ま

い
に

つ
い

て
 

問
８

 
現

在
の

住
ま

い
に

つ
い

て
 

現
在

の
住

ま
い

は
、「

自
宅

（
家

族
と

同
居

）
」

が
6

2
.8

％
（

1
1

8
人

）
で

最
も

多
く

、
次

い
で

「
賃

貸
ア

パ
ー

ト
（

ひ
と

り
暮

ら

し
）
」

が
9

.0
％

(1
7

人
)、

「
自

宅
（

ひ
と

り
暮

ら
し

）
」

が
6

.9
％

（
1

3
人

）
、「

病
院

に
入

院
中

」
が

6
.4

％
（

1
2

人
）

で
あ

っ
た

。
 

 
    

 

          

民
生

委
員

 

市
役

所
 

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
 

相
談

支
援

専
門

員
（

相
談

支
援

事
業

所
）

 

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（

東
部

,
西

部
,
中

部
,
北

部
）

社
会

福
祉

協
議

会
 

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

（
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
兼

）

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

 

介
護

保
険

施
設

 

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
 
 

病
院

や
開

業
医

 

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア
シ

ス
）

そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

 

友
人

・
仲

間
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
宅

（
家

族
と

同
居

）
 

1
1
8

自
宅

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 
1
3

賃
貸

ア
パ

ー
ト

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 
1
7

病
院

に
入

院
中

 
1
2

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
 

2

施
設

に
入

所
中

 
3

会
社

の
寮

 
1

そ
の

他
 

2
2

無
回

答
 

0

【
最

初
の

相
談

先
（
単

数
回

答
）
】
 

   

4
6 

5
4

7 7

1

6

1 1

4

1
1

7

6
0

7

5

1

3

0 1

8 8 7

4
8
.4

 

1
0
.6

 

6
.4

 

5
.3

 

4
.3

 

2
.7

 

0
.0

 3
.7

 

1
7
.6

 

1
.1

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

問
９

 
将

来
住

み
た

い
場

所
に

つ
い

て
 

将
来

住
み

た
い

場
所

は
、「

自
宅

（
家

族
と

同
居

）
」

が
4

8
.4

％
と

最
も

多
い

が
、

徐
々

に
減

少
し

て
い

る
。「

自
宅

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）
」

が
1

0
.6

％
、「

賃
貸

ア
パ

ー
ト

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）
」

が
6

.4
％

、「
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

」
が

5
.3

％
、「

わ
か

ら
な

い
」

が
1

7
.6

％

で
あ

り
、

割
合

が
徐

々
に

増
加

し
て

い
る

。
 

 

 

 
 

               
 

自
宅

（
家

族
と

同
居

）
 

自
宅

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 

賃
貸

ア
パ

ー
ト

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
 

福
祉

施
設

 

病
院

 

会
社

の
寮

 

そ
の

他
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

 
第
３
章
 
精
神
障
害
者
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

4
3 

利
用

し
て

い
る

1
1
.2

%

利
用

し
て

い
な

い

8
0
.3

%

わ
か

ら
な

い

3
.7

%

そ
の

他

1
.6

%

無
回

答

3
.2

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

認
定

を
受

け
て

い
る

2
5
.0

%

受
け

て
い

な
い

2
6
.1

%

わ
か

ら
な

い

4
4
.1

%

そ
の

他

0
.0

%

無
回

答

4
.8

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

利
用

し
て

い
る

6
.9

%

利
用

し
て

い
な

い

8
2
.4

%

わ
か

ら
な

い

8
.0

%

そ
の

他

0
.5

%

無
回

答

2
.1

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

問
１

 
障

害
者

総
合

支
援

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

者
総

合
支

援
法

の
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

は
、「

利
用

し
て

い
る

」
が

1
1

.2
％

、「
利

用
し

て
い

な
い

」
が

8
0

.3
％

で
、

利
用

し
て

い
な

い
割

合
が

８
割

を
超

え
て

い
た

。
 

    
 

      

問
２

 
障

害
支

援
区

分
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

支
援

区
分

の
認

定
は

、
「

認
定

を
受

け
て

い
る

」
が

2
5

.0
％

、
「

受
け

て
い

な
い

」
が

2
6

.1
％

で
あ

っ
た

。
「

わ
か

ら
な

い
」

が
4

4
.1

％
と

最
も

多
か

っ
た

。
問

1
「

障
害

者
総

合
支

援
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

有
無

に
つ

い
て

」
の

集
計

結
果

を

ふ
ま

え
る

と
、

認
定

を
受

け
て

い
る

人
の

約
4

割
が

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
。

 

 
   

 

      

問
３

 
介

護
保

険
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

有
無

に
つ

い
て

 
 

介
護

保
険

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
は

、「
利

用
し

て
い

る
」

が
6

.9
％

（
1

3
人

）
、「

利
用

し
て

い
な

い
」

が
8

2
.4

％

（
1

5
5

人
）

で
あ

っ
た

。
 

   
 

          

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
2
1

利
用

し
て

い
な

い
 

1
5
1

わ
か

ら
な

い
 

7

そ
の

他
 

3

無
回

答
 

6

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

認
定

を
受

け
て

い
る

 
4
7

受
け

て
い

な
い

 
4
9

わ
か

ら
な

い
 

8
3

そ
の

他
 

0

無
回

答
 

9

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
1
3

利
用

し
て

い
な

い
 

1
5
5

わ
か

ら
な

い
 

1
5

そ
の

他
 

1

無
回

答
 

4

   

4
4 

認
定

を
受

け
て

い
る

1
0
.6

%

受
け

て
い

な
い

6
9
.1

%

わ
か

ら
な

い

1
7
.6

%

そ
の

他

0
.0

%
無

回
答

2
.7

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
（
今

後
も

利
用

し
続

け
た

い
）

1
7
.0

%

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用
し

た
い

5
1
.6

%

利
用

し
た

く
な

い

7
.4

%

わ
か

ら
な

い

2
0
.2

%

無
回

答

3
.7

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

3
5
.7

 

1
4
.3

 

0
.0

 

7
.1

 

0
.0

 

2
1
.4

 

1
4
.3

 

3
5
.7

 

0
.0

 

0
.0

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

配
偶

者
な

ど
の

介
助

だ
け

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

友
人

・
近

所
の

人
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

介
助

で
や

っ
…

料
金

が
髙

す
ぎ

る
か

ら

希
望

す
る

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

か
ら

申
請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

障
害

が
重

く
て

頼
め

る
事

業
所

が
な

い
か

ら

と
く
に

理
由

は
な

い

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
4
人

問
４

 
介

護
保

険
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

 

介
護

保
険

の
要

介
護

認
定

を
「

受
け

て
い

る
」

は
1

0
.6

％
（

2
0

人
）
、「

受
け

て
い

な
い

」
は

6
9

.1
％

（
1

3
0

人
）

で
あ

っ
た

。

問
3

「
介

護
保

険
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
の

有
無

に
つ

い
て

」
の

集
計

結
果

を
ふ

ま
え

る
と

、
認

定
を

受
け

て
い

る
人

の

約
６

割
が

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
。

 

   
 

      

問
５

 
今

後
の

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
希

望
に

つ
い

て
 

 

今
後

の
在

宅
サ

ー
ビ

ス
利

用
意

向
は

、「
ぜ

ひ
利

用
し

た
い

（
今

後
も

利
用

し
続

け
た

い
）
」

が
1

7
.0

％
、「

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用

し
た

い
」

が
5

1
.6

％
、
「

利
用

し
た

く
な

い
」

が
7

.4
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

 

      

問
６

 
問

５
で

「
利

用
し

た
く

な
い

」
と

回
答

し
た

そ
の

理
由

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

利
用

し
た

く
な

い
理

由
は

、「
配

偶
者

な
ど

の
介

助
だ

け
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

」「
と

く
に

理
由

は
な

い
」

が
各

3
5

.7
％

、「
申

請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

」
が

2
1

.4
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

          

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

認
定

を
受

け
て

い
る

 
2
0
 

受
け

て
い

な
い

 
1
3
0
 

わ
か

ら
な

い
 

3
3
 

そ
の

他
 

0
 

無
回

答
 

5
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
（

今
後

も
利

用
し

続
け

た
い

）
 

3
2
 

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用
し

た
い

 
9
7
 

利
用

し
た

く
な

い
 

1
4
 

わ
か

ら
な

い
 

3
8
 

無
回

答
 

7
 

配
偶

者
な

ど
の

介
助

だ
け

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら
 

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら
 

友
人

・
近

所
の

人
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
介

助
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

 

料
金

が
髙

す
ぎ

る
か

ら
 

希
望

す
る

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

か
ら

 

申
請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

 

障
害

が
重

く
て

頼
め

る
事

業
所

が
な

い
か

ら
 

と
く

に
理

由
は

な
い

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

40
41
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4
7 

1
3
 

1
3
 

1
3
 

3
0
 

1
9
 

1
6
 

9
 

9
 

1
9
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1
0
 

2
0
 

7
 

7
 

2
0
 

1
8
 

1
0
 

1
8
 

3
5
 

2
7
 

1
4
 

1
0
 1
2
 

1
0
 1
2
 

5
 

1
8
 

6
 

6
 

1
1
 

1
1
 1
4
.5

 

1
7
.1

 2
4
.3

 

3
8
.2

 

2
6
.3

 

1
4
.5

 

6
.6

 1
1
.2

 

1
4
.5

 

1
3
.2

 

1
1
.2

 

2
7
.0

 

5
.9

 

1
3
.2

 

1
1
.8

 

2
.6

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

問
1

0
 

問
９

で
回

答
し

た
場

所
に

住
む

た
め

に
必

要
な

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

 

将
来

住
み

た
い

と
こ

ろ
に

住
む

た
め

に
必

要
な

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
は

、「
家

族
の

理
解

」
が

3
8

.2
％

、「
医

療
の

充
実

」
が

2
7

.0
％

、

「
近

隣
の

理
解

」
が

2
6

.3
％

、
「

食
事

サ
ー

ビ
ス

」
が

2
4

.3
％

の
順

に
多

か
っ

た
。

 

  

 

 
 

            
 

公
営

住
宅

優
先

入
居

 

保
証

人
 

食
事

サ
ー

ビ
ス

 

家
族

の
理

解
 

近
隣

の
理

解
 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
 

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

活
用

 

生
活

技
術

を
学

ぶ
場

所
 

福
祉

施
設

の
整

備
 

生
活

訓
練

機
会

の
充

実
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

建
設

 

医
療

の
充

実
 

そ
の

他
 

特
に

な
い

 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

   

4
8 

2
9
.3

 

4
2
.6

 

1
4
.4

 2
0
.7

 

3
.2

 6
.4

 

4
.8

 

1
4
.4

 

1
.1

 4
.3

 

1
2
.8

 

7
.4

 

2
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

配
偶

者

両
親

娘
・
息

子
（
そ

の
配

偶
者

も
含

む
）

兄
弟

姉
妹

祖
父

母

親
戚

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー

施
設

職
員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

近
所

の
人

そ
の

他

い
な

い

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
8
8
人

5
.9

 1
2
.2

 

1
.1

 

2
1
.3

 

4
.8

 

6
0
.6

 

9
.0

 

1
0
.6

 

2
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

正
規

の
従

業
員

（
自

営
業

含
む

）
と

し
て

働
い

て
い

る

ア
ル

バ
イ

ト
・
パ

ー
ト

と
し

て
働

い
て

い
る

学
校

・
訓

練
校

に
通

っ
て

い
る

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
…

デ
イ

ケ
ア

で
過

ご
し

て
い

る

自
宅

で
過

ご
し

て
い

る

病
院

で
過

ご
し

て
い

る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
8
8
人

4
4

2
4

2
3

9

4
0

2
3

2
9

8

4
2
.6

 

2
5
.0

 

2
9
.3

 

3
.2

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

Ⅳ
 

日
常

生
活

お
よ

び
地

域
生

活
に

つ
い

て
 

問
1

1
 

日
常

生
活

に
お

い
て

、
主

に
手

助
け

を
受

け
て

い
る

人
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

日
常

生
活

で
の

手
助

け
は

、
「

両
親

」
が

4
2

.6
％

、
「

配
偶

者
」

が
2

9
.3

％
、
「

兄
弟

姉
妹

」
が

2
0

.7
％

、
「

娘
・

息
子

（
そ

の
配

偶
者

も
含

む
）
」
、
「

施
設

職
員

」
が

各
1

4
.4

％
と

、
親

族
に

よ
る

も
の

が
多

い
。

 

 

 

 
 

        

問
1

2
 

現
在

の
生

活
の

満
足

度
に

つ
い

て
 

現
在

の
生

活
の

満
足

度
は

、
「

満
足

し
て

い
る

」
が

4
2

.6
％

、
「

不
満

で
あ

る
」

が
2

5
.0

％
、
「

わ
か

ら
な

い
」

が
2

9
.3

％
で

あ

っ
た

。
 

  
 

 

     

※
問

1
3
 

問
1
2
で

「
不

満
で

あ
る

」
と

回
答

し
た

そ
の

理
由

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

欄
参

照
 

 

問
1

4
 

日
常

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

日
頃

の
過

ご
し

た
方

は
、「

自
宅

で
過

ご
し

て
い

る
」

が
6

0
.6

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
通

っ
て

い
る

」
が

2
1

.3
％

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 

 
 

     

配
偶

者
 

両
親

 

娘
・

息
子

（
そ

の
配

偶
者

も
含

む
）

 

兄
弟

姉
妹

 

祖
父

母
 

親
戚

 
 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
 

施
設

職
員

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

近
所

の
人

 

そ
の

他
 

い
な

い
 

無
回

答
 満

足
し

て
い

る
 

不
満

で
あ

る
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

正
規

の
従

業
員

（
自

営
業

含
む

）
と

し
て

働
い

て
い

る
 

ア
ル

バ
イ

ト
・

パ
ー

ト
と

し
て

働
い

て
い

る
 

学
校

・
訓

練
校

に
通

っ
て

い
る

 

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
・

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

通
っ

て
い

る
 

デ
イ

ケ
ア

で
過

ご
し

て
い

る
 

自
宅

で
過

ご
し

て
い

る
 

病
院

で
過

ご
し

て
い

る
 

そ
の

他
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ー
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祉
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議
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宅

介
護
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援

セ
ン
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ー

（
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ー
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ス
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ン
タ
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兼
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護
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テ

ー
シ

ョ
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介
護
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険
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域
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ボ

ラ
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テ
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ア
グ

ル
ー

プ

病
院
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開

業
医

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア

シ
ス
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そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

友
人

・
仲

間

そ
の

他
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介
護

保
険

施
設

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ

病
院
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業
医

諏
訪

圏
域

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア
シ

ス
）

そ
の

他
の

社
会

福
祉

施
設

友
人

・
仲

間

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
8
8
人

自
宅

（
家

族
と

同
居

）

6
2
.8

%

自
宅

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

6
.9

%

賃
貸

ア
パ

ー
ト

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

9
.0

%

病
院

に
入

院
中

6
.4

%

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム

1
.1

%施
設

に
入

所
中

1
.6

%

会
社

の
寮

0
.5

%
そ

の
他

1
1
.7

%

無
回

答

0
.0

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

【
家

族
・
親

戚
以

外
の

相
談

先
（
複

数
回

答
）
】
 

 

問
７

 
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
必

要
時

の
、

家
族

・
親

戚
以

外
の

相
談

先
に

つ
い

て
 

 

家
族

・
親

戚
以

外
に

相
談

に
行

く
と

こ
ろ

は
、「

市
役

所
」

が
5

2
.1

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

」

が
4

8
.4

％
、
「

病
院

や
開

業
医

」
が

4
2

.6
％

で
あ

っ
た

。
 

最
初

に
相

談
に

行
く

と
こ

ろ
は

、
市

役
所

が
最

も
多

く
3

6
.7

％
、

次
い

で
、

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
が

1
7

.6
％

、
病

院

や
開

業
医

が
1

2
.2

％
で

あ
っ

た
。

 

       

          

Ⅲ
 

住
ま

い
に

つ
い

て
 

問
８

 
現

在
の

住
ま

い
に

つ
い

て
 

現
在

の
住

ま
い

は
、「

自
宅

（
家

族
と

同
居

）
」

が
6

2
.8

％
（

1
1

8
人

）
で

最
も

多
く

、
次

い
で

「
賃

貸
ア

パ
ー

ト
（

ひ
と

り
暮

ら

し
）
」

が
9

.0
％

(1
7

人
)、

「
自

宅
（

ひ
と

り
暮

ら
し

）
」

が
6

.9
％

（
1

3
人

）
、「

病
院

に
入

院
中

」
が

6
.4

％
（

1
2

人
）

で
あ

っ
た

。
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西
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業
医
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が
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者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
オ

ア
シ
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そ
の

他
の
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会

福
祉

施
設

 

友
人

・
仲

間
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
宅
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家

族
と

同
居

）
 

1
1
8
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宅

（
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暮
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し
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1
3

賃
貸
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パ

ー
ト

（
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と
り

暮
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し
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1
7

病
院

に
入

院
中

 
1
2

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
 

2

施
設

に
入

所
中

 
3

会
社

の
寮

 
1

そ
の

他
 

2
2

無
回

答
 

0

【
最

初
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談
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単

数
回

答
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】
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1
6
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問
９

 
将

来
住

み
た

い
場

所
に

つ
い

て
 

将
来

住
み

た
い

場
所

は
、「

自
宅

（
家

族
と

同
居

）
」

が
4

8
.4

％
と

最
も

多
い

が
、

徐
々

に
減

少
し

て
い

る
。「

自
宅

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）
」

が
1

0
.6

％
、「

賃
貸

ア
パ

ー
ト

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）
」

が
6

.4
％

、「
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

」
が

5
.3

％
、「

わ
か

ら
な

い
」

が
1

7
.6

％

で
あ

り
、

割
合

が
徐

々
に

増
加

し
て

い
る

。
 

 

 

 
 

               
 

自
宅

（
家

族
と

同
居

）
 

自
宅

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 

賃
貸

ア
パ

ー
ト

（
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と
り

暮
ら

し
）

 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
 

福
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施
設

 

病
院

 

会
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の
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そ
の

他
 

わ
か

ら
な
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無
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問
1

5
 

希
望

す
る

日
頃

の
活

動
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

 

希
望

す
る

日
頃

の
活

動
は

、
「

自
宅

で
過

ご
し

た
い

」
が

5
1

.6
％

と
最

も
多

い
が

、
「

ア
ル

バ
イ

ト
・

パ
ー

ト
と

し
て

働
き

た
い

」

2
5

.5
％

、
「

正
規

の
従

業
員

（
自

営
業

含
む

）
と

し
て

働
き

た
い

」
が

2
4

.5
％

と
、

働
く

こ
と

に
意

欲
的

な
意

見
も

多
く

み
ら

れ
、

徐
々

に
増

え
て

き
て

い
る

。
 

 

 

 
 

                

※
問

1
6
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活

で
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希

望
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こ

と
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い

て
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述
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参
照
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1
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現
在

の
生

活
で

不
安

な
こ

と
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

現
在

の
生

活
で

不
安

な
こ

と
は

、
「

病
気

の
再

発
や

悪
化

へ
の

不
安

」
が

5
4

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、
「

経
済

的
な

こ
と

が
不

安
」

4
7

.3
％

、
「

親
が

い
な

く
な

っ
た

後
が

不
安

」
3

3
.5

％
で

あ
っ

た
。
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化
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の

不
安
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と
の

関
係

 

一
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暮
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院
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の

仕
事

に
復
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で

き
る

か
 

仕
事

が
み

つ
か

る
か

 

年
金

が
も

ら
え

る
か

 

経
済

的
な

こ
と

 

住
居

に
つ

い
て

 

親
が

い
な

く
な

っ
た

後
 

不
安

は
特

に
な

い
 

無
回
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複
数
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答
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将
来

住
み

た
い

と
こ

ろ
に

住
む

た
め

に
必

要
な

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
は

、「
家

族
の

理
解

」
が

3
8

.2
％

、「
医

療
の

充
実

」
が

2
7

.0
％
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「
近

隣
の

理
解

」
が

2
6

.3
％
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「

食
事

サ
ー

ビ
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が

2
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％
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順

に
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っ

た
。
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0
%

5
0
%

1
0
0
%

正
規

の
従

業
員

（
自

営
業

含
む

）
と

し
て

働
い

て
い

る

ア
ル

バ
イ

ト
・
パ

ー
ト

と
し

て
働

い
て

い
る

学
校

・
訓

練
校

に
通

っ
て

い
る

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
…

デ
イ

ケ
ア

で
過

ご
し

て
い

る

自
宅

で
過

ご
し

て
い

る

病
院

で
過

ご
し

て
い

る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
8
8
人

4
4

2
4

2
3

9

4
0

2
3

2
9

8

4
2
.6

 

2
5
.0

 

2
9
.3

 

3
.2

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

Ⅳ
 

日
常

生
活

お
よ

び
地

域
生

活
に

つ
い

て
 

問
1

1
 

日
常

生
活

に
お

い
て

、
主

に
手

助
け

を
受

け
て

い
る

人
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

日
常

生
活

で
の

手
助

け
は

、
「

両
親

」
が

4
2

.6
％

、
「

配
偶

者
」

が
2

9
.3

％
、
「

兄
弟

姉
妹

」
が

2
0

.7
％

、
「

娘
・

息
子

（
そ

の
配

偶
者

も
含

む
）
」
、
「

施
設

職
員

」
が

各
1

4
.4

％
と

、
親

族
に

よ
る

も
の

が
多

い
。

 

 

 

 
 

        

問
1

2
 

現
在

の
生

活
の

満
足

度
に

つ
い

て
 

現
在

の
生

活
の

満
足

度
は

、
「

満
足

し
て

い
る

」
が

4
2

.6
％

、
「

不
満

で
あ

る
」

が
2

5
.0

％
、
「

わ
か

ら
な

い
」

が
2

9
.3

％
で

あ

っ
た

。
 

  
 

 

     

※
問

1
3
 

問
1
2
で

「
不

満
で

あ
る

」
と

回
答

し
た

そ
の

理
由

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

欄
参

照
 

 

問
1

4
 

日
常

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

日
頃

の
過

ご
し

た
方

は
、「

自
宅

で
過

ご
し

て
い

る
」

が
6

0
.6

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
通

っ
て

い
る

」
が

2
1

.3
％

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 

 
 

     

配
偶

者
 

両
親

 

娘
・

息
子

（
そ

の
配

偶
者

も
含

む
）

 

兄
弟

姉
妹

 

祖
父

母
 

親
戚

 
 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
 

施
設

職
員

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

近
所

の
人

 

そ
の

他
 

い
な

い
 

無
回

答
 満

足
し

て
い

る
 

不
満

で
あ

る
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

正
規

の
従

業
員

（
自

営
業

含
む

）
と

し
て

働
い

て
い

る
 

ア
ル

バ
イ

ト
・

パ
ー

ト
と

し
て

働
い

て
い

る
 

学
校

・
訓

練
校

に
通

っ
て

い
る

 

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
・

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

通
っ

て
い

る
 

デ
イ

ケ
ア

で
過

ご
し

て
い

る
 

自
宅

で
過

ご
し

て
い

る
 

病
院

で
過

ご
し

て
い

る
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

44
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1
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年
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0
1
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年

問
1

8
 

日
常

生
活

の
中

で
困

っ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

日
常

生
活

の
中

で
、

困
っ

て
い

る
こ

と
は

、
「

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ
た

時
の

対
処

」
が

2
8

.2
％

、
「

部
屋

の
掃

除
や

整
理

整
頓

」

が
2

7
.1

％
、
「

食
事

の
準

備
や

調
理

」
が

1
8

.1
％

、
「

近
所

の
人

と
の

会
話

や
付

き
合

い
」

が
1

7
.0

％
、
「

規
則

正
し

い
生

活
を

す

る
こ

と
」

が
1

6
.5

％
の

順
に

多
か

っ
た

。
 

 

 
 

 
 

食
事

の
準

備
や

調
理

 

部
屋

の
掃

除
や

整
理

整
頓

 

衣
類

の
洗

濯
 

日
用

品
な

ど
の

買
い

物
 

現
金

や
預

金
通

帳
の

管
理

 

規
則

正
し

い
生

活
を

す
る

こ
と

 

電
車

や
バ

ス
な

ど
交

通
機

関
の

利
用

 

近
所

の
人

と
の

会
話

や
付

き
合

い
 

ゴ
ミ

出
し

 

家
族

と
の

会
話

や
付

き
合

い
（

家
族

の
障

害
理

解
等

）
 

服
薬

管
理

 

健
康

管
理

 

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ
た

時
の

対
処

 

戸
締

り
や

火
の

始
末

な
ど

の
安

全
 

銀
行

や
郵

便
局

・
役

所
の

利
用

 

電
話

の
利

用
 

相
談

相
手

及
び

場
所

が
な

い
 

そ
の

他
 

特
に

な
い

 

無
回

答
 

   

5
2 

あ
る

4
5
.7

%

な
い

2
1
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%

わ
か

ら
な

い
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そ
の

他

1
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%

無
回

答

8
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%
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者

n
=
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1
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5
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3
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4
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1
3
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2
3
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1
7
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2
6
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1
4
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1
.8

 

1
5
.4

 

4
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1
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2
0
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1
4
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0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

問
1

9
 

地
域

で
生

活
し

て
い

く
上

で
必

要
な

も
の

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

地
域

で
生

活
し

て
い

く
う

え
で

必
要

な
も

の
は

、「
相

談
に

の
っ

て
く

れ
る

市
町

村
の

精
神

保
健

福
祉

専
門

の
職

員
」

が
5

0
.5

％
で

最
も

多
く

、
次

い
で

「
具

合
が

悪
く

な
っ

た
ら

い
つ

で
も

診
療

し
て

く
れ

る
、

か
か

り
つ

け
の

病
院

・
診

療
所

」
が

4
4

.1
％

、「
相

談

に
の

っ
て

く
れ

る
病

院
・

診
療

所
の

相
談

員
」

が
3

8
.3

％
で

、
上

位
３

位
は

、
過

去
の

回
答

傾
向

と
同

じ
で

あ
る

。
 

                          

問
2

0
 

日
常

生
活

に
お

い
て

、
障

害
に

よ
っ

て
あ

き
ら

め
た

り
、

妥
協

し
た

り
し

た
こ

と
 

日
常

生
活

を
送

る
中

で
、

障
害

が
あ

る
た

め
に

あ
き

ら
め

た
り

、
妥

協
し

た
こ

と
が

「
あ

る
」

は
4

5
.7

％
で

、「
な

い
」

は
2

1
.3

％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

  
 

   

※
問

2
0
-
1
 

問
2
0
「
あ

る
」
場

合
の

具
体

的
な

事
柄

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

欄
参

照
 

※
問

2
0
-
2
 

あ
き

ら
め

た
り
妥

協
し

た
り
し

な
い

よ
う

に
な

る
た

め
に

必
要

な
支

援
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
欄

参
照

 

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
市

町
村

の
精

神
保

健
福

祉
専

門
の

職
員

 

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
病

院
・

診
療

所
の

相
談

員
 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

ら
い

つ
で

も
診

療
し

て
く

れ
る

、
か

か
り

つ
け

の
病

院
・

診
療

所
 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

ら
い

つ
で

も
相

談
で

き
る

電
話

相
談

機
関

 

自
宅

で
の

生
活

に
疲

れ
た

と
き

、
入

院
せ

ず
休

息
さ

せ
て

く
れ

る
短

期
入

所
（

シ
ョ

ー

ト
ス

テ
イ

）
施

設
 

自
立

生
活

で
き

る
よ

う
に

訓
練

で
き

る
施

設
（

生
活

訓
練

施
設

）
 

日
ご

ろ
の

暮
ら

し
の

相
談

や
支

援
に

乗
っ

て
く

れ
た

り
、

友
達

と
の

交
流

が
行

え
る

身

近
な

場
所

（
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
）

 

自
宅

を
看

護
師

が
訪

問
し

て
服

薬
や

病
気

・
生

活
の

相
談

に
乗

っ
て

く
れ

る
サ

ー
ビ

ス

（
訪

問
看

護
）

 

掃
除

や
食

事
、

身
の

回
り

の
世

話
な

ど
の

家
事

を
応

援
し

て
く

る
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー

ビ
ス

 

保
健
・
福

祉
・
医

療
等

の
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
苦

情
や

意
見

を
聞

い
て

、
あ

な
た

の
代

わ
り

に

代
弁

し
て

く
れ

る
サ

ー
ビ

ス
（

権
利

の
擁

護
）

 

自
宅

で
の

金
銭

の
管

理
や

財
産

の
活

用
を

あ
な

た
の

代
わ

り
に

 

し
て

く
れ

る
サ

ー
ビ

ス
（

成
年

後
見

セ
ン

タ
ー

）
 

ア
パ

ー
ト

な
ど

を
借

り
る

際
に

、
保

証
人

の
代

理
に

な
っ

て
く

れ
る

サ
ー

ビ
ス

 

就
職

に
つ

い
て

の
相

談
が

で
き

る
と

こ
ろ

 

（
就

労
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

）
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
8
6
 

な
い

 
4
0
 

わ
か

ら
な

い
 

4
4
 

そ
の

他
 

2
 

無
回

答
 

1
6
 

 
第

３
章

 
精

神
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

  

4
9 

9

2
3

1
1

4

1
0

1
0

9

4
0

4

1
1

1
1

2
6 2
7

8

1
2

1
6

3

7

4
6

5 5

1
6

8

2
4
.5

 

2
5
.5

 

3
.2

 7
.4

 

2
0
.2

 

8
.0

 

5
.3

 

5
1
.6

 

4
.8

 9
.6

 

1
6
.5

 

5
.3

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

問
1

5
 

希
望

す
る

日
頃

の
活

動
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

 

希
望

す
る

日
頃

の
活

動
は

、
「

自
宅

で
過

ご
し

た
い

」
が

5
1

.6
％

と
最

も
多

い
が

、
「

ア
ル

バ
イ

ト
・

パ
ー

ト
と

し
て

働
き

た
い

」

2
5

.5
％

、
「

正
規

の
従

業
員

（
自

営
業

含
む

）
と

し
て

働
き

た
い

」
が

2
4

.5
％

と
、

働
く

こ
と

に
意

欲
的

な
意

見
も

多
く

み
ら

れ
、

徐
々

に
増

え
て

き
て

い
る

。
 

 

 

 
 

                

※
問

1
6
 

生
活

で
最

も
希

望
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
欄

参
照

 

                

正
規

の
従

業
員

と
し

て
働

き
た

い
 

ア
ル

バ
イ

ト
・

パ
ー

ト
と

し
て

働
き

た
い

 

職
親

・
福

祉
工

場
で

働
き

た
い

 

学
校

・
訓

練
校

に
通

い
た

い
 

作
業

所
に

通
い

た
い

 

デ
イ

ケ
ア

で
過

ご
し

た
い

 

自
助

グ
ル

ー
プ

活
動

に
参

加
し

た
い

 

自
宅

で
過

ご
し

た
い

 

病
院

で
過

ご
し

た
い

 

そ
の

他
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
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問
1

7
 

現
在

の
生

活
で

不
安

な
こ

と
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

現
在

の
生

活
で

不
安

な
こ

と
は

、
「

病
気

の
再

発
や

悪
化

へ
の

不
安

」
が

5
4

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、
「

経
済

的
な

こ
と

が
不

安
」

4
7

.3
％

、
「

親
が

い
な

く
な

っ
た

後
が

不
安

」
3

3
.5

％
で

あ
っ

た
。

 

 

 

 
 

 
 

病
気

の
再

発
や

悪
化

へ
の

不
安

 

家
族

と
の

関
係

 

一
人

暮
し

 

入
院

前
の

仕
事

に
復

職
で

き
る

か
 

仕
事

が
み

つ
か

る
か

 

年
金

が
も

ら
え

る
か

 

経
済

的
な

こ
と

 

住
居

に
つ

い
て

 

親
が

い
な

く
な

っ
た

後
 

不
安

は
特

に
な

い
 

無
回

答
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1
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内
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少
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前
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1
年
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5
年
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頃
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以
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（
5
年

～
1
0
年
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頃
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か
な

り
昔

（
1
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年
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お
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え
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回
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 問
2

1
 

障
害

を
理

由
と

し
て

差
別

を
受

け
た

経
験

の
有

無
に

つ
い

て
 

 

障
害

を
理

由
と

し
た

差
別

を
受

け
た

経
験

が
「

あ
る

」
は

2
8

.2
％

、「
な

い
」

は
3

9
.9

％
、
「

わ
か

ら
な

い
」

は
2

5
.5

％
で

あ
っ

た
。

 

  
 

      
 

問
2

1
-
1

 
「

あ
る

」
場

合
の

差
別

を
受

け
た

時
期

に
つ

い
て

 

差
別

を
受

け
た

時
期

は
、
「

最
近

（
１

年
以

内
）
」

と
「

少
し

前
（

１
年

～
５

年
前

頃
）
」

が
各

2
8

.3
％

で
、

最
も

多
か

っ
た

。
 

 

 

 
 

   

※
問

2
1
-
2
 

問
2
1
「
あ

る
」
場

合
の

具
体

的
な

出
来

事
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
編

参
照

 

 

Ⅴ
 

就
労

に
つ

い
て

 

問
2

2
 

仕
事

の
有

無
 

現
在

仕
事

を
「

し
て

い
る

」
は

2
8

.2
％

、
「

し
て

い
な

い
」

は
6

4
.9

％
で

、
前

回
調

査
よ

り
し

て
い

る
人

の
割

合
が

、
増

加
の

傾

向
を

示
し

て
い

る
。

 

 

 

         

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
5
3

な
い

 
7
5

わ
か

ら
な

い
 

4
8

そ
の

他
 

0

無
回

答
 

1
2

最
近

（
１

年
以

内
）

 

少
し

前
（

１
年

～
５

年
前

頃
）

 

以
前

（
５

年
～

1
0
年

前
頃

）
 

か
な

り
昔

（
1
0
年

以
上

前
）

 

お
ぼ

え
て

い
な

い
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

し
て

い
る

 
し

て
い

な
い

 
無

回
答
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ど

の

正
規

の
従

業
員

7
.5

%

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

3
5
.8

%

就
労

支
援

施
設

等
に

通
所

3
7
.7

%

内
職

0
.0

%

そ
の

他

3
.8

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
5
3
人

2
6

3
1

9

1
7

1
7

2
3

4
1

9

1
8

9

2
1
.8

 

3
4
.0

 

1
2
.8

 

1
8
.1

 
1
3
.3

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

 

問
2

3
 

問
2

2
「

し
て

い
る

」
場

合
の

職
業

形
態

に
つ

い
て

 

職
業

の
形

態
は

、
「

就
労

支
援

施
設

等
に

通
所

」
が

3
7

.7
％

（
2

0
人

）
と

最
も

多
く

、
次

い
で

、
「

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
」

が

3
5

.8
％

（
1

9
人

）
、
「

自
営

業
」

が
1

5
.1

％
（

８
人

）
の

順
で

あ
っ

た
。

 

 
        

問
2

4
 

「
し

て
い

な
い

」
場

合
の

理
由

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

仕
事

を
し

て
い

な
い

理
由

は
、「

障
害

・
病

気
な

ど
の

健
康

上
の

問
題

」
が

7
7

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

適
当

な
職

業
、

職
場

が
な

い
」

が
3

0
.3

％
、
「

通
勤

が
困

難
で

あ
る

」
が

1
5

.6
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

 

 

       

  

問
2

5
 

仕
事

に
対

す
る

気
持

ち
に

つ
い

て
 

 

仕
事

に
対

す
る

気
持

ち
で

は
、「

で
き

れ
ば

働
き

た
い

」
が

3
4

.0
％

、「
ぜ

ひ
働

き
た

い
」

が
2

1
.8

％
と

多
く

、
働

き
た

い
気

持
ち

が
高

い
傾

向
に

あ
る

。
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・
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い
 

労
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条
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資
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習
得
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で

あ
る

 

通
勤

が
困
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で

あ
る

 

仕
事

を
し

た
く

な
い

 

仕
事

を
す
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必

要
が

な
い

 

そ
の

他
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
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問
1

8
 

日
常

生
活

の
中

で
困

っ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

日
常

生
活

の
中

で
、

困
っ

て
い

る
こ

と
は

、
「

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ
た

時
の

対
処

」
が

2
8

.2
％

、
「

部
屋

の
掃

除
や

整
理

整
頓

」

が
2

7
.1

％
、
「

食
事

の
準

備
や

調
理

」
が

1
8

.1
％

、
「

近
所

の
人

と
の

会
話

や
付

き
合

い
」

が
1

7
.0

％
、
「

規
則

正
し

い
生

活
を

す

る
こ

と
」

が
1

6
.5

％
の

順
に

多
か

っ
た

。
 

 

 
 

 
 

食
事

の
準

備
や

調
理

 

部
屋

の
掃

除
や

整
理

整
頓

 

衣
類

の
洗

濯
 

日
用

品
な

ど
の

買
い

物
 

現
金

や
預

金
通

帳
の

管
理

 

規
則

正
し

い
生

活
を

す
る

こ
と

 

電
車

や
バ

ス
な

ど
交

通
機

関
の

利
用

 

近
所

の
人

と
の

会
話

や
付

き
合

い
 

ゴ
ミ

出
し

 

家
族

と
の

会
話

や
付

き
合

い
（

家
族

の
障

害
理

解
等

）
 

服
薬

管
理

 

健
康

管
理

 

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ
た

時
の

対
処

 

戸
締

り
や

火
の

始
末

な
ど

の
安

全
 

銀
行

や
郵

便
局

・
役

所
の

利
用

 

電
話

の
利

用
 

相
談

相
手

及
び

場
所

が
な

い
 

そ
の

他
 

特
に

な
い

 

無
回

答
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問
1

9
 

地
域

で
生

活
し

て
い

く
上

で
必

要
な

も
の

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

地
域

で
生

活
し

て
い

く
う

え
で

必
要

な
も

の
は

、「
相

談
に

の
っ

て
く

れ
る

市
町

村
の

精
神

保
健

福
祉

専
門

の
職

員
」

が
5

0
.5

％
で

最
も

多
く

、
次

い
で

「
具

合
が

悪
く

な
っ

た
ら

い
つ

で
も

診
療

し
て

く
れ

る
、

か
か

り
つ

け
の

病
院

・
診

療
所

」
が

4
4

.1
％

、「
相

談

に
の

っ
て

く
れ

る
病

院
・

診
療

所
の

相
談

員
」

が
3

8
.3

％
で

、
上

位
３

位
は

、
過

去
の

回
答

傾
向

と
同

じ
で

あ
る

。
 

                          

問
2

0
 

日
常

生
活

に
お

い
て

、
障

害
に

よ
っ

て
あ

き
ら

め
た

り
、

妥
協

し
た

り
し

た
こ

と
 

日
常

生
活

を
送

る
中

で
、

障
害

が
あ

る
た

め
に

あ
き

ら
め

た
り

、
妥

協
し

た
こ

と
が

「
あ

る
」

は
4

5
.7

％
で

、「
な

い
」

は
2

1
.3

％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

  
 

   

※
問

2
0
-
1
 

問
2
0
「
あ

る
」
場

合
の

具
体

的
な

事
柄

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

欄
参

照
 

※
問

2
0
-
2
 

あ
き

ら
め

た
り
妥

協
し

た
り
し

な
い

よ
う

に
な

る
た

め
に

必
要

な
支

援
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
欄

参
照

 

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
市

町
村

の
精

神
保

健
福

祉
専

門
の

職
員

 

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
病

院
・

診
療

所
の

相
談

員
 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

ら
い

つ
で

も
診

療
し

て
く

れ
る

、
か

か
り

つ
け

の
病

院
・

診
療

所
 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

ら
い

つ
で

も
相

談
で

き
る

電
話

相
談

機
関

 

自
宅

で
の

生
活

に
疲

れ
た

と
き

、
入

院
せ

ず
休

息
さ

せ
て

く
れ

る
短

期
入

所
（

シ
ョ

ー

ト
ス

テ
イ

）
施

設
 

自
立

生
活

で
き

る
よ

う
に

訓
練

で
き

る
施

設
（

生
活

訓
練

施
設

）
 

日
ご

ろ
の

暮
ら

し
の

相
談

や
支

援
に

乗
っ

て
く

れ
た

り
、

友
達

と
の

交
流

が
行

え
る

身

近
な

場
所

（
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
）

 

自
宅

を
看

護
師

が
訪

問
し

て
服

薬
や

病
気

・
生

活
の

相
談

に
乗

っ
て

く
れ

る
サ

ー
ビ

ス

（
訪

問
看

護
）

 

掃
除

や
食

事
、

身
の

回
り

の
世

話
な

ど
の

家
事

を
応

援
し

て
く

る
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー

ビ
ス

 

保
健
・
福

祉
・
医

療
等

の
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
苦

情
や

意
見

を
聞

い
て

、
あ

な
た

の
代

わ
り

に

代
弁

し
て

く
れ

る
サ

ー
ビ

ス
（

権
利

の
擁

護
）

 

自
宅

で
の

金
銭

の
管

理
や

財
産

の
活

用
を

あ
な

た
の

代
わ

り
に

 

し
て

く
れ

る
サ

ー
ビ

ス
（

成
年

後
見

セ
ン

タ
ー

）
 

ア
パ

ー
ト

な
ど

を
借

り
る

際
に

、
保

証
人

の
代

理
に

な
っ

て
く

れ
る

サ
ー

ビ
ス

 

就
職

に
つ

い
て

の
相

談
が

で
き

る
と

こ
ろ

 

（
就

労
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

）
 

無
回

答
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供
し

て
ほ

し
い

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
一

緒
に

行
っ

て
ほ

し
い

そ
の

他

支
援

の
必

要
は

な
い

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
8
8
人

問
2

6
 

自
身

の
就

労
に

つ
い

て
必

要
な

支
援

（
複

数
回

答
）

 

就
労

に
つ

い
て

の
支

援
は

、「
相

談
に

の
っ

て
ほ

し
い

」
が

3
9

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

求
人

情
報

を
提

供
し

て
ほ

し
い

」
が

1
8

.6
％

、
「

就
職

・
転

職
先

を
一

緒
に

探
し

て
ほ

し
い

」
が

1
8

.1
％

で
あ

っ
た

。
「

支
援

の
必

要
は

な
い

」
は

1
6

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

 

      

Ⅵ
 

医
療

と
緊

急
時

に
つ

い
て

 

問
2

7
 

初
め

て
精

神
科

・
神

経
科

を
受

診
し

た
年

齢
に

つ
い

て
 

 

初
め

て
精

神
科

・
神

経
科

を
受

診
し

た
の

は
、
「

2
0

歳
代

」
が

2
9

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

1
9

歳
以

下
」

が
2

3
.4

％
、

「
3

0
歳

代
」

が
1

6
.0

％
と

、
若

い
こ

ろ
に

受
診

し
て

い
る

。
 

 

 

      

問
2

8
 

精
神

科
・

神
経

科
へ

の
入

院
の

有
無

に
つ

い
て

 
 

精
神

科
・

神
経

科
へ

の
入

院
歴

は
、
「

あ
る

」
が

6
6

.5
％

、
「

な
い

」
が

2
7

.7
％

で
６

割
以

上
に

入
院

経
験

が
あ

る
。

 

  
 

    

問
2

9
 

定
期

的
な

外
来

通
院

に
つ

い
て

 

定
期

的
な

通
院

は
、
「

し
て

い
る

」
が

8
7

.2
％

で
、

ほ
と

ん
ど

が
定

期
的

な
通

院
を

し
て

い
る

が
、

5
.3

％
は

「
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
て

い
る

。
 

 

 

      

相
談

に
の

っ
て

ほ
し

い
 

就
職

・
転

職
先

を
一

緒
に

探
し

て
ほ

し
い

 

職
業

訓
練

を
紹

介
し

て
ほ

し
い

 

求
人

情
報

を
提

供
し

て
ほ

し
い

 

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
一

緒
に

行
っ

て
ほ

し
い

 

そ
の

他
 

支
援

の
必

要
は

な
い

 

無
回

答
 

1
9

歳
以

下
 

2
0

歳
代

 
3
0

歳
代

 
4
0

歳
代

 
5
0

歳
代

 
6
0

歳
代

 
7
0

歳
以

上
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
1
2
5

な
い

 
5
2

無
回

答
 

1
1

し
て

い
る

 
し

て
い

な
い

 
無

回
答

 

   

5
6 

2
5
.5

 

5
5
.3

 

9
.6

 

0
.5

 3
.2

 

0
.0

 2
.7

 

2
.1

 

1
.1

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

茅
野

市
内

諏
訪

地
域

（
岡

谷
・
諏

訪
・
富

士
見

な
ど

）

中
信

地
域

（
松

本
・
塩

尻
・
安

曇
野

な
ど

）

北
信

地
域

（
長

野
・
須

坂
な

ど
）

南
信

地
域

（
伊

那
・
駒

ケ
根

・
飯

田
な

ど
）

東
信

地
域

（
佐

久
・
小

諸
な

ど
）

隣
県

（
山

梨
県

な
ど

）

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
8
8
人

一
人

で
行

く

5
2
.7

%

家
族

と
一

緒
に

行
く

4
2
.0

%

家
族

だ
け

に
行

っ
て

も
ら

う

1
.1

%

無
回

答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
る

5
4
.8

%

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
な

い

1
3
.8

%

わ
か

ら
な

い

1
8
.6

%

無
回

答

1
2
.8

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

問
3

0
 

主
治

医
が

い
る

病
院

の
地

域
に

つ
い

て
 

 

主
治

医
が

い
る

病
院

の
地

域
で

、
最

も
多

い
の

は
「

諏
訪

地
域

（
岡

谷
・

諏
訪

・
富

士
見

な
ど

）
」

が
5

5
.3

％
で

、
「

茅
野

市
内

」

は
2

5
.5

％
、
「

中
信

地
域

（
松

本
・

塩
尻

・
安

曇
野

な
ど

）
」

は
9

.6
％

で
あ

っ
た

。
 

        

問
3

1
 

定
期

的
な

通
院

の
方

法
に

つ
い

て
 

 

定
期

的
な

通
院

方
法

は
、
「

一
人

で
行

く
」

が
5

2
.7

％
（

9
9

人
）

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

家
族

と
一

緒
に

行
く

」
が

4
2

.0
％

（
7

9
人

）
で

あ
っ

た
。

 

    
 

     

問
3

2
 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

と
き

の
対

応
に

つ
い

て
 

 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

時
は

、「
自

分
か

ら
受

診
し

て
い

る
」

が
5

4
.8

％
で

最
も

多
く

、「
自

分
か

ら
受

診
し

て
い

な
い

」
は

1
3

.8
％

で
あ

る
。

1
8

.6
％

が
「

わ
か

ら
な

い
」

と
回

答
し

た
。

 

    
 

    

※
問

3
3
 

具
合

が
急

変
し

た
時

に
し

て
欲

し
い

こ
と

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

編
参

照
 

 

      

茅
野

市
内

 

諏
訪

地
域

（
岡

谷
・

諏
訪

・
富

士
見

な
ど

）
 

中
信

地
域

（
松

本
・

塩
尻

・
安

曇
野

な
ど

）
 

北
信

地
域

（
長

野
・

須
坂

な
ど

）
 

南
信

地
域

（
伊

那
・

駒
ケ

根
・

飯
田

な
ど

）
 

東
信

地
域

（
佐

久
・

小
諸

な
ど

）
 

隣
県

（
山

梨
県

な
ど

）
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

一
人

で
行

く
 

9
9
 

家
族

と
一

緒
に

行
く

 
7
9
 

家
族

だ
け

に
行

っ
て

も
ら

う
 

2
 

無
回

答
 

8
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
る

 
1
0
3
 

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
な

い
 

2
6
 

わ
か

ら
な

い
 

3
5
 

無
回

答
 

2
4
 

 
第

３
章

 
精

神
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

  

5
3 

あ
る

2
8
.2

%

な
い

3
9
.9

%

わ
か

ら
な

い

2
5
.5

%

そ
の

他

0
.0

%

無
回

答

6
.4

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

2
8
.3

 

2
8
.3

 

2
2
.6

 

1
8
.9

 

7
.5

 

5
.7

 

3
.8

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

最
近

（
1
年

以
内

）

少
し

前
（
1
年

～
5
年

前
頃

）

以
前

（
5
年

～
1
0
年

前
頃

）

か
な

り
昔

（
1
0
年

以
上

前
）

お
ぼ

え
て

い
な

い

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
5
3
人

3
4

5
5

1
1

2
1

7
3

6

2
8
.2

6
4
.9

6.
9

0

2
0

4
0

6
0

8
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

 問
2

1
 

障
害

を
理

由
と

し
て

差
別

を
受

け
た

経
験

の
有

無
に

つ
い

て
 

 

障
害

を
理

由
と

し
た

差
別

を
受

け
た

経
験

が
「

あ
る

」
は

2
8

.2
％

、「
な

い
」

は
3

9
.9

％
、
「

わ
か

ら
な

い
」

は
2

5
.5

％
で

あ
っ

た
。

 

  
 

      
 

問
2

1
-
1

 
「

あ
る

」
場

合
の

差
別

を
受

け
た

時
期

に
つ

い
て

 

差
別

を
受

け
た

時
期

は
、
「

最
近

（
１

年
以

内
）
」

と
「

少
し

前
（

１
年

～
５

年
前

頃
）
」

が
各

2
8

.3
％

で
、

最
も

多
か

っ
た

。
 

 

 

 
 

   

※
問

2
1
-
2
 

問
2
1
「
あ

る
」
場

合
の

具
体

的
な

出
来

事
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
編

参
照

 

 

Ⅴ
 

就
労

に
つ

い
て

 

問
2

2
 

仕
事

の
有

無
 

現
在

仕
事

を
「

し
て

い
る

」
は

2
8

.2
％

、
「

し
て

い
な

い
」

は
6

4
.9

％
で

、
前

回
調

査
よ

り
し

て
い

る
人

の
割

合
が

、
増

加
の

傾

向
を

示
し

て
い

る
。

 

 

 

         

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
5
3

な
い

 
7
5

わ
か

ら
な

い
 

4
8

そ
の

他
 

0

無
回

答
 

1
2

最
近

（
１

年
以

内
）

 

少
し

前
（

１
年

～
５

年
前

頃
）

 

以
前

（
５

年
～

1
0
年

前
頃

）
 

か
な

り
昔

（
1
0
年

以
上

前
）

 

お
ぼ

え
て

い
な

い
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

し
て

い
る

 
し

て
い

な
い

 
無

回
答

 

   

5
4 

9
2

2
4

3

0

1
1

2
1

3

1
1

8

6
0

2
4

8

3

1
2

5 5 6

3

1

7
7
.9

3
0
.3

6.
6

0.
0

1
5
.6

9.
8

9.
0 1
1
.5

4.
1

1.
6

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

自
営

業

1
5
.1

%

会
社

員
・
公

務
員

な
ど

の

正
規

の
従

業
員

7
.5

%

パ
ー

ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

3
5
.8

%

就
労

支
援

施
設

等
に

通
所

3
7
.7

%

内
職

0
.0

%

そ
の

他

3
.8

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
5
3
人

2
6

3
1

9

1
7

1
7

2
3

4
1

9

1
8

9

2
1
.8

 

3
4
.0

 

1
2
.8

 

1
8
.1

 
1
3
.3

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

 

問
2

3
 

問
2

2
「

し
て

い
る

」
場

合
の

職
業

形
態

に
つ

い
て

 

職
業

の
形

態
は

、
「

就
労

支
援

施
設

等
に

通
所

」
が

3
7

.7
％

（
2

0
人

）
と

最
も

多
く

、
次

い
で

、
「

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
」

が

3
5

.8
％

（
1

9
人

）
、
「

自
営

業
」

が
1

5
.1

％
（

８
人

）
の

順
で

あ
っ

た
。

 

 
        

問
2

4
 

「
し

て
い

な
い

」
場

合
の

理
由

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

仕
事

を
し

て
い

な
い

理
由

は
、「

障
害

・
病

気
な

ど
の

健
康

上
の

問
題

」
が

7
7

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

適
当

な
職

業
、

職
場

が
な

い
」

が
3

0
.3

％
、
「

通
勤

が
困

難
で

あ
る

」
が

1
5

.6
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

 

 

       

  

問
2

5
 

仕
事

に
対

す
る

気
持

ち
に

つ
い

て
 

 

仕
事

に
対

す
る

気
持

ち
で

は
、「

で
き

れ
ば

働
き

た
い

」
が

3
4

.0
％

、「
ぜ

ひ
働

き
た

い
」

が
2

1
.8

％
と

多
く

、
働

き
た

い
気

持
ち

が
高

い
傾

向
に

あ
る

。
 

 

 

     

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
営

業
 

8
 

会
社

員
・

公
務

員
な

ど
の

正
規

の
従

業
員

 
4
 

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
 

1
9
 

就
労

支
援

施
設

等
に

通
所

 
2
0
 

内
職

 
0
 

そ
の

他
 

2
 

無
回

答
 

0
 

障
害

・
病

気
な

ど
の

健
康

上
の

問
題

 

適
当

な
職

業
、

職
場

が
な

い
 

労
働

条
件

が
合

わ
な

い
 

資
格

習
得

中
で

あ
る

 

通
勤

が
困

難
で

あ
る

 

仕
事

を
し

た
く

な
い

 

仕
事

を
す

る
必

要
が

な
い

 

そ
の

他
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

ぜ
ひ

働
き

た
い

 
 

で
き

れ
ば

 

働
き

た
い

 
働

き
た

く
な

い
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

50
51

 
第

３
章

 
精

神
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

  

5
7 

あ
る

3
6
.7

%

な
い

4
8
.4

%

無
回

答

1
4
.9

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

1
6

1
0

6

2
7

7
1

9

3 3

6

3

8

1
0

4

1
8

6
4

9

6 5 5

9 8

1
1
.2

 

1
0
.1

 

1
.6

 

1
5
.4

 

6
6
.0

 

9
.0

 

6
.9

 

4
.3

 

5
.9

 

5
.9

 9
.0

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

問
3

4
 

身
体

の
病

気
の

有
無

に
つ

い
て

 
 

身
体

の
病

気
が

「
あ

る
」

は
3

6
.7

％
（

6
9

人
）

で
、「

な
い

」
は

4
8

.4
％

（
9

1
人

）
で

あ
っ

た
。

４
割

近
く

が
何

ら
か

の
身

体

の
病

気
を

抱
え

て
い

る
。

 

  

  
 

   

問
3

5
 

災
害

発
生

時
、

想
定

さ
れ

る
不

安
や

困
り

ご
と

に
つ

い
て

 

具
体

的
内

容
は

、
自

由
記

述
編

参
照

 

 

Ⅶ
 

収
入

に
つ

い
て

 

問
3

6
 

定
期

的
な

収
入

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

定
期

的
な

収
入

は
、「

障
害

年
金

」
が

6
6

.0
％

で
最

も
多

く
、

次
い

で
「

家
族

か
ら

の
援

助
」

が
1

5
.4

％
、「

勤
め

先
の

給
料

・
役

員
手

当
等

」
が

1
1

.2
％

、
「

就
労

支
援

施
設

等
の

工
賃

」
が

1
0

.1
％

で
あ

っ
た

。
 

                
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
6
9

な
い

 
9
1

無
回

答
 

2
8

勤
め

先
の

給
料

・
役

員
手

当
等

 

就
労

支
援

施
設

等
の

工
賃

 

自
営

業
の

売
上

 

家
族

か
ら

の
援

助
 

障
害

年
金

 

障
害

年
金

以
外

の
年

金
 

公
的

手
当

（
特

別
障

害
者

手
当

等
）

 

生
活

保
護

 

そ
の

他
 

定
期

的
な

収
入

が
な

い
 

無
回

答
 

   

5
8 

5
万

円
未

満

6
.9

% 5
～

1
0
万

円
未

満

3
1
.9

%

1
0
～

1
5
万

円
未

満

1
9
.1

%

1
5
～

2
0
万

円
未

満

6
.4

%

2
0
万

円
以

上

3
.2

%

わ
か

ら
な

い

1
7
.0

%

無
回

答

1
5
.4

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

ま
っ

た
く
な

い

3
.1

%

1
万

円
未

満

6
.9

%

1
～

5
万

円
未

満

3
8
.4

%

5
～

1
0
万

円
未

満

1
0
.7

%

1
0
～

1
5
万

円
未

満

5
.0

%

1
5
万

円
以

上

0
.6

%

わ
か

ら
な

い

3
5
.2

%

無
回

答

0
.0

%

回
答

者

n
=
1
5
9
人

6
6

1
6

9
9

7
1

1
2

8
9

7
8
.2

 

1
0
.6

 
2
.1

 
9
.0

 

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

問
3

7
 

ひ
と

月
あ

た
り

の
平

均
的

な
収

入
に

つ
い

て
（

年
金

、
手

当
、

仕
送

り
等

含
む

）
 

 

ひ
と

月
あ

た
り

の
平

均
的

な
収

入
は

、
「

５
～

1
0

万
円

未
満

」
が

3
1

.9
％

、
「

1
0

～
1

5
万

円
未

満
」

が
1

9
.1

％
、
「

５
万

円
未

満
」

が
6

.9
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

 
   

 

     

問
3

8
 

収
入

の
う

ち
、

自
分

の
た

め
に

使
え

る
金

額
に

つ
い

て
（

家
賃

、
食

費
、

光
熱

費
除

く
）

 
 

ひ
と

月
あ

た
り

の
自

分
の

た
め

に
使

え
る

金
額

は
、「

１
～

５
万

円
未

満
」
が

3
8

.4
％

で
最

も
多

く
、「

５
～

1
0

万
円

未
満

」
1

0
.7

％

で
あ

る
が

、
「

１
万

円
未

満
」

が
6

.9
％

、
「

ま
っ

た
く

な
い

」
が

3
.1

％
で

あ
っ

た
。

 

          

Ⅷ
 

日
常

の
相

談
等

に
つ

い
て

 

問
3

9
 

相
談

相
手

の
有

無
に

つ
い

て
 

 

相
談

相
手

が
「

い
る

」
と

回
答

し
た

の
は

7
8

.2
％

で
あ

っ
た

が
、

1
0

.6
％

は
相

談
相

手
が

「
い

な
い

」
と

回
答

し
た

。
 

 

 

            

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

５
万

円
未

満
 

1
3
 

５
～

1
0
万

円
未

満
 

6
0
 

1
0
～

1
5
万

円
未

満
 

3
6
 

1
5
～

2
0
万

円
未

満
 

1
2
 

2
0
万

円
以

上
 

6
 

わ
か

ら
な

い
 

3
2
 

無
回

答
 

2
9
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ま
っ

た
く

な
い

 
5
 

1
万

円
未

満
 

1
1
 

1
～

5
万

円
未

満
 

6
1
 

5
～

1
0
万

円
未

満
 

1
7
 

1
0
～

1
5
万

円
未

満
 

8
 

1
5
万

円
以

上
 

1
 

わ
か

ら
な

い
 

5
6
 

無
回

答
 

0
 

い
る

 
い

な
い

 
わ

か
ら

な
い

 
無

回
答

 

 
第

３
章

 
精

神
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

  

5
5 

8
0

6
1
4

8
9

7
4

8
7
.2

5.
3

7.
4

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

2
4

3
0

1
3

1
4

9
6

0
4

2
5

3
3

1
8

1
0

8

3
0

3

2
3
.4

 

2
9
.3

 

1
6
.0

 

1
0
.6

 
6
.9

 
4
.3

 
2
.1

 

7
.4

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

あ
る

6
6
.5

%

な
い

2
7
.7

%

無
回

答

5
.9

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

3
9
.9

 

1
8
.1

 

1
1
.7

 1
8
.6

 

6
.9

 1
1
.2

 1
6
.0

 

2
7
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

相
談

に
の

っ
て

ほ
し

い

就
職

・
転

職
先

を
一

緒
に

探
し

て
ほ

し
い

職
業

訓
練

を
紹

介
し

て
ほ

し
い

求
人

情
報

を
提

供
し

て
ほ

し
い

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
一

緒
に

行
っ

て
ほ

し
い

そ
の

他

支
援

の
必

要
は

な
い

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
8
8
人

問
2

6
 

自
身

の
就

労
に

つ
い

て
必

要
な

支
援

（
複

数
回

答
）

 

就
労

に
つ

い
て

の
支

援
は

、「
相

談
に

の
っ

て
ほ

し
い

」
が

3
9

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

求
人

情
報

を
提

供
し

て
ほ

し
い

」
が

1
8

.6
％

、
「

就
職

・
転

職
先

を
一

緒
に

探
し

て
ほ

し
い

」
が

1
8

.1
％

で
あ

っ
た

。
「

支
援

の
必

要
は

な
い

」
は

1
6

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

 

      

Ⅵ
 

医
療

と
緊

急
時

に
つ

い
て

 

問
2

7
 

初
め

て
精

神
科

・
神

経
科

を
受

診
し

た
年

齢
に

つ
い

て
 

 

初
め

て
精

神
科

・
神

経
科

を
受

診
し

た
の

は
、
「

2
0

歳
代

」
が

2
9

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

1
9

歳
以

下
」

が
2

3
.4

％
、

「
3

0
歳

代
」

が
1

6
.0

％
と

、
若

い
こ

ろ
に

受
診

し
て

い
る

。
 

 

 

      

問
2

8
 

精
神

科
・

神
経

科
へ

の
入

院
の

有
無

に
つ

い
て

 
 

精
神

科
・

神
経

科
へ

の
入

院
歴

は
、
「

あ
る

」
が

6
6

.5
％

、
「

な
い

」
が

2
7

.7
％

で
６

割
以

上
に

入
院

経
験

が
あ

る
。

 

  
 

    

問
2

9
 

定
期

的
な

外
来

通
院

に
つ

い
て

 

定
期

的
な

通
院

は
、
「

し
て

い
る

」
が

8
7

.2
％

で
、

ほ
と

ん
ど

が
定

期
的

な
通

院
を

し
て

い
る

が
、

5
.3

％
は

「
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
て

い
る

。
 

 

 

      

相
談

に
の

っ
て

ほ
し

い
 

就
職

・
転

職
先

を
一

緒
に

探
し

て
ほ

し
い

 

職
業

訓
練

を
紹

介
し

て
ほ

し
い

 

求
人

情
報

を
提

供
し

て
ほ

し
い

 

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
一

緒
に

行
っ

て
ほ

し
い

 

そ
の

他
 

支
援

の
必

要
は

な
い

 

無
回

答
 

1
9

歳
以

下
 

2
0

歳
代

 
3
0

歳
代

 
4
0

歳
代

 
5
0

歳
代

 
6
0

歳
代

 
7
0

歳
以

上
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
1
2
5

な
い

 
5
2

無
回

答
 

1
1

し
て

い
る

 
し

て
い

な
い

 
無

回
答

 

   

5
6 

2
5
.5

 

5
5
.3

 

9
.6

 

0
.5

 3
.2

 

0
.0

 2
.7

 

2
.1

 

1
.1

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

茅
野

市
内

諏
訪

地
域

（
岡

谷
・
諏

訪
・
富

士
見

な
ど

）

中
信

地
域

（
松

本
・
塩

尻
・
安

曇
野

な
ど

）

北
信

地
域

（
長

野
・
須

坂
な

ど
）

南
信

地
域

（
伊

那
・
駒

ケ
根

・
飯

田
な

ど
）

東
信

地
域

（
佐

久
・
小

諸
な

ど
）

隣
県

（
山

梨
県

な
ど

）

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
8
8
人

一
人

で
行

く

5
2
.7

%

家
族

と
一

緒
に

行
く

4
2
.0

%

家
族

だ
け

に
行

っ
て

も
ら

う

1
.1

%

無
回

答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
る

5
4
.8

%

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
な

い

1
3
.8

%

わ
か

ら
な

い

1
8
.6

%

無
回

答

1
2
.8

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

問
3

0
 

主
治

医
が

い
る

病
院

の
地

域
に

つ
い

て
 

 

主
治

医
が

い
る

病
院

の
地

域
で

、
最

も
多

い
の

は
「

諏
訪

地
域

（
岡

谷
・

諏
訪

・
富

士
見

な
ど

）
」

が
5

5
.3

％
で

、
「

茅
野

市
内

」

は
2

5
.5

％
、
「

中
信

地
域

（
松

本
・

塩
尻

・
安

曇
野

な
ど

）
」

は
9

.6
％

で
あ

っ
た

。
 

        

問
3

1
 

定
期

的
な

通
院

の
方

法
に

つ
い

て
 

 

定
期

的
な

通
院

方
法

は
、
「

一
人

で
行

く
」

が
5

2
.7

％
（

9
9

人
）

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

家
族

と
一

緒
に

行
く

」
が

4
2

.0
％

（
7

9
人

）
で

あ
っ

た
。

 

    
 

     

問
3

2
 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

と
き

の
対

応
に

つ
い

て
 

 

具
合

が
悪

く
な

っ
た

時
は

、「
自

分
か

ら
受

診
し

て
い

る
」

が
5

4
.8

％
で

最
も

多
く

、「
自

分
か

ら
受

診
し

て
い

な
い

」
は

1
3

.8
％

で
あ

る
。

1
8

.6
％

が
「

わ
か

ら
な

い
」

と
回

答
し

た
。

 

    
 

    

※
問

3
3
 

具
合

が
急

変
し

た
時

に
し

て
欲

し
い

こ
と

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

編
参

照
 

 

      

茅
野

市
内

 

諏
訪

地
域

（
岡

谷
・

諏
訪

・
富

士
見

な
ど

）
 

中
信

地
域

（
松

本
・

塩
尻

・
安

曇
野

な
ど

）
 

北
信

地
域

（
長

野
・

須
坂

な
ど

）
 

南
信

地
域

（
伊

那
・

駒
ケ

根
・

飯
田

な
ど

）
 

東
信

地
域

（
佐

久
・

小
諸

な
ど

）
 

隣
県

（
山

梨
県

な
ど

）
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

一
人

で
行

く
 

9
9
 

家
族

と
一

緒
に

行
く

 
7
9
 

家
族

だ
け

に
行

っ
て

も
ら

う
 

2
 

無
回

答
 

8
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
る

 
1
0
3
 

自
分

か
ら

受
診

し
て

い
な

い
 

2
6
 

わ
か

ら
な

い
 

3
5
 

無
回

答
 

2
4
 

52
53
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第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

 
第

３
章

 
精

神
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

  

5
9 

4
6
.3

 

2
7
.9

 

2
7
.9

 

2
1
.1

 

7
.5

 

3
.4

 

4
6
.3

 

2
1
.1

 

1
0
.2

 

0
.7

 

8
.2

 

1
0
.9

 

1
0
.2

 1
6
.3

 

0
.0

 

2
7
.2

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

親 兄
弟

配
偶

者

友
人

親
戚

近
所

主
治

医
・
病

院
・
診

療
所

の
職

員

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

職
員

相
談

支
援

専
門

員
（
相

談
支

援
事

業
所

の
職

員
）

保
健

所
の

職
員

市
役

所
の

職
員

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員

オ
ア

シ
ス

の
職

員

そ
の

他

わ
か

ら
な

い

無
回

答

回
答

者

n
=
1
4
7
人 5
1

3
1

1
4

2
4

1
9

1
1

1 1

7

3
5

2
4

1
2

2
9

2
0

2
4

3

5

1
0

8

3
4
.0

 

2
7
.7

 

1
2
.2

 

2
4
.5

 

1
7
.0

 2
4
.5

 

3
.7

 

5
.9

 1
1
.2

 

1
3
.3

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

問
4

0
 

「
い

る
」

場
合

の
相

談
相

手
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

相
談

相
手

は
、
「

親
」

が
4

6
.3

％
、
「

兄
弟

」
と

「
配

偶
者

」
が

各
2

7
.9

％
と

家
族

が
多

い
が

、
「

主
治

医
・

病
院

・
診

療
所

の
職

員
」

が
4

6
.3

％
、
「

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

職
員

」
が

2
1

.1
％

、
「

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
」

1
0

.9
％

と
、

専
門

職
を

相
談

相
手

に
し

て
い

る
人

も
多

く
あ

っ
た

。
 

 

 
 

            

問
4

1
 

今
、

一
番

相
談

し
た

い
こ

と
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

今
、

一
番

相
談

し
た

い
こ

と
は

、「
病

気
の

こ
と

」
が

3
4

.0
％

、「
身

体
の

不
調

の
こ

と
」

が
2

7
.7

％
と

病
気

や
体

の
こ

と
が

多
い

傾
向

に
あ

る
が

、「
お

金
の

こ
と

」
、「

親
が

い
な

く
な

っ
た

あ
と

の
不

安
」

が
各

2
4

.5
％

、「
就

職
や

仕
事

の
こ

と
」

が
1

7
.0

％
、「

家

族
や

友
人

な
ど

の
人

間
関

係
の

こ
と

」
が

1
2

.2
％

と
、

多
岐

に
わ

た
っ

て
い

る
。
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情
報

取
得

に
つ

い
て

 

問
4

2
 

保
健

・
医

療
・

福
祉

に
関

す
る

情
報

収
集

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

保
健

・
医

療
・

福
祉

に
関

す
る

情
報

を
得

て
い

る
の

は
、
「

市
役

所
・

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

」
が

4
8

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、
「

病
院

・
診

療
所

」
が

3
8

.8
％

、
「

家
族

」
が

2
0

.2
％

の
順

で
あ

っ
た

。
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擁

護
に

つ
い
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「
成

年
後

見
制

度
」

に
つ

い
て
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っ

て
い
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か

 
 

成
年

後
見

制
度

に
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い
て

は
、「

わ
か

ら
な

い
」

が
3

4
.0

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
よ

く
知

ら
な

い
が

興
味

や
関

心
が

あ
る

」
が

2
7

.1
％

、
「

利
用

は
し

て
い

な
い

が
よ

く
知

っ
て

い
る

」
が

1
3

.8
％

、
「

自
分

に
は

必
要

な
い

」
1

2
.2

％
で

あ
っ

た
。
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身
体

の
病

気
の

有
無

に
つ

い
て

 
 

身
体

の
病

気
が

「
あ

る
」

は
3

6
.7

％
（

6
9

人
）

で
、「

な
い

」
は

4
8

.4
％

（
9

1
人

）
で

あ
っ

た
。

４
割

近
く

が
何

ら
か

の
身

体

の
病

気
を

抱
え

て
い

る
。

 

  

  
 

   

問
3

5
 

災
害

発
生

時
、

想
定

さ
れ

る
不

安
や

困
り

ご
と

に
つ

い
て

 

具
体

的
内

容
は

、
自

由
記

述
編

参
照
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定
期

的
な

収
入

に
つ

い
て
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複

数
回

答
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的
な

収
入

は
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害
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金

」
が
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最

も
多

く
、
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「

家
族

か
ら

の
援
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」
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5
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％
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先
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料
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1
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％
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ひ
と

月
あ

た
り

の
平

均
的

な
収

入
に

つ
い

て
（

年
金

、
手

当
、

仕
送

り
等

含
む

）
 

 

ひ
と

月
あ

た
り

の
平

均
的

な
収

入
は

、
「

５
～

1
0

万
円

未
満

」
が

3
1

.9
％

、
「

1
0

～
1

5
万

円
未

満
」

が
1

9
.1

％
、
「

５
万

円
未

満
」

が
6

.9
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

 
   

 

     

問
3

8
 

収
入

の
う

ち
、

自
分

の
た

め
に

使
え

る
金

額
に

つ
い

て
（

家
賃

、
食

費
、

光
熱

費
除

く
）

 
 

ひ
と

月
あ

た
り

の
自

分
の

た
め

に
使

え
る

金
額

は
、「

１
～

５
万

円
未

満
」
が

3
8

.4
％

で
最

も
多

く
、「

５
～

1
0

万
円

未
満

」
1

0
.7

％

で
あ

る
が

、
「

１
万

円
未

満
」

が
6

.9
％

、
「

ま
っ

た
く

な
い

」
が

3
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で

あ
っ

た
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談
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手
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％
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障
害

者
へ

の
虐

待
を

過
去

に
見

聞
き

し
た

こ
と

が
あ

る
か

 

過
去

に
虐

待
を

見
た

り
聞

い
た

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
、
「

あ
る

」
は

2
2

.9
％

、
「

な
い

」
は

3
3

.5
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

   

※
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4
5
 

「
あ

る
」
場

合
の

見
聞

き
し

た
内

容
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
編

参
照
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害
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施
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に
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す

る
要
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い
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こ
れ

か
ら
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を

入
れ

て
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な
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害
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祉
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い
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ら
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入
れ

て
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し
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害
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祉
施
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療
費

の
軽

減
な

ど
医

療
制

度
の

充
実

」
が

4
3

.1
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

親
亡

き
あ

と
の

生
活

保
障

」
が

3
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％
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障

害
者
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解

へ
の

啓
発

や
交

流
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促
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茅
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け
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害
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象
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つ
い
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（

複
数

回
答

）
 

茅
野

市
に

お
け

る
障

害
者

福
祉

全
般

の
印

象
に

つ
い

て
は

、「
以

前
の

こ
と

は
よ

く
わ

か
ら

な
い

・
知

ら
な

い
」

が
3

9
.9

％
で

最
も

多
か

っ
た

が
、
「

今
あ

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

」
が

1
9

.1
％

、
「

実
際

に
相

談
や

サ
ー

ビ

ス
利

用
は

し
て

い
な

い
が

、
制

度
が

あ
る

だ
け

で
安

心
で

き
る

」
が

1
8

.6
％

、「
以

前
よ

り
親

切
に

相
談

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

っ

た
」

が
1

6
.0

％
で

あ
っ

た
。

 

                2
 

自
由

記
述

 

問
1
3
 

現
在

の
生

活
に

対
す

る
不

満
の

理
由

 

仕
事

・
収

入
の

こ
と

（
1
5
）
 

・
お

金
が

足
り
な

い
 

・
今

の
お

給
料

で
は

自
立

が
で

き
な

い
 

・
仕

事
で

普
通

に
稼

げ
て

い
な

い
 

・
将

来
に

向
け

貯
蓄

し
た

い
で

す
 

・
お

金
と

か
全

て
病

気
の

為
 

家
族

の
理

解
（
８

）
 

・
親

が
精

神
疾

患
に

つ
い

て
理

解
が

な
い

 

・
父

親
に

よ
る

母
と

子
の

暴
言

・
暴

力
 

・
疲

れ
て

い
る

主
人

は
、

私
を

見
て

い
る

余
裕

が
な

く
な

り
、

話
す

時
間

も
無

く
な

り
、

全
て

す
れ

違
い

に
な

っ
て

精
神

患

者
の

面
倒

は
見

て
い

る
方

も
精

神
的

に
き

つ
く
な

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
 

・
ど

う
説

明
す

れ
ば

理
解

し
て

も
ら

え
る

か
考

え
て

い
る

が
わ

か
ら

な
い

（
両

親
に

対
し

て
）
 

周
囲

の
理

解
（
５

）
 

・
理

解
し

て
く
れ

る
人

が
い

な
い

 
・
話

を
し

て
も

意
図

が
伝

わ
ら

な
い

 

・
近

所
の

人
た

ち
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
ほ

と
ん

ど
と

れ
な

い
 

病
気

の
こ

と
（
1
0
）
 

・
好

き
で

精
神

病
に

な
っ

た
わ

け
で

な
く
、

今
現

在
も

、
精

神
か

ら
く
る

も
の

と
思

わ
れ

る
身

体
の

病
気

も
複

数
あ

り
、

高

齢
の

母
の

付
添

、
自

分
の

病
院

通
い

も
何

と
か

行
か

れ
る

状
態

で
と

て
も

苦
し

い
。

現
在

も
う

つ
状

態
で

病
院

通
い

以
外

は
横

に
な

っ
て

い
な

い
と

生
活

で
き

な
い

。
 

・
病

気
に

よ
り
行

動
等

が
制

限
さ

れ
て

い
る

事
 

・
具

合
が

悪
い

と
き

は
何

も
で

き
な

い
 

・
入

院
中

で
い

つ
退

院
で

き
る

か
分

か
ら

な
く
て

不
安

 

・
親

の
依

存
を

無
く
す

た
め

と
自

立
し

た
生

活
を

送
れ

る
訓

練
の

為
ア

パ
ー

ト
で

独
り
暮

ら
し

を
し

て
い

る
が

障
害

の
為

か
隣

の
生

活
音

が
苦

痛
で

イ
ラ

イ
ラ

す
る

。
食

生
活

も
偏

っ
て

お
り
住

宅
や

食
事

の
支

援
を

受
け

ら
れ

た
ら

良
い

と
思

う
。

親
の

力
で

は
限

界
が

あ
る

。
 

・
1

人
が

さ
み

し
い

。
ご

飯
作

る
の

が
大

変
 

そ
の

他
（
６

）
 

・
手

助
け

し
て

く
れ

る
人

は
い

な
い

 

・
公

共
交

通
機

関
の

割
引

制
度

に
精

神
が

適
応

さ
れ

て
い

な
い

。
自

分
は

広
汎

性
発

達
障

害
、

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

の
為

、
集

中
困

難
な

為
、

極
力

自
動

車
の

運
転

を
せ

ず
バ

ス
や

電
車

を
使

い
た

い
。

 

・
体

調
が

悪
く
な

り
食

事
の

用
意

が
出

来
な

く
て

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
相

談
し

た
ら

障
碍

者
本

人
の

食
事

の
用

意
は

で
き

る
け

ど
、

家
族

の
食

事
の

用
意

は
で

き
な

い
と

の
こ

と
で

サ
ー

ビ
ス

利
用

が
で

き
な

い
。

 
・
色

々
な

面
で

手
続

き
が

不
便

。
（
交

通
の

面
も

含
め

て
）
 

 問
1
6
 

生
活

で
一

番
希

望
し

て
い

る
こ

と
 

今
あ

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

 

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
や

相
談

窓
口

が
増

え
て

、
以

前
よ

り
安

心
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
 

以
前

よ
り

気
軽

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

 

以
前

よ
り

親
切

に
相

談
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
っ

た
 

実
際

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

は
し

て
い

な
い

が
、

制
度

が
あ

る
だ

け

で
安

心
で

き
る

 

以
前

よ
り

お
金

が
か

か
る

の
で

、
不

安
に

な
る

 

い
ろ

ん
な

窓
口

が
で

き
た

の
で

、
紛

ら
わ

し
く

て
か

え
っ

て
混

乱
す

る
 

以
前

よ
り

不
親

切
・

不
便

に
な

っ
た

 

自
分

に
は

な
ん

の
影

響
も

な
か

っ
た

 

以
前

の
こ

と
は

よ
く

わ
か

ら
な

い
・

知
ら

な
い

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

 
第

３
章

 
精

神
障

害
者

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

  

5
9 

4
6
.3

 

2
7
.9

 

2
7
.9

 

2
1
.1

 

7
.5

 

3
.4

 

4
6
.3

 

2
1
.1

 

1
0
.2

 

0
.7

 

8
.2

 

1
0
.9

 

1
0
.2

 1
6
.3

 

0
.0

 

2
7
.2

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

親 兄
弟

配
偶

者

友
人

親
戚

近
所

主
治

医
・
病

院
・
診

療
所

の
職

員

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

職
員

相
談

支
援

専
門

員
（
相

談
支

援
事

業
所

の
職

員
）

保
健

所
の

職
員

市
役

所
の

職
員

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員

オ
ア

シ
ス

の
職

員

そ
の

他

わ
か

ら
な

い

無
回

答

回
答

者

n
=
1
4
7
人 5
1

3
1

1
4

2
4

1
9

1
1

1 1

7

3
5

2
4

1
2

2
9

2
0

2
4

3

5

1
0

8

3
4
.0

 

2
7
.7

 

1
2
.2

 

2
4
.5

 

1
7
.0

 2
4
.5

 

3
.7

 

5
.9

 1
1
.2

 

1
3
.3

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

問
4

0
 

「
い

る
」

場
合

の
相

談
相

手
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

相
談

相
手

は
、
「

親
」

が
4

6
.3

％
、
「

兄
弟

」
と

「
配

偶
者

」
が

各
2

7
.9

％
と

家
族

が
多

い
が

、
「

主
治

医
・

病
院

・
診

療
所

の
職

員
」

が
4

6
.3

％
、
「

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

職
員

」
が

2
1

.1
％

、
「

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
」

1
0

.9
％

と
、

専
門

職
を

相
談

相
手

に
し

て
い

る
人

も
多

く
あ

っ
た

。
 

 

 
 

            

問
4

1
 

今
、

一
番

相
談

し
た

い
こ

と
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

今
、

一
番

相
談

し
た

い
こ

と
は

、「
病

気
の

こ
と

」
が

3
4

.0
％

、「
身

体
の

不
調

の
こ

と
」

が
2

7
.7

％
と

病
気

や
体

の
こ

と
が

多
い

傾
向

に
あ

る
が

、「
お

金
の

こ
と

」
、「

親
が

い
な

く
な

っ
た

あ
と

の
不

安
」

が
各

2
4

.5
％

、「
就

職
や

仕
事

の
こ

と
」

が
1

7
.0

％
、「

家

族
や

友
人

な
ど

の
人

間
関

係
の

こ
と

」
が

1
2

.2
％

と
、

多
岐

に
わ

た
っ

て
い

る
。

 

          
 

親
 

兄
弟

 

配
偶

者
 

友
人

 

親
戚

 

近
所

 

主
治

医
・

病
院

・
診

療
所

の
職

員
 

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

職
員

 

相
談

支
援

専
門

員
（

相
談

支
援

事
業

所
の

職
員

）
 

保
健

所
の

職
員

 

市
役

所
の

職
員

 

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
職

員
 

オ
ア

シ
ス

の
職

員
 

そ
の

他
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

病
気

の
こ

と
 

身
体

の
不

調
の

こ
と

 

家
族

や
友

人
な

ど
の

人
間

関
係

の
こ

と
 

お
金

の
こ

と
 

就
職

や
仕

事
の

こ
と

 

親
が

い
な

く
な

っ
た

あ
と

の
不

安
 

相
談

相
手

が
い

な
い

こ
と

 

そ
の

他
 

特
に

な
い

 

無
回

答
 

   

6
0 

す
で

に
利

用
し

て
い

る

1
.6

%
利

用
は

し
て

い
な

い
が

よ
く
知

っ
て

い
る

1
3
.8

%

よ
く
知

ら
な

い
が

興
味

や

関
心

が
あ

る

2
7
.1

%

自
分

に
は

必
要

な
い

1
2
.2

%

わ
か

ら
な

い

3
4
.0

%

無
回

答

1
1
.2

%

回
答

者

n
=
1
8
8
人

3
9

9

1
1

1
0

4
4

1

7

2
4

1
3

1
9

3 3

6

5
1

1
0

3

1
0

4
5

1

3

2
5

1
5 1

8

1
0

5

1
0

4
8
.9

 

1
0
.1

 

3
.2

 8
.0

 

3
8
.8

 

1
.1

 

1
.6

 

2
0
.2

 

9
.6

 1
4
.9

 

1
2
.8

 

4
.3

 8
.5

 

1
0
.1

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

Ⅸ
 

情
報

取
得

に
つ

い
て

 

問
4

2
 

保
健

・
医

療
・

福
祉

に
関

す
る

情
報

収
集

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

保
健

・
医

療
・

福
祉

に
関

す
る

情
報

を
得

て
い

る
の

は
、
「

市
役

所
・

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

」
が

4
8

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、
「

病
院

・
診

療
所

」
が

3
8

.8
％

、
「

家
族

」
が

2
0

.2
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

            

Ⅹ
 

人
権

と
権

利
擁

護
に

つ
い

て
 

問
4

3
 

「
成

年
後

見
制

度
」

に
つ

い
て

知
っ

て
い

る
か

 
 

成
年

後
見

制
度

に
つ

い
て

は
、「

わ
か

ら
な

い
」

が
3

4
.0

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
よ

く
知

ら
な

い
が

興
味

や
関

心
が

あ
る

」
が

2
7

.1
％

、
「

利
用

は
し

て
い

な
い

が
よ

く
知

っ
て

い
る

」
が

1
3

.8
％

、
「

自
分

に
は

必
要

な
い

」
1

2
.2

％
で

あ
っ

た
。

 

   
 

          0
0

0
 

市
役

所
・

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

 

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

 

社
会

復
帰

施
設

 

作
業

所
 

病
院

・
診

療
所

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

近
所

の
人

 

家
族

 

行
政

の
配

布
資

料
 

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
、

新
聞

 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
 

そ
の

他
 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

す
で

に
利

用
し

て
い

る
 

3
 

利
用

は
し

て
い

な
い

が
よ

く
知

っ
て

い
る

 
2
6
 

よ
く

知
ら

な
い

が
興

味
や

関
心

が
あ

る
 

5
1
 

自
分

に
は

必
要

な
い

 
2
3
 

わ
か

ら
な

い
 

6
4
 

無
回

答
 

2
1
 

56
57
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第
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第
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第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編
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編

 
第
３
章
 
精
神
障
害
者
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

6
3 

仕
事

・
収

入
（
3
1
）
 

・
年

金
が

欲
し

い
 

・
収

入
を

増
や

す
 

・
仕

事
は

適
当

に
こ

な
し

て
、

自
分

の
趣

味
や

好
き

な
も

の
を

買
う

事
を

優
先

し
た

い
。

 

・
元

気
に

な
り
働

く
事

 

・
出

来
れ

ば
仕

事
を

し
た

い
 

・
ゆ

く
ゆ

く
は

一
般

就
労

し
た

い
、

正
規

の
従

業
員

と
し

て
働

き
た

い
 

・
理

解
の

あ
る

職
場

で
働

き
た

い
。

（
本

当
の

意
味

で
精

神
障

害
者

を
受

け
入

れ
る

。
）
 

・
細

く
長

く
お

勤
め

で
き

る
仕

事
を

見
つ

け
て

み
た

い
 

・
病

気
が

再
発

し
な

い
よ

う
無

理
の

な
い

範
囲

で
仕

事
が

し
た

い
。

 

生
活

（
1
8
）
 

・
穏

や
か

に
暮

ら
し

た
い

 

・
周

り
の

人
の

役
に

立
ち

た
い

 

・
計

画
的

に
規

則
正

し
く
物

事
を

進
め

た
い

が
、

睡
眠

時
刻

が
不

安
定

で
行

き
当

た
り
ば

っ
た

り
な

毎
日

に
な

っ
て

し
ま

う
の

を
改

善
し

た
い

。
 

・
生

活
の

た
め

の
技

術
を

し
っ

か
り
身

に
つ

け
た

い
。

 

・
家

事
全

般
を

こ
な

せ
る

よ
う

に
し

た
い

 
・
結

婚
し

て
親

を
安

心
さ

せ
た

い
 

自
立

（
６

）
 

・
自

分
で

や
っ

て
い

く
事

 

・
孤

独
に

強
く
な

り
た

い
 

・
一

人
暮

ら
し

を
し

て
親

と
離

れ
た

い
 

周
囲

と
の

関
係

（
４

）
 

・
近

所
の

人
（
区

の
人

）
の

理
解

 
・
趣

味
他

を
共

に
楽

し
む

交
流

の
所

 

家
族

（
７

）
 

・
家

族
で

暮
ら

す
 

・
父

親
の

理
解

 

・
家

族
の

理
解

が
も

っ
と

あ
っ

て
ほ

し
い

 

病
気

（
2
2
）
 

・
病

気
の

改
善

 
・
元

の
体

に
戻

っ
て

仕
事

が
で

き
れ

ば
い

い
と

思
っ

て
い

る
 

・
健

康
に

な
り
た

い
 

・
毎

日
穏

や
か

に
暮

ら
し

た
い

 
・
薬

に
頼

ら
ず

1
日

普
通

に
生

活
し

た
い

。
パ

ニ
ッ

ク
を

起
こ

さ
ず

日
常

生
活

を
送

り
た

い
。

 

・
う

つ
状

態
や

身
体

の
病

気
が

早
く
良

く
な

り
、

自
分

の
用

事
も

足
し

た
い

し
、

結
核

で
入

院
し

て
い

た
母

親
の

サ
ポ

ー
ト

も
無

理
な

く
努

め
た

い
。

あ
と

、
「
生

き
る

」
希

望
を

持
ち

た
い

。
 

そ
の

他
（
1
8
）
 

・
急

な
病

気
の

時
の

施
設

 
・
車

の
運

転
が

で
き

な
い

の
で

、
主

人
が

主
に

や
っ

て
く
れ

て
い

る
が

他
人

に
頼

め
な

い
か

。
 

・
Ｊ
Ｒ

や
高

速
バ

ス
等

も
身

体
、

知
的

障
害

者
と

同
じ

よ
う

に
割

引
し

て
ほ

し
い

 

   問
2
1
－

1
 

障
害

が
あ

る
こ

と
で

、
日

常
生

活
で

あ
き

ら
め

た
り
妥

協
し

た
内

容
 

仕
事

・
学

業
（
4
0
）
 

・
就

職
、

仕
事

 

・
自

分
の

希
望

の
仕

事
を

あ
き

ら
め

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

 
・
有

資
格

者
で

あ
り
な

が
ら

そ
れ

を
活

か
せ

る
事

業
所

へ
の

就
労

が
叶

わ
な

い
 

・
資

格
制

限
が

あ
る

 

・
正

社
員

と
し

て
働

く
事

。
病

状
が

悪
く
な

っ
た

り
良

く
な

っ
た

り
す

る
の

で
（
期

間
は

マ
チ

マ
チ

）
な

か
な

か
働

け
な

い
。

 
・
疲

れ
や

す
く
、

す
ぐ

体
調

が
悪

く
な

る
た

め
長

時
間

働
け

な
い

事
。

 

・
働

き
た

い
気

持
ち

は
あ

り
ま

す
。

求
人

案
内

が
あ

れ
ば

よ
く
目

を
通

し
ま

す
が

勤
務

時
間

（
朝

早
め

は
体

調
に

よ
っ

て

は
困

難
な

為
、

）
や

ま
た

、
体

調
を

崩
し

て
家

族
に

負
担

を
か

け
て

し
ま

う
か

も
と

思
う

と
二

の
足

を
踏

ん
で

し
ま

う
。

 
・
学

生
の

頃
、

大
学

受
験

に
十

分
な

学
力

は
あ

っ
た

の
に

障
害

が
あ

り
生

活
（
一

人
暮

ら
し

）
を

す
る

の
に

支
障

が
あ

っ

た
為

、
大

学
受

験
自

体
が

難
し

か
っ

た
。

希
望

す
る

学
校

を
選

べ
な

か
っ

た
。

 

・
進

学
 

趣
味

・
車

の
運

転
（
1
4
）
 

・
車

を
運

転
す

る
の

に
恐

怖
感

が
あ

り
免

許
を

取
れ

ず
に

お
り
ま

す
 

・
免

許
は

あ
る

が
運

転
を

制
限

さ
れ

主
に

歩
き

。
次

の
職

場
で

の
交

通
手

段
が

な
い

。
薬

が
取

り
に

行
け

な
い

。
 

・
旅

行
が

し
た

い
が

不
安

が
い

っ
ぱ

い
で

い
け

な
い

 

・
家

族
と

遠
方

へ
出

か
け

る
（
旅

行
等

）
地

域
行

事
に

参
加

で
き

な
い

。
子

ど
も

の
学

校
行

事
に

参
加

で
き

な
い

。
日

常
で

や
っ

て
い

る
こ

と
で

も
体

調
が

追
い

付
か

な
い

の
で

諦
め

る
。

 

生
活

面
（
1
9
）
 

・
入

浴
、

洗
顔

、
着

替
え

が
思

う
よ

う
に

で
き

な
い

 

・
親

が
い

な
く
な

っ
た

時
。

自
立

し
て

生
活

し
て

い
け

る
か

 

・
一

般
社

会
へ

の
不

安
（
買

い
物

）
、

人
間

関
係

 
・
安

定
し

た
日

々
の

過
ご

し
方

 

そ
の

他
（
1
4
）
 

・
毎

日
が

病
気

と
の

闘
い

で
す

 

・
パ

ニ
ッ

ク
を

起
こ

す
の

が
心

配
で

行
き

た
い

買
い

物
を

す
る

と
こ

ろ
を

諦
め

た
り
、

食
事

を
す

る
と

こ
ろ

を
諦

め
車

の
中

で
ご

飯
を

食
べ

て
い

る
。

 
・
他

人
と

話
す

こ
と

が
で

き
な

い
 

・
精

神
の

病
気

に
な

り
約

２
０

年
強

。
医

者
に

通
院

し
つ

つ
も

常
に

不
安

で
い

っ
ぱ

い
で

仕
事

中
パ

ニ
ッ

ク
鬱

に
な

り
急

に
暖

か
い

部
屋

に
入

っ
た

だ
け

で
も

具
合

が
悪

く
な

り
、

こ
れ

か
ら

先
も

ず
ー

っ
と

治
ら

な
い

の
か

毎
日

頭
の

中
か

ら
離

れ
ら

れ
な

い
。

 

 問
2
1
－

2
 

ど
ん

な
支

援
が

あ
れ

ば
あ

き
ら

め
た

り
妥

協
し

な
い

よ
う

に
な

る
か

 

・
仕

事
で

生
活

が
で

き
る

お
給

料
で

、
贅

沢
を

言
え

ば
親

切
丁

寧
な

指
示

が
も

ら
え

る
事

。
 

・
就

職
の

あ
っ

せ
ん

 

・
障

害
者

雇
用

を
し

て
く
れ

る
所

が
増

え
た

り
、

一
般

雇
用

で
も

障
害

に
つ

い
て

理
解

し
て

く
れ

る
所

が
増

え
た

り
す

れ
ば

い
い

と
思

う
。

 

・
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
の

よ
う

な
人

に
相

談
に

乗
っ

て
も

ら
え

た
り
す

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

 

   

6
4 

・
自

分
に

合
っ

た
自

立
や

訓
練

・
趣

味
 

・
自

分
に

合
っ

た
親

身
に

な
っ

て
下

さ
る

相
談

員
さ

ん
や

支
援

で
少

し
ず

つ
良

い
方

向
へ

は
向

か
え

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

・
悩

み
相

談
が

で
き

る
場

所
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
機

関
 

・
学

校
に

障
害

者
へ

の
理

解
を

し
て

も
ら

い
、

そ
れ

に
配

慮
し

て
行

動
し

て
も

ら
え

た
ら

参
加

で
き

る
と

思
う

。
学

校
は

障
害

者
へ

の
理

解
は

な
い

。
子

ど
も

の
障

害
者

の
理

解
は

あ
る

と
思

う
け

れ
ど

親
が

障
害

者
の

場
合

の
理

解
は

な
い

。
 

・
不

登
校

時
代

に
様

々
な

支
援

団
体

や
学

習
面

で
の

充
実

を
図

っ
て

ほ
し

か
っ

た
。

傷
つ

い
た

心
を

理
解

し
受

診
を

勧
め

る
だ

け
で

な
く
情

緒
安

定
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

を
考

え
て

ほ
し

い
。

発
達

障
害

に
詳

し
い

先
生

が
ほ

と
ん

ど
い

な
い

。
 

・
収

入
面

で
の

支
援

が
も

う
少

し
あ

れ
ば

、
色

々
と

諦
め

た
り
し

な
い

事
が

増
え

て
く
る

と
思

い
ま

す
。

 

・
自

分
が

考
え

る
に

は
、

支
援

は
な

い
の

で
は

と
想

い
諦

め
て

い
ま

す
。

 

 問
2
1
－

2
 

受
け

た
差

別
の

具
体

的
内

容
 

・
具

合
が

悪
か

っ
た

事
も

あ
り
ま

す
が

、
障

害
者

だ
と

分
か

る
と

会
社

を
辞

め
て

く
れ

と
言

わ
れ

た
。

 

・
会

社
で

の
差

別
。

お
客

様
の

前
に

出
る

仕
事

(サ
ー

ビ
ス

カ
ウ

ン
タ

ー
）
で

、
お

客
様

か
ら

障
害

者
を

こ
ん

な
目

立
つ

と
こ

ろ
に

置
く
な

。
と

か
も

・
・
・
仕

事

を
与

え
て

も
ら

え
な

い
。

 

・
職

場
で

う
つ

を
理

解
し

て
も

ら
え

ず
差

別
を

受
け

た
。

 

・
仕

事
の

面
接

に
行

っ
た

と
き

に
障

害
が

理
由

で
断

ら
れ

た
事

が
あ

る
。

 

・
自

分
に

不
利

に
な

る
雇

用
・
差

別
・
近

所
の

目
。

友
人

は
離

れ
、

特
に

雇
用

で
す

か
ね

。
 

・
就

活
中

に
派

遣
会

社
へ

の
登

録
を

し
よ

う
と

し
た

が
過

去
に

精
神

科
に

か
か

っ
た

事
が

あ
る

と
ア

ン
ケ

ー
ト
に

答
え

た
者

の
登

録
は

出
来

ず
、

そ
の

よ
う

な
も

の
を

対
象

専
門

と
し

て
い

る
所

に
行

く
よ

う
言

わ
れ

た
。

過
去

に
ト
ラ

ブ
ル

が
あ

っ
た

と
の

こ
と

。
会

社
に

と
っ

て
は

専
門

外
だ

と
い

う
こ

と
で

不
当

だ

と
は

思
っ

て
い

な
い

。
 

・
学

校
で

の
い

じ
め

 

・
病

気
の

事
を

馬
鹿

に
さ

れ
た

 

・
話

し
か

け
な

い
。

こ
ち

ら
か

ら
あ

い
さ

つ
し

て
も

無
視

を
す

る
。

知
ら

ん
顔

を
し

て
横

を
向

く
。

全
部

の
人

で
は

な
い

。
分

か
る

人
達

は
ち

ゃ
ん

と
は

話
を

し
て

く
れ

良
く
し

て
く
れ

る
。

そ
ら

ぞ
ら

し
く
悲

し
く
な

る
時

が
あ

り
、

苦
し

く
な

る
。

 

 問
3
3
 

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
希

望
す

る
対

応
 

病
院

に
連

れ
て

行
っ

て
ほ

し

い
（
3
6
）
 

・
病

院
に

連
れ

て
行

っ
て

も
ら

う
、

す
ぐ

に
見

て
ほ

し
い

 

・
夜

間
で

も
受

診
し

た
い

。
（
遠

い
の

で
不

便
。

）
 

・
診

察
し

て
必

要
な

ら
入

院
し

た
い

。
 

・
と

に
か

く
じ

っ
く
り
と

病
院

の
先

生
に

話
を

聞
い

て
も

ら
い

た
い

。
 

往
診

に
来

て
ほ

し
い

（
4
）
 

・
電

話
し

た
ら

来
て

ほ
し

い
。

 

・
看

護
婦

さ
ん

等
に

す
ぐ

に
駆

け
つ

け
て

入
院

の
必

要
が

あ
る

か
。

入
院

の
手

続
き

を
し

て
ほ

し
い

。
 

薬
が

ほ
し

い
（
3
）
 

・
良

く
効

く
薬

が
欲

し
い

 

・
病

院
、

又
は

家
族

に
連

絡
し

て
ほ

し
い

。
頓

服
薬

で
対

応
で

き
る

と
き

は
身

近
な

薬
局

（
調

剤
有

）
で

薬
を

受
け

た
い

。
 

電
話

で
相

談
し

た
い

（
8
）
 

・
電

話
で

相
談

に
乗

っ
て

ほ
し

い
 

・
専

門
家

（
医

師
）
に

電
話

で
相

談
で

き
、

家
族

も
自

分
も

頭
を

落
ち

着
け

て
考

え
る

よ
う

に
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

そ
ば

に
つ

い
て

い
て

ほ
し

い

（
1
7
）
 

・
具

合
が

悪
く
な

っ
た

ら
近

く
に

人
が

い
て

ほ
し

い
 

・
1

人
で

は
な

く
誰

か
に

病
院

に
一

緒
に

付
き

添
っ

て
通

院
し

て
欲

し
い

。
早

め
に

病
院

へ
と

促
し

て
ほ

し
い

。
 

・
ケ

ガ
を

し
な

い
よ

う
に

保
護

見
守

り
を

し
て

ほ
し

い
 

わ
か

ら
な

い
（
1
5
）
 

・
考

え
た

事
が

な
い

の
で

分
か

ら
な

い
 

・
う

ま
く
言

え
な

い
 

・
そ

の
時

に
よ

る
 

そ
の

他
（
1
6
）
 

・
休

ま
せ

て
ほ

し
い

 
・
一

人
で

や
る

過
ご

す
こ

と
が

一
番

良
い

の
で

そ
う

す
る

よ
う

促
す

か
、

そ
っ

と
し

て
お

い
て

ほ
し

い
。

 

・
落

ち
着

く
ま

で
待

っ
て

ほ
し

い
で

す
 

・
仕

事
中

な
ら

ば
い

や
な

顔
し

な
い

で
帰

ら
せ

て
ほ

し
い

 
・
周

囲
の

人
た

ち
の

理
解

が
欲

し
い

 

・
発

作
が

起
き

た
と

き
に

周
り
に

い
る

人
に

対
応

し
て

も
ら

い
た

い
 

 問
3
5
 

災
害

時
に

不
安

に
感

じ
る

こ
と

や
困

る
こ

と
 

避
難

生
活

（
3
2
）
 

・
1

人
で

避
難

で
き

る
か

ど
う

か
不

安
 

・
ど

こ
に

逃
げ

れ
ば

い
い

か
よ

く
わ

か
ら

な
い

 

・
人

混
み

が
苦

手
な

の
で

困
る

と
思

い
ま

す
 

・
多

く
の

他
人

と
同

じ
場

所
に

ず
っ

と
い

る
事

へ
の

不
安

 
・
一

人
で

対
応

で
き

る
か

不
安

 

・
近

隣
に

知
り
合

い
が

い
な

い
 

薬
（
2
5
）
 

・
睡

眠
薬

を
飲

ん
で

い
る

の
で

気
づ

か
な

い
可

能
性

が
あ

る
事

 

・
薬

が
無

く
な

る
事

 
・
診

察
が

受
け

ら
れ

な
い

事
。

安
心

し
て

過
ご

せ
る

住
ま

い
が

あ
る

事
。

薬
が

無
く
な

る
事

。
不

安
定

に
な

る
事

。
家

族

が
無

事
な

事
。

病
気

が
具

合
が

悪
く
な

る
事

。
 

・
薬

を
飲

ま
な

い
と

寝
れ

な
い

の
で

眠
れ

る
か

ど
う

か
不

安
に

感
じ

る
。

眠
れ

な
い

日
々

が
続

く
と

頭
が

お
か

し
く
な

ら
な

い
か

不
安

 

・
常

時
服

用
し

て
い

る
薬

が
服

用
で

き
な

く
な

る
こ

と
 

・
避

難
、

避
難

生
活

、
薬

、
交

通
等

す
べ

て
に

お
い

て
不

安
、

困
る

と
思

い
ま

す
。

 

健
康

状
態

（
9
）
 

・
逃

げ
る

の
は

で
き

る
が

公
民

館
体

育
館

な
ど

た
く
さ

ん
の

人
と

暮
ら

す
の

は
過

呼
吸

に
な

り
そ

う
で

そ
っ

ち
が

困
る

。
 

・
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
し

ま
い

、
冷

静
な

判
断

が
で

き
な

く
な

る
恐

れ
が

あ
る

。
（
家

族
が

一
緒

の
時

は
い

い
が

も
し

1
人

の
時

は
誰

に
頼

れ
ば

い
い

か
と

思
う

。
）
 

・
自

分
一

人
で

は
適

切
な

判
断

が
で

き
な

い
。

大
勢

人
が

い
る

所
で

過
ご

す
の

は
過

度
に

緊
張

す
る

。
 

そ
の

他
（
3
4
）
 

・
地

震
の

後
の

片
づ

け
 

・
住

む
と

こ
ろ

が
な

い
。

家
と

の
連

絡
。
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問
4

4
 

障
害

者
へ

の
虐

待
を

過
去

に
見

聞
き

し
た

こ
と

が
あ

る
か

 

過
去

に
虐

待
を

見
た

り
聞

い
た

り
し

た
こ

と
に

つ
い

て
、
「

あ
る

」
は

2
2

.9
％

、
「

な
い

」
は

3
3

.5
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

   

※
問

4
5
 

「
あ

る
」
場

合
の

見
聞

き
し

た
内

容
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
編

参
照

 

Ⅺ
 

障
害

者
施

策
に

関
す

る
要

望
に

つ
い

て
 

問
4

6
 

こ
れ

か
ら

力
を

入
れ

て
ほ

し
い

主
な

障
害

者
福

祉
施

策
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

こ
れ

か
ら

力
を

入
れ

て
ほ

し
い

障
害

者
福

祉
施

策
は

、「
医

療
費

の
軽

減
な

ど
医

療
制

度
の

充
実

」
が

4
3

.1
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

親
亡

き
あ

と
の

生
活

保
障

」
が

3
3

.0
％

、「
障

害
者

理
解

へ
の

啓
発

や
交

流
の

促
進

」
が

2
8

.2
％

、「
情

報
提

供
・

相
談

体
制

の

充
実

」
が

2
5

.5
％

、
「

障
害

の
早

期
発

見
、

早
期

療
育

事
業

の
充

実
」

が
2

4
.5

％
の

順
で

あ
っ

た
。

 

  
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
4
3

な
い

 
6
3

わ
か

ら
な

い
 

6
3

そ
の

他
 

0

無
回

答
 

1
9

障
害

の
早

期
発

見
、

早
期

療
育

事
業

の
充

実
 

障
害

児
保

育
の

充
実

 

障
害

児
教

育
の

充
実

 

医
療

費
の

軽
減

な
ど

医
療

制
度

の
充

実
 

機
能

回
復

訓
練

施
設

の
充

実
 

訪
問

指
導

や
訪

問
看

護
の

充
実

 

介
助

体
制

の
充

実
 

通
所

施
設

の
整

備
 

一
時

保
護

事
業

や
入

所
福

祉
施

設
の

充
実

 

情
報

提
供

・
相

談
体

制
の

充
実

 

職
業

訓
練

の
充

実
 

就
労

の
援

助
お

よ
び

雇
用

の
促

進
 

生
涯

学
習

・
文

化
活

動
の

促
進

 

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
充

実
 

住
宅

施
策

の
充

実
 

親
亡

き
あ

と
の

生
活

保
障

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
推

進
 

障
害

者
理

解
へ

の
啓

発
や

交
流

の
促

進
 

そ
の

他
 

特
に

な
い

 

無
回

答
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Ⅻ
 

行
政

に
対

す
る

評
価

に
つ

い
て

 

問
4

7
 

茅
野

市
に

お
け

る
障

害
者

福
祉

全
般

の
印

象
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

茅
野

市
に

お
け

る
障

害
者

福
祉

全
般

の
印

象
に

つ
い

て
は

、「
以

前
の

こ
と

は
よ

く
わ

か
ら

な
い

・
知

ら
な

い
」

が
3

9
.9

％
で

最
も

多
か

っ
た

が
、
「

今
あ

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

」
が

1
9

.1
％

、
「

実
際

に
相

談
や

サ
ー

ビ

ス
利

用
は

し
て

い
な

い
が

、
制

度
が

あ
る

だ
け

で
安

心
で

き
る

」
が

1
8

.6
％

、「
以

前
よ

り
親

切
に

相
談

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

っ

た
」

が
1

6
.0

％
で

あ
っ

た
。

 

                2
 

自
由

記
述

 

問
1
3
 

現
在

の
生

活
に

対
す

る
不

満
の

理
由

 

仕
事

・
収

入
の

こ
と

（
1
5
）
 

・
お

金
が

足
り
な

い
 

・
今

の
お

給
料

で
は

自
立

が
で

き
な

い
 

・
仕

事
で

普
通

に
稼

げ
て

い
な

い
 

・
将

来
に

向
け

貯
蓄

し
た

い
で

す
 

・
お

金
と

か
全

て
病

気
の

為
 

家
族

の
理

解
（
８

）
 

・
親

が
精

神
疾

患
に

つ
い

て
理

解
が

な
い

 

・
父

親
に

よ
る

母
と

子
の

暴
言

・
暴

力
 

・
疲

れ
て

い
る

主
人

は
、

私
を

見
て

い
る

余
裕

が
な

く
な

り
、

話
す

時
間

も
無

く
な

り
、

全
て

す
れ

違
い

に
な

っ
て

精
神

患

者
の

面
倒

は
見

て
い

る
方

も
精

神
的

に
き

つ
く
な

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
 

・
ど

う
説

明
す

れ
ば

理
解

し
て

も
ら

え
る

か
考

え
て

い
る

が
わ

か
ら

な
い

（
両

親
に

対
し

て
）
 

周
囲

の
理

解
（
５

）
 

・
理

解
し

て
く
れ

る
人

が
い

な
い

 
・
話

を
し

て
も

意
図

が
伝

わ
ら

な
い

 

・
近

所
の

人
た

ち
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
ほ

と
ん

ど
と

れ
な

い
 

病
気

の
こ

と
（
1
0
）
 

・
好

き
で

精
神

病
に

な
っ

た
わ

け
で

な
く
、

今
現

在
も

、
精

神
か

ら
く
る

も
の

と
思

わ
れ

る
身

体
の

病
気

も
複

数
あ

り
、

高

齢
の

母
の

付
添

、
自

分
の

病
院

通
い

も
何

と
か

行
か

れ
る

状
態

で
と

て
も

苦
し

い
。

現
在

も
う

つ
状

態
で

病
院

通
い

以
外

は
横

に
な

っ
て

い
な

い
と

生
活

で
き

な
い

。
 

・
病

気
に

よ
り
行

動
等

が
制

限
さ

れ
て

い
る

事
 

・
具

合
が

悪
い

と
き

は
何

も
で

き
な

い
 

・
入

院
中

で
い

つ
退

院
で

き
る

か
分

か
ら

な
く
て

不
安

 

・
親

の
依

存
を

無
く
す

た
め

と
自

立
し

た
生

活
を

送
れ

る
訓

練
の

為
ア

パ
ー

ト
で

独
り
暮

ら
し

を
し

て
い

る
が

障
害

の
為

か
隣

の
生

活
音

が
苦

痛
で

イ
ラ

イ
ラ

す
る

。
食

生
活

も
偏

っ
て

お
り
住

宅
や

食
事

の
支

援
を

受
け

ら
れ

た
ら

良
い

と
思

う
。

親
の

力
で

は
限

界
が

あ
る

。
 

・
1

人
が

さ
み

し
い

。
ご

飯
作

る
の

が
大

変
 

そ
の

他
（
６

）
 

・
手

助
け

し
て

く
れ

る
人

は
い

な
い

 

・
公

共
交

通
機

関
の

割
引

制
度

に
精

神
が

適
応

さ
れ

て
い

な
い

。
自

分
は

広
汎

性
発

達
障

害
、

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

の
為

、
集

中
困

難
な

為
、

極
力

自
動

車
の

運
転

を
せ

ず
バ

ス
や

電
車

を
使

い
た

い
。

 

・
体

調
が

悪
く
な

り
食

事
の

用
意

が
出

来
な

く
て

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
相

談
し

た
ら

障
碍

者
本

人
の

食
事

の
用

意
は

で
き

る
け

ど
、

家
族

の
食

事
の

用
意

は
で

き
な

い
と

の
こ

と
で

サ
ー

ビ
ス

利
用

が
で

き
な

い
。

 
・
色

々
な

面
で

手
続

き
が

不
便

。
（
交

通
の

面
も

含
め

て
）
 

 問
1
6
 

生
活

で
一

番
希

望
し

て
い

る
こ

と
 

今
あ

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

 

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
や

相
談

窓
口

が
増

え
て

、
以

前
よ

り
安

心
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
 

以
前

よ
り

気
軽

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

 

以
前

よ
り

親
切

に
相

談
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
っ

た
 

実
際

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

は
し

て
い

な
い

が
、

制
度

が
あ

る
だ

け

で
安

心
で

き
る

 

以
前

よ
り

お
金

が
か

か
る

の
で

、
不

安
に

な
る

 

い
ろ

ん
な

窓
口

が
で

き
た

の
で

、
紛

ら
わ

し
く

て
か

え
っ

て
混

乱
す

る
 

以
前

よ
り

不
親

切
・

不
便

に
な

っ
た

 

自
分

に
は

な
ん

の
影

響
も

な
か

っ
た

 

以
前

の
こ

と
は

よ
く

わ
か

ら
な

い
・

知
ら

な
い

 

そ
の

他
 

無
回

答
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6
5 

・
ど

う
し

て
よ

い
か

分
か

ら
な

い
 

 問
4
5
 

見
た

り
聞

い
た

り
し

た
虐

待
の

内
容

 

・
テ

レ
ビ

新
聞

等
 

・
自

分
が

前
い

た
会

社
を

く
び

に
な

っ
た

。
子

供
の

頃
も

、
話

し
方

や
仕

事
を

か
ら

か
わ

れ
た

り
、

訳
の

わ
か

ら
な

い
う

ち
に

金
銭

を
巻

き
上

げ
ら

れ
て

い
た

り
、

一
般

企
業

に
就

い
て

も
続

か
な

か
っ

た
。

ま
た

、
小

中
学

生
の

頃
、

知
的

障
害

の
あ

る
子

が
普

通
学

級
の

子
供

に
か

ら
か

わ
れ

て
い

た
り
し

た
。

 

・
会

社
内

で
の

い
じ

め
。

こ
れ

で
私

は
行

き
た

く
な

く
な

っ
た

 

・
あ

の
子

は
馬

鹿
だ

か
ら

と
か

頭
が

お
か

し
い

か
ら

と
相

手
に

し
て

も
ら

え
な

い
事

が
多

い
。

 

・
高

校
生

ぐ
ら

い
の

頃
、

知
的

障
害

の
あ

る
中

学
生

を
年

頃
の

子
た

ち
が

叩
い

た
り
蹴

っ
た

り
口

汚
く
罵

し
っ

て
い

た
 

・
知

的
障

害
者

施
設

 

 【
市

の
障

害
者

福
祉

施
策

に
対

す
る

意
見

・
要

望
】
 

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
で

急
に

自
分

で
話

し
ま

し
ょ

う
と

か
ケ

ア
会

議
で

急
に

決
ま

る
の

で
も

っ
と

で
き

る
助

言
を

し
て

ほ
し

い
で

す
。

施
設

の
人

た
ち

も
も

う
少

し

聞
い

て
所

し
い

で
す

が
、

忙
し

く
な

か
な

か
う

ま
く
い

き
ま

せ
ん

。
 

・
住

む
住

所
と

働
く
住

所
を

確
保

し
や

す
い

よ
う

な
施

策
を

取
っ

て
ほ

し
い

。
 

・
諏

訪
圏

域
で

精
神

科
に

特
化

し
た

医
療

機
関

を
切

に
希

望
す

る
。

 

・
病

院
・
医

師
な

ど
の

医
療

従
事

者
と

、
市

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
と

の
連

携
を

し
て

ほ
し

い
。

病
気

に
な

り
始

め
て

、
し

ば
ら

く
い

ろ
い

ろ
な

制
度

を
知

ら
ず

に
多

額
の

医
療

費
を

払
い

続
け

た
事

が
あ

る
為

。
医

療
関

係
の

情
報

開
示

。
 

・
手

続
き

処
理

が
遅

く
時

間
が

か
か

り
す

ぎ
て

い
る

。
（
障

害
者

手
帳

の
更

新
）
県

へ
の

申
請

を
も

っ
と

早
く
多

く
。

多
種

申
請

時
必

要
書

類
が

多
す

ぎ

る
。

 

・
個

人
的

な
こ

と
な

が
ら

障
害

者
手

帳
で

は
1

級
、

障
害

年
金

で
は

2
級

と
等

級
が

異
な

る
為

、
殊

に
申

請
事

務
も

煩
雑

で
あ

る
し

、
入

院
時

は
多

額

な
費

用
が

か
か

り
大

変
で

あ
る

。
と

に
か

く
、

今
は

良
し

と
し

て
も

自
立

力
が

な
い

為
、

両
親

な
き

将
来

に
対

し
て

不
安

が
絶

え
ま

せ
ん

。
そ

う
い

っ
た

相
談

を
受

け
て

頂
く
と

大
変

感
謝

で
す

。
 

・
障

害
者

が
安

心
し

て
生

活
し

て
い

け
る

市
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 

・
障

害
者

が
地

域
の

中
に

あ
た

り
前

に
い

ら
れ

る
茅

野
市

で
あ

っ
て

ほ
し

い
。

障
害

者
が

孤
独

し
な

い
よ

う
地

域
活

動
セ

ン
タ

ー
に

は
本

当
に

希
望

が
持

て
る

し
、

こ
れ

か
ら

も
地

域
の

人
が

温
か

い
目

で
障

害
者

を
見

守
っ

て
い

た
だ

き
た

く
思

う
。

 

・
障

害
者

が
不

安
の

相
談

を
し

た
ら

不
安

を
取

り
除

く
よ

う
な

意
見

を
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
特

に
お

願
い

し
ま

す
。

 

・
市

役
所

に
行

っ
て

窓
口

で
話

を
し

て
も

や
さ

し
く
話

を
聞

い
て

く
れ

う
れ

し
い

で
す

。
親

切
で

す
。

私
は

親
と

暮
ら

し
て

い
る

の
で

今
の

と
こ

ろ
は

心
配

な
い

で
す

が
も

し
、

親
が

い
な

く
な

れ
ば

と
い

つ
も

不
安

で
す

。
 

・
精

神
障

害
者

へ
の

就
労

に
つ

い
て

も
う

少
し

考
え

て
ほ

し
い

。
 

・
賃

貸
の

安
い

住
居

に
住

め
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

で
す

。
賃

貸
料

金
の

補
助

を
し

て
い

た
だ

け
る

と
有

り
難

い
で

す
。

 

    

 

 
 

 
第
３
章
 
精
神
障
害
者
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

6
3 

仕
事

・
収

入
（
3
1
）
 

・
年

金
が

欲
し

い
 

・
収

入
を

増
や

す
 

・
仕

事
は

適
当

に
こ

な
し

て
、

自
分

の
趣

味
や

好
き

な
も

の
を

買
う

事
を

優
先

し
た

い
。

 

・
元

気
に

な
り
働

く
事

 

・
出

来
れ

ば
仕

事
を

し
た

い
 

・
ゆ

く
ゆ

く
は

一
般

就
労

し
た

い
、

正
規

の
従

業
員

と
し

て
働

き
た

い
 

・
理

解
の

あ
る

職
場

で
働

き
た

い
。

（
本

当
の

意
味

で
精

神
障

害
者

を
受

け
入

れ
る

。
）
 

・
細

く
長

く
お

勤
め

で
き

る
仕

事
を

見
つ

け
て

み
た

い
 

・
病

気
が

再
発

し
な

い
よ

う
無

理
の

な
い

範
囲

で
仕

事
が

し
た

い
。

 

生
活

（
1
8
）
 

・
穏

や
か

に
暮

ら
し

た
い

 

・
周

り
の

人
の

役
に

立
ち

た
い

 

・
計

画
的

に
規

則
正

し
く
物

事
を

進
め

た
い

が
、

睡
眠

時
刻

が
不

安
定

で
行

き
当

た
り
ば

っ
た

り
な

毎
日

に
な

っ
て

し
ま

う
の

を
改

善
し

た
い

。
 

・
生

活
の

た
め

の
技

術
を

し
っ

か
り
身

に
つ

け
た

い
。

 

・
家

事
全

般
を

こ
な

せ
る

よ
う

に
し

た
い

 
・
結

婚
し

て
親

を
安

心
さ

せ
た

い
 

自
立

（
６

）
 

・
自

分
で

や
っ

て
い

く
事

 

・
孤

独
に

強
く
な

り
た

い
 

・
一

人
暮

ら
し

を
し

て
親

と
離

れ
た

い
 

周
囲

と
の

関
係

（
４

）
 

・
近

所
の

人
（
区

の
人

）
の

理
解

 
・
趣

味
他

を
共

に
楽

し
む

交
流

の
所

 

家
族

（
７

）
 

・
家

族
で

暮
ら

す
 

・
父

親
の

理
解

 

・
家

族
の

理
解

が
も

っ
と

あ
っ

て
ほ

し
い

 

病
気

（
2
2
）
 

・
病

気
の

改
善

 
・
元

の
体

に
戻

っ
て

仕
事

が
で

き
れ

ば
い

い
と

思
っ

て
い

る
 

・
健

康
に

な
り
た

い
 

・
毎

日
穏

や
か

に
暮

ら
し

た
い

 
・
薬

に
頼

ら
ず

1
日

普
通

に
生

活
し

た
い

。
パ

ニ
ッ

ク
を

起
こ

さ
ず

日
常

生
活

を
送

り
た

い
。

 

・
う

つ
状

態
や

身
体

の
病

気
が

早
く
良

く
な

り
、

自
分

の
用

事
も

足
し

た
い

し
、

結
核

で
入

院
し

て
い

た
母

親
の

サ
ポ

ー
ト

も
無

理
な

く
努

め
た

い
。

あ
と

、
「
生

き
る

」
希

望
を

持
ち

た
い

。
 

そ
の

他
（
1
8
）
 

・
急

な
病

気
の

時
の

施
設

 
・
車

の
運

転
が

で
き

な
い

の
で

、
主

人
が

主
に

や
っ

て
く
れ

て
い

る
が

他
人

に
頼

め
な

い
か

。
 

・
Ｊ
Ｒ

や
高

速
バ

ス
等

も
身

体
、

知
的

障
害

者
と

同
じ

よ
う

に
割

引
し

て
ほ

し
い

 

   問
2
1
－

1
 

障
害

が
あ

る
こ

と
で

、
日

常
生

活
で

あ
き

ら
め

た
り
妥

協
し

た
内

容
 

仕
事

・
学

業
（
4
0
）
 

・
就

職
、

仕
事

 

・
自

分
の

希
望

の
仕

事
を

あ
き

ら
め

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

 
・
有

資
格

者
で

あ
り
な

が
ら

そ
れ

を
活

か
せ

る
事

業
所

へ
の

就
労

が
叶

わ
な

い
 

・
資

格
制

限
が

あ
る

 

・
正

社
員

と
し

て
働

く
事

。
病

状
が

悪
く
な

っ
た

り
良

く
な

っ
た

り
す

る
の

で
（
期

間
は

マ
チ

マ
チ

）
な

か
な

か
働

け
な

い
。

 
・
疲

れ
や

す
く
、

す
ぐ

体
調

が
悪

く
な

る
た

め
長

時
間

働
け

な
い

事
。

 

・
働

き
た

い
気

持
ち

は
あ

り
ま

す
。

求
人

案
内

が
あ

れ
ば

よ
く
目

を
通

し
ま

す
が

勤
務

時
間

（
朝

早
め

は
体

調
に

よ
っ

て

は
困

難
な

為
、

）
や

ま
た

、
体

調
を

崩
し

て
家

族
に

負
担

を
か

け
て

し
ま

う
か

も
と

思
う

と
二

の
足

を
踏

ん
で

し
ま

う
。

 
・
学

生
の

頃
、

大
学

受
験

に
十

分
な

学
力

は
あ

っ
た

の
に

障
害

が
あ

り
生

活
（
一

人
暮

ら
し

）
を

す
る

の
に

支
障

が
あ

っ

た
為

、
大

学
受

験
自

体
が

難
し

か
っ

た
。

希
望

す
る

学
校

を
選

べ
な

か
っ

た
。

 

・
進

学
 

趣
味

・
車

の
運

転
（
1
4
）
 

・
車

を
運

転
す

る
の

に
恐

怖
感

が
あ

り
免

許
を

取
れ

ず
に

お
り
ま

す
 

・
免

許
は

あ
る

が
運

転
を

制
限

さ
れ

主
に

歩
き

。
次

の
職

場
で

の
交

通
手

段
が

な
い

。
薬

が
取

り
に

行
け

な
い

。
 

・
旅

行
が

し
た

い
が

不
安

が
い

っ
ぱ

い
で

い
け

な
い

 

・
家

族
と

遠
方

へ
出

か
け

る
（
旅

行
等

）
地

域
行

事
に

参
加

で
き

な
い

。
子

ど
も

の
学

校
行

事
に

参
加

で
き

な
い

。
日

常
で

や
っ

て
い

る
こ

と
で

も
体

調
が

追
い

付
か

な
い

の
で

諦
め

る
。

 

生
活

面
（
1
9
）
 

・
入

浴
、

洗
顔

、
着

替
え

が
思

う
よ

う
に

で
き

な
い

 

・
親

が
い

な
く
な

っ
た

時
。

自
立

し
て

生
活

し
て

い
け

る
か

 

・
一

般
社

会
へ

の
不

安
（
買

い
物

）
、

人
間

関
係

 
・
安

定
し

た
日

々
の

過
ご

し
方

 

そ
の

他
（
1
4
）
 

・
毎

日
が

病
気

と
の

闘
い

で
す

 

・
パ

ニ
ッ

ク
を

起
こ

す
の

が
心

配
で

行
き

た
い

買
い

物
を

す
る

と
こ

ろ
を

諦
め

た
り
、

食
事

を
す

る
と

こ
ろ

を
諦

め
車

の
中

で
ご

飯
を

食
べ

て
い

る
。

 
・
他

人
と

話
す

こ
と

が
で

き
な

い
 

・
精

神
の

病
気

に
な

り
約

２
０

年
強

。
医

者
に

通
院

し
つ

つ
も

常
に

不
安

で
い

っ
ぱ

い
で

仕
事

中
パ

ニ
ッ

ク
鬱

に
な

り
急

に
暖

か
い

部
屋

に
入

っ
た

だ
け

で
も

具
合

が
悪

く
な

り
、

こ
れ

か
ら

先
も

ず
ー

っ
と

治
ら

な
い

の
か

毎
日

頭
の

中
か

ら
離

れ
ら

れ
な

い
。

 

 問
2
1
－

2
 

ど
ん

な
支

援
が

あ
れ

ば
あ

き
ら

め
た

り
妥

協
し

な
い

よ
う

に
な

る
か

 

・
仕

事
で

生
活

が
で

き
る

お
給

料
で

、
贅

沢
を

言
え

ば
親

切
丁

寧
な

指
示

が
も

ら
え

る
事

。
 

・
就

職
の

あ
っ

せ
ん

 

・
障

害
者

雇
用

を
し

て
く
れ

る
所

が
増

え
た

り
、

一
般

雇
用

で
も

障
害

に
つ

い
て

理
解

し
て

く
れ

る
所

が
増

え
た

り
す

れ
ば

い
い

と
思

う
。

 

・
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
の

よ
う

な
人

に
相

談
に

乗
っ

て
も

ら
え

た
り
す

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

 

   

6
4 

・
自

分
に

合
っ

た
自

立
や

訓
練

・
趣

味
 

・
自

分
に

合
っ

た
親

身
に

な
っ

て
下

さ
る

相
談

員
さ

ん
や

支
援

で
少

し
ず

つ
良

い
方

向
へ

は
向

か
え

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

・
悩

み
相

談
が

で
き

る
場

所
、

相
談

に
の

っ
て

く
れ

る
機

関
 

・
学

校
に

障
害

者
へ

の
理

解
を

し
て

も
ら

い
、

そ
れ

に
配

慮
し

て
行

動
し

て
も

ら
え

た
ら

参
加

で
き

る
と

思
う

。
学

校
は

障
害

者
へ

の
理

解
は

な
い

。
子

ど
も

の
障

害
者

の
理

解
は

あ
る

と
思

う
け

れ
ど

親
が

障
害

者
の

場
合

の
理

解
は

な
い

。
 

・
不

登
校

時
代

に
様

々
な

支
援

団
体

や
学

習
面

で
の

充
実

を
図

っ
て

ほ
し

か
っ

た
。

傷
つ

い
た

心
を

理
解

し
受

診
を

勧
め

る
だ

け
で

な
く
情

緒
安

定
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

を
考

え
て

ほ
し

い
。

発
達

障
害

に
詳

し
い

先
生

が
ほ

と
ん

ど
い

な
い

。
 

・
収

入
面

で
の

支
援

が
も

う
少

し
あ

れ
ば

、
色

々
と

諦
め

た
り
し

な
い

事
が

増
え

て
く
る

と
思

い
ま

す
。

 

・
自

分
が

考
え

る
に

は
、

支
援

は
な

い
の

で
は

と
想

い
諦

め
て

い
ま

す
。

 

 問
2
1
－

2
 

受
け

た
差

別
の

具
体

的
内

容
 

・
具

合
が

悪
か

っ
た

事
も

あ
り
ま

す
が

、
障

害
者

だ
と

分
か

る
と

会
社

を
辞

め
て

く
れ

と
言

わ
れ

た
。

 

・
会

社
で

の
差

別
。

お
客

様
の

前
に

出
る

仕
事

(サ
ー

ビ
ス

カ
ウ

ン
タ

ー
）
で

、
お

客
様

か
ら

障
害

者
を

こ
ん

な
目

立
つ

と
こ

ろ
に

置
く
な

。
と

か
も

・
・
・
仕

事

を
与

え
て

も
ら

え
な

い
。

 

・
職

場
で

う
つ

を
理

解
し

て
も

ら
え

ず
差

別
を

受
け

た
。

 

・
仕

事
の

面
接

に
行

っ
た

と
き

に
障

害
が

理
由

で
断

ら
れ

た
事

が
あ

る
。

 

・
自

分
に

不
利

に
な

る
雇

用
・
差

別
・
近

所
の

目
。

友
人

は
離

れ
、

特
に

雇
用

で
す

か
ね

。
 

・
就

活
中

に
派

遣
会

社
へ

の
登

録
を

し
よ

う
と

し
た

が
過

去
に

精
神

科
に

か
か

っ
た

事
が

あ
る

と
ア

ン
ケ

ー
ト
に

答
え

た
者

の
登

録
は

出
来

ず
、

そ
の

よ
う

な
も

の
を

対
象

専
門

と
し

て
い

る
所

に
行

く
よ

う
言

わ
れ

た
。

過
去

に
ト
ラ

ブ
ル

が
あ

っ
た

と
の

こ
と

。
会

社
に

と
っ

て
は

専
門

外
だ

と
い

う
こ

と
で

不
当

だ

と
は

思
っ

て
い

な
い

。
 

・
学

校
で

の
い

じ
め

 

・
病

気
の

事
を

馬
鹿

に
さ

れ
た

 

・
話

し
か

け
な

い
。

こ
ち

ら
か

ら
あ

い
さ

つ
し

て
も

無
視

を
す

る
。

知
ら

ん
顔

を
し

て
横

を
向

く
。

全
部

の
人

で
は

な
い

。
分

か
る

人
達

は
ち

ゃ
ん

と
は

話
を

し
て

く
れ

良
く
し

て
く
れ

る
。

そ
ら

ぞ
ら

し
く
悲

し
く
な

る
時

が
あ

り
、

苦
し

く
な

る
。

 

 問
3
3
 

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
希

望
す

る
対

応
 

病
院

に
連

れ
て

行
っ

て
ほ

し

い
（
3
6
）
 

・
病

院
に

連
れ

て
行

っ
て

も
ら

う
、

す
ぐ

に
見

て
ほ

し
い

 

・
夜

間
で

も
受

診
し

た
い

。
（
遠

い
の

で
不

便
。

）
 

・
診

察
し

て
必

要
な

ら
入

院
し

た
い

。
 

・
と

に
か

く
じ

っ
く
り
と

病
院

の
先

生
に

話
を

聞
い

て
も

ら
い

た
い

。
 

往
診

に
来

て
ほ

し
い

（
4
）
 

・
電

話
し

た
ら

来
て

ほ
し

い
。

 

・
看

護
婦

さ
ん

等
に

す
ぐ

に
駆

け
つ

け
て

入
院

の
必

要
が

あ
る

か
。

入
院

の
手

続
き

を
し

て
ほ

し
い

。
 

薬
が

ほ
し

い
（
3
）
 

・
良

く
効

く
薬

が
欲

し
い

 

・
病

院
、

又
は

家
族

に
連

絡
し

て
ほ

し
い

。
頓

服
薬

で
対

応
で

き
る

と
き

は
身

近
な

薬
局

（
調

剤
有

）
で

薬
を

受
け

た
い

。
 

電
話

で
相

談
し

た
い

（
8
）
 

・
電

話
で

相
談

に
乗

っ
て

ほ
し

い
 

・
専

門
家

（
医

師
）
に

電
話

で
相

談
で

き
、

家
族

も
自

分
も

頭
を

落
ち

着
け

て
考

え
る

よ
う

に
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

そ
ば

に
つ

い
て

い
て

ほ
し

い

（
1
7
）
 

・
具

合
が

悪
く
な

っ
た

ら
近

く
に

人
が

い
て

ほ
し

い
 

・
1

人
で

は
な

く
誰

か
に

病
院

に
一

緒
に

付
き

添
っ

て
通

院
し

て
欲

し
い

。
早

め
に

病
院

へ
と

促
し

て
ほ

し
い

。
 

・
ケ

ガ
を

し
な

い
よ

う
に

保
護

見
守

り
を

し
て

ほ
し

い
 

わ
か

ら
な

い
（
1
5
）
 

・
考

え
た

事
が

な
い

の
で

分
か

ら
な

い
 

・
う

ま
く
言

え
な

い
 

・
そ

の
時

に
よ

る
 

そ
の

他
（
1
6
）
 

・
休

ま
せ

て
ほ

し
い

 
・
一

人
で

や
る

過
ご

す
こ

と
が

一
番

良
い

の
で

そ
う

す
る

よ
う

促
す

か
、

そ
っ

と
し

て
お

い
て

ほ
し

い
。

 

・
落

ち
着

く
ま

で
待

っ
て

ほ
し

い
で

す
 

・
仕

事
中

な
ら

ば
い

や
な

顔
し

な
い

で
帰

ら
せ

て
ほ

し
い

 
・
周

囲
の

人
た

ち
の

理
解

が
欲

し
い

 

・
発

作
が

起
き

た
と

き
に

周
り
に

い
る

人
に

対
応

し
て

も
ら

い
た

い
 

 問
3
5
 

災
害

時
に

不
安

に
感

じ
る

こ
と

や
困

る
こ

と
 

避
難

生
活

（
3
2
）
 

・
1

人
で

避
難

で
き

る
か

ど
う

か
不

安
 

・
ど

こ
に

逃
げ

れ
ば

い
い

か
よ

く
わ

か
ら

な
い

 

・
人

混
み

が
苦

手
な

の
で

困
る

と
思

い
ま

す
 

・
多

く
の

他
人

と
同

じ
場

所
に

ず
っ

と
い

る
事

へ
の

不
安

 
・
一

人
で

対
応

で
き

る
か

不
安

 

・
近

隣
に

知
り
合

い
が

い
な

い
 

薬
（
2
5
）
 

・
睡

眠
薬

を
飲

ん
で

い
る

の
で

気
づ

か
な

い
可

能
性

が
あ

る
事

 

・
薬

が
無

く
な

る
事

 
・
診

察
が

受
け

ら
れ

な
い

事
。

安
心

し
て

過
ご

せ
る

住
ま

い
が

あ
る

事
。

薬
が

無
く
な

る
事

。
不

安
定

に
な

る
事

。
家

族

が
無

事
な

事
。

病
気

が
具

合
が

悪
く
な

る
事

。
 

・
薬

を
飲

ま
な

い
と

寝
れ

な
い

の
で

眠
れ

る
か

ど
う

か
不

安
に

感
じ

る
。

眠
れ

な
い

日
々

が
続

く
と

頭
が

お
か

し
く
な

ら
な

い
か

不
安

 

・
常

時
服

用
し

て
い

る
薬

が
服

用
で

き
な

く
な

る
こ

と
 

・
避

難
、

避
難

生
活

、
薬

、
交

通
等

す
べ

て
に

お
い

て
不

安
、

困
る

と
思

い
ま

す
。

 

健
康

状
態

（
9
）
 

・
逃

げ
る

の
は

で
き

る
が

公
民

館
体

育
館

な
ど

た
く
さ

ん
の

人
と

暮
ら

す
の

は
過

呼
吸

に
な

り
そ

う
で

そ
っ

ち
が

困
る

。
 

・
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
し

ま
い

、
冷

静
な

判
断

が
で

き
な

く
な

る
恐

れ
が

あ
る

。
（
家

族
が

一
緒

の
時

は
い

い
が

も
し

1
人

の
時

は
誰

に
頼

れ
ば

い
い

か
と

思
う

。
）
 

・
自

分
一

人
で

は
適

切
な

判
断

が
で

き
な

い
。

大
勢

人
が

い
る

所
で

過
ご

す
の

は
過

度
に

緊
張

す
る

。
 

そ
の

他
（
3
4
）
 

・
地

震
の

後
の

片
づ

け
 

・
住

む
と

こ
ろ

が
な

い
。

家
と

の
連

絡
。

 60
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6
9 

自
分

4
8
.2

%

自
分

の
気

持
ち

を
別

の
人

に

書
い

て
も

ら
う

7
.1

%

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ
り

に
記

入

4
3
.3

%

無
回

答

1
.4

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

ご
家

族

9
3
.2

%

そ
の

他

5
.5

%

無
回

答

1
.4

%

回
答

者

n
=
7
3
人

2
0
歳

未
満

5
.7

%

2
0
歳

代

3
4
.0

%

3
0
歳

代

2
1
.3

%

4
0
歳

代

1
9
.9

%

5
0
歳

代

6
.4

%

6
0
歳

代

9
.2

%

7
0
歳

以
上

1
.4

%

無
回

答

2
.1

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

第
４

章
 

療
育

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

１
 

調
査

票
回

答
者

に
つ

い
て

 

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

記
入

者
に

つ
い

て
 

記
入

者
は

「
自

分
」

が
最

も
多

く
4

8
.2

％
（

6
8

人
）
、
「

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ
り

に
記

入
」

が

4
3

.3
％

（
6

1
人

）
で

あ
っ

た
。

 

        

◆
本

人
以

外
の

記
入

に
つ

い
て

 

本
人

以
外

の
記

入
に

つ
い

て
は

、
「

ご
家

族
」

が
9

3
.2

％
（

6
8

人
）

で
9

割
以

上
は

ご
家

族
が

記
入

し
て

い
た

。
 

  
 

      

Ⅰ
 

あ
な

た
の

こ
と

に
つ

い
て

 

問
１

 
年

齢
 

年
齢

は
、
「

2
0

歳
代

」
が

3
4

.0
％

（
4

8
人

）
と

最
も

多
く

、
「

3
0

歳
代

」
が

2
1

.3
％

（
3

0
人

）
、
「

4
0

歳
代

」
が

1
9

.9
％

（
2

8
人

）
の

順
に

多
か

っ
た

。
 

   
 

          

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
分

 
6
8
 

自
分

の
気

持
ち

を
別

の
人

に
書

い
て

も
ら

う
 

1
0
 

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取

っ
て

代
わ

り
に

記
入

 
6
1
 

無
回

答
 

2
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ご
家

族
 

6
8

そ
の

他
 

4

無
回

答
 

1

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

2
0
歳

未
満

 
8

2
0
歳

代
 

4
8

3
0
歳

代
 

3
0

4
0
歳

代
 

2
8

5
0
歳

代
 

9

6
0
歳

代
 

1
3

7
0
歳

以
上

 
2

無
回

答
 

3

   

7
0 

男

6
7
.4

%

女

3
2
.6

%

無
回

答

0
.0

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

ち
の

2
4
.8

%

宮
川

2
1
.3

%

米
沢

3
.5

%

豊
平

1
1
.3

%

玉
川

2
1
.3

%

泉
野

0
.7

%

金
沢

5
.7

%

湖
東

7
.8

%

北
山

1
.4

%

中
大

塩

2
.1

%

わ
か

ら
な

い

0
.0

%

そ
の

他

0
.0

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

Ａ
1

2
7
.7

% Ａ
2

3
.5

%

Ｂ
1

2
6
.2

%

Ｂ
2

3
5
.5

%

わ
か

ら
な

い

2
.8

%

無
回

答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

持
っ

て
い

る

9
8
.6

%

持
っ

て
い

な
い

0
.7

%

わ
か

ら
な

い

0
.0

%
無

回
答

0
.7

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

問
２

 
性

別
 

性
別

は
、「

男
性

」
が

6
7

.4
％

で
、「

女
性

」
が

3
2

.6
％

で
あ

っ
た

。
身

体
障

害
、

精
神

障
害

と
比

較
し

て
、

男
性

の
回

答
者

の
割

合
が

多
か

っ
た

。
 

  
 

    

問
３

 
地

区
 

住
ん

で
い

る
地

区
は

、「
ち

の
」

が
2

4
.8

％
、「

宮
川

」
が

2
1

.3
％

、「
玉

川
」

が
2

1
.3

％
で

、
７

割
近

い
人

が
３

地
区

に
居

住
し

て

い
る

。
 

   
        

問
４

 
療

育
手

帳
の

所
持

に
つ

い
て

 

療
育

手
帳

を
「

持
っ

て
い

る
」

と
回

答
し

た
の

は
は

、
9

8
.6

％
で

、
ほ

ぼ
全

員
が

療
育

手
帳

を
持

っ
て

い
る

。
 

         

問
５

 
手

帳
に

記
載

の
障

害
の

程
度

に
つ

い
て

 

障
害

の
程

度
は

、
「

Ａ
１

」
が

2
7

.7
％

、
「

Ａ
２

」
が

3
.5

％
、
「

Ｂ
１

」
が

2
6

.2
％

、
「

Ｂ
２

」
が

3
5

.5
％

で
あ

っ
た

。
 

   

 
 

   

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

男
 

9
5
 

女
 

4
6
 

無
回

答
 

0
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ち
の

 
3
5
 

宮
川

 
3
0
 

米
沢

 
5
 

豊
平

 
1
6
 

玉
川

 
3
0
 

泉
野

 
1
 

金
沢

 
8
 

湖
東

 
1
1
 

北
山

 
2
 

中
大

塩
 

3
 

わ
か

ら
な

い
 

0
 

そ
の

他
 

0
 

無
回

答
 

0
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

持
っ

て
い

る
 

1
3
9
 

持
っ

て
い

な
い

 
1
 

わ
か

ら
な

い
 

0
 

無
回

答
 

1
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

Ａ
１

 
3
9
 

Ａ
２

 
5
 

Ｂ
１

 
3
7
 

Ｂ
２

 
5
0
 

わ
か

ら
な

い
 

4
 

無
回

答
 

6
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7
1 

身
体

障
害

者
手

帳
を

持
っ

て
い

る

1
4
.2

%

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳

5
.7

%

持
っ

て
い

な
い

7
2
.3

%

わ
か

ら
な

い

0
.0

%

無
回

答

7
.8

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

１
級

3
0
.0

%

２
級

2
5
.0

%

３
級

1
5
.0

%

４
級

0
.0

%

５
級

5
.0

%６
級

5
.0

%

無
回

答

2
0
.0

%

回
答

者

n
=
2
0
人

１
級

6
2
.5

%

２
級

2
5
.0

%

３
級

1
2
.5

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
8
人

問
６

 
療

育
手

帳
以

外
の

障
害

者
手

帳
の

所
持

に
つ

い
て

 
 

療
育

手
帳

以
外

の
障

害
者

手
帳

は
、「

持
っ

て
い

な
い

」
が

7
2

.3
％

と
最

も
多

く
、「

身
体

障
害

者
手

帳
を

持
っ

て
い

る
」
が

1
4

.2
％

、

「
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

を
も

っ
て

い
る

」
が

5
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

         

【
「

身
体

障
害

者
手

帳
」

と
答

え
た

手
帳

の
等

級
】

 

身
体

障
害

者
手

帳
の

等
級

は
、「

１
級

」
が

3
0

.0
％

、「
２

級
」

が
2

5
.0

％
、「

３
級

」
が

1
5

.0
％

と
、

重
度

の
身

体
障

害
と

重
複

し
て

い
た

。
 

   
 

     

【
「

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
」

と
答

え
た

手
帳

の
等

級
】

 

精
神

障
害

保
健

福
祉

手
帳

の
等

級
は

、
「

1
級

」
が

6
2

.5
%

、
「

2
級

」
が

2
5

.0
%

、
「

3
級

」
が

1
2

.5
%

で
あ

っ
た

。
 

   
 

             

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

身
体

障
害

者
手

帳
を

持
っ

て
い

る
 

2
0

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
を

も
っ

て
い

る
 

8

持
っ

て
い

な
い

 
1
0
2

わ
か

ら
な

い
 

0

無
回

答
 

1
1

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
6

２
級

 
5

３
級

 
3

４
級

 
0

５
級

 
1

６
級

 
1

無
回

答
 

4

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
5

２
級

 
2

３
級

 
1

無
回

答
 

0

   

7
2 

7
5
.2

 

7
8
.7

 

8
0
.1

 

6
8
.8

 

9
.9

 7
.8

 

4
.3

 

8
.5

 

9
.9

 

7
.8

 

9
.2

 

1
2
.8

 

5
.0

 

5
.7

 

6
.4

 

9
.9

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

一
人

で
で

き
る

見
守

り
や

声
掛

け
が

あ
れ

ば
で

き
る

手
伝

っ
て

も
ら

え
ば

で
き

る
（
一

部
介

助
が

必
要

）
一

人
で

は
で

き
な

い
（
全

部
介

助
が

必
要

）

無
回

答

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
暮

ら
し

た
い

6
6
.0

%

一
人

暮
ら

し
を

し
た

い

4
.3

%

今
は

一
緒

に
住

ん
で

い
な

い

新
し

い
家

族
と

一
緒

に
暮

ら
し

た
い

5
.0

%

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
た

い

3
.5

%

施
設

で
暮

ら
し

た
い

3
.5

%

そ
の

他

1
.4

%

わ
か

ら
な

い

1
3
.5

%

無
回

答

2
.8

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

5
.7

 

8
2
.3

 

0
.7

 

1
7
.0

 

2
.1

 5
.7

 

5
.0

 

0
.7

 

2
.1

 

0
.0

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

夫
婦

で
暮

ら
し

て
い

る

親
と

暮
ら

し
て

い
る

子
ど

も
と

暮
ら

し
て

い
る

兄
弟

姉
妹

と
暮

ら
し

て
い

る

そ
の

他
の

人
と

暮
ら

し
て

い
る

一
人

で
暮

ら
し

て
い

る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
て

い
る

施
設

で
暮

ら
し

て
い

る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
4
1
人

問
７

 
一

緒
に

暮
ら

し
て

い
る

人
の

有
無

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

一
緒

に
暮

ら
し

て
い

る
の

は
、
「

親
と

暮
ら

し
て

い
る

」
が

8
2

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

兄
弟

姉
妹

と
暮

ら
し

て
い

る
」

が

1
7

.0
％

、
「

夫
婦

で
暮

ら
し

て
い

る
」
「

一
人

で
暮

ら
し

て
い

る
」

は
各

5
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

 

        

問
８

 
今

後
の

暮
ら

し
方

の
希

望
に

つ
い

て
 

今
後

の
暮

ら
し

方
は

、「
今

ま
で

と
同

じ
よ

う
に

暮
ら

し
た

い
」

が
6

6
.0

％
と

最
も

多
く

、「
今

は
一

緒
に

住
ん

で
い

な
い

新
し

い
家

族
と

一
緒

に
暮

ら
し

た
い

」
が

5
.0

％
、「

一
人

暮
ら

し
を

し
た

い
」

が
4

.3
％

、「
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
暮

ら
し

た
い

」
が

3
.5

％
、「

施

設
で

暮
ら

し
た

い
」

が
3

.5
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

 

         

Ⅱ
 

あ
な

た
の

生
活

に
つ

い
て

 

問
９

 
日

常
生

活
に

つ
い

て
 

日
常

生
活

に
お

い
て

、
食

事
や

着
替

え
等

は
ひ

と
り

で
で

き
る

割
合

が
高

い
が

、
お

金
の

管
理

や
気

持
ち

を
伝

え
る

こ
と

、
気

持
ち

が
わ

か
る

こ
と

な
ど

は
難

し
い

傾
向

が
あ

る
。

 

 
※

同
じ

選
択

肢
ご

と
に

ま
と

め
て

い
ま

す
。

 

         

夫
婦

で
暮

ら
し

て
い

る
 

親
と

暮
ら

し
て

い
る

 

子
ど

も
と

暮
ら

し
て

い
る

 

兄
弟

姉
妹

と
暮

ら
し

て
い

る
 

そ
の

他
の

人
と

暮
ら

し
て

い
る

 

一
人

で
暮

ら
し

て
い

る
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
て

い
る

 

施
設

で
暮

ら
し

て
い

る
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
暮

ら
し

た
い

 
9
3
 

一
人

暮
ら

し
を

し
た

い
 

6
 

今
は

一
緒

に
住

ん
で

い
な

い
新

し
い

家
族

と
一

緒
に

暮
ら

し
た

い
（

結
婚

等
に

よ
り

新
し

い
家

族
と

一
緒

に
暮

ら
す

場
合

を
含

み
ま

す
）

 
7
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
た

い
 

5
 

施
設

で
暮

ら
し

た
い

 
5
 

そ
の

他
 

2
 

わ
か

ら
な

い
 

1
9
 

無
回

答
 

4
 

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

①
 

ご
飯

を
食

べ
る

こ
と

 

③
 

服
を

着
た

り
脱

い
だ

り
す

る
こ

と
 

④
 

ト
イ

レ
に

い
く

こ
と

 

（
お

し
っ

こ
や

う
ん

ち
を

す
る

こ
と

）
 

⑤
 

お
風

呂
に

入
る

こ
と

 

第
４
章
 
療
育
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

6
9 

自
分

4
8
.2

%

自
分

の
気

持
ち

を
別

の
人

に

書
い

て
も

ら
う

7
.1

%

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ
り

に
記

入

4
3
.3

%

無
回

答

1
.4

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

ご
家

族

9
3
.2

%

そ
の

他

5
.5

%

無
回

答

1
.4

%

回
答

者

n
=
7
3
人

2
0
歳

未
満

5
.7

%

2
0
歳

代

3
4
.0

%

3
0
歳

代

2
1
.3

%

4
0
歳

代

1
9
.9

%

5
0
歳

代

6
.4

%

6
0
歳

代

9
.2

%

7
0
歳

以
上

1
.4

%

無
回

答

2
.1

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

第
４

章
 

療
育

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

１
 

調
査

票
回

答
者

に
つ

い
て

 

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

記
入

者
に

つ
い

て
 

記
入

者
は

「
自

分
」

が
最

も
多

く
4

8
.2

％
（

6
8

人
）
、
「

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ
り

に
記

入
」

が

4
3

.3
％

（
6

1
人

）
で

あ
っ

た
。

 

        

◆
本

人
以

外
の

記
入

に
つ

い
て

 

本
人

以
外

の
記

入
に

つ
い

て
は

、
「

ご
家

族
」

が
9

3
.2

％
（

6
8

人
）

で
9

割
以

上
は

ご
家

族
が

記
入

し
て

い
た

。
 

  
 

      

Ⅰ
 

あ
な

た
の

こ
と

に
つ

い
て

 

問
１

 
年

齢
 

年
齢

は
、
「

2
0

歳
代

」
が

3
4

.0
％

（
4

8
人

）
と

最
も

多
く

、
「

3
0

歳
代

」
が

2
1

.3
％

（
3

0
人

）
、
「

4
0

歳
代

」
が

1
9

.9
％

（
2

8
人

）
の

順
に

多
か

っ
た

。
 

   
 

          

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
分

 
6
8
 

自
分

の
気

持
ち

を
別

の
人

に
書

い
て

も
ら

う
 

1
0
 

家
族

や
介

助
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取

っ
て

代
わ

り
に

記
入

 
6
1
 

無
回

答
 

2
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ご
家

族
 

6
8

そ
の

他
 

4

無
回

答
 

1

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

2
0
歳

未
満

 
8

2
0
歳

代
 

4
8

3
0
歳

代
 

3
0

4
0
歳

代
 

2
8

5
0
歳

代
 

9

6
0
歳

代
 

1
3

7
0
歳

以
上

 
2

無
回

答
 

3

   

7
0 

男

6
7
.4

%

女

3
2
.6

%

無
回

答

0
.0

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

ち
の

2
4
.8

%

宮
川

2
1
.3

%

米
沢

3
.5

%

豊
平

1
1
.3

%

玉
川

2
1
.3

%

泉
野

0
.7

%

金
沢

5
.7

%

湖
東

7
.8

%

北
山

1
.4

%

中
大

塩

2
.1

%

わ
か

ら
な

い

0
.0

%

そ
の

他

0
.0

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

Ａ
1

2
7
.7

% Ａ
2

3
.5

%

Ｂ
1

2
6
.2

%

Ｂ
2

3
5
.5

%

わ
か

ら
な

い

2
.8

%

無
回

答

4
.3

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

持
っ

て
い

る

9
8
.6

%

持
っ

て
い

な
い

0
.7

%

わ
か

ら
な

い

0
.0

%
無

回
答

0
.7

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

問
２

 
性

別
 

性
別

は
、「

男
性

」
が

6
7

.4
％

で
、「

女
性

」
が

3
2

.6
％

で
あ

っ
た

。
身

体
障

害
、

精
神

障
害

と
比

較
し

て
、

男
性

の
回

答
者

の
割

合
が

多
か

っ
た

。
 

  
 

    

問
３

 
地

区
 

住
ん

で
い

る
地

区
は

、「
ち

の
」

が
2

4
.8

％
、「

宮
川

」
が

2
1

.3
％

、「
玉

川
」

が
2

1
.3

％
で

、
７

割
近

い
人

が
３

地
区

に
居

住
し

て

い
る

。
 

   
        

問
４

 
療

育
手

帳
の

所
持

に
つ

い
て

 

療
育

手
帳

を
「

持
っ

て
い

る
」

と
回

答
し

た
の

は
は

、
9

8
.6

％
で

、
ほ

ぼ
全

員
が

療
育

手
帳

を
持

っ
て

い
る

。
 

         

問
５

 
手

帳
に

記
載

の
障

害
の

程
度

に
つ

い
て

 

障
害

の
程

度
は

、
「

Ａ
１

」
が

2
7

.7
％

、
「

Ａ
２

」
が

3
.5

％
、
「

Ｂ
１

」
が

2
6

.2
％

、
「

Ｂ
２

」
が

3
5

.5
％

で
あ

っ
た

。
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男
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豊
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湖
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中
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わ
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そ
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1
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持
っ

て
い

な
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わ
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な
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対
象
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（
人
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Ａ
１

 
3
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Ａ
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Ｂ
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3
7
 

Ｂ
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5
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わ
か

ら
な

い
 

4
 

無
回
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1
4
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1
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4
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0
%

2
5
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5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
家

族
や

友
だ

ち
な

ど
に

は
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

お
手

伝
い

が
あ

れ
ば

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
伝

え
る

こ
と

が
で

き
な

い

無
回

答

4
1
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3
8
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3
9
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4
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2
9
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4
1
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1
7
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1
5
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4
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1
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1
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1
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1
4
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1
4
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8
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1
3
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4
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1
4
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1
7
.7

 

2
4
.1

 

1
7
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1
0
.6

 6
.4

 

1
4
.9

 5
.7

 

1
4
.2

 

9
.2

 

0
.0

 

0
.0

 

1
.4

 

3
.5

 

3
.5

 

4
.3

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

一
人

で
で

き
る

見
守

り
や

声
掛

け
が

あ
れ

ば
で

き
る

手
伝

っ
て

も
ら

え
ば

で
き

る
（
一

部
介

助
が

必
要

）
一

人
で

は
で

き
な

い
（
全

部
介

助
が

必
要

）

や
っ

た
こ

と
が

な
い

無
回

答

2
7
.0

 
2
5
.5

 
1
5
.6

 
2
6
.2

 
5
.7

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

気
持

ち
が

わ
か

る
家

族
や

友
だ

ち
な

ど
の

気
持

ち
は

わ
か

る

お
手

伝
い

が
あ

れ
ば

相
手

の
気

持
ち

が
わ

か
る

わ
か

ら
な

い

無
回

答

2
9
.8

 

4
1
.1

 

6
.4

 

1
.4

 

2
0
.6

 

5
.0

 

5
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

会
社

で
働

い
て

い
る

（
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

も
含

み
ま

す
）

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

家
の

仕
事

を
手

伝
っ

て
い

る

学
校

に
通

っ
て

い
る

家
の

中
で

過
ご

し
て

い
る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
4
1
人

                
 

    

 Ⅲ
 

昼
間

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
 

問
1

0
 

昼
間

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

昼
間

の
過

ご
し

方
は

、「
施

設
や

事
業

所
に

通
っ

て
い

る
」
が

4
1

.1
％

と
最

も
多

く
、
次

い
で
「

会
社

で
働

い
て

い
る

」
が

2
9

.8
％

、

「
家

の
中

で
過

ご
し

て
い

る
」

が
2

0
.6

％
で

あ
っ

た
。

 

 

            

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

②
 

ご
飯

の
用

意
や

後
片

付
け

を
す

る
こ

と
 

⑥
 

掃
除

、
片

付
け

を
す

る
こ

と
 

⑦
 

洗
濯

を
す

る
こ

と
 

⑧
 

買
い

物
を

す
る

こ
と

 

（
お

店
へ

い
く

、
買

う
も

の
を

選
ぶ

）
 

⑨
 

お
金

の
管

理
を

す
る

こ
と

 

（
お

金
の

使
い

方
を

考
え

る
）

 

⑩
 

薬
の

管
理

を
す

る
こ

と
（

決
ま

っ
た

時

間
に

決
ま

っ
た

量
の

薬
を

飲
む

）
 

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

⑪
 

自
分

の
気

持
ち

を
伝

え
る

こ
と

 

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

⑫
 

相
手

の
気

持
ち

が
わ

か
る

こ
と

 

会
社

で
働

い
て

い
る

（
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

も
含

み
ま

す
）

 

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

 

家
の

仕
事

を
手

伝
っ

て
い

る
 

学
校

に
通

っ
て

い
る

 

家
の

中
で

過
ご

し
て

い
る

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

   

7
4 

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に

過
ご

し
た

い

8
1
.6

%

今
ま

で
と

は
違

う
よ

う

に
過

ご
し

た
い

1
1
.3

%

無
回

答

7
.1

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

お
休

み
の

日
に

は

毎
回

外
出

す
る

2
4
.8

%

１
週

間
に

１
回

く
ら

い

外
出

す
る

3
9
.7

%

１
か

月
に

１
回

く
ら

い

外
出

す
る

1
0
.6

%

３
か

月
に

１
回

く
ら

い

外
出

す
る

7
.1

%

半
年

に
１

回
く
ら

い

外
出

す
る

2
.1

%

１
年

に
１

回
く
ら

い

外
出

す
る

0
.7

%

そ
の

他

4
.3

%

ま
っ

た
く
外

出
し

て
い

な
い

2
.8

%
無

回
答

7
.8

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

5
0
.0

 

4
3
.8

 

6
.3

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 6
.3

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

会
社

で
働

い
て

い
る

（
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

も
含

み
ま

す
）

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

通
っ

て
い

る
…

家
の

仕
事

を
手

伝
っ

て
い

る

学
校

に
通

っ
て

い
る

家
の

中
で

過
ご

し
て

い
る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
6
人

問
1

1
 

昼
間

の
過

ご
し

方
の

希
望

に
つ

い
て

 

昼
間

の
過

ご
し

方
の

希
望

は
、「

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
過

ご
し

た
い

」
が

8
1

.6
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

今
ま

で
と

は
違

う
よ

う
に

過
ご

し
た

い
」

が
1

1
.3

％
で

あ
っ

た
。

 

   
 

      

問
1

2
 

「
今

ま
で

と
は

違
う

よ
う

に
過

ご
し

た
い

」
場

合
の

希
望

（
複

数
回

答
）

 

今
ま

で
と

違
う

過
ご

し
方

と
し

て
、
「

会
社

で
働

き
た

い
」

が
5

0
.0

％
、
「

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

」
が

4
3

.8
％

、
「

家
の

仕
事

を
手

伝
い

た
い

」
が

6
.3

％
で

あ
っ

た
。

 

 

 

     

Ⅳ
 
休

日
の

外
出

に
つ

い
て

 

問
1

3
 

休
日

の
外

出
に

つ
い

て
 

休
日

の
外

出
は

、「
１

週
間

に
１

回
く

ら
い

外
出

す
る

」
が

3
9

.7
％

（
5

6
人

）
、「

お
休

み
の

日
に

は
毎

回
外

出
す

る
」

が
2

4
.8

％

（
3

5
人

）
と

比
較

的
外

出
し

て
い

る
が

、
一

方
で

「
ま

っ
た

く
外

出
し

て
い

な
い

」
は

2
.8

%
（

4
人

）
で

あ
っ

た
。

 

   
 

           

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
過

ご
し

た
い

 
1
1
5
 

今
ま

で
と

は
違

う
よ

う
に

過
ご

し
た

い
 

1
6
 

無
回

答
 

1
0
 

会
社

で
働

き
た

い
（

ア
ル

バ
イ

ト
な

ど
も

含
み

ま
す

）
 

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

 

家
の

仕
事

を
手

伝
い

た
い

 

学
校

に
通

い
た

い
 

家
の

中
で

過
ご

し
た

い
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

お
休

み
の

日
に

は
毎

回
外

出
す

る
 

3
5
 

１
週

間
に

１
回

く
ら

い
外

出
す

る
 

5
6
 

１
か

月
に

１
回

く
ら

い
外

出
す

る
 

1
5
 

３
か

月
に

１
回

く
ら

い
外

出
す

る
 

1
0
 

半
年

に
１

回
く

ら
い

外
出

す
る

 
3
 

１
年

に
１

回
く

ら
い

外
出

す
る

 
1
 

そ
の

他
 

6
 

ま
っ

た
く

外
出

し
て

い
な

い
 

4
 

無
回

答
 

1
1
 

第
４
章
 
療
育
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

7
1 

身
体

障
害

者
手

帳
を

持
っ

て
い

る

1
4
.2

%

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳

5
.7

%

持
っ

て
い

な
い

7
2
.3

%

わ
か

ら
な

い

0
.0

%

無
回

答

7
.8

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

１
級

3
0
.0

%

２
級

2
5
.0

%

３
級

1
5
.0

%

４
級

0
.0

%

５
級

5
.0

%６
級

5
.0

%

無
回

答

2
0
.0

%

回
答

者

n
=
2
0
人

１
級

6
2
.5

%

２
級

2
5
.0

%

３
級

1
2
.5

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
8
人

問
６

 
療

育
手

帳
以

外
の

障
害

者
手

帳
の

所
持

に
つ

い
て

 
 

療
育

手
帳

以
外

の
障

害
者

手
帳

は
、「

持
っ

て
い

な
い

」
が

7
2

.3
％

と
最

も
多

く
、「

身
体

障
害

者
手

帳
を

持
っ

て
い

る
」
が

1
4

.2
％

、

「
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

を
も

っ
て

い
る

」
が

5
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

         

【
「

身
体

障
害

者
手

帳
」

と
答

え
た

手
帳

の
等

級
】

 

身
体

障
害

者
手

帳
の

等
級

は
、「

１
級

」
が

3
0

.0
％

、「
２

級
」

が
2

5
.0

％
、「

３
級

」
が

1
5

.0
％

と
、

重
度

の
身

体
障

害
と

重
複

し
て

い
た

。
 

   
 

     

【
「

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
」

と
答

え
た

手
帳

の
等

級
】

 

精
神

障
害

保
健

福
祉

手
帳

の
等

級
は

、
「

1
級

」
が

6
2

.5
%

、
「

2
級

」
が

2
5

.0
%

、
「

3
級

」
が

1
2

.5
%

で
あ

っ
た

。
 

   
 

             

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

身
体

障
害

者
手

帳
を

持
っ

て
い

る
 

2
0

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
を

も
っ

て
い

る
 

8

持
っ

て
い

な
い

 
1
0
2

わ
か

ら
な

い
 

0

無
回

答
 

1
1

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
6

２
級

 
5

３
級

 
3

４
級

 
0

５
級

 
1

６
級

 
1

無
回

答
 

4

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
級

 
5

２
級

 
2

３
級

 
1

無
回

答
 

0

   

7
2 

7
5
.2

 

7
8
.7

 

8
0
.1

 

6
8
.8

 

9
.9

 7
.8

 

4
.3

 

8
.5

 

9
.9

 

7
.8

 

9
.2

 

1
2
.8

 

5
.0

 

5
.7

 

6
.4

 

9
.9

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

一
人

で
で

き
る

見
守

り
や

声
掛

け
が

あ
れ

ば
で

き
る

手
伝

っ
て

も
ら

え
ば

で
き

る
（
一

部
介

助
が

必
要

）
一

人
で

は
で

き
な

い
（
全

部
介

助
が

必
要

）

無
回

答

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
暮

ら
し

た
い

6
6
.0

%

一
人

暮
ら

し
を

し
た

い

4
.3

%

今
は

一
緒

に
住

ん
で

い
な

い

新
し

い
家

族
と

一
緒

に
暮

ら
し

た
い

5
.0

%

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
た

い

3
.5

%

施
設

で
暮

ら
し

た
い

3
.5

%

そ
の

他

1
.4

%

わ
か

ら
な

い

1
3
.5

%

無
回

答

2
.8

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

5
.7

 

8
2
.3

 

0
.7

 

1
7
.0

 

2
.1

 5
.7

 

5
.0

 

0
.7

 

2
.1

 

0
.0

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

夫
婦

で
暮

ら
し

て
い

る

親
と

暮
ら

し
て

い
る

子
ど

も
と

暮
ら

し
て

い
る

兄
弟

姉
妹

と
暮

ら
し

て
い

る

そ
の

他
の

人
と

暮
ら

し
て

い
る

一
人

で
暮

ら
し

て
い

る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
て

い
る

施
設

で
暮

ら
し

て
い

る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
4
1
人

問
７

 
一

緒
に

暮
ら

し
て

い
る

人
の

有
無

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

一
緒

に
暮

ら
し

て
い

る
の

は
、
「

親
と

暮
ら

し
て

い
る

」
が

8
2

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

兄
弟

姉
妹

と
暮

ら
し

て
い

る
」

が

1
7

.0
％

、
「

夫
婦

で
暮

ら
し

て
い

る
」
「

一
人

で
暮

ら
し

て
い

る
」

は
各

5
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

 

        

問
８

 
今

後
の

暮
ら

し
方

の
希

望
に

つ
い

て
 

今
後

の
暮

ら
し

方
は

、「
今

ま
で

と
同

じ
よ

う
に

暮
ら

し
た

い
」

が
6

6
.0

％
と

最
も

多
く

、「
今

は
一

緒
に

住
ん

で
い

な
い

新
し

い
家

族
と

一
緒

に
暮

ら
し

た
い

」
が

5
.0

％
、「

一
人

暮
ら

し
を

し
た

い
」

が
4

.3
％

、「
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
暮

ら
し

た
い

」
が

3
.5

％
、「

施

設
で

暮
ら

し
た

い
」

が
3

.5
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

 

         

Ⅱ
 

あ
な

た
の

生
活

に
つ

い
て

 

問
９

 
日

常
生

活
に

つ
い

て
 

日
常

生
活

に
お

い
て

、
食

事
や

着
替

え
等

は
ひ

と
り

で
で

き
る

割
合

が
高

い
が

、
お

金
の

管
理

や
気

持
ち

を
伝

え
る

こ
と

、
気

持
ち

が
わ

か
る

こ
と

な
ど

は
難

し
い

傾
向

が
あ

る
。

 

 
※

同
じ

選
択

肢
ご

と
に

ま
と

め
て

い
ま

す
。

 

         

夫
婦

で
暮

ら
し

て
い

る
 

親
と

暮
ら

し
て

い
る

 

子
ど

も
と

暮
ら

し
て

い
る

 

兄
弟

姉
妹

と
暮

ら
し

て
い

る
 

そ
の

他
の

人
と

暮
ら

し
て

い
る

 

一
人

で
暮

ら
し

て
い

る
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
て

い
る

 

施
設

で
暮

ら
し

て
い

る
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
暮

ら
し

た
い

 
9
3
 

一
人

暮
ら

し
を

し
た

い
 

6
 

今
は

一
緒

に
住

ん
で

い
な

い
新

し
い

家
族

と
一

緒
に

暮
ら

し
た

い
（

結
婚

等
に

よ
り

新
し

い
家

族
と

一
緒

に
暮

ら
す

場
合

を
含

み
ま

す
）

 
7
 

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
た

い
 

5
 

施
設

で
暮

ら
し

た
い

 
5
 

そ
の

他
 

2
 

わ
か

ら
な

い
 

1
9
 

無
回

答
 

4
 

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

①
 

ご
飯

を
食

べ
る

こ
と

 

③
 

服
を

着
た

り
脱

い
だ

り
す

る
こ

と
 

④
 

ト
イ

レ
に

い
く

こ
と

 

（
お

し
っ

こ
や

う
ん

ち
を

す
る

こ
と

）
 

⑤
 

お
風

呂
に

入
る

こ
と

 

66
67

第
４
章
 
療
育
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

7
5 

い
つ

も
一

人
で

外
出

で
き

る

3
0
.5

%

普
段

は
一

人
で

行
け

る

が
、

調
子

が
悪

い
時

は

お
手

伝
い

が
必

要

2
.1

%

慣
れ

た
場

所
に

は
一

人
で

行
け

る
が

、

そ
れ

以
外

は
お

手
伝

い
が

必
要

2
1
.3

%

い
つ

も
お

手
伝

い
が

必
要

3
3
.3

%

そ
の

他

1
.4

%

無
回

答

1
1
.3

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

3
.8

%

１
万

円
未

満

1
7
.7

%

１
～

５
万

円
未

満

1
7
.7

%
５

～
1
0
万

円
未

満

3
6
.7

%

1
0
～

1
5
万

円
未

満

1
5
.2

%

1
5
～

2
0
万

円
未

満

5
.1

%

2
0
万

円
以

上

3
.8

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
7
9
人

1
2
.8

 

6
7
.4

 

6
.4

 

1
.4

 

2
4
.1

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
（
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
な

ど
）

家
族

と
一

緒
に

外
出

す
る

友
だ

ち
や

知
り

合
い

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
一

緒
に

外
出

す
る

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
4
1
人

「
だ

い
た

い
（

）
円

く
ら

い
」

5
6
.0

%

わ
か

ら
な

い

2
3
.4

%

無
回

答

2
0
.6

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

問
1

4
 

外
出

時
の

手
伝

い
に

つ
い

て
 

外
出

時
の

手
伝

い
は

、
「

い
つ

も
お

手
伝

い
が

必
要

」
が

3
3

.3
％

（
4

7
人

）
で

最
も

多
か

っ
た

が
、
「

い
つ

も
一

人
で

外
出

で
き

る
」

も
同

程
度

の
3

0
.5

％
（

4
3

人
）

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 

        

問
1

5
 

一
人

で
外

出
で

き
な

い
と

き
の

外
出

方
法

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

一
人

で
外

出
で

き
な

い
場

合
は

、
「

家
族

と
一

緒
に

外
出

す
る

」
が

6
7

.4
％

と
最

も
多

く
、
「

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
」

が
1

2
.8

％
、
「

友
だ

ち
や

知
り

合
い

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
一

緒
に

外
出

す
る

」
6

.4
%

で
あ

っ
た

。
 

     

Ⅴ
 

あ
な

た
の

お
金

に
つ

い
て

 

問
1

6
 

１
か

月
あ

た
り

の
収

入
に

つ
い

て
 

１
か

月
あ

た
り

の
収

入
は

、「
５

～
1

0
万

円
未

満
」

が
3

6
.7

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
１

万
円

未
満

」
が

1
7

.7
％

、「
１

～
５

万
円

未
満

」
が

1
7

.7
％

、
「

1
0

～
1

5
万

円
未

満
」

が
1

5
.2

％
で

あ
っ

た
。
「

0
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）
」

と
回

答
し

た
の

は
3

.8
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

         
 

     

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

い
つ

も
一

人
で

外
出

で
き

る
 

（
お

手
伝

い
は

い
ら

な
い

）
 

4
3
 

普
段

は
一

人
で

行
け

る
が

、
調

子
が

悪
い

時

は
お

手
伝

い
が

必
要

 
3
 

慣
れ
た
場
所
に
は
一
人
で
行
け
る
が
、
そ
れ
以
外

は
お
手
伝
い
が
必
要
 

3
0
 

い
つ

も
お

手
伝

い
が

必
要

 
4
7
 

そ
の

他
 

2
 

無
回

答
 

1
6
 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
（

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

な
ど

）
 

家
族

と
一

緒
に

外
出

す
る

 

友
だ

ち
や

知
り

合
い

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
一

緒
に

外
出

す
る

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

「
だ

い
た

い
（

 
）

円
く

ら
い

」
 

7
9

わ
か

ら
な

い
 

3
3

無
回

答
 

2
9

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

 
3

１
万

円
未

満
 

1
4

１
～

５
万

円
未

満
 

1
4

５
～

1
0
万

円
未

満
 

2
9

1
0
～

1
5
万

円
未

満
 

1
2

1
5
～

2
0
万

円
未

満
 

4

2
0
万

円
以

上
 

3

無
回

答
 

0

【
「

だ
い

た
い

（
 

 
）

円
く

ら
い

」
と

回
答

し
た

方
】

 

   

7
6 

「
だ

い
た

い
（

）
円

く
ら

い
」

5
1
.8

%

わ
か

ら
な

い

2
4
.1

%

無
回

答

2
4
.1

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

4
.1

%

１
万

円
未

満

6
.8

%

１
～

５
万

円
未

満

4
1
.1

%
５

～
1
0
万

円
未

満

4
1
.1

%

1
0
～

1
5
万

円
未

満

4
.1

%

1
5
～

2
0
万

円
未

満

0
.0

%

2
0
万

円
以

上

2
.7

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
7
3
人

問
1

7
 

１
か

月
あ

た
り

の
収

入
の

内
訳

に
つ

い
て

 

収
入

の
内

訳
の

各
項

目
に

つ
い

て
、

最
も

多
い

も
の

は
給

料
・

工
賃

等
は

「
1

万
円

未
満

」
が

4
1

.2
％

、
年

金
は

「
5

～
1

0
万

未

満
」

が
8

7
.3

％
、

手
当

は
「

1
～

5
万

円
未

満
」

が
5

0
.0

％
、

家
族

や
親

戚
か

ら
の

仕
送

り
・

お
小

遣
い

は
「

1
万

円
未

満
」

が

7
5

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

上
段

：
人

 

下
段

：
％

 

   
 

       

問
1

8
 

1
か

月
あ

た
り

使
う

お
金

の
額

に
つ

い
て

（
一

人
暮

ら
し

に
か

か
る

費
用

も
含

む
）

 

１
か

月
に

使
っ

て
い

る
金

額
は

、
「

１
～

５
万

円
未

満
」

が
4

1
.1

％
、
「

５
～

1
0

万
円

未
満

」
が

同
じ

く
4

1
.1

％
で

あ
っ

た
。

 

    
 

        
 

            

 
回

答
者

 
１

万
円

未
満

 
１

～
５

万
円

未
満

 
５

～
1
0

万
円

 

未
満

 

1
0
～

1
5

万
円

 

未
満

 

1
5
～

2
0

万
円

 

未
満

 
2
0

万
円

以
上

 

給
料

・
工

賃
等

 
n
=
6
8
人

2
8
 

1
1
 

1
6
 

1
0
 

1
 

2
 

4
1
.
2
 

1
6
.
2
 

2
3
.
5
 

1
4
.
7
 

1
.
5
 

2
.
9
 

年
金

（
障

害
年

金
な

ど
）

 
n
=
7
9
人

0
 

2
 

6
9
 

7
 

1
 

0
 

0
.
0
 

2
.
5
 

8
7
.
3
 

8
.
9
 

1
.
3
 

0
.
0
 

手
当
（

特
別

障
害

者
手

当
な

ど
）
 

n
=
8
人

1
 

4
 

2
 

0
 

1
 

0
 

1
2
.
5
 

5
0
.
0
 

2
5
.
0
 

0
.
0
 

1
2
.
5
 

0
.
0
 

家
族

や
親

戚
か

ら
の

 

仕
送

り
・

お
小

遣
い

 
n
=
4
人

3
 

1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

7
5
.
0
 

2
5
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

そ
の

他
 

n
=
2
人

0
 

2
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.
0
 

1
0
0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

「
だ

い
た

い
（

 
）

円
く

ら
い

」
 

7
3
 

わ
か

ら
な

い
 

3
4
 

無
回

答
 

3
4
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

 
3
 

１
万

円
未

満
 

5
 

１
～

５
万

円
未

満
 

3
0
 

５
～

1
0
万

円
未

満
 

3
0
 

1
0
～

1
5
万

円
未

満
 

3
 

1
5
～

2
0
万

円
未

満
 

0
 

2
0
万

円
以

上
 

2
 

無
回

答
 

0
 

【
「

だ
い

た
い

（
 

 
）

円
く

ら
い

」
と

回
答

し
た

方
】

 

第
４

章
 

療
育

手
帳

所
持

者
調

査
結

果
 

  

7
3 

3
2
.6

 
2
9
.1

 
1
4
.2

 
1
9
.9

 
4
.3

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
家

族
や

友
だ

ち
な

ど
に

は
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

お
手

伝
い

が
あ

れ
ば

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
伝

え
る

こ
と

が
で

き
な

い

無
回

答

4
1
.8

 

3
8
.3

 

3
9
.0

 

4
3
.3

 

2
9
.8

 

4
1
.1

 

1
7
.0

 

2
4
.1

 

1
5
.6

 1
4
.9

 

1
4
.2

 

1
9
.1

 

1
7
.0

 1
6
.3

 

1
4
.9

 1
4
.9

 

1
4
.2

 

8
.5

 

1
3
.5

 1
4
.9

 

1
4
.2

 

1
7
.7

 

2
4
.1

 

1
7
.7

 

1
0
.6

 6
.4

 

1
4
.9

 5
.7

 

1
4
.2

 

9
.2

 

0
.0

 

0
.0

 

1
.4

 

3
.5

 

3
.5

 

4
.3

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

一
人

で
で

き
る

見
守

り
や

声
掛

け
が

あ
れ

ば
で

き
る

手
伝

っ
て

も
ら

え
ば

で
き

る
（
一

部
介

助
が

必
要

）
一

人
で

は
で

き
な

い
（
全

部
介

助
が

必
要

）

や
っ

た
こ

と
が

な
い

無
回

答

2
7
.0

 
2
5
.5

 
1
5
.6

 
2
6
.2

 
5
.7

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

気
持

ち
が

わ
か

る
家

族
や

友
だ

ち
な

ど
の

気
持

ち
は

わ
か

る

お
手

伝
い

が
あ

れ
ば

相
手

の
気

持
ち

が
わ

か
る

わ
か

ら
な

い

無
回

答

2
9
.8

 

4
1
.1

 

6
.4

 

1
.4

 

2
0
.6

 

5
.0

 

5
.7

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

会
社

で
働

い
て

い
る

（
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

も
含

み
ま

す
）

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

家
の

仕
事

を
手

伝
っ

て
い

る

学
校

に
通

っ
て

い
る

家
の

中
で

過
ご

し
て

い
る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
4
1
人

                
 

    

 Ⅲ
 

昼
間

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
 

問
1

0
 

昼
間

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

昼
間

の
過

ご
し

方
は

、「
施

設
や

事
業

所
に

通
っ

て
い

る
」
が

4
1

.1
％

と
最

も
多

く
、
次

い
で
「

会
社

で
働

い
て

い
る

」
が

2
9

.8
％

、

「
家

の
中

で
過

ご
し

て
い

る
」

が
2

0
.6

％
で

あ
っ

た
。

 

 

            

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

②
 

ご
飯

の
用

意
や

後
片

付
け

を
す

る
こ

と
 

⑥
 

掃
除

、
片

付
け

を
す

る
こ

と
 

⑦
 

洗
濯

を
す

る
こ

と
 

⑧
 

買
い

物
を

す
る

こ
と

 

（
お

店
へ

い
く

、
買

う
も

の
を

選
ぶ

）
 

⑨
 

お
金

の
管

理
を

す
る

こ
と

 

（
お

金
の

使
い

方
を

考
え

る
）

 

⑩
 

薬
の

管
理

を
す

る
こ

と
（

決
ま

っ
た

時

間
に

決
ま

っ
た

量
の

薬
を

飲
む

）
 

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

⑪
 

自
分

の
気

持
ち

を
伝

え
る

こ
と

 

 
回

答
者

 

n
=
1
4
1
人

 

⑫
 

相
手

の
気

持
ち

が
わ

か
る

こ
と

 

会
社

で
働

い
て

い
る

（
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

も
含

み
ま

す
）

 

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

 

家
の

仕
事

を
手

伝
っ

て
い

る
 

学
校

に
通

っ
て

い
る

 

家
の

中
で

過
ご

し
て

い
る

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

   

7
4 

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に

過
ご

し
た

い

8
1
.6

%

今
ま

で
と

は
違

う
よ

う

に
過

ご
し

た
い

1
1
.3

%

無
回

答

7
.1

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

お
休

み
の

日
に

は

毎
回

外
出

す
る

2
4
.8

%

１
週

間
に

１
回

く
ら

い

外
出

す
る

3
9
.7

%

１
か

月
に

１
回

く
ら

い

外
出

す
る

1
0
.6

%

３
か

月
に

１
回

く
ら

い

外
出

す
る

7
.1

%

半
年

に
１

回
く
ら

い

外
出

す
る

2
.1

%

１
年

に
１

回
く
ら

い

外
出

す
る

0
.7

%

そ
の

他

4
.3

%

ま
っ

た
く
外

出
し

て
い

な
い

2
.8

%
無

回
答

7
.8

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

5
0
.0

 

4
3
.8

 

6
.3

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 6
.3

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

会
社

で
働

い
て

い
る

（
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

も
含

み
ま

す
）

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

通
っ

て
い

る
…

家
の

仕
事

を
手

伝
っ

て
い

る

学
校

に
通

っ
て

い
る

家
の

中
で

過
ご

し
て

い
る

そ
の

他

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
1
6
人

問
1

1
 

昼
間

の
過

ご
し

方
の

希
望

に
つ

い
て

 

昼
間

の
過

ご
し

方
の

希
望

は
、「

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
過

ご
し

た
い

」
が

8
1

.6
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

今
ま

で
と

は
違

う
よ

う
に

過
ご

し
た

い
」

が
1

1
.3

％
で

あ
っ

た
。

 

   
 

      

問
1

2
 

「
今

ま
で

と
は

違
う

よ
う

に
過

ご
し

た
い

」
場

合
の

希
望

（
複

数
回

答
）

 

今
ま

で
と

違
う

過
ご

し
方

と
し

て
、
「

会
社

で
働

き
た

い
」

が
5

0
.0

％
、
「

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

」
が

4
3

.8
％

、
「

家
の

仕
事

を
手

伝
い

た
い

」
が

6
.3

％
で

あ
っ

た
。

 

 

 

     

Ⅳ
 
休

日
の

外
出

に
つ

い
て

 

問
1

3
 

休
日

の
外

出
に

つ
い

て
 

休
日

の
外

出
は

、「
１

週
間

に
１

回
く

ら
い

外
出

す
る

」
が

3
9

.7
％

（
5

6
人

）
、「

お
休

み
の

日
に

は
毎

回
外

出
す

る
」

が
2

4
.8

％

（
3

5
人

）
と

比
較

的
外

出
し

て
い

る
が

、
一

方
で

「
ま

っ
た

く
外

出
し

て
い

な
い

」
は

2
.8

%
（

4
人

）
で

あ
っ

た
。

 

   
 

           

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
過

ご
し

た
い

 
1
1
5
 

今
ま

で
と

は
違

う
よ

う
に

過
ご

し
た

い
 

1
6
 

無
回

答
 

1
0
 

会
社

で
働

き
た

い
（

ア
ル

バ
イ

ト
な

ど
も

含
み

ま
す

）
 

施
設

や
事

業
所

に
通

っ
て

い
る

 

家
の

仕
事

を
手

伝
い

た
い

 

学
校

に
通

い
た

い
 

家
の

中
で

過
ご

し
た

い
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

お
休

み
の

日
に

は
毎

回
外

出
す

る
 

3
5
 

１
週

間
に

１
回

く
ら

い
外

出
す

る
 

5
6
 

１
か

月
に

１
回

く
ら

い
外

出
す

る
 

1
5
 

３
か

月
に

１
回

く
ら

い
外

出
す

る
 

1
0
 

半
年

に
１

回
く

ら
い

外
出

す
る

 
3
 

１
年

に
１

回
く

ら
い

外
出

す
る

 
1
 

そ
の

他
 

6
 

ま
っ

た
く

外
出

し
て

い
な

い
 

4
 

無
回

答
 

1
1
 

68
69
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第
４
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療
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持
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調
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結
果
 

  

7
7 

1
7
.7

 2
4
.8

 

1
4
.2

 

0
.0

 

9
.2

 

3
.5

 

0
.0

 

6
3
.1

 

1
8
.4

 

2
.8

 7
.1

 

5
.7

 1
1
.3

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

市
役

所
や

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
職

員
さ

ん

い
つ

も
通

っ
て

い
る

施
設

の
職

員
さ

ん

い
つ

も
通

っ
て

い
る

病
院

の
お

医
者

さ
ん

や
職

員
さ

ん

学
校

の
先

生

オ
ア

シ
ス

の
相

談
員

さ
ん

社
協

の
職

員
さ

ん

民
生

委
員

さ
ん

家
族

友
だ

ち
・
知

り
合

い

家
に

来
て

話
を

聞
い

て
く
れ

る
人

そ
の

他

相
談

し
た

い
け

れ
ど

、
誰

に
も

ど
こ

に
も

相
談

で
き

な
い

無
回

答

軸ラベル

回
答

者
…

問
1

9
 

ひ
と

月
あ

た
り

の
お

金
の

使
い

道
に

つ
い

て
 

各
項

目
の

お
金

の
使

い
道

に
つ

い
て

最
も

多
い

も
の

は
、
「

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
料

金
」

は
「

１
万

円
未

満
」

が
6

4
.3

％
、
「

食
費

」

は
「

１
～

５
万

円
未

満
」

が
7

4
.2

％
、「

家
賃

」
は

「
１

～
５

万
未

満
」

が
7

5
.0

％
、「

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

料
金

」
は

「
１

～
５

万

未
満

」
が

7
3

.7
％

、
「

病
院

に
か

か
る

お
金

」
は

「
１

万
円

未
満

」
が

6
9

.0
％

、
「

そ
の

他
」

は
「

１
～

５
万

未
満

」
が

7
3

.9
％

で

あ
っ

た
。

 

上
段

：
人

 

下
段

：
％

 

               
 

Ⅵ
 

日
頃

の
相

談
に

つ
い

て
 

問
2

0
 

困
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
時

の
相

談
相

手
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

困
っ

た
と

き
の

相
談

相
手

は
、「

家
族

」
が

6
3

.1
％

と
最

も
多

く
、
次

い
で
「

い
つ

も
通

っ
て

い
る

施
設

の
職

員
さ

ん
」
が

2
4

.8
％

、

「
友

だ
ち

・
知

り
合

い
」

が
1

8
.4

％
の

順
で

あ
っ

た
。

身
体

障
害

者
や

精
神

障
害

者
で

回
答

の
多

か
っ

た
「

市
役

所
や

保
健

福
祉

サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

職
員

」
は

1
7

.7
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 
 

         
 

 
※

相
談

し
た

い
こ

と
の

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

編
参

照
 

     

 

 
回

答
者

 
１

万
円

未
満

 
１

～
５

万
円

未
満

 
５

～
1
0

万
円

 

未
満

 

1
0
～

1
5

万
円

 

未
満

 

1
5
～

2
0

万
円

未
満

 
2
0

万
円

以
上

 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
料

金
 

n
=
1
4
人

9
 

4
 

1
 

0
 

0
0
 

6
4
.
3
 

2
8
.
6
 

7
.
1
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

食
費
（

食
べ

物
に

か
か

る
お

金
）
 

n
=
6
2
人

1
4
 

4
6
 

1
 

1
 

0
0
 

2
2
.
6
 

7
4
.
2
 

1
.
6
 

1
.
6
 

0
.
0
 

0
.
0
 

家
賃

 
n
=
1
6
人

2
 

1
2
 

2
 

0
 

0
0
 

1
2
.
5
 

7
5
.
0
 

1
2
.
5
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

料
金

 
n
=
1
9
人

5
 

1
4
 

0
 

0
 

0
0
 

2
6
.
3
 

7
3
.
7
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

病
院

に
か

か
る

お
金

 
n
=
4
2
人

2
9
 

1
2
 

1
 

0
 

0
0
 

6
9
.
0
 

2
8
.
6
 

2
.
4
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

そ
の

他
 

n
=
4
6
人

8
 

3
4
 

4
 

0
 

0
0
 

1
7
.
4
 

7
3
.
9
 

8
.
7
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

市
役

所
や

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
職

員
さ

ん
 

い
つ

も
通

っ
て

い
る

施
設

の
職

員
さ

ん
 

い
つ

も
通

っ
て

い
る

病
院

の
お

医
者

さ
ん

や
職

員
さ

ん
 

学
校

の
先

生
 

オ
ア

シ
ス

の
相

談
員

さ
ん

 

社
協

の
職

員
さ

ん
 

民
生

委
員

さ
ん

 

家
族

 

友
だ

ち
・

知
り

合
い

 

家
に

来
て

話
を

聞
い

て
く

れ
る

人
 

そ
の

他
 

相
談

し
た

い
け

れ
ど

、
誰

に
も

ど
こ

に
も

相
談

で
き

な
い

 

無
回

答
 

   

7
8 

2
 

自
由

記
述

 

問
2
1
 

相
談

し
た

い
こ

と
 

・
１

人
に

な
っ

た
時

ど
う

す
る

か
 

・
悲

し
い

事
が

あ
っ

た
時

、
そ

の
こ

と
を

相
談

し
た

い
。

父
、

母
が

年
と

っ
て

き
た

ら
、

ど
う

し
よ

う
。

 

・
今

後
１

人
暮

ら
し

を
す

る
の

で
そ

れ
に

つ
い

て
相

談
す

る
よ

う
に

し
た

い
で

す
。

 

・
こ

れ
か

ら
の

事
 

家
族

が
亡

な
っ

た
時

の
事

 

・
自

閉
症

は
難

し
い

病
気

で
す

。
親

か
ら

み
て

も
知

的
の

中
で

大
変

な
病

気
だ

と
思

い
ま

す
。

自
閉

の
子

を
か

か
え

た
家

族
は

本
当

に
大

変
と

い
う

事
を

わ
か

っ
て

頂
き

た
い

 

・
分

か
ら

な
い

く
ら

い
多

い
 

・
テ

レ
ビ

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

D
V

D
、

D
V

D
デ

ィ
ス

ク
、

リ
モ

コ
ン

な
ど

壊
し

て
し

ま
い

、
困

っ
て

い
る

。
力

の
使

い
方

が
下

手
で

押
し

す
ぎ

た
り
、

た
た

き
す

ぎ
た

り
、

か
ん

し
ゃ

く
を

お
こ

し
た

り
し

て
自

分
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

な
い

事
が

あ
る

。
こ

れ
ま

で
た

く
さ

ん
壊

し
て

し
ま

っ
た

。
つ

ら
か

っ
た

。
 

・
プ

ー
ル

や
お

ふ
ろ

に
行

き
た

い
が

、
男

の
ス

タ
ッ

フ
さ

ん
が

少
な

い
の

で
な

か
な

か
回

数
を

増
や

せ
な

い
の

で
、

グ
ル

ー
プ

で
行

か
れ

ま
せ

ん
か

？
 

・
薬

を
の

ん
で

病
気

を
な

お
し

た
い

で
す

 

・
発

作
の

こ
と

、
毎

日
の

す
ご

し
方

 

・
年

金
を

多
く
し

て
ほ

し
い

。
ら

く
な

仕
事

が
し

た
い

。
A

が
た

作
業

所
を

ふ
や

し
て

ほ
し

い
 

・
1

週
間

に
五

日
は

は
た

ら
き

た
い

 

・
仕

事
が

な
い

こ
と

 

・
家

族
に

た
い

し
て

イ
ラ

イ
ラ

す
る

 

・
交

通
手

段
が

少
な

い
。

親
に

車
で

送
っ

て
も

ら
え

な
い

と
出

か
け

ら
れ

な
い

こ
と

が
多

い
。

バ
ス

が
土

、
日

と
か

な
い

の
で

困
り
ま

す
。

 

・
家

か
ら

交
通

の
便

が
良

く
な

い
の

で
、

作
業

所
へ

通
う

の
が

大
変

で
す

。
今

は
母

親
が

車
で

、
駅

ま
で

送
り
迎

え
し

て
、

バ
ス

に
乗

っ
て

い
き

ま
す

が
、

そ

れ
が

で
き

な
く
な

っ
た

時
の

生
活

設
計

が
、

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。

よ
り
、

長
く
今

や
っ

て
い

る
作

業
や

習
っ

て
い

る
絵

を
続

け
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
る

の
で

す
が

・
・
・
。

 

・
こ

れ
か

ら
家

族
に

た
よ

ら
ず

自
立

す
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
い

い
の

か
 

自
分

に
で

き
そ

う
な

仕
事

、
は

た
ら

く
所

を
さ

が
し

た
い

 

 【
制

度
に

対
す

る
意

見
・
要

望
】
 

・
ふ

だ
ん

使
う

物
で

も
公

費
で

買
え

た
ら

い
い

と
思

う
。

 

・
医

療
費

窓
口

無
料

化
を

よ
ろ

し
く
お

願
い

し
ま

す
。

災
害

の
時

の
避

難
場

所
の

確
保

(一
般

の
方

と
の

生
活

は
難

し
い

と
思

い
ま

す
。

) 

・
一

生
の

う
ち

、
お

金
が

足
り
な

く
て

困
る

事
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

障
害

者
だ

か
ら

難
し

い
一

般
の

金
融

で
は

な
く
、

そ
う

い
う

者
に

も
、

可
能

な
救

済
シ

ス

テ
ム

が
あ

れ
ば

と
て

も
あ

り
が

た
い

で
す

。
又

、
す

で
に

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
福

祉
課

な
ど

で
、

教
え

て
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
嬉

し
く
思

い
ま

す
。

 

・
鉄

道
の

特
急

券
が

半
額

に
な

っ
た

ら
い

い
な

。
 

・
自

宅
が

郊
外

に
あ

る
た

め
、

通
院

、
通

勤
、

買
物

な
ど

バ
ス

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
通

勤
時

間
帯

に
つ

い
て

の
足

は
バ

ス
で

確
保

で
き

ま
す

が
、

休
日

は
バ

ス
が

無
く
家

族
の

送
迎

が
必

要
に

な
り
ま

す
。

将
来

ど
う

し
て

行
こ

う
か

と
、

不
安

は
あ

り
ま

す
。

 

・
障

害
者

だ
と

回
り
の

人
を

気
に

し
て

気
軽

に
プ

ー
ル

な
ど

利
用

で
き

な
く
て

、
行

か
な

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
月

に
１

回
、

午
前

中
だ

け
と

か
午

後
だ

け
と

か

障
害

者
専

用
の

日
が

あ
る

と
い

い
。

 

・
障

害
の

あ
る

人
も

な
い

人
も

楽
し

め
る

よ
う

な
ア

ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン

ト
施

設
を

ふ
や

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 

・
本

人
が

話
せ

ず
、

先
を

見
通

す
力

も
な

い
中

で
、

今
家

族
と

過
ご

し
た

い
希

望
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

今
後

親
が

病
気

が
重

く
な

っ
た

り
、

本
人

と
過

ご
す

事
が

大
変

に
な

る
事

を
考

え
る

と
、

施
設

等
で

他
の

皆
さ

ん
に

支
え

て
い

た
だ

く
中

で
過

ご
す

時
間

を
も

っ
と

増
や

し
、

家
族

が
い

な
く
て

も
大

丈
夫

と
思

え
る

よ
う

に
し

て
あ

げ
た

い
で

す
。

本
人

の
気

持
の

部
分

を
育

て
る

の
に

は
時

間
も

か
か

る
の

で
、

今
か

ら
少

し
ず

つ
や

っ
て

い
き

た
い

で
す

。
ア

ン
ケ

ー
ト
で

は
見

え
な

い
部

分
の

大
変

さ
が

あ
り
、

重
度

の
人

が
地

域
で

生
活

す
る

事
は

無
理

だ
と

思
い

ま
す

。
 

・
障

害
の

あ
る

人
た

ち
の

た
め

に
良

い
制

度
だ

と
は

思
い

ま
す

が
本

人
の

や
る

気
が

今
１

つ
は

っ
き

り
し

な
い

の
で

ど
う

本
人

を
連

れ
て

い
っ

て
説

得
し

た
ら

良
い

の
か

悩
み

の
種

で
は

あ
り
ま

す
。

 

第
４
章
 
療
育
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

7
5 

い
つ

も
一

人
で

外
出

で
き

る

3
0
.5

%

普
段

は
一

人
で

行
け

る

が
、

調
子

が
悪

い
時

は

お
手

伝
い

が
必

要

2
.1

%

慣
れ

た
場

所
に

は
一

人
で

行
け

る
が

、

そ
れ

以
外

は
お

手
伝

い
が

必
要

2
1
.3

%

い
つ

も
お

手
伝

い
が

必
要

3
3
.3

%

そ
の

他

1
.4

%

無
回

答

1
1
.3

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

3
.8

%

１
万

円
未

満

1
7
.7

%

１
～

５
万

円
未

満

1
7
.7

%
５

～
1
0
万

円
未

満

3
6
.7

%

1
0
～

1
5
万

円
未

満

1
5
.2

%

1
5
～

2
0
万

円
未

満

5
.1

%

2
0
万

円
以

上

3
.8

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
7
9
人

1
2
.8

 

6
7
.4

 

6
.4

 

1
.4

 

2
4
.1

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
（
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
な

ど
）

家
族

と
一

緒
に

外
出

す
る

友
だ

ち
や

知
り

合
い

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
一

緒
に

外
出

す
る

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
4
1
人

「
だ

い
た

い
（

）
円

く
ら

い
」

5
6
.0

%

わ
か

ら
な

い

2
3
.4

%

無
回

答

2
0
.6

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

問
1

4
 

外
出

時
の

手
伝

い
に

つ
い

て
 

外
出

時
の

手
伝

い
は

、
「

い
つ

も
お

手
伝

い
が

必
要

」
が

3
3

.3
％

（
4

7
人

）
で

最
も

多
か

っ
た

が
、
「

い
つ

も
一

人
で

外
出

で
き

る
」

も
同

程
度

の
3

0
.5

％
（

4
3

人
）

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 

        

問
1

5
 

一
人

で
外

出
で

き
な

い
と

き
の

外
出

方
法

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

一
人

で
外

出
で

き
な

い
場

合
は

、
「

家
族

と
一

緒
に

外
出

す
る

」
が

6
7

.4
％

と
最

も
多

く
、
「

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
」

が
1

2
.8

％
、
「

友
だ

ち
や

知
り

合
い

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
一

緒
に

外
出

す
る

」
6

.4
%

で
あ

っ
た

。
 

     

Ⅴ
 

あ
な

た
の

お
金

に
つ

い
て

 

問
1

6
 

１
か

月
あ

た
り

の
収

入
に

つ
い

て
 

１
か

月
あ

た
り

の
収

入
は

、「
５

～
1

0
万

円
未

満
」

が
3

6
.7

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
１

万
円

未
満

」
が

1
7

.7
％

、「
１

～
５

万
円

未
満

」
が

1
7

.7
％

、
「

1
0

～
1

5
万

円
未

満
」

が
1

5
.2

％
で

あ
っ

た
。
「

0
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）
」

と
回

答
し

た
の

は
3

.8
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

         
 

     

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

い
つ

も
一

人
で

外
出

で
き

る
 

（
お

手
伝

い
は

い
ら

な
い

）
 

4
3
 

普
段

は
一

人
で

行
け

る
が

、
調

子
が

悪
い

時

は
お

手
伝

い
が

必
要

 
3
 

慣
れ
た
場
所
に
は
一
人
で
行
け
る
が
、
そ
れ
以
外

は
お
手
伝
い
が
必
要
 

3
0
 

い
つ

も
お

手
伝

い
が

必
要

 
4
7
 

そ
の

他
 

2
 

無
回

答
 

1
6
 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
（

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

な
ど

）
 

家
族

と
一

緒
に

外
出

す
る

 

友
だ

ち
や

知
り

合
い

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
一

緒
に

外
出

す
る

 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

「
だ

い
た

い
（

 
）

円
く

ら
い

」
 

7
9

わ
か

ら
な

い
 

3
3

無
回

答
 

2
9

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

 
3

１
万

円
未

満
 

1
4

１
～

５
万

円
未

満
 

1
4

５
～

1
0
万

円
未

満
 

2
9

1
0
～

1
5
万

円
未

満
 

1
2

1
5
～

2
0
万

円
未

満
 

4

2
0
万

円
以

上
 

3

無
回

答
 

0

【
「

だ
い

た
い

（
 

 
）

円
く

ら
い

」
と

回
答

し
た

方
】

 

   

7
6 

「
だ

い
た

い
（

）
円

く
ら

い
」

5
1
.8

%

わ
か

ら
な

い

2
4
.1

%

無
回

答

2
4
.1

%

回
答

者

n
=
1
4
1
人

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

4
.1

%

１
万

円
未

満

6
.8

%

１
～

５
万

円
未

満

4
1
.1

%
５

～
1
0
万

円
未

満

4
1
.1

%

1
0
～

1
5
万

円
未

満

4
.1

%

1
5
～

2
0
万

円
未

満

0
.0

%

2
0
万

円
以

上

2
.7

%
無

回
答

0
.0

%

回
答

者

n
=
7
3
人

問
1

7
 

１
か

月
あ

た
り

の
収

入
の

内
訳

に
つ

い
て

 

収
入

の
内

訳
の

各
項

目
に

つ
い

て
、

最
も

多
い

も
の

は
給

料
・

工
賃

等
は

「
1

万
円

未
満

」
が

4
1

.2
％

、
年

金
は

「
5

～
1

0
万

未

満
」

が
8

7
.3

％
、

手
当

は
「

1
～

5
万

円
未

満
」

が
5

0
.0

％
、

家
族

や
親

戚
か

ら
の

仕
送

り
・

お
小

遣
い

は
「

1
万

円
未

満
」

が

7
5

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

上
段

：
人

 

下
段

：
％

 

   
 

       

問
1

8
 

1
か

月
あ

た
り

使
う

お
金

の
額

に
つ

い
て

（
一

人
暮

ら
し

に
か

か
る

費
用

も
含

む
）

 

１
か

月
に

使
っ

て
い

る
金

額
は

、
「

１
～

５
万

円
未

満
」

が
4

1
.1

％
、
「

５
～

1
0

万
円

未
満

」
が

同
じ

く
4

1
.1

％
で

あ
っ

た
。

 

    
 

        
 

            

 
回

答
者

 
１

万
円

未
満

 
１

～
５

万
円

未
満

 
５

～
1
0

万
円

 

未
満

 

1
0
～

1
5

万
円

 

未
満

 

1
5
～

2
0

万
円

 

未
満

 
2
0

万
円

以
上

 

給
料

・
工

賃
等

 
n
=
6
8
人

2
8
 

1
1
 

1
6
 

1
0
 

1
 

2
 

4
1
.
2
 

1
6
.
2
 

2
3
.
5
 

1
4
.
7
 

1
.
5
 

2
.
9
 

年
金

（
障

害
年

金
な

ど
）

 
n
=
7
9
人

0
 

2
 

6
9
 

7
 

1
 

0
 

0
.
0
 

2
.
5
 

8
7
.
3
 

8
.
9
 

1
.
3
 

0
.
0
 

手
当
（

特
別

障
害

者
手

当
な

ど
）
 

n
=
8
人

1
 

4
 

2
 

0
 

1
 

0
 

1
2
.
5
 

5
0
.
0
 

2
5
.
0
 

0
.
0
 

1
2
.
5
 

0
.
0
 

家
族

や
親

戚
か

ら
の

 

仕
送

り
・

お
小

遣
い

 
n
=
4
人

3
 

1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

7
5
.
0
 

2
5
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

そ
の

他
 

n
=
2
人

0
 

2
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.
0
 

1
0
0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

「
だ

い
た

い
（

 
）

円
く

ら
い

」
 

7
3
 

わ
か

ら
な

い
 

3
4
 

無
回

答
 

3
4
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
円

（
ま

っ
た

く
な

い
）

 
3
 

１
万

円
未

満
 

5
 

１
～

５
万

円
未

満
 

3
0
 

５
～

1
0
万

円
未

満
 

3
0
 

1
0
～

1
5
万

円
未

満
 

3
 

1
5
～

2
0
万

円
未

満
 

0
 

2
0
万

円
以

上
 

2
 

無
回

答
 

0
 

【
「

だ
い

た
い

（
 

 
）

円
く

ら
い

」
と

回
答

し
た

方
】

 

70
71

   

 

  

第
５

章
 

介
護

者
・

保
護

者
調

査
結

果
 

               

 

                 

第
４
章
 
療
育
手
帳
所
持
者
調
査
結
果
 

  

7
7 

1
7
.7

 2
4
.8

 

1
4
.2

 

0
.0

 

9
.2

 

3
.5

 

0
.0

 

6
3
.1

 

1
8
.4

 

2
.8

 7
.1

 

5
.7

 1
1
.3

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

市
役

所
や

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
職

員
さ

ん

い
つ

も
通

っ
て

い
る

施
設

の
職

員
さ

ん

い
つ

も
通

っ
て

い
る

病
院

の
お

医
者

さ
ん

や
職

員
さ

ん

学
校

の
先

生

オ
ア

シ
ス

の
相

談
員

さ
ん

社
協

の
職

員
さ

ん

民
生

委
員

さ
ん

家
族

友
だ

ち
・
知

り
合

い

家
に

来
て

話
を

聞
い

て
く
れ

る
人

そ
の

他

相
談

し
た

い
け

れ
ど

、
誰

に
も

ど
こ

に
も

相
談

で
き

な
い

無
回

答

軸ラベル

回
答

者
…

問
1

9
 

ひ
と

月
あ

た
り

の
お

金
の

使
い

道
に

つ
い

て
 

各
項

目
の

お
金

の
使

い
道

に
つ

い
て

最
も

多
い

も
の

は
、
「

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
料

金
」

は
「

１
万

円
未

満
」

が
6

4
.3

％
、
「

食
費

」

は
「

１
～

５
万

円
未

満
」

が
7

4
.2

％
、「

家
賃

」
は

「
１

～
５

万
未

満
」

が
7

5
.0

％
、「

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

料
金

」
は

「
１

～
５

万

未
満

」
が

7
3

.7
％

、
「

病
院

に
か

か
る

お
金

」
は

「
１

万
円

未
満

」
が

6
9

.0
％

、
「

そ
の

他
」

は
「

１
～

５
万

未
満

」
が

7
3

.9
％

で

あ
っ

た
。

 

上
段

：
人

 

下
段

：
％

 

               
 

Ⅵ
 

日
頃

の
相

談
に

つ
い

て
 

問
2

0
 

困
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
時

の
相

談
相

手
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

困
っ

た
と

き
の

相
談

相
手

は
、「

家
族

」
が

6
3

.1
％

と
最

も
多

く
、
次

い
で
「

い
つ

も
通

っ
て

い
る

施
設

の
職

員
さ

ん
」
が

2
4

.8
％

、

「
友

だ
ち

・
知

り
合

い
」

が
1

8
.4

％
の

順
で

あ
っ

た
。

身
体

障
害

者
や

精
神

障
害

者
で

回
答

の
多

か
っ

た
「

市
役

所
や

保
健

福
祉

サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

職
員

」
は

1
7

.7
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 
 

         
 

 
※

相
談

し
た

い
こ

と
の

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

は
、

自
由

記
述

編
参

照
 

     

 

 
回

答
者

 
１

万
円

未
満

 
１

～
５

万
円

未
満

 
５

～
1
0

万
円

 

未
満

 

1
0
～

1
5

万
円

 

未
満

 

1
5
～

2
0

万
円

未
満

 
2
0

万
円

以
上

 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
料

金
 

n
=
1
4
人

9
 

4
 

1
 

0
 

0
0
 

6
4
.
3
 

2
8
.
6
 

7
.
1
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

食
費
（

食
べ

物
に

か
か

る
お

金
）
 

n
=
6
2
人

1
4
 

4
6
 

1
 

1
 

0
0
 

2
2
.
6
 

7
4
.
2
 

1
.
6
 

1
.
6
 

0
.
0
 

0
.
0
 

家
賃

 
n
=
1
6
人

2
 

1
2
 

2
 

0
 

0
0
 

1
2
.
5
 

7
5
.
0
 

1
2
.
5
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

料
金

 
n
=
1
9
人

5
 

1
4
 

0
 

0
 

0
0
 

2
6
.
3
 

7
3
.
7
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

病
院

に
か

か
る

お
金

 
n
=
4
2
人

2
9
 

1
2
 

1
 

0
 

0
0
 

6
9
.
0
 

2
8
.
6
 

2
.
4
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

そ
の

他
 

n
=
4
6
人

8
 

3
4
 

4
 

0
 

0
0
 

1
7
.
4
 

7
3
.
9
 

8
.
7
 

0
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

市
役

所
や

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
職

員
さ

ん
 

い
つ

も
通

っ
て

い
る

施
設

の
職

員
さ

ん
 

い
つ

も
通

っ
て

い
る

病
院

の
お

医
者

さ
ん

や
職

員
さ

ん
 

学
校

の
先

生
 

オ
ア

シ
ス

の
相

談
員

さ
ん

 

社
協

の
職

員
さ

ん
 

民
生

委
員

さ
ん

 

家
族

 

友
だ

ち
・

知
り

合
い

 

家
に

来
て

話
を

聞
い

て
く

れ
る

人
 

そ
の

他
 

相
談

し
た

い
け

れ
ど

、
誰

に
も

ど
こ

に
も

相
談

で
き

な
い

 

無
回

答
 

   

7
8 

2
 

自
由

記
述

 

問
2
1
 

相
談

し
た

い
こ

と
 

・
１

人
に

な
っ

た
時

ど
う

す
る

か
 

・
悲

し
い

事
が

あ
っ

た
時

、
そ

の
こ

と
を

相
談

し
た

い
。

父
、

母
が

年
と

っ
て

き
た

ら
、

ど
う

し
よ

う
。

 

・
今

後
１

人
暮

ら
し

を
す

る
の

で
そ

れ
に

つ
い

て
相

談
す

る
よ

う
に

し
た

い
で

す
。

 

・
こ

れ
か

ら
の

事
 

家
族

が
亡

な
っ

た
時

の
事

 

・
自

閉
症

は
難

し
い

病
気

で
す

。
親

か
ら

み
て

も
知

的
の

中
で

大
変

な
病

気
だ

と
思

い
ま

す
。

自
閉

の
子

を
か

か
え

た
家

族
は

本
当

に
大

変
と

い
う

事
を

わ
か

っ
て

頂
き

た
い

 

・
分

か
ら

な
い

く
ら

い
多

い
 

・
テ

レ
ビ

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

D
V

D
、

D
V

D
デ

ィ
ス

ク
、

リ
モ

コ
ン

な
ど

壊
し

て
し

ま
い

、
困

っ
て

い
る

。
力

の
使

い
方

が
下

手
で

押
し

す
ぎ

た
り
、

た
た

き
す

ぎ
た

り
、

か
ん

し
ゃ

く
を

お
こ

し
た

り
し

て
自

分
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

な
い

事
が

あ
る

。
こ

れ
ま

で
た

く
さ

ん
壊

し
て

し
ま

っ
た

。
つ

ら
か

っ
た

。
 

・
プ

ー
ル

や
お

ふ
ろ

に
行

き
た

い
が

、
男

の
ス

タ
ッ

フ
さ

ん
が

少
な

い
の

で
な

か
な

か
回

数
を

増
や

せ
な

い
の

で
、

グ
ル

ー
プ

で
行

か
れ

ま
せ

ん
か

？
 

・
薬

を
の

ん
で

病
気

を
な

お
し

た
い

で
す

 

・
発

作
の

こ
と

、
毎

日
の

す
ご

し
方

 

・
年

金
を

多
く
し

て
ほ

し
い

。
ら

く
な

仕
事

が
し

た
い

。
A

が
た

作
業

所
を

ふ
や

し
て

ほ
し

い
 

・
1

週
間

に
五

日
は

は
た

ら
き

た
い

 

・
仕

事
が

な
い

こ
と

 

・
家

族
に

た
い

し
て

イ
ラ

イ
ラ

す
る

 

・
交

通
手

段
が

少
な

い
。

親
に

車
で

送
っ

て
も

ら
え

な
い

と
出

か
け

ら
れ

な
い

こ
と

が
多

い
。

バ
ス

が
土

、
日

と
か

な
い

の
で

困
り
ま

す
。

 

・
家

か
ら

交
通

の
便

が
良

く
な

い
の

で
、

作
業

所
へ

通
う

の
が

大
変

で
す

。
今

は
母

親
が

車
で

、
駅

ま
で

送
り
迎

え
し

て
、

バ
ス

に
乗

っ
て

い
き

ま
す

が
、

そ

れ
が

で
き

な
く
な

っ
た

時
の

生
活

設
計

が
、

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。

よ
り
、

長
く
今

や
っ

て
い

る
作

業
や

習
っ

て
い

る
絵

を
続

け
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
る

の
で

す
が

・
・
・
。

 

・
こ

れ
か

ら
家

族
に

た
よ

ら
ず

自
立

す
る

に
は

ど
う

す
れ

ば
い

い
の

か
 

自
分

に
で

き
そ

う
な

仕
事

、
は

た
ら

く
所

を
さ

が
し

た
い

 

 【
制

度
に

対
す

る
意

見
・
要

望
】
 

・
ふ

だ
ん

使
う

物
で

も
公

費
で

買
え

た
ら

い
い

と
思

う
。

 

・
医

療
費

窓
口

無
料

化
を

よ
ろ

し
く
お

願
い

し
ま

す
。

災
害

の
時

の
避

難
場

所
の

確
保

(一
般

の
方

と
の

生
活

は
難

し
い

と
思

い
ま

す
。

) 

・
一

生
の

う
ち

、
お

金
が

足
り
な

く
て

困
る

事
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

障
害

者
だ

か
ら

難
し

い
一

般
の

金
融

で
は

な
く
、

そ
う

い
う

者
に

も
、

可
能

な
救

済
シ

ス

テ
ム

が
あ

れ
ば

と
て

も
あ

り
が

た
い

で
す

。
又

、
す

で
に

あ
る

よ
う

で
し

た
ら

、
福

祉
課

な
ど

で
、

教
え

て
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
嬉

し
く
思

い
ま

す
。

 

・
鉄

道
の

特
急

券
が

半
額

に
な

っ
た

ら
い

い
な

。
 

・
自

宅
が

郊
外

に
あ

る
た

め
、

通
院

、
通

勤
、

買
物

な
ど

バ
ス

を
利

用
し

て
い

ま
す

。
通

勤
時

間
帯

に
つ

い
て

の
足

は
バ

ス
で

確
保

で
き

ま
す

が
、

休
日

は
バ

ス
が

無
く
家

族
の

送
迎

が
必

要
に

な
り
ま

す
。

将
来

ど
う

し
て

行
こ

う
か

と
、

不
安

は
あ

り
ま

す
。

 

・
障

害
者

だ
と

回
り
の

人
を

気
に

し
て

気
軽

に
プ

ー
ル

な
ど

利
用

で
き

な
く
て

、
行

か
な

く
な

っ
て

し
ま

う
の

で
月

に
１

回
、

午
前

中
だ

け
と

か
午

後
だ

け
と

か

障
害

者
専

用
の

日
が

あ
る

と
い

い
。

 

・
障

害
の

あ
る

人
も

な
い

人
も

楽
し

め
る

よ
う

な
ア

ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン

ト
施

設
を

ふ
や

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 

・
本

人
が

話
せ

ず
、

先
を

見
通

す
力

も
な

い
中

で
、

今
家

族
と

過
ご

し
た

い
希

望
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

今
後

親
が

病
気

が
重

く
な

っ
た

り
、

本
人

と
過

ご
す

事
が

大
変

に
な

る
事

を
考

え
る

と
、

施
設

等
で

他
の

皆
さ

ん
に

支
え

て
い

た
だ

く
中

で
過

ご
す

時
間

を
も

っ
と

増
や

し
、

家
族

が
い

な
く
て

も
大

丈
夫

と
思

え
る

よ
う

に
し

て
あ

げ
た

い
で

す
。

本
人

の
気

持
の

部
分

を
育

て
る

の
に

は
時

間
も

か
か

る
の

で
、

今
か

ら
少

し
ず

つ
や

っ
て

い
き

た
い

で
す

。
ア

ン
ケ

ー
ト
で

は
見

え
な

い
部

分
の

大
変

さ
が

あ
り
、

重
度

の
人

が
地

域
で

生
活

す
る

事
は

無
理

だ
と

思
い

ま
す

。
 

・
障

害
の

あ
る

人
た

ち
の

た
め

に
良

い
制

度
だ

と
は

思
い

ま
す

が
本

人
の

や
る

気
が

今
１

つ
は

っ
き

り
し

な
い

の
で

ど
う

本
人

を
連

れ
て

い
っ

て
説

得
し

た
ら

良
い

の
か

悩
み

の
種

で
は

あ
り
ま

す
。
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第
５
章
 
介
護
者
・
保
護
者
調
査
結
果
 

  

8
1 

本
人

が
ご

自
身

で

記
入

回
答

4
2
.4

%

本
人

の
意

思
を

「
代

筆
」
で

記
入

1
5
.4

%

家
族

や
支

援
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ
り

に
記

入

3
7
.9

%

無
回

答

4
.2

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

ご
家

族

9
0
.5

%

そ
の

他

2
.2

%

無
回

答

7
.3

%

回
答

者

n
=
1
7
9
人

男

3
2
.8

%

女

6
5
.0

%

無
回

答

2
.3

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

第
５

章
 

介
護

者
・

保
護

者
調

査
結

果
 

１
 

調
査

票
回

答
者

に
つ

い
て

 

◆
ア

ン
ケ

ー
ト

記
入

者
に

つ
い

て
 

 

調
査

票
回

答
者

は
、「

本
人

が
ご

自
身

で
記

入
回

答
」

が
4

2
.4

％
、「

家
族

や
支

援
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代

わ
り

に
記

入
」

が
3

7
.9

％
、 「

本
人

の
意

思
を

『
代

筆
』

で
記

入
」

が
1

5
.4

％
で

あ
っ

た
。

 

         

◆
本

人
以

外
の

記
入

に
つ

い
て

 

記
入

さ
れ

た
方

と
ご

本
人

の
関

係
は

、
『

ご
家

族
』

が
9

0
.5

％
で

９
割

を
超

え
て

い
た

。
 

  
 

     

Ⅰ
 

あ
な

た
（

介
護

者
・

保
護

者
）

ご
自

身
の

こ
と

に
つ

い
て

 

●
性

別
 

介
護

者
・

保
護

者
の

性
別

は
、
「

男
性

」
が

3
2

.8
％

（
1

0
2

人
）
、
「

女
性

」
が

6
5

.0
％

（
2

0
2

人
）

で
女

性
が

男
性

の
ほ

ぼ
2

倍
で

あ
っ

た
。

 

  
 

           

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

本
人

が
ご

自
身

で
記

入
回

答
 

1
3
2

本
人

の
意

思
を

「
代

筆
」

で
記

入
 

4
8

家
族

や
支

援
者

等
が

本
人

の
意

向
を

く
み

取
っ

て
代
わ
り
に
記
入
 

1
1
8

無
回

答
 

1
3

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

ご
家

族
 

1
6
2

そ
の

他
 

4

無
回

答
 

1
3

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

男
 

1
0
2

女
 

2
0
2

無
回

答
 

7

   
 

8
2 

2
0
歳

代

1
.0

%
3
0
歳

代

7
.7

%

4
0
歳

代

2
0
.6

%

5
0
歳

代

1
2
.9

%
6
0
歳

代

2
1
.5

%

7
0
歳

代

2
0
.9

%

8
0
歳

代

9
.3

%9
0
歳

以
上

1
.0

%

無
回

答

5
.1

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

１
人

8
7
.1

%

２
人

9
.3

%

３
人

以
上

1
.0

%
無

回
答

2
.6

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

1
2
.5

 

1
5
.8

 

7
.1

 

7
.1

 

7
.4

 

4
.8

 

1
1
.9

 

1
6
.4

 

2
0
.9

 

1
.9

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

１
０

歳
未

満

１
０

歳
代

２
０

歳
代

３
０

歳
代

４
０

歳
代

５
０

歳
代

６
０

歳
代

７
０

歳
代

８
０

歳
以

上

無
回

答

回
答

者

n
=
3
1
1
人

●
年

齢
 

年
齢

は
、「

6
0

歳
代

」
が

2
1

.5
％

、「
7

0
歳

代
」

が
2

0
.9

％
、「

8
0

歳
代

」
が

9
.3

％
と

6
0

歳
以

上
で

半
数

を
超

え
、

9
0

歳

代
も

1
.0

％
で

あ
っ

た
。

一
方

、
「

4
0

歳
代

」
が

2
0

.6
％

、
「

3
0

歳
代

」
が

7
.7

％
、
「

2
0

歳
代

」
が

1
.0

％
と

、
4

0
歳

以
下

も

３
割

程
度

あ
っ

た
。

 

   
 

       

●
障

害
の

あ
る

方
の

人
数

 

障
害

の
あ

る
方

の
人

数
は

、
「

１
人

」
が

8
7

.1
％

、
「

２
人

」
が

9
.3

％
、
「

３
人

以
上

」
は

1
.0

％
で

あ
っ

た
。

 

   
 

      
 

 

●
障

害
の

あ
る

方
の

年
齢

（
複

数
回

答
）

 

障
害

の
あ

る
方

の
年

齢
は

、
「

8
0

歳
以

上
」

が
2

0
.9

％
と

最
も

多
く

、
6

0
歳

以
上

が
約

半
数

で
あ

る
。

一
方

、
「

1
0

歳
未

満
」

が
1

2
.5

％
、
「

1
0

歳
代

」
が

1
5

.8
％

と
約

３
割

が
2

0
歳

未
満

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

        

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

2
0
歳

代
 

3
 

3
0
歳

代
 

2
4
 

4
0
歳

代
 

6
4
 

5
0
歳

代
 

4
0
 

6
0
歳

代
 

6
7
 

7
0
歳

代
 

6
5
 

8
0
歳

代
 

2
9
 

9
0
歳

以
上

 
3
 

無
回

答
 

1
6
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
人

 
2
7
1
 

２
人

 
2
9
 

３
人

以
上

 
3
 

無
回

答
 

8
 

1
0
歳

未
満

 

1
0
歳

代
 

2
0
歳

代
 

3
0
歳

代
 

4
0
歳

代
 

5
0
歳

代
 

6
0
歳

代
 

7
0
歳

代
 

8
0
歳

以
上

 

無
回

答
 

74
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第
５
章
 
介
護
者
・
保
護
者
調
査
結
果
 

  

8
3 

ち
の

2
0
.9
%

宮
川

1
8
.0
%

米
沢

6
.4
%

豊
平

6
.4
%

玉
川

1
9
.9
%

泉
野

2
.9
%

金
沢

1
.9
%

湖
東

7
.7
%北

山

8
.0
%

中
大

塩

4
.8
%

無
回

答

2
.9
%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

配
偶

者

2
6
.4
%

親

3
2
.5
%

子
ど
も

2
7
.7
%

兄
弟

2
.3
%

そ
の
他

5
.8
%

無
回

答

5
.5
%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

同
居

し
て
い
る

8
0
.7
%

別
に
暮

ら
し
て
い
る
（
施

設
入

所
等

）

9
.6
%

そ
の
他

3
.9
%

無
回

答

5
.8
%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

1
人

1
.2
%

2
人

2
1
.1
%

3
人

3
1
.9
%

4
人

1
9
.9
%

5
人

1
5
.1
%

6
人

6
.8
%

7
人

0
.8
%

8
人

0
.8
%

無
回

答

2
.4
%

回
答

者

n
=
2
5
1
人

●
地

区
 

 

地
区

は
、
「

ち
の

」
が

2
0

.9
％

、
「

玉
川

」
が

1
9

.9
％

、
「

宮
川

」
が

1
8

.0
％

で
、

３
地

区
で

約
６

割
を

占
め

て
い

る
。

 

   
 

      
 

●
障

害
の

あ
る

方
と

の
続

柄
 

 

障
害

の
あ

る
方

と
の

続
柄

は
、「

親
」

が
3

2
.5

％
、「

配
偶

者
」

が
2

6
.4

％
、「

子
ど

も
」

が
2

7
.7

％
、「

兄
弟

」
が

2
.3

％
で

あ

っ
た

。
 

    
 

    

●
障

害
の

あ
る

方
と

同
居

し
て

い
る

か
 

現
在

障
害

の
あ

る
方

と
「

同
居

し
て

い
る

」
は

8
0

.7
％

、
「

別
に

暮
ら

し
て

い
る

」
は

9
.6

％
で

、
８

割
近

く
が

同
居

し
て

い

た
。

 

      

●
同

居
家

族
の

人
数

 

【
同

居
家

族
】

 

 
 

 
同

居
家

族
の

人
数

は
「

３
人

」
が

3
1

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

２
人

」
が

2
1

.1
％

、「
４

人
」

が
1

9
.9

％
、「

５
人

」
が

1
5

.1
％

と
、

比
較

的
家

族
数

が
多

い
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
 

  
 

     

選
択

肢
 

対
象

者
（

人
）

 

ち
の

 
6
5

宮
川

 
5
6

米
沢

 
2
0

豊
平

 
2
0

玉
川

 
6
2

泉
野

 
9

金
沢

 
6

湖
東

 
2
4

北
山

 
2
5

中
大

塩
 

1
5

無
回

答
 

9

選
択

肢
 

対
象

者
（

人
）

 

配
偶

者
 

8
2

親
 

1
0
1

子
ど

も
 

8
6

兄
弟

 
7

そ
の

他
 

1
8

無
回

答
 

1
7  

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

同
居

し
て

い
る

 
2
5
1

別
に

暮
ら

し
て

い
る
（

施
設

入
所

等
）

 
3
0

そ
の

他
 

1
2

無
回

答
 

1
8

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

１
人

 
3

２
人

 
5
3

３
人

 
8
0

４
人

 
5
0

５
人

 
3
8

６
人

 
1
7

７
人

 
2

８
人

 
2

無
回

答
 

6

   
 

8
4 

「
単

身
」
世

帯
（
ひ
と
り
暮

ら

し
）

6
.4
%

「
夫

婦
」
の

み
の

世
帯

1
8
.6
%

「
夫

婦
と
未

婚
の

子
」
の

み
、
ま
た

は
「
親

と
未

婚
の

子
」
の

み
の

世
帯

4
9
.8
%

複
合

家
族

世
帯

（
夫

婦
（
ま

た
は
親
）
と
既
婚
の
子
ど
も
と

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
な
る
世

帯
）

1
5
.8
%

そ
の
他

4
.2
%

無
回

答

5
.1
%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

自
営

業
・
家

族
従

業
員

で
あ
る

8
.4
%

常
勤

で
働

い
て
い
る

9
.3
%

パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど

を
し
て
い
る

1
7
.0
%

働
い
て
い
た
が

、
介

護
の

た
め
に

仕
事

を
や

め
た

5
.8
%

そ
の
他

6
.8
%

仕
事

は
し
て
い
な
い

4
8
.9
%無

回
答

3
.9
%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

は
い

3
4
.1
%

い
い
え

5
8
.5
%

無
回

答

7
.4
%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

0
人

1
2
.0
%

1
人

3
3
.9
%

2
人

2
1
.9
%

3
人

4
.8
%

4
人

0
.4
%5
人

0
.8
%

無
回

答

2
6
.3
%

回
答

者

n
=
2
5
1
人

【
同

居
家

族
の

う
ち

、
職

業
を

持
っ

て
い

る
人

】
 

同
居

家
族

で
職

業
を

持
っ

て
い

る
人

数
は

、「
１

人
」

が
3

3
.9

％
、「

２
人

」
が

2
1

.9
％

、「
３

人
」

が
4

.8
％

で
あ

る
が

、「
０

人
」

も
1

2
.0

％
で

あ
っ

た
。

 

    
 

    

●
家

族
構

成
（

現
在

同
居

し
て

い
る

家
族

の
状

況
）

 

家
族

構
成

は
、
「

夫
婦

と
未

婚
の

子
」

の
み

、
ま

た
は

「
親

と
未

婚
の

子
」

の
み

の
世

帯
が

4
9

.8
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、
「

夫

婦
」

の
み

の
世

帯
1

8
.6

％
で

あ
っ

た
。

 

 

    

 
 

 

  

●
高

齢
者

世
帯

（
6

5
歳

以
上

だ
け

か
、

6
5

歳
以

上
の

人
と

1
8

歳
未

満
の

未
婚

の
家

族
で

構
成

さ
れ

る
世

帯
）

か
ど

う
か

 

「
は

い
」

と
回

答
し

た
の

は
3

4
.1

％
（

1
0

6
人

）
、
「

い
い

え
」

と
回

答
し

た
の

は
5

8
.6

%
（

1
8

2
）

で
あ

っ
た

。
 

  
 

    

●
仕

事
の

有
無

に
つ

い
て

 

仕
事

の
有

無
に

つ
い

て
、
「

仕
事

は
し

て
い

な
い

」
が

4
8

.9
％

、「
パ

ー
ト

・
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

を
し

て
い

る
」

が
1

7
.0

％
、
「

常

勤
で

働
い

て
い

る
」

が
9

.3
％

の
順

で
あ

っ
た

。
 

 

   
 

     

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

０
人

 
3
0
 

１
人

 
8
5
 

２
人

 
5
5
 

３
人

 
1
2
 

４
人

 
1
 

５
人

 
2
 

無
回

答
 

6
6
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

「
単

身
」

世
帯

（
ひ

と
り

暮
ら

し
）

 
2
0
 

「
夫

婦
」

の
み

の
世

帯
 

5
8
 

「
夫
婦
と
未
婚
の
子
」
の
み
、
ま
た
は
「
親
と
未

婚
の
子
」
の
み
の
世
帯
 

1
5
5
 

複
合

家
族

世
帯

 

（
夫
婦
（
ま
た
は
親
）
と
既
婚
の
子
ど
も
と
 

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
な
る
世
帯
）

 
4
9
 

そ
の

他
 

1
3
 

無
回

答
 

1
6
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

は
い

 
1
0
6
 

い
い

え
 

1
8
2
 

無
回

答
 

2
3
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

自
営

業
・

家
族

従
業

員
で

あ
る

 
2
6
 

常
勤

で
働

い
て

い
る

 
2
9
 

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
な

ど
を

し
て

い
る

 
5
3
 

働
い
て
い
た
が
、
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
や
め
た
 

1
8
 

そ
の

他
 

2
1
 

仕
事

は
し

て
い

な
い

 
1
5
2
 

無
回

答
 

1
2
 

76
77
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8
5 

受
け

て
い

る

8
5
.9

%

な
か

な
か

受
診

で
き

な
い

1
0
.1

%

受
け

て
い

な
い

2
.0

%

無
回

答

2
.0

%

回
答

者

n
=
9
9
人

8
.4

 

1
0
.6

 

3
5
.4

 

1
5
.4

 

1
2
.5

 

0
.6

 

1
.0

 6
.1

 

2
.3

 7
.1

 

1
.3

 

0
.0

 

1
.9

 

1
.6

 

2
.9

 

5
.1

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

身
体

障
害

児
（
1
8
歳

未
満

）

身
体

障
害

者
（
1
8
歳

以
上

65
歳

未
満

）

身
体

障
害

者
（
6
5
歳

以
上

）

知
的

障
害

児
（
1
8
歳

未
満

）

知
的

障
害

者
（
1
8
歳

以
上

65
歳

未
満

）

知
的

障
害

者
（
6
5
歳

以
上

）

精
神

障
害

児
（
1
8
歳

未
満

）

精
神

障
害

者
（
1
8
歳

以
上

65
歳

未
満

）

精
神

障
害

者
（
6
5
歳

以
上

）

発
達

障
害

児
（
1
8
歳

未
満

）

発
達

障
害

者
（
1
8
歳

以
上

65
歳

未
満

）

発
達

障
害

者
（
6
5
歳

以
上

）

重
複

障
害

児
（
1
8
歳

未
満

）

重
複

障
害

者
（
1
8
歳

以
上

65
歳

未
満

）

重
複

障
害

者
（
6
5
歳

以
上

）

無
回

答

回
答

者

n
=
3
1
1
人

6
 

5
7
 

2
5
 

7
 

2
 

3
 

7
 

4
6
 

3
1
 

1
0
 

4
 

2
 

7
 

4
6
 

3
0
 

8
 

3
 

6
 

7
.7

 

5
4
.7

 

2
5
.1

 

6
.8

 
3
.5

 
2
.3

 

0

2
0

4
0

6
0

1
9
9
8
年

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

●
障

害
の

あ
る

方
が

該
当

す
る

も
の

（
複

数
回

答
）

 

障
害

の
あ

る
方

は
、「

身
体

障
害

者
（

6
5

歳
以

上
）
」
が

3
5

.4
％

と
最

も
多

く
、
次

い
で
「

知
的

障
害

児
（

1
8

歳
未

満
）
」
が

1
5

.4
％

、

「
知

的
障

害
者

（
1

8
歳

以
上

6
5

歳
未

満
）
」

が
1

2
.5

％
、
「

身
体

障
害

者
（

1
8

歳
以

上
6

5
歳

未
満

）
」

が
1

0
.6

％
で

あ
っ

た
。
 

 

 
 

            

Ⅱ
 

あ
な

た
の

健
康

状
態

に
つ

い
て

 

問
１

 
健

康
状

態
に

つ
い

て
 

健
康

状
態

は
、「

ま
あ

ま
あ

健
康

で
あ

る
」

が
5

4
.7

％
で

最
も

高
く

、
次

い
で

「
や

や
不

調
で

あ
る

」
が

2
5

.1
％

、「
非

常
に

健
康

で
あ

る
」

が
7

.7
％

で
あ

っ
た

。
 

  

 

      

問
２

 
「

や
や

不
調

で
あ

る
」
「

非
常

に
不

調
で

あ
る

」
場

合
、

治
療

や
検

査
を

受
け

て
い

る
か

 

治
療

や
検

査
に

つ
い

て
は

、「
受

け
て

い
る

」
が

8
5

.9
％

と
最

も
多

い
が

、「
な

か
な

か
受

診
で

き
な

い
」

が
1

0
.1

％
、
「

受
け

て

い
な

い
」

が
2

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

    
 

   

身
体

障
害

児
（

1
8
歳

未
満

）
 

身
体

障
害

者
（

1
8
歳

以
上

6
5
歳

未
満

）
 

身
体

障
害

者
（

6
5
歳

以
上

）
 

知
的

障
害

児
（

1
8
歳

未
満

）
 

知
的

障
害

者
（

1
8
歳

以
上

6
5
歳

未
満

）
 

知
的

障
害

者
（

6
5
歳

以
上

）
 

精
神

障
害

児
（

1
8
歳

未
満

）
 

精
神

障
害

者
（

1
8
歳

以
上

6
5
歳

未
満

）
 

精
神

障
害

者
（

6
5
歳

以
上

）
 

発
達

障
害

児
（

1
8
歳

未
満

）
 

発
達

障
害

者
（

1
8
歳

以
上

6
5
歳

未
満

）
 

発
達

障
害

者
（

6
5
歳

以
上

）
 

重
複

障
害

児
（

1
8
歳

未
満

）
 

重
複

障
害

者
（

1
8
歳

以
上

6
5
歳

未
満

）
 

重
複

障
害

者
（

6
5
歳

以
上

）
 

無
回

答
 

非
常

に
 

健
康

で
あ

る
 

ま
あ

ま
あ

 

健
康

で
あ

る
 

や
や

不
調

 

で
あ

る
 

非
常

に
 

不
調

で
あ

る
 

ど
ち

ら
と

も
 

い
え

な
い

 
無

回
答

 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

受
け

て
い

る
 

8
5

な
か

な
か

受
診

で
き

な
い

 
1
0

受
け

て
い

な
い

 
2

無
回

答
 

2

   
 

8
6 

い
つ

も
睡

眠
不

足

1
7
.7

%

と
き

ど
き

睡
眠

不
足

4
5
.0

%

睡
眠

は
と

れ
て

い
る

3
3
.8

%

無
回

答

3
.5

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

1
7
 

5
9
 

9
 

1
1
 

1
 

3
 

2
9
 

4
8
 

8
 

1
1
 

1
 

3
 

1
7
 

5
4
 

1
3
 

8
 

1
 

7
 

2
2
.8

 

5
3
.1

 

1
1
.6

 
7
.4

 
1
.0

 
4
.2

 

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
9
9
8
年

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

3
1

1
6

1
0

7

3
6

3
1

1
6

1
0

4
3

9

3
1

1
5

7
4

4

8

2
8
.3

 

1
5
.8

 

1
0
.6

 

5
.8

 
4
.2

 

8
.4

 

2
7
.0

 

0

2
0

4
0

1
9
9
8
年

2
0
0
5
年

2
0
1
2
年

2
0
1
6
年

（
％

）

問
３

 
身

体
の

疲
れ

に
つ

い
て

 

身
体

の
疲

れ
は

、「
や

や
疲

れ
る

」
が

5
3

.1
％

と
最

も
多

く
、「

と
て

も
疲

れ
る

」
が

2
2

.8
％

で
あ

り
、

７
割

以
上

が
身

体
の

疲
れ

を
自

覚
し

て
い

る
。

 

 

 

       

問
４

 
睡

眠
の

状
態

に
つ

い
て

 
 

睡
眠

の
状

態
は

、「
い

つ
も

睡
眠

不
足

」
が

1
7

.7
％

、「
と

き
ど

き
睡

眠
不

足
」

が
4

5
.0

％
で

６
割

以
上

が
睡

眠
不

足
の

状
態

で
あ

る
。
「

睡
眠

は
と

れ
て

い
る

」
は

３
割

程
度

で
あ

る
。

 

    
 

     

Ⅲ
 

介
護

の
状

況
に

つ
い

て
 

問
５

 
一

日
の

う
ち

介
護

を
し

て
い

る
時

間
の

平
均

 
 

一
日

で
平

均
し

て
介

護
を

し
て

い
る

時
間

は
、
「

３
時

間
未

満
」

が
2

8
.3

％
、

次
い

で
「

３
～

６
時

間
未

満
」

が
1

5
.8

％
で

あ
っ

た
。
「

1
2

～
1

5
時

間
未

満
」

が
4

.2
％

、
「

1
5

時
間

以
上

」
が

8
.4

％
で

１
割

以
上

の
介

護
者

が
一

日
の

半
分

以
上

を
介

護
の

時
間

に
割

い
て

い
る

。
前

回
の

調
査

を
比

較
し

て
、

介
護

時
間

は
、

長
く

な
っ

て
い

る
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
 

  

 

          

と
て

も
疲

れ
る

 
や

や
疲

れ
る

 
ど

ち
ら

と
も

 

い
え

な
い

 
あ

ま
り

疲
れ

な
い

 
ま

っ
た

く
 

疲
れ

な
い

 
無

回
答

 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

い
つ

も
睡

眠
不

足
 

5
5
 

と
き

ど
き

睡
眠

不
足

 
1
4
0
 

睡
眠

は
と

れ
て

い
る

 
1
0
5
 

無
回

答
 

1
1
 

３
時

間
未

満
 

３
～

６
時

間
未

満
 

６
～

９
時

間
未

満
 

９
～

1
2

時
間

 

未
満

 

12
～

15
時

間
 

未
満

 
1
5

時
間

以
上

 
無

回
答
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8
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1
5
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2
4
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2
7
.0

 3
2
.8

 

2
6
.0

 

1
9
.3

 

4
8
.6

 

3
1
.5

 

2
5
.4

 

1
8
.3

 

1
9
.9

 

1
9
.0

 

1
3
.2

 

2
0
.3

 

3
3
.8

 

3
1
.5

 

3
5
.7

 2
8
.3

 

3
5
.0

 

4
5
.3

 

1
3
.8

 

19
.0

 

18
.6

 

19
.0

 

19
.0

 

19
.9

 

22
.2

 

17
.4

 

0
%

2
5
%

5
0
%

7
5
%

1
0
0
%

全
面

介
助

が
必

要
一

部
介

助
が

必
要

介
護

が
不

要
（
自

立
）

無
回

答

あ
る

3
2
.2

%

な
い

5
1
.1

%

無
回

答

1
6
.7

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

3
9
.0

 

2
.0

 

2
0
.0

 

2
4
.0

 

1
5
.0

 

2
8
.0

 

1
7
.0

 

2
.0

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

病
気

出
産

・
育

児

疲
労

冠
婚

葬
祭

旅
行

会
合

等
へ

の
出

席

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
0
0
人

問
６

 
障

害
の

あ
る

方
の

、
日

常
生

活
の

中
で

必
要

な
介

護
に

つ
い

て
 

 

介
護

を
必

要
と

す
る

内
容

は
一

部
介

助
を

含
め

る
と

、「
外

出
（

送
迎

を
含

む
）
」

が
6

8
.9

％
と

最
も

多
く

、「
入

浴
」

が
5

2
.7

％
、

「
衣

類
の

着
脱

」
が

4
9

.8
％

、
「

食
事

」
が

4
7

.3
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 
 

          

 

問
７

 
こ

の
１

年
間

、
２

日
以

上
介

護
で

き
な

か
っ

た
こ

と
が

あ
る

か
 

こ
の

１
年

間
で

２
日

以
上

介
護

で
き

な
か

っ
た

こ
と

が
「

あ
る

」
は

3
2

.2
％

、
「

な
い

」
は

5
1

.1
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

      

問
7

-
1

 
「

あ
る

」
場

合
の

そ
の

理
由

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

介
護

で
き

な
か

っ
た

理
由

は
、
「

病
気

」
が

3
9

.0
％

、
「

会
合

等
へ

の
出

席
」

が
2

8
.0

％
、
「

冠
婚

葬
祭

」
が

2
4

.0
％

、
「

疲
労

」

が
2

0
.0

％
、
「

旅
行

」
が

1
5

.0
％

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
 

       

 
回

答
者

 

n
=
3
1
1
人

 

①
 

食
事

 

②
 

衣
類

の
着

脱
 

③
 

排
泄

 
ト

イ
レ

・
オ

ム
ツ

 

④
 

入
浴

 

⑤
 

洗
面

 

⑥
 

室
内

歩
行

 

⑦
 

外
出

（
送

迎
を

含
む

）
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

あ
る

 
1
0
0

な
い

 
1
5
9

無
回

答
 

5
2

病
気

 

出
産

・
育

児
 

疲
労

 

冠
婚

葬
祭

 

旅
行

 

会
合

等
へ

の
出

席
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

   
 

8
8 

利
用

し
て

い
る

2
3
.2

%

利
用

し
て

い
な

い

5
7
.6

%

わ
か

ら
な

い

6
.4

%

そ
の

他

0
.6

%

無
回

答

1
2
.2

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

認
定

を
受

け
て

い
る

4
7
.9

%

受
け

て
い

な
い

1
7
.4

%

わ
か

ら
な

い

2
1
.9

%

そ
の

他

0
.3

%

無
回

答

1
2
.5

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

利
用

し
て

い
る

2
0
.9

%

利
用

し
て

い
な

い

5
4
.7

%

わ
か

ら
な

い

1
0
.3

%

そ
の

他

1
.3

%

無
回

答

1
2
.9

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

4
6
.0

 

1
9
.0

 

8
.0

 

0
.0

 

1
.0

 

1
1
.0

 

2
5
.0

 

9
.0

 

9
.0

 

5
.0

 

0
%

5
0
%

1
0
0
%

同
居

の
家

族
に

頼
ん

だ

別
居

の
家

族
に

頼
ん

だ

親
戚

に
頼

ん
だ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
頼

ん
だ

近
所

の
人

に
頼

ん
だ

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

た

施
設

へ
の

緊
急

一
時

保
護

・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

（
短

期
入

所
）
を

利
用

し
た

入
院

さ
せ

た

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
1
0
0
人

問
7

-
2

 
問

７
「

あ
る

」
場

合
の

そ
の

対
応

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

介
護

で
き

な
か

っ
た

と
き

の
対

応
は

、
「

同
居

の
家

族
に

頼
ん

だ
」

が
4

6
.0

％
、
「

施
設

へ
の

緊
急

一
時

保
護

・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

（
短

期
入

所
）

を
利

用
し

た
」

が
2

5
.0

％
、
「

別
居

の
家

族
に

頼
ん

だ
」

が
1

9
.0

％
で

、
家

族
に

頼
む

割
合

が
高

か
っ

た
。

 

 

 

 
 

     Ⅳ
 

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況
に

つ
い

て
 

問
８

 
障

害
の

あ
る

方
の

、
障

害
者

総
合

支
援

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

者
総

合
支

援
法

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

—
ビ

ス
に

つ
い

て
「

利
用

を
し

て
い

る
」

は
2

3
.2

％
、「

利
用

し
て

い
な

い
」

は
5

7
.6

％

で
、

半
数

以
上

が
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

を
し

て
い

な
か

っ
た

。
 

   
 

    
 

問
９

 
障

害
の

あ
る

方
の

、
障

害
支

援
区

分
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

障
害

支
援

区
分

の
認

定
に

つ
い

て
、
「

受
け

て
い

る
」

は
、

4
7

.9
％

（
1

4
9

人
）
、
「

受
け

て
い

な
い

」
は

1
7

.4
％

（
5

4
人

）
で

あ
っ

た
。

問
8

で
の

集
計

結
果

を
ふ

ま
え

る
と

、
認

定
は

受
け

て
い

る
人

の
約

半
数

は
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
な

い
。

 

   
 

    

問
1

0
 

障
害

の
あ

る
方

の
、

介
護

保
険

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
有

無
に

つ
い

て
 

介
護

保
険

法
に

よ
る

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
「

利
用

し
て

い
る

」
は

2
0

.9
％

（
6

5
人

）
、
「

利
用

し
て

い
な

い
」

は
、

5
4

.7
％

（
1

7
0

人
）

で
あ

っ
た

。
 

   
 

   
 

同
居

の
家

族
に

頼
ん

だ
 

別
居

の
家

族
に

頼
ん

だ
 

親
戚

に
頼

ん
だ

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
頼

ん
だ

 

近
所

の
人

に
頼

ん
だ

 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

た
 

施
設

へ
の

緊
急

一
時

保
護

・
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

（
短

期
入

所
）

を
利

用
し

た
 

入
院

さ
せ

た
 

そ
の

他
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
7
2
 

利
用

し
て

い
な

い
 

1
7
9
 

わ
か

ら
な

い
 

2
0
 

そ
の

他
 

2
 

無
回

答
 

3
8
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

認
定

を
受

け
て

い
る

 
1
4
9
 

受
け

て
い

な
い

 
5
4
 

わ
か

ら
な

い
 

6
8
 

そ
の

他
 

1
 

無
回

答
 

3
9
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

利
用

し
て

い
る

 
6
5
 

利
用

し
て

い
な

い
 

1
7
0
 

わ
か

ら
な

い
 

3
2
 

そ
の

他
 

4
 

無
回

答
 

4
0
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8
9 

認
定

を
受

け
て

い
る

3
4
.1

%

受
け

て
い

な
い

4
0
.8

%

わ
か

ら
な

い

1
3
.2

%

そ
の

他

1
.3

%

無
回

答

1
0
.6

%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

ぜ
ひ

利
用

し
た

い
（
今

後
も

利
用

し
続

け
た

い
）

2
5
.4

%

必
要

に
な

っ
た

ら

利
用

し
た

い

4
9
.2

%

利
用

し
た

く
な

い

2
.3

%わ
か

ら
な

い

1
0
.3

%

無
回

答

1
2
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%

回
答

者

n
=
3
1
1
人

5
7
.1

 

4
2
.9

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 

0
.0

 

0
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1
4
.3

 

2
8
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0
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0
%

5
0
%

1
0
0
%

自
分

の
介

助
だ

け
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

友
人

・
近

所
の

人
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る
か

ら

料
金

が
髙

す
ぎ

る
か

ら

希
望

す
る

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

か
ら

申
請

な
ど

の
手

続
き

が
面

倒
だ

か
ら

障
害

が
重

く
て

頼
め

る
事

業
所

が
な

い
か

ら

と
く
に

理
由

は
な

い

そ
の

他

無
回

答

回
答

者

n
=
7
人

問
1

1
 

障
害

の
あ

る
方

の
介

護
保

険
の

認
定

の
有

無
に

つ
い

て
 

 

介
護

保
険

の
要

介
護

認
定

に
つ

い
て

、「
認

定
を

受
け

て
い

る
」

は
3

4
.1

％
（

1
0

6
人

）
、「

受
け

て
い

な
い

」
は

、
4

0
.8

％
（

1
2

7

人
）

で
あ

っ
た

。
問

1
1

で
の

集
計

結
果

を
ふ

ま
え

る
と

、
認

定
を

受
け

て
い

る
人

の
約

半
数

は
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
な

い
。

 

   
 

       

問
1

2
 

在
宅

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
希

望
に

つ
い

て
 

今
後

の
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
意

向
に

つ
い

て
、
「

必
要

に
な

っ
た

ら
利

用
し

た
い

」
が

4
9

.2
％

（
1

5
3

人
）

と
最

も
多

く
、

「
ぜ

ひ
利

用
し

た
い

」
が

2
5

.4
％

（
7

9
人

）
で

あ
っ

た
。

 

   
 

 

     

問
1

3
 

問
1

2
「

利
用

し
た

く
な

い
」

と
回

答
し

た
そ

の
理

由
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

利
用

し
た

く
な

い
理

由
は

、
「

自
分

の
介

助
だ

け
で

や
っ

て
い

け
る

か
ら

」
が

5
7

.1
％

、
「

家
族

や
親

族
の

介
助

で
や

っ
て

い
け

る

か
ら

」
が

4
2

.9
％

で
あ

っ
た

。
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ボ
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け
る
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料
金

が
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す
ぎ
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希
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の
サ
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ビ
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が

な
い

か
ら

 

申
請

な
ど
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手

続
き

が
面

倒
だ

か
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障
害

が
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く
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い
か
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と
く

に
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な
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の

他
 

無
回
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問
1

4
 

茅
野

市
の

障
害

者
福

祉
に

対
す

る
各

種
制

度
の

実
施

や
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
 

知
っ

て
い

る
制

度
は

、「
医

療
費

の
助

成
」

が
6

5
.9

％
、「

福
祉

手
当

や
特

別
障

害
者

手
当

な
ど

の
支

給
」

が
6

1
.1

％
、「

地
域

福
祉

推

進
課

・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

で
の

相
談

」
が

6
0

.8
％

と
割

合
が

高
く

、
半

数
以

上
の

方
が

知
っ

て
い

た
。

 

【
①

制
度

を
知

っ
て

い
る

】
 

 
 

    
 

       
 

福
祉

手
当

や
特

別
障

害
者

手
当

な
ど

の
支

給
 

医
療

費
の

助
成

 

補
装

具
の

交
付

・
修

理
 

日
常

生
活

用
具

の
提

供
・

貸
与

 

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

の
貸

与
 

タ
ク

シ
ー

利
用

料
金

の
助

成
 

声
の

広
報

の
配

布
 

自
動

車
改

造
費

や
運

転
免

許
取

得
の

助
成

 

住
宅

改
修

費
の

助
成

 

個
人

や
団

体
に

よ
る

障
害

者
の

一
時

預
か

り
事

業
 

リ
フ

ト
付

自
動

車
の

貸
し

出
し

 

介
護

者
へ

の
マ

ッ
サ

ー
ジ

券
の

交
付

 

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
・

手
話

通
訳

者
の

派
遣

 

地
域

福
祉

推
進

課
・

各
保

健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

の
相

談
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【
②

制
度

を
利

用
し

て
い

る
】

 

利
用

し
て

い
る

制
度

は
、
「

医
療

費
の

助
成

」
が

6
5

.9
％

、
「

福
祉

手
当

や
特

別
障

害
者

手
当

な
ど

の
支

給
」

が
4

8
.9

％
、
「

地
域

福
祉

推
進

課
・

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
で

の
相

談
」

が
3

2
.2

％
で

あ
っ

た
。
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【
③

今
後

利
用

し
た

い
】

 

今
後

利
用

し
た

い
制

度
は

、「
地

域
福

祉
推

進
課

・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

で
の

相
談

」
が

3
8

.3
％

、「
医

療
費

の
助

成
」

が
3

5
.7

％
、
「

福
祉

手
当

や
特

別
障

害
者

手
当

な
ど

の
支

給
」

が
3

3
.8

％
で

あ
っ

た
。

 

     
 

                
 

福
祉

手
当

や
特

別
障

害
者

手
当

な
ど

の
支

給
 

医
療

費
の

助
成

 

補
装

具
の

交
付

・
修

理
 

日
常

生
活

用
具

の
提

供
・

貸
与

 

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

の
貸

与
 

タ
ク

シ
ー

利
用

料
金

の
助

成
 

声
の

広
報

の
配

布
 

自
動

車
改

造
費

や
運

転
免

許
取

得
の

助
成

 

住
宅

改
修

費
の

助
成

 

個
人

や
団

体
に

よ
る

障
害

者
の

一
時

預
か

り
事

業
 

リ
フ

ト
付

自
動

車
の

貸
し

出
し

 

介
護

者
へ

の
マ

ッ
サ

ー
ジ

券
の

交
付

 

ガ
イ

ド
ヘ

ル
パ

ー
・

手
話

通
訳

者
の

派
遣

 

地
域

福
祉

推
進

課
・

各
保

健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

の
相

談
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Ⅴ
 

教
育

等
に

つ
い

て
 

1
8
歳

以
下

の
障

害
児

を
お

持
ち

の
保

護
者

の
方

に
お

伺
い

し
ま

す
。

 

問
1

5
 

学
校

教
育

の
充

実
の

た
め

に
希

望
す

る
施

策
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

 

学
校

教
育

の
充

実
の

た
め

に
望

む
施

策
は

、「
教

育
内

容
の

専
門

性
の

向
上

と
充

実
」

が
4

5
.9

％
、「

学
校

の
施

設
・

設
備

の
改

善
」

が
4

2
.4

％
、
「

進
路

指
導

の
充

実
」

が
4

1
.2

％
、
「

養
護

学
校

の
通

学
制

と
送

迎
の

確
保

」
が

3
7

.6
％

、
「

障
害

児
と

健
常

児
が

一

緒
に

学
ぶ

、
統

合
保

育
や

統
合

教
育

の
推

進
」

が
2

9
.4

％
、
「

保
護

者
へ

の
相

談
・

助
言

の
充

実
」

が
2

5
.9

％
と

、
学

校
の

こ
と

だ

け
で

な
く

、
卒

業
後

の
こ

と
、

保
護

者
の

こ
と

な
ど

多
岐

に
わ

た
っ

て
い

た
。

 

 

 
 

                  

問
1

6
 

義
務

教
育

終
了

後
の

進
路

希
望

に
つ

い
て

（
進

路
を

選
択

し
た

場
合

も
含

む
）

 

義
務

教
育

後
の

進
路

希
望

に
つ

い
て

は
、「

養
護

学
校

高
等

部
」

が
5

5
.8

％
、「

一
般

高
校

（
諏

訪
圏

域
内

）
」

が
1

5
.1

％
、「

就
職

」

が
5

.8
％

で
あ

っ
た

が
、
「

わ
か

ら
な

い
」

も
1

2
.8

％
で

あ
っ

た
。

 

   
 

     
 

学
校

の
施

設
・

設
備

の
改

善
 

教
育

内
容

の
専

門
性

の
向

上
と

充
実

 

健
常

児
と

の
交

流
教

育
の

推
進

 

障
害

児
と

健
常

児
が

一
緒

に
学

ぶ
、

統
合

保
育

や
統

合
教

育
の

推
進

 

進
路

指
導

の
充

実
 

学
校

５
日

制
な

ど
に

対
応

す
る

学
校

外
で

の
生

活
指

導
 

養
護

学
校

の
通

学
制

と
送

迎
の

確
保

 

保
護

者
へ

の
相

談
・

助
言

の
充

実
 

そ
の

他
 

現
在

の
施

策
で

と
く

に
問

題
は

な
い

 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人

）
 

養
護

学
校

高
等

部
 

4
8

一
般

高
校

（
諏

訪
圏

域
内

）
 

1
3

一
般

高
校

（
諏

訪
圏

域
外

）
 

0

就
職

 
5

家
業

手
伝

い
 

0

そ
の

他
 

3

わ
か

ら
な

い
 

1
1

無
回

答
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9
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1
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0
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1
0
0
%

一
般

企
業

へ
の

就
職

促
進

・
職

場
開

拓
な

ど

更
な

る
高

等
教

育
や

専
門

教
育

の
た

め
の

教
育

訓
練

機
関

の
整

備

（
職

業
訓

練
校

・
各

種
学

校
な

ど
）

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
・
学

習
活

動
の

で
き

る
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

拡

充

通
所

し
て

介
護

な
ど

の
生

活
援

助
を

受
け

ら
れ

る
通

所
生

活
介

護
施

設

の
設

置
・
拡

充

通
所

し
て

働
け

る
就

労
支

援
施

設
の

設
置

・
拡

充

入
所

し
て

働
け

る
就

労
支

援
施

設
の

設
置

・
拡

充

入
所

し
て

介
護

な
ど

の
生

活
援

助
を

受
け

ら
れ

る
入

所
施

設
（
霧

ケ
峰

療
護

園
や

精
明

学
園

な
ど

の
施

設
）
の

拡
充

共
同

生
活

を
し

な
が

ら
自

立
促

進
を

図
る

た
め

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の

設
置

・
拡

充

そ
の

他

現
在

の
施

策
で

と
く
に

問
題

は
な

い

わ
か

ら
な

い

無
回

答

軸ラベル

回
答

者

n
=
8
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用

し
て

い
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4
8
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利
用

は
し

て
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知

っ
て

い
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3
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知
ら

な
い

1
4
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そ
の

他

0
.0

%

無
回

答

4
.7

%

回
答

者

n
=
8
8
人

1
8
歳

以
降

も
ぜ

ひ
利

用
し

て
み

た
い

2
1
.2

%

必
要

が
あ

れ
ば

利
用

し
た

い

5
7
.6

%

利
用

の
必

要
は

な
い

4
.7

%わ
か

ら
な

い

8
.2

%

そ
の

他

3
.5

%

無
回

答

4
.7

%

回
答

者

n
=
8
8
人

問
1

7
 

学
校

教
育

終
了

後
の

進
路

の
た

め
に

希
望

す
る

施
策

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 
 

学
校

教
育

終
了

後
の

進
路

の
た

め
に

望
む

施
策

と
し

て
、
「

通
所

し
て

働
け

る
就

労
支

援
施

設
の

設
置

・
拡

充
」

が
4

4
.3

％
、
「

一

般
企

業
へ

の
就

職
促

進
・

職
場

開
拓

な
ど

」
が

3
7

.5
％

、「
更

な
る

高
等

教
育

や
専

門
教

育
の

た
め

の
教

育
訓

練
機

関
の

整
備

（
職

業

訓
練

校
・

各
種

学
校

な
ど

）
」

が
3

0
.7

％
で

あ
っ

た
。

 

 

 
 

         

問
1

8
 

ど
ん

ぐ
り

手
帳

の
利

用
の

有
無

、
認

知
に

つ
い

て
 

ど
ん

ぐ
り

手
帳

に
つ

い
て

、「
利

用
し

て
い

る
」

が
4

8
.2

％
（

4
1

人
）
、「

利
用

は
し

て
い

な
い

が
知

っ
て

い
る

」
が

3
2

.9
％

（
2

8

人
）
、
「

知
ら

な
い

」
が

1
4

.1
％

（
1

2
人

）
で

あ
っ

た
。

 

   
 

     

問
1

9
 

「
生

涯
に

渡
る

支
援

サ
ポ

ー
ト

手
帳

」
の

今
後

の
利

用
希

望
に

つ
い

て
 

「
生

涯
に

渡
る

支
援

サ
ポ

ー
ト

手
帳

」
を

「
必

要
が

あ
れ

ば
利

用
し

た
い

」
は

5
7

.6
％

、「
1

8
歳

以
降

も
ぜ

ひ
利

用
し

て
み

た
い

」

は
2

1
.2

％
で

あ
っ

た
。

 

  
 

      
 

一
般

企
業

へ
の

就
職

促
進

・
職

場
開

拓
な

ど
 

更
な

る
高

等
教

育
や

専
門

教
育

の
た

め
の

教
育

訓
練

機
関

の
整

備
 

（
職

業
訓

練
校

・
各

種
学

校
な

ど
）

 

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
・

学
習

活
動

の
で

き
る

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
 

拡
充

 

通
所

し
て

介
護

な
ど

の
生

活
援

助
を

受
け

ら
れ

る
通

所
生

活
介

護
施

設

の
設

置
・

拡
充

 

通
所

し
て

働
け

る
就

労
支

援
施

設
の

設
置

・
拡

充
 

入
所

し
て

働
け

る
就

労
支

援
施

設
の

設
置

・
拡

充
 

入
所
し
て
介
護
な
ど
の
生
活
援
助
を
受
け
ら
れ
る
入
所
施
設
（
霧
ケ
峰
療
護
園
や

精
明
学
園
な
ど
の
施
設
）
の
拡
充
 

共
同

生
活

を
し

な
が

ら
自

立
促

進
を

図
る

た
め

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の

設
置

・
拡

充
 

そ
の

他
 

現
在

の
施

策
で

と
く

に
問

題
は

な
い

 

わ
か

ら
な

い
 

無
回

答
 

選
択

肢
 

対
象

者

（
人
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わ
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ら
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7
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回
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Ⅵ
 

介
護

の
問

題
や

悩
み

な
ど

に
つ

い
て

 

問
2

0
 

介
護

の
問

題
や

悩
み

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 
 

介
護

の
問

題
や

悩
み

と
し

て
、
「

心
身

の
疲

労
・

負
担

」
は

4
0

.2
％

、
「

経
済

的
な

負
担

」
は

2
7

.0
％

、
「

自
分

の
時

間
が

持
て

な

い
」

は
1

4
.8

％
、
「

仕
事

に
出

ら
れ

な
い

」
は

1
2

.5
％

な
ど

、
疲

労
や

負
担

に
加

え
、

経
済

的
な

問
題

、
健

康
問

題
、

家
族

や
近

所

の
方

の
理

解
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
や

悩
み

を
抱

え
て

い
る

。
心

身
の

疲
労

・
負

担
、

経
済

的
な

負
担

に
つ

い
て

は
、

前
回

の
調

査

を
比

較
し

て
負

担
が

増
し

て
き

て
い

る
。

 

 

 
 

       
 

心
身

の
疲

労
・

負
担

 

経
済

的
な

負
担

 

自
分

の
時

間
が

持
て

な
い

 

仕
事

に
出

ら
れ

な
い

 

買
い

物
や

病
院

に
行

け
な

い
 

旅
行

に
行

け
な

い
 

育
児

が
で

き
な

い
 

家
事

が
十

分
に

で
き

な
い

 

家
族

や
近

所
の

方
な

ど
の

理
解

が
足

り
な

い
 

睡
眠

不
足

 

病
気

が
ち

で
健

康
に

不
安

が
あ

る
 

そ
の

他
 

特
に

問
題

は
な

い
 

無
回

答
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支

援
事

業
所

）

各
保

健
福

祉
サ

ー
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・
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・
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友
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仲
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。
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友
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仲
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。
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介
護

を
す

る
中

で
、

家
族

や
近

隣
、

生
活

上
困

る
こ

と
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

家
族

や
近

隣
の

こ
と

で
困

る
こ

と
は

、「
何

か
あ

っ
た

と
き

に
本

人
の

世
話

を
頼

め
る

人
が

い
な

い
」

が
2

5
.1

％
で

最
も

多
か

っ
た

。
次

い

で
「

家
族

そ
ろ

っ
て

の
外

出
が

で
き

な
い

」
1

4
.8

％
、「

友
人

と
の

つ
き

あ
い

が
で

き
な

い
」

が
1

3
.5

％
で

あ
っ

た
。

一
方
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困
っ
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い
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％
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頼
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を
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答
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合
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。
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介
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仕
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は
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経
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的
な

心
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「
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分
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病
気
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調
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介
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各
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6
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受
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Ⅶ
 

社
会

参
加

・
地

域
生

活
に

つ
い

て
 

問
2

7
 

こ
の

１
年

間
に

し
た

こ
と

、
今

後
し

て
み

た
い

こ
と

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

こ
の

１
年

間
に

し
た

こ
と

は
、
「

②
理

美
容

院
へ

行
く

」
が

5
5

.9
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、
「

①
ゆ

っ
く

り
と

買
い

物
を

す
る

」

が
4

6
.9

％
、「

④
友

人
と

の
歓

談
」

が
3

7
.3

％
の

順
に

多
か

っ
た

。
こ

の
１

年
間

に
し

た
い

こ
と

は
、「

⑦
一

泊
以

上
の

国
内

旅
行

」

が
3

7
.6

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
⑧

海
外

旅
行

」
が

2
8

.0
％

、
「

⑥
日

帰
り

旅
行

」
が

2
6

.4
％

の
順

に
多

か
っ

た
。

 

  

 

 
 

               

Ⅷ
 

障
害

者
の

自
立

生
活

に
つ

い
て

 

問
2

8
 

「
自

立
」

に
つ

い
て

考
え

る
際

に
重

要
視

す
る

こ
と

 

「
自

立
」

に
つ

い
て

、
大

変
重

要
視

す
る

場
合

で
最

も
多

い
の

は
、
「

⑥
行

政
な

ど
へ

の
積

極
的

な
参

加
・

参
画

の
機

会
が

あ
る

こ

と
」

が
3

0
.2

%
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
重

要
視

す
る

と
合

計
し

て
も

同
様

の
結

果
で

あ
っ

た
。

 

  
 

         
 

①
ゆ

っ
く

り
と

買
い

物
を

す
る

 

②
理

美
容

院
へ

行
く

 

③
自

分
の

趣
味

に
関

す
る

こ
と

 

④
友

人
と

の
歓

談
 

⑤
ス

ポ
ー

ツ
 

⑥
日

帰
り

旅
行

 

⑦
一

泊
以

上
の

国
内

旅
行

 

⑧
海

外
旅

行
 

⑨
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
 

⑩
学

習
や

趣
味

の
サ

ー
ク

ル
活

動
 

⑪
公

民
館

や
地

区
の

地
域

活
動

 

 
回

答
者

 

n
=
3
1
1
人

 

①
 

働
く

こ
と

に
意

義
を

見
い

だ
し

、
そ

こ

か
ら

賃
金

を
得

る
こ

と
 

②
 

身
体

が
健

康
で

あ
り

、
機

能
回

復
訓

練

等
を

積
極

的
に

行
な

う
こ

と
 

③
 

趣
味

や
余

暇
の

時
間

を
持

ち
、

精
神

的

に
も

充
実

し
て

い
る

こ
と

 

④
 

地
域

の
人

々
と

の
交

流
や

ふ
れ

あ
い

の

機
会

が
あ

る
こ

と
 

⑤
 

身
の

回
り

の
家

事
な

ど
の

生
活

技
術

が

身
に

つ
い

て
い

る
こ

と
 

⑥
 

行
政

な
ど

へ
の

積
極

的
な

参
加

・
参

画

の
機

会
が

あ
る

こ
と

 

⑦
 

公
的

年
金

や
賃

金
な

ど
を

得
て

、
経

済

的
に

暮
ら

し
が

成
り

立
つ

こ
と
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前
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1
年

～
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年

前
頃
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3
3
.3

%

以
前

（
5
年

～
1
0
年

前
頃

）

2
1
.6

%

か
な

り
昔

（
1
0
年

以
上

前
）

1
9
.6

%

お
ぼ

え
て

い
な

い

2
.0

%

そ
の

他

0
.0

%

無
回

答

3
.9

%

回
答

者

n
=
4
4
人

問
2

9
 

障
害

の
あ

る
方

の
今

後
の

生
活

は
ど

う
あ

っ
て

欲
し

い
か

 

今
後

の
生

活
に

つ
い

て
の

考
え

は
、「

様
々

な
福

祉
サ

ー
ビ

ス
や

援
助

を
利

用
し

な
が

ら
、

家
族

と
一

緒
に

生
活

す
る

」
が

5
1

.8
％

と
最

も
多

か
っ

た
。

 

 

 

 
 

       

問
3

0
 

「
地

域
の

人
々

は
い

ま
だ

に
障

害
者

に
対

す
る

偏
見

や
誤

解
を

も
っ

て
い

る
」

と
思

う
か

 
 

地
域

の
人

の
障

害
者

に
対

す
る

偏
見

や
誤

解
は

、
「

思
っ

て
い

る
」

の
2

3
.2

％
と

「
少

し
思

っ
て

い
る

」
の

2
9

.6
％

を
合

計
す

る

と
、

半
数

以
上

の
人

が
あ

る
と

回
答

し
た

。
 

 

 

     

問
3

1
 

障
害

を
理

由
と

し
て

差
別

を
受

け
た

経
験

の
有

無
に

つ
い

て
 

 

差
別

を
受

け
た

経
験

は
、
「

な
い

」
が

4
1

.8
％

、
「

あ
る

」
が

1
4

.8
％

で
あ

っ
た

。
 

   
 

   

問
3

2
 

問
3

1
「

あ
る

」
場

合
の

時
期

に
つ

い
て

 
 

差
別

を
受

け
た

時
期

は
、
「

少
し

前
（

１
年

～
５

年
前

頃
）
」

が
3

3
.3

％
、
「

以
前

（
５

年
～

1
0

年
前

頃
）
」

が
2

1
.6

％
、
「

か
な

り
昔

（
1

0
年

以
上

前
）
」
、
「

最
近

（
１

年
以

内
）
」

も
そ

れ
ぞ

れ
1

9
.6

％
で

あ
っ

た
。

 

 
   

 

   

※
問

3
3

 
問

3
1

で
「

あ
る

」
場

合
の

具
体

的
な

出
来

事
に

つ
い

て
は

、
自

由
記

述
編

参
照

 

様 々 な 福 祉 サ ー ビ ス

や 援 助 を 利 用 し な が

ら 、 家 族 と 一 緒 に 生

活 す る

 

様 々 な 福 祉 サ ー ビ ス

や 援 助 を 利 用 し な が

ら 、 一 人 暮 ら し な ど

の 家 族 と 離 れ た 地 域

で の 生 活

 

障 害 を 持 つ 人 が 助 け

合 っ て 共 同 の 生 活 を

す る グ ル ー プ ー ム な

ど を 利 用 し て 生 活

 

障 害 の 特 性 に あ っ た

援 助 を 受 け ら れ る 、

生 活 施 設 で の 生 活
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問
3

4
 

障
害

者
に

対
す

る
住

民
の

理
解

を
深

め
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

に
つ

い
て

（
複

数
回

答
）

 

住
民

理
解

を
深

め
る

た
め

に
は

、
「

子
ど

も
た

ち
に

対
す

る
福

祉
教

育
を

充
実

す
る

」
が

3
0

.9
％

と
最

も
多

く
、
「

障
害

者
が

街
に

出
か

け
や

す
い

整
備

を
す

す
め

る
」

は
2

8
.9

％
で

あ
っ

た
。

 

 

 

 
 

          

Ⅸ
 

行
政

に
対

す
る

評
価

に
つ

い
て

 

問
3

5
 

茅
野

市
に

お
け

る
障

害
者

福
祉

全
般

の
印

象
に

つ
い

て
（

複
数

回
答

）
 

茅
野

市
に

お
け

る
障

害
者

福
祉

全
般

の
印

象
に

つ
い

て
、「

今
あ

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

」
が

2
7

.3
％

と
最

も
多

か
っ

た
。

 

 

 
 

               

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

文
化

活
動

を
通

し
て

地
域

の
人

々

と
の

交
流

を
深

め
る

 

障
害
理
解
を
進
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
（
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
等
）
を
充
実
す
る
 

市
民

対
象

の
福

祉
講

座
や

講
演

会
を

開
催

す
る

 

障
害

理
解

等
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

す
る

 

福
祉

施
設

を
地

域
に

開
放

し
、

地
域

住
民

と
の

交
流

を
は

か
る

 

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
福
祉
教
育
を
充
実
す
る
 

障
害

者
団

体
や

関
係

グ
ル

ー
プ

の
活

動
を

Ｐ
Ｒ

す
る

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
を

は
か

る
 

障
害

者
も

使
い

や
す

い
施

設
を

作
る

 

障
害

者
が

街
に

出
か

け
や

す
い

整
備

を
す

す
め

る
 

障
害

者
自

身
が

積
極

性
を

持
つ

 

そ
の

他
 

特
に

な
い

 

無
回

答
 

今
あ

る
制

度
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
お

り
、

以
前

よ
り

便
利

に
な

っ
た

 

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
や

相
談

窓
口

が
増

え
て

、
以

前
よ

り
安

心
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
 

以
前

よ
り

気
軽

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

 

以
前

よ
り

親
切

に
相

談
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
っ

た
 

実
際

に
相

談
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

は
し

て
い

な
い

が
、

制
度

が
あ

る
だ

け

で
安

心
で

き
る

 

以
前

よ
り

お
金

が
か

か
る

の
で

、
不

安
に

な
る

 

い
ろ

ん
な

窓
口

が
で

き
た

の
で

、
紛

ら
わ

し
く

て
か

え
っ

て
混

乱
す

る
 

以
前

よ
り

不
親

切
・

不
便

に
な

っ
た

 

自
分

に
は

な
ん

の
影

響
も

な
か

っ
た

 

以
前

の
こ

と
は

よ
く

わ
か

ら
な

い
・

知
ら

な
い

 

そ
の

他
 

無
回

答
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1
0
3 

2
 

自
由

記
述

 

問
2
6
 

見
た

り
聞

い
た

り
し

た
虐

待
の

内
容

 

新
聞

・
ニ

ュ
ー

ス
 

・
新

聞
や

テ
レ

ビ
で

見
た

 
・
テ

レ
ビ

な
ど

の
報

道
で

よ
く
聞

く
の

で
(色

々
）
不

安
に

な
る

。
 

・
施

設
の

職
員

に
よ

る
利

用
者

へ
の

虐
待

（
新

聞
・
ニ

ュ
ー

ス
）
 

施
設

 
・
テ

レ
ビ

の
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

介
護

を
放

棄
し

た
り
暴

力
を

ふ
る

っ
た

り
、

年
金

な
ど

を
勝

手
に

使
っ

た
り
と

い
う

こ
と

は
ニ

ュ

ー
ス

等
で

聞
い

て
い

る
。

自
分

の
ま

わ
り
で

は
あ

ま
り
聞

い
た

こ
と

が
な

い
 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
い

る
障

害
の

あ
る

方
の

ご
家

族
か

ら
聞

い
た

。
本

人
の

足
に

不
自

然
な

ア
ザ

が
あ

っ
た

。
事

業
所

の
管

理
者

と
相

談
し

対
処

し
て

も
ら

っ
た

。
そ

の
あ

と
は

な
い

。
（
２

年
前

の
こ

と
）
 

家
庭

内
 

・
家

庭
内

暴
力

や
差

別
的

な
発

言
 

・
育

児
放

棄
 

・
精

神
的

に
疲

れ
る

と
虐

待
と

い
う

よ
り
 
親

子
心

中
す

る
人

の
気

持
ち

が
よ

く
理

解
出

来
る

 

そ
の

他
 

・
心

理
的

虐
待

を
自

分
が

受
け

た
 
言

葉
の

暴
力

 

・
聞

か
れ

た
事

に
返

答
で

き
な

い
と

、
ば

か
に

し
た

様
子

で
対

応
す

る
人

が
居

る
 

・
高

齢
者

は
厄

介
者

扱
い

に
思

わ
れ

て
い

る
 

・
今

さ
ら

書
い

て
も

仕
方

あ
り
ま

せ
ん

 

 問
3
3
 

受
け

た
差

別
の

具
体

的
内

容
 

・
診

療
を

い
や

が
ら

れ
た

（
病

院
で

）
 

・
精

神
を

患
っ

て
い

る
と

病
院

職
員

か
ら

嫌
な

顔
を

さ
れ

る
。

他
院

に
か

か
る

の
に

も
勇

気
が

要
る

様
に

な
っ

た
。

 

・
医

師
の

障
害

者
の

理
解

不
足

 

・
杖

を
使

っ
て

会
社

に
行

っ
て

い
た

時
、

同
僚

に
杖

を
使

っ
て

会
社

に
来

る
な

と
言

わ
れ

た
事

が
有

っ
た

。
そ

し
て

杖
を

け
ら

れ
た

。
 

・
保

育
園

入
園

、
小

学
校

入
学

な
ど

の
際

に
難

し
い

と
言

わ
れ

ま
し

た
が

子
ど

も
の

権
利

を
う

っ
た

え
て

受
け

入
れ

し
て

も
ら

っ
た

（
本

来
は

ス
ム

ー
ズ

に

受
け

入
れ

る
べ

き
）
 

・
仕

事
を

探
し

て
い

る
時

「
我

が
社

は
障

害
者

が
働

け
る

よ
う

な
甘

い
仕

事
で

は
な

い
」
と

こ
と

わ
ら

れ
た

こ
と

 
そ

れ
か

ら
は

ト
ラ

ウ
マ

で
働

け
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

 

・
市

の
プ

ー
ル

利
用

を
断

ら
れ

た
。

 

・
遊

び
場

に
車

イ
ス

が
入

っ
て

い
け

な
か

っ
た

。
 

・
家

族
で

回
転

ず
し

に
行

っ
た

時
 
障

害
児

が
ウ

ー
ウ

ー
と

言
っ

て
い

た
ら

そ
の

声
が

う
る

さ
い

か
ら

と
客

か
ら

ク
レ

ー
ム

が
あ

っ
た

か
ら

出
て

行
っ

て
欲

し
い

と
言

わ
れ

た
 

・
視

覚
障

害
で

す
。

白
杖

を
つ

い
て

歩
道

を
歩

い
て

い
た

ら
（
運

動
の

た
め

）
「
危

な
く
て

見
て

い
ら

れ
な

い
、

一
人

で
出

歩
か

な
い

よ
う

に
」
と

注
意

さ
れ

た
。

介
護

付
き

で
白

杖
を

つ
き

歩
い

て
い

た
ら

大
声

で
「
バ

カ
ヤ

ロ
ー

ど
け

！
！

」
と

ど
な

ら
れ

た
 

・
手

足
の

マ
ヒ

.知
的

障
害

が
あ

る
か

ら
っ

て
か

わ
い

そ
う

だ
か

ら
っ

て
手

を
か

し
て

く
れ

た
の

は
い

い
が

、
か

げ
で

悪
口

を
言

っ
た

り
、

親
に

対
し

て
も

差
別

的
な

こ
と

を
さ

れ
た

。
 

 【
市

の
障

害
者

福
祉

施
策

に
対

す
る

意
見

・
要

望
】
 

制
度

・
サ

ー
ビ

ス
 

・
行

政
が

最
も

重
視

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
は

、
社

会
的

に
自

分
の

力
だ

け
で

は
生

き
て

い
け

な
い

人
々

を
し

っ
か

り

支
え

る
こ

と
だ

と
考

え
ま

す
。

茅
野

市
は

ま
だ

そ
う

い
う

考
え

に
立

っ
て

い
ま

せ
ん

 
・
一

連
の

流
れ

等
も

っ
と

わ
か

り
や

す
く
一

目
で

解
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
欲

し
い

。
来

る
の

を
待

つ
の

で
は

な
く
ア

ウ
ト
リ
ー

チ
を

も
っ

と
充

実
し

た
方

が
い

い
の

で
は

な
い

か
 
し

て
い

る
の

な
ら

も
っ

と
市

民
に

対
し

解
る

よ
う

に
沢

山
目

に
す

る
機

会
等

を
も

う
け

る
べ

き
か

と
も

思
う

。
市

民
は

知
ら

な
い

事
が

多
い

と
思

い
ま

す
。

 
・
介

護
施

設
の

人
材

確
保

に
力

を
入

れ
て

下
さ

い
。

看
護

師
不

足
の

た
め

思
う

よ
う

に
在

宅
介

護
が

で
き

ず
困

っ
て

い
ま

す
。

こ
こ

数
年

法
律

改
正

な
ど

も
あ

り
介

護
す

る
人

間
に

と
っ

て
冷

た
い

世
の

中
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
と

思
い

ま
す

。
在

宅
介

護
を

す
る

に
は

仕
事

を
辞

め
な

い
と

い
け

な
い

の
で

し
ょ

う
か

？
仕

事
と

介
護

が
両

立
で

き
る

よ
う

な
世

の
中

で
あ

っ
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
自

分
か

ら
制

度
を

勉
強

し
て

申
し

出
な

い
と

利
用

で
き

な
い

の
で

は
な

く
、

市
か

ら
も

っ
と

こ
ん

な
事

に
手

助
け

出
来

る
と

問
い

か
け

て
も

ら
い

た
い

。
知

ら
な

い
人

は
何

も
し

て
も

ら
え

ず
に

い
る

 
経

費
の

か
か

る
こ

と
で

は
あ

る
が

家
族

は
人

の
手

も
時

間
も

か
な

り
か

か
っ

て
い

る
の

で
、

少
し

で
も

軽
減

す
る

よ
う

に
親

切
で

あ
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
高

齢
で

あ
る

が
ゆ

え
介

護
保

険
の

部
分

と
そ

う
で

な
い

部
分

と
わ

か
り
に

く
い

。
又

介
護

す
る

自
身

も
高

齢
の

た
め

、
制

度
が

わ
か

り
に

く

い
し

一
度

聞
い

た
だ

け
で

は
わ

か
り
に

く
い

し
、

ま
た

何
度

も
聞

き
に

く
い

 
・
紙

お
む

つ
の

補
助

に
つ

い
て

-
知

的
障

害
は

対
象

外
と

は
な

ぜ
か

？
知

的
障

害
だ

か
ら

こ
そ

お
む

つ
を

は
ず

す
の

が
大

変
で

あ
り
、

困
難

だ
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

。
学

校
で

の
奨

励
費

・
特

児
・
障

害
福

祉
金

で

の
活

用
と

あ
り
ま

す
が

、
紙

お
む

つ
を

使
用

し
て

い
る

人
と

使
用

し
て

い
な

い
人

で
は

差
が

あ
り
不

公
平

な
も

の
だ

と
感

じ
ま

す
。

他
市

町
村

で
紙

お
む

つ
の

補
助

と
い

う
動

き
の

あ
る

中
、

茅
野

市
で

も
再

度
検

討
し

て
は

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

・
障

害
者

が
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

、
主

に
高

速
道

路
の

割
引

な
ど

日
常

的
に

利
用

す
る

際
と

て
も

助
か

っ
て

い
ま

す
。

色
々

な
障

害
の

あ
る

人
が

生
活

し
て

い
く
環

境
が

整
っ

て
い

け
た

ら
い

い
な

と
感

じ
ま

す
。

そ
の

為
の

活
動

や
職

員
の

方
に

感
謝

し
ま

す
。

 

・
医

療
費

窓
口

無
料

化
を

ぜ
ひ

実
施

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
災

害
時

の
避

難
場

所
・
障

害
者

専
用

の
避

難
場

所
を

作
っ

て
ほ

し
い

。
始

め
か

ら
専

用
の

場
所

だ
と

わ
か

っ
て

い
れ

ば

ま
わ

り
の

理
解

が
あ

る
か

ら
安

心
し

て
避

難
が

で
き

る
（
子

供
も

パ
ニ

ッ
ク

・
か

ん
し

ゃ
く
等

が
少

な
く
抑

え
ら

れ
る

）
 

・
ど

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

が
実

際
受

け
ら

れ
る

か
。

ど
の

よ
う

な
制

度
を

利
用

で
き

る
か

個
々

の
話

に
な

る
の

で
、

手
帳

の
手

続
き

手
当

の
手

続
き

な
ど

市
の

職
員

と
接

触
が

あ
る

時
、

窓
口

が
違

っ
て

も
、

こ
ん

な
の

利
用

し
て

ま
す

か
？

こ
ん

な

の
受

け
て

ま
す

か
?
と

逆
に

教
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

知
ら

な
い

で
い

る
事

を
教

え
て

欲
し

い
。

 

・
障

害
者

自
身

の
ケ

ア
も

も
ち

ろ
ん

の
事

、
介

護
者

の
ケ

ア
も

必
要

と
考

え
ま

す
。

特
に

1
対

1
の

場
合

で
は

考
え

ま
す

。
・
病

院
へ

行
く
の

に
バ

ス
を

利
用

し
て

い
る

が
バ

ス
の

本
数

が
少

な
く
て

困
っ

て
い

る
 

・
重

度
の

介
護

者
が

入
所

す
る

時
（
短

期
）
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

の
輸

送
・
移

送
費

用
に

保
険

が
き

く
な

ど
費

用
の

軽
減

が
欲

し
い

。
 

 

   
 

1
0
4 

障
害

児
・
者

に
対

す
る

 

理
解

と
対

応
 

・
発

達
障

害
児

な
ど

の
学

習
支

援
サ

ポ
ー

ト
や

居
場

所
づ

く
り
が

茅
野

市
に

な
く
、

近
隣

や
よ

そ
の

市
町

村
・
病

院
に

相

談
し

た
り
し

て
い

ま
す

。
ま

た
家

族
会

の
よ

う
な

介
護

を
し

て
い

る
者

ど
う

し
が

グ
チ

を
い

っ
た

り
ホ

ッ
と

し
た

り
で

き
る

場
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
 

・
子

供
が

大
き

く
な

っ
た

時
、

今
は

高
校

生
に

な
っ

て
か

ら
事

で
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
悩

ん
で

い
ま

す
。

学
童

は
な

い
、

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
で

き
な

い
（
障

害
程

度
具

合
か

ら
考

え
て

利
用

不
可

能
＜

現
時

点
で

＞
)と

な
る

と
送

迎
が

早
ま

り
仕

事
が

で
き

な
く
な

り
ま

す
。

ま
た

姉
妹

児
が

い
る

と
姉

妹
児

は
な

か
な

か
習

い
事

等
制

限
さ

れ
ま

す
。

重

度
の

発
達

障
害

児
で

も
受

け
入

れ
て

く
れ

る
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
タ

イ
ム

ケ
ア

3
0
0

時
間

の
制

限
を

も
っ

と
増

や
し

て
く
れ

る
と

と
て

も
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

・
特

別
児

童
手

当
は

所
得

に
関

係
な

く
も

ら
い

た
い

で
す

。
装

具
や

車
イ

ス
は

市
で

負
担

し
て

ほ
し

い
。

子
ど

も
に

障
害

が

あ
る

と
仕

事
を

す
る

こ
と

は
難

し
く
働

く
こ

と
が

で
き

な
い

で
す

。
も

う
少

し
考

え
て

頂
け

た
ら

あ
り
が

た
い

で
す

。
 

・
軽

度
知

的
障

害
児

将
来

の
進

路
に

不
安

を
持

っ
て

い
ま

す
。

同
じ

悩
み

を
持

っ
て

い
る

親
た

ち
と

一
緒

に
地

域
の

サ
ポ

ー
ト
説

明
と

将
来

の
保

証
制

度
を

き
き

た
い

で
す

。
 

・
私

の
子

ど
も

は
見

た
だ

け
で

は
障

害
児

に
思

え
な

い
の

で
、

外
出

先
な

ど
で

時
々

健
常

者
の

子
ど

も
達

か
ら

そ
の

場
で

の
「
い

じ
め

」
に

発
展

す
る

事
が

あ
り
ま

す
。

例
え

ば
妊

婦
さ

ん
に

配
布

さ
れ

る
「
お

な
か

に
赤

ち
ゃ

ん
が

い
ま

す
」
の

よ
う

な
周

囲
に

気
づ

い
て

も
ら

う
為

の
バ

ッ
ジ

や
キ

ー
ホ

ル
ダ

ー
等

々
が

あ
れ

ば
い

い
の

に
な

あ
と

思
い

ま
す

。
持

ち
た

い
人

だ
け

申
し

込
む

と
い

う
よ

う
に

す
れ

ば
良

い
と

思
い

ま
す

 
ご

検
討

の
ほ

ど
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

・
父

親
同

士
も

話
し

合
え

た
り
す

る
機

会
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
う

 
障

害
児

の
子

育
て

は
母

親
の

負
担

に
な

り
が

ち
な

の
で

教
え

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
 

・
義

務
教

育
に

つ
い

て
 

障
害

の
特

性
は

人
そ

れ
ぞ

れ
様

々
で

す
が

健
常

児
と

障
害

児
が

共
存

し
学

べ
る

環
境

が
あ

る

べ
き

姿
だ

と
思

い
ま

す
。

茅
野

市
に

は
複

数
の

学
校

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
中

の
１

校
に

イ
ン

フ
ラ

・
職

員
・
専

門
ス

タ
ッ

フ
を

集
中

し
今

後
１

人
で

も
多

く
の

子
供

が
小

・
中

学
校

で
学

ぶ
機

会
が

得
ら

れ
る

様
願

い
ま

す
。

 

・
幼

少
の

時
か

ら
知

的
障

害
（
A

D
な

ど
）
が

あ
り
そ

う
？

と
思

わ
れ

る
児

童
に

対
し

て
、

親
が

確
認

し
な

い
（
勉

強
が

普
通

に
で

き
た

り
す

る
と

）
こ

と
が

多
く
学

級
崩

壊
に

な
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
り
ま

す
。

そ
う

い
う

ケ
ー

ス
の

ケ
ア

を
で

き
れ

ば
早

め
に

と
り
く
め

る
よ

う
に

し
て

あ
げ

て
下

さ
い

。
 

・
学

校
生

活
も

充
実

出
来

る
様

に
１

人
の

障
害

に
対

し
て

の
学

級
も

出
来

る
と

あ
り
が

た
い

。
３

人
同

じ
障

害
の

子
が

必

要
な

ん
て

お
か

し
い

と
思

い
ま

す
。

も
っ

と
他

県
の

取
り
く
み

に
見

学
に

行
っ

た
り
し

て
参

考
に

し
て

下
さ

い
。

 
・
学

校
に

も
保

育
園

み
た

い
に

加
配

の
先

生
が

つ
い

て
く
れ

れ
ば

い
い

と
思

い
ま

す
。

1
対

1
で

勉
強

な
ど

ち
ゃ

ん
と

教
え

て
ほ

し
い

 

・
学

校
内

や
ク

ラ
ス

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
障

害
が

あ
る

が
差

別
も

あ
り
、

普
通

の
子

と
同

じ
よ

う
に

接
す

る
こ

と
も

す
く
な

い
よ

う
で

あ
る

。
子

供
の

親
が

よ
く
障

害
の

立
場

を
理

解
す

る
よ

う
に

教
育

が
必

要
だ

と
思

う
。

 

環
境

 

・
役

所
の

近
く
に

公
園

が
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

市
民

の
人

達
の

集
ま

る
役

所
に

し
て

ほ
し

い
で

す
ね

。
（
気

軽
に

）
 

・
障

害
者

、
高

齢
者

が
安

心
し

て
体

力
作

り
・
体

力
維

持
が

で
き

る
環

境
が

ほ
し

い
で

す
。

運
動

公
園

等
車

イ
ス

を
押

し

て
や

り
た

く
て

も
石

が
ご

ろ
ご

ろ
で

 
で

き
な

い
場

所
が

た
く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

図
書

館
へ

の
下

り
坂

に
歩

道
が

ほ
し

い
で

す
。

せ
ま

く
て

危
険

 

・
車

イ
ス

専
用

の
公

衆
ト
イ

レ
の

充
実

・
段

差
の

な
い

歩
行

者
道

路
を

要
望

し
ま

す
。

 

・
通

学
路

や
大

き
な

施
設

の
周

辺
な

の
で

車
イ

ス
が

通
行

で
き

な
い

所
が

と
て

も
多

く
て

不
便

で
す

。
ま

た
、

市
所

有
の

バ
ス

が
車

イ
ス

対
応

で
は

な
い

し
、

車
イ

ス
を

乗
せ

る
ス

ペ
ー

ス
も

な
く
利

用
で

き
ま

せ
ん

。
改

善
し

て
も

ら
え

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

 

・
障

害
(身

体
）
者

が
車

い
す

で
室

内
移

動
で

き
る

住
宅

(市
営

）
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 
・
(土

)・
(日

）
の

日
に

障
害

者
が

集
ま

っ
て

楽
し

い
事

が
出

来
る

場
所

が
あ

る
と

良
い

で
す

。
 

・
市

営
温

泉
が

6
ケ

あ
り
ま

す
が

そ
の

横
に

歩
く
プ

ー
ル

を
作

っ
て

下
さ

い
。

 

介
護

者
の

健
康

問
題

 

・
病

院
の

治
療

と
市

の
福

祉
に

よ
り
何

と
か

私
達

が
動

け
る

う
ち

に
自

立
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

願
っ

て
い

ま
す

。
 

・
障

害
者

が
将

来
安

心
・
安

定
に

生
活

出
来

る
よ

う
な

経
済

的
援

助
が

出
来

る
よ

う
な

福
祉

施
策

を
継

続
し

て
下

さ
い

。
 

・
介

護
者

が
い

な
く
な

っ
た

後
も

障
害

者
が

落
ち

着
け

て
生

活
で

き
る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

出
来

る
事

を
願

っ
て

い
ま

す
。

（
高

齢
の

両
親

と
共

に
生

活
出

来
る

場
所

）
 

・
重

度
の

知
的

障
害

者
が

親
兄

弟
の

世
話

に
な

ら
ず

生
活

出
来

る
よ

う
に

希
望

し
て

い
ま

す
。

地
域

で
生

活
出

来
る

の

は
障

害
が

軽
い

人
達

だ
と

思
い

ま
す

。
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1
0
5 

 

第
６

章
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
の

概
要

 

           

                          

 
 
 
第
６
章
 
障
害
者
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
 

  

1
0
7 

 

第
６
章
 
障
害
者
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
 

 茅
野

市
第

三
次

障
害

者
保

健
福

祉
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
、

1
0

団
体

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。
以

下
は

各
団

体
か

ら
の

意
見

等
を

踏
ま

え
て

、
共

通
し

て
い

る
事

項
、

あ
る

い
は

次
期

計
画

を
策

定
に

あ
た

っ
て

検
討

が
必

要
と

思
わ

れ
る

論
点

に
つ

い
て

整
理

を
行

っ
た

。
 

実
施

期
間

 
2

0
1

6
年

9
月

1
2

日
（

月
）

～
9

月
1

4
日

（
水

）
 

＜
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

先
＞

 

  ●
生

活
全

般
に

つ
い

て
 

送
迎

に
つ

い
て

 

・
お

医
者

さ
ん

に
車

に
乗

っ
て

は
い

け
な

い
と

言
わ

れ
て

い
る

の
で

、
車

で
送

っ
て

く
れ

る
手

段
や

サ
ー

ビ
ス

が
欲

し
い

。
 

・
土

日
だ

と
送

迎
を

し
て

も
ら

え
な

い
の

で
、

病
院

へ
行

き
た

く
て

も
行

け
な

い
。

送
迎

の
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

さ
せ

て
ほ

し
い

。
 

・
土

日
や

夜
な

ど
バ

ス
を

運
行

し
て

ほ
し

い
。

火
曜

日
の

メ
リ

ー
バ

ス
週

一
回

で
は

足
り

な
い

。
 

・
土

日
の

バ
ス

が
な

い
こ

と
が

不
便

。
土

日
の

バ
ス

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

・
来

月
か

ら
バ

ス
の

時
間

が
毎

日
変

わ
る

の
で

不
便

。
 

・
バ

ス
で

も
人

数
か

多
け

れ
ば

乗
れ

な
い

と
き

も
あ

る
の

で
、

送
迎

を
確

実
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
降

り
る

場
所

を
知

ら
せ

る
ボ

タ
ン

が
つ

い
て

い
な

い
バ

ス
（

ビ
ー

ナ
ち

ゃ
ん

バ
ス

）
で

、
合

図
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

・
定

期
的

な
こ

と
な

の
で

、
手

帳
を

示
す

こ
と

で
降

車
場

所
の

と
き

に
声

を
か

け
て

く
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
が

必
要

。
 

・
朝

や
土

日
バ

ス
の

本
数

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
交

通
手

段
が

増
え

る
と

い
い

。
 

日
程

 
時

間
 

団
体

 
会

 
場

 

９
月

１
２

日

（
月

）
 

1
3

：
3

0
～

1
5

：
0

0
 

N
P

O
法

人
ふ

く
ろ

う
S

U
W

A
 

（
ふ

く
ろ

う
玉

川
通

所
者

・
保

護
者

）
 

ふ
く

ろ
う

玉
川

 

1
5

：
3

0
～

1
7

：
0

0
 

N
P

O
法

人
や

ま
び

こ
会

（
精

神
家

族
会

）
 

ひ
ま

わ
り

作
業

所
 

1
9

：
0

0
～

2
0

：
3

0
 

茅
野

市
聴

覚
障

害
者

協
会

 
茅

野
市

役
所

7
0

1
会

議
室

 

９
月

１
３

日

（
火

）
 

9
:1

5
～

1
0

：
3

0
 

あ
す

な
ろ

セ
ン

タ
ー

（
通

所
者

・
保

護
者

）
 

手
を

つ
な

ぐ
育

成
会

 
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
 

1
0

：
4

5
～

1
2

：
0

0
 

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

モ
モ

 
（

通
所

者
・

保
護

者
）

 
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
モ

モ
 

1
3

：
0

0
～

1
5

：
0

0
 

Ｒ
 f

o
r 

I 
諏

訪
養

護
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

保
護

者
会

 

茅
野

市
役

所
7

0
1

会
議

室
 

（
1

3
：

0
0

～
1

4
：

0
0

）
 

前
半

グ
ル

ー
プ

（
未

就
園

児
～

中
学

生
位

ま
で

）
 

（
1

4
：

0
0

～
1

5
：

0
0

）
 

後
半

グ
ル

ー
プ

（
中

学
生

～
高

等
部

位
ま

で
）

 

1
5

：
1

5
～

1
7

：
0

0
 

ひ
ま

わ
り

作
業

所
（

通
所

者
）

 
ひ

ま
わ

り
作

業
所

 

９
月

１
４

日

（
水

）
 

1
0

：
0

0
～

1
1

：
3

0
 

こ
の

街
学

園
（

通
所

者
・

保
護

者
）

 
こ

の
街

学
園

 

1
3

：
0

0
～

1
4

：
3

0
 

N
P

O
法

人
八

ヶ
岳

福
祉

農
園

（
通

所
者

・
保

護
者

）
 

八
ヶ

岳
福

祉
農

園
 

1
4

：
4

5
～

1
5

：
4

5
 

茅
野

市
視

覚
障

害
者

福
祉

協
会

 
茅

野
市

役
所

7
0

1
会

議
室

 

 
 

 

  
 

1
0
8 

・
ビ

ー
ナ

ち
ゃ

ん
バ

ス
の

路
線

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

・
行

政
境

（
他

市
町

）
の

バ
ス

の
行

き
来

が
不

便
。

行
政

バ
ス

間
の

接
続

を
し

て
ほ

し
い

。
 

・
市

町
村

の
境

界
を

越
え

て
、

移
動

に
際

し
て

ど
こ

で
も

行
け

る
バ

ス
が

欲
し

い
。

 

・
バ

ス
の

回
数

券
な

ど
、

お
金

の
面

で
の

対
策

が
欲

し
い

。
 

 商
業

施
設

等
に

つ
い

て
 

・
駅

の
周

り
に

ス
ー

パ
ー

が
少

な
い

こ
と

。
買

い
物

に
苦

労
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

・
カ

ラ
オ

ケ
が

好
き

な
の

に
カ

ラ
オ

ケ
屋

さ
ん

が
少

な
い

こ
と

。
 

・
最

近
は

自
動

式
の

レ
ジ

が
あ

る
が

、
私

た
ち

（
視

覚
障

害
）

は
使

え
な

い
。

 

・
ス

ー
パ

ー
な

ど
で

、
ど

こ
の

レ
ジ

が
空

い
て

い
る

か
分

か
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

な
と

思
う

。
 

 住
居

支
援

に
つ

い
て

 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
ニ

ー
ズ

は
あ

る
の

に
、

数
が

足
り

て
い

な
い

。
多

様
な

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

あ
っ

て
、

選
択

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
理

想
。

 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

数
が

足
り

て
い

な
い

。
 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

も
必

要
で

あ
る

が
、

親
な

き
後

も
自

宅
で

過
ご

せ
る

よ
う

な
支

援
を

考
え

ら
れ

な
い

か
。

例
え

ば
、

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

の
よ

う
な

形

態
や

公
的

な
運

営
体

制
な

ど
。

 

・
夜

間
一

人
に

な
る

と
き

、
家

に
誰

か
来

て
ほ

し
い

。
 

・
親

が
亡

く
な

っ
た

後
、

施
設

だ
と

か
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

と
言

わ
れ

る
が

、
私

は
今

の
自

宅
で

過
ご

し
た

い
。

 

・
居

宅
を

中
心

に
さ

ま
ざ

ま
な

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
た

い
。

 

・
生

活
の

支
援

だ
け

で
は

な
く

、
経

済
的

な
安

定
も

必
要

。
 

・
利

用
者

そ
れ

ぞ
れ

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

ほ
し

い
。

 

・
親

が
介

護
で

き
な

く
な

っ
た

と
き

、
ケ

ア
ハ

ウ
ス

や
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

な
ど

が
必

要
。

 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
つ

い
て

、
地

域
の

人
た

ち
の

理
解

を
広

め
て

ほ
し

い
。

 

・
施

設
に

も
人

に
よ

っ
て

合
う

、
合

わ
な

い
が

あ
る

た
め

多
岐

に
わ

た
る

生
活

の
場

が
あ

っ
た

ら
い

い
。

 

・
何

か
あ

っ
た

と
き

に
、

柔
軟

に
他

の
事

業
所

に
移

動
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

が
あ

れ
ば

い
い

。
 

 ●
身

近
な

地
域

で
の

生
活

に
つ

い
て

 

・
区

の
情

報
が

ほ
し

い
 

・
区

の
放

送
の

内
容

を
フ

ァ
ッ

ク
ス

で
送

っ
て

ほ
し

い
。

公
民

館
へ

の
フ

ァ
ッ

ク
ス

の
設

置
。

 

・
雪

か
き

や
草

取
り

の
実

施
や

延
期

の
連

絡
を

し
て

ほ
し

い
。

放
送

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

ら
ず

、
出

不
足

金
を

徴
収

さ
れ

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

 

・
亡

く
な

っ
た

方
の

情
報

が
入

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
引

っ
越

し
て

き
て

も
人

付
き

合
い

を
し

た
い

。
 

・
市

営
住

宅
は

人
の

入
れ

替
わ

り
が

多
く

、
顔

も
知

ら
な

い
ま

ま
区

長
が

毎
年

変
わ

る
。

区
長

さ
ん

が
変

わ
っ

て
も

 

 
放

送
を

フ
ァ

ッ
ク

ス
で

送
る

こ
と

を
続

け
る

な
ど

、
理

解
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
地

域
で

暮
ら

し
続

け
て

い
く

た
め

に
は

、
地

域
の

人
も

支
え

合
っ

て
い

け
る

よ
う

に
考

え
て

い
か

な
く

て
は

。
 

・
最

近
は

個
人

情
報

保
護

法
で

ど
の

程
度

ま
で

相
手

に
干

渉
し

て
い

い
の

か
分

か
ら

ず
、

隣
組

の
組

長
さ

ん
に

ど
こ

ま
で

手
を

出
し

て
い

い
の

か
分

か

10
1
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ら
な

い
と

い
っ

て
い

た
。

 

・
地

域
と

の
関

係
は

、
モ

モ
の

周
り

は
と

て
も

い
い

が
、

自
宅

が
あ

る
地

域
は

あ
ま

り
よ

く
な

い
。

 

・
親

な
き

後
、

地
域

に
溶

け
込

ん
で

生
き

て
い

け
る

の
か

が
心

配
。

地
域

を
巻

き
込

ん
で

行
事

と
か

に
気

軽
に

参
加

し
た

り
で

き
た

ら
い

い
。

 

・
地

域
の

人
た

ち
に

理
解

を
得

て
い

く
こ

と
は

と
て

も
大

変
な

こ
と

。
（

保
護

者
）

 

・
い

ろ
い

ろ
と

働
き

か
け

て
、

少
し

ず
つ

変
わ

っ
て

い
く

。（
職

員
）

 

・
こ

の
街

の
ま

わ
り

の
関

係
は

よ
く

な
っ

て
き

て
も

、
住

ん
で

い
る

近
所

で
は

ま
だ

ま
だ

理
解

さ
れ

て
い

な
い

。
（

保
護

者
）

 

・
地

区
の

情
報

を
ア

ナ
ウ

ン
ス

で
流

し
て

ほ
し

い
。

 

・
例

え
ば

交
差

点
で

音
声

付
信

号
機

が
完

成
し

た
と

き
に

、
最

初
の

と
き

に
は

当
事

者
を

呼
ん

で
、

説
明

 

会
な

ど
を

し
て

ほ
し

い
。

せ
っ

か
く

設
置

さ
れ

て
も

知
ら

な
か

っ
た

り
、

間
違

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。
 

・
ゴ

ミ
の

分
別

の
袋

の
種

類
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、

点
字

付
き

の
ゴ

ミ
袋

を
茅

野
市

で
も

活
用

し
て

ほ
し

い
。

 

・
ア

ル
ミ

ホ
イ

ル
や

サ
ラ

ン
ラ

ッ
プ

の
違

い
も

分
か

ら
な

い
か

ら
点

字
を

つ
け

て
ほ

し
い

。
 

・
回

覧
板

が
読

め
な

い
の

で
、

な
に

か
配

慮
が

ほ
し

い
。

 

 ●
相

談
に

つ
い

て
 

・
ど

こ
に

行
け

ば
、

ど
ん

な
相

談
が

で
き

る
の

か
情

報
が

入
っ

て
こ

な
い

。
自

分
で

調
べ

な
い

と
わ

か
ら

な
い

。
そ

う
し

た
情

報
す

ら
入

っ
て

こ
な

い

の
で

、
何

を
知

ら
な

い
の

か
す

ら
分

か
ら

な
い

。
 

・
制

度
が

変
わ

っ
て

相
談

支
援

員
が

一
人

ひ
と

り
に

つ
く

よ
う

に
な

っ
て

、
と

て
も

あ
り

が
た

い
制

度
だ

な
と

思
っ

て
い

る
。

 

・
相

談
支

援
員

の
数

が
足

り
な

い
の

で
は

な
い

か
。

 

・
茅

野
市

で
は

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

が
身

近
に

あ
る

の
で

、
困

っ
た

と
き

に
は

す
ぐ

に
相

談
が

で
き

る
。

そ
の

点
で

 

他
市

よ
り

も
相

談
は

う
ま

く
い

っ
て

る
と

思
う

。
 

・
支

援
セ

ン
タ

ー
で

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

つ
く

る
際

、
本

人
や

保
護

者
の

人
の

意
見

を
聞

い
て

し
っ

か
り

と
作

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

 

・
年

金
を

も
ら

い
始

め
る

２
０

歳
ま

で
の

２
年

間
の

費
用

を
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

教
え

て
ほ

し
い

。
こ

う
し

た
卒

業
後

の
こ

と
は

ど
こ

へ
相

談
に

行

け
ば

い
い

の
か

わ
か

ら
な

い
。

 

・
相

談
は

R
fo

rI
や

特
別

支
援

学
校

の
先

生
に

し
て

い
る

が
、

福
祉

施
設

の
内

容
な

ど
福

祉
制

度
の

細
か

い
所

は
分

か
ら

な
い

 

・
親

が
先

回
り

し
て

相
談

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
本

人
が

相
談

で
き

る
場

が
あ

っ
た

ら
い

い
。

 

・
申

請
や

更
新

へ
行

っ
た

と
き

に
窓

口
で

、
書

類
の

提
出

日
や

締
め

切
り

日
に

猶
予

を
設

け
て

ほ
し

い
。

 

・
茅

野
市

の
な

か
で

は
生

活
は

落
ち

着
い

て
い

る
し

、
丁

寧
に

支
援

を
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

 

・
家

庭
内

で
問

題
を

抱
え

て
い

る
人

が
多

い
。

 

・
家

族
の

理
解

が
な

か
っ

た
り

し
た

場
合

、
親

に
対

し
て

病
状

等
を

説
明

し
て

く
れ

る
職

員
が

い
て

ほ
し

い
。

 

・
さ

ま
ざ

ま
な

行
政

手
続

き
が

繁
雑

で
、

親
が

い
な

く
な

っ
た

後
が

心
配

な
の

で
、

窓
口

を
一

本
化

し
て

も
ら

え
る

と
い

い
。

 

・
独

居
だ

と
市

か
ら

気
に

し
て

も
ら

い
様

々
な

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
で

き
る

が
、

例
え

ば
障

害
者

一
人

、
高

齢
者

一
人

と
い

っ
た

家
族

が
い

る
と

網
に

ひ
っ

か
か

ら
な

い
。

 

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

職
員

を
も

っ
と

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 

・
肥

満
気

味
に

な
っ

た
り

、
食

事
に

栄
養

の
偏

り
が

あ
る

と
医

者
に

言
わ

れ
る

が
、

栄
養

こ
と

を
相

談
が

で
き

る
場

所
が

ほ
し

い
。

 

 ●
権

利
擁

護
な

ど
に

つ
い

て
 

・
成

年
後

見
の

制
度

に
つ

い
て

研
修

し
た

が
、

活
用

に
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

。
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・
利

用
で

き
る

対
象

の
人

は
限

ら
れ

る
よ

う
な

印
象

が
強

い
。

 

・
成

年
後

見
制

度
も

財
産

管
理

だ
け

で
な

く
、

生
活

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

も
し

て
ほ

し
い

。
 

・
成

年
後

見
の

勉
強

は
し

て
い

る
が

、
現

実
的

に
な

ら
な

い
の

が
現

状
。

高
齢

者
が

中
心

に
な

っ
て

い
る

の
で

障
害

者
の

方
に

も
向

い
て

ほ
し

い
。

 

・
成

年
後

見
を

担
う

人
材

を
養

成
し

、
研

修
し

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

 

・
訪

問
販

売
や

宗
教

な
ど

か
ら

守
る

方
法

を
考

え
て

ほ
し

い
。

 

・
成

年
後

見
の

制
度

に
つ

い
て

研
修

し
た

が
、

活
用

に
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

・
利

用
で

き
る

対
象

の
人

は
限

ら
れ

る
よ

う
な

印
象

が
強

い
。

 

 ●
就

労
・

作
業

所
に

つ
い

て
 

・
こ

の
５

年
間

で
A

型
、

B
型

と
い

っ
た

就
労

支
援

の
作

業
所

が
増

え
た

。
そ

の
分

当
事

者
に

と
っ

て
選

択
肢

が
増

え
た

。
 

・
一

般
就

労
が

で
き

る
人

が
少

し
ず

つ
増

え
て

き
た

が
、

ま
だ

壁
は

厚
い

。
 

・
一

般
就

労
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

が
し

っ
か

り
し

て
き

た
。

 

・
一

方
で

企
業

の
理

解
が

ま
だ

足
り

て
い

な
い

と
感

じ
る

こ
と

も
多

い
。

 

・
一

般
就

労
で

ト
ラ

ブ
ル

が
生

じ
た

と
き

な
ど

、
い

つ
で

も
A

型
作

業
所

に
戻

る
こ

と
が

で
き

る
と

安
心

で
き

る
。

 

・
就

労
の

中
身

が
ど

こ
の

作
業

所
も

似
た

り
寄

っ
た

り
。

も
っ

と
多

様
な

仕
事

の
メ

ニ
ュ

ー
を

増
や

し
て

、
選

択
肢

が
出

て
く

れ
ば

良
い

。
 

・
行

政
に

提
出

す
る

い
ろ

い
ろ

な
更

新
の

手
続

き
な

ど
を

、
事

業
所

で
も

処
理

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
。

 

・
ピ

ア
あ

す
な

ろ
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

、
昼

は
地

域
活

動
支

援
、

夜
は

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
な

ど
が

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

・
就

労
場

、
作

業
所

や
住

む
場

を
、

い
ろ

い
ろ

と
選

択
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
一

度
決

め
て

し
ま

う
と

後
は

ず
っ

と
同

じ
と

こ
ろ

を
利

用
す

る

の
で

は
な

く
、

定
期

的
に

希
望

が
出

せ
る

よ
う

な
仕

組
み

が
で

き
な

い
か

。
 

・
障

害
の

種
別

や
程

度
に

よ
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

に
適

し
た

作
業

等
が

で
き

る
よ

う
に

選
択

肢
が

あ
る

と
い

い
。

 

・
年

月
が

経
つ

と
重

度
化

し
て

き
て

、
作

業
は

単
調

に
な

る
一

方
で

、
介

護
に

手
が

と
ら

れ
て

い
く

。
そ

う
な

る
と

新
し

い
人

（
比

較
的

軽
度

）
が

き

て
も

十
分

な
個

別
対

応
が

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
。

利
用

者
の

状
況

や
ニ

ー
ズ

に
あ

わ
せ

て
異

動
が

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
茅

野
市

と
し

て
つ

く
れ

な
い

か
。

 

・
も

っ
と

地
域

に
出

て
行

け
る

よ
う

な
機

会
が

ほ
し

い
。

 

・
商

品
開

発
や

販
路

開
拓

の
際

に
協

力
し

て
も

ら
う

こ
と

は
で

き
な

い
か

。
 

・
と

く
に

冬
も

で
き

る
よ

う
な

仕
事

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

・
作

業
や

商
品

開
発

を
す

る
こ

と
は

、
ひ

と
つ

の
作

業
所

だ
け

で
は

限
界

。
い

ろ
い

ろ
な

農
家

や
企

業
、

商
工

会
な

ど
と

協
働

し
て

い
く

と
い

い
が

、

そ
う

し
た

つ
な

が
り

の
機

会
や

話
し

合
い

の
場

が
あ

る
と

い
い

。
 

・
よ

い
職

員
を

確
保

し
た

い
が

、
人

件
費

が
厳

し
い

。
で

き
れ

ば
施

設
の

運
営

費
給

付
費

な
ど

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

 ●
余

暇
の

過
ご

し
方

に
つ

い
て

 

・
市

内
に

障
害

者
も

い
け

る
喫

茶
店

が
少

な
い

こ
と

。
 

・
も

っ
と

い
ろ

い
ろ

な
場

所
へ

出
か

け
る

た
め

に
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
い

て
ほ

し
い

。
 

・
休

日
の

余
暇

活
動

で
も

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

の
利

用
を

し
た

い
。

 

・
仲

間
と

一
緒

に
で

き
る

参
加

型
の

企
画

を
提

案
し

て
ほ

し
い

。
 

・
家

族
の

よ
う

に
休

日
に

ど
こ

か
へ

連
れ

て
行

っ
て

く
れ

た
り

し
て

ほ
し

い
。

 

・
歳

や
背

も
大

き
く

な
っ

て
も

公
園

感
覚

で
安

全
に

遊
べ

て
交

流
で

き
る

よ
う

な
場

所
が

ほ
し

い
。
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第
６
章
 
障
害
者
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
 

 茅
野

市
第

三
次

障
害

者
保

健
福

祉
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
、

1
0

団
体

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。
以

下
は

各
団

体
か

ら
の

意
見

等
を

踏
ま

え
て

、
共

通
し

て
い

る
事

項
、

あ
る

い
は

次
期

計
画

を
策

定
に

あ
た

っ
て

検
討

が
必

要
と

思
わ

れ
る

論
点

に
つ

い
て

整
理

を
行

っ
た

。
 

実
施

期
間

 
2

0
1

6
年

9
月

1
2

日
（

月
）

～
9

月
1

4
日

（
水

）
 

＜
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

先
＞

 

  ●
生

活
全

般
に

つ
い

て
 

送
迎

に
つ

い
て

 

・
お

医
者

さ
ん

に
車

に
乗

っ
て

は
い

け
な

い
と

言
わ

れ
て

い
る

の
で

、
車

で
送

っ
て

く
れ

る
手

段
や

サ
ー

ビ
ス

が
欲

し
い

。
 

・
土

日
だ

と
送

迎
を

し
て

も
ら

え
な

い
の

で
、

病
院

へ
行

き
た

く
て

も
行

け
な

い
。

送
迎

の
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

さ
せ

て
ほ

し
い

。
 

・
土

日
や

夜
な

ど
バ

ス
を

運
行

し
て

ほ
し

い
。

火
曜

日
の

メ
リ

ー
バ

ス
週

一
回

で
は

足
り

な
い

。
 

・
土

日
の

バ
ス

が
な

い
こ

と
が

不
便

。
土

日
の

バ
ス

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

・
来

月
か

ら
バ

ス
の

時
間

が
毎

日
変

わ
る

の
で

不
便

。
 

・
バ

ス
で

も
人

数
か

多
け

れ
ば

乗
れ

な
い

と
き

も
あ

る
の

で
、

送
迎

を
確

実
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
降

り
る

場
所

を
知

ら
せ

る
ボ

タ
ン

が
つ

い
て

い
な

い
バ

ス
（

ビ
ー

ナ
ち

ゃ
ん

バ
ス

）
で

、
合

図
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

・
定

期
的

な
こ

と
な

の
で

、
手

帳
を

示
す

こ
と

で
降

車
場

所
の

と
き

に
声

を
か

け
て

く
れ

る
よ

う
な

仕
組

み
が

必
要

。
 

・
朝

や
土

日
バ

ス
の

本
数

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
交

通
手

段
が

増
え

る
と

い
い

。
 

日
程

 
時

間
 

団
体

 
会

 
場

 

９
月

１
２

日

（
月

）
 

1
3

：
3

0
～

1
5

：
0

0
 

N
P

O
法

人
ふ

く
ろ

う
S

U
W

A
 

（
ふ

く
ろ

う
玉

川
通

所
者

・
保

護
者

）
 

ふ
く

ろ
う

玉
川

 

1
5

：
3

0
～

1
7

：
0

0
 

N
P

O
法

人
や

ま
び

こ
会

（
精

神
家

族
会

）
 

ひ
ま

わ
り

作
業

所
 

1
9

：
0

0
～

2
0

：
3

0
 

茅
野

市
聴

覚
障

害
者

協
会

 
茅

野
市

役
所

7
0

1
会

議
室

 

９
月

１
３

日

（
火

）
 

9
:1

5
～

1
0

：
3

0
 

あ
す

な
ろ

セ
ン

タ
ー

（
通

所
者

・
保

護
者

）
 

手
を

つ
な

ぐ
育

成
会

 
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
 

1
0

：
4

5
～

1
2

：
0

0
 

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

モ
モ

 
（

通
所

者
・

保
護

者
）

 
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
モ

モ
 

1
3

：
0

0
～

1
5

：
0

0
 

Ｒ
 f

o
r 

I 
諏

訪
養

護
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

保
護

者
会

 

茅
野

市
役

所
7

0
1

会
議

室
 

（
1

3
：

0
0

～
1

4
：

0
0

）
 

前
半

グ
ル

ー
プ

（
未

就
園

児
～

中
学

生
位

ま
で

）
 

（
1

4
：

0
0

～
1

5
：

0
0

）
 

後
半

グ
ル

ー
プ

（
中

学
生

～
高

等
部

位
ま

で
）

 

1
5

：
1

5
～

1
7

：
0

0
 

ひ
ま

わ
り

作
業

所
（

通
所

者
）

 
ひ

ま
わ

り
作

業
所

 

９
月

１
４

日

（
水

）
 

1
0

：
0

0
～

1
1

：
3

0
 

こ
の

街
学

園
（

通
所

者
・

保
護

者
）

 
こ

の
街

学
園

 

1
3

：
0

0
～

1
4

：
3

0
 

N
P

O
法

人
八

ヶ
岳

福
祉

農
園

（
通

所
者

・
保

護
者

）
 

八
ヶ

岳
福

祉
農

園
 

1
4

：
4

5
～

1
5

：
4

5
 

茅
野

市
視

覚
障

害
者

福
祉

協
会

 
茅

野
市

役
所

7
0

1
会

議
室

 

 
 

 

  
 

1
0
8 

・
ビ

ー
ナ

ち
ゃ

ん
バ

ス
の

路
線

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

・
行

政
境

（
他

市
町

）
の

バ
ス

の
行

き
来

が
不

便
。

行
政

バ
ス

間
の

接
続

を
し

て
ほ

し
い

。
 

・
市

町
村

の
境

界
を

越
え

て
、

移
動

に
際

し
て

ど
こ

で
も

行
け

る
バ

ス
が

欲
し

い
。

 

・
バ

ス
の

回
数

券
な

ど
、

お
金

の
面

で
の

対
策

が
欲

し
い

。
 

 商
業

施
設

等
に

つ
い

て
 

・
駅

の
周

り
に

ス
ー

パ
ー

が
少

な
い

こ
と

。
買

い
物

に
苦

労
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

・
カ

ラ
オ

ケ
が

好
き

な
の

に
カ

ラ
オ

ケ
屋

さ
ん

が
少

な
い

こ
と

。
 

・
最

近
は

自
動

式
の

レ
ジ

が
あ

る
が

、
私

た
ち

（
視

覚
障

害
）

は
使

え
な

い
。

 

・
ス

ー
パ

ー
な

ど
で

、
ど

こ
の

レ
ジ

が
空

い
て

い
る

か
分

か
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

な
と

思
う

。
 

 住
居

支
援

に
つ

い
て

 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
ニ

ー
ズ

は
あ

る
の

に
、

数
が

足
り

て
い

な
い

。
多

様
な

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

あ
っ

て
、

選
択

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
理

想
。

 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

数
が

足
り

て
い

な
い

。
 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

も
必

要
で

あ
る

が
、

親
な

き
後

も
自

宅
で

過
ご

せ
る

よ
う

な
支

援
を

考
え

ら
れ

な
い

か
。

例
え

ば
、

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

の
よ

う
な

形

態
や

公
的

な
運

営
体

制
な

ど
。

 

・
夜

間
一

人
に

な
る

と
き

、
家

に
誰

か
来

て
ほ

し
い

。
 

・
親

が
亡

く
な

っ
た

後
、

施
設

だ
と

か
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

と
言

わ
れ

る
が

、
私

は
今

の
自

宅
で

過
ご

し
た

い
。

 

・
居

宅
を

中
心

に
さ

ま
ざ

ま
な

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
た

い
。

 

・
生

活
の

支
援

だ
け

で
は

な
く

、
経

済
的

な
安

定
も

必
要

。
 

・
利

用
者

そ
れ

ぞ
れ

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
が

ほ
し

い
。

 

・
親

が
介

護
で

き
な

く
な

っ
た

と
き

、
ケ

ア
ハ

ウ
ス

や
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

な
ど

が
必

要
。

 

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
つ

い
て

、
地

域
の

人
た

ち
の

理
解

を
広

め
て

ほ
し

い
。

 

・
施

設
に

も
人

に
よ

っ
て

合
う

、
合

わ
な

い
が

あ
る

た
め

多
岐

に
わ

た
る

生
活

の
場

が
あ

っ
た

ら
い

い
。

 

・
何

か
あ

っ
た

と
き

に
、

柔
軟

に
他

の
事

業
所

に
移

動
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

が
あ

れ
ば

い
い

。
 

 ●
身

近
な

地
域

で
の

生
活

に
つ

い
て

 

・
区

の
情

報
が

ほ
し

い
 

・
区

の
放

送
の

内
容

を
フ

ァ
ッ

ク
ス

で
送

っ
て

ほ
し

い
。

公
民

館
へ

の
フ

ァ
ッ

ク
ス

の
設

置
。

 

・
雪

か
き

や
草

取
り

の
実

施
や

延
期

の
連

絡
を

し
て

ほ
し

い
。

放
送

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

ら
ず

、
出

不
足

金
を

徴
収

さ
れ

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

 

・
亡

く
な

っ
た

方
の

情
報

が
入

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
引

っ
越

し
て

き
て

も
人

付
き

合
い

を
し

た
い

。
 

・
市

営
住

宅
は

人
の

入
れ

替
わ

り
が

多
く

、
顔

も
知

ら
な

い
ま

ま
区

長
が

毎
年

変
わ

る
。

区
長

さ
ん

が
変

わ
っ

て
も

 

 
放

送
を

フ
ァ

ッ
ク

ス
で

送
る

こ
と

を
続

け
る

な
ど

、
理

解
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

・
地

域
で

暮
ら

し
続

け
て

い
く

た
め

に
は

、
地

域
の

人
も

支
え

合
っ

て
い

け
る

よ
う

に
考

え
て

い
か

な
く

て
は

。
 

・
最

近
は

個
人

情
報

保
護

法
で

ど
の

程
度

ま
で

相
手

に
干

渉
し

て
い

い
の

か
分

か
ら

ず
、

隣
組

の
組

長
さ

ん
に

ど
こ

ま
で

手
を

出
し

て
い

い
の

か
分

か

10
0
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第
６
章
 
障
害
者
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
 

  

1
1
1 

 ・
住

民
向

け
の

講
座

に
参

加
で

き
な

い
た

め
、

障
害

が
あ

る
子

で
も

参
加

で
き

る
講

座
や

教
室

を
開

い
て

ほ
し

い
。

 

・
安

心
し

て
ス

ポ
ー

ツ
が

で
き

る
、

あ
る

い
は

ス
ポ

ー
ツ

を
指

導
し

て
く

れ
る

よ
う

な
場

所
が

欲
し

い
。

 

・
プ

ー
ル

や
体

育
館

、
温

泉
な

ど
に

行
き

た
い

が
、

じ
ゅ

う
ど

の
障

害
児

は
断

ら
れ

て
し

ま
う

。
 

・
ス

ポ
ー

ツ
や

音
楽

な
ど

参
加

で
き

、
体

を
動

か
し

て
仲

間
を

創
れ

る
場

が
欲

し
い

。
 

・
障

害
者

が
も

っ
と

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
確

保
や

育
成

を
し

て
ほ

し
い

。
 

・
せ

っ
か

く
公

民
館

で
い

ろ
い

ろ
と

活
動

が
あ

る
の

に
、

障
害

者
に

は
そ

う
し

た
情

報
も

な
い

し
、

参
加

で
き

る
の

か
ど

う
か

も
わ

か
ら

な
い

。
い

ろ

い
ろ

な
講

座
に

参
加

し
た

い
と

思
う

が
、

ぜ
ひ

可
能

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
今

度
で

き
る

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

が
障

害
者

に
と

っ
て

利
用

し
や

す
い

も
の

に
し

て
ほ

し
い

。
単

に
段

差
が

な
け

れ
ば

い
い

と
い

う
こ

と
だ

け
で

は

な
く

、
声

を
か

け
て

く
れ

た
り

、
必

要
な

配
慮

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

福
祉

が
わ

か
る

職
員

が
窓

口
に

い
て

ほ
し

い
。

 

 ●
医

療
・

保
険

に
つ

い
て

 

・
入

院
時

の
書

類
が

大
変

で
、

緊
急

の
時

な
ど

は
特

に
大

変
。

 

・
発

達
障

害
に

つ
い

て
理

解
の

あ
る

医
療

機
関

が
必

要
。

 

・
専

門
的

な
「

療
育

」
の

場
が

茅
野

市
に

も
あ

る
と

よ
い

。
 

・
夜

間
の

吸
引

が
あ

る
た

め
入

院
を

断
ら

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
と

て
も

困
る

。
 

・
急

で
何

か
あ

っ
た

と
き

に
、

即
対

応
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

が
な

い
。

 

・
精

神
障

害
者

の
場

合
、

主
治

医
が

松
本

や
山

梨
な

ど
、

遠
く

に
通

っ
て

い
る

人
が

多
い

。
 

・
精

神
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
を

予
約

す
る

と
3

カ
月

待
ち

の
時

も
あ

る
。

 

・
必

要
な

時
に

す
ぐ

、
精

神
科

の
先

生
に

診
て

も
ら

え
な

い
こ

と
が

あ
る

。
 

・
茅

野
市

で
は

精
神

科
で

入
院

で
き

る
医

療
機

関
が

な
い

の
で

、
検

討
し

て
ほ

し
い

。
 

・
入

院
の

時
、

完
全

看
護

だ
と

親
以

外
の

人
の

付
き

添
い

が
で

き
な

い
。

親
だ

け
で

は
限

界
が

あ
る

。
親

以
外

で
も

付
き

添
い

が
で

き
る

よ
う

に
し

て

ほ
し

い
。

 

・
入

院
時

に
、

完
全

看
護

で
も

タ
イ

ム
ケ

ア
の

制
度

が
利

用
で

き
る

と
よ

い
。

 

・
障

害
に

理
解

が
あ

る
歯

科
医

の
人

が
い

て
と

て
も

助
か

っ
て

い
る

。
 

・
信

濃
医

療
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

、
同

行
し

た
兄

弟
の

保
育

を
し

て
く

れ
る

ス
ペ

ー
ス

を
つ

く
っ

て
も

ら
い

た
い

。
本

人
の

診
察

等
の

た
め

に
は

兄
弟

を

預
か

っ
て

も
ら

う
先

を
探

す
の

が
大

変
で

あ
る

。
 

・
中

央
病

院
の

待
合

室
で

パ
ニ

ッ
ク

を
起

こ
し

て
し

ま
う

た
め

、
多

数
の

患
者

さ
ん

と
一

緒
で

は
な

く
、

狭
く

て
も

障
害

あ
る

子
が

い
ら

れ
る

場
が

欲

し
い

。
 

・
障

害
児

・
者

の
場

合
、

口
腔

ケ
ア

が
十

分
に

で
き

て
い

な
い

。
歯

科
医

は
い

て
く

れ
る

が
、

歯
科

予
防

に
つ

い
て

力
を

入
れ

て
も

い
い

の
で

は
な

い

か
。

 

・
茅

野
市

に
も

入
院

で
き

る
精

神
病

院
が

欲
し

い
。

 

・
中

央
病

院
に

精
神

の
常

勤
の

先
生

が
入

っ
て

ほ
し

い
。

 

 ●
災

害
時

の
対

応
に

つ
い

て
 

・
災

害
時

の
職

場
で

の
配

慮
を

考
え

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
時

な
ど

の
緊

急
時

の
情

報
保

障
 

・
地

震
や

防
災

の
メ

ー
ル

が
登

録
し

て
い

な
い

人
や

、
迷

惑
メ

ー
ル

が
多

い
た

め
登

録
を

し
て

い
な

い
人

で
も

、
緊

急
時

に
は

情
報

が
届

く
よ

う
に

し

 
 

 

  
 

1
1
2 

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
時

に
は

メ
ー

ル
だ

け
で

は
な

く
、

F
A

X
で

も
情

報
が

届
く

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
が

起
こ

っ
た

と
き

、
ど

こ
の

避
難

所
に

い
け

ば
い

い
の

か
わ

か
ら

な
い

。
近

く
の

学
校

で
本

当
に

大
丈

夫
な

の
か

。
 

・
近

く
の

避
難

所
に

避
難

す
る

の
で

は
な

く
、

福
祉

避
難

所
に

最
初

か
ら

避
難

し
た

い
。

熊
本

で
も

問
題

に
な

っ
た

が
、

結
局

、
一

時
避

難
所

に
行

っ
て

も
対

応
し

て
も

ら
え

な
か

っ
た

り
、

排
除

さ
れ

た
り

す
る

。
そ

れ
な

ら
ば

少
し

遠
く

て
も

親
の

責
任

で
連

れ
て

い
く

の
で

、
し

っ
か

り
と

安

心
で

き
る

福
祉

避
難

所
を

開
設

し
て

ほ
し

い
。

 

・
茅

野
に

い
て

災
害

起
き

た
と

き
集

ま
る

場
を

明
確

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
避

難
所

に
は

、
避

難
職

と
し

て
ペ

ー
ス

ト
食

や
医

療
品

、
薬

を
備

蓄
し

て
ほ

し
い

。
 

・
必

要
な

介
護

用
品

な
ど

備
品

を
避

難
所

に
備

え
て

お
い

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
時

に
、

子
ど

も
二

人
を

抱
え

て
避

難
で

き
る

か
不

安
。

 

・
公

民
館

の
１

部
屋

に
福

祉
室

を
作

る
な

ど
、

配
慮

が
必

要
な

子
の

た
め

の
部

屋
を

考
え

て
も

ら
え

た
ら

よ
い

。
 

・
災

害
時

の
た

め
に

研
修

や
勉

強
会

を
行

い
た

い
。

 

・
視

覚
障

害
者

に
対

応
し

た
音

声
や

点
字

と
か

で
で

き
た

防
災

マ
ッ

プ
や

避
難

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

あ
れ

ば
あ

り
が

た
い

。
 

・
逃

げ
ら

れ
た

と
し

て
も

、
そ

の
後

ど
う

す
れ

ば
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

。
 

・
怪

我
し

た
と

き
な

ど
誰

が
助

け
て

く
れ

る
の

か
、

誰
に

声
を

か
け

て
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

。
 

・
作

業
等

で
も

職
員

研
修

が
必

要
で

あ
る

が
、

ひ
と

つ
の

作
業

所
だ

け
で

や
る

の
で

は
な

く
、

連
携

し
た

取
り

組
み

が
必

要
で

は
な

い
か

。
 

 ●
情

報
保

障
に

つ
い

て
 

・
手

話
の

担
い

手
が

少
な

く
な

っ
て

お
り

、
間

際
に

な
っ

て
依

頼
さ

れ
る

と
予

定
が

重
な

り
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

・
手

話
通

訳
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

す
る

た
め

に
県

に
３

回
研

修
に

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

手
話

通
訳

と
生

活
の

ど
ち

ら
か

を
優

先
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

・
障

害
者

差
別

禁
止

法
が

施
行

さ
れ

て
、

合
理

的
配

慮
に

基
づ

い
て

情
報

保
障

も
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
手

話
だ

け
で

な
く

要
約

筆
記

や
点

字

で
も

、
後

継
者

が
少

な
く

て
困

っ
て

い
る

。
行

政
や

社
協

で
も

っ
と

育
成

に
関

し
て

の
啓

発
等

を
し

て
ほ

し
い

。
 

 ●
職

員
研

修
や

他
事

業
所

と
の

連
携

に
つ

い
て

 

・
情

報
交

換
を

し
た

い
た

め
、

よ
そ

の
親

の
会

や
作

業
所

の
情

報
も

知
り

た
い

。
 

・
職

員
を

募
集

し
て

も
集

ま
ら

な
い

。
 

・
職

員
研

修
に

費
用

と
時

間
が

か
か

る
た

め
、

効
率

化
を

図
る

た
め

に
、

職
員

研
修

の
仕

組
み

を
地

域
で

行
え

る
よ

う
検

討
し

て
ほ

し
い

。
 

・
職

員
の

質
を

高
め

る
た

め
に

、
一

カ
月

単
位

で
別

の
事

業
所

で
受

け
入

れ
て

も
ら

う
な

ど
、

相
互

の
研

修
を

行
え

た
ら

い
い

の
で

は
な

い
か

。
 

・
男

性
で

な
い

と
務

ま
ら

な
い

余
暇

活
動

も
あ

る
の

で
、

男
性

の
職

員
の

人
数

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

・
作

業
所

同
士

の
横

の
つ

な
が

り
を

も
ち

た
い

。
 

 ●
行

政
へ

の
要

望
 

・
2

0
歳

に
な

る
の

で
年

金
の

手
続

き
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
市

か
ら

詳
し

い
情

報
が

な
い

の
で

、
個

別
に

お
知

ら
せ

が
欲

し
い

。
学

校
に

在

籍
し

て
い

た
と

き
に

は
そ

の
都

度
、

情
報

が
入

っ
て

き
た

が
、

卒
業

し
て

し
ま

う
と

制
度

や
手

続
き

の
仕

方
が

わ
か

ら
な

く
な

る
。

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

や
市

役
所

に
行

け
ば

教
え

て
く

れ
る

が
、

そ
も

そ
も

そ
う

し
た

制
度

が
あ

る
こ

と
自

体
を

知
ら

な
け

れ
ば

行
く

こ
と

も
で

き
な

い
。

 

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
に

行
っ

た
と

き
に

、
気

軽
に

相
談

で
き

る
よ

う
な

雰
囲

気
を

出
し

て
ほ

し
い

。
忙

し
い

か
ら

障
害

者
の

相
談

は
迷

惑
だ

と
い

う
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ら
な

い
と

い
っ

て
い

た
。

 

・
地

域
と

の
関

係
は

、
モ

モ
の

周
り

は
と

て
も

い
い

が
、

自
宅

が
あ

る
地

域
は

あ
ま

り
よ

く
な

い
。

 

・
親

な
き

後
、

地
域

に
溶

け
込

ん
で

生
き

て
い

け
る

の
か

が
心

配
。

地
域

を
巻

き
込

ん
で

行
事

と
か

に
気

軽
に

参
加

し
た

り
で

き
た

ら
い

い
。

 

・
地

域
の

人
た

ち
に

理
解

を
得

て
い

く
こ

と
は

と
て

も
大

変
な

こ
と

。
（

保
護

者
）

 

・
い

ろ
い

ろ
と

働
き

か
け

て
、

少
し

ず
つ

変
わ

っ
て

い
く

。（
職

員
）

 

・
こ

の
街

の
ま

わ
り

の
関

係
は

よ
く

な
っ

て
き

て
も

、
住

ん
で

い
る

近
所

で
は

ま
だ

ま
だ

理
解

さ
れ

て
い

な
い

。
（

保
護

者
）

 

・
地

区
の

情
報

を
ア

ナ
ウ

ン
ス

で
流

し
て

ほ
し

い
。

 

・
例

え
ば

交
差

点
で

音
声

付
信

号
機

が
完

成
し

た
と

き
に

、
最

初
の

と
き

に
は

当
事

者
を

呼
ん

で
、

説
明

 

会
な

ど
を

し
て

ほ
し

い
。

せ
っ

か
く

設
置

さ
れ

て
も

知
ら

な
か

っ
た

り
、

間
違

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。
 

・
ゴ

ミ
の

分
別

の
袋

の
種

類
が

わ
か

ら
な

い
の

で
、

点
字

付
き

の
ゴ

ミ
袋

を
茅

野
市

で
も

活
用

し
て

ほ
し

い
。

 

・
ア

ル
ミ

ホ
イ

ル
や

サ
ラ

ン
ラ

ッ
プ

の
違

い
も

分
か

ら
な

い
か

ら
点

字
を

つ
け

て
ほ

し
い

。
 

・
回

覧
板

が
読

め
な

い
の

で
、

な
に

か
配

慮
が

ほ
し

い
。

 

 ●
相

談
に

つ
い

て
 

・
ど

こ
に

行
け

ば
、

ど
ん

な
相

談
が

で
き

る
の

か
情

報
が

入
っ

て
こ

な
い

。
自

分
で

調
べ

な
い

と
わ

か
ら

な
い

。
そ

う
し

た
情

報
す

ら
入

っ
て

こ
な

い

の
で

、
何

を
知

ら
な

い
の

か
す

ら
分

か
ら

な
い

。
 

・
制

度
が

変
わ

っ
て

相
談

支
援

員
が

一
人

ひ
と

り
に

つ
く

よ
う

に
な

っ
て

、
と

て
も

あ
り

が
た

い
制

度
だ

な
と

思
っ

て
い

る
。

 

・
相

談
支

援
員

の
数

が
足

り
な

い
の

で
は

な
い

か
。

 

・
茅

野
市

で
は

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

が
身

近
に

あ
る

の
で

、
困

っ
た

と
き

に
は

す
ぐ

に
相

談
が

で
き

る
。

そ
の

点
で

 

他
市

よ
り

も
相

談
は

う
ま

く
い

っ
て

る
と

思
う

。
 

・
支

援
セ

ン
タ

ー
で

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

つ
く

る
際

、
本

人
や

保
護

者
の

人
の

意
見

を
聞

い
て

し
っ

か
り

と
作

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

 

・
年

金
を

も
ら

い
始

め
る

２
０

歳
ま

で
の

２
年

間
の

費
用

を
ど

う
し

た
ら

い
い

の
か

教
え

て
ほ

し
い

。
こ

う
し

た
卒

業
後

の
こ

と
は

ど
こ

へ
相

談
に

行

け
ば

い
い

の
か

わ
か

ら
な

い
。

 

・
相

談
は

R
fo

rI
や

特
別

支
援

学
校

の
先

生
に

し
て

い
る

が
、

福
祉

施
設

の
内

容
な

ど
福

祉
制

度
の

細
か

い
所

は
分

か
ら

な
い

 

・
親

が
先

回
り

し
て

相
談

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
本

人
が

相
談

で
き

る
場

が
あ

っ
た

ら
い

い
。

 

・
申

請
や

更
新

へ
行

っ
た

と
き

に
窓

口
で

、
書

類
の

提
出

日
や

締
め

切
り

日
に

猶
予

を
設

け
て

ほ
し

い
。

 

・
茅

野
市

の
な

か
で

は
生

活
は

落
ち

着
い

て
い

る
し

、
丁

寧
に

支
援

を
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

 

・
家

庭
内

で
問

題
を

抱
え

て
い

る
人

が
多

い
。

 

・
家

族
の

理
解

が
な

か
っ

た
り

し
た

場
合

、
親

に
対

し
て

病
状

等
を

説
明

し
て

く
れ

る
職

員
が

い
て

ほ
し

い
。

 

・
さ

ま
ざ

ま
な

行
政

手
続

き
が

繁
雑

で
、

親
が

い
な

く
な

っ
た

後
が

心
配

な
の

で
、

窓
口

を
一

本
化

し
て

も
ら

え
る

と
い

い
。

 

・
独

居
だ

と
市

か
ら

気
に

し
て

も
ら

い
様

々
な

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
で

き
る

が
、

例
え

ば
障

害
者

一
人

、
高

齢
者

一
人

と
い

っ
た

家
族

が
い

る
と

網
に

ひ
っ

か
か

ら
な

い
。

 

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

職
員

を
も

っ
と

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 

・
肥

満
気

味
に

な
っ

た
り

、
食

事
に

栄
養

の
偏

り
が

あ
る

と
医

者
に

言
わ

れ
る

が
、

栄
養

こ
と

を
相

談
が

で
き

る
場

所
が

ほ
し

い
。

 

 ●
権

利
擁

護
な

ど
に

つ
い

て
 

・
成

年
後

見
の

制
度

に
つ

い
て

研
修

し
た

が
、

活
用

に
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

 
 

 

  
 

1
1
0 

・
利

用
で

き
る

対
象

の
人

は
限

ら
れ

る
よ

う
な

印
象

が
強

い
。

 

・
成

年
後

見
制

度
も

財
産

管
理

だ
け

で
な

く
、

生
活

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

も
し

て
ほ

し
い

。
 

・
成

年
後

見
の

勉
強

は
し

て
い

る
が

、
現

実
的

に
な

ら
な

い
の

が
現

状
。

高
齢

者
が

中
心

に
な

っ
て

い
る

の
で

障
害

者
の

方
に

も
向

い
て

ほ
し

い
。

 

・
成

年
後

見
を

担
う

人
材

を
養

成
し

、
研

修
し

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

 

・
訪

問
販

売
や

宗
教

な
ど

か
ら

守
る

方
法

を
考

え
て

ほ
し

い
。

 

・
成

年
後

見
の

制
度

に
つ

い
て

研
修

し
た

が
、

活
用

に
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

・
利

用
で

き
る

対
象

の
人

は
限

ら
れ

る
よ

う
な

印
象

が
強

い
。

 

 ●
就

労
・

作
業

所
に

つ
い

て
 

・
こ

の
５

年
間

で
A

型
、

B
型

と
い

っ
た

就
労

支
援

の
作

業
所

が
増

え
た

。
そ

の
分

当
事

者
に

と
っ

て
選

択
肢

が
増

え
た

。
 

・
一

般
就

労
が

で
き

る
人

が
少

し
ず

つ
増

え
て

き
た

が
、

ま
だ

壁
は

厚
い

。
 

・
一

般
就

労
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

が
し

っ
か

り
し

て
き

た
。

 

・
一

方
で

企
業

の
理

解
が

ま
だ

足
り

て
い

な
い

と
感

じ
る

こ
と

も
多

い
。

 

・
一

般
就

労
で

ト
ラ

ブ
ル

が
生

じ
た

と
き

な
ど

、
い

つ
で

も
A

型
作

業
所

に
戻

る
こ

と
が

で
き

る
と

安
心

で
き

る
。

 

・
就

労
の

中
身

が
ど

こ
の

作
業

所
も

似
た

り
寄

っ
た

り
。

も
っ

と
多

様
な

仕
事

の
メ

ニ
ュ

ー
を

増
や

し
て

、
選

択
肢

が
出

て
く

れ
ば

良
い

。
 

・
行

政
に

提
出

す
る

い
ろ

い
ろ

な
更

新
の

手
続

き
な

ど
を

、
事

業
所

で
も

処
理

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
。

 

・
ピ

ア
あ

す
な

ろ
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

、
昼

は
地

域
活

動
支

援
、

夜
は

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
な

ど
が

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

。
 

・
就

労
場

、
作

業
所

や
住

む
場

を
、

い
ろ

い
ろ

と
選

択
で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
一

度
決

め
て

し
ま

う
と

後
は

ず
っ

と
同

じ
と

こ
ろ

を
利

用
す

る

の
で

は
な

く
、

定
期

的
に

希
望

が
出

せ
る

よ
う

な
仕

組
み

が
で

き
な

い
か

。
 

・
障

害
の

種
別

や
程

度
に

よ
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

に
適

し
た

作
業

等
が

で
き

る
よ

う
に

選
択

肢
が

あ
る

と
い

い
。

 

・
年

月
が

経
つ

と
重

度
化

し
て

き
て

、
作

業
は

単
調

に
な

る
一

方
で

、
介

護
に

手
が

と
ら

れ
て

い
く

。
そ

う
な

る
と

新
し

い
人

（
比

較
的

軽
度

）
が

き

て
も

十
分

な
個

別
対

応
が

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
。

利
用

者
の

状
況

や
ニ

ー
ズ

に
あ

わ
せ

て
異

動
が

で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
茅

野
市

と
し

て
つ

く
れ

な
い

か
。

 

・
も

っ
と

地
域

に
出

て
行

け
る

よ
う

な
機

会
が

ほ
し

い
。

 

・
商

品
開

発
や

販
路

開
拓

の
際

に
協

力
し

て
も

ら
う

こ
と

は
で

き
な

い
か

。
 

・
と

く
に

冬
も

で
き

る
よ

う
な

仕
事

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

・
作

業
や

商
品

開
発

を
す

る
こ

と
は

、
ひ

と
つ

の
作

業
所

だ
け

で
は

限
界

。
い

ろ
い

ろ
な

農
家

や
企

業
、

商
工

会
な

ど
と

協
働

し
て

い
く

と
い

い
が

、

そ
う

し
た

つ
な

が
り

の
機

会
や

話
し

合
い

の
場

が
あ

る
と

い
い

。
 

・
よ

い
職

員
を

確
保

し
た

い
が

、
人

件
費

が
厳

し
い

。
で

き
れ

ば
施

設
の

運
営

費
給

付
費

な
ど

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

 ●
余

暇
の

過
ご

し
方

に
つ

い
て

 

・
市

内
に

障
害

者
も

い
け

る
喫

茶
店

が
少

な
い

こ
と

。
 

・
も

っ
と

い
ろ

い
ろ

な
場

所
へ

出
か

け
る

た
め

に
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
い

て
ほ

し
い

。
 

・
休

日
の

余
暇

活
動

で
も

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

の
利

用
を

し
た

い
。

 

・
仲

間
と

一
緒

に
で

き
る

参
加

型
の

企
画

を
提

案
し

て
ほ

し
い

。
 

・
家

族
の

よ
う

に
休

日
に

ど
こ

か
へ

連
れ

て
行

っ
て

く
れ

た
り

し
て

ほ
し

い
。

 

・
歳

や
背

も
大

き
く

な
っ

て
も

公
園

感
覚

で
安

全
に

遊
べ

て
交

流
で

き
る

よ
う

な
場

所
が

ほ
し

い
。

 

10
5

10
4

 
 
 
第
６
章
 
障
害
者
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
 

  

1
1
3 

 

姿
勢

が
伝

わ
っ

て
く

る
職

員
も

い
る

。
 

・
市

民
へ

の
啓

発
活

動
を

継
続

的
に

行
っ

て
ほ

し
い

。
 

・
以

前
は

社
協

を
中

心
に

福
祉

教
育

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
た

が
、

最
近

は
あ

ま
り

そ
う

い
う

話
を

聞
か

な
く

な
っ

た
。

福
祉

教
育

は
と

て
も

大
事

だ

と
思

う
が

、
教

育
委

員
会

や
学

校
は

き
ち

ん
と

認
識

し
て

い
る

の
か

。
 

・
も

っ
と

保
健

師
の

人
た

ち
が

各
地

区
に

ど
ん

な
人

が
い

て
ど

の
よ

う
な

状
態

で
い

る
の

か
を

把
握

し
て

ほ
し

い
。

 

・
企

業
へ

の
働

き
か

け
を

し
て

ほ
し

い
 

・
障

害
福

祉
計

画
を

つ
く

る
中

で
、

漠
然

と
し

た
理

念
先

行
の

目
標

で
は

な
く

、
具

体
的

に
整

備
目

標
を

た
て

て
ほ

し
い

。
 

・
行

政
や

関
連

す
る

仕
事

を
優

先
的

に
発

注
し

た
り

、
確

保
す

る
よ

う
な

と
り

く
み

を
も

っ
と

積
極

的
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
ニ

ー
ズ

が
多

い
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を

市
内

に
増

や
す

よ
う

に
、

政
策

的
に

誘
導

し
て

ほ
し

い
。

 

・
施

設
を

自
分

た
ち

で
探

し
て

、
お

願
い

し
て

体
験

し
て

決
め

る
と

い
う

今
の

仕
組

み
は

、
保

護
者

の
負

担
が

大
き

い
。

 

・
特

別
支

援
学

校
の

卒
業

後
の

居
場

所
が

あ
っ

て
ほ

し
い

。
 

・
諏

訪
養

護
学

校
の

寄
宿

舎
に

入
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

、
早

い
時

期
に

分
か

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
就

労
し

て
か

ら
の

余
暇

活
動

の
受

け
皿

を
行

政
と

し
て

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 

・
市

で
も

障
害

者
の

使
え

る
施

設
を

紙
で

分
か

る
よ

う
に

し
て

情
報

提
供

し
て

ほ
し

い
。

な
ん

で
も

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
い

う
の

は
困

る
。

 

・
茅

野
市

の
地

域
福

祉
は

進
ん

で
い

る
が

、
他

の
市

と
の

地
域

間
格

差
が

な
い

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
茅

野
市

で
利

用
で

き
て

も
よ

そ
で

は
利

用
で

き

な
い

こ
と

も
あ

る
。

 

・
障

害
者

保
健

福
祉

計
画

を
茅

野
市

だ
け

で
は

く
、

諏
訪

、
岡

谷
も

含
め

た
諏

訪
広

域
で

策
定

し
て

ほ
し

い
。

 

・
茅

野
市

の
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
な

ど
優

れ
た

し
く

み
を

ぜ
ひ

他
市

に
も

広
げ

て
ほ

し
い

。
 

・
障

害
者

理
解

が
深

ま
る

啓
発

活
動

を
積

極
的

に
実

施
し

て
ほ

し
い

。
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

研
修

を
し

て
ほ

し
い

。
 

・
障

害
者

が
安

心
し

て
利

用
で

き
る

プ
ー

ル
、

温
泉

、
体

育
館

な
ど

の
施

設
整

備
が

必
要

。
少

な
く

て
も

職
員

や
指

導
者

へ
の

研
修

が
必

要
で

は
な

い
か

。
 

・
施

設
な

ど
を

建
設

し
た

り
、

新
規

事
業

を
立

ち
上

げ
る

と
き

に
、

行
政

か
ら

も
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

が
ほ

し
い

。
 

・
行

政
か

ら
来

る
書

類
を

簡
素

化
し

て
、

子
ど

も
た

ち
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

今
の

書
類

は
専

門
職

し
か

わ
か

ら
な

い
よ

う
な

文
書

の

内
容

。
保

護
者

だ
っ

て
読

ん
で

も
何

が
説

明
さ

れ
て

い
る

の
か

わ
か

ら
な

い
。

 
 

・
選

挙
の

時
、

そ
れ

ぞ
れ

の
候

補
者

の
具

体
的

な
施

策
を

分
か

り
や

す
く

解
説

し
て

ほ
し

い
。

今
の

選
挙

広
報

紙
で

は
難

し
く

て
わ

か
り

に
く

い
。

 

・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
、

市
役

所
、

社
協

が
も

っ
と

連
携

し
て

ほ
し

い
。

相
談

や
手

続
き

に
よ

っ
て

は
た

ら
い

回
し

に
な

る
こ

と
も

あ
る

。
 

・
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
の

管
理

を
誰

が
し

て
く

れ
る

の
か

。
 

・
音

声
情

報
に

つ
い

て
は

、
い

つ
ま

で
も

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
で

は
な

く
、

C
D

や
デ

ー
タ

な
ど

に
し

て
配

信
し

て
く

れ
る

と
あ

り
が

た
い

。
も

ち
ろ

ん
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

の
方

が
い

い
人

も
い

る
の

で
、

個
別

対
応

し
て

ほ
し

い
。

 

・
タ

イ
ム

ケ
ア

が
３

０
０

時
間

し
か

な
く

、
長

期
休

暇
は

タ
イ

ム
ケ

ア
で

は
足

り
な

い
。
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か
ら

の
提

言
 

                                   

 
 
 
第
６
章
 
障
害
者
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
 

  

1
1
1 

 ・
住

民
向

け
の

講
座

に
参

加
で

き
な

い
た

め
、

障
害

が
あ

る
子

で
も

参
加

で
き

る
講

座
や

教
室

を
開

い
て

ほ
し

い
。

 

・
安

心
し

て
ス

ポ
ー

ツ
が

で
き

る
、

あ
る

い
は

ス
ポ

ー
ツ

を
指

導
し

て
く

れ
る

よ
う

な
場

所
が

欲
し

い
。

 

・
プ

ー
ル

や
体

育
館

、
温

泉
な

ど
に

行
き

た
い

が
、

じ
ゅ

う
ど

の
障

害
児

は
断

ら
れ

て
し

ま
う

。
 

・
ス

ポ
ー

ツ
や

音
楽

な
ど

参
加

で
き

、
体

を
動

か
し

て
仲

間
を

創
れ

る
場

が
欲

し
い

。
 

・
障

害
者

が
も

っ
と

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
確

保
や

育
成

を
し

て
ほ

し
い

。
 

・
せ

っ
か

く
公

民
館

で
い

ろ
い

ろ
と

活
動

が
あ

る
の

に
、

障
害

者
に

は
そ

う
し

た
情

報
も

な
い

し
、

参
加

で
き

る
の

か
ど

う
か

も
わ

か
ら

な
い

。
い

ろ

い
ろ

な
講

座
に

参
加

し
た

い
と

思
う

が
、

ぜ
ひ

可
能

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
今

度
で

き
る

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

が
障

害
者

に
と

っ
て

利
用

し
や

す
い

も
の

に
し

て
ほ

し
い

。
単

に
段

差
が

な
け

れ
ば

い
い

と
い

う
こ

と
だ

け
で

は

な
く

、
声

を
か

け
て

く
れ

た
り

、
必

要
な

配
慮

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

福
祉

が
わ

か
る

職
員

が
窓

口
に

い
て

ほ
し

い
。

 

 ●
医

療
・

保
険

に
つ

い
て

 

・
入

院
時

の
書

類
が

大
変

で
、

緊
急

の
時

な
ど

は
特

に
大

変
。

 

・
発

達
障

害
に

つ
い

て
理

解
の

あ
る

医
療

機
関

が
必

要
。

 

・
専

門
的

な
「

療
育

」
の

場
が

茅
野

市
に

も
あ

る
と

よ
い

。
 

・
夜

間
の

吸
引

が
あ

る
た

め
入

院
を

断
ら

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
と

て
も

困
る

。
 

・
急

で
何

か
あ

っ
た

と
き

に
、

即
対

応
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

が
な

い
。

 

・
精

神
障

害
者

の
場

合
、

主
治

医
が

松
本

や
山

梨
な

ど
、

遠
く

に
通

っ
て

い
る

人
が

多
い

。
 

・
精

神
の

ク
リ

ニ
ッ

ク
を

予
約

す
る

と
3

カ
月

待
ち

の
時

も
あ

る
。

 

・
必

要
な

時
に

す
ぐ

、
精

神
科

の
先

生
に

診
て

も
ら

え
な

い
こ

と
が

あ
る

。
 

・
茅

野
市

で
は

精
神

科
で

入
院

で
き

る
医

療
機

関
が

な
い

の
で

、
検

討
し

て
ほ

し
い

。
 

・
入

院
の

時
、

完
全

看
護

だ
と

親
以

外
の

人
の

付
き

添
い

が
で

き
な

い
。

親
だ

け
で

は
限

界
が

あ
る

。
親

以
外

で
も

付
き

添
い

が
で

き
る

よ
う

に
し

て

ほ
し

い
。

 

・
入

院
時

に
、

完
全

看
護

で
も

タ
イ

ム
ケ

ア
の

制
度

が
利

用
で

き
る

と
よ

い
。

 

・
障

害
に

理
解

が
あ

る
歯

科
医

の
人

が
い

て
と

て
も

助
か

っ
て

い
る

。
 

・
信

濃
医

療
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

、
同

行
し

た
兄

弟
の

保
育

を
し

て
く

れ
る

ス
ペ

ー
ス

を
つ

く
っ

て
も

ら
い

た
い

。
本

人
の

診
察

等
の

た
め

に
は

兄
弟

を

預
か

っ
て

も
ら

う
先

を
探

す
の

が
大

変
で

あ
る

。
 

・
中

央
病

院
の

待
合

室
で

パ
ニ

ッ
ク

を
起

こ
し

て
し

ま
う

た
め

、
多

数
の

患
者

さ
ん

と
一

緒
で

は
な

く
、

狭
く

て
も

障
害

あ
る

子
が

い
ら

れ
る

場
が

欲

し
い

。
 

・
障

害
児

・
者

の
場

合
、

口
腔

ケ
ア

が
十

分
に

で
き

て
い

な
い

。
歯

科
医

は
い

て
く

れ
る

が
、

歯
科

予
防

に
つ

い
て

力
を

入
れ

て
も

い
い

の
で

は
な

い

か
。

 

・
茅

野
市

に
も

入
院

で
き

る
精

神
病

院
が

欲
し

い
。

 

・
中

央
病

院
に

精
神

の
常

勤
の

先
生

が
入

っ
て

ほ
し

い
。

 

 ●
災

害
時

の
対

応
に

つ
い

て
 

・
災

害
時

の
職

場
で

の
配

慮
を

考
え

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
時

な
ど

の
緊

急
時

の
情

報
保

障
 

・
地

震
や

防
災

の
メ

ー
ル

が
登

録
し

て
い

な
い

人
や

、
迷

惑
メ

ー
ル

が
多

い
た

め
登

録
を

し
て

い
な

い
人

で
も

、
緊

急
時

に
は

情
報

が
届

く
よ

う
に

し

 
 

 

  
 

1
1
2 

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
時

に
は

メ
ー

ル
だ

け
で

は
な

く
、

F
A

X
で

も
情

報
が

届
く

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
が

起
こ

っ
た

と
き

、
ど

こ
の

避
難

所
に

い
け

ば
い

い
の

か
わ

か
ら

な
い

。
近

く
の

学
校

で
本

当
に

大
丈

夫
な

の
か

。
 

・
近

く
の

避
難

所
に

避
難

す
る

の
で

は
な

く
、

福
祉

避
難

所
に

最
初

か
ら

避
難

し
た

い
。

熊
本

で
も

問
題

に
な

っ
た

が
、

結
局

、
一

時
避

難
所

に
行

っ
て

も
対

応
し

て
も

ら
え

な
か

っ
た

り
、

排
除

さ
れ

た
り

す
る

。
そ

れ
な

ら
ば

少
し

遠
く

て
も

親
の

責
任

で
連

れ
て

い
く

の
で

、
し

っ
か

り
と

安

心
で

き
る

福
祉

避
難

所
を

開
設

し
て

ほ
し

い
。

 

・
茅

野
に

い
て

災
害

起
き

た
と

き
集

ま
る

場
を

明
確

に
し

て
ほ

し
い

。
 

・
避

難
所

に
は

、
避

難
職

と
し

て
ペ

ー
ス

ト
食

や
医

療
品

、
薬

を
備

蓄
し

て
ほ

し
い

。
 

・
必

要
な

介
護

用
品

な
ど

備
品

を
避

難
所

に
備

え
て

お
い

て
ほ

し
い

。
 

・
災

害
時

に
、

子
ど

も
二

人
を

抱
え

て
避

難
で

き
る

か
不

安
。

 

・
公

民
館

の
１

部
屋

に
福

祉
室

を
作

る
な

ど
、

配
慮

が
必

要
な

子
の

た
め

の
部

屋
を

考
え

て
も

ら
え

た
ら

よ
い

。
 

・
災

害
時

の
た

め
に

研
修

や
勉

強
会

を
行

い
た

い
。

 

・
視

覚
障

害
者

に
対

応
し

た
音

声
や

点
字

と
か

で
で

き
た

防
災

マ
ッ

プ
や

避
難

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

あ
れ

ば
あ

り
が

た
い

。
 

・
逃

げ
ら

れ
た

と
し

て
も

、
そ

の
後

ど
う

す
れ

ば
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

。
 

・
怪

我
し

た
と

き
な

ど
誰

が
助

け
て

く
れ

る
の

か
、

誰
に

声
を

か
け

て
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

。
 

・
作

業
等

で
も

職
員

研
修

が
必

要
で

あ
る

が
、

ひ
と

つ
の

作
業

所
だ

け
で

や
る

の
で

は
な

く
、

連
携

し
た

取
り

組
み

が
必

要
で

は
な

い
か

。
 

 ●
情

報
保

障
に

つ
い

て
 

・
手

話
の

担
い

手
が

少
な

く
な

っ
て

お
り

、
間

際
に

な
っ

て
依

頼
さ

れ
る

と
予

定
が

重
な

り
入

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

・
手

話
通

訳
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

す
る

た
め

に
県

に
３

回
研

修
に

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

手
話

通
訳

と
生

活
の

ど
ち

ら
か

を
優

先
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

・
障

害
者

差
別

禁
止

法
が

施
行

さ
れ

て
、

合
理

的
配

慮
に

基
づ

い
て

情
報

保
障

も
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
手

話
だ

け
で

な
く

要
約

筆
記

や
点

字

で
も

、
後

継
者

が
少

な
く

て
困

っ
て

い
る

。
行

政
や

社
協

で
も

っ
と

育
成

に
関

し
て

の
啓

発
等

を
し

て
ほ

し
い

。
 

 ●
職

員
研

修
や

他
事

業
所

と
の

連
携

に
つ

い
て

 

・
情

報
交

換
を

し
た

い
た

め
、

よ
そ

の
親

の
会

や
作

業
所

の
情

報
も

知
り

た
い

。
 

・
職

員
を

募
集

し
て

も
集

ま
ら

な
い

。
 

・
職

員
研

修
に

費
用

と
時

間
が

か
か

る
た

め
、

効
率

化
を

図
る

た
め

に
、

職
員

研
修

の
仕

組
み

を
地

域
で

行
え

る
よ

う
検

討
し

て
ほ

し
い

。
 

・
職

員
の

質
を

高
め

る
た

め
に

、
一

カ
月

単
位

で
別

の
事

業
所

で
受

け
入

れ
て

も
ら

う
な

ど
、

相
互

の
研

修
を

行
え

た
ら

い
い

の
で

は
な

い
か

。
 

・
男

性
で

な
い

と
務

ま
ら

な
い

余
暇

活
動

も
あ

る
の

で
、

男
性

の
職

員
の

人
数

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
 

・
作

業
所

同
士

の
横

の
つ

な
が

り
を

も
ち

た
い

。
 

 ●
行

政
へ

の
要

望
 

・
2

0
歳

に
な

る
の

で
年

金
の

手
続

き
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
市

か
ら

詳
し

い
情

報
が

な
い

の
で

、
個

別
に

お
知

ら
せ

が
欲

し
い

。
学

校
に

在

籍
し

て
い

た
と

き
に

は
そ

の
都

度
、

情
報

が
入

っ
て

き
た

が
、

卒
業

し
て

し
ま

う
と

制
度

や
手

続
き

の
仕

方
が

わ
か

ら
な

く
な

る
。

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

や
市

役
所

に
行

け
ば

教
え

て
く

れ
る

が
、

そ
も

そ
も

そ
う

し
た

制
度

が
あ

る
こ

と
自

体
を

知
ら

な
け

れ
ば

行
く

こ
と

も
で

き
な

い
。

 

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
に

行
っ

た
と

き
に

、
気

軽
に

相
談

で
き

る
よ

う
な

雰
囲

気
を

出
し

て
ほ

し
い

。
忙

し
い

か
ら

障
害

者
の

相
談

は
迷

惑
だ

と
い

う
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査
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論
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整
理
 

  
こ

れ
ま

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

踏
ま

え
て

、
茅

野
市

第
三

次
障

害
者

保
健

福
祉

計
画

の
策

定
に

む

け
て

の
課

題
を

踏
ま

え
て

、
い

く
つ

か
の

論
点

を
示

し
て

お
く

。
 

  
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
関

し
て

の
回

答
率

は
、

身
障

手
帳

所
持

者
：

6
9

.1
％

（
6

4
.4

％
）、

精
神

保
健

福
祉

手
帳

所
持

者
：

5
3

.7
％

（
5

8
.4

％
）
、

介
護

者
・

保
護

者
6

2
.4

％
（

5
4

.4
％

）
、

療
育

手
帳

所
持

者
5

6
.4

％
と

、
前

回
と

比
較

し
て

ほ
ぼ

上
昇

し
て

い
る

。
郵

送
調

査
と

し
て

他
市

と
比

較
し

て
も

高
い

回
答

率
で

あ
り

、
関

心
の

高
さ

が
う

か
が

え
る

。
 

 「
療

育
手

帳
の

所
有

者
」

 

 
今

回
は

初
め

て
「

知
的

障
害

者
」

を
対

象
に

し
た

調
査

を
実

施
し

た
。

回
答

者
に

あ
た

っ
て

は
、

本
人

自
身

が
回

答
し

た

も
の

が
4

8
.2

％
（

6
8

人
）

と
最

も
多

か
っ

た
。

本
人

主
体

と
い

う
意

味
か

ら
も

、
本

調
査

を
実

施
し

た
こ

と
は

大
き

な
意

義
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

そ
の

な
か

で
「

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
暮

ら
し

た
い

」
が

最
も

多
く

6
6

.0
％

で
あ

っ
た

。
従

来
か

ら
こ

の
分

野
で

の
、

親
亡

き
後

の
生

活
の

こ
と

が
心

配
さ

れ
、

入
所

施
設

か
ら

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
と

い
う

施
策

の
変

遷
が

あ
っ

た
が

、
今

後
は

「
生

活
の

継
続

」
と

い
う

視
点

か
ら

今
ま

で
と

違
う

支
援

の
在

り
方

も
求

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
は

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査

で
も

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

な
ど

の
試

み
が

提
案

さ
れ

て
い

た
。

一
方

で
8

2
.2

％
の

人
が

家
族

と
同

居
し

て
お

り
、

成
人

期
の

過

ご
し

方
と

し
て

自
立

の
あ

り
方

や
高

齢
に

伴
う

両
親

の
負

担
の

問
題

が
潜

在
化

し
て

い
る

こ
と

も
懸

念
さ

れ
る

。
 

 「
身

体
障

害
者

手
帳

の
所

持
者

」
 

手
帳

所
持

者
の

高
齢

化
が

進
展

し
て

い
る

。
平

成
2

3
年

で
7

2
.3

％
（

参
考

指
標

：
同

年
の

全
国

の
在

宅
の

身
障

者
：

 

6
8

.7
％

)、
今

回
は

6
0

歳
以

上
が

8
5

％
と

、
前

回
よ

り
高

齢
化

率
が

上
昇

し
て

い
る

。
ま

た
全

体
の

約
4

割
が

手
帳

の
 

1
，

2
級

と
重

度
化

し
て

い
る

。
 

今
回

調
査

の
な

か
で

は
、

１
）

災
害

時
の

対
応

：
情

報
、

避
難

方
法

、
避

難
所

生
活

、
復

旧
後

の
生

活
不

安
、

２
）

日
常

に
お

け
る

生
活

の
し

づ
ら

さ
：

と
く

に
買

い
物

支
援

、
交

通
手

段
、

３
）

日
常

生
活

で
障

害
が

あ
る

た
め

に
諦

め
る

こ
と

の

多
さ

：
仕

事
、

ス
ポ

ー
ツ

、
趣

味
、

娯
楽

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

あ
げ

ら
れ

て
い

た
。

 

 「
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

の
所

持
者

」
 

今
回

調
査

の
な

か
で

は
、

1
）

生
活

で
不

安
な

こ
と

：
病

気
の

再
発

や
悪

化
、

経
済

的
な

こ
と

、
親

が
い

な
く

な
っ

た
と

き
の

対
応

、
不

安
を

抱
え

な
が

ら
生

活
す

る
こ

と
の

し
ん

ど
さ

を
訴

え
る

声
が

多
か

っ
た

。
と

く
に

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ

た
と

き
の

対
処

、
ま

た
就

労
へ

の
期

待
と

課
題

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

。
（

約
6

割
が

未
就

労
）

 

ま
た

具
体

的
に

は
、

2
）

医
療

費
の

補
助

（
遠

方
へ

の
通

院
の

交
通

費
含

む
）

や
親

亡
き

後
の

生
活

保
障

、
精

神
障

害
の

理
解

の
啓

発
等

、
災

害
時

の
避

難
生

活
（

集
団

生
活

が
難

し
い

）
が

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

 

 「
保

護
者

・
介

護
者

」
 

 
主

た
る

介
護

者
は

女
性

が
多

く
、

高
齢

化
が

す
す

み
、

健
康

状
態

の
不

調
を

３
割

が
訴

え
、

半
数

以
上

が
疲

れ
を

感
じ

て

 
 

 

  
 

1
1
6 

お
り

、
６

割
以

上
が

睡
眠

不
足

で
あ

る
。

介
護

時
間

は
長

時
間

化
し

て
い

る
。
 

 
「

何
か

あ
っ

た
と

き
に

世
話

を
頼

め
る

人
が

い
な

い
」
（

2
5

.2
％

）
と

多
く

、
ま

た
相

談
し

た
い

と
き

に
「

頼
れ

る
人

が

い
な

い
」
（

2
3

.1
％

）
、

あ
る

い
は

近
隣

と
の

関
係

も
気

を
遣

う
な

ど
難

し
い

一
面

が
う

か
が

え
る

。
保

護
者

・
介

護
者

の
1

/
4

近
く

が
な

ん
ら

か
の

理
由

で
社

会
的

に
孤

立
し

て
い

る
側

面
が

み
ら

れ
る

こ
と

は
大

き
な

課
題

で
あ

る
。

そ
の

際
に

、
相

談
先

と
し

て
最

も
多

い
の

は
「

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

」
で

3
2

.4
％

で
あ

り
、

そ
の

役
割

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
 

 以
下

に
つ

い
て

は
、

特
定

の
障

害
を

問
わ

ず
、

2
つ

の
調

査
結

果
か

ら
共

通
し

て
、

次
期

の
計

画
の

論
点

と
し

て
あ

げ
ら

れ

る
 

 「
支

援
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

」
 

 
①

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

、
市

役
所

、
社

協
、

そ
の

他
と

の
相

談
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 

 
各

所
に

相
談

窓
口

は
整

備
さ

れ
て

き
た

も
の

の
、
「

た
ら

い
回

し
」

に
さ

れ
た

と
い

う
声

が
あ

が
っ

て
い

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

周
知

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
利

用
者

が
不

信
感

を
持

た
な

い
よ

う
な

受
け

止
め

方
、

つ
な

ぎ
方

、
支

援
の

あ
り

方

を
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
最

近
で

は
、

市
内

だ
け

で
は

な
く

、
広

域
の

機
関

や
事

業
所

も
増

え
て

き
た

な
か

で
、

連
携

し
て

支
援

し
て

い
く

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の

あ
り

方
を

検
討

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

6
市

町
村

内
で

の
地

域
間

格
差

を
指

摘
す

る
意

見
も

あ
っ

た
。

 

 
ま

た
今

後
、

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

等
が

重
要

な
機

能
を

果
た

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
が

、
広

域
と

茅
野

市
の

調
整

の

あ
り

方
な

ど
の

課
題

が
あ

る
。

 

  
②

事
業

所
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 
就

労
支

援
事

業
所

を
中

心
に

、
事

業
所

が
増

加
し

て
き

た
。

こ
の

こ
と

は
選

択
肢

が
増

え
た

と
い

う
こ

と
で

評
価

さ
れ

て

い
る

が
、

事
業

所
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

必
要

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

た
。

 

 
具

体
的

に
は

商
品

開
発

、
販

路
拡

大
、

企
業

等
へ

の
働

き
か

け
な

ど
は

単
事

業
所

だ
け

で
は

難
し

く
、

複
数

の
事

業
所

の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
小

規
模

な
事

業
所

に
と

っ
て

、
職

員
研

修
や

人
材

確
保

な
ど

の
面

で
負

担
が

大
き

く
、

こ
う

し

た
面

に
お

い
て

も
事

業
所

間
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

と
い

う
声

が
多

か
っ

た
。

 

 「
サ

ー
ビ

ス
の

質
的

な
継

続
と

変
化

に
応

じ
た

対
応

の
し

く
み

」
に

つ
い

て
 

 
今

回
、

法
改

正
に

も
と

づ
き

個
別

支
援

計
画

が
つ

く
ら

れ
た

こ
と

で
、

相
談

支
援

員
に

対
し

て
の

評
価

が
高

か
っ

た
。

ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

支
援

計
画

を
し

っ
か

り
と

立
て

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

次
の

段
階

で
は

、
支

援
計

画
の

評
価

（
モ

ニ

タ
リ

ン
グ

）
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
に

な
る

。
客

観
性

を
も

っ
た

評
価

が
、

そ
の

人
の

サ
ー

ビ
ス

の
質

を
左

右
す

る
こ

と
か

ら
、

茅
野

市
と

し
て

の
評

価
の

仕
組

み
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

 

 
ま

た
本

人
の

能
力

低
下

や
体

調
等

の
変

化
な

ど
に

よ
っ

て
、

当
該

事
業

所
の

作
業

が
適

さ
な

い
な

ど
の

場
合

が
出

て
く

る
。

あ
る

い
は

職
員

や
利

用
者

間
で

の
人

間
関

係
な

ど
で

う
ま

く
い

か
な

い
と

き
な

ど
も

生
じ

る
。

そ
う

し
た

際
に

、
利

用

者
が

事
業

所
を

変
え

る
と

い
う

こ
と

が
容

易
に

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
と

い
う

意
見

が
複

数
寄

せ
ら

れ
た

。
一

度
、

事

業
所

を
選

択
し

て
し

ま
う

と
他

に
異

動
で

き
に

く
く

な
る

、
あ

る
い

は
情

報
が

十
分

で
な

い
な

か
で

選
択

せ
ざ

る
を

得
な

い

 
 
 
第
６
章
 
障
害
者
団
体
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
概
要
 

  

1
1
3 

 

姿
勢

が
伝

わ
っ

て
く

る
職

員
も

い
る

。
 

・
市

民
へ

の
啓

発
活

動
を

継
続

的
に

行
っ

て
ほ

し
い

。
 

・
以

前
は

社
協

を
中

心
に

福
祉

教
育

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
た

が
、

最
近

は
あ

ま
り

そ
う

い
う

話
を

聞
か

な
く

な
っ

た
。

福
祉

教
育

は
と

て
も

大
事

だ

と
思

う
が

、
教

育
委

員
会

や
学

校
は

き
ち

ん
と

認
識

し
て

い
る

の
か

。
 

・
も

っ
と

保
健

師
の

人
た

ち
が

各
地

区
に

ど
ん

な
人

が
い

て
ど

の
よ

う
な

状
態

で
い

る
の

か
を

把
握

し
て

ほ
し

い
。

 

・
企

業
へ

の
働

き
か

け
を

し
て

ほ
し

い
 

・
障

害
福

祉
計

画
を

つ
く

る
中

で
、

漠
然

と
し

た
理

念
先

行
の

目
標

で
は

な
く

、
具

体
的

に
整

備
目

標
を

た
て

て
ほ

し
い

。
 

・
行

政
や

関
連

す
る

仕
事

を
優

先
的

に
発

注
し

た
り

、
確

保
す

る
よ

う
な

と
り

く
み

を
も

っ
と

積
極

的
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
ニ

ー
ズ

が
多

い
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を

市
内

に
増

や
す

よ
う

に
、

政
策

的
に

誘
導

し
て

ほ
し

い
。

 

・
施

設
を

自
分

た
ち

で
探

し
て

、
お

願
い

し
て

体
験

し
て

決
め

る
と

い
う

今
の

仕
組

み
は

、
保

護
者

の
負

担
が

大
き

い
。

 

・
特

別
支

援
学

校
の

卒
業

後
の

居
場

所
が

あ
っ

て
ほ

し
い

。
 

・
諏

訪
養

護
学

校
の

寄
宿

舎
に

入
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

、
早

い
時

期
に

分
か

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 

・
就

労
し

て
か

ら
の

余
暇

活
動

の
受

け
皿

を
行

政
と

し
て

増
や

し
て

ほ
し

い
。

 

・
市

で
も

障
害

者
の

使
え

る
施

設
を

紙
で

分
か

る
よ

う
に

し
て

情
報

提
供

し
て

ほ
し

い
。

な
ん

で
も

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
い

う
の

は
困

る
。

 

・
茅

野
市

の
地

域
福

祉
は

進
ん

で
い

る
が

、
他

の
市

と
の

地
域

間
格

差
が

な
い

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
茅

野
市

で
利

用
で

き
て

も
よ

そ
で

は
利

用
で

き

な
い

こ
と

も
あ

る
。

 

・
障

害
者

保
健

福
祉

計
画

を
茅

野
市

だ
け

で
は

く
、

諏
訪

、
岡

谷
も

含
め

た
諏

訪
広

域
で

策
定

し
て

ほ
し

い
。

 

・
茅

野
市

の
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
な

ど
優

れ
た

し
く

み
を

ぜ
ひ

他
市

に
も

広
げ

て
ほ

し
い

。
 

・
障

害
者

理
解

が
深

ま
る

啓
発

活
動

を
積

極
的

に
実

施
し

て
ほ

し
い

。
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

研
修

を
し

て
ほ

し
い

。
 

・
障

害
者

が
安

心
し

て
利

用
で

き
る

プ
ー

ル
、

温
泉

、
体

育
館

な
ど

の
施

設
整

備
が

必
要

。
少

な
く

て
も

職
員

や
指

導
者

へ
の

研
修

が
必

要
で

は
な

い
か

。
 

・
施

設
な

ど
を

建
設

し
た

り
、

新
規

事
業

を
立

ち
上

げ
る

と
き

に
、

行
政

か
ら

も
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

が
ほ

し
い

。
 

・
行

政
か

ら
来

る
書

類
を

簡
素

化
し

て
、

子
ど

も
た

ち
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

今
の

書
類

は
専

門
職

し
か

わ
か

ら
な

い
よ

う
な

文
書

の

内
容

。
保

護
者

だ
っ

て
読

ん
で

も
何

が
説

明
さ

れ
て

い
る

の
か

わ
か

ら
な

い
。

 
 

・
選

挙
の

時
、

そ
れ

ぞ
れ

の
候

補
者

の
具

体
的

な
施

策
を

分
か

り
や

す
く

解
説

し
て

ほ
し

い
。

今
の

選
挙

広
報

紙
で

は
難

し
く

て
わ

か
り

に
く

い
。

 

・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
、

市
役

所
、

社
協

が
も

っ
と

連
携

し
て

ほ
し

い
。

相
談

や
手

続
き

に
よ

っ
て

は
た

ら
い

回
し

に
な

る
こ

と
も

あ
る

。
 

・
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
の

管
理

を
誰

が
し

て
く

れ
る

の
か

。
 

・
音

声
情

報
に

つ
い

て
は

、
い

つ
ま

で
も

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
で

は
な

く
、

C
D

や
デ

ー
タ

な
ど

に
し

て
配

信
し

て
く

れ
る

と
あ

り
が

た
い

。
も

ち
ろ

ん
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

の
方

が
い

い
人

も
い

る
の

で
、

個
別

対
応

し
て

ほ
し

い
。

 

・
タ

イ
ム

ケ
ア

が
３

０
０

時
間

し
か

な
く

、
長

期
休

暇
は

タ
イ

ム
ケ

ア
で

は
足

り
な

い
。
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 と
い

う
状

況
に

対
し

て
の

改
善

策
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 「
送

迎
」

と
い

う
移

動
保

障
に

つ
い

て
 

 
障

害
種

別
を

問
わ

ず
、
「

送
迎

」
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

が
多

数
寄

せ
ら

れ
た

。
茅

野
市

内
で

の
生

活
の

な
か

で
、

移
動

保
障

が
重

要
で

あ
る

一
方

、
そ

れ
が

う
ま

く
機

能
し

て
い

な
い

恐
れ

が
あ

る
。

障
害

だ
け

の
こ

と
で

は
な

く
、

高
齢

者
も

含
め

て

の
こ

と
で

あ
る

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
路

線
や

運
行

計
画

等
が

障
害

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

て
い

な
い

の
か

も
し

れ
な

い
。

 

 
作

業
所

等
へ

の
通

勤
や

帰
宅

の
時

間
帯

、
土

日
な

ど
休

日
の

運
行

、
活

動
圏

域
は

広
い

の
で

近
隣

市
町

と
の

接
続

な
ど

の

課
題

が
あ

る
。

た
だ

し
こ

れ
ら

を
す

べ
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

だ
け

で
解

決
で

き
る

か
は

難
し

く
、

移
動

保
障

と
し

て
の

送

迎
支

援
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 「
余

暇
」

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
 

 
余

暇
支

援
に

つ
い

て
は

、
以

前
の

調
査

か
ら

も
指

摘
さ

れ
て

い
た

が
、

二
次

計
画

上
あ

ま
り

改
善

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

の

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
と

く
に

体
育

施
設

（
プ

ー
ル

な
ど

）
へ

の
要

望
が

多
く

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

期
待

が
高

い
。

健
康

増
進

も
含

め
て

検

討
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
公

民
館

活
動

へ
の

参
加

、
職

場
（

作
業

所
）

と
自

宅
だ

け
の

往
復

で
は

な
く

、
障

害
が

あ
っ

て
も

立
ち

寄
れ

る
居

場
所

の

確
保

と
い

っ
た

要
望

も
多

か
っ

た
。

ま
た

週
末

の
過

ご
し

方
と

し
て

親
以

外
の

人
た

ち
と

多
用

な
経

験
が

で
き

る
よ

う
に

し

た
い

、
し

て
ほ

し
い

と
い

う
本

人
、

家
族

の
意

見
も

多
い

。
 

 「
1

8
歳

か
ら

2
0

歳
の

は
ざ

ま
の

支
援

」
に

つ
い

て
 

 
特

別
支

援
学

校
等

に
在

籍
中

は
、

い
ろ

い
ろ

な
情

報
提

供
が

あ
っ

た
の

に
、

卒
業

後
は

情
報

提
供

だ
け

で
は

な
く

、
な

ん

ら
フ

ォ
ロ

ー
が

な
い

こ
と

へ
の

不
安

や
要

望
が

多
く

寄
せ

ら
れ

た
。

2
0

歳
を

過
ぎ

る
と

書
類

が
多

く
届

く
こ

と
も

あ
り

、

逆
に

混
乱

す
る

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
。

卒
業

後
か

ら
2

0
歳

と
い

っ
た

期
間

の
支

援
が

丁
寧

に
行

わ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

 「
権

利
擁

護
、

合
理

的
配

慮
」

に
つ

い
て

 

 
成

年
後

見
制

度
等

に
対

す
る

関
心

は
高

い
が

、
今

は
ま

だ
不

要
と

い
う

意
見

も
多

い
。

先
述

し
た

よ
う

に
、

茅
野

市
の

場

合
、

親
と

の
同

居
率

が
高

い
た

め
、

親
が

健
在

の
あ

い
だ

は
不

要
と

考
え

て
い

る
こ

と
が

多
い

。
た

だ
親

の
高

齢
化

に
伴

い
、

そ
の

必
要

性
が

切
迫

し
て

く
る

。
と

こ
ろ

が
具

体
的

な
内

容
が

わ
か

り
に

く
い

た
め

、
利

用
に

つ
な

が
ら

な
い

と
い

う

ケ
ー

ス
も

あ
る

と
の

こ
と

。
 

 
ま

た
な

か
に

は
、

障
害

者
本

人
で

は
な

く
、

親
の

認
知

症
が

進
行

し
て

い
る

な
ど

親
の

介
護

に
携

わ
る

中
で

、
権

利
擁

護

の
必

要
性

を
感

じ
て

い
る

人
も

生
じ

て
い

る
。

そ
う

し
た

人
た

ち
へ

の
制

度
の

説
明

や
使

い
や

す
い

運
用

に
つ

い
て

検
討

し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
ま

た
障

害
者

差
別

解
消

法
が

施
行

さ
れ

、
合

理
的

配
慮

が
求

め
ら

れ
て

い
る

が
、

情
報

保
障

な
ど

具
体

的
に

と
ら

え
て

い

く
必

要
が

あ
る

。
そ

れ
に

伴
い

、
商

業
施

設
も

含
め

て
事

業
者

な
ど

へ
の

働
き

か
け

が
不

可
欠

で
あ

る
。

 

 

 
 

 

  
 

1
1
8 

「
啓

発
、

福
祉

教
育

、
身

近
な

地
域

で
の

関
わ

り
」

に
つ

い
て

 

 
茅

野
市

全
体

と
い

う
よ

り
も

、
よ

り
身

近
な

地
域

で
の

啓
発

活
動

や
福

祉
教

育
を

求
め

る
声

が
多

か
っ

た
。

近
隣

と
の

ト

ラ
ブ

ル
を

含
め

て
、

地
域

住
民

の
理

解
や

日
常

的
な

か
か

わ
り

が
必

要
と

の
意

見
が

多
か

っ
た

。
そ

の
な

か
に

は
災

害
時

の

支
援

も
含

め
て

近
隣

と
の

関
係

を
よ

く
し

て
お

き
た

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
が

、
そ

う
し

た
側

面
へ

の
施

策
や

専
門

職
か

ら

の
働

き
か

け
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 
ま

た
こ

う
し

た
福

祉
意

識
の

向
上

は
、

幼
少

期
か

ら
の

学
修

が
不

可
欠

で
あ

り
、

以
前

に
比

べ
て

茅
野

市
の

福
祉

教
育

が

停
滞

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
指

摘
も

あ
っ

た
。

教
育

委
員

会
や

学
校

と
の

連
携

も
含

め
て

、
福

祉
教

育
の

推
進

の

あ
り

方
を

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

以
上
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第
７
章
 
各
種
調
査
か
ら
の
論
点
整
理
 

  
こ

れ
ま

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
を

踏
ま

え
て

、
茅

野
市

第
三

次
障

害
者

保
健

福
祉

計
画

の
策

定
に

む

け
て

の
課

題
を

踏
ま

え
て

、
い

く
つ

か
の

論
点

を
示

し
て

お
く

。
 

  
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
関

し
て

の
回

答
率

は
、

身
障

手
帳

所
持

者
：

6
9

.1
％

（
6

4
.4

％
）、

精
神

保
健

福
祉

手
帳

所
持

者
：

5
3

.7
％

（
5

8
.4

％
）
、

介
護

者
・

保
護

者
6

2
.4

％
（

5
4

.4
％

）
、

療
育

手
帳

所
持

者
5

6
.4

％
と

、
前

回
と

比
較

し
て

ほ
ぼ

上
昇

し
て

い
る

。
郵

送
調

査
と

し
て

他
市

と
比

較
し

て
も

高
い

回
答

率
で

あ
り

、
関

心
の

高
さ

が
う

か
が

え
る

。
 

 「
療

育
手

帳
の

所
有

者
」

 

 
今

回
は

初
め

て
「

知
的

障
害

者
」

を
対

象
に

し
た

調
査

を
実

施
し

た
。

回
答

者
に

あ
た

っ
て

は
、

本
人

自
身

が
回

答
し

た

も
の

が
4

8
.2

％
（

6
8

人
）

と
最

も
多

か
っ

た
。

本
人

主
体

と
い

う
意

味
か

ら
も

、
本

調
査

を
実

施
し

た
こ

と
は

大
き

な
意

義
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
 

そ
の

な
か

で
「

今
ま

で
と

同
じ

よ
う

に
暮

ら
し

た
い

」
が

最
も

多
く

6
6

.0
％

で
あ

っ
た

。
従

来
か

ら
こ

の
分

野
で

の
、

親
亡

き
後

の
生

活
の

こ
と

が
心

配
さ

れ
、

入
所

施
設

か
ら

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
と

い
う

施
策

の
変

遷
が

あ
っ

た
が

、
今

後
は

「
生

活
の

継
続

」
と

い
う

視
点

か
ら

今
ま

で
と

違
う

支
援

の
在

り
方

も
求

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
は

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査

で
も

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

な
ど

の
試

み
が

提
案

さ
れ

て
い

た
。

一
方

で
8

2
.2

％
の

人
が

家
族

と
同

居
し

て
お

り
、

成
人

期
の

過

ご
し

方
と

し
て

自
立

の
あ

り
方

や
高

齢
に

伴
う

両
親

の
負

担
の

問
題

が
潜

在
化

し
て

い
る

こ
と

も
懸

念
さ

れ
る

。
 

 「
身

体
障

害
者

手
帳

の
所

持
者

」
 

手
帳

所
持

者
の

高
齢

化
が

進
展

し
て

い
る

。
平

成
2

3
年

で
7

2
.3

％
（

参
考

指
標

：
同

年
の

全
国

の
在

宅
の

身
障

者
：

 

6
8

.7
％

)、
今

回
は

6
0

歳
以

上
が

8
5

％
と

、
前

回
よ

り
高

齢
化

率
が

上
昇

し
て

い
る

。
ま

た
全

体
の

約
4

割
が

手
帳

の
 

1
，

2
級

と
重

度
化

し
て

い
る

。
 

今
回

調
査

の
な

か
で

は
、

１
）

災
害

時
の

対
応

：
情

報
、

避
難

方
法

、
避

難
所

生
活

、
復

旧
後

の
生

活
不

安
、

２
）

日
常

に
お

け
る

生
活

の
し

づ
ら

さ
：

と
く

に
買

い
物

支
援

、
交

通
手

段
、

３
）

日
常

生
活

で
障

害
が

あ
る

た
め

に
諦

め
る

こ
と

の

多
さ

：
仕

事
、

ス
ポ

ー
ツ

、
趣

味
、

娯
楽

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

あ
げ

ら
れ

て
い

た
。

 

 「
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

の
所

持
者

」
 

今
回

調
査

の
な

か
で

は
、

1
）

生
活

で
不

安
な

こ
と

：
病

気
の

再
発

や
悪

化
、

経
済

的
な

こ
と

、
親

が
い

な
く

な
っ

た
と

き
の

対
応

、
不

安
を

抱
え

な
が

ら
生

活
す

る
こ

と
の

し
ん

ど
さ

を
訴

え
る

声
が

多
か

っ
た

。
と

く
に

急
に

具
合

が
悪

く
な

っ

た
と

き
の

対
処

、
ま

た
就

労
へ

の
期

待
と

課
題

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

。
（

約
6

割
が

未
就

労
）

 

ま
た

具
体

的
に

は
、

2
）

医
療

費
の

補
助

（
遠

方
へ

の
通

院
の

交
通

費
含

む
）

や
親

亡
き

後
の

生
活

保
障

、
精

神
障

害
の

理
解

の
啓

発
等

、
災

害
時

の
避

難
生

活
（

集
団

生
活

が
難

し
い

）
が

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

 

 「
保

護
者

・
介

護
者

」
 

 
主

た
る

介
護

者
は

女
性

が
多

く
、

高
齢

化
が

す
す

み
、

健
康

状
態

の
不

調
を

３
割

が
訴

え
、

半
数

以
上

が
疲

れ
を

感
じ

て
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お
り

、
６

割
以

上
が

睡
眠

不
足

で
あ

る
。

介
護

時
間

は
長

時
間

化
し

て
い

る
。
 

 
「

何
か

あ
っ

た
と

き
に

世
話

を
頼

め
る

人
が

い
な

い
」
（

2
5

.2
％

）
と

多
く

、
ま

た
相

談
し

た
い

と
き

に
「

頼
れ

る
人

が

い
な

い
」
（

2
3

.1
％

）
、

あ
る

い
は

近
隣

と
の

関
係

も
気

を
遣

う
な

ど
難

し
い

一
面

が
う

か
が

え
る

。
保

護
者

・
介

護
者

の
1

/
4

近
く

が
な

ん
ら

か
の

理
由

で
社

会
的

に
孤

立
し

て
い

る
側

面
が

み
ら

れ
る

こ
と

は
大

き
な

課
題

で
あ

る
。

そ
の

際
に

、
相

談
先

と
し

て
最

も
多

い
の

は
「

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

」
で

3
2

.4
％

で
あ

り
、

そ
の

役
割

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
 

 以
下

に
つ

い
て

は
、

特
定

の
障

害
を

問
わ

ず
、

2
つ

の
調

査
結

果
か

ら
共

通
し

て
、

次
期

の
計

画
の

論
点

と
し

て
あ

げ
ら

れ

る
 

 「
支

援
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

」
 

 
①

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

、
市

役
所

、
社

協
、

そ
の

他
と

の
相

談
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 

 
各

所
に

相
談

窓
口

は
整

備
さ

れ
て

き
た

も
の

の
、
「

た
ら

い
回

し
」

に
さ

れ
た

と
い

う
声

が
あ

が
っ

て
い

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

周
知

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
利

用
者

が
不

信
感

を
持

た
な

い
よ

う
な

受
け

止
め

方
、

つ
な

ぎ
方

、
支

援
の

あ
り

方

を
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
最

近
で

は
、

市
内

だ
け

で
は

な
く

、
広

域
の

機
関

や
事

業
所

も
増

え
て

き
た

な
か

で
、

連
携

し
て

支
援

し
て

い
く

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の

あ
り

方
を

検
討

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

6
市

町
村

内
で

の
地

域
間

格
差

を
指

摘
す

る
意

見
も

あ
っ

た
。

 

 
ま

た
今

後
、

障
害

者
自

立
支

援
協

議
会

等
が

重
要

な
機

能
を

果
た

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
が

、
広

域
と

茅
野

市
の

調
整

の

あ
り

方
な

ど
の

課
題

が
あ

る
。

 

  
②

事
業

所
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 
就

労
支

援
事

業
所

を
中

心
に

、
事

業
所

が
増

加
し

て
き

た
。

こ
の

こ
と

は
選

択
肢

が
増

え
た

と
い

う
こ

と
で

評
価

さ
れ

て

い
る

が
、

事
業

所
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

必
要

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

た
。

 

 
具

体
的

に
は

商
品

開
発

、
販

路
拡

大
、

企
業

等
へ

の
働

き
か

け
な

ど
は

単
事

業
所

だ
け

で
は

難
し

く
、

複
数

の
事

業
所

の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
小

規
模

な
事

業
所

に
と

っ
て

、
職

員
研

修
や

人
材

確
保

な
ど

の
面

で
負

担
が

大
き

く
、

こ
う

し

た
面

に
お

い
て

も
事

業
所

間
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

と
い

う
声

が
多

か
っ

た
。

 

 「
サ

ー
ビ

ス
の

質
的

な
継

続
と

変
化

に
応

じ
た

対
応

の
し

く
み

」
に

つ
い

て
 

 
今

回
、

法
改

正
に

も
と

づ
き

個
別

支
援

計
画

が
つ

く
ら

れ
た

こ
と

で
、

相
談

支
援

員
に

対
し

て
の

評
価

が
高

か
っ

た
。

ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

支
援

計
画

を
し

っ
か

り
と

立
て

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

次
の

段
階

で
は

、
支

援
計

画
の

評
価

（
モ

ニ

タ
リ

ン
グ

）
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
に

な
る

。
客

観
性

を
も

っ
た

評
価

が
、

そ
の

人
の

サ
ー

ビ
ス

の
質

を
左

右
す

る
こ

と
か

ら
、

茅
野

市
と

し
て

の
評

価
の

仕
組

み
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

 

 
ま

た
本

人
の

能
力

低
下

や
体

調
等

の
変

化
な

ど
に

よ
っ

て
、

当
該

事
業

所
の

作
業

が
適

さ
な

い
な

ど
の

場
合

が
出

て
く

る
。

あ
る

い
は

職
員

や
利

用
者

間
で

の
人

間
関

係
な

ど
で

う
ま

く
い

か
な

い
と

き
な

ど
も

生
じ

る
。

そ
う

し
た

際
に

、
利

用

者
が

事
業

所
を

変
え

る
と

い
う

こ
と

が
容

易
に

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
と

い
う

意
見

が
複

数
寄

せ
ら

れ
た

。
一

度
、

事

業
所

を
選

択
し

て
し

ま
う

と
他

に
異

動
で

き
に

く
く

な
る

、
あ

る
い

は
情

報
が

十
分

で
な

い
な

か
で

選
択

せ
ざ

る
を

得
な

い
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 と
い

う
状

況
に

対
し

て
の

改
善

策
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

 「
送

迎
」

と
い

う
移

動
保

障
に

つ
い

て
 

 
障

害
種

別
を

問
わ

ず
、
「

送
迎

」
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

が
多

数
寄

せ
ら

れ
た

。
茅

野
市

内
で

の
生

活
の

な
か

で
、

移
動

保
障

が
重

要
で

あ
る

一
方

、
そ

れ
が

う
ま

く
機

能
し

て
い

な
い

恐
れ

が
あ

る
。

障
害

だ
け

の
こ

と
で

は
な

く
、

高
齢

者
も

含
め

て

の
こ

と
で

あ
る

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
路

線
や

運
行

計
画

等
が

障
害

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

て
い

な
い

の
か

も
し

れ
な

い
。

 

 
作

業
所

等
へ

の
通

勤
や

帰
宅

の
時

間
帯

、
土

日
な

ど
休

日
の

運
行

、
活

動
圏

域
は

広
い

の
で

近
隣

市
町

と
の

接
続

な
ど

の

課
題

が
あ

る
。

た
だ

し
こ

れ
ら

を
す

べ
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

だ
け

で
解

決
で

き
る

か
は

難
し

く
、

移
動

保
障

と
し

て
の

送

迎
支

援
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

 「
余

暇
」

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
 

 
余

暇
支

援
に

つ
い

て
は

、
以

前
の

調
査

か
ら

も
指

摘
さ

れ
て

い
た

が
、

二
次

計
画

上
あ

ま
り

改
善

が
見

ら
れ

な
か

っ
た

の

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
と

く
に

体
育

施
設

（
プ

ー
ル

な
ど

）
へ

の
要

望
が

多
く

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

期
待

が
高

い
。

健
康

増
進

も
含

め
て

検

討
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
公

民
館

活
動

へ
の

参
加

、
職

場
（

作
業

所
）

と
自

宅
だ

け
の

往
復

で
は

な
く

、
障

害
が

あ
っ

て
も

立
ち

寄
れ

る
居

場
所

の

確
保

と
い

っ
た

要
望

も
多

か
っ

た
。

ま
た

週
末

の
過

ご
し

方
と

し
て

親
以

外
の

人
た

ち
と

多
用

な
経

験
が

で
き

る
よ

う
に

し

た
い

、
し

て
ほ

し
い

と
い

う
本

人
、

家
族

の
意

見
も

多
い

。
 

 「
1

8
歳

か
ら

2
0

歳
の

は
ざ

ま
の

支
援

」
に

つ
い

て
 

 
特

別
支

援
学

校
等

に
在

籍
中

は
、

い
ろ

い
ろ

な
情

報
提

供
が

あ
っ

た
の

に
、

卒
業

後
は

情
報

提
供

だ
け

で
は

な
く

、
な

ん

ら
フ

ォ
ロ

ー
が

な
い

こ
と

へ
の

不
安

や
要

望
が

多
く

寄
せ

ら
れ

た
。

2
0

歳
を

過
ぎ

る
と

書
類

が
多

く
届

く
こ

と
も

あ
り

、

逆
に

混
乱

す
る

と
い

う
意

見
も

あ
っ

た
。

卒
業

後
か

ら
2

0
歳

と
い

っ
た

期
間

の
支

援
が

丁
寧

に
行

わ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

 「
権

利
擁

護
、

合
理

的
配

慮
」

に
つ

い
て

 

 
成

年
後

見
制

度
等

に
対

す
る

関
心

は
高

い
が

、
今

は
ま

だ
不

要
と

い
う

意
見

も
多

い
。

先
述

し
た

よ
う

に
、

茅
野

市
の

場

合
、

親
と

の
同

居
率

が
高

い
た

め
、

親
が

健
在

の
あ

い
だ

は
不

要
と

考
え

て
い

る
こ

と
が

多
い

。
た

だ
親

の
高

齢
化

に
伴

い
、

そ
の

必
要

性
が

切
迫

し
て

く
る

。
と

こ
ろ

が
具

体
的

な
内

容
が

わ
か

り
に

く
い

た
め

、
利

用
に

つ
な

が
ら

な
い

と
い

う

ケ
ー

ス
も

あ
る

と
の

こ
と

。
 

 
ま

た
な

か
に

は
、

障
害

者
本

人
で

は
な

く
、

親
の

認
知

症
が

進
行

し
て

い
る

な
ど

親
の

介
護

に
携

わ
る

中
で

、
権

利
擁

護

の
必

要
性

を
感

じ
て

い
る

人
も

生
じ

て
い

る
。

そ
う

し
た

人
た

ち
へ

の
制

度
の

説
明

や
使

い
や

す
い

運
用

に
つ

い
て

検
討

し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
ま

た
障

害
者

差
別

解
消

法
が

施
行

さ
れ

、
合

理
的

配
慮

が
求

め
ら

れ
て

い
る

が
、

情
報

保
障

な
ど

具
体

的
に

と
ら

え
て

い

く
必

要
が

あ
る

。
そ

れ
に

伴
い

、
商

業
施

設
も

含
め

て
事

業
者

な
ど

へ
の

働
き

か
け

が
不

可
欠

で
あ

る
。

 

 

 
 

 

  
 

1
1
8 

「
啓

発
、

福
祉

教
育

、
身

近
な

地
域

で
の

関
わ

り
」

に
つ

い
て

 

 
茅

野
市

全
体

と
い

う
よ

り
も

、
よ

り
身

近
な

地
域

で
の

啓
発

活
動

や
福

祉
教

育
を

求
め

る
声

が
多

か
っ

た
。

近
隣

と
の

ト

ラ
ブ

ル
を

含
め

て
、

地
域

住
民

の
理

解
や

日
常

的
な

か
か

わ
り

が
必

要
と

の
意

見
が

多
か

っ
た

。
そ

の
な

か
に

は
災

害
時

の

支
援

も
含

め
て

近
隣

と
の

関
係

を
よ

く
し

て
お

き
た

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
が

、
そ

う
し

た
側

面
へ

の
施

策
や

専
門

職
か

ら

の
働

き
か

け
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

 
ま

た
こ

う
し

た
福

祉
意

識
の

向
上

は
、

幼
少

期
か

ら
の

学
修

が
不

可
欠

で
あ

り
、

以
前

に
比

べ
て

茅
野

市
の

福
祉

教
育

が

停
滞

し
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
指

摘
も

あ
っ

た
。

教
育

委
員

会
や

学
校

と
の

連
携

も
含

め
て

、
福

祉
教

育
の

推
進

の

あ
り

方
を

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

以
上

 

 

                          

第
２
次

茅
野

市
障

害
者

保
健

福
祉

計
画

　
課

題
別

施
策

の
実

績
・
評

価
表

第
１
章

　
福

祉
サ
ー

ビ
ス
の
更

な
る
充

実
と
体

制
整

備
（
生

活
支

援
）

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

障
害

者
総

合
支

援
法

の
情

報
提

供

サ
ー

ビ
ス

実
施

体
制

と
選

択
肢

の
確

保

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
開

設
に

向
け

て
の

調
整

施
設

整
備

に
対

す
る

支
援

関
係

者
の

学
習

会
・
研

修
の

計
画

健
康

福
祉

部

今
後

の
計

画

細
か
な
制

度
改

正
等

に
も
対

応
で
き

る
よ
う
、
情

報
提

供
の
方

法
を
検

討
し
、
周

知
の
徹

底
を
図

り
ま
す

。

引
き
続

き
最

新
の

登
録

状
況

に
つ

い
て
情

報
提

供
に
努

め
ま
す

。
ま
た
、
事

業
者

と
の
連

携
強

化
を
進

め
ま
す

。

圏
域

の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に
調

整
を
図

り
ま
す

。

圏
域

の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に
調

整
を
図

り
ま
す

。
ま

た
、
こ
の
街

福
祉

会
が
整

備
し
た
障

害
児

通
所

施
設

「
こ
の
街

き
っ
ず

学
園

」
に
対

し
、
諏

訪
圏

域
６
市

町
村

の
負

担
分

と
し
て
補

助
す

る
予

定
で

す
。

今
後

の
計

画

整
備

・
充

実
充

　
　
実

継
続

実
施

3

計
画
・
検
討

2

充
　
　
実

連
携

強
化

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
の
更

な
る
開

設
に
向

け
て
圏

域
を
中

心
に
調

整
を
図

る
と
と
も
に
、
事

業
の
開

設
や

運
営

に
対

す
る
公

的
支

援
の
あ
り
方

に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
ま
た
、
「
親

亡
き
後

も
自

宅
で
暮

ら
し
た
い
」
と
い
う
希

望
の
方

に
は
、
在

宅
サ
ー

ビ
ス
の
充

実
や

制
度

の
組

み
合

わ
せ

等
の
仕

組
み

を
検

討
し
、
で
き
る
だ
け
長

く
生

活
を
継

続
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す

。

充
　
　
実

充
　
　
実

1
障

害
者

総
合

支
援

法
に
つ

い
て
当

事
者

や
家

族
及

び
サ
ー

ビ
ス
提

供
事

業
者

等
、
関

わ
る
す

べ
て
の
人

々
に

対
し
情

報
提

供
の
充

実
し
制

度
の
周

知
徹

底
を
図

り
ま

す
。

サ
ー

ビ
ス
提

供
機

関
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強

化
し
、
サ
ー

ビ
ス
実
施
体
制
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
選
択
肢
の
確
保

に
努

め
ま
す

。

充
　
　
実

実
　
　
施

充
　
　
実

「
諏

訪
圏

域
基

盤
整

備
計

画
」
を
基

に
サ
ー

ビ
ス
事

業
所

等
施

設
整

備
が
さ
ら
に
進

む
よ
う
６
市

町
村

と
調

整
し
、
諏

訪
地

域
障

害
福

祉
自

立
支

援
協

議
会

の
議

論
等

を
通

し
て
、
県

や
事

業
者

に
対

し
働

き
か
け
を
行

い
ま
す

。

施
設

整
備

等
へ
の
補

助

計
画

・
実

行

4
支

　
　
援

5
障

害
福

祉
に
関

わ
る
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確

保
と
質

の
向

上
の
た
め
、
関

係
者

の
学

習
会

や
研

修
を
計

画
し
実

行
し

ま
す

。

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

支
　
　
援

担
当
部
署

圏
域

の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に
調

整
を
図

り
ま
す

。

H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
県

補
助

金
制

度
を
利

用
し
た
施

設
整

備
に
つ

い
て
、

依
頼

に
応

じ
て
市

町
村

の
意

見
書

を
提

出
し
ま
し

た
。

パ
ン
フ
等

配
布

窓
口

で
の

周
知

等

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
日

常
の
相

談
活

動
を
通

じ
て
、
当

事
者

や
家

族
へ

随
時

情
報

提
供

を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

の
H
P
に

概
要

を
掲

載
し
ま
し
た
。

細
か
な
制

度
改

正
等

に
も
対

応
で
き
る

よ
う
、
情
報
提
供
の

方
法

を
検

討
し
、

周
知

の
徹

底
を
図

り
ま
す

。

引
き
続

き
最

新
の

登
録

状
況

に
つ

い
て
情

報
提

供
に
努

め
ま
す

。
ま
た
、
事

業
者

と
の
連

携
強

化
を
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
サ
ー

ビ
ス
提

供
で
き
る
事

業
者

の
一

覧
表

（
障

害
福

祉
の
し
お

り
）
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

の
場

を
利

用
し
、
地

元
の
サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の
現

状
や

課
題

等
を
直

接
お

聞
き
し
、
連

携
強

化
に
努

め
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
と
ケ
ア
ホ
ー

ム
の
一

元
化

に
向

け
て
、
事

業
所

へ
の
情

報
提

供
や

支
給

決
定

手
続

き
の
準

備
等

を
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
施

設
整

備
の
た

め
の
県

補
助

金
制

度
に
つ

い
て
事

業
者

へ
の
情

報
提

供
に
努

め
ま
し
た
。

圏
域

の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に
調

整
を
図

り
ま
す

。

継
続

実
施

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
関

係
者

に
向

け
て
下

記
の
研

修
を
行

い
ま
し
た
。

・
H
2
4
.7
.1
0
　
「
第
２
次
ビ
ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
の
推
進
に

向
け
て
」

　
日

本
福

祉
大

学
　
原

田
正

樹
先

生
　
出

席
者

：
市

・
社

協
職

員
3
4
名

・
H
2
4
.1
0
.6
～

1
0
.7
　
合

同
地

域
福

祉
実

践
研

究
会

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
各

市
の
地

域
福

祉
実

践
先

進
事

例
」

　
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
」

　
　
厚

生
労

働
省

地
域

福
祉

専
門

員
　
中

島
修

先
生

市
・
社

協
職

員
2
1
名

出
席

・
H
2
5
.3
.1
9
「
障

害
者

虐
待

の
対

応
に
つ

い
て
」

　
講

師
　
社

会
福

祉
法

人
か
り
が
ね

福
祉

会
　
小

林
彰

先
生

　
出

席
者

：
2
9
名

・
H
2
5
.6
.1
0
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
第

2
次

福
祉

2
1
ビ
ー

ナ
ス
プ
ラ
ン
と
各

分
野

別
計

画
の
位

置
付

け
・
第

2
次

障
害

者
保

健
福

祉
計

画
」

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
3
名

、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

　
原

田
正

樹
先

生
　
出

席
者

：
5
7
名

・
H
2
5
.8
.1
9
　
第

1
回

事
例

検
討

研
修

　
半

田
市

社
会

福
祉

協
議

会
ま
ち
づ

く
り
課

　
前

山
憲

一
先

生
　
出

席
者

　
3
7
名

・
H
2
5
.1
0
.2
1
　
第

2
回

事
例

検
討

研
修

　
　
原

田
正

樹
先

生
　
出

席
者

　
3
2
名

・
H
2
5
.1
2
.1
6
　
第

3
回

事
例

検
討

研
修

　
　
原

田
正

樹
先

生
　
出

席
者

　
2
2
名

H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
日

常
の
相

談
活

動
を
通

じ
て
、
当

事
者

や
家

族
へ

随
時

情
報

提
供

を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

の
H
P
に

概
要

を
掲

載
し
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
サ
ー

ビ
ス
提

供
で
き
る
事

業
者

の
一

覧
表

（
障

害
福

祉
の
し
お

り
）
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

の
場

を
利

用
し
、
地

元
の
サ
ー

ビ
ス
事

業
者

の
現

状
や

課
題

等
を
直

接
お

聞
き
し
、
連

携
強

化
に
努

め
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
施

設
整

備
の
た
め
の
県

補
助

金
制

度
に
つ

い
て
事

業
者

へ
の
情

報
提

供
に
努

め
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
県

補
助

金
制

度
を
利

用
し
た
施

設
整

備
に
つ

い
て
、

依
頼

に
応

じ
て
市

町
村

の
意

見
書

を
提

出
し
ま
し

た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
関

係
者

に
向

け
て
下

記
の
研

修
を
行

い
ま
し
た
。

・
H
2
6
.6
.9
　
「
福
祉
2
1
ビ
ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
と
福
祉
施
策

の
動

向
」

　
講

師
　
日

本
地

域
福

祉
研

究
所

　
原

田
正

樹
先

生
　
出

席
者

　
：
　
市

・
社

協
職

員
3
6
名

・
H
2
7
.1
.2
7
「
権

利
擁

護
業

務
研

修
」

　
講

師
　
　
　
　
長

野
県

社
会

福
祉

士
会

　
小

池
正

志
事

務
局

長
　
出

席
者

　
：
　
6
0
名

H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
日

常
の
相

談
活

動
を
通

じ
て
、
当

事
者

や
家

族
へ

随
時

情
報

提
供

を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

の
H
P
に

概
要

を
掲

載
し
ま
し
た
。

・
細

か
な
制

度
改

正
等

に
も
対

応
で

き
る
よ
う
、
情

報
提

供
の
方

法
を
検

討
し
、
周

知
の
徹

底
を
図

り
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
サ
ー

ビ
ス
提

供
で
き
る
事

業
者

の
一

覧
表

（
障

害
福

祉
の
し
お

り
）
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
圏

域
の

自
立

支
援

協
議

会
の
場

を
利

用
し
、
地

元
の
サ
ー

ビ
ス
事

業
者

の
現

状
や

課
題

等
を
直

接
お

聞
き
し
、
連

携
強

化
に
努

め
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
最

新
の

登
録

状
況

に
つ

い
て
情

報
提

供
に
努

め
ま
す

。
ま
た
、
事

業
者

と
の
連

携
強

化
を
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
施

設
整

備
の
た
め
の
県

補
助

金
制

度
に
つ

い
て

事
業

者
へ

の
情

報
提

供
に
努

め
ま
し
た
。

・
圏

域
の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に

調
整

を
図

り
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
こ
の
街

福
祉

会
が
整

備
し
た
障

害
児

通
所

施
設

「
こ
の
街

き
っ
ず

学
園

」
に
対

し
、
諏

訪
圏

域
６
市

町
村

の
負

担
分

と
し
て
補

助
金

を
交

付
し
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や

ま
び

こ
会

が
整

備
す

る
就

労
継

続
新

Ｂ
型

施
設

「
ひ

ま
わ
り
作

業
所

」
に
対

し
、
国

県
補

助
金

制
度

に
つ

い
て
情

報
提

供
等

支
援

す
る
と
と

も
に
、
地

域
活

動
支

援
セ
ン
タ
ー

と
一

体
的

な
施

設
整

備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建

設
用

地
の
提

供
等

の
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

・
圏

域
の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に

調
整

を
図

り
ま
す

。
ま
た
、
国

県
補

助
制

度
の
積

極
的

な
情

報
提

供
を
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
関

係
者

に
向

け
て
下

記
の
研

修
を
行

い
ま
し
た
。

・
H
2
7
.7
.3
0
　
「
福
祉
2
1
ビ
ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
と
福
祉
施

策
の
動

向
」

　
講

師
　
日

本
地

域
福

祉
研

究
所

　
原

田
正

樹
先

生
　
出

席
者

　
：
　
市

議
会

議
員

　
1
5
名

継
続

実
施

【
地

域
福

祉
課

】
・
施

設
整

備
の
た
め
の
県

補
助

金
制

度
に
つ

い
て
事

業
者

へ
の
情

報
提

供
に
努

め
ま
し
た
。

・
圏

域
の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に

調
整

を
図

り
ま
す

。

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

【
地

域
福

祉
課

】
・
日

常
の
相

談
活

動
を
通

じ
て
、
当

事
者

や
家

族
へ

随
時

情
報

提
供

を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

の
H
P
に

概
要

を
掲

載
し
ま
し
た
。

・
細

か
な
制

度
改

正
等

に
も
対

応
で

き
る
よ
う
、
情

報
提

供
の
方

法
を
検

討
し
、
周

知
の
徹

底
を
図

り
ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
サ
ー

ビ
ス
提

供
で
き
る
事

業
者

の
一

覧
表

（
障

害
福

祉
の
し
お

り
）
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

の
場

を
利

用
し
、
地

元
の
サ
ー

ビ
ス
事

業
者

の
現

状
や

課
題

等
を
直

接
お

聞
き
し
、
連

携
強

化
に
努

め
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
最

新
の

登
録

状
況

に
つ

い
て
情

報
提

供
に
努

め
ま
す

。
ま
た
、
事

業
者

と
の
連

携
強

化
を
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や

ま
び

こ
会

が
整

備
す

る
「
ひ

ま
わ
り
作

業
所

及
び

ひ
ま
わ
り
の
里

」
に
対

し
、
補

助
金

及
び

負
担

金
を
支

出
し
、
施

設
整

備
を
支

援
し
ま
し
た
。

・
圏

域
の
基

盤
整

備
計

画
を
中

心
に

調
整

を
図

り
ま
す

。
ま
た
、
国

県
補

助
制

度
の
積

極
的

な
情

報
提

供
を
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
関

係
者

に
向

け
て
下

記
の
研

修
を
行

い
ま
し
た
。

・
H
2
8
.5
.1
0
　
「
福
祉
2
1
ビ
ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
と
福
祉
施

策
の
動

向
」

　
講

師
　
日

本
地

域
福

祉
研

究
所

　
原

田
正

樹
先

生
　
出

席
者

　
：
　
市

議
会

議
員

　
2
4
名

継
続

実
施

1
 ペ

ー
ジ



6160

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

総
合

相
談

窓
口

の
充

実

自
立

支
援

協
議

会
の

設
置

相
談

支
援

機
能

強
化

事
業

の
実

施

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

の
実

施

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
技

術
者

の
養

成
と

確
保

日
常

生
活

用
具

給
付

事
業

の
実

施

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
担
当
部
署

健
康

福
祉

部

充
　
　
実

1
1

・
他

市
町

村
と
協

議
し
、
諏

訪
圏

域
の
相

談
支

援
事

業
の
専

門
性

を
担

保
す

る
と
と
も
に
、

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー

等
茅

野
市

の
相

談
窓

口
に
つ

い
て
も
、
相

談
者

の
ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ

た
専

門
性

を
検

討
し
ま
す

。

・
引

き
続

き
、
研

究
・
検

討
を
行

い
、

課
題

の
解

決
や

支
援

の
拡

充
に
努

め
ま
す

。

・
引

き
続

き
、
事

業
の
充

実
・
拡

充
に

努
め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
茅

野
市

要
約

筆
記

グ
ル
ー

プ
ひ

ま
わ
り
主

催
「
要

約
筆

記
講

習
会

」
に
つ

い
て
社

協
と
と
も
に
共

催
し
、

要
約

筆
記

の
理

解
と
周

知
に
努

め
ま
し
た
。

・
手

話
通

訳
技

術
者

等
の
サ
ー

ク
ル
及

び
聴

覚
障

害
当

事
者

団
体

と
懇

談
の
機

会
を
設

け
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
支

援
の
充

実
に
つ

い
て
意

見
交

換
を
行

い
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
、
事

業
の
充

実
・
拡

充
に

努
め
ま
す

。

今
後

の
計

画

研
究

・
検

討

充
実

・
拡

充

充
　
　
実

日
常

生
活

上
の
便

宜
を
図

る
た
め
、
重

度
障

害
者

に
６

種
、
６
０
品

目
の
用

具
を
給

付
し
ま
す

。
現

行
の
事

業
内

容
を
低

下
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
各

機
関

と
の
調

整
を

図
り
ま
す

。

8 9
成

年
後

見
制

度
の
利

用
が
有

効
と
認

め
ら
れ
る
、
知

的
障

害
や

精
神

障
害

な
ど
で
判

断
力

が
衰

え
た
り
自

分
自

身
の
権

利
を
守

る
こ
と
が
充

分
で
な
い
方

に
対

し
、

成
年

後
見

制
度

の
周

知
を
す

す
め
利

用
を
支

援
し
権

利
擁

護
を
図

り
ま
す

。

研
究
・
検
討

調
査
・
充
実

1
0

現
行

の
事

業
内

容
を
低

下
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
各

機
関

と
の
調

整
を
図

っ
て
い
き
ま
す

。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
要

約
筆

記
技

術
者

の
養

成
に
つ

い
て
研

究
・
検

討
し
ま
す

。
ま
た
、
現

状
で
は
諏

訪
保

健
福

祉
事

務
所

に
お

い
て
６
市

町
村

圏
域

で
の
派

遣
調

整
が
行

わ
れ

て
い
る
た
め
、
今

後
広

域
で
検

討
・
調

整
し
技

術
者

の
養

成
と
人

数
の
確

保
に
つ

い
て
働

き
掛

け
を
行

い
ま

す
。

部
会

開
催

体
制

整
備

充
実

検
討

研
究

・
検

討
研
究
・
検
討

研
究
・
検
討

研
究
・
検
討

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
茅

野
市

要
約

筆
記

グ
ル
ー

プ
ひ

ま
わ
り
主

催
「
要

約
筆

記
講

習
会

」
に
つ

い
て
社

協
と
と
も
に
共

催
し
、

要
約

筆
記

の
理

解
と
周

知
に
努

め
ま
し
た
。

・
手

話
通

訳
技

術
者

等
の
サ
ー

ク
ル
及

び
聴

覚
障

害
当

事
者

団
体

と
懇

談
の
機

会
を
設

け
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
支

援
の
充

実
に
つ

い
て
意

見
交

換
を
行

い
ま
し
た
。

N
o
7
4
重

複

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
茅

野
市

自
立

支
援

協
議

会
を
H
2
6
.7
.2
8
・

H
2
7
.1
.1
7
・
H
2
7
.3
.1
9
に
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
諏

訪
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

に
つ

い
て
は
、
今

年
度

は
専

門
部

会
を
延

2
8
回

、
全

体
会

議
を
2
回

、
運

営
委

員
会

を
7
回

開
催

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
専

門
部

会
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調

査
や

講
演

会
・
研

修
会

の
実

施
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
開

催
、
先

進
地

視
察

な
ど
活

発
な
活

動
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
課

】
・
茅

野
市

自
立

支
援

協
議

会
を
H
2
8
.6
.2
8
・
8
.2
5
・

1
2
.6
・
2
9
.2
.2
に
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
諏

訪
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

に
つ

い
て
は
、
今

年
度

は
専

門
部

会
を
延

2
7
回

、
全

体
会

議
を
2
回

、
運

営
委

員
会

を
7
回

開
催

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
専

門
部

会
で
は

ア
ン
ケ
ー

ト
調

査
や

講
演

会
・
研

修
会

の
実

施
、

ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
開

催
、
先

進
地

視
察

な
ど

活
発

な
活

動
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

・
茅

野
市

単
独

の
自

立
支

援
協

議
会

で
は
計

画
策

定
と

進
行

管
理

を
主

な
活

動
と
し
て
、
広

域
の
協

議
会

・
部

会
で
は
具

体
的

な
課

題
解

決
に
向

け
て

提
案

等
、
役

割
分

担
を
し
な
が
ら
進

め
て
ゆ
き
ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
諏

訪
圏

域
障

害
者

総
合

支
援

セ
ン
タ
ー

「
オ
ア
シ

ス
」
に
配

置
さ
れ
た
専

門
的

職
員

に
つ

い
て
、
諏

訪
圏

域
6
市

町
村

共
同

で
費

用
負

担
し
、
相

談
支

援
機

能
の
強

化
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
諏

訪
圏

域
で
面

的
に
整

備
を
進

め
る
「
地

域
支

援
拠

点
の
整

備
」
に
つ

い
て
、
圏

域
に
自

立
支

援
協

議
会

に
お

い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上

げ
検

討
を
進

め
ま
し
た
。

・
他

市
町

村
と
協

議
し
、
諏

訪
圏

域
の

相
談

支
援

事
業

の
専

門
性

を
担

保
す

る
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等

茅
野

市
の
相

談
窓

口
に
つ

い
て
も
、

相
談

者
の
ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ

た
専

門
性

を
検

討
し
ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
茅

野
市

要
約

筆
記

グ
ル
ー

プ
ひ

ま
わ
り
主

催
「
要

約
筆

記
講

習
会

」
に
つ

い
て
共

催
し
、
要

約
筆

記
の

理
解

と
周

知
に
努

め
ま
し
た
。

・
手

話
通

訳
技

術
者

等
の
サ
ー

ク
ル
定

例
会

に
出

席
し
、
情

報
交

換
を
行

い
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
、
研

究
・

検
討

を
行

い
、
課

題
の
解

決
や

支
援

の
拡

充
に
努

め
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
障

害
者

総
合

支
援

セ
ン
タ
ー

「
オ
ア
シ

ス
」
に
配

置
さ
れ
た
専

門
的

職
員

に
つ

い
て
、
諏

訪
圏

域
6
市

町
村

共
同

で
費

用
負

担
し
、
相

談
支

援
機

能
の
強

化
を
図

り
ま
し
た
。

調
査
・
検
討

一
般

的
な
相

談
支

援
事

業
に
加

え
、
専

門
的

職
員

等
を
配

置
し
相

談
支

援
機

能
の
強

化
を
図

り
ま
す

。
茅

野
市

で
は
「
オ
ア
シ
ス
」
が
そ
の
機

能
を
果

た
し
ま
す

。

調
査
・
検
討

充
実

支
援

7

相
談

支
援

事
業

の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
自

立
支

援
協

議
会

を
設

置
し
、
中

立
・
公

平
な
相

談
支

援
事

業
の

実
施

の
ほ
か
、
地

域
関

係
機

関
の
連

携
強

化
、
社

会
資

源
の
開

発
・
改

善
等

の
推

進
を
図

り
ま
す

。
茅

野
市

で
は
「
諏

訪
地

域
障

害
福

祉
自

立
支

援
協

議
会

」
で
広

域
的

に
調

整
、
検

討
を
進

め
て
い
き
ま
す

。

検
　
　
討

6
個

別
の
障

害
や

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
わ
せ

た
適

切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
保
健
福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
中

心
と
し
た
総

合
相

談
窓

口
の

充
実

を
図

り
ま
す

。

サ
ー

ビ
ス

セ
ン
タ
ー

機
能
の
充

実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
広

報
ち
の
や

市
の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
、
福

祉
の
し
お

り
を
通

じ
て
日

常
生

活
用

具
給

付
事

業
の
周

知
を
行

い
ま
し
た
。

・
日

常
生

活
用

具
の
項

目
に
災

害
時

着
用

ビ
ブ
ス
を

新
た
に
加

え
ま
し
た
。

・
人

工
喉

頭
の
性

能
の
一

つ
に
埋

込
型

人
工

鼻
を

新
た
に
加

え
ま
し
た
。

・
ス
ト
マ
用

装
具

を
使

用
す

る
方

に
対

し
、
引

き
続

き
制

度
利

用
が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

茅
野

市
単

独
の
自

立
支

援
協

議
会

で
は
計

画
の
進

行
管

理
を
主

な
活

動
と
し

て
、
広

域
の
協

議
会

・
部

会
で
は
具

体
的

な
課

題
解

決
に
向

け
て
提

案
等

、
役

割
分

担
を

し
な
が
ら
進

め
て
ゆ

き
ま
す

。

・
他

市
町

村
と
協

議
し
、
諏

訪
圏

域
の

相
談

支
援

事
業

の
専

門
性

を
担

保
す

る
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等

茅
野

市
の
相

談
窓

口
に
つ

い
て
も
、

相
談

者
の
ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ

た
専

門
性

を
検

討
し
ま
す

。

・
引

き
続

き
、
研

究
・

検
討

を
行

い
、
課

題
の
解

決
や

支
援

の
拡

充
に
努

め
ま

す
。

・
個

別
支

援
を
通

じ
て
地

域
で
の
自

立
支

援
に
取

り
組

め
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す

。
ま
た
、
研

修
会

等
へ

積
極

的
に

参
加

し
職

員
の
資

質
向

上
を
図

り
ま

す
。

・
訪

問
活

動
を
積

極
的

に
行

い
、
よ
り

適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
受

け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
相

談
窓

口
の
充

実
を
図

り
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
茅

野
市

自
立

支
援

協
議

会
を
H
2
5
.1
2
.1
6
・

H
2
6
.1
.1
7
・
H
2
6
.3
.1
9
に
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
諏

訪
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

に
つ

い
て
は
、
今

年
度

は
専

門
部

会
を
延

2
5
回

、
全

体
会

議
を
2
回

、
運

営
委

員
会

を
6
回

開
催

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
専

門
部

会
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調

査
や

講
演

会
・
研

修
会

の
実

施
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
開

催
、
先

進
地

視
察

な
ど
活

発
な
活

動
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
本

人
の

状
況

の
み

で
な
く
、
家

族
状

況
や

生
活

環
境

の
把

握
を
し
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
な
が
ら
適

切
な

サ
ー

ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す

。
・
相

談
を
待

つ
の
で
は
な
く
定

期
的

な
訪

問
を
通

じ
て
、
当

事
者

お
よ
び

家
族

と
の
信

頼
関

係
を
築

き
な

が
ら
、
状

況
把

握
、
情

報
提

供
に
も
努

め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
セ
ン
タ
ー

窓
口

紹
介

」
の
チ
ラ
シ
を
作

成
し
各

種
団

体
等

に
配

布
し
た
り
、
機

会
あ
る
ご
と
に

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
ケ
ア

会
議

等
に
参

加
し
情

報
共

有
や

支
援

方
針

の
意

思
疎

通
が
図

ら
れ
る
よ
う
努

め
て
も
い
ま
す

。
・
そ
の
結

果
、
個

別
支

援
で
の
関

係
者

や
機

関
と
の

連
携

関
係

は
形

成
さ
れ
て
き
た
と
思

わ
れ
ま
す

。

・
引

き
続

き
、
地

域
で
の
自

立
支

援
に

向
け
て
取

り
組

め
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す

。
ま
た
、
職

員
の
資

質
向

上
を
積

極
的

図
り
ま
す

。

・
茅

野
市

単
独

の
自

立
支

援
協

議
会

で
は
計

画
の
進

行
管

理
を
主

な
活

動
と
し
て
、
広

域
の
協

議
会

・
部

会
で
は

具
体

的
な
課

題
解

決
に
向

け
て
提

案
等

、
役

割
分

担
を

し
な
が
ら
進

め
て

ゆ
き
ま
す

。

充
実
・
拡
充

　
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各

種
諸

制
度

の
申

請
受

付
や

手
帳

交
付

等
か
ら
当

事
者

や
ご

家
族

等
と
の
関

わ
り
が
始

ま
り
ま
す

。
個

々
の
生

活
を

尊
重
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
定
期
的
な
訪
問

の
実

施
や

電
話

等
で
連

絡
を
取

り
相

談
に
応

じ
て
い

ま
す

。
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

間
で
の
事

務
的

取
扱

い
や

対
応

が
異

な
ら
な
い
よ
う
、
各

セ
ン
タ
ー

の
担

当
者

に
よ
る
担

当
者

会
議

を
定

期
的

に
開

催
し
、

資
質

向
上

を
図

っ
て
い
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
障

害
者

総
合

支
援

セ
ン
タ
ー

「
オ
ア
シ

ス
」
に
配

置
さ
れ
た
専

門
的

職
員

に
つ

い
て
、
諏

訪
圏

域
6
市

町
村

共
同

で
費

用
負

担
し
、
相

談
支

援
機

能
の
強

化
を
図

り
ま
し
た
。

・
来

年
度

よ
り
県

で
廃

止
と
な
る
「
精

神
障

害
者

退
院

支
援

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

配
置

事
業

」
に
つ

い
て
、
オ

ア
シ
ス
に
引
き
続
き
配
置
し
、
病
院
か
ら
の
地
域
移

行
を
推

進
し
て
い
く
方

向
で
、
6
市

町
村

間
の
話

し
合

い
を
進

め
ま
し
た
。

N
o
7
4
重

複

・
茅

野
市

単
独

の
自

立
支

援
協

議
会

で
は
計

画
策

定
と

進
行

管
理

を
主

な
活

動
と
し
て
、
広

域
の
協

議
会

・
部

会
で
は
具

体
的

な
課

題
解

決
に
向

け
て

提
案

等
、
役

割
分

担
を
し
な
が
ら
進

め
て
ゆ
き
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
障

害
者

総
合

支
援

セ
ン
タ
ー

「
オ
ア
シ

ス
」
に
配

置
さ
れ
た
専

門
的

職
員

に
つ

い
て
、
諏

訪
圏

域
6
市

町
村

共
同

で
費

用
負

担
し
、
相

談
支

援
機

能
の
強

化
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
病

院
か
ら
の
地

域
移

行
を
さ
ら
に
推

進
す

る
た
め
、
県

で
廃

止
と
な
っ
た

「
精

神
障

害
者

退
院

支
援

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

配
置

事
業

」
に
つ

い
て
、
オ
ア
シ
ス
に
引

き
続

き
配

置
し
、

同
じ
く
６
市

町
村

で
費

用
分

担
し
ま
し
た
。

・
他

市
町

村
と
協

議
し
、
諏

訪
圏

域
の

相
談

支
援

事
業

の
専

門
性

を
担

保
す

る
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等

茅
野

市
の
相

談
窓

口
に
つ

い
て
も
、

相
談

者
の
ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ

た
専

門
性

を
検

討
し
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
市

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や

福
祉

の
し
お

り
を
通

じ
て
日

常
生

活
用

具
給

付
事

業
の
周

知
を
行

い
ま
し
た
。

・
ス
ト
マ
用

装
具

を
使

用
す

る
方

に
対

し
、
引

き
続

き
制

度
利

用
が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
市

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や

福
祉

の
し
お

り
を
通

じ
て
日

常
生

活
用

具
給

付
事

業
の
周

知
を
行

い
ま
し
た
。

・
ス
ト
マ
用

装
具

を
使

用
す

る
方

に
対

し
、
引

き
続

き
制

度
利

用
が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
、
事

業
の
充

実
・
拡

充
に

努
め
ま
す

。

　
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各

種
諸

制
度

の
申

請
受

付
や

手
帳

交
付

等
か
ら
当

事
者

や
ご

家
族

等
と
の
関

わ
り
が
始

ま
り
ま
す

。
個

々
の
生

活
を

尊
重
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
定
期
的
な
訪
問

の
実

施
や

電
話

等
で
連

絡
を
取

り
相

談
に
応

じ
て
い

ま
す

。
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

間
で
の
事

務
取

扱
い
や

対
応

が
異

な
ら
な
い
よ
う
、
各

セ
ン
タ
ー

の
担

当
者

に
よ
る
担

当
者

会
議

を
定

期
的

に
開

催
し
、

資
質

向
上

を
図

っ
て
い
ま
す

。

・
引

き
続

き
、
地

域
で
の
自

立
支

援
に

向
け
て
取

り
組

め
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
職

員
の

資
質

向
上

を
積

極
的

に
図

り
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
茅

野
市

自
立

支
援

協
議

会
を
H
2
7
.6
.2
3
に
開

催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
諏

訪
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

に
つ

い
て
は
、
今

年
度

は
専

門
部

会
を
延

2
7
回

、
全

体
会

議
を
2
回

、
運

営
委

員
会

を
6
回

開
催

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
専

門
部

会
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調

査
や

講
演

会
・
研

修
会

の
実

施
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
開

催
、
先

進
地

視
察

な
ど
活

発
な
活

動
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
茅

野
市

要
約

筆
記

グ
ル
ー

プ
ひ

ま
わ
り
主

催
「
要

約
筆

記
講

習
会

」
に
つ

い
て
社

協
と
と
も
に
共

催
し
、

要
約

筆
記

の
理

解
と
周

知
に
努

め
ま
し
た
。

・
手

話
通

訳
技

術
者

等
の
サ
ー

ク
ル
定

例
会

に
出

席
し
、
情

報
交

換
を
行

い
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
、
研

究
・

検
討

を
行

い
、
課

題
の
解

決
や

支
援

の
拡

充
に
努

め
ま

す
。

　
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
保

健
、
福

祉
に

関
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
機

関
と
し
て
の
役

割
が
あ
り
ま
す

。
手

帳
交

付
時

や
各

種
制

度
の
申

請
受

付
時

か
ら
対

象
者

の
方

や
そ
の
ご
家

族
等

と
の
関

わ
り
が
始

ま
り
ま
す

。
必

要
に
応

じ
て
、
定

期
的

な
訪

問
や

電
話

等
で
連

絡
を
取

り
相

談
等

に
応

じ
て
い
ま

す
。

・
よ
り
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
各

事
業

所
の
相

談
支

援
専

門
員

や
サ
ー

ビ
ス
提

供
事

業
者
等
と
の
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

提
供

が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す

。
・
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

間
で
の
事

務
取

扱
い
や

対
応

が
異

な
ら
な
い
よ
う
、
各

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
担

当
者

に
よ
る
担

当
者

会
議

を
定

期
的

に
行

い
、
関

係
課

と
の
連

携
を
し
な
が
ら
資

質
向

上
を

図
っ
て
い
ま
す

。

・
引

き
続

き
、
地

域
で
の
自

立
支

援
に

向
け
て
取

り
組

め
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
職

員
の

資
質

向
上

を
積

極
的

に
図

り
ま
す

。
　

【
地

域
福

祉
課

】
・
市

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や

福
祉

の
し
お

り
を
通

じ
て
日

常
生

活
用

具
給

付
事

業
の
周

知
を
行

い
ま
し
た
。

・
ス
ト
マ
用

装
具

を
使

用
す

る
方

に
対

し
、
引

き
続

き
制

度
利

用
が
円

滑
に
で
き
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
、
事

業
の
充

実
・
拡

充
に

努
め
ま
す

。

2
 ペ

ー
ジ

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

移
動

支
援

事
業

の
実

施

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

の
実

施

日
中

一
時

支
援

（
ま

た
は

タ
イ

ム
ケ

ア
）
事

業
の

実

第
2
章

　
障

害
の

特
性

に
応

じ
た

就
労

・
就

業
支

援
の

強
化

（
雇

用
・
就

業
）

就
労

支
援

事
業

者
の

確
保

と
サ

ー
ビ

ス
量

の
確

保

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
6
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

担
当

部
署

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
今

後
も

適
切

な
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。
・
障

害
者

優
先

調
達

推
進

法
に

基
づ

く
障

害
者

施
設

か
ら

の
物

品
調

達
推

進
方

針
に

つ
い

て
、

策
定

・
公

表
を

検
討

し
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
ひ

ま
わ

り
作

業
所

、
八

ヶ
岳

福
祉

農
園

、
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
、

ふ
く

ろ
う
玉

川
が

市
内

の
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
事

業
所

と
し

て
運

営
を

続
け

て
い

ま
す

。
ま

た
、

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

事
業

所
「
働

く
ぞ

う
さ

ん
（
茅

野
）
」
が

2
7
.4

.1
に

開
設

と
な

り
、

市
内

の
障

害
の

あ
る

方
々

が
利

用
し

や
す

く
な

り
ま

し
た

。

・
引

き
続

き
、

事
業

の
充

実
・
拡

充
に

努
め

ま
す

。

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

・
通

所
者

の
能

力
や

性
格

に
応

じ
た

よ
り

良
い

作
業

メ
ニ

ュ
－

を
作

成
し

て
運

営
し

て
い

き
ま

す
。

・
養

護
学

校
等

の
実

習
生

を
積

極
的

に
受

入
れ

て
い

き
ま

す
。

現
行

事
業

内
容

が
低

下
す

る
こ

と
の

無
い

よ
う
実

施
し

ま
す

。

ピ
ア

あ
す

な
ろ

、
ひ

ま
わ

り
の

里
へ

の
支

援

継
続

・
充

実

体
制

整
備

・
引

き
続

き
、

事
業

の
充

実
・
拡

充
に

努
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
タ

イ
ム

ケ
ア

事
業

と
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

利
用

者
・

利
用

時
間

・
事

業
者

と
も

増
加

し
て

お
り

、
特

に
発

達
障

害
児

者
の

利
用

が
増

え
て

い
ま

す
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

H
2
4
　

　
　

　
　

H
2
5

・
実

利
用

者
数

　
　

　
　

5
7
人

　
　

　
　

6
2
人

・
延

利
用

時
間

　
　

　
　

4
8
1
6
.0

ｈ
　

　
5
2
3
9
.0

ｈ
・
登

録
事

業
所

数
　

　
　

2
0
か

所
　

　
　

2
1
か

所

継
続

・
充

実
継

続
・
充

実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
今

後
も

適
切

な
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

体
制

整
備

1
2

屋
外

で
の

移
動

に
困

難
の

あ
る

障
害

児
・
者

の
社

会
生

活
上

必
要

不
可

欠
な

外
出

及
び

余
暇

活
動

等
の

社
会

参
加

の
た

め
の

外
出

の
際

の
移

動
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
各

機
関

と
の

調
整

を
図

り
な

が
ら

「
グ

ル
ー

プ
型

移
動

支
援

」
に

つ
い

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

1
5

就
労

移
行

、
就

労
継

続
支

援
サ

ー
ビ

ス
提

供
事

業
者

の
確

保
に

つ
い

て
、

特
に

不
足

し
て

い
る

就
労

移
行

事
業

者
、

就
労

継
続

A
型

事
業

者
を

中
心

に
、

諏
訪

圏
域

全
体

を
視

野
に

入
れ

た
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。

利
用

者
に

対
し

創
作

的
活

動
、

生
産

活
動

の
機

会
の

提
供

等
状

況
に

応
じ

た
支

援
を

行
い

ま
す

。
「
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
」
と

「
ひ

ま
わ

り
作

業
所

」
が

そ
れ

ぞ
れ

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

所
に

移
行

し
、

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
「
ピ

ア
あ

す
な

ろ
」
、

「
ひ

ま
わ

り
の

里
」
そ

の
も

の
の

事
業

規
模

は
小

さ
く

な
っ

て
い

ま
す

が
、

現
在

の
通

所
者

も
含

め
、

通
所

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

て
利

用
で

き
る

よ
う
関

係
機

関
と

の
連

絡
、

調
整

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
新

築
の

「
ピ

ア
あ

す
な

ろ
」
は

耐
震

基
準

上
問

題
あ

り
ま

せ
ん

が
、

「
ひ

ま
わ

り
の

里
」
は

築
４

０
年

以
上

で
老

朽
化

が
か

な
り

進
み

、
通

所
者

や
職

員
か

ら
不

安
と

の
声

が
聞

か
れ

る
た

め
、

耐
震

補
強

ま
た

は
新

築
・
移

転
等

検
討

を
進

め
ま

す
。

1
3

1
4

家
庭

に
お

い
て

介
護

を
必

要
と

す
る

心
身

障
害

児
（
者

）
が

、
一

時
的

に
他

の
人

の
介

護
を

必
要

と
す

る
時

に
、

登
録

介
護

者
に

介
護

委
託

す
る

こ
と

に
よ

り
、

本
人

、
家

族
の

地
域

生
活

を
支

援
し

ま
す

。
茅

野
市

に
お

い
て

は
タ

イ
ム

ケ
ア

事
業

が
こ

れ
に

あ
た

り
ま

す
。

現
行

の
事

業
内

容
が

低
下

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

各
機

関
と

の
調

整
を

図
り

ま
す

。

継
続

・
充

実

研
究

・
検

討

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
ひ

ま
わ

り
作

業
所

・
八

ヶ
岳

福
祉

農
園

が
、

市
内

の
就

労
継

続
支

援
事

業
所

と
し

て
運

営
を

続
け

て
い

ま
す

。
ま

た
、

H
2
4
よ

り
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
・
ふ

く
ろ

う
玉

川
が

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

所
と

し
て

開
所

し
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

、
随

時
委

託
契

約
事

業
者

を
増

や
す

等
障

害
の

あ
る

方
の

外
出

支
援

に
関

し
て

利
便

を
図

り
ま

し
た

。
・
諏

訪
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

地
域

移
行

支
援

部
会

や
６

市
町

村
担

当
者

会
に

お
い

て
、

サ
ー

ビ
ス

内
容

や
単

価
の

統
一

な
ど

具
体

的
な

検
討

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

【
ひ

ま
わ

り
の

里
】

平
成

２
２

年
４

月
か

ら
茅

野
市

の
補

助
金

に
よ

り
運

営
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

他
市

町
村

の
負

担
金

に
つ

い
て

、
通

所
者

割
8
0
％

均
等

割
2
0
％

で
負

担
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

実
績

：
利

用
実

人
員

　
H

2
4
　

4
1
人

（
内

茅
野

市
２

７
人

）
　

H
2
5
　

4
7
人

（
2
9
人

）
　

　
　

　
開

所
日

数
　

　
H

2
4
　

2
3
9
日

　
H

2
5
　

2
3
5
日

【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

H
2
4
.4

よ
り

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

「
ピ

ア
あ

す
な

ろ
」
と

し
て

開
所

し
ま

し
た

。
ま

た
、

今
ま

で
の

「
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
」
は

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

所
に

移
行

し
ま

し
た

。
実

績
：
利

用
実

人
員

　
H

2
4
　

2
人

　
　

　
H

2
5
　

2
人

　
　

　
開

所
日

数
　

　
H

2
4
　

2
4
0
日

　
　

H
2
5
　

2
4
0
日

【
ひ

ま
わ

り
の

里
】

今
後

も
通

所
者

へ
の

個
別

対
応

・
事

業
運

営
の

相
談

等
に

努
め

ま
す

。

【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

事
業

規
模

に
合

わ
せ

、
職

員
体

制
等

運
営

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

現
行

事
業

内
容

が
低

下
す

る
こ

と
の

無
い

よ
う
実

施
し

ま
す

。

健
康

福
祉

部

研
究

・
検

討

【
ひ

ま
わ

り
の

里
】

平
成

2
2
年

4
月

か
ら

茅
野

市
の

補
助

金
に

よ
り

運
営

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
他

市
町

村
の

負
担

金
に

つ
い

て
、

通
所

者
割

8
0
％

均
等

割
2
0
％

で
負

担
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

実
績

：
利

用
実

人
員

　
H

2
6
　

5
9
人

（
内

茅
野

市
3
6

人
）

　
　

　
　

開
所

日
数

　
　

H
2
6
　

2
3
9
日

【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

・
H

2
4
.4

よ
り

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

「
ピ

ア
あ

す
な

ろ
」
と

し
て

茅
野

市
か

ら
補

助
金

を
受

け
て

運
営

し
て

い
ま

す
。

・
目

標
　

通
所

す
る

こ
と

に
よ

り
社

会
生

活
の

場
を

広
げ

、
多

く
の

作
業

を
体

験
す

る
こ

と
で

、
生

活
習

慣
の

改
善

や
心

身
向

上
等

機
能

保
持

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
実

績
：
利

用
実

人
員

　
　

H
2
6
　

3
人

　
　

　
　

開
所

日
数

　
　

 　
H

2
6
　

2
4
1
日

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
タ

イ
ム

ケ
ア

事
業

と
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

特
に

発
達

障
害

児
者

の
利

用
が

増
え

て
い

ま
す

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

H
2
5
　

　
　

　
　

Ｈ
2
6

・
実

利
用

者
数

　
　

　
　

6
2
人

　
　

　
　

　
6
6
人

・
延

利
用

時
間

　
　

　
　

5
2
3
9
.0

ｈ
　

　
　

5
1
8
6
.2

5
ｈ

・
登

録
事

業
所

数
　

　
　

2
1
か

所
　

　
　

2
0
か

所

継
続

・
充

実

体
制

整
備

継
続

・
充

実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

、
随

時
委

託
契

約
事

業
者

を
増

や
す

等
障

害
の

あ
る

方
の

外
出

支
援

に
関

し
て

利
便

を
図

り
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
ひ

ま
わ

り
作

業
所

・
八

ヶ
岳

福
祉

農
園

・
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
・
ふ

く
ろ

う
玉

川
が

市
内

の
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
事

業
所

と
し

て
運

営
を

続
け

て
い

ま
す

。
ま

た
、

Ａ
型

事
業

所
開

設
予

定
の

法
人

に
対

し
て

、
情

報
提

供
や

意
見

書
の

作
成

等
積

極
的

に
支

援
し

ま
し

た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

、
随

時
委

託
契

約
事

業
者

を
増

や
す

等
障

害
の

あ
る

方
の

外
出

支
援

に
関

し
て

利
便

を
図

り
ま

し
た

。

・
引

き
続

き
、

事
業

の
充

実
・
拡

充
に

努
め

ま
す

。

【
ひ

ま
わ

り
の

里
】

・
国

県
補

助
制

度
を

利
用

し
、

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

事
業

所
「
ひ

ま
わ

り
作

業
所

」
と

一
体

的
な

施
設

整
備

が
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
や

ま
び

こ
会

に
よ

り
進

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

茅
野

市
が

施
設

用
地

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

分
の

施
設

整
備

負
担

金
を

概
算

払
い

し
ま

し
た

。
・
施

設
の

運
営

に
つ

い
て

は
、

茅
野

市
よ

り
補

助
金

を
交

付
し

、
通

所
者

割
8
0
％

均
等

割
2
0
％

で
他

市
町

村
に

負
担

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
　

実
績

：
利

用
実

人
員

　
H

2
7
　

5
7
人

（
内

茅
野

市
3
1

人
）

　
　

　
　

　
開

所
日

数
　

　
H

2
7
　

2
3
9
日

【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
「
ピ

ア
あ

す
な

ろ
」
と

し
て

茅
野

市
か

ら
補

助
金

を
受

け
て

運
営

し
て

い
ま

す
。

・
目

標
　

通
所

す
る

こ
と

に
よ

り
社

会
生

活
の

場
を

広
げ

、
多

く
の

作
業

を
体

験
す

る
こ

と
で

、
生

活
習

慣
の

改
善

や
心

身
向

上
等

機
能

保
持

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
　

実
績

：
利

用
実

人
員

　
　

H
2
7
　

3
人

　
　

　
　

　
開

所
日

数
　

　
 　

H
2
7
　

2
4
0
日

【
地

域
福

祉
課

】
・
タ

イ
ム

ケ
ア

事
業

と
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

特
に

発
達

障
害

児
者

の
利

用
が

増
え

て
い

ま
す

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｈ
2
6
　

　
　

　
　

　
Ｈ

2
7

・
実

利
用

者
数

　
　

　
　

6
6
人

　
　

　
　

　
　

6
5
人

・
延

利
用

時
間

　
　

　
　

5
1
8
6
.2

5
ｈ

　
　

　
4
9
5
1
.0

ｈ
・
登

録
事

業
所

数
　

　
2
0
か

所
　

　
　

　
　

2
0
か

所

・
現

行
事

業
内

容
が

低
下

す
る

こ
と

の
無

い
よ

う
実

施
し

ま
す

。

【
ひ

ま
わ

り
の

里
】

・
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

、
国

県
補

助
事

業
と

し
て

事
業

計
画

通
り

に
整

備
が

終
了

す
る

よ
う
、

法
人

支
援

に
努

め
ま

す
。

【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

・
通

所
者

の
能

力
や

性
格

に
応

じ
た

よ
り

良
い

作
業

メ
ニ

ュ
－

を
作

成
し

て
運

営
し

て
い

き
ま

す
。

・
養

護
学

校
等

の
実

習
生

を
積

極
的

に
受

入
れ

て
い

き
ま

す
。

H
2
7
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
今

後
も

適
切

な
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

、
随

時
委

託
契

約
事

業
者

を
増

や
す

等
障

害
の

あ
る

方
の

外
出

支
援

に
関

し
て

利
便

を
図

り
ま

し
た

。

・
引

き
続

き
、

事
業

の
充

実
・
拡

充
に

努
め

ま
す

。

【
ひ

ま
わ

り
の

里
】

・
国

県
補

助
制

度
等

を
利

用
し

、
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
事

業
所

「
ひ

ま
わ

り
作

業
所

」
と

一
体

的
な

施
設

整
備

が
行

わ
れ

、
Ｈ

2
8
.7

月
に

旧
施

設
か

ら
移

転
し

ま
し

た
。

・
施

設
の

運
営

に
つ

い
て

は
、

茅
野

市
よ

り
補

助
金

を
交

付
し

、
通

所
者

割
8
0
％

均
等

割
2
0
％

で
他

市
町

村
に

負
担

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
　

実
績

：
利

用
実

人
員

　
H

2
8
　

5
9
人

（
内

茅
野

市
3
5

人
）

　
　

　
　

　
開

所
日

数
　

　
H

2
8
　

2
3
4
日

【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
「
ピ

ア
あ

す
な

ろ
」
と

し
て

茅
野

市
か

ら
補

助
金

を
受

け
て

運
営

し
て

い
ま

す
。

・
目

標
　

通
所

す
る

こ
と

に
よ

り
社

会
生

活
の

場
を

広
げ

、
多

く
の

作
業

を
体

験
す

る
こ

と
で

、
生

活
習

慣
の

改
善

や
心

身
向

上
等

機
能

保
持

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
・
民

生
委

員
、

学
生

現
場

研
修

等
積

極
的

に
受

け
入

れ
障

害
者

福
祉

の
理

解
を

深
め

ま
し

た
。

実
績

：
利

用
実

人
員

　
　

H
2
8
　

2
人

　
　

　
　

　
開

所
日

数
　

　
H

2
8
　

2
4
0
日

【
ひ

ま
わ

り
の

里
】

・
今

後
も

、
通

所
者

へ
の

個
別

対
応

や
事

業
運

営
の

相
談

等
に

努
め

ま
す

。
【
ピ

ア
あ

す
な

ろ
】

・
通

所
者

の
能

力
や

性
格

に
応

じ
た

よ
り

良
い

作
業

メ
ニ

ュ
－

を
作

成
し

て
運

営
し

て
い

き
ま

す
。

・
養

護
学

校
等

実
習

生
及

び
学

生
の

体
験

研
修

も
積

極
的

に
受

入
れ

し
て

い
き

ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
タ

イ
ム

ケ
ア

事
業

と
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

特
に

発
達

障
害

児
者

の
利

用
が

増
え

て
い

ま
す

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ｈ
2
7
　

　
　

　
　

　
　

H
2
8

・
実

利
用

者
数

　
　

　
　

6
5
人

　
　

　
　

　
　

　
7
0
人

・
延

利
用

時
間

　
　

　
　

4
9
5
1
.0

ｈ
　

　
　

　
　

5
8
8
6
.5

ｈ
・
登

録
事

業
所

数
　

　
　

2
0
か

所
　

　
　

　
　

2
1
か

所

・
現

行
事

業
内

容
が

低
下

す
る

こ
と

の
無

い
よ

う
実

施
し

ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
ひ

ま
わ

り
作

業
所

、
八

ヶ
岳

福
祉

農
園

、
あ

す
な

ろ
セ

ン
タ

ー
、

ふ
く

ろ
う
玉

川
が

市
内

の
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
事

業
所

と
し

て
運

営
を

続
け

て
い

ま
す

。
ま

た
、

「
働

く
ぞ

う
さ

ん
（
茅

野
）
」
が

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

事
業

所
と

し
て

運
営

を
続

け
て

い
ま

す
。

【
地

域
福

祉
課

】
・
今

後
も

適
切

な
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

3
 ペ

ー
ジ



6362

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

就
労

支
援

事
業

所
の

支
援

就
職

援
護

事
業

の
積

極
的

活
用

諏
訪

圏
域

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
強

化

発
達

障
害

の
あ

る
方

の
就

労
支

援

H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
担
当
部
署

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

特
に
発

達
障

害
の
あ
る
方

の
就

労
支

援
に
つ

い
て
、
就

労
移

行
、
就

労
継

続
支

援
事

業
や

、
就

業
・
生

活
支

援
セ
ン
タ
ー

の
利

用
な
ど
積

極
的

に
行

い
、
一

人
ひ

と
り

の
課

題
に
沿

っ
た
き
め
細

か
い
支

援
に
努

め
ま
す

。

1
6

・
引

き
続

き
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

と
積

極
的

に
連

携
を
図

り
ま
す

。

・
引

き
続

き
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

と
積

極
的

に
連

携
を
図

り
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

就
労

支
援

部
会

を
中

心
に
、
通

所
施

設
の
職

場
説

明
会

や
職

場
見

学
会

な
ど
が
開

催
さ
れ
、
当

事
者

・
家

族
等

積
極

的
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

H
2
4
.1
1
.1
0
　
通

所
施

設
職

場
説

明
会

　
参

加
事

業
所

1
3
か
所

　
参

加
者

4
0
名

H
2
4
.1
2
.1
2
　
通

所
施

設
職

場
見

学
会

　
参

加
者

1
8

名 ＜
商

工
課

＞
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
を
通

じ
て
行

わ
れ
る
就

業
支

援
事

業
や
相
談
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
・
配
布

等
、
啓

発
活

動
に
努

め
ま
し
た
。

・
「
中

高
年

齢
者

等
雇

用
促

進
奨

励
金

（
2
0
,0
0
0
円

(1
8
年

度
～

)）
」
の
交

付
実

績
は
、
平

成
2
4
・
2
5
年

度
は
、
申

請
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平

成
1
8
年

以
降

、
6
事

業
所

8
名

分
を
交

付
し
ま
し
た
。

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

【
ひ

ま
わ
り
作

業
所

】
・
販

路
拡

大
の
一

環
と
し
て
、
市

の
関

係
す

る
イ
ベ

ン
ト
等

情
報

提
供

し
バ
ザ
ー

や
販

売
会

な
ど
に
つ

な
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
通

所
者

の
個

別
相

談
や

職
員

と
の

打
ち
合

わ
せ

・
情

報
提

供
に
努

め
ま
し
た
。

【
あ
す

な
ろ
セ
ン
タ
ー

】
・
通

所
者

全
員

の
個

別
支

援
計

画
を
作

成
し
計

画
に

基
づ

い
た
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
利

用
者

人
数

　
　
2
1
名

（
定

員
2
5
名

）
・
開

設
日

数
　
　
　
2
4
0
日

・
軽

ト
ラ
ッ
ク
（
日

本
財

団
）
が
増

車
で
き
、
空

き
缶

収
集

作
業

の
効

率
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
し
た

・
送

迎
車

両
（
８
人

乗
り
）
を
購

入
し
て
、
冬

期
間

中
希

望
者

の
送

迎
サ
ー

ビ
ス
が
実

施
で
き
ま
し
た
。

・
民

生
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視

察
及

び
学

生
現

場
研

修
等

積
極

的
に
受

け
入

れ
障

害
者

福
祉

の
理

解
を
深

め
ま
し
た
。

・
先

進
就

労
支

援
施

設
に
伺

い
現

場
視

察
及

び
情

報
収

集
を
行

い
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
発

達
障

害
の
あ
る
方

の
就

労
支

援
に
取

り
組

み
ま
す

。

健
康

福
祉

部

健
康

福
祉

部
こ
ど
も
部

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
引

き
続

き
、
情

報
提

供
の
在

り
方

や
体

制
の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
＜

商
工

課
＞

・
引

き
続

き
今

あ
る

就
労

援
護

事
業

を
利

用
し
や

す
く
し
て

い
く
た
め
の
情

報
提

供
の
あ
り
方

や
、

体
制

の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
・
継

続
し
て
、
行

政
機

関
の
連

携
の

他
、
企

業
と
の
連

携
を
進

め
ま
す

。

体
制

整
備

・
引

き
続

き
発

達
障

害
の
あ
る
方

の
就

労
支

援
に
取

り
組

み
ま
す

。

H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
「
平

成
2
6
年

度
茅

野
市

障
害

者
施

設
優

先
調

達
方

針
」
策
定
し
、
障
害
者
施
設
か
ら
の
物
品
購
入
や
役

務
の
依

頼
に
努

め
ま
し
た
。

　
H
2
6
年

度
目

標
金

額
　
：
　
1
,2
0
0
,0
0
0
円

　
H
2
6
年

度
実

績
　
　
　
　
：
　
2
,0
8
1
,8
7
9
円

【
あ
す

な
ろ
セ
ン
タ
ー

】
・
通

所
者

全
員

の
個

別
支

援
計

画
を
作

成
し
計

画
に

基
づ

い
た
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
利

用
者

人
数

　
1
9
名

（
定

員
2
5
名

）
・
開

設
日

数
　
2
4
1
日

・
軽

ワ
ゴ
ン
車

（
日

本
財

団
）
１
台

が
増

車
で
き
、
空

き
缶

収
集

作
業

の
効

率
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

・
平

成
2
6
年

1
2
月

に
指

定
特

定
相

談
支

援
事

業
所

が
あ
す

な
ろ
セ
ン
タ
－

に
開

設
さ
れ
、
障

害
の
あ
る

方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
必
要
な
情
報
の
提
供

及
び

助
言

を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
障

害
福

祉
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
際

に
は
、
各

関
係

機
関

と
連

絡
を

取
り
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
等

利
用

計
画

書
を
作

成
し
ま

し
た
。

・
民

生
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視

察
及

び
学

生
現

場
研

修
等

積
極

的
に
受

け
入

れ
障

害
者

福
祉

の
理

解
を
深

め
ま
し
た
。

・
先

進
就

労
支

援
施

設
に
伺

い
現

場
視

察
及

び
情

報
収

集
を
行

い
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
引

き
続

き
、
情

報
提

供
の
在

り
方

や
体

制
の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま

す
。

＜
商

工
課

＞
・
引

き
続

き
今

あ
る

就
労

援
護

事
業

を
利

用
し
や

す
く
し

て
い
く
た
め
の
情

報
提

供
の
あ
り
方

や
、
体

制
の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し

ま
す

。
・
継

続
し
て
、
行

政
機

関
の
連

携
の

他
、
企

業
と
の
連

携
を
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
平

成
2
7
年

度
茅

野
市

障
害

者
施

設
優

先
調

達
方

針
」
を

策
定

し
、
目

標
金

額
の
達

成
を
目

指
し
ま
す

。

【
あ
す

な
ろ
セ
ン

タ
ー
】

・
平

成
2
7
年

度
も

通
所

者
全

員
の
個

別
支

援
計

画
を
作

成
し
計

画
に
基

づ
い
た
支

援
を
実

施
し
て
い
き
ま
す

。
・
賃

金
向

上
計

画
を
作

成
し
て
、
新

し
い
仕

事
を
開

拓
し

通
所

者
の
工

賃
ア
ッ
プ
に
な
る
よ
う

努
め
ま
す

。
・
職

員
研

修
を
行

う
と
と
も
に
、
関

係
団

体
と
積

極
的

に
連

携
協

力
し
情

報
収

集
や

研
究

に
努

め
ま
す

。

諏
訪

圏
域

就
業

・
生

活
支

援
セ
ン
タ
ー

と
の
連

携
を
通

じ
て
、
就

労
す

る
側

・
雇

用
す

る
側

双
方

へ
の
積

極
的

な
情

報
提

供
に
努

め
、
働

き
続

け
ら
れ
る
環

境
整

備
を

支
援

し
ま
す

。

1
8

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
引

き
続

き
、
情

報
提

供
の
在

り
方

や
体

制
の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
＜

商
工

課
＞

・
引

き
続

き
今

あ
る

就
労

援
護

事
業

を
利

用
し
や

す
く
し
て

い
く
た
め
の
情

報
提

供
の
あ
り
方

や
、

体
制

の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
・
行

政
機

関
と
の
連

携
の
他

、
関

係
機

関
や

企
業

と
の
連

携
に
つ

い
て
も
併

せ
て
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
す

わ
ー

く
ら
い
ふ

主
催

の
在

職
者

交
流

活
動

と
し

て
バ
ス
研

修
、
学

習
会

、
交

流
会

等
を
行

い
ま
し

た
。

　
計

4
回

　
参

加
実

人
数

：
3
4
名

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

就
労

支
援

部
会

を
中

心
に
、
通

所
事

業
所

の
職

場
説

明
会

が
開

催
さ
れ
、

当
事

者
・
家

族
等

積
極

的
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

H
2
7
.3
.8
　
通

所
事

業
所

職
場

説
明

会
　
　
　
　
　
　
　
参

加
事

業
所

2
1
か
所

　
参

加
者

3
3
名

【
商

工
課

】
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
を
通

じ
て
行

わ
れ
る
就

業
支

援
事

業
や
相
談
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
・
配
布
等
、

啓
発

活
動

に
努

め
ま
し
た
。

・
「
中

高
年

齢
者

等
雇

用
促

進
奨

励
金

（
2
0
,0
0
0
円

(1
8
年

度
～

)）
」
の
交

付
実

績
は
、
平

成
2
6
年

度
は
1

件
の
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
1
8
年

度
以

降
、
6
事

業
所

9
名

分
を
交

付
し
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

就
労

支
援

部
会

を
中

心
に
、
通

所
事

業
所

の
職

場
説

明
会

が
開

催
さ
れ
、

当
事

者
・
家

族
等

積
極

的
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

H
2
7
.1
2
.1
2
　
通

所
事

業
所

職
場

説
明

会
　
　
　
　
　
　
　
参

加
事

業
所

2
1
か
所

　
参

加
者

3
3
名

【
商

工
課

】
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
を
通

じ
て
行

わ
れ
る
就

業
支

援
事

業
や
相
談
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
・
配
布

等
、
啓

発
活

動
に
努

め
ま
し
た
。

・
「
中

高
年

齢
者

等
雇

用
促

進
奨

励
金

」
の
制

度
周

知
の
た
め
、
市

内
4
5
5
事

業
所

あ
て
に
チ
ラ
シ
の
配

布
を
し
ま
し
た
。

・
「
中

高
年

齢
者

等
雇

用
促

進
奨

励
金

（
2
0
,0
0
0
円

(1
8
年

度
～

)）
」
の
交

付
実

績
は
、
平

成
2
7
年

度
は
1

件
の
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
1
8
年

度
以

降
、
7
事

業
所

1
0
名

分
を
交

付
し
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
す

わ
ー

く
ら
い
ふ

主
催

の
在

職
者

交
流

活
動

と
し

て
「
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
す

わ
ー

く
」
を
開

催
し
、
「
職

場
マ

ナ
ー

と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
「
金
銭
管
理
」
等
の
学
習
会
や

レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
通

じ
た
交

流
等

を
行

い
ま
し
た
。

2
6
.7
月

～
2
7
.2
ま
で
計

5
回

　
参

加
実

人
数

：
2
1
名

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
諏

訪
圏

域
就

業
・
生

活
支

援
セ
ン
タ
ー

す
わ
ー

く
ら

い
ふ

と
連

携
し
、
特

定
求

職
困

難
者

雇
用

開
発

助
成

金
等
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
就
労
相
談
や
就
労

定
着

支
援

に
取

り
組

み
ま
し
た
。

・
す

わ
ー

く
ら
い
ふ

で
の
取

組
　
　
相

談
支

援
実

人
数

　
9
9
名

　
　
　
　
内

　
発

達
障

害
　
1
3
名

充
　
　
実

体
制

整
備

【
地

域
福

祉
課

】
・
圏

域
の
自

立
支

援
協

議
会

就
労

支
援

部
会

を
中

心
に
、
通

所
事

業
所

の
見

学
会

が
開

催
さ
れ
、
当

事
者

・
家

族
等

積
極

的
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

H
2
8
.1
2
.6
　
通

所
事

業
所

見
学

会
　
　
　
　
　
　
　
　
参

加
者

2
6
名

【
商

工
課

】
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
を
通

じ
て
行

わ
れ
る
就

業
支

援
事

業
や
相
談
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
掲
示
・
配
布
等
、

啓
発

活
動

に
努

め
ま
し
た
。

・
「
茅

野
市

雇
用

促
進

奨
励

金
」
の
制

度
周

知
の
た

め
、
市

内
4
5
5
事

業
所

あ
て
に
チ
ラ
シ
の
配

布
を
し
ま

し
た
。

・
「
茅

野
市

雇
用

促
進

奨
励

金
（
H
2
7
年

度
ま
で
は
、

中
高

年
齢

者
等

雇
用

促
進

奨
励

金
）
（
2
0
,0
0
0
円

(1
8

年
度

～
）
）
」
の
交

付
実

績
は
、
平

成
2
8
年

度
は
1
件

の
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
1
8
年

度
以

降
、
8
事

業
所

1
1
名

分
を
交

付
し
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
課

】
・
引

き
続

き
、
情

報
提

供
の
在

り
方

や
体

制
の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
＜

商
工

課
＞

・
引

き
続

き
今

あ
る

就
労

援
護

事
業

を
利

用
し
や

す
く
し
て

い
く
た
め
の
情

報
提

供
の
あ
り
方

や
、

体
制

の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
・
行

政
機

関
と
の
連

携
の
他

、
関

係
機

関
や

企
業

と
の
連

携
に
つ

い
て
も
併

せ
て
進

め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
諏

訪
圏

域
就

業
・
生

活
支

援
セ
ン
タ
ー

す
わ
ー

く
ら

い
ふ

と
連

携
し
、
特

定
求

職
困

難
者

雇
用

開
発

助
成

金
等
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
就
労
相
談
や
就
労

定
着

支
援

に
取

り
組

み
ま
し
た
。

・
す

わ
ー

く
ら
い
ふ

で
の
取

組
　
　
相

談
支

援
実

人
数

　
　
1
1
0
名

（
茅

野
市

在
住

者
）

　
　
　
内

　
発

達
障

害
　
9
名

情
報

提
供

作
業

内
容

や
訓

練
の

充
実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
就

業
・
生

活
支

援
セ
ン
タ
ー

す
わ
ー

く
ら

い
ふ

と
連

携
し
、
特

定
求

職
困

難
者

雇
用

開
発

助
成
金
等
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
就
労
相
談
や
就

労
定

着
支

援
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

・
す

わ
ー

く
ら
い
ふ

で
の
取

組
　
　
相

談
支

援
実

人
数

　
8
0
名

　
　
　
　
　
内

　
発

達
障

害
　
9
名

【
地

域
福

祉
課

】
・
「
平

成
2
8
年

度
茅

野
市

障
害

者
施

設
優

先
調

達
方

針
」
策
定
し
、
障
害
者
施
設
か
ら
の
物
品
購
入
や

役
務

の
依

頼
に
努

め
ま
し
た
。

　
　
H
2
8
年

度
目

標
金

額
　
：
　
1
,4
0
0
,0
0
0
円

　
　
H
2
8
年

度
実

績
　
　
　
　
：
　
2
,3
0
7
,0
9
8
円

【
あ
す

な
ろ
セ
ン
タ
ー

】
・
通

所
者

全
員

の
個

別
支

援
計

画
を
作

成
し
計

画
に

基
づ

い
た
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
利

用
者

人
数

　
　
2
5
名

（
定

員
2
5
名

）
・
開

設
日

数
　
　
　
2
4
0
日

・
各

種
福

祉
イ
ベ

ン
ト
へ

の
参

加
・
バ
ス
ハ
イ
ク
の
開

催
（
長

野
市

善
光

寺
）

・
冬

期
間

中
は
、
希

望
者

の
送

迎
サ
ー

ビ
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
内

部
及

び
外

部
研

修
会

に
積

極
的

に
参

加
し
情

報
収

集
及

び
資

質
向

上
に
努

め
ま
し
た
。

・
民

生
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
視

察
及

び
学

生
現

場
研

修
等

積
極

的
に
受

け
入

れ
障

害
者

福
祉

の
理

解
を
深

め
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
課

】
・
す

わ
ー

く
ら
い
ふ

主
催

の
在

職
者

交
流

活
動

と
し

て
バ
ス
研

修
、
学

習
会

、
交

流
会

等
を
行

い
ま
し
た
。

　
計

5
回

　
参

加
実

人
数

：
3
6
名

・
引

き
続

き
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

と
積

極
的

に
連

携
を
図

り
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
平

成
2
7
年

度
茅

野
市

障
害

者
施

設
優

先
調

達
方

針
」
策
定
し
、
障
害
者
施
設
か
ら
の
物
品
購
入
や

役
務

の
依

頼
に
努

め
ま
し
た
。

　
　
H
2
7
年

度
目

標
金

額
　
：
　
1
,3
0
0
,0
0
0
円

　
　
H
2
7
年

度
実

績
　
　
　
　
：
　
1
,8
4
2
,8
6
8
円

【
あ
す

な
ろ
セ
ン
タ
ー

】
・
通

所
者

全
員

の
個

別
支

援
計

画
を
作

成
し
計

画
に

基
づ

い
た
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
利

用
者

人
数

　
　
2
5
名

（
定

員
2
5
名

）
・
開

設
日

数
　
　
　
2
4
0
日

・
冬

期
間

中
は
、
希

望
者

の
送

迎
サ
ー

ビ
ス
を
実

施
し
ま
し
た
。

・
内

部
及

び
外

部
研

修
会

に
積

極
的

に
参

加
し
情

報
収

集
及

び
資

質
向

上
に
努

め
ま
し
た
。

・
民

生
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
視

察
及

び
学

生
現

場
研

修
等

積
極

的
に
受

け
入

れ
障

害
者

福
祉

の
理

解
を
深

め
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
課

】
・
平

成
2
9
年

度
茅

野
市

障
害

者
施

設
優

先
調

達
方

針
」

を
策

定
し
、
目

標
金

額
の
達

成
を
目

指
し
ま
す

。

【
あ
す

な
ろ
セ
ン

タ
ー
】

・
通

所
者

に
あ
っ
た

個
別

支
援

計
画

を
作

成
し
プ
ラ
ン
に

基
づ

い
た
支

援
を

実
施

し
て
い
き
ま

す
。

・
賃

金
向

上
計

画
を
作

成
し
て
、
新

し
い
仕

事
を
開

拓
し

通
所

者
の
工

賃
ア
ッ
プ
に
な
る
よ
う

努
め
ま
す

。
・
サ
-
ビ
ス
の
向

上
を
図

る
た
め
計

画
的

に
研

修
会

に
参

加
し
職

員
の
専

門
知

識
の
習

得
に
努

め
ま
す

。
・
関

係
団

体
と
積

極
的

に
連

携
協

力
し

情
報

収
集

や
研

究
に
努

め
ま
す

。

市
内

の
B
型

事
業

所
で
あ
る
「
あ
す

な
ろ
セ
ン
タ
ー

」
「
ひ

ま
わ
り
作

業
所

」
「
八

ヶ
岳

福
祉

農
園

」
「
ふ

く
ろ
う
玉

川
」

に
対

し
て
今

後
も
積

極
的

に
支

援
し
、
自

主
製

品
の
開

発
や

販
路

の
開

拓
等

通
所

者
の
工

賃
向

上
を
目

指
し

ま
す

。

支
　
　
援

雇
用

啓
発

情
報

提
供

連
携

強
化

1
9

相
談

窓
口

の
充
実

充
　
　
実

1
7

ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
を
通

じ
て
行

わ
れ
る
就

職
援

護
事

業
を

利
用

し
や

す
く
し
て
い
く
た
め
の
情

報
提

供
の
在

り
方

や
、
体

制
の
工

夫
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
ま
た
、
市

単
独

事
業

「
中

高
年

齢
者

等
雇

用
促

進
奨

励
金

」
に
つ

い
て
、
心

身
障

害
者

を
新

規
に
雇

用
し
た
場

合
の
奨

励
金

交
付

を
今

後
も
継

続
し
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
南

進
ブ
ロ
ッ
ク
障

害
者

就
労

支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主

催
の
セ
ミ
ナ
ー

が
諏

訪
圏

域
に
お

い
て
開

催
さ
れ
、

就
労

・
生

活
支

援
セ
ン
タ
ー

を
中

心
に
、
当

事
者

、
家

族
、
施

設
職

員
、
企

業
担

当
者

、
教

育
関

係
者

、
行

政
職

員
、
他

支
援

者
等

多
く
の
関

係
者

が
参

加
し

ま
し
た
。

H
2
4
.1
1
.2
9
　
「
社

会
資

源
の
活

用
～

ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
支

援
を
通

じ
て
」
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
事

業
所

見
学

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
諏

訪
圏

域
就

業
・
生

活
支

援
セ
ン
タ
ー

す
わ
ー

く
ら

い
ふ

と
連

携
し
、
特

定
求

職
困

難
者

雇
用

開
発

助
成
金
等
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
就
労
相
談
や
就

労
定

着
支

援
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

・
す

わ
ー

く
ら
い
ふ

で
の
取

組
　
　
相

談
支

援
実

人
数

　
7
3
名

　
　
　
　
内

　
発

達
障

害
　
1
3
名

【
ひ

ま
わ
り
作

業
所

】
・
今

後
も
適

切
な
情

報
提

供
に
努

め
ま

す
。

【
あ
す

な
ろ
セ
ン

タ
ー
】

・
今

年
度

も
通

所
者

全
員

の
個

別
支

援
計

画
を
作

成
し

計
画

に
基

づ
い
た

支
援

を
実

施
し
て

い
き
ま
す

。
・
新

し
い
仕

事
を
開

拓
し
て
通

所
者

の
工

賃
ア
ッ
プ
に
な
る

よ
う
努

め
ま
す

。
・
障

害
者

相
談

支
援

事
業

所
開

設
に

向
け
て
必

要
な
準

備
を
行

い
ま
す

。
・
通

所
者

の
工

賃
ア
ッ
プ
に
向

け
て

受
注

を
安

定
的

に
確

保
し
、
他

の
仕

事
を
積

極
的

に
な

る
よ
う
努

め
ま
す

。
・
職

員
研

修
を
行

う
と
と
も
に
、
関

係
団

体
と
積

極
的

に
連

携
協

力
し
情

報
収

集
や

研
究

に
努

め
ま
す

。

充
　
　
実

充
　
　
実

支
　
　
援

・
引

き
続

き
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

と
積

極
的

に
連

携
を
図

り
ま
す

。

・
引

き
続

き
発

達
障

害
の
あ
る
方

の
就

労
支

援
に
取

り
組

み
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
平

成
2
8
年

度
茅

野
市

障
害

者
施

設
優

先
調

達
方

針
」

を
策

定
し
、
目

標
金

額
の
達

成
を
目

指
し
ま
す

。

【
あ
す

な
ろ
セ
ン

タ
ー
】

・
通

所
者

に
あ
っ
た

個
別

支
援

計
画

を
作

成
し
プ
ラ
ン
に

基
づ

い
た
支

援
を

実
施

し
て
い
き
ま

す
。

・
賃

金
向

上
計

画
を
作

成
し
て
、
新

し
い
仕

事
を
開

拓
し

通
所

者
の
工

賃
ア
ッ
プ
に
な
る
よ
う

努
め
ま
す

。
・
サ
-
ビ
ス
の
向

上
を
図

る
た
め
計

画
的

に
研

修
会

に
参

加
し
職

員
の
専

門
知

識
の
習

得
に
努

め
ま
す

。
・
関

係
団

体
と
積

極
的

に
連

携
協

力
し

情
報

収
集

や
研

究
に
努

め
ま
す

。

・
引

き
続

き
発

達
障

害
の
あ
る
方

の
就

労
支

援
に
取

り
組

み
ま
す

。

4
 ペ

ー
ジ

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

多
様

な
就

業
の

あ
り

方
の

研
究

・
検

討

第
3
章

　
啓

発
学

習
活

動
の

推
進

（
啓

発
・
学

習
）

障
害

理
解

を
深

め
る

た
め

の
活

動
支

援

「
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
」
の

開
催

「
広

報
ち

の
」
等

を
利

用
し

た
啓

発
活

動

「
障

害
福

祉
の

し
お

り
」
の

製
作

広
域

的
啓

発
活

動
の

推
進

重
度

障
害

者
等

の
交

流
の

推
進

H
2
6
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

・
引

き
続

き
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

配
布

と
有

効
な

活
用

を
行

い
、

啓
発

活
動

の
推

進
に

努
め

ま
す

。

・
賃

金
を

稼
ぎ

出
す

だ
け

で
な

い
、

い
ろ

い
ろ

な
働

き
方

の
つ

い
て

、
当

事
者

と
と

も
に

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

・
外

出
す

る
機

会
の

少
な

い
在

宅
の

重
度

障
害

者
へ

の
働

き
か

け
を

、
よ

り
積

極
的

に
行

い
ま

す
。

継
続

・
充

実

推
進

・
充

実

・
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
実

施
の

た
め

、
引

き
続

き
共

催
、

補
助

金
等

の
支

援
を

行
い

、
地

域
住

民
に

対
す

る
啓

発
活

動
を

進
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
障

害
福

祉
の

し
お

り
」
を

5
0
0
部

製
作

し
、

手
帳

交
付

時
に

配
布

し
制

度
説

明
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
庁

内
関

係
窓

口
や

社
協

等
各

関
係

団
体

に
配

布
し

、
制

度
の

周
知

に
努

め
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

に
お

い
て

作
成

し
た

「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」
利

用
し

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
一

覧
な

ど
を

通
じ

て
啓

発
活

動
に

努
め

ま
し

た
。

・
外

出
す

る
機

会
の

少
な

い
在

宅
の

重
度

障
害

者
の

外
出

支
援

の
応

え
る

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
協

力
を

働
き

か
け

な
が

ら
、

実
現

に
向

け
た

取
り

組
み

を
実

践
し

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
障

害
福

祉
の

し
お

り
」
を

5
0
0
部

製
作

し
、

手
帳

交
付

時
に

配
布

し
制

度
説

明
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
庁

内
関

係
窓

口
や

社
協

等
各

関
係

団
体

に
配

布
し

、
制

度
の

周
知

に
努

め
ま

し
た

。

・
継

続
実

施

・
実

施
の

た
め

、
引

き
続

き
共

催
、

補
助

金
等

の
支

援
を

行
い

、
地

域
住

民
に

対
す

る
啓

発
活

動
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
障

害
福

祉
の

し
お

り
」
を

5
0
0
部

製
作

し
、

手
帳

交
付

時
に

配
布

し
制

度
説

明
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
庁

内
関

係
窓

口
や

社
協

等
各

関
係

団
体

に
配

布
し

、
制

度
の

周
知

に
努

め
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

に
お

い
て

「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」
を

作
成

し
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
障

害
者

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

一
覧

な
ど

を
通

じ
て

啓
発

活
動

に
努

め
ま

し
た

。

担
当

部
署

・
覚

え
た

手
話

を
日

頃
の

業
務

や
、

街
中

で
実

践
で

き
る

よ
う
努

め
ま

す
。

・
継

続
実

施

2
4

2
6

継
続

・
充

実

推
進

・
充

実

充
　

　
実

「
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
」
を

継
続

開
催

し
、

障
害

の
あ

る
人

同
士

や
地

域
住

民
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
交

流
を

図
り

ま
す

。

・
賃

金
を

稼
ぎ

出
す

だ
け

で
な

い
、

い
ろ

い
ろ

な
働

き
方

の
つ

い
て

、
当

事
者

と
と

も
に

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

・
鑑

賞
し

た
映

画
の

D
V

D
を

購
入

し
、

各
地

区
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

だ
け

で
な

く
、

市
内

小
中

学
校

に
も

貸
し

出
し

を
行

い
、

視
聴

後
の

話
し

合
い

を
勧

め
て

い
ま

す
。

・
内

容
を

更
新

し
な

が
ら

増
刷

し
て

い
き

ま
す

。

・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

配
布

と
有

効
な

活
用

を
行

い
、

啓
発

活
動

の
推

進
に

努
め

ま
す

。

【
社

協
】

・
「
シ

ャ
ラ

ラ
カ

レ
ッ

ジ
④

」
に

お
い

て
、

『
震

災
が

起
き

た
!!

　
そ

の
時

、
わ

た
し

た
ち

は
？

～
東

日
本

大
震

災
で

障
害

の
あ

る
人

の
生

死
を

分
け

た
も

の
は

何
か

！
～

』
と

題
し

、
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ
ー

映
画

「
生

命
(い

の
ち

)の
こ

と
づ

け
 ～

死
亡

率
2
倍

 障
害

の
あ

る
人

た
ち

の
3
.1

1
～

」
　

を
鑑

賞
す

る
と

共
に

、
災

害
時

に
障

害
者

に
対

す
る

情
報

伝
達

の
あ

り
方

を
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
ま

し
た

。

継
続

・
充

実

推
進

・
充

実

【
社

協
】

・
「
希

望
の

旅
」
に

お
け

る
初

め
て

参
加

す
る

障
害

当
事

者
の

発
掘

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

交
流

を
図

り
実

践
し

ま
し

た
。

・
内

容
を

更
新

し
な

が
ら

増
刷

し
て

い
き

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
実

行
委

員
会

の
主

催
に

よ
り

、
市

・
社

協
の

共
催

補
助

金
等

の
支

援
の

も
と

実
施

し
、

障
害

の
あ

る
人

同
士

や
地

域
の

方
々

と
の

交
流

を
深

め
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
広

報
ち

の
」
に

障
害

福
祉

に
係

る
記

事
を

計
5
回

掲
載

し
ま

し
た

。
諏

訪
圏

域
を

単
位

と
し

た
行

事
等

の
記

事
も

積
極

的
に

掲
載

し
啓

発
に

努
め

ま
し

た
。

2
2

就
労

（
職

に
就

く
こ

と
）
を

目
指

す
だ

け
で

な
く

、
就

業
（
働

く
こ

と
、

働
い

て
い

る
こ

と
）
を

目
標

に
、

障
害

の
程

度
や

能
力

に
合

わ
せ

た
多

様
な

就
業

の
あ

り
方

を
、

引
き

続
き

研
究

・
検

討
し

ま
す

。

・
外

出
す

る
機

会
の

少
な

い
在

宅
の

重
度

障
害

者
の

外
出

支
援

の
応

え
る

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
協

力
を

働
き

か
け

な
が

ら
、

実
現

に
向

け
た

取
り

組
み

を
実

践
し

ま
す

。

充
　

　
実

継
続

・
充

実

研
究

・
検

討

検
討

・
充

実

在
宅

の
重

度
障

害
者

等
、

地
域

で
の

交
流

の
場

に
参

加
し

づ
ら

い
障

害
の

あ
る

人
に

つ
い

て
も

、
「
希

望
の

旅
」
等

を
通

じ
て

交
流

を
進

め
ま

す
。

研
究

・
検

討

「
障

害
福

祉
の

し
お

り
」
に

つ
い

て
、

内
容

を
更

新
し

な
が

ら
増

刷
し

制
度

説
明

に
活

用
し

ま
す

。

継
続

・
充

実

・
継

続
実

施

障
害

の
あ

る
人

が
一

方
的

な
「
福

祉
の

受
け

手
」
で

は
な

く
「
地

域
福

祉
の

担
い

手
」
と

し
て

地
域

で
の

役
割

が
果

た
せ

る
よ

う
、

障
害

当
事

者
や

地
域

の
方

々
と

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
地

域
で

開
催

さ
れ

る
企

画
や

行
事

に
、

障
害

の
あ

る
方

も
積

極
的

に
参

加
で

き
る

よ
う
、

障
害

や
障

害
の

あ
る

人
へ

の
理

解
を

深
め

る
活

動
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

検
討

・
充

実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
実

行
委

員
会

の
主

催
に

よ
り

、
市

・
社

協
の

共
催

補
助

金
等

の
支

援
の

も
と

実
施

し
、

障
害

の
あ

る
人

同
士

や
地

域
の

方
々

と
の

交
流

を
深

め
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

職
員

と
と

も
に

、
通

所
者

の
能

力
に

合
わ

せ
た

働
き

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

【
社

協
】

・
聴

覚
障

害
者

の
方

に
、

あ
い

さ
つ

や
自

己
紹

介
な

ど
の

手
話

を
指

導
し

て
い

た
だ

き
覚

え
た

手
話

を
引

き
続

き
、

朝
礼

で
練

習
し

た
り

、
会

議
や

地
域

の
い

き
い

き
サ

ロ
ン

で
も

紹
介

し
ま

し
た

。

継
続

・
充

実

充
　

　
実

研
究

・
検

討

「
広

報
ち

の
」
へ

の
掲

載

検
討

・
充

実

2
3

2
5

検
討

・
連

携
諏

訪
圏

域
障

害
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

連
携

し
、

「
諏

訪
地

域
障

害
福

祉
社

会
資

源
マ

ッ
プ

」
の

製
作

等
を

通
じ

て
啓

発
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

「
広

報
ち

の
」
等

を
利

用
し

、
定

期
的

な
啓

発
活

動
を

実
施

し
ま

す
。

2
1

充
　

　
実

2
0

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

職
員

と
と

も
に

、
通

所
者

の
能

力
に

合
わ

せ
た

働
き

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

健
康

福
祉

部

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

【
社

協
】

・
「
希

望
の

旅
」
に

初
め

て
参

加
す

る
障

害
当

事
者

の
発

掘
(新

規
２

組
）
、

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
交

流
を

図
り

実
践

し
ま

し
た

。
ま

た
、

障
害

児
の

校
外

活
動

支
援

に
つ

い
て

も
相

談
を

受
け

、
対

応
し

ま
し

た
。

・
引

き
続

き
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

配
布

と
有

効
な

活
用

を
行

い
、

啓
発

活
動

の
推

進
に

努
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

職
員

と
と

も
に

、
通

所
者

の
能

力
に

合
わ

せ
た

働
き

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
実

行
委

員
会

の
主

催
に

よ
り

、
市

・
社

協
の

共
催

補
助

金
等

の
支

援
の

も
と

実
施

し
、

障
害

の
あ

る
人

同
士

や
地

域
の

方
々

と
の

交
流

を
深

め
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
広

報
ち

の
」
に

障
害

福
祉

に
係

る
記

事
を

計
5
回

掲
載

し
ま

し
た

。
諏

訪
圏

域
を

単
位

と
し

た
行

事
等

の
記

事
も

積
極

的
に

掲
載

し
啓

発
に

努
め

ま
し

た
。

【
社

協
】

・
聴

覚
障

害
者

の
方

に
、

あ
い

さ
つ

や
自

己
紹

介
な

ど
の

手
話

を
指

導
し

て
い

た
だ

き
、

事
務

局
内

の
朝

礼
で

覚
え

た
手

話
を

練
習

し
て

い
ま

す
。

・
賃

金
を

稼
ぎ

出
す

だ
け

で
な

い
、

い
ろ

い
ろ

な
働

き
方

の
つ

い
て

、
当

事
者

と
と

も
に

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

・
覚

え
た

手
話

を
日

頃
の

業
務

や
、

地
域

の
会

議
や

集
ま

り
の

場
で

実
践

で
き

る
よ

う
努

め
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
広

報
ち

の
」
に

障
害

福
祉

に
係

る
記

事
を

計
5
回

掲
載

し
ま

し
た

。
諏

訪
圏

域
を

単
位

と
し

た
行

事
等

の
記

事
も

積
極

的
に

掲
載

し
啓

発
に

努
め

ま
し

た
。

今
後

の
計

画
H

2
7
の

評
価

及
び

実
績

等

・
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
実

施
の

た
め

、
引

き
続

き
共

催
、

補
助

金
等

の
支

援
を

行
い

、
地

域
住

民
に

対
す

る
啓

発
活

動
を

進
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

に
お

い
て

作
成

し
た

「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」
利

用
し

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
一

覧
な

ど
を

通
じ

て
啓

発
活

動
に

努
め

ま
し

た
。

【
社

協
】

・
「
希

望
の

旅
」
に

参
加

す
る

こ
と

の
よ

り
、

外
出

の
機

会
や

、
障

害
者

同
士

や
介

助
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
交

流
を

図
り

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
。

・
内

容
を

更
新

し
な

が
ら

増
刷

し
て

い
き

ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

職
員

と
と

も
に

、
通

所
者

の
能

力
に

合
わ

せ
た

働
き

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

ま
し

た
。

・
賃

金
を

稼
ぎ

出
す

だ
け

で
な

い
、

い
ろ

い
ろ

な
働

き
方

の
つ

い
て

、
当

事
者

と
と

も
に

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

【
社

協
】

・
聴

覚
障

害
者

の
方

に
、

あ
い

さ
つ

や
自

己
紹

介
な

ど
の

手
話

を
指

導
し

て
い

た
だ

き
覚

え
た

手
話

を
引

き
続

き
、

朝
礼

で
練

習
し

た
り

、
会

議
や

地
域

の
い

き
い

き
サ

ロ
ン

で
も

紹
介

し
ま

し
た

。

・
覚

え
た

手
話

を
日

頃
の

業
務

や
、

地
域

の
会

議
や

集
ま

り
の

場
で

実
践

で
き

る
よ

う
努

め
ま

す
。

【
地

域
福

祉
課

】
・
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
実

行
委

員
会

の
主

催
に

よ
り

、
市

・
社

協
の

共
催

補
助

金
等

の
支

援
の

も
と

実
施

し
、

障
害

の
あ

る
人

同
士

や
地

域
の

方
々

と
の

交
流

を
深

め
ま

し
た

。

・
ふ

れ
あ

い
の

つ
ど

い
実

施
の

た
め

、
引

き
続

き
共

催
、

補
助

金
等

の
支

援
を

行
い

、
地

域
住

民
に

対
す

る
啓

発
活

動
を

進
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
広

報
ち

の
」
に

障
害

福
祉

に
係

る
記

事
を

計
5
回

掲
載

し
ま

し
た

。
諏

訪
圏

域
を

単
位

と
し

た
行

事
等

の
記

事
も

積
極

的
に

掲
載

し
啓

発
に

努
め

ま
し

た
。

・
継

続
実

施

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
「
障

害
福

祉
の

し
お

り
」
を

5
0
0
部

製
作

し
、

手
帳

交
付

時
に

配
布

し
制

度
説

明
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
庁

内
関

係
窓

口
や

社
協

等
各

関
係

団
体

に
配

布
し

、
制

度
の

周
知

に
努

め
ま

し
た

。

・
内

容
を

更
新

し
な

が
ら

増
刷

し
て

い
き

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
圏

域
自

立
支

援
協

議
会

に
お

い
て

作
成

し
た

「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
」
利

用
し

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

障
害

者
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
一

覧
な

ど
を

通
じ

て
啓

発
活

動
に

努
め

ま
し

た
。

・
引

き
続

き
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

配
布

と
有

効
な

活
用

を
行

い
、

啓
発

活
動

の
推

進
に

努
め

ま
す

。

【
社

協
】

・
「
希

望
の

旅
」
に

参
加

す
る

こ
と

の
よ

り
、

外
出

の
機

会
や

、
障

害
者

同
士

や
介

助
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
交

流
を

図
り

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
。

・
外

出
す

る
機

会
の

少
な

い
在

宅
の

重
度

障
害

者
の

外
出

支
援

の
応

え
る

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
協

力
を

働
き

か
け

な
が

ら
、

実
現

に
向

け
た

取
り

組
み

を
実

践
し

ま
す

。

5
 ペ

ー
ジ



6564

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

利
用

・
参

加
支

援

ぷ
れ

ジ
ョ

ブ
の

取
り

組
み

支
援

福
祉

教
育

の
場

の
確

保
と

充
実

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

学
習

の
学

校
で

の
取

り
組

み

今
後

の
計

画
H

2
6
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等
担

当
部

署
N

o
今

後
の

取
り

組
み

計
画

等
内

容
H

2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
7
の

評
価

及
び

実
績

等

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
継

続
し

て
施

設
訪

問
、

研
修

等
を

実
施

し
ま

す
。

平
成

2
7
年

度
に

は
、

民
生

児
童

委
員

協
議

会
と

し
て

県
内

の
福

祉
施

設
へ

の
訪

問
、

研
修

を
計

画
し

て
い

ま
す

。
【
社

協
】

・
学

校
・
地

域
と

の
協

働
に

よ
り

「
共

に
生

き
る

」
（
福

祉
教

育
：
共

育
）
と

い
う

視
点

を
大

切
に

し
な

が
ら

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

を
対

象
と

し
た

福
祉

教
室

や
講

座
開

催
等

に
よ

る
福

祉
意

識
の

醸
成

に
取

組
み

ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
教

科
ま

た
は

特
別

活
動

を
通

し
て

今
後

も
児

童
生

徒
の

自
主

的
・
自

発
的

な
活

動
と

し
て

継
続

し
た

活
動

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
検

討
委

員
会

の
福

祉
部

会
で

、
障

害
者

及
び

そ
の

支
援

者
と

の
懇

談
会

を
計

7
回

開
催

し
、

必
要

な
機

能
や

設
備

の
要

望
を

聴
取

し
ま

し
た

。
ま

た
、

H
2
6
.2

月
か

ら
障

害
当

事
者

及
び

そ
の

関
係

者
か

ら
3
名

を
検

討
委

員
会

委
員

に
加

え
、

セ
ン

タ
ー

設
置

基
本

計
画

策
定

に
向

け
た

検
討

を
行

な
い

ま
し

た
。

【
社

協
】

・
　

「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
」
に

整
備

が
計

画
さ

れ
て

い
る

福
祉

喫
茶

に
つ

い
て

、
岡

谷
市

の
諏

訪
湖

ハ
イ

ツ
、

富
士

見
町

の
福

祉
作

業
所

「
赤

と
ん

ぼ
」

の
視

察
を

行
い

、
設

備
だ

け
で

な
く

、
運

営
体

制
や

障
害

当
事

者
の

就
労

に
つ

い
て

研
究

し
ま

し
た

。

【
学

校
教

育
課

】
教

科
ま

た
は

特
別

活
動

を
通

し
て

今
後

も
児

童
生

徒
の

自
主

的
・
自

発
的

な
活

動
と

し
て

継
続

し
た

活
動

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

2
9

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
の

各
段

階
に

お
い

て
、

障
害

の
あ

る
人

に
対

す
る

正
し

い
理

解
と

認
識

を
深

め
る

た
め

、
福

祉
講

座
や

体
験

学
習

な
ど

を
通

じ
た

福
祉

教
育

の
場

の
確

保
と

充
実

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
今

後
も

民
生

児
童

委
員

協
議

会
全

体
集

会
で

障
害

者
福

祉
部

会
の

研
修

を
開

催
す

る
ほ

か
、

関
係

す
る

研
修

会
等

に
参

加
を

依
頼

し
ま

す
。

講
座

、
学

習
会

の
開

催
、

講
師

紹
介

等

3
0

継
続

・
充

実
各

小
学

校
で

取
り

組
む

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

学
習

に
つ

い
て

、
今

後
も

教
科

又
は

特
別

活
動

を
通

じ
て

児
童

生
徒

の
自

主
的

・
自

発
的

な
活

動
と

し
て

、
す

べ
て

の
学

校
で

継
続

し
て

活
動

し
ま

す
。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
引

き
続

き
障

害
者

等
の

声
を

反
映

す
る

中
で

、
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
的

機
能

の
検

討
を

進
め

ま
す

。
【
社

協
】

・
障

害
の

あ
る

人
や

関
係

者
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

、
利

用
方

法
・
参

加
企

画
等

の
検

討
と

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

・
サ

ポ
ー

タ
ー

、
受

け
入

れ
先

募
集

に
協

力
し

ま
す

。

継
続

・
充

実

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
設

置
に

関
す

る
市

民
会

議
」
に

お
い

て
、

設
置

基
本

計
画

を
よ

り
具

体
化

す
る

た
め

の
管

理
運

営
計

画
の

検
討

を
す

す
め

る
と

と
も

に
、

基
本

設
計

・
実

施
設

計
に

お
い

て
、

障
害

者
が

優
先

予
約

で
き

る
会

議
室

と
障

害
者

向
け

設
備

を
検

討
し

ま
し

た
。

【
社

協
】

・
「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
に

関
す

る
市

民
会

議
」
に

、
障

害
当

事
者

や
障

害
者

支
援

団
体

の
代

表
者

に
参

画
し

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
管

理
運

営
計

画
に

対
し

て
、

当
事

者
と

し
て

の
意

見
提

言
を

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
民

生
児

童
委

員
協

議
会

で
は

、
地

区
民

児
協

単
位

で
福

祉
施

設
へ

の
訪

問
研

修
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

平
成

2
7
年

度
は

、
茅

野
市

民
児

協
の

県
外

研
修

と
し

て
、

京
都

市
の

オ
ム

ロ
ン

京
都

（
株

）
太

陽
の

工
場

見
学

を
実

施
し

ま
し

た
。

こ
こ

で
は

、
障

害
者

を
積

極
的

に
雇

用
し

、
高

い
生

産
性

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

お
り

、
障

害
者

と
の

向
き

あ
い

方
な

ど
多

く
の

こ
と

を
学

び
ま

し
た

。
【
社

協
】

・
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る

方
と

の
交

流
や

、
車

い
す

や
ア

イ
マ

ス
ク

体
験

を
通

し
て

、
児

童
や

生
徒

、
先

生
方

と
一

緒
に

『
共

に
生

き
る

こ
と

 共
に

学
び

あ
う
こ

と
』
を

考
え

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
し

た
。

障
害

当
事

者
と

の
関

わ
り

は
「
出

前
福

祉
教

室
」

で
関

わ
る

程
度

に
留

ま
っ

て
い

ま
す

。
　

開
催

数
：
3
6
回

　
開

催
学

校
数

：
1
0
校

　
延

参
加

者
数

：
8
9
8
人

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
継

続
し

て
施

設
訪

問
、

研
修

等
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
平

成
2
8
年

度
も

、
民

生
児

童
委

員
協

議
会

と
し

て
県

内
の

福
祉

施
設

へ
の

訪
問

、
研

修
を

計
画

し
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
学

校
、

地
域

と
の

協
働

に
よ

り
「
共

に
生

き
る

」
と

い
う
視

点
を

大
切

に
し

な
が

ら
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
を

対
象

と
し

た
福

祉
教

室
や

講
座

の
開

催
等

に
よ

る
福

祉
意

識
の

醸
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
小

学
校

で
は

主
に

児
童

会
の

活
動

の
中

で
、

公
共

施
設

（
駅

等
）
の

掃
除

を
実

施
し

た
り

、
老

人
ホ

ー
ム

等
の

施
設

訪
問

を
行

い
交

流
を

図
り

ま
し

た
。

・
中

学
校

で
は

生
徒

会
の

福
祉

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

が
主

と
な

り
、

地
元

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
交

流
を

図
り

ま
し

た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
教

科
ま

た
は

特
別

活
動

を
通

し
て

、
今

後
も

児
童

生
徒

の
自

主
的

・
自

発
的

な
活

動
と

し
て

継
続

し
た

活
動

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

検
討

・
支

援

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

引
き

続
き

障
害

者
等

の
声

を
反

映
し

な
が

ら
、

障
害

者
向

け
機

能
と

設
備

の
検

討
を

進
め

ま
す

。
【
社

協
】

・
障

害
の

あ
る

人
や

関
係

者
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

、
利

用
方

法
・
参

加
企

画
等

の
検

討
と

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
設

置
に

関
す

る
市

民
会

議
」
に

お
い

て
、

ハ
ー

ド
面

の
検

討
を

し
、

工
事

に
着

手
し

ま
し

た
。

ま
た

、
管

理
運

営
計

画
を

ま
と

め
ま

し
た

。

【
社

協
】

・
「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
に

関
す

る
市

民
会

議
」
に

、
障

害
当

事
者

や
障

害
者

支
援

団
体

の
代

表
者

に
参

画
し

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
管

理
運

営
計

画
に

対
し

て
、

当
事

者
と

し
て

の
意

見
提

言
を

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

健
康

福
祉

部
こ

ど
も

部

今
後

の
計

画

研
究

・
検

討

継
続

・
充

実

検
討

・
支

援

研
究

・
検

討

継
続

・
充

実

検
討

・
支

援
2
7

【
こ

ど
も

課
】

・
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

ち
の

推
進

委
員

会
、

行
政

関
係

者
と

打
ち

合
わ

せ
を

開
始

し
ま

し
た

。
（
2
回

開
催

）
・
Ｈ

2
5
年

8
月

、
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

 i
n
 さ

く
連

絡
協

議
会

の
会

長
、

副
会

長
を

招
き

、
学

習
会

を
開

催
い

ま
し

た
。

・
Ｈ

2
5
年

9
月

、
小

諸
を

視
察

し
ま

し
た

。
（
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

ち
の

推
進

委
員

会
、

オ
ア

シ
ス

、
行

政
関

係
者

）

・
サ

ポ
ー

タ
ー

、
受

け
入

れ
先

募
集

に
協

力
し

ま
す

。

【
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
】

・
障

害
の

あ
る

人
を

特
別

視
す

る
こ

と
な

く
、

「
自

立
」
を

見
据

え
た

活
動

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
設

備
・
機

能
に

頼
る

こ
と

な
く

、
職

員
や

健
常

者
が

支
え

合
い

、
思

い
合

え
る

関
係

づ
く

り
を

構
築

し
て

い
き

ま
す

。
【
社

協
】

・
障

害
の

あ
る

人
や

関
係

者
の

意
見

を
聞

き
な

が
ら

、
利

用
方

法
・
参

加
企

画
等

の
検

討
と

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

【
こ

ど
も

課
】

・
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

の
受

け
入

れ
を

行
い

ま
し

た
。

(H
2
7
年

度
１

名
受

け
入

れ
)

・
サ

ポ
ー

タ
ー

、
受

け
入

れ
先

募
集

に
協

力
し

ま
す

。
2
8

「
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

」
の

実
施

に
向

け
、

周
知

・
啓

発
・
学

習
を

進
め

て
い

く
た

め
の

支
援

に
つ

い
て

研
究

・
検

討
し

ま
す

。

整
備

が
計

画
さ

れ
て

い
る

「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
」
、

は
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
的

機
能

も
持

つ
こ

と
に

な
る

た
め

、
障

害
の

あ
る

人
や

関
係

者
か

ら
の

要
望

や
意

見
の

実
現

に
向

け
て

検
討

し
ま

す
。

ま
た

、
障

害
の

あ
る

人
や

関
係

者
の

「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
」

利
用

促
進

に
向

け
て

、
利

用
方

法
・
参

加
企

画
等

の
検

討
と

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
民

生
児

童
委

員
で

は
、

茅
野

市
民

生
児

童
委

員
協

議
会

全
体

研
修

会
に

て
下

記
の

テ
ー

マ
内

容
で

障
害

者
に

関
す

る
研

修
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
H

2
4
年

　
「
障

害
者

の
現

状
、

種
別

と
課

題
（
茅

野
市

の
状

況
）
」
「
障

害
者

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
と

り
か

た
に

つ
い

て
」

・
H

2
5
年

　
「
第

2
次

茅
野

市
障

害
者

保
健

福
祉

計
画

に
つ

い
て

」
、

「
地

域
で

の
障

害
者

と
の

関
わ

り
」

【
社

協
】

・
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る

方
と

の
交

流
や

、
車

い
す

や
ア

イ
マ

ス
ク

体
験

を
通

し
て

、
児

童
や

生
徒

、
先

生
方

と
一

緒
に

『
共

に
生

き
る

こ
と

 共
に

学
び

あ
う
こ

と
』
を

考
え

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
的

に
実

施
し

ま
し

た
。

障
害

当
事

者
と

の
関

わ
り

は
「
出

前
福

祉
教

室
」

で
関

わ
る

程
度

に
留

ま
っ

て
い

ま
す

。
　

開
催

数
：
4
6
回

　
開

催
学

校
数

：
８

校
　

延
参

加
者

数
：
1
,2

2
2
人

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
今

後
も

、
茅

野
市

民
生

児
童

委
員

協
議

会
全

体
研

修
の

障
害

者
福

祉
部

会
で

研
修

を
開

催
予

定
で

す
。

ま
た

関
係

す
る

研
修

会
等

へ
の

参
加

や
講

師
を

招
い

て
の

研
修

等
も

検
討

し
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
学

校
・
地

域
と

の
協

働
に

よ
り

「
共

に
生

き
る

」
と

い
う
視

点
を

大
切

に
し

な
が

ら
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
を

対
象

と
し

た
福

祉
教

室
や

講
座

の
開

催
等

に
よ

る
福

祉
意

識
の

醸
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
各

学
校

で
福

祉
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

委
員

会
を

設
置

し
、

地
元

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
交

流
を

行
っ

て
い

ま
す

。

継
続

・
充

実

【
学

校
教

育
課

】
・
各

学
校

で
福

祉
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

委
員

会
を

設
置

し
、

地
元

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
交

流
を

行
っ

て
い

ま
す

。

健
康

福
祉

部
企

画
総

務
部

社
会

福
祉

協
議

会

健
康

福
祉

部
こ

ど
も

部
社

会
福

祉
協

議
会

【
こ

ど
も

課
】

プ
レ

ジ
ョ
ブ

の
受

け
入

れ
を

行
い

ま
し

た
。

(H
2
6
.1

0
.1

0
～

１
名

受
け

入
れ

)

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
民

生
児

童
委

員
協

議
会

で
は

、
地

区
民

児
協

単
位

で
福

祉
施

設
へ

の
訪

問
研

修
を

継
続

し
て

実
施

し
て

い
ま

す
。

平
成

2
6
年

度
は

、
市

全
体

の
研

修
と

し
て

、
「
精

神
障

害
者

、
発

達
障

害
者

、
そ

の
家

族
の

支
援

に
つ

い
て

」
と

い
う
研

修
テ

ー
マ

で
、

東
洋

大
学

教
授

の
白

石
先

生
を

招
い

て
の

講
演

会
・
研

修
を

行
い

ま
し

た
。

【
社

協
】

・
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る

方
と

の
交

流
や

、
車

い
す

や
ア

イ
マ

ス
ク

体
験

を
通

し
て

、
児

童
や

生
徒

、
先

生
方

と
一

緒
に

『
共

に
生

き
る

こ
と

 共
に

学
び

あ
う
こ

と
』

を
考

え
て

い
た

だ
く

こ
と

を
目

的
に

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、

「
出

前
福

祉
教

室
」
を

開
催

し
障

害
当

事
者

と
の

交
流

を
進

め
ま

し
た

。
　

開
催

数
：
3
9
回

　
開

催
学

校
数

9
校

　
延

参
加

者
数

：
1
,0

7
7
人

・
福

祉
施

設
等

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
を

通
じ

施
設

の
役

割
や

利
用

者
と

の
交

流
を

深
め

る
「
サ

マ
ー

ち
ゃ

れ
ん

じ
」
を

開
催

し
、

平
成

2
6
年

度
は

中
学

生
を

中
心

に
例

年
の

3
倍

以
上

の
方

々
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

　
7
/
2
2
～

8
/
3
1
　

市
内

2
9
施

設
　

7
1
名

研
究

・
検

討

【
こ

ど
も

課
】

・
ぷ

れ
ジ

ョ
ブ

の
受

け
入

れ
を

行
い

ま
し

た
。

(H
2
8
年

度
2
名

受
け

入
れ

)

・
サ

ポ
ー

タ
ー

、
受

け
入

れ
先

募
集

に
協

力
し

ま
す

。

【
社

協
】

・
『
ゆ

い
わ

ー
く

茅
野

』
」
の

運
営

委
員

会
に

、
障

害
当

事
者

や
障

害
者

支
援

団
体

の
代

表
者

に
参

画
し

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
当

事
者

と
し

て
の

意
見

提
言

を
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
【
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
】

・
管

理
運

営
計

画
に

基
づ

き
、

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

が
完

成
し

ま
し

た
。

充
実

し
た

設
備

と
職

員
の

支
援

に
よ

り
、

障
が

い
の

あ
る

人
な

ど
社

会
参

加
し

に
く

い
環

境
に

あ
る

人
の

交
流

の
場

や
居

場
所

の
提

供
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
『
ゆ

い
わ

ー
く

茅
野

』
の

運
営

委
員

会
に

、
障

害
当

事
者

や
障

害
者

支
援

団
体

の
代

表
者

に
参

画
し

て
い

た
だ

き
、

利
用

方
法

・
参

加
企

画
等

の
検

討
と

取
組

を
進

め
ま

す
。

【
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
】

・
設

備
に

頼
る

こ
と

な
く

、
健

常
者

と
障

が
い

の
あ

る
人

が
支

え
合

い
、

思
い

合
え

る
関

係
づ

く
り

、
居

場
所

づ
く

り
を

構
築

し
、

障
が

い
の

あ
る

人
を

特
別

視
す

る
こ

と
の

な
い

「
自

立
」
を

見
据

え
た

活
動

支
援

を
行

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
「
ゆ

い
・
わ

ー
く

」
に

職
員

を
派

遣
し

、
障

害
に

関
わ

る
人

々
と

の
交

流
が

深
め

ら
れ

る
講

座
を

企
画

・
実

施
し

ま
し

た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
小

学
校

で
は

主
に

児
童

会
の

活
動

の
中

で
、

公
共

施
設

の
掃

除
や

町
の

花
壇

の
管

理
を

行
い

、
地

域
の

施
設

訪
問

（
老

人
ホ

ー
ム

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

）
を

行
い

交
流

を
図

り
ま

し
た

。
・
中

学
校

で
は

生
徒

会
の

福
祉

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

が
主

と
な

り
、

地
元

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
交

流
を

図
っ

た
り

、
福

祉
施

設
へ

の
訪

問
を

行
い

福
祉

の
体

験
交

流
を

し
ま

し
た

。

【
社

協
】

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
者

や
地

域
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

講
座

を
「
ゆ

い
・
わ

ー
く

」
の

講
座

と
し

て
企

画
し

開
催

し
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
教

科
ま

た
は

特
別

活
動

を
通

し
て

、
今

後
は

、
小

中
一

貫
教

育
の

中
で

も
児

童
生

徒
が

協
力

し
て

継
続

し
た

活
動

を
取

り
入

れ
て

い
き

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
継

続
し

て
施

設
訪

問
、

研
修

等
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
平

成
2
8
年

度
も

、
民

生
児

童
委

員
協

議
会

と
し

て
県

内
の

福
祉

施
設

へ
の

訪
問

、
研

修
を

計
画

し
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
学

校
、

地
域

と
の

協
働

に
よ

り
「
共

に
生

き
る

」
と

い
う
視

点
を

大
切

に
し

な
が

ら
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
を

対
象

と
し

た
福

祉
意

識
の

醸
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
民

生
児

童
委

員
協

議
会

で
は

、
地

区
民

児
協

単
位

で
福

祉
施

設
へ

の
訪

問
研

修
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

平
成

2
8
年

度
は

、
茅

野
市

民
児

協
の

県
外

研
修

と
し

て
、

宮
城

県
南

三
陸

町
、

石
巻

市
、

福
島

県
南

相
馬

市
へ

の
視

察
を

実
施

し
ま

し
た

。
【
社

協
】

・
高

齢
者

や
障

害
の

あ
る

方
と

の
交

流
や

、
車

い
す

や
ア

イ
マ

ス
ク

体
験

を
通

し
て

、
児

童
や

生
徒

、
先

生
方

と
一

緒
に

『
共

に
生

き
る

こ
と

 共
に

学
び

あ
う
こ

と
』

を
考

え
て

い
た

だ
く

こ
と

を
目

的
に

実
施

し
ま

し
た

。
障

害
当

事
者

と
の

関
わ

り
は

「
出

前
福

祉
教

室
」
で

関
わ

る
程

度
に

留
ま

っ
て

い
ま

す
。

　
開

催
数

：
3
7
回

　
開

催
学

校
数

：
1
1
校

　
延

参
加

者
数

：
9
2
6
人

6
 ペ

ー
ジ

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
と

活
動

の
振

興

公
民

館
活

動
を

通
じ

た
障

害
者

理
解

と
障

害
者

の
参

加
促

進

当
事

者
活

動
の

支
援

発
達

障
害

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
等

へ
の

参
加

第
4
章

　
地

域
社

会
へ

の
参

加
と
余

暇
活

動
の
充

実
（
社

会
参

加
）

体
育

館
自

動
ド

ア
設

置
の

検
討

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

公
民

館
の

講
座

等
参

加
支

援

障
害

者
用

図
書

の
充

実

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

・
施

設
の
改

修
・
改

築
時

に
家

族
更

衣
室

を
設

置
し
た
い

と
考

え
て
い
ま
す

。

今
後

の
計

画
担
当
部
署

・
引

き
続

き
、
大

会
参

加
者

の
支

援
等

を
通

じ
て
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
の
推

進
を
図

り
ま
す

。

こ
ど
も
部

・
毎

年
、
大

活
字

本
、
録

音
図

書
を

予
算

の
範

囲
内

で
購

入
し
ま
す

。

・
「
（
仮

）
市

民
活

動
セ
ン
タ
ー
検
討
委

員
会

」
の
福

祉
部

会
に
お

け
る
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
資

料
を
基

に
、

市
役

所
の
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
ま

ち
づ

く
り
推

進
課

と
と
も
に
協

議
を
進

め
ま
す

。

【
公

民
館

】
・
聴

覚
障

が
い
の
方

を
講

師
に
迎

え
て
、
高

齢
者

大
学

教
養

講
座

を
開

催
し
ま
し
た
。
（
H
2
5
年

度
）

・
茅

野
市

手
話

サ
ー

ク
ル
の
皆

さ
ん
を
講

師
に
迎

え
、
１
０
回

の
手

話
講

習
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
聴

覚
障

害
者

と
の
触

れ
合

い
の
な
か
、
手

話
を
学

び
ま
し

た
。
（
2
4
・
2
5
年

度
）

・
今

後
も
継

続
し
て

障
が
い
や

障
が
い

の
あ
る
人

へ
の
理

解
・
応

援
が
で
き
る

よ
う
な
講
座
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
障

が
い
の
あ
る
人

の
参

加
支

援
を
行

い
ま
す

。

【
社

協
】

・
ど
っ
こ
い
し
ょ
広

場
等

の
運

営
や

、
茅

野
ど
ん
ば

ん
に
お

け
る
「
ふ

れ
あ
い
連

」
へ

の
参

加
を
通

じ
て
、
障

害
者

等
の
社

会
参

加
を
促

進
し
ま
し
た
。

・
今

後
も
必

要
に
応

じ
て
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー

、
手

話
通

訳
を
依

頼
し
ま
す

。

継
続
・
充
実

・
毎

年
、
大

活
字

本
、
録

音
図

書
を

予
算

の
範

囲
内

で
購

入
し
ま
す

。

継
続

・
充

実
継
続
・
充
実

継
続
・
充
実

障
害

当
事

者
が
参

画
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
や

当
事

者
支

援
の
グ
ル
ー

プ
に
つ

い
て
、
障

害
の
あ
る
人

の
社

会
参

加
の
場

、
集

え
る
場

、
市

民
と
交

流
で
き
る

場
を
さ
ら
に
充

実
、
発

展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
新

た
な

拠
点

づ
く
り
に
つ

い
て
今

あ
る
公

共
施

設
の
有

効
利

用
も
含

め
検

討
し
ま
す

。

公
民

館
等

で
行

わ
れ
る
各

種
講

座
や

企
画

に
つ

い
て
、
障

害
や

障
害

の
あ
る
人

へ
の
理

解
・
応

援
が
で
き

る
よ
う
な
講

座
を
開

催
す

る
と
と
も
に
、
障

害
の
あ
る
人

の
参

加
支

援
を
行

い
ま
す

。

支
　
　
援

・
「
（
仮

）
市

民
活

動
セ
ン
タ
ー
検
討
委

員
会

」
の
福

祉
部

会
に
お

け
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
資

料
を
基

に
、
市

役
所

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
ま
ち
づ

く
り
推

進
課

と
と
も
に
協

議
を
進

め
ま
す

。

・
発

達
障

害
者

サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講

座
を
開

催
し
、
発

達
障

害
や

そ
の
支

援
に
関

心
を
持

ち
、
理

解
へ

と
つ

な
げ
ま
す

。
（
対

象
者

：
保

育
士

及
び

市
民

）

【
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

】
・
発

達
障

害
サ
ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
Ｈ
2
8
.4
.2
5
に

開
催

し
、
保

育
園

等
職

員
9
0
名

の
参

加
が
あ
り
ま
し

た
。

・
発

達
障

害
者

サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講

座
を
開

催
し
、
発

達
障

害
や

そ
の
支

援
に
関

心
を
持

ち
、
理

解
へ

と
つ

な
げ
ま
す

。
（
対

象
者

：
保

育
士

及
び

市
民

）

【
社

協
】

・
ど
っ
こ
い
し
ょ
広

場
等

の
運

営
や

、
茅

野
ど
ん
ば
ん

に
お

け
る
「
ふ

れ
あ
い
連

」
へ

の
参

加
を
通

じ
て
、
障

害
者

等
の
社

会
参

加
を
促

進
し
ま
し
た
。

【
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

】
・
県
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
（
発
達

障
害

サ
ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

、
ペ

ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

養
成

講
座

等
）
を
得

る
と
と
も
に
、
オ
ア
シ
ス
、
療

育
支

援
部

会
と
の
情

報
交

換
、
連

携
を
進

め
ま
す

。

3
5

体
育

館
の
自

動
ド
ア
に
つ

い
て
、
改

修
・
改

築
時

期
に

合
わ
せ

検
討

し
ま
す

。

3
4

継
続
・
充
実

継
続

・
充

実

「
長

野
県

発
達

障
害

者
支

援
セ
ン
タ
ー

」
と
連

携
し
、
県

で
実

施
す

る
「
発

達
障

害
サ
ポ
ー

タ
ー

、
ペ

ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー

養
成

講
座

」
へ

の
参

加
を
進

め
ま
す

。

3
2

社
会
福
祉
協
議
会
で
現
在
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
見

直
し
と
外

部
講

師
の
検

討
を
行

い
ま
す

。
ま
た
、
モ

デ
ル
校

を
指

定
し
た
職

員
向

け
研

修
を
実

施
し
、
障

害
に
関

わ
る
人

々
と
の
連

携
を
深

め
各

種
取

り
組

み
の
内

容
の
充

実
を
図

り
ま
す

。

3
3

講
座
の
開

催
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養

成
等

3
1

継
続
・
充
実

継
続
・
充
実

継
続

・
充

実
継
続
・
充
実

継
続
・
充
実

継
続
・
充
実

参
加

支
援

支
　
　
援

継
続
・
充
実

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者

や
地

域
住

民
の
ニ
ー

ズ
に
対

応
す

る
講

座
と
し
て
企

画
し
開

催
し
ま
す

。

・
体

育
館

の
改

修
・

改
築

時
期

に
合

わ
せ

設
置

を
目

指
し

ま
す

。

・
今

後
も
継

続
し
て

障
が
い
や

障
が
い

の
あ
る
人

へ
の
理

解
・
応

援
が
で
き
る

よ
う
な
講
座
を
開

催
す

る
と
と
も
に
、

障
が
い
の
あ
る
人

の
参

加
支

援
を
行

い
ま
す

。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者

や
地

域
住

民
の
ニ
ー

ズ
に
対

応
す

る
講

座
と
し
て

企
画

し
開

催
し
ま

す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者

や
地

域
住

民
の
ニ
ー

ズ
に
対

応
す

る
講

座
と
し
て
企

画
し
開

催
し
ま
す

。

【
公

民
館

】
・
高

齢
者

大
学

の
教

養
講

座
開

催
時

、
手

話
通

訳
の
方

を
を
交
え
て
行

い
ま
し
た
。
（
H
2
5
年

度
）

【
図

書
館

】
・
障

害
者

用
図

書
に
つ

い
て
は
、
朗

読
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
4
1
6
点

、
朗

読
Ｃ
Ｄ
2
0
8
点

、
大

活
字

図
書

1
7
4
8
点

を
所

蔵
し
て
い
ま
す

。

・
発

達
障

害
サ

ポ
ー

タ
ー
養
成
講

座
に
出

席
し
、
次

年
度
か
ら
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー

で
開

催
の
予

定
で
す

。

【
こ
ど
も
課

】
・
市
内
保
育
園
、
小
中
学
校
に
講
座
案
内

チ
ラ
シ
を

配
布

し
ま
し
た
。

諏
訪

圏
域

障
害

者
総

合
支

援
セ
ン
タ
ー

「
オ
ア
シ
ス
」

や
サ
ン
ス
ポ
ー

ト
ま
つ

も
と
、
サ
ン
ス
ポ
ー

ト
駒

ヶ
根

に
お

け
る
ス
ポ
ー

ツ
関

連
講

座
、
教

室
を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ
と
を
検

討
し
、
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
の
推

進
を
図

り
ま

す
。

3
8

【
社

協
】

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
市
民
活
動
の
推
進
・
支

援
・
連

絡
調

整
を
図

る
と
と
も
に
、
活

動
の
充

実
の
た

め
の
環

境
整

備
に
努

め
ま
し
た
。

3
7

継
続

・
充

実

毎
年

、
大

活
字

本
、
朗

読
テ
ー

プ
を
必

要
な
範

囲
内

で
購

入
し
ま
す

。

3
6

継
続

・
充

実

公
民

館
の
講

座
開

催
時

に
は
引

き
続

き
必

要
に
応

じ
て
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー

、
手

話
通

訳
を
依

頼
し
ま
す

。

当
事

者
団

体
へ
の
活

動
補

助

継
続
・
充
実

支
　
　
援

支
　
　
援

健
康

福
祉

部

生
涯

学
習

部

・
引

き
続

き
、
大

会
参

加
者

の
支

援
等

を
通

じ
て
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
の
推

進
を
図

り
ま
す

。

生
涯

学
習

部

・
発

達
支

援
セ
ン

タ
ー

が
Ｈ
2
6
年

4
月

1
日
か
ら
開
所
し
た

こ
と
に
伴

い
、
地

域
支

援
の
一

つ
と
し

て
発

達
障

害
サ

ポ
ー

タ
ー
養
成
講

座
の
開

催
を
予

定
し
て
い
ま
す

。

生
涯

学
習

部

【
公

民
館

】
・
茅

野
市

手
話

サ
ー

ク
ル
の
皆

さ
ん
を
講

師
に
迎

え
、
1
0
回

の
手

話
講

習
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
聴

覚
障

害
者

と
の
触

れ
合

い
の
な
か
、
手

話
を
学

び
ま
し

た
。

・
今

後
も
継

続
し
て

障
が
い
や

障
が
い

の
あ
る
人

へ
の
理

解
・
応

援
が
で
き
る

よ
う
な
講
座
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
障

が
い
の
あ
る
人

の
参

加
支

援
を
行

い
ま
す

。

継
続
・
充
実

【
ス
ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
総

合
体

育
館

裏
口

に
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
設

置
し
、
駐

車
場

か
ら
入

り
易

く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
車

椅
子

用
駐

車
場

及
び

自
動

ド
ア
以

外
の
開

閉
し
や

す
い
出

入
口

設
置

（
軽

量
引

戸
等

）
を
検

討
し
て
い
ま
す

。

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

【
社

協
】

・
「
広
が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
」
を
年
間
の
テ
ー

マ
と

し
、
連
続
講
座
を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活

性
化

や
、
新

た
な
活

動
者

を
広

げ
る
こ
と
を
目

的
と

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基

本
を
見

つ
め
直

し
た
講

座
を

開
催

し
ま
し
た
。
　
　
　
5
回

講
座

　
　
約

4
1
0
名

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
地

区
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
や

長
野

県
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
の
運

営
に
携

わ
り
、
茅

野
市

か
ら

の
参

加
者

の
取

り
ま
と
め
や

送
迎

支
援

を
行

い
ま
し

た
。

【
公

民
館

】
・
該

当
す

る
講

座
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
地

区
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
や

長
野

県
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
の
運

営
に
携

わ
り
、
茅

野
市

か
ら
の
参

加
者

の
取

り
ま
と
め
や

送
迎

支
援

を
行

い
ま

し
た
。

【
社

協
】

・
ど
っ
こ
い
し
ょ
広

場
等

の
運

営
や

、
茅

野
ど
ん
ば

ん
に
お

け
る
「
ふ

れ
あ
い
連

」
へ

の
参

加
を
通

じ
て
、
障

害
者

等
の
社

会
参

加
を
促

進
し
ま
し
た
。

【
図

書
館

】
障

害
者

用
図

書
に
つ

い
て
は
、
朗

読
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
4
1
6
点

、
朗

読
Ｃ
Ｄ
2
2
2
点

、
大

活
字

図
書

1
8
7
3
点

を
所

蔵
し
て
い
ま
す

。

・
今

後
も
必

要
に
応

じ
て
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー

、
手

話
通

訳
を
依

頼
し
ま
す

。

【
図

書
館

】
・
新

規
購

入
（
大

活
字

本
）
　
1
2
冊

購
入

し
ま
し
た
。

・
現

在
、
障

害
者

用
図

書
等

に
つ

い
て
は
、
朗

読
カ

セ
ッ
ト
テ
ー

プ
3
4
0
点

、
朗

読
Ｃ
Ｄ
2
2
2
点

、
大

活
字

図
書

1
8
7
3
点

を
所

蔵
し
て
い
ま
す

。

・
大

活
字

本
は
、
引

き
続

き
購

入
し
て
い

き
ま
す

。

【
ス
ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
体

育
館

の
改

修
、
改

築
時

期
ま
で
職

員
の
き
め
細

や
か
な
対

応
に
努

め
ま
す

。

・
体

育
館

の
改

修
、

改
築

時
期

に
合

わ
せ

設
置

を
目

指
し

ま
す

。

・
当

事
者

の
主

体
性

の
あ
る
活

動
の

場
が
広

が
る
よ
う
、

茅
野

市
市

民
活

動
セ
ン
タ
ー

と
共

に
協

議
を
し
進

め
ま
す

。

【
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

】
・
発

達
障

害
者

サ
ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

を
2
7
.4
.2
1

に
開

催
し
ま
し
た
。

・
引

き
続

き
、
大

会
参

加
者

の
支

援
等

を
通

じ
て
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
の
推

進
を
図

り
ま
す

。

【
社

協
】

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
市
民
活
動
の
推
進
・
支

援
・
連

絡
調

整
を
図

る
と
と
も
に
、
活

動
の
充

実
の
た

め
の
環

境
整

備
に
努

め
ま
し
た
。

【
公

民
館

】
・
茅

野
市

手
話

サ
ー

ク
ル
の
皆

さ
ん
を
講

師
に
迎

え
、
1
0
回

の
手

話
講

習
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
聴

覚
障

害
者

と
の
触

れ
合

い
の
な
か
、
手

話
を
学

び
ま
し

た
。

・
今

後
も
必

要
に

応
じ
て
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー

、
手

話
通

訳
を
依

頼
し
ま

す
。

【
ス
ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
体

育
館

の
改

修
・
改

築
に
合

わ
せ

設
置

す
る
方

向
で
、
設

置
場

所
（
窓

口
付

近
）
を
検

討
し
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
諏

訪
地

区
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
や

長
野

県
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
の
運

営
に
携

わ
り
、
茅

野
市

か
ら

の
参

加
者

の
取

り
ま
と
め
や

送
迎

支
援

を
行

い
ま
し

た
。

【
公

民
館

】
・
該

当
す

る
講

座
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
社

協
】

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
市
民
活
動
の
推
進
・
支

援
・
連

絡
調

整
を
図

る
と
と
も
に
、
活

動
の
充

実
の
た

め
の
環

境
整

備
に
努

め
ま
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者

や
地

域
住

民
の
ニ
ー

ズ
に
対

応
す

る
講

座
と
し
て
企

画
し
開

催
し
ま
す

。

【
公

民
館

】
・
茅

野
市

手
話

サ
ー

ク
ル
の
自

主
的

講
座

開
催

を
支

援
し
ま
し
た
。
具

体
的

に
は
講

座
開

催
に
あ
た
っ
て

の
会

場
確

保
に
お

い
て
優

先
的

便
宜

を
図

り
ま
し

た
。

・
今

後
も
継

続
し
て

障
が
い
や

障
が
い

の
あ
る
人

へ
の
理

解
・
応

援
が
で
き
る

よ
う
な
参
加
支
援
を

行
い
ま
す

。

【
社

協
】

・
ど
っ
こ
い
し
ょ
広

場
等

の
運

営
や

、
茅

野
ど
ん
ば

ん
に
お

け
る
「
ふ

れ
あ
い
連

」
へ

の
参

加
を
通

じ
て
、
障

害
者

等
の
社

会
参

加
を
促

進
し
ま
し
た
。

・
当

事
者

の
主

体
性

の
あ
る
活

動
の

場
が
広

が
る
よ
う
、

『
ゆ
い
わ
ー

く
茅

野
』
と
共

に
協

議
を

し
進

め
ま
す

。

【
ス
ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
体

育
館

の
改

修
、
改

築
時

期
ま
で
職

員
の
き
め
細

や
か
な
対

応
に
努

め
ま
す

。

・
体

育
館

の
改

修
、

改
築

時
期

に
合

わ
せ

設
置

を
目

指
し

ま
す

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
諏

訪
地

区
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
や

長
野

県
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
大

会
の
運

営
に
携

わ
り
、
茅

野
市

か
ら

の
参

加
者

の
取

り
ま
と
め
や

送
迎

支
援

を
行

い
ま
し

た
。

・
引

き
続

き
、
大

会
参

加
者

の
支

援
等

を
通

じ
て
障

害
者

ス
ポ
ー

ツ
の
推

進
を
図

り
ま
す

。

【
公

民
館

】
・
該

当
す

る
講

座
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

・
今

後
も
必

要
に
応

じ
て
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー

、
手

話
通

訳
を
依

頼
し
ま
す

。

【
図

書
館

】
・
新

規
購

入
（
大

活
字

本
）
1
4
冊

購
入

し
ま
し
た
。

・
現

在
、
障

害
者

用
図

書
等

に
つ

い
て
は
、
朗

読
カ

セ
ッ
ト
テ
ー

プ
3
3
8
点

、
朗

読
Ｃ
Ｄ
2
2
2
点

、
大

活
字

本
1
8
8
9
点

を
所

蔵
し
て
い
ま
す

。

・
大

活
字

本
は
、
引

き
続

き
購

入
し
て
い

き
ま
す

。

7
 ペ

ー
ジ



6766

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

当
事

者
団

体
の

活
動

補
助

公
共

施
設

の
利

用
料

減
免

ス
ポ

ー
ツ

施
設

等
の

利
用

支
援

地
域

活
動

支
援

の
検

討

活
動

拠
点

の
研

究
・
検

討

・
福

祉
推

進
委

員
に

求
め

る
役

割
を

見
直

し
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

実
践

す
る

支
え

あ
い

活
動

を
よ

り
具

体
的

に
示

せ
る

よ
う
、

調
査

研
究

を
行

い
ま

す
。

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

健
康

福
祉

部

・
引

き
続

き
、

補
助

金
の

支
援

等
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

・
現

状
を

継
続

し
ま

す
。

・
施

設
の

改
修

・
改

築
時

に
家

族
更

衣
室

を
設

置
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
引

き
続

き
、

補
助

金
の

支
援

等
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
管

理
運

営
計

画
の

中
の

「
管

理
運

営
の

基
本

方
針

」
に

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
を

実
現

す
る

場
と

し
て

、
障

害
の

あ
る

人
な

ど
社

会
参

加
し

に
く

い
環

境
に

あ
る

人
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

誰
で

も
気

軽
に

立
ち

寄
れ

、
情

報
交

換
や

交
流

が
図

れ
る

場
所

と
機

会
を

提
供

す
る

旨
を

謳
い

ま
し

た
。

継
　

　
続

継
　

　
続

継
　

　
続

継
　

　
続

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
市

内
外

を
問

わ
ず

、
障

害
者

手
帳

を
持

参
・
提

示
の

あ
っ

た
場

合
は

無
料

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

車
椅

子
等

介
護

を
要

す
る

場
合

は
付

添
者

１
名

を
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、
券

売
機

へ
の

掲
示

、
受

付
窓

口
で

の
周

知
に

努
め

ま
す

。
　

　
体

育
施

設
全

体
減

免
額

　
　

　
平

成
2
7
年

度
：
8
0
，

5
6
0
円

【
文

化
財

課
】

・
市

内
外

を
問

わ
ず

、
障

害
者

手
帳

を
持

参
・
提

示
の

あ
っ

た
場

合
は

無
料

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

車
椅

子
等

介
護

を
要

す
る

場
合

は
付

添
者

１
名

を
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、
券

売
機

へ
の

掲
示

、
受

付
窓

口
で

の
周

知
に

努
め

ま
す

。
　

　
尖

石
縄

文
考

古
館

減
免

者
数

　
　

　
平

成
2
7
年

度
：
5
9
7
名

【
社

協
】

・
「
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
」

の
手

法
を

用
い

て
、

民
生

児
童

委
員

や
福

祉
推

進
委

員
に

対
し

、
障

害
者

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

い
、

実
践

を
促

し
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
身

体
障

害
者

福
祉

協
会

、
手

話
サ

ー
ク

ル
、

手
を

つ
な

ぐ
育

成
会

に
補

助
金

の
支

給
等

、
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

【
社

協
】

・
福

祉
推

進
委

員
研

修
会

に
お

い
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

や
価

値
観

を
参

加
者

同
士

共
有

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
「
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
」
と

言
う
手

法
を

用
い

て
、

意
見

交
換

を
行

い
ま

し
た

。

【
文

化
財

課
・
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
市

の
内

外
を

問
わ

ず
、

障
害

者
手

帳
を

持
参

・
提

示
し

た
場

合
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
車

椅
子

等
介

護
を

要
す

る
場

合
は

、
付

き
添

い
に

つ
い

て
も

１
名

を
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、
券

売
機

で
の

掲
示

、
受

付
窓

口
に

て
周

知
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

継
　

　
続

・
引

き
続

き
、

補
助

金
の

支
援

等
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

【
社

協
】

・
国

は
新

た
に

創
設

さ
れ

る
総

合
支

援
事

業
に

お
け

る
担

い
手

を
、

専
門

職
で

は
な

い
地

域
の

住
民

や
一

般
雇

用
者

を
想

定
し

て
ま

す
。

平
成

2
7
年

度
の

福
祉

推
進

委
員

研
修

会
で

は
、

制
度

改
正

が
行

わ
れ

る
今

な
ぜ

地
域

の
支

え
合

い
が

求
め

ら
れ

る
の

か
、

ま
た

、
自

分
た

ち
に

も
で

き
る

助
け

合
い

の
取

り
組

み
を

考
え

る
機

会
と

し
、

『
誰

も
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

暮
ら

す
こ

と
』
を

支
援

す
る

を
テ

ー
マ

に
研

修
会

を
設

け
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
課

】
・
身

体
障

害
者

福
祉

協
会

、
手

話
サ

ー
ク

ル
、

手
を

つ
な

ぐ
育

成
会

に
補

助
金

の
支

給
等

、
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

3
9

・
今

後
の

改
修

・
改

築
に

合
わ

せ
設

置
を

計
画

し
ま

す
。

当
面

は
空

部
屋

の
利

用
及

び
現

行
の

更
衣

室
の

中
に

パ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

等
更

衣
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
ま

す
。

継
　

　
続

継
続

・
充

実
総

合
体

育
館

、
市

営
プ

ー
ル

な
ど

の
公

共
施

設
に

つ
い

て
、

親
と

性
別

の
違

う
子

ど
も

で
も

親
子

が
一

緒
に

利
用

で
き

る
着

替
え

用
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

障
害

の
あ

る
人

の
社

会
参

加
に

機
会

を
広

げ
、

ま
た

理
解

を
深

め
る

た
め

に
、

公
共

施
設

の
有

効
利

用
を

含
め

た
拠

点
と

な
る

場
所

の
整

備
に

つ
い

て
研

究
・
検

討
を

図
り

ま
す

。

総
合

体
育

館
、

市
営

プ
ー

ル
、

ス
ケ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
等

の
体

育
施

設
や

、
尖

石
縄

文
考

古
館

、
総

合
博

物
館

、
守

矢
史

料
館

等
文

化
施

設
な

ど
、

市
内

の
公

共
施

設
に

つ
い

て
利

用
料

減
免

を
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

周
知

に
努

め
ま

す
。

継
　

　
続

4
0

継
　

　
続

継
　

　
続

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
身

体
障

害
者

福
祉

協
会

、
手

話
サ

ー
ク

ル
、

手
を

つ
な

ぐ
育

成
会

に
補

助
金

の
支

給
等

、
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

継
　

　
続

民
生

児
童

委
員

や
福

祉
推

進
員

等
地

域
の

役
員

の
皆

さ
ん

と
と

も
に

、
障

害
の

あ
る

方
の

地
域

で
の

活
動

を
支

援
す

る
方

法
や

活
動

内
容

に
つ

い
て

、
社

協
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

と
も

連
携

し
な

が
ら

検
討

し
ま

す
。

継
続

・
充

実

継
　

　
続

継
　

　
続

4
2

4
1

4
3

当
事

者
団

体
の

活
動

補
助

を
引

き
続

き
行

い
ま

す
。

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

継
続

・
充

実

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

・
現

状
を

継
続

し
ま

す
。

生
涯

学
習

部

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
利

用
者

の
申

し
出

に
よ

り
空

部
屋

等
を

利
用

し
て

着
替

え
て

い
た

だ
く

対
応

を
し

て
い

ま
す

。

・
施

設
の

改
修

・
改

築
時

に
家

族
更

衣
室

を
設

置
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

４
月

に
策

定
し

た
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
設

置
基

本
計

画
の

セ
ン

タ
ー

設
置

の
目

的
の

中
に

、
障

害
の

あ
る

人
等

の
活

動
の

場
や

交
流

の
場

、
あ

る
い

は
居

場
所

そ
の

も
の

を
提

供
す

る
旨

を
う
た

い
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
身

体
障

害
者

福
祉

協
会

、
手

話
サ

ー
ク

ル
、

手
を

つ
な

ぐ
育

成
会

に
補

助
金

の
支

給
等

、
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

【
文

化
財

課
・
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
市

内
外

を
問

わ
ず

、
障

害
者

手
帳

を
持

参
・
提

示
の

あ
っ

た
場

合
は

無
料

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

車
椅

子
等

介
護

を
要

す
る

場
合

は
付

添
者

１
名

を
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、
券

売
機

へ
の

掲
示

、
受

付
窓

口
で

の
周

知
に

努
め

ま
す

。
・
体

育
施

設
全

体
減

免
額

　
　

平
成

2
6
年

度
：
2
8
0
，

4
0
0
円

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
利

用
者

の
申

し
出

に
よ

り
空

部
屋

等
を

利
用

し
て

着
替

え
て

い
た

だ
け

る
対

応
を

し
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
福

祉
推

進
委

員
研

修
会

や
民

生
児

童
委

員
研

修
会

、
高

齢
者

ク
ラ

ブ
等

の
研

修
会

に
お

い
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

や
価

値
観

を
参

加
者

同
士

共
有

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
「
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
」
と

言
う
手

法
を

用
い

て
、

障
害

者
支

援
の

あ
り

方
に

つ
い

て
参

加
者

同
士

で
意

見
交

換
を

行
う
機

会
を

設
け

ま
し

た
。

・
障

害
の

あ
る

人
に

市
民

活
動

へ
の

参
画

機
会

の
拡

大
を

図
る

運
営

を
行

な
い

ま
す

。

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

・
文

化
財

課
】

・
現

状
を

継
続

し
ま

す
。

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
利

用
者

の
申

し
出

に
よ

り
空

部
屋

等
を

利
用

し
て

着
替

え
て

い
た

だ
け

る
対

応
を

し
て

い
ま

す
。

専
用

の
更

衣
ス

ペ
ー

ス
の

検
討

を
し

ま
し

た
が

、
建

物
の

構
造

上
大

規
模

な
増

改
築

が
必

要
で

す
。

・
障

害
の

あ
る

人
に

市
民

活
動

へ
の

参
加

を
促

し
、

社
会

参
加

の
機

会
を

拡
大

で
き

る
よ

う
、

（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

運
営

や
事

業
の

検
討

を
進

め
ま

す
。

・
引

き
続

き
障

害
の

あ
る

人
に

市
民

活
動

へ
の

参
加

を
促

し
、

社
会

参
加

の
機

会
を

拡
大

で
き

る
よ

う
、

（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

運
営

や
事

業
の

検
討

を
進

め
ま

す
。

・「
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
」

の
手

法
を

用
い

て
、

民
生

児
童

委
員

や
福

祉
推

進
委

員
に

対
し

、
障

害
者

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

い
、

実
践

を
促

し
ま

す
。

・
引

き
続

き
、

補
助

金
の

支
援

等
活

動
を

支
援

し
ま

し
た

。

H
2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

【
文

化
財

課
】

・
市

内
外

を
問

わ
ず

、
障

害
者

手
帳

を
持

参
・
提

示
し

た
者

は
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
障

害
者

の
等

級
に

応
じ

て
、

同
伴

の
介

護
者

１
名

を
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、
券

売
機

へ
の

掲
示

、
受

付
窓

口
、

Ｈ
Ｐ

等
で

周
知

に
努

め
ま

す
。

　
【
平

成
2
8
年

度
実

績
】

　
　

尖
石

縄
文

考
古

館
減

免
者

数
　

  
 6

7
0
名

　
　

八
ヶ

岳
総

合
博

物
館

減
免

者
数

　
  

4
4
名

　
　

神
長

官
守

矢
史

料
館

減
免

者
数

　
  

 2
名

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
市

内
外

を
問

わ
ず

、
障

害
者

手
帳

を
持

参
・
提

示
の

あ
っ

た
場

合
は

無
料

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

車
椅

子
等

介
護

を
要

す
る

場
合

は
付

添
者

１
名

を
無

料
と

し
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、
券

売
機

へ
の

掲
示

、
受

付
窓

口
で

の
周

知
に

努
め

ま
す

。
　

　
体

育
施

設
全

体
減

免
額

　
　

　
平

成
2
8
年

度
：
1
0
5
,9

7
5
円

【
文

化
財

課
】

・
現

状
を

継
続

し
ま

す
。

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
現

状
を

継
続

し
ま

す
。

【
ス

ポ
ー

ツ
健

康
課

】
・
利

用
者

の
申

し
出

に
よ

り
空

部
屋

等
を

利
用

し
て

着
替

え
て

い
た

だ
く

対
応

を
し

て
い

ま
す

。

・
施

設
の

改
修

・
改

築
時

に
家

族
更

衣
室

を
設

置
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

【
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
】

・
管

理
運

営
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
と

お
り

、
障

が
い

の
あ

る
人

な
ど

社
会

参
加

し
に

く
い

環
境

に
あ

る
人

だ
け

で
な

く
、

誰
で

も
気

軽
に

立
ち

寄
る

こ
と

の
で

き
る

拠
点

づ
く

り
を

す
す

め
て

い
ま

す
。

・
引

き
続

き
、

障
が

い
の

あ
る

人
に

市
民

活
動

へ
の

参
画

機
会

の
拡

大
を

図
る

運
営

や
事

業
の

検
討

を
行

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（
＝

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
ワ

ー
カ

ー
）
を

各
地

区
に

配
置

し
、

地
域

福
祉

活
動

者
で

は
対

応
困

難
な

個
別

ケ
ー

ス
（
高

齢
者

に
限

定
し

な
い

）
の

支
援

と
そ

れ
を

通
じ

た
地

域
福

祉
活

動
へ

の
展

開
・
充

実
を

図
り

ま
し

た
。

・
平

成
2
8
年

度
の

福
祉

推
進

委
員

研
修

会
で

は
、

制
度

改
正

が
行

わ
れ

る
今

な
ぜ

地
域

の
支

え
合

い
が

求
め

ら
れ

る
の

か
、

ま
た

、
自

分
た

ち
に

も
で

き
る

助
け

合
い

の
取

り
組

み
を

考
え

る
機

会
と

し
、

『
「
自

分
た

ち
に

も
で

き
る

助
け

合
い

」
～

≪
ち

ょ
っ

と
困

っ
た

≫
を

解
決

す
る

た
め

に
～

』
を

を
テ

ー
マ

に
研

修
会

を
設

け
ま

し
た

。

・
住

み
慣

れ
た

地
域

で
実

践
す

る
支

え
あ

い
活

動
を

よ
り

具
体

的
に

示
せ

る
よ

う
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

3
つ

の
機

能
、

「
社

会
資

源
の

開
発

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
ニ

ー
ズ

と
取

り
組

み
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

努
め

ま
す

。

担
当

部
署

H
2
7
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
6
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

設
置

は
、

現
在

の
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
を

建
替

え
る

側
面

を
持

つ
こ

と
か

ら
、

（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
機

能
に

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

的
機

能
を

併
せ

持
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

検
討

を
進

め
ま

し
た

。

8
 ペ

ー
ジ

第
5
章

　
実

際
の
緊

急
時

を
具

体
的

に
想

定
し
た
防

災
対

策
（
防

災
）

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

支
え

あ
い

マ
ッ

プ
の

活
用

と
情

報
更

新

福
祉

避
難

所
開

設
訓

練
等

の
実

施
と

周
知

訓
練

的
制

度
利

用
の

検
討

今
後

の
計

画
担
当
部
署

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

・
必

要
性

に
つ

い
て
利

用
者

と
協

議
を
行

い
、
継

続
的

に
検

討
し
て
い
き

ま
す

。

企
画

総
務

部
消

防
署

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

自
主

防
災

組
織

を
中

心
に
、
民

生
児

童
委

員
、
福

祉
推

進
委

員
、
地

域
住

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等

の
協

力
を
得

な
が
ら
作

成
し
て
い
る
「
支

え
あ
い
マ
ッ
プ
」
の

活
用

・
更

新
整

備
を
支

援
し
ま
す

。
ま
た
、
「
災

害
時

要
援

護
者

マ
ッ
プ
」
の
整

備
を
推

進
す

る
こ
と
で
福

祉
推

進
委

員
等

を
中

心
に
支

え
合

い
活

動
を
広

め
、
災

害
時

へ
の
対

応
か
ら
平

時
に
お

け
る
支

え
合

い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
各
区
・
自
治
会
の
実

情
に
即

し
た
支

援
を
行

い
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
総

合
防

災
訓

練
と
の
同

時
開

催
を

検
討

し
ま
す

。
【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
訓

練
後

の
反

省
会

を
も
と
に
次

回
訓

練
を
計

画
し
ま

す
。今

後
の
計

画

健
康

福
祉

部

企
画

総
務

部
消

防
署

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
現

在
、
訓

練
的

な
利

用
に
つ

い
て
の
意

識
し
た
取

り
組

み
は
、
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は

行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

・
必

要
性

に
つ

い
て
利

用
者

と
協

議
を
行

い
、
継

続
的

に
検

討
し
て
い
き
ま

す
。

【
防

災
対

策
課

】
・
平

成
２
５
年

度
、
米

沢
温

泉
「
塩

壺
の
湯

」
に
お

い
て
福

祉
避

難
所

開
設

訓
練

を
実

施
し
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
H
2
5
.1
0
.2
3
　
障

害
当

事
者

（
聴

覚
・
視

覚
）
、
支

援
者

、
関

係
団

体
等

の
皆

さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
、
福

祉
避

難
所

開
設

訓
練

を
実

施
し
ま
し
た
。

　
参

加
者

：
障

害
当

事
者

1
5
名

　
支

援
者

1
2
名

　
地

元
関

係
団

体
等

1
0
名

　
市

関
係

職
員

2
6
名

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を

促
し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
を
実

施
し
ま
し

た
。

Ｈ
2
4
-
安

国
寺

区
・
長

峰
区

、
Ｈ
2
5
-
笹

原
区

・
小

堂
見

区
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各

行
政

区
で
進

め
ら
れ
て
き
た
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
通

じ
た
支

え
合

い
の
仕

組
み

づ
く
り
の
支

援
を
行

い
、
ほ
と
ん
ど
の

行
政

区
で
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実

情
に
合

わ
せ

更
新

を
行

う
行

政
区

の
支

援
を
行

う
と
と
も
に
、
必

要
な
更

新
を
促

し
マ
ッ
プ
を
利

用
し
た
避

難
訓

練
実

施
の
支

援
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
高

齢
者

と
比

較
す

る
と
、
障

害
を
お

持
ち
方

の
把

握
が
で
き
き
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す

。
【
社

協
】

災
害

時
に
避

難
を
す

る
た
め
の
要

援
護

者
ま
っ
ぷ

の
取

り
組

み
が
多

く
、
茅

野
市

が
推

進
し
て
い
る
日

常
生

活
の
支

え
合

い
活

動
へ

の
展

開
ま
で
に
は
至

っ
て
い
ま
せ

ん
。

【
防

災
対

策
課

】
・
総

合
防

災
訓

練
と

の
同

時
開

催
を
検

討
し
ま
す

。
【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
訓

練
後

の
反

省
会

を
も
と
に
次
回

訓
練

を
計

画
し
ま

す
。

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な

避
難

誘
導

、
安

否
確

認
の
実

施
方

法
を
指

導
し
ま
す

。
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
合

わ
せ

「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

」
は
廃

止
さ
れ
る
た
め
、
新

た
に
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」

の
作

成
を
行

い
ま

す
。
こ
の
名

簿
を
自

主
防

災
組

織
等

へ
提

供
す

る
方

法
や

情
報

の
更

新
に
つ

い
て
の
検

討
を
進

め
ま
す

。
併

せ
て

「
支

え
あ
い
マ
ッ

プ
」
の
活

用
に
つ

い
て
も
再

検
討

を
行

い
ま
す

。
【
社

協
】

各
地

区
の
地

区
行

動
計

画
の
進

捗
状

況
確

認
時

に
状

況
把

握
に
努

め
る
と
と

も
に
、
福

祉
推

進
委

員
会

に
て
各

区
の
状

況
把

握
に
努

め
ま
す

。

・
改

正
さ
れ
た
指

針
に
基

づ
き
、
福

祉
避

難
所

運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

直
す

と
と
も
に
、
障
害

福
祉

事
業

所
と
の

協
定

等
に
つ

い
て

検
討

し
ま
す

。

整
備
・
充
実

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
地

域
へ

提
供

し
て
き
た
「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

」
か
ら

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
と
、
名

称
や

提
供

す
る
情

報
の
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
へ

の
提

供
も
時

間
を
要

し
平

成
２
７
年

度
末

で
の
提

供
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
新

た
な
名

簿
を
活

用
し
て
の
支

え
あ
い
マ
ッ
プ
の
更

新
が
各

地
区

と
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
社

協
】

・
行

政
が
取

り
組

む
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
の

作
成
に
向
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
と
共
に
、

対
象

者
の
名

簿
提

出
の
作

成
補

助
に
努

め
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
の
更

新
に
つ

い
て
は
、
各

行
政

区
に
出

向
き

関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
合

わ
せ

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
が

地
域

に
提

供
さ

れ
、
新

た
な
マ
ッ
プ

作
製

や
マ
ッ
プ
を

活
用

し
た
取

り
組

む
等

を
関

係
部

署
や

地
域

等
と
検

討
し
て
い
き
ま
す

。

【
社

協
】

・
各

地
区

の
地

区
行

動
計

画
の
進

捗
状

況
確

認
時

に
状

況
把

握
に
努

め
る

と
と
も
に
、
福

祉
推

進
委

員
会

に
て
各

区
の
状

況
把

握
に

努
め
ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
あ
わ
せ

、
「
災

害
時

要
援

護
者

支
援

指
針

」
を
見

直
し
、
「
要

配
慮

者
防

災
・
避

難
支

援
指

針
」
に
改

正
し
ま
し
た
。

今
後

の
計

画

整
備
・
充
実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
改

正
さ
れ
た
指

針
に
基

づ
き
、
福

祉
避

難
所

運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
や

、
障

害
福

祉
事

業
所

と
の

協
定

等
に
つ

い
て
検

討
し
ま
し
た
。

・
障

害
福

祉
事

業
所

と
の
協

定
等

に
つ

い
て
引

き
続

き
検

討
し
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を

促
し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
を
実

施
し
ま
し

た
。

Ｈ
2
4
-
安

国
寺

区
・
長

峰
区

、
Ｈ
2
5
-
笹

原
区

・
小

堂
見

区
、
Ｈ
2
6
-
湯

川
区

・
泉

野
地

区
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各

行
政

区
で
進

め
ら
れ
て
き
た
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
通

じ
た
支

え
合

い
の
仕

組
み

づ
く
り
を
支

援
し
、
殆
ど
の
行

政
区

で
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実

情
に
合

わ
せ

更
新

を
行

う
行

政
区

に
対

し
て
も
支

援
す

る
と
と
も
に
、
必

要
な
更

新
を
促

し
、
マ
ッ
プ
を
利

用
し
た
避

難
訓

練
実

施
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

・
高

齢
者

と
比

較
す

る
と
、
障

害
を
お

持
ち
方

の
把

握
が
で
き
き
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

【
社

協
】

・
災

害
時

に
避

難
を
す

る
た
め
の
要

援
護

者
ま
っ
ぷ

の
取

り
組

み
が
多

く
、
茅

野
市

が
推

進
し
て
い
る
日

常
生

活
の
支

え
合

い
活

動
へ

の
展

開
ま
で
に
は

至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
要

支
援

者
の
対

象
の
多

く
は
高

齢
者

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
障

害
者

支
援

の
視

点
が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
現

在
、
訓

練
的

な
利

用
に
つ

い
て
の
意

識
し
た
取

り
組

み
は
、
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は

行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

福
祉

避
難

所
の
開

設
運

営
訓

練
を
行

い
、
サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
、
医

療
機

関
と
の
連

携
体

制
を
確

認
し
ま

す
。
ま
た
、
福

祉
避

難
所

開
設

訓
練

、
災

害
時

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

開
設

訓
練

に
お

い
て
、
障

害
の
あ
る

人
へ

の
支

援
対

策
も
取

り
入

れ
、
必

要
と
な
る
支

援
の

把
握

と
対

応
の
充

実
を
進

め
ま
す

。
さ
ら
に
、
福

祉
避

難
所

を
は
じ
め
と
す

る
避

難
所

の
開

設
予

定
場

所
、
及

び
開

設
ま
で
に
要

す
る
期

間
等

の
包

括
的

な
流

れ
に

つ
い
て
周

知
を
図

り
ま
す

。

万
が
一

の
災

害
に
備

え
、
い
ざ
と
い
う
時

に
施

設
で
の

生
活

が
ス
ム
ー

ズ
に
送

れ
る
よ
う
、
在

宅
で
生

活
す

る
障
害
の
あ
る
方
の
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
や
タ
イ
ム
ケ
ア
等

の
訓

練
的

な
制

度
利

用
に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。

制
度

利
用

の
検
討

4
5

4
4

支
え
あ
い

マ
ッ
プ
の

更
新

情
報

共
有

の
検
討

4
6

災
害

時
要

援
護

者
対

象
の
防
災

講
習

会
や

訓
練
の
実

施

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
現

在
、
訓

練
的

な
利

用
を
意

識
し
た
取

り
組

み
は
、

各
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
行

っ
て
お

ら
ず

、
具

体
的

な
制

度
や

活
用

方
法

等
は
、
全

市
的

な
対

応
と
す

る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

・
項

目
の
内

容
に

つ
い
て
、
再

検
討

が
必

要
で
は
な
い

か
と
考

え
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て
、
地

区
・

区
・
自

治
会

へ
の

訓
練

参
加

を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の

適
切

な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の

実
施

方
法

を
指

導
し
ま
す

。
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
合

わ
せ

「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

」
は
廃

止
さ
れ
、
新

た
に

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
が
地

域
に
提

供
さ
れ
ま

す
。

・
新

名
簿

を
も
と
に

し
た
「
支

え
あ
い

マ
ッ
プ
」
の
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
や

活
用

に
つ

い
て
関

係
部

署
と
検

討
を
進

め
ま
す

。
【
社

協
】

・
各

地
区

の
地

区
行

動
計

画
の
進

捗
状

況
確

認
時

に
状

況
把

握
に
努

め
る

と
と
も
に
、
福

祉
推

進
委

員
会

に
て
各

区
の
状

況
把

握
に

努
め
ま
す

。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
よ
り
、
「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

」
か
ら
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
へ

と
名

称
や

掲
載

す
る
情

報
の
範

囲
の
変

更
が
あ
り
、
平

成
2
7
年

度
末

に
地

域
へ

名
簿

の
提

供
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各

行
政

区
で
進

め
ら
れ
て
き
た
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
通

じ
た
支

え
合

い
の
仕

組
み

づ
く
り
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
実

情
に
合

わ
せ

更
新

を
行

う
行

政
区

に
対

し
て
支

援
す

る
と
と
も
に
、
必

要
な
更

新
を
促

し
、
マ
ッ

プ
を
利

用
し
た
避

難
訓

練
実

施
支

援
を
行

い
ま
し

た
。

・
高

齢
者

と
比

較
す

る
と
、
障

害
を
お

持
ち
方

の
把

握
が
で
き
き
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

【
社

協
】

・
行

政
が
取

り
組

む
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
の

作
成
に
向
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
と
共
に
、

対
象

者
の
名

簿
提

出
の
作

成
補

助
に
努

め
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
の
更

新
に
つ

い
て
は
、
各

行
政

区
に
出

向
き

関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
防

災
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
を
実

施
し
ま
し
た
。

Ｈ
2
4
-
安

国
寺

区
・
長

峰
区

、
Ｈ
2
5
-
笹

原
区

・
小

堂
見

区
、
Ｈ
2
6
-
湯

川
区

・
泉

野
地

区
、
Ｈ
2
7
-
粟

沢
区

・
塚

原
区

、
Ｈ
2
8
-
下

古
田

区

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
提

供
さ
れ
た
名

簿
を
基

に
し
た
地

域
で
の
取

り
組

み
が

あ
ま
り
見

ら
れ
ず

、
名

簿
対

象
者

の
変

更
に
伴

う
「
マ
ッ
プ
」

の
取

組
の
方

針
が

明
確

に
無

い
こ
と

が
考

え
ら
れ
ま
す

。
行

政
内

部
で
一

致
さ
せ

て
い
く
必

要
が

あ
り
ま
す

。
・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
合

わ
せ

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
が

地
域

に
提

供
さ

れ
、
新

た
な
マ
ッ
プ

作
製

や
マ
ッ
プ
を

活
用

し
た
取

組
等

を
関

係
部

署
や

地
域

等
と
今

後
も
検

討
し
て
い
き
ま
す

。
【
社

協
】

・
各

地
区

の
地

区
行

動
計

画
の
進

捗
状

況
確

認
時

に
状

況
把

握
に
努

め
る

と
と
も
に
、
福

祉
推

進
委

員
や

地
区

社
協

の
会

議
等

を
通

じ
て
各

区
の
状

況
把

握
に
努

め
ま

す
。

【
防

災
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を
促

し
、
高

齢
者

、
障

害
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の
実

施
方

法
を

指
導

し
ま
す

。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
現

在
、
訓

練
的

な
利

用
を
意

識
し
た
取

り
組

み
は
、

各
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
行

っ
て
お

ら
ず

、
具

体
的

な
制

度
や

活
用

方
法

等
は
、
全

市
的

な
対

応
と
す

る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

・
項

目
の
内

容
に

つ
い
て
、
再

検
討

が
必

要
で
は
な
い

か
と
考

え
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
平

成
2
6
年

度
は
、
河

原
温

泉
に
お

い
て
福

祉
避

難
所

開
設

訓
練

を
実

施
し
ま
し
た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
H
2
6
.9
.7
　
障

害
当

事
者

（
知

的
・
発

達
障

害
）
、
家

族
、
支

援
者

、
関

係
団

体
等

の
皆

さ
ん
に
参

加
い
た

だ
き
、
総

合
防

災
訓

練
と
同

時
進

行
で
、
福

祉
避

難
所

開
設

訓
練

を
実

施
し
ま
し
た
。

参
加

者
：
障

害
当

事
者

・
家

族
　
9
名

　
支

援
者

　
9
名

地
元

関
係

団
体

等
6
名

　
市

関
係

職
員

2
2
名

9
 ペ

ー
ジ



6968

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

防
災

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
周

知

「
災

害
時

自
主

防
災

組
織

の
活

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
作

成

緊
急

メ
ー

ル
及

び
緊

急
F
A

X
通

信
の

周
知

災
害

時
要

援
護

者
名

簿
の

整
備

企
画

総
務

部
健

康
福

祉
部

社
会

福
祉

協
議

会

・
区

・
自

治
会

単
位

で
講

座
を
実

施
し

な
が
ら
、
活
動
体

制
の
整

備
を
推

進
し
ま
す

。

・
茅

野
消

防
署

で
は
、
茅

野
市

の
聴

覚
障

害
者

の
皆

さ
ん
と
の
関

係
を
継

続
す

る
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
メ
ー
ル
通

報
、
緊

急
Ｆ
Ａ
Ｘ
通

報
の
利

用
登

録
者

を
増

や
し
て
い
き
、

茅
野

市
だ
け
で
な

く
諏

訪
広

域
全

体
に
周

知
を
進

め
ま

す
。

「
災

害
時

自
主

防
災

組
織

の
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作

成
を
さ
ら
に
促

し
、
日

頃
の
地

域
活

動
に
活

用
で
き
る
よ

う
支

援
に
取

り
組

み
ま
す

。

研
究
・
検
討

平
成

2
4
年

度
改

訂
の
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
も
と
に
、
避

難
所

の
位

置
や

経
路

等
確

認
し
、
災

害
時

に
冷

静
か

つ
迅

速
に
行

動
で
き
る
よ
う
周

知
活

動
に
取

り
組

み
ま

す
。

【
防

災
対

策
課

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
一

部
改

正
の

施
行

に
合

わ
せ

、
茅

野
市

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て
も

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
の
作

成
・
活

用
に
よ
る
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の

実
施

体
制

の
整

備
を
追

加
修

正
し
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
名

簿
提

供
は
平

成
2
6
年

度
で
終

了
し
、
新

た
に
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
と
し
て
関

係
部

署
よ
り
地

域
へ

提
供

さ
れ
ま
す

。

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の
追

加
指

定
に
伴

い
、
追

加
ペ

ー
ジ
を
作

成
し
、
関

係
地

区
に

配
布

し
ま
す

。

消
防

署

・
平

成
2
7
年

4
月

か
ら
消
防
一
元
化
に

伴
い
、
緊

急
メ
ー

ル
及

び
緊

急
Ｆ
Ａ
Ｘ

通
信

は
消

防
本

部
指

令
セ
ン
タ
ー

に
お

い
て
管

理
・
運

用
が
開

始
さ
れ
ま

す
。

【
防

災
対

策
課

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
一

部
改

正
の
施

行
に
合

わ
せ

、
茅

野
市

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て
も
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
の

作
成

・
活

用
に
よ
る
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の
実

施
体

制
の
整

備
を
検

討
し
ま
し
た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
民

生
児

童
委

員
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
名

簿
の
作

成
と
提

供
を
行

っ
て
い
ま
す

。
名

簿
登

載
は
高

齢
の
方

が
中

心
と
な
っ
て
お

り
、
６
５
歳

未
満

で
障

害
が
あ
る
方

の
登

載
が
少

な
い
傾

向
に
あ
り
ま
す

。
名

簿
の
更

新
は
随

時
行

っ
て
い
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
一

部
改

正
の

施
行

に
合

わ
せ

、
茅

野
市

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て
も

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
の
作

成
・
活

用
に
よ
る
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の

適
切

な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の

実
施

体
制

の
整

備
を
追

加
修

正
し
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

」
が
廃

止
さ

れ
、
新

た
に
「
災

害
時

要
支

援
者

名
簿

」
を
作

成
し
ま

す
。
名

簿
登

載
要

件
の
検

討
を
進

め
ま
す

。

【
消

防
署

】
・
緊

急
メ
ー

ル
通

報
は
、
音

声
（
肉

声
）
に
よ
る
1
1
9
番

通
報

が
困

難
な
聴

覚
障

害
者

等
が
携

帯
電

話
の
電

子
メ
ー

ル
を
利

用
し
て
、
火

災
や

救
急

な
ど
の
緊

急
通

報
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す

。
・
緊
急
F
A
X
通
報
は
、
平
成
１
２
年

１
０
月
か
ら
F
A
X
を

利
用

し
て
緊

急
通

報
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す

。
平

成
2
4
年

度
、
2
5
年

度
の
利

用
回

数
は
０
件

で
す

。

【
消

防
署

】
・
「
災

害
時

自
主

防
災

組
織

の
活

動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基

づ
い
た
訓

練
支

援
を

行
い
ま
す

。
【
防

災
対

策
課

】
・
区

・
自

治
会

単
位

で
講

座
を
実

施
し

な
が
ら
、
活
動
体

制
の
整

備
を
推

進
し
ま
す

。

【
消

防
署

】
・
平

成
２
４
年

度
に
改

定
さ
れ
た
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
内

容
に
基

づ
き
、
災

害
対

応
訓

練
資

料
作

成
を

支
援

。
地

域
の
災

害
に
対

応
す

る
防

災
訓

練
の
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

【
防

災
対

策
課

】
・
「
土

砂
災

害
防

止
法

」
に
基

づ
く
、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

が
、
指

定
さ
れ
ま
し
た
（
蓼

科
～

美
濃

戸
、

別
荘

エ
リ
ア
は
未

指
定

）
。
平

成
２
４
年

度
版

を
作

成
し
、
全

戸
配

布
し
ま
し
た
。

【
消

防
署

】
・
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
利

用
し
作

成
し

た
訓

練
計

画
に
基

づ
き
、
想

定
さ
れ
る

災
害

に
対

す
る
訓

練
の
支

援
を
行

な
い
ま
す

。
【
防

災
対

策
課

】
・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の
追

加
指

定
に
伴

い
、
追

加
ペ

ー
ジ
を
作

成
し
、

関
係

地
区

に
配

布
し
ま
す

。

【
消

防
署

】
・
自

主
防

災
組

織
へ

「
災

害
時

自
主

防
災

組
織

の
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
作

成
依

頼
並

び
に
活

動
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
使

用
し
て
の
訓

練
支

援
を
実

施
し
ま
す

。
【
防

災
対

策
課

】
・
各

地
域

で
の
自

主
防

災
出

前
講

座
を
実

施
し
、
個

別
に
相

談
、
指

導
を
行

っ
て
い
ま
す

。
災

害
時

の
初

動
体

制
を
中

心
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

、
具

体
的

な
訓

練
等

を
お

願
い
し
て
い
ま
す

。

聴
覚

障
害

者
等

に
対

す
る
緊

急
メ
ー

ル
及

び
緊

急
F
A
X
通

信
に
つ

い
て
、
今

後
も
事

業
の
周

知
に
努

め
ま

す
。

4
9

研
究
・
検
討

4
8

防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
周

知
4
7

マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成

研
究

・
検

討

名
簿
の
整

備

災
害

時
に
支

援
の
必

要
な
方

が
「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿
」
へ
漏
れ
な
く
記
載
さ
れ
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
最
新

の
状

況
把

握
に
努

め
ま
す

。
ま
た
、
記

載
を
希

望
し
な

い
方

に
つ

い
て
も
、
記

載
に
つ

い
て
理

解
い
た
だ
け
る

よ
う
積

極
的

に
働

き
か
け
を
行

い
ま
す

。

5
0

企
画

総
務

部
消

防
署

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

整
備
・
充
実

【
防

災
対

策
課

】
・
「
土

砂
災

害
防

止
法

」
に
基

づ
き
、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

が
指

定
さ
れ
ま
し
た
（
Ｈ
2
7
年

度
は
鹿

島
リ

ゾ
ー

ト
の
別

荘
エ
リ
ア
～

美
濃

戸
を
指

定
）
。
平

成
２

４
年

度
版

を
作

成
し
、
全

戸
配

布
し
ま
し
た
。
追

加
指

定
分

は
、
別

様
に
て
配

布
し
て
い
ま
す

。

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の
追

加
指

定
に
伴

い
、
追

加
ペ

ー
ジ
を
作

成
し
、

関
係

地
区

に
配

布
し
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
各

地
域

で
の
自

主
防

災
出

前
講

座
を
実

施
し
、
個

別
に
相

談
、
指

導
を
行

っ
て
い
ま
す

。
災

害
時

の
初

動
体

制
を
中

心
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

、
具

体
的

な
訓

練
等

を
お

願
い
し
て
い
ま
す

。

・
区

・
自

治
会

単
位

で
講

座
を
実

施
し

な
が
ら
、
活
動
体

制
の
整

備
を
推

進
し
ま
す

。
特

に
災

害
発

生
時

の
初

動
体

制
づ

く
り
を
進

め
ま

す
。

【
消

防
署

】
・
消

防
一

元
化

に
伴

い
、
平

成
２
７
年

２
月

か
ら
開

始
さ
れ
た
諏

訪
広

域
消

防
本

部
指

令
セ
ン
タ
ー

で
引

き
続

き
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
運

用
で
き
る
よ
う
準

備
を
進

め
ま
し
た
。
茅

野
市

聴
覚

障
害

者
協

会
と
と
も
に
諏

訪
広

域
連

合
長

あ
て
に
要

望
を
実

施
し
た
結

果
、
茅

野
消

防
署

と
の
間

で
行

っ
て
い
た
緊

急
メ
ー

ル
通

報
・

緊
急

Ｆ
Ａ
Ｘ
通

報
の
双

方
と
も
、
指

令
セ
ン
タ
ー

に
お

い
て
運

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
茅

野
市

の
聴

覚
障

害
者

１
１
名

が
登

録
し
ま
し
た
。

【
防

災
対

策
課

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
一

部
改

正
の

施
行

に
合

わ
せ

、
茅

野
市

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て
も

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
の
作

成
・
活

用
に
よ
る
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の

適
切

な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の

実
施

体
制

の
整

備
を
追

加
修

正
し
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
名

簿
提

供
は
平

成
2
6
年

度
で
終

了
。
新

た
に
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
と
し
て
関

係
部

署
よ
り
地

域
へ

提
供

さ
れ
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
一

部
改

正
の
施

行
に
合

わ
せ

、
茅

野
市

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て
も
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
の

作
成

・
活

用
に
よ
る
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の
実

施
体

制
の
整

備
を
行

い
ま
す

。
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
民

生
児

童
委

員
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
名

簿
の
作

成
と
提

供
を
行

い
ま
し
た
。
名

簿
登

載
は
高

齢
の
方

が
中

心
と

な
っ
て
お

り
、
６
５
歳

未
満

で
障

害
が
あ
る
方

の
登

載
が
少

な
い
傾

向
に
あ
り
ま
す

。
名

簿
の
更

新
は
随

時
行

っ
て
い
ま
す

。
　

【
防

災
対

策
課

】
・
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
を
、
各

民
生

児
童

委
員

及
び

各
区

長
・
自

治
会

長
並

び
に
防

災
関

係
機

関
に
配

布
し
ま
し
た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
地

域
へ

提
供

し
て
き
た
「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

」
か
ら

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
と
、
名

称
や

提
供

す
る
情

報
の
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。

【
消

防
署

】
・
諏

訪
広

域
消

防
本

部
指

令
セ
ン
タ
ー

に
お

い
て
、

引
き
続

き
緊

急
メ
ー

ル
通

報
・
緊

急
Ｆ
Ａ
Ｘ
通

報
が
運

用
さ
れ
て
い
ま
す

。
　
メ
ー

ル
登

録
者

数
　
　
広

域
全

体
3
3
名

　
茅

野
市

1
1
名

　
F
A
X
登

録
者

　
　
広

域
全

体
2
7
名

　
茅

野
市

9
名

・
運

用
を
継

続
し
ま

す
。

【
防

災
対

策
課

】
・
「
土

砂
災

害
防

止
法

」
に
基

づ
き
、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

が
指

定
さ
れ
ま
し
た
（
Ｈ
2
6
年

度
は
蓼

科
～

鹿
島

リ
ゾ
ー

ト
の
別

荘
エ
リ
ア
を
指

定
）
。
平

成
２
４
年

度
版

を
作

成
し
、
全

戸
配

布
し
ま
し
た
。
追

加
指

定
分

は
、
別

様
に
て
配

布
し
て
い
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
各

地
域

で
の
自

主
防

災
出

前
講

座
を
実

施
し
、
個

別
に
相

談
、
指

導
を
行

っ
て
い
ま
す

。
災

害
時

の
初

動
体

制
を
中

心
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

、
具

体
的

な
訓

練
等

を
お

願
い
し
て
い
ま
す

。

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の
追

加
指

定
に
伴

い
、
追

加
ペ

ー
ジ
を
作

成
し
、

関
係

地
区

に
配

布
し
ま
す

。

【
防

災
課

】
・
各

地
域

で
の
自

主
防

災
出

前
講

座
を
実

施
し
、
個

別
に
相

談
、
指

導
を
行

っ
て
い
ま
す

。
災

害
時

の
初

動
体

制
を
中

心
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

、
具

体
的

な
訓

練
等

を
お

願
い
し
て
い
ま
す

。

・
区

・
自

治
会

単
位

で
講

座
を
実

施
し

な
が
ら
、
活
動
体

制
の
整

備
を
推

進
し
ま
す

。
特

に
災

害
発

生
時

の
初

動
体

制
づ

く
り
を
進

め
ま

す
。

【
防

災
課

】
・
「
土

砂
災

害
防

止
法

」
に
基

づ
き
、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

が
指

定
さ
れ
ま
し
た
（
Ｈ
2
8
年

度
は
地

す
べ

り
の
警

戒
区

域
等

を
指

定
）
。
追

加
指

定
分

は
、
別

様
に
て
配

布
し
て
い
ま
す

。

【
消

防
署

】
・
諏

訪
広

域
消

防
本

部
指

令
セ
ン
タ
ー

に
お

い
て
、

引
き
続

き
緊

急
メ
ー

ル
通

報
・
緊

急
Ｆ
Ａ
Ｘ
通

報
が
運

用
さ
れ
て
い
ま
す

。
　
メ
ー

ル
登

録
者

数
　
　
　
広

域
全

体
3
3
名

　
茅

野
市

1
1
名

　
F
A
X
登

録
者

　
　
　
広

域
全

体
2
7
名

　
茅

野
市

9
名

【
消

防
署

】
・
運

用
を
継

続
し
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
改

正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
地

域
へ

提
供

し
て
き
た
「
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

」
か
ら

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
と
、
名

称
や

提
供

す
る
情

報
の
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。

・
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
名

簿
掲

載
該

当
者

に
対

し
、
名

簿
掲

載
の
意

思
確

認
を
訪

問
等

に
よ
り
実

施
し
た
。

【
防

災
課

】
・
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
を
、
各

民
生

児
童

委
員

及
び

各
区

長
・
自

治
会

長
並

び
に
防

災
関

係
機

関
に
配

布
し
ま
し
た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
名

簿
提

供
は
平

成
2
6
年

度
で
終

了
。
新

た
に
「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
と
し
て
関

係
部

署
よ
り
地

域
へ

提
供

さ
れ
ま
す

。
【
防

災
課

】
・
災

害
対

策
基

本
法

の
一

部
改

正
の

施
行

に
合

わ
せ

、
茅

野
市

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て
も

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」
（
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

）
の
作

成
・
活

用
に
よ
る
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の

適
切

な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の

実
施

体
制

の
整

備
を
追

加
修

正
し
ま

す
。

今
後

の
計

画
担
当
部
署

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

1
0
 ペ

ー
ジ

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

ス
ム

ー
ズ

な
避

難
行

動
の

支
援

第
6
章

　
障

壁
の
な
い
、
移

動
し
や

す
い
、
快

適
な
地

域
生

活
環

境
の
推

進
（
移

動
支

援
・
生

活
環

境
）

公
共

道
路

の
整

備

安
全

に
通

行
で

き
る

信
号

機
の

設
置

担
当
部
署

企
画

総
務

部
健

康
福

祉
部

社
会

福
祉

協
議

会

都
市

建
設

部

避
難

行
動

支
援

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を

促
し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
を
実

施
し
ま
し

た
。

Ｈ
2
4
-
安

国
寺

区
・
長

峰
区

、
Ｈ
2
5
-
笹

原
区

・
小

堂
見

区
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
平

成
２
５
年

度
に
、
担

当
課

（
地

域
福

祉
推

進
課

）
を
実

施
主

体
と
し
て
、
福

祉
避

難
所

開
設

訓
練

を
実

施
し
ま
し
た
。
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

か
ら

は
、
各

避
難

所
担

当
職

員
が
参

加
し
ま
し
た
。
実

施
後

に
行

わ
れ
ま
し
た
参

加
者

と
の
懇

談
に
お

い
て
、

当
事

者
の
方

々
か
ら
移

動
手

段
等

や
、
福

祉
避

難
所

開
設

マ
ニ
ュ
ア
ル
へ

の
意

見
を
寄

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

継
　
　
続

改
良

・
整

備

継
続

・
整

備

【
建

設
課

】
・
上

川
橋

線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
用

地
交

渉
並

び
に

契
約

業
務

に
並

行
し
て
、
本

年
度

か
ら
用

地
契

約
が

完
了

し
た
区

間
か
ら
順

次
施

工
し
て
い
ま
す

。

継
続

改
良

整
備

・
上

川
橋

線
は
、

本
年

度
（
H
2
7
）
か

ら
道
路
築
造
工
事

に
着

手
し
、
H
3
2

年
度

の
完

了
を
目

指
し
、
事

業
を
推

進
し
ま
す

。
・
中

大
塩

幹
線

道
路

に
お

い
て
、
現

在
の
波

打
ち
歩

道
の
解

消
と
歩

道
内

の
電

柱
移

転
を
図

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進

め
、
誰

も
が
障

害
な
く
通

行
で
き
る
歩
道

に
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て

い
き
ま
す

。
2
7
年

度
か
ら
工
事
を
着

手
し
て
い
き
ま
す

。
Ｌ
＝

1
,7
5
0
ｍ
　
Ｗ

＝
1
.5
ｍ

・
平

成
２
７
年

度
は

国
道

１
５
２
号

線
の

永
明

中
学

校
北

（
塚

原
・
北

原
石

材
前

）
と
県

道
青

柳
・

茅
野

停
車

場
の
菊

沢
（
菊

沢
下

バ
ス

停
）
の
２
か
所

に
歩

行
者

用
信

号
機

が
新

設
さ
れ
る
内

示
が
県

警
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・

総
合

防
災

訓
練

に
お

い
て
、
地

区
・

区
・
自

治
会

へ
の

訓
練

参
加

を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の

適
切

な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の

実
施

方
法

を
指

導
し
ま
す

。
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

開
設

訓
練

は
、
引

き
続

き
実

施
し
て

い
き
た
い
と
考

え
ま

す
。

【
建

設
課

】
・
玉

川
小

西
、
玉

川
小

入
口

、
大

泉
山

、
金

沢
小

入
口
の
各
交
差
点
が
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
に
改
良
さ

れ
ま
し
た
。

・
茅

野
郵

便
局

前
、
花

蒔
公

園
前

に
歩

行
者

用
信

号
機

が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

【
建

設
課

】
上

川
橋

線
は
、
本

年
度

（
Ｈ
2
6
）
か
ら

道
路

改
良

工
事

に
着

手
し
、
Ｈ
3
2
年

度
の
完

了
を
目

指
し
、
事

業
を
推

進
し

ま
す

。
中

大
塩

幹
線

道
路

に
お

い
て
、
現

在
の
波

打
ち
歩

道
の

解
消

と
歩

道
内

の
電

柱
移

設
を
図

り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を

進
め
、
誰

も
が
障

害
な
く
通

行
で
き
る

歩
道

に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
い
き
ま
す
。

L
=
1
7
5
0
m

W
=
1
.5
m

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な

避
難

誘
導

、
安

否
確

認
の
実

施
方

法
を
指

導
し
ま
す

。
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
関

係
課

と
と
も
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検

討
を
し
て
い
き
ま

す
。

5
1

上
川

橋
線

の
歩

道
整

備
等

、
今

後
計

画
さ
れ
て
い
る
事

業
を
推

進
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進

め
ま
す

。
ま
た
、
整

備
さ
れ
た
歩

道
等

既
存

施
設

の
適

切
な
維

持
管

理
に

努
め
、
障

害
の
あ
る
人

が
安

全
で
安

心
し
て
移

動
で
き

る
環

境
整

備
に
努

め
ま
す

。

継
続

・
整

備
5
3

避
難

所
へ

の
移

動
が
で
き
な
い
（
移

動
手

段
が
な
い
、

居
る
こ
と
が
で
き
な
い
等

）
障

害
の
あ
る
人

へ
の
対

応
、

対
策

に
つ

い
て
検

討
し
ま
す

。
ま
た
、
被

災
時

、
障

害
の
あ
る
人

と
家

族
が
ス
ム
ー

ズ
に
行

動
で
き
る
よ
う
啓

発
を
進

め
、
通

常
の
避

難
経

路
・
避

難
所

の
利

用
が
難

し
い
際

の
対

応
に
つ

い
て
も
支

援
の
方

法
、
対

応
を
検

討
し
ま
す

。

5
2

整
備
・
充
実

継
続

改
良

整
備

整
備
・
充
実

「
あ
ん
し
ん
歩

行
エ
リ
ア
」
を
中

心
に
、
利

用
者

が
安

心
し
て
通

行
で
き
る
信

号
機

へ
の
改

良
を
公

安
委

員
会

に
要

望
し
て
い
き
ま
す

。

継
続

・
整

備

【
建

設
課

】
・
平

成
２
７
年

度
は
平

成
２
８
年

１
月

に
国

道
１
５
２
号

線
の
永

明
中

学
校

北
（
塚

原
・
北

原
石

材
前

）
、
平

成
２
８
年

３
月

に
県

道
青

柳
・
茅

野
停

車
場

の
菊

沢
（
菊

沢
下

バ
ス
停

）
の
２
か
所

に
歩

行
者

用
信

号
機

が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

【
建

設
課

】
・
上

川
橋

線
は
、
来

年
度

（
H
2
8
）
も
未

整
備

区
間

の
道

路
築

造
工

事
を
実

施
す

る
計

画
で
あ
り
、

上
川

橋
の
架

け
替

え
も
含

め
H
3
3
年

度
の
完

了
を
目

指
し
、
事

業
を
推

進
し

ま
す

。
・
中

大
塩

幹
線

道
路

に
お

い
て
、
現

在
の
波

打
ち
歩

道
の
解

消
と
歩

道
内

の
電

柱
移

転
を
図

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進

め
、
誰

も
が
障

害
な
く
通

行
で
き
る

歩
道

に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
い
き
ま
す
。

2
8
年

度
も
引

き
続

き
歩

道
改

良
工

事
を
進

め
ま
す

。
　
Ｌ
＝

1
,7
5
0
ｍ

　
Ｗ
＝

1
.5
ｍ

【
都

市
計

画
課

】
・
引

続
き
道

路
改

良
工

事
を
実

施
し
、
平

成
3
2
年

に
上

川
橋

の
架

け
替

え
工

事
の
完

了
を

目
指

し
ま
す

。

・
平

成
２
８
年

に
県

道
払

沢
茅

野
線

の
信

号
機

が
設

置
さ

れ
る
内

示
が
県

警
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

【
建

設
課

】
・
上

川
橋

線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
用

地
交

渉
並

び
に

契
約

業
務

に
並

行
し
て
、
本

年
度

か
ら
用

地
契

約
が

完
了

し
た
区

間
か
ら
順

次
工

事
に
着

手
し
ま
し
た
。

・
中

大
塩

幹
線

道
路

に
つ

き
ま
し
て
は
、
電

柱
移

転
が
完

了
し
歩

道
改

良
工

事
L
=
2
5
0
ｍ
を
完

成
し
ま
し

た
。

【
都

市
計

画
課

】
・
上

川
橋

線
の
改

良
に
つ

い
て
は
用

地
補

償
も
ほ
ぼ

終
了

し
た
た
め
、
無

電
柱

化
事

業
も
含

め
た
歩

道
整

備
工

事
が
順

次
進

め
ら
れ
て
い
ま
す

。

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を

促
し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
を
実

施
し
ま
し

た
。

Ｈ
2
4
-
安

国
寺

区
・
長

峰
区

、
Ｈ
2
5
-
笹

原
区

・
小

堂
見

区
、
Ｈ
2
6
-
湯

川
区

・
泉

野
地

区
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
市

防
災

訓
練

（
９
月

実
施

）
に
合

わ
せ

、
地

域
福

祉
推

進
課

を
実

施
主

体
と
し
て
福

祉
避

難
所

開
設

訓
練

を
実

施
し
ま
し
た
。
保

健
福

祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、
各

避
難

所
担

当
職

員
が
参

加
し
、
実

施
後

に
行

わ
れ
た
参

加
者

と
の
懇

談
に
お

い
て
、
当

事
者

の
方

々
か
ら
移

動
手

段
等

や
、
福

祉
避

難
所

開
設

に
つ

い
て
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
建

設
課

】
・
上

川
橋

線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
用

地
交

渉
並

び
に

買
収

契
約

に
時

間
を
要

し
、
H
2
6
年

度
に
工

事
着

手
に
は
至

り
ま
せ

ん
で
し
た
。

・
中

大
塩

幹
線

道
路

に
つ

き
ま
し
て
は
、
電

柱
移

転
交

渉
が
完

了
し
ま
し
た
。

【
建

設
課

】
公

安
委

員
会

に
要

望
を
出

し
ま
し
た
が
、
平

成
２
６
年

度
中

の
新

設
信

号
機

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を

促
し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
を
実

施
し
ま
し

た
。

Ｈ
2
4
-
安

国
寺

区
・
長

峰
区

、
Ｈ
2
5
-
笹

原
区

・
小

堂
見

区
、
Ｈ
2
6
-
湯

川
区

・
泉

野
地

区
、
Ｈ
2
7
-
粟

沢
区

・
塚

原
区

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
平

成
２
７
年

度
の
実

施
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
防

災
対

策
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な

避
難

誘
導

、
安

否
確

認
の
実

施
方

法
を
指

導
し
ま
す

。
【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
開

設
訓

練
は
、
関

係
部

署
と
引

き
続

き
実

施
に
向

け
て

検
討

を
し
て
い
き
た

い
。

H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

】
・
平

成
２
8
年

度
の
実

施
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

【
防

災
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
の
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
を
実

施
し
ま
し
た
。

Ｈ
2
4
-
安

国
寺

区
・
長

峰
区

、
Ｈ
2
5
-
笹

原
区

・
小

堂
見

区
、
Ｈ
2
6
-
湯

川
区

・
泉

野
地

区
、
Ｈ
2
7
-
粟

沢
区

・
塚

原
区

、
Ｈ
2
8
-
下

古
田

区

【
各

サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー
】

・
開

設
訓

練
は
、
関

係
部

署
と
引

き
続

き
実

施
に
向

け
て

検
討

を
し
て
い
き
た

い
。

【
防

災
課

】
・
市

が
実

施
す

る
土

砂
災

害
訓

練
・
総

合
防

災
訓

練
に
お

い
て
、
地

区
・
区

・
自

治
会

へ
の
訓

練
参

加
を
促

し
、
高

齢
者

、
障

が
い
者

等
避

難
行

動
要

支
援

者
の
適

切
な
避

難
誘

導
、
安

否
確

認
の
実

施
方

法
を

指
導

し
ま
す

。

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

【
建

設
課

】
・
上

川
橋

線
は
、
来

年
度

（
H
2
9
）
も
未

整
備

区
間

の
道

路
築

造
工

事
を
実

施
す

る
計

画
で
あ
り
、

上
川

橋
の
架

け
替

え
も
含

め
H
3
3
年

度
の
完

了
を
目

指
し
、
事

業
を
推

進
し

ま
す

。

【
建

設
課

】
・
平

成
２
８
年

８
月

に
県

道
払

沢
・
茅

野
線

の
改

良
に

伴
う
「
宮

川
保

育
園

前
」
信

号
機

が
新

設
さ
れ
ま
し

た
。

・
「
あ
ん
し
ん
歩

行
エ
リ
ア
」
を
中

心
に
、
利

用
者

が
安

心
し
て
通

行
で
き
る

信
号

機
を
公

安
員

会
に
要

望
し
て
い

き
ま
す

。
な
お

、
平

成
2
8
年

に
公

安
委

員
会

に
信

号
機

新
設

・
改

良
要

望
を

出
し
ま
し
た
が
、
平

成
2
9
年

4
月

現
在

、
新

設
・
改

良
の
内

示
は
あ
り
ま
せ

ん
で

し
た
。

計
画

等
内

容

・
「
あ
ん
し
ん
歩

行
エ
リ
ア
」
を
中

心
に
、
利

用
者

が
安

心
し
て
通

行
で
き
る

信
号

機
の
新

設
・

改
良

を
公

安
員

会
に
要

望
し
て
い
き
ま

す
。

N
o

今
後

の
取

り
組

み
今

後
の
計

画
H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

1
1
 ペ

ー
ジ



7170

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

公
園

の
整

備

タ
ク

シ
ー

券
の

支
給

範
囲

や
支

給
額

の
検

討

タ
ク

シ
ー

券
の

支
給

対
象

や
支

給
額

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
ま

す
。

移
動

手
段

の
充

実

移
送

サ
ー

ビ
ス

の
継

続

担
当

部
署

健
康

福
祉

部

・
永

明
寺

山
公

園
の

改
修

計
画

を
検

討
し

て
い

ま
す

。

・
引

き
続

き
、

事
業

内
容

が
低

下
す

る
こ

と
の

無
い

よ
う
実

施
し

ま
す

。

【
社

協
】

・
一

般
の

交
通

機
関

を
利

用
し

て
外

出
す

る
こ

と
が

困
難

な
市

民
の

生
活

圏
の

拡
大

と
社

会
参

加
を

支
援

す
る

た
め

に
、

市
内

で
適

正
な

移
送

サ
ー

ビ
ス

の
在

り
方

を
、

行
政

と
諏

訪
中

央
病

院
ら

と
協

議
し

模
索

し
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
今

ま
で

の
支

給
対

象
者

を
拡

大
し

、
身

体
障

害
者

手
帳

1
・
2
級

所
持

者
は

障
害

の
種

別
に

関
わ

ら
ず

支
給

対
象

と
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

精
神

障
害

者
手

帳
１

級
所

持
者

も
対

象
者

に
加

わ
り

ま
し

た
。

・
平

成
2
5
年

度
は

、
運

行
協

力
員

1
3
名

と
タ

ク
シ

ー
業

者
2

社
に

よ
り

実
施

し
ま

し
た

。
○

利
用

人
数

　
9
7

名
＊

新
規

登
録

2
3
名

○
利

用
件

数
5
,1

4
2
件

＊
前

年
度

と
比

較
し

、
総

件
数

で
3
2
8

件
の

増

【
都

市
計

画
課

】
・
平

成
２

４
年

度
は

、
前

宮
公

園
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

整
備

工
事

を
実

施
し

、
新

た
に

駐
車

場
を

整
備

し
ま

し
た

。
・
平

成
２

５
年

度
は

、
岳

麓
公

園
わ

く
わ

く
プ

ラ
ン

推
進

委
員

会
に

よ
り

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

プ
ラ

ン
を

策
定

し
、

実
施

設
計

を
完

了
し

ま
し

た
。

・
今

後
も

、
公

園
わ

く
わ

く
プ

ラ
ン

の
基

本
理

念
で

あ
る

「
み

ん
な

で
親

し
み

、
愛

し
、

楽
し

め
る

市
民

参
加

の
公

園
づ

く
り

」
を

合
言

葉
に

、
市

民
の

み
な

さ
ん

に
と

共
に

す
ば

ら
し

い
公

園
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

・
平

成
２

６
年

度
は

、
バ

リ
ア

フ
リ
―

や
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

、
明

る
く

見
通

し
の

良
い

景
観

ス
ポ

ッ
ト
と

な
る

よ
う

な
公

園
を

目
指

し
、

岳
麓

公
園

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

整
備

工
事

を
実

施
し

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
継

続
し

て
利

用
者

実
態

調
査

を
実

施
し

、
検

討
を

進
め

ま
す

。
【
企

画
課

】
市

内
バ

ス
の

運
行

体
系

に
つ

い
て

、
見

直
し

を
進

め
ま

す
。

【
社

協
】

一
般

の
交

通
機

関
を

利
用

し
て

外
出

す
る

こ
と

が
困

難
な

市
民

の
生

活
圏

の
拡

大
と

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
に

、
福

祉
車

両
4
台

で
送

迎
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

継
続

改
良

・
整

備

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
輸

送
実

績
を

継
続

し
て

調
査

し
ま

す
。

ま
た

、
公

共
交

通
会

議
に

も
継

続
し

て
参

画
し

、
福

祉
バ

ス
と

し
て

の
今

後
の

方
向

性
を

検
討

し
ま

す
。

【
企

画
課

】
・
こ

れ
ま

で
の

検
討

を
踏

ま
え

、
新

た
な

バ
ス

交
通

の
実

施
に

向
け

た
取

組
を

進
め

ま
す

。

調
査

・
検

討

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
福

祉
バ

ス
「
ビ

ー
ナ

ち
ゃ

ん
」
の

輸
送

実
績

を
毎

月
調

査
し

、
公

共
交

通
検

討
会

議
に

参
画

し
な

が
ら

、
今

後
の

方
向

性
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
い

ま
す

。
【
企

画
課

】
平

成
2
2
年

に
策

定
さ

れ
た

「
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
」
に

基
づ

く
運

行
を

実
施

し
、

平
成

2
5
年

度
に

は
、

今
後

の
市

内
の

バ
ス

運
行

に
つ

い
て

持
続

可
能

な
体

系
を

構
築

す
る

た
め

、
「
茅

野
市

公
共

交
通

検
討

会
議

」
を

新
た

に
立

ち
上

げ
、

検
討

を
始

め
ま

し
た

。

調
査

・
検

討

5
6

研
究

・
検

討

研
究

・
検

討

5
7

5
5

5
4

公
園

わ
く

わ
く

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

す
べ

て
の

公
園

に
身

障
者

用
ト
イ

レ
を

設
置

す
る

等
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

や
バ

リ
ア

フ
リ
ー

を
考

慮
し

た
、

市
民

の
皆

さ
ん

が
親

し
み

楽
し

め
る

公
園

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

検
　

　
討

社
会

福
祉

協
議

会
で

行
う
現

在
の

移
送

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

研
究

・
検

討

福
祉

バ
ス

「
ビ

ー
ナ

ち
ゃ

ん
」
利

用
者

実
態

調
査

や
、

実
証

運
行

中
路

線
の

調
査

結
果

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

よ
り

よ
い

見
直

し
の

検
討

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
日

中
活

動
や

余
暇

活
動

に
お

け
る

移
動

手
段

の
一

つ
と

し
て

、
土

日
祝

祭
日

の
デ

マ
ン

ド
バ

ス
運

行
の

必
要

性
に

つ
い

て
検

証
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

福
祉

バ
ス

・
路

線
バ

ス
の

共
通

利
用

の
検

討
や

、
福

祉
バ

ス
・
デ

マ
ン

ド
バ

ス
の

低
床

化
の

研
究

・
検

討
を

進
め

ま
す

。

研
究

・
検

討

研
究

・
検

討

研
究

・
検

討

継
　

　
続

改
良

・
整

備

【
都

市
計

画
課

】
・
岳

麓
公

園
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

整
備

工
事

を
実

施
し

駐
車

場
を

拡
張

し
ま

し
た

。
ま

た
、

 拡
張

し
た

駐
車

場
に

新
た

に
身

障
者

用
区

画
を

設
け

ま
し

た
。

継
続

改
良

・
整

備

【
地

域
福

祉
推

進
】

・
身

体
障

害
者

手
帳

1
・
2
級

、
療

育
手

帳
Ａ

1
、

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

1
級

で
申

請
い

た
だ

い
た

方
に

、
タ

ク
シ

ー
券

を
交

付
し

ま
し

た
。

　
Ｈ

2
6
　

交
付

人
数

：
1
6
8
人

【
社

協
】

平
成

2
6
年

度
は

、
運

行
協

力
員

1
4
名

と
タ

ク
シ

ー
業

者
2
社

に
よ

り
実

施
し

ま
し

た
。

○
利

用
人

数
　

8
0
名

　
＊

新
規

登
録

　
1
4
名

○
利

用
件

数
　

5
,4

4
4
件

＊
前

年
度

と
比

較
し

、
総

件
数

で
3
0
2
件

の
増

【
社

協
】

・
移

送
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
7
割

強
が

透
析

患
者

で
あ

る
こ

と
の

実
態

を
踏

ま
え

、
行

政
と

諏
訪

中
央

病
院

の
透

析
ス

タ
ッ

フ
と

の
協

議
を

行
い

、
課

題
の

実
態

把
握

に
努

め
解

決
に

向
け

て
協

議
を

重
ね

ま
し

た
。

・
透

析
患

者
の

移
送

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
行

政
等

諏
訪

中
央

病
と

の
話

し
合

い
を

継
続

し
、

課
題

解
決

に
努

め
ま

す
。

企
画

総
務

部
健

康
福

祉
部

社
会

福
祉

協
議

会

【
都

市
計

画
課

】
・
公

園
わ

く
わ

く
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

中
規

模
公

園
（
弓

振
、

金
沢

、
花

蒔
、

前
宮

、
岳

麓
）
は

岳
麓

公
園

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

整
備

工
事

を
最

後
に

平
成

２
６

年
度

に
完

了
し

ま
し

た
。

今
後

は
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

の
結

果
に

つ
い

て
検

証
が

必
要

に
な

り
ま

す
。

・
永

明
寺

山
公

園
の

改
修

計
画

を
検

討
し

て
い

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
】

・
身

体
障

害
者

手
帳

1
・
2
級

、
療

育
手

帳
Ａ

1
、

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

1
級

で
申

請
い

た
だ

い
た

方
に

、
タ

ク
シ

ー
券

を
交

付
し

ま
し

た
。

　
Ｈ

2
7
　

交
付

人
数

：
1
8
3
人

・
引

き
続

き
、

事
業

内
容

が
低

下
す

る
こ

と
の

無
い

よ
う
実

施
し

ま
す

。

【
都

市
計

画
課

】
・
公

園
わ

く
わ

く
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

中
規

模
公

園
（
弓

振
、

金
沢

、
花

蒔
、

前
宮

、
岳

麓
）
は

岳
麓

公
園

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

整
備

工
事

を
最

後
に

平
成

２
６

年
度

に
完

了
し

ま
し

た
。

公
園

に
設

置
さ

れ
て

い
る

多
目

的
ト
イ

レ
の

維
持

管
理

及
び

修
繕

を
行

い
ま

し
た

。

・
永

明
寺

山
公

園
の

改
修

計
画

を
検

討
し

て
い

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
】

・
身

体
障

害
者

手
帳

1
・
2
級

、
療

育
手

帳
Ａ

1
、

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

1
級

で
申

請
い

た
だ

い
た

方
に

、
タ

ク
シ

ー
券

を
交

付
し

ま
し

た
。

　
Ｈ

2
8
　

交
付

人
数

：
2
1
5
人

・
引

き
続

き
、

事
業

内
容

が
低

下
す

る
こ

と
の

無
い

よ
う
実

施
し

ま
す

。

【
地

域
戦

略
課

】
・
平

成
２

８
年

１
０

月
に

持
続

可
能

な
バ

ス
運

行
を

図
る

た
め

、
バ

ス
交

通
の

再
編

を
行

い
ま

し
た

。
日

中
の

生
活

便
に

つ
い

て
は

、
週

２
～

３
日

の
運

行
と

し
、

福
祉

バ
ス

ビ
ー

ナ
ち

ゃ
ん

で
設

定
し

て
い

た
高

齢
者

・
障

害
者

の
割

引
運

賃
の

路
線

を
拡

大
し

ま
し

た
。

・
デ

マ
ン

ド
交

通
に

つ
い

て
、

豊
平

・
泉

野
エ

リ
ア

の
運

行
便

数
を

見
直

し
、

新
た

に
西

茅
野

・
安

国
寺

エ
リ
ア

を
設

け
ま

し
た

。

・
今

後
も

利
用

者
実

態
と

経
済

性
を

見
極

め
な

が
ら

、
持

続
可

能
な

バ
ス

交
通

の
検

討
を

進
め

ま
す

。

【
社

協
】

・
移

送
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
7
割

強
が

透
析

患
者

で
あ

る
こ

と
の

実
態

を
踏

ま
え

、
行

政
と

諏
訪

中
央

病
院

の
透

析
ス

タ
ッ

フ
と

の
協

議
を

行
い

、
課

題
の

実
態

把
握

に
努

め
解

決
に

向
け

て
協

議
を

重
ね

ま
し

た
。

・
透

析
患

者
の

移
送

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
行

政
等

諏
訪

中
央

病
と

の
話

し
合

い
を

継
続

し
、

課
題

解
決

に
努

め
ま

す
。

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

【
企

画
課

】
・
持

続
可

能
な

バ
ス

運
行

の
再

編
に

つ
い

て
、

茅
野

市
公

共
交

通
検

討
会

議
等

で
検

討
し

、
再

編
案

を
ま

と
め

て
い

ま
す

。

・
こ

れ
ま

で
の

検
討

を
踏

ま
え

、
平

成
2
8

年
1
0
月

か
ら

の
新

た
な

バ
ス

交
通

再
編

に
取

り
組

み
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
福

祉
バ

ス
「
ビ

ー
ナ

ち
ゃ

ん
」
輸

送
実

績
調

査
を

毎
月

実
施

し
て

い
ま

す
。

・
公

共
交

通
検

討
会

議
に

参
画

し
、

今
後

の
方

向
性

に
つ

い
て

検
討

中
で

す
。

【
企

画
課

】
・
持

続
可

能
な

バ
ス

運
行

形
態

に
つ

い
て

、
茅

野
市

公
共

交
通

検
討

会
議

に
お

い
て

検
討

を
し

て
い

ま
す

。

H
2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
7
の

評
価

及
び

実
績

等

・
引

き
続

き
、

事
業

内
容

が
低

下
す

る
こ

と
の

無
い

よ
う
実

施
し

ま
す

。

今
後

の
計

画
H

2
6
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

1
2
 ペ

ー
ジ

第
7
章

　
出

生
時

か
ら
成

人
ま
で
の
一

貫
し
た
個

別
指

導
（
保

育
・
育

成
・
教

育
）

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

ど
ん

ぐ
り

手
帳

の
効

果
的

利
用

と
情

報
交

換
の

充
実

障
害

児
保

育
の

充
実

こ
ど
も
部

こ
ど
も
部

・
ど
ん
ぐ
り
手

帳
（
第

6
刷

）
を
5
0
0
部

作
成

し
交

付
し
ま

す
。

・
保

育
園

や
学

校
で
の
活

用
を
推

進
し
ま
す

。
　
　
家

庭
訪

問
（
4

～
5
月

）
　
　
個

別
懇

談
会

（
1
2
月

）
　
　
保

育
園

入
所

面
談

等
・
新

生
児

訪
問

時
、
健

診
時

、
予

防
接

種
時

で
の
活

用
を
推

進
し
ま

す
。

・
各

相
談

窓
口

で
の
活

用
を
推

進
し

ま
す

。
・
第

7
刷

の
作

製
に

向
け
て
、
ど
ん
ぐ
り

手
帳

活
用

推
進

委
員

会
を
開

催
し
ま

す
。
（
1
2
月

頃
）

・
障

害
児

は
、
引

き
続

き
全

園
で
受

入
れ
統

合
保

育
を
行

い
ま
す

。
・
発

達
支

援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
相

談
体

制
の
充

実
を

図
り
ま
す

。
・
障

害
に
関

す
る

知
識

を
習

得
す

る
た
め
に
、
職

員
研

修
会

の
開

催
や

、
専

門
機

関
へ

の
同

行
を
実

施
し
指

導
を
受

け
る
こ
と
で
、

個
々

に
応

じ
た
保

育
の
充

実
を
図

り
ま
す

。

【
幼

児
教

育
課

】
・
障

害
児

は
、
全

園
で
受

け
入

れ
体

制
を
整

え
、
健

常
児

と
共

に
育

つ
統

合
保

育
を
行

い
ま
し
た
。
（
H
2
6

受
入

園
1
5
園

、
障

害
児

数
4
8
人

、
加

配
保

育
士

4
2

人
。
）

・
障

害
の
状

況
や

保
育

の
方

法
、
指

導
に
つ

い
て
専

門
機

関
か
ら
の
助

言
を
う
け
ま
し
た
。
ま
た
,作

業
療

法
士

の
園

訪
問

に
よ
り
、
継

続
的

な
指

導
を
う
け
ま
し

た
。

・
講

演
会

や
、
実

習
等

を
通

し
て
、
障

害
児

保
育

の
質

の
向

上
に
努

め
ま
し
た
。

・
障

害
児

は
、
引

き
続

き
全

園
で
受

入
れ
統

合
保

育
を
行

い
ま
す

。
・
発

達
支

援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
相

談
体

制
の
充

実
を

図
り
ま
す

。
・
障

害
に
関

す
る
知

識
を
習

得
す

る
た

め
に
、
職

員
研

修
会

を
行

い
、
個

々
に
応

じ
た
保

育
の

充
実

を
図

り
ま
す

。

【
幼

児
教

育
課

】
・
障

害
児

は
、
全

園
で
受

け
入

れ
体

制
を
整

え
、
健

常
児

共
に
育

つ
統

合
保

育
を
行

い
ま
し
た
。
（
H
2
4

受
入

園
1
1
園

、
障

害
児

数
３
７
人

、
加

配
保

育
士

３
２

人
。
H
2
5
受

入
園

1
3
園

、
障

害
児

数
3
8
人

、
加

配
保

育
士

３
６
人

）
・
障

害
の
状

況
や

保
育

の
方

法
、
指

導
に
つ

い
て
専

門
機
関
か
ら
の
助
言
を
う
け
ま
し
た
。
H
2
5
か
ら
は
、

作
業

療
法

士
の
訪

問
回

数
を
増

や
し
、
継

続
的

な
指

導
を
う
け
ま
し
た
。

・
講

演
会

や
、
実

習
等

を
通

し
て
、
障

害
児

保
育

の
質

の
向

上
に
努

め
ま
し
た
。

・
ど
ん
ぐ
り
手

帳
（
第

5
刷

）
を
5
0
0
部

作
製

し
交

付
し
ま
す

。
・
保

育
園

で
の
活

用
を
推

進
し
ま
す

。
　
　
家

庭
訪

問
（
4

月
）
、
個

別
懇

談
会

（
6
月

）
　
　
保

育
園

入
所

面
談

等
・
新

生
児

訪
問

時
、

健
診

時
、
予

防
接

種
時

で
の
活

用
を

推
進

し
ま
す

。
・
各

相
談

窓
口

で
の
活

用
を
推

進
し

ま
す

。
・
ア
ン
ケ
ー

ト
（
2
回

目
）
を
実

施
し
、
評

価
・
検

証
を
し
ま

す
。
（
1
0
月

～
1
2

月
）

・
第

6
刷

の
作

製
に

向
け
て
、
ど
ん
ぐ
り

手
帳

活
用

推
進

委
員

会
を
開

催
し
ま

す
。
（
１
２
月

頃
）

【
こ
ど
も
課

】
・
H
2
4
年

度
に
8
0
0
部

、
平

成
2
5
年

度
に
5
0
0
部

を
作

製
し
ま
し
た
。

・
保

育
園

、
学

校
、
健

診
・
予

防
接

種
、
相

談
窓

口
で

の
活

用
を
推

進
し
ま
し
た
。

・
H
2
4
年
の
9
月
か
ら
1
0
月
に
か
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実

施
し
、
評

価
・
検

証
を
行

い
ま
し
た
。

・
H
２
５
年

７
月

に
活
用
推
進
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
作
成

し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

は
、
市

内
医

療
機

関
、
保

健
福

祉
S
C
、
健
康
管
理
C
へ
活
用
推
進
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
ま
し
た
。

普
及
・
充
実

普
及

・
充

実

継
続
・
充
実

引
き
続

き
、
障

害
児

保
育

に
つ

い
て
は
全

園
で
受

け
入

れ
て
い
き
ま
す

。
ま
た
、
障

害
に
関

す
る
知

識
を
習

得
す

る
た
め
に
職

員
研

修
を
実

施
し
、
個

々
の
状

況
を
理

解
し
実

態
に
応

じ
た
保

育
の
充

実
を
図

り
ま
す

。

ど
ん
ぐ
り
手

帳
を
効

果
的

に
利

用
で
き
る
よ
う
、
様

々
な

窓
口

・
機

関
で
の
活

用
を
具

体
化

し
定

着
さ
せ

、
縦

断
的

か
つ

横
断

的
な
支

援
体

制
の
更

な
る
充

実
と
情

報
の
共

有
化

を
図

り
ま
す

。
ま
た
、
発

達
障

害
児

の
支

援
に
関

す
る
情

報
を
共

有
す

る
た
め
に
ど
ん
ぐ
り
手

帳
の

継
続

利
用

を
推

進
す

る
と
と
も
に
、
長

野
県

で
作

成
中

の
個

別
支

援
ノ
ー

ト
等

の
活

用
の
検

討
を
進

め
ま
す

。
障

害
の
予

防
、
早

期
発

見
に
努

め
る
と
と
も
に
、
保

健
・

医
療

関
係

機
関

と
の
緊

密
な
情

報
交

換
の
場

の
充

実
を
図

り
ま
す

。

5
9

ど
ん
ぐ
り

カ
ー

ド
の

作
成

、
運

用

継
続
・
充
実

5
8

全
園

受
入

職
員

研
修

【
こ
ど
も
課

】
・
平

成
2
6
年

度
に
5
0
0
部

を
作

成
し
ま
し
た
。

・
保

育
園

で
の
活

用
を
推

進
し
ま
し
た
。

　
　
家

庭
訪

問
（
4
月

）
、
保

育
園

入
所

面
談

等
・
新

生
児

訪
問

時
、
健

診
時

、
予

防
接

種
時

で
の
活

用
を
推

進
し
ま
す

。
・
各

相
談

窓
口

で
の
活

用
を
推

進
し
ま
す

。
・
ア
ン
ケ
ー

ト
（
2
回

目
）
を
実

施
し
、
評

価
・
検

証
を
し

ま
し
た
。
（
1
0
月

～
1
1
月

）
・
第

6
刷

の
作

製
に
向

け
て
、
ど
ん
ぐ
り
手

帳
活

用
推

進
委

員
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
（
1
月

）

H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

【
こ
ど
も
課

】
・
平

成
2
7
年

度
に
1
,0
0
0
部

を
作

成
し
ま
し
た
。

・
保

育
園

で
の
活

用
を
推

進
し
ま
し
た
。

　
　
家

庭
訪

問
（
4
月

）
、
保

育
園

入
所

面
談

等
・
新

生
児

訪
問

時
、
健

診
時

、
予

防
接

種
時

で
の
活

用
を
推

進
し
ま
し
た
。

・
諏

訪
養

護
学

校
在

校
生

（
茅

野
市

在
住

の
児

童
生

徒
全

員
）
の
活

用
が
始

ま
り
ま
し
た
。

・
第

7
刷

の
作

製
に
向

け
て
、
ど
ん
ぐ
り
手

帳
活

用
推

進
委

員
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
（
1
月

）

・
ど
ん
ぐ
り
手

帳
（
第

7
刷

）
を
5
0
0
部

作
成

し
交

付
し
ま
す

。
・
保

育
園

や
学

校
で
の
活

用
を
推

進
し
ま
す

。
家

庭
訪

問
（
4
～

5
月

）
個

別
懇

談
会

（
1
2

月
）

1
/
2
成

人
式

（
実

施
小

学
校

）
保

育
園

入
所

面
談

等 ・
新

生
児

訪
問

時
、

健
診

時
、
予

防
接

種
時

で
の
活

用
を

推
進

し
ま
す

。
・
各

相
談

窓
口

で
の
活

用
を
推

進
し

ま
す

。
・
ア
ン
ケ
ー

ト
（
３
回

目
）
を
実

施
し
、
評

価
・
検

証
を
行

い
ま

す
。
（
1
0
月

～
1
1

月
）

・
第

8
刷

の
作

製
に

向
け
て
、
ど
ん
ぐ
り

手
帳

活
用

推
進

委
員

会
を
開

催
し
ま

す
。
（
1
月

頃
）

【
幼

児
教

育
課

】
・
障

害
児

は
、
全

園
で
受

け
入

れ
体

制
を
整

え
、
健

常
児

と
共

に
育

つ
統

合
保

育
を
行

い
ま
し
た
。

　
（
H
2
7
受

入
園

1
6
園

、
障

害
児

数
5
5
人

、
加

配
保

育
士

4
2
人

。
）

・
障

害
の
状

況
や

保
育

の
方

法
、
指

導
に
つ

い
て
専

門
機

関
か
ら
の
助

言
を
う
け
ま
し
た
。
ま
た
、
作

業
療

法
士

の
園

訪
問

に
よ
り
、
継

続
的

な
指

導
を
う
け
ま
し

た
。

・
講

演
会

や
、
実

習
等

を
通

し
て
、
障

害
児

保
育

の
質

の
向

上
に
努

め
ま
し
た
。

・
障

害
児

は
、
引

き
続

き
全

園
で
受

入
れ
統

合
保

育
を
行

い
ま
す

。
・
発

達
支

援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
相

談
体

制
の
充

実
を

図
り
ま
す

。
・
障

害
に
関

す
る
知

識
を
習

得
す

る
た

め
に
、
職

員
研

修
会

の
開

催
や

、
専

門
機

関
へ

の
同

行
を
実

施
し
指

導
を

受
け
る
こ
と
で
、

個
々

に
応

じ
た
保

育
の
充

実
を
図

り
ま
す

。

【
こ
ど
も
課

】
・
平

成
2
8
年

度
に
5
0
0
部

を
作

成
し
ま
し
た
。

・
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

及
び

保
育

園
で
の
活

用
を
推

進
し
ま
し
た
。

・
新

生
児

訪
問

時
、
健

診
時

、
予

防
接

種
時

で
の
活

用
を
推

進
し
ま
し
た
。

・
諏

訪
養

護
学

校
で
は
茅

野
市

在
住

の
児

童
生

徒
全

員
に
、
ど
ん
ぐ
り
手

帳
を
活

用
し
て
支

援
計

画
を

作
成

し
て
い
ま
す

。
・
第

8
刷

の
作

製
に
向

け
て
、
ど
ん
ぐ
り
手

帳
活

用
推

進
委

員
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
（
1
月

）
・
保

護
者

向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
（
３
回

目
）
を
実

施
し
ま
し

た
。

・
職
員
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
ど
ん
ぐ
り
手

帳
に
対

す
る
職

員
の
意

識
調

査
を
行

い
、
次

年
度

の
活

用
推

進
計

画
を
検

討
し
ま
し
た
。

・
ど
ん
ぐ
り
手

帳
（
第

8
刷

）
を
5
0
0
部

作
成

し
交

付
し
ま
す

。
・
特

に
支

援
が
必

要
と
な
る
家

庭
に

は
関

係
す

る
職

員
が
保

護
者

を
通

じ
て
ど
ん
ぐ
り
手

帳
を

積
極

的
に
活

用
し

て
成

長
過

程
の
記

録
を
蓄

積
し
、
次

に
つ

な
げ
て
い
き

ま
す

。
・
加

配
保

育
士

研
修

で
の
活

用
説

明
を
実

施
し
ま
す

。
・
保

育
園

や
学

校
で
の
活

用
を
推

進
し
ま
す

。
家

庭
訪

問
（
4
～

5
月

）
個

別
懇

談
会

（
1
2

月
）

保
育

園
入

所
面

談
等 ・
新

生
児

訪
問

時
、

健
診

時
、
予

防
接

種
時

で
の
活

用
を

推
進

し
ま
す

。
・
各

相
談

窓
口

で
の
活

用
を
推

進
し

ま
す

。
・
保

育
園

や
相

談
窓

口
等

関
係

す
る

市
役

所
職

員
向

け
研

修
を
開

催
し
ま

す
。

・
第

9
刷

の
作

製
に

向
け
て
、
ど
ん
ぐ
り

手
帳

活
用

推
進

委
員

会
を
開

催
し
ま

す
。
（
1
月

頃
）

【
幼

児
教

育
課

】
・
障

害
児

は
、
全

園
で
受

け
入

れ
体

制
を
整

え
、
健

常
児

と
共

に
育

つ
統

合
保

育
を
行

い
ま
し
た
。

　
（
H
2
8
受

入
園

1
6
園

、
障

害
児

数
5
2
人

、
加

配
保

育
士

3
5
人

。
）

・
障

害
の
状

況
や

保
育

の
方

法
、
指

導
に
つ

い
て
専

門
機

関
か
ら
の
助

言
を
う
け
ま
し
た
。
ま
た
、
作

業
療

法
士

の
園

訪
問

に
よ
り
、
継

続
的

な
指

導
を
う
け
ま
し

た
。

・
講

演
会

や
、
実

習
等

を
通

し
て
、
障

害
児

保
育

の
質

の
向

上
に
努

め
ま
し
た
。

・
障

害
児

は
、
引

き
続

き
全

園
で
受

入
れ
統

合
保

育
を
行

い
ま
す

。
・
発

達
支

援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
相

談
体

制
の
充

実
を

図
り
ま
す

。
・
障

害
に
関

す
る
知

識
を
習

得
す

る
た

め
に
、
職

員
研

修
会

の
開

催
や

、
専

門
機

関
へ

の
同

行
を
実

施
し
指

導
を

受
け
る
こ
と
で
、

個
々

に
応

じ
た
保

育
の
充

実
を
図

り
ま
す

。

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
担
当
部
署

1
3
 ペ

ー
ジ



7372

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
取

り
組

み
・
充

実

保
育

環
境

の
整

備
充

実

茅
野

市
教

育
支

援
委

員
会

の
充

実

就
学

相
談

チ
ー

ム
の

活
用

障
害

児
自

身
が

選
択

で
き

る
学

習
機

会
の

取
組

担
当
部
署

こ
ど
も
部

・
引

き
続

き
、
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

は
、
心

身
の
発

達
に
支

援
を
要

す
る

子
ど
も
及

び
保

護
者

、
家

族
等

が
相

談
い
た
だ
け
る
拠

点
と
し
て
、
母

子
通

園
訓

練
施

設
や

ま
び

こ
園

に
お

け
る
通

所
支

援
、
発

達
に
心

配
の
あ
る

子
ど
も
へ

の
相

談
支

援
、
発

達
検

査
、
地

域
支

援
を

行
い
ま
す

。
・
支

援
に
当

た
っ

て
は
、
保

育
所

、
学

校
等

を
訪

問
す

る
な
ど
、
関

係
機

関
等

と
の
連

携
を

図
り
、
情

報
共

有
に
よ
り
共

通
理

解
を
持

ち
、
つ

な
が
り

を
大

切
に
継

続
的

支
援

の
充

実
を
図

り
ま
す

。

・
複

数
の
目

で
見

て
適

正
な
就

学
指

導
を
行

い
、
幼

保
小

・
小

中
の
連

携
を
強

化
し
、
早

期
対

応
に
努

め
ま

す
。

・
市

全
体

の
公

立
保

育
園

の
更

新
・

統
廃

合
・
長

寿
命

化
な
ど
を
計

画
的

に
行

う
保

育
園

管
理

計
画

を
策

定
し

ま
す

。

・
茅

野
市

教
育

支
援

委
員

会
に
名

称
が
変

更
と
な
り
、
よ

り
児

童
生

徒
に

あ
っ
た
教

育
を
充

実
さ
せ

、
年

３
回

の
定

期
開

催
以

外
に

も
必

要
に
応

じ
て

柔
軟

に
開

催
し
ま

す
。

・
障

害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
自

身
が
選

択
で
き
る
学

習
機

会
を
計

画
し
、
実

施
し
ま
す

。

・
茅

野
市

心
身

障
害

児
就

学
指

導
委

員
会
を
よ
り
充
実
さ

せ
、
年

３
回

の
定

期
開

催
以

外
に
も

必
要

に
応

じ
て
柔

軟
に
開

催
し
ま
す

。

・
複

数
の
目

で
見

て
適

正
な
就

学
指

導
を
行

い
、
幼

保
小

・
小

中
の
連

携
を
強

化
し
、
早

期
対

応
に
努

め
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
し
て
い
る
児

童
生

徒
は
障

害
の
程

度
に
応

じ
て
、
学

校
行

事
、
生

活
、
学

習
等

を
通

常
の
学

級
で
過

ご
し
ま
し
た
。

・
障

害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
自

身
が
選

択
で
き
る
学

習
機

会
を
計

画
し
、
実

施
し
ま
す

。

【
発

達
支

援
セ
ン

タ
ー

（
や

ま
び

こ
園

）
】

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
何

を
す

る
か
、

広
く
市

民
に
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

・
通

所
支

援
（
や

ま
び

こ
園

）
、
保

育
所

学
校

等
の
訪

問
支

援
、
相

談
支

援
、

障
害

者
等

に
理

解
を
深

め
る
取

組
の

充
実

を
図

り
ま
す

。
・
発

達
支

援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
の
明

確
化

、
情

報
共

有
、
共

通
理

解
の

場
を
設

け
、
充

実
を
図

り
ま
す

。
・
0
歳
か
ら
1
8
歳
ま

で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
ご
と
の
支

援
の

取
り
組

み
や

、
つ

な
ぐ
役

目
を
担

っ
て

い
き
ま
す

。

・
後

期
建

設
計

画
の
中

で
、
夏

場
の

室
温

の
高

い
乳

児
室
か
ら
エ
ア
コ
ン
の

設
置

に
取

り
組

み
ま
す

。
・
心

身
の
発

達
を

促
す

た
め
の
保

育
環

境
の
研

究
を
行

い
、
整

備
充

実
を

図
り
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
心

身
に
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
に
適

切
な
就

学
指

導
を
行

う
た
め
、
今

年
度

は
臨

時
就

学
指

導
委

員
会

を
含

む
４
回

の
茅

野
市

心
身

障
害

児
就

学
指

導
委

員
会

を
開

催
し
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
中

学
校

区
単

位
で
チ
ー

ム
を
構

成
し
、
他

の
学

校
の
就

学
指

導
委

員
か
ら
助

言
も
含

め
、
よ
り
適

切
な

就
学

指
導

を
実

施
し
ま
し
た
。

【
幼

児
教

育
課

】
・
平

成
２
５
年

度
は
宮

川
保

育
園

の
移

転
新

築
を
行

い
ま
し
た
。

・
気

温
上

昇
を
ふ

ま
え
、
乳

児
室

の
室

温
の
調

査
を

実
施

し
ま
し
た
。

充
　
　
実

拡
充

・
普

及

計
画
・
検
討

6
4

実
　
　
施

計
画

・
実

施

継
続
・
充
実

6
0

継
続
・
充
実

6
3

就
学

相
談

チ
ー

ム
を
十

分
に
活

用
し
、
複

数
の
目

で
見

た
適

正
な
就

学
指

導
を
行

い
、
幼

保
小

・
小

中
の
連

携
を
強

化
し
早

期
対

応
に
努

め
ま
す

。

継
続
・
充
実

継
続

・
充

実

平
成

２
６
年

開
所

し
た
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

で
、
発

達
障

害
を
中

心
と
し
た
障

害
児

者
へ

の
支

援
に
取

り
組

み
ま
す

。
ま
た
、
母

子
通

園
訓

練
施

設
「
や

ま
び

こ
園

」
の

療
育

内
容

を
継

続
し
さ
ら
に
充

実
し
ま
す

。
ま
た
、
保

育
士

、
保

健
師

と
の
連

携
を
深

め
、
や

ま
び

こ
園

を
療

育
訓

練
の
場

と
し
て
開

放
し
ま
す

。

い
き
い
き
と
し
た
学

習
を
進

め
る
た
め
に
、
障

害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
自

身
が
選

択
で
き
る
学

習
機

会
を
計

画
し

ま
す

。

充
　
　
実

普
及

相
談

業
務

拡
充

心
身

の
発

達
を
促

す
た
め
、
施

設
・
遊

具
な
ど
保

育
環

境
の
整

備
充

実
を
図

り
ま
す

。

環
境

整
備

遊
具

購
入

継
続

・
充

実

【
こ
ど
も
課

】
心

身
の
発

達
に
支

援
を
必

要
と
す

る
児

童
及

び
そ

の
保

護
者

・
家

族
等

が
相

談
い
た
だ
け
る
拠

点
と
す

る
「
茅

野
市

発
達

支
援

セ
ン
タ
ー

」
を
平

成
2
6
年

4
月

に
開

所
す

る
た
め
、
臨

床
心

理
士

を
配

置
す

る
他

準
備

を
進

め
ま
し
た
。

【
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

（
や

ま
び

こ
園

）
】

・
Ｓ
Ｔ
・
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
と
訓

練
の
充

実
を
図

り
、
保

育
士

と
こ
ま
め
な
連

携
、
意

思
統

一
を
と
り
な
が
ら
療

育
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
H
2
5
よ
り
O
T
増

加
）

・
母

子
分

離
を
す

る
機

会
を
多

く
組

み
入

れ
、
親

子
共

々
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

・
保

健
師

（
3
エ
リ
ア
Ｓ
Ｃ
含

む
）
保

育
園

、
や

ま
び

こ
園

と
の
連

携
の
中

で
子

育
て
に
悩

ん
で
い
る
保

護
者

に
対

し
専

門
の
訓

練
士

等
に
よ
る
療

育
支

援
や

心
理

相
談

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

継
続
・
充
実

継
続
・
充
実

H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

・
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
保

育
所

や
学

校
等

へ
の
訪

問
支

援
、
相

談
支

援
の
件

数
は
1
6
7
件

で
し

た
。
臨

床
心

理
士

の
配

置
に
よ
り
、
早

期
発

見
、
対

応
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す

。
・
「
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

・
母

子
通

園
施

設
や

ま
び

こ
園

」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
4
エ
リ
ア
の
サ
ー

ビ
ス
セ
ン

タ
ー

や
各

施
設

に
配

布
し
、
支

援
を
必

要
と
す

る
子

ど
も
及

び
保

護
者

、
家

族
等

が
相

談
で
き
る
拠

点
と

な
る
よ
う
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
ま
し
た
。

・
母

子
通

園
訓

練
施

設
や

ま
び

こ
園

の
最

終
在

籍
者

は
2
8
組

で
し
た
。
Ｓ
Ｔ
6
0
回

・
Ｐ
Ｔ
2
4
回

・
Ｏ
Ｔ
2
4
回

・
音

楽
2
4
回

　
療

育
訓

練
の
場

と
し
て
充

実
を
図

り
ま
し

た
。
ま
た
、
臨

床
心

理
士

に
よ
る
心

理
相

談
5
5
件

の
ほ
か
、
療

育
・
児

童
相

談
所

の
相

談
等

を
実

施
し
ま

し
た
。

【
幼

児
教

育
課

】
・
平

成
２
６
年

度
は
よ
こ
う
ち
保

育
園

の
改

築
を
行

い
ま
し
た
。

・
玉

川
保

育
園

乳
児

室
と
金

沢
保

育
園

の
調

理
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。
。

【
学

校
教

育
課

】
・
心

身
に
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
に
適

切
な
就

学
指

導
を
行

う
た
め
、
今

年
度

は
臨

時
就

学
指

導
委

員
会

を
含

む
４
回

の
茅

野
市

心
身

障
害

児
就

学
指

導
委

員
会

を
開

催
し
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
中

学
校

区
単

位
で
チ
ー

ム
を
構

成
し
、
他

の
学

校
の
就

学
指

導
委

員
か
ら
助

言
も
含

め
、
よ
り
適

切
な

就
学

指
導

を
実

施
し
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
し
て
い
る
児

童
生

徒
は
障

害
の
程

度
に
応

じ
て
、
学

校
行

事
、
生

活
、
学

習
等

を
通

常
の
学

級
で
過

ご
し
ま
し
た
。

・
複

数
の
目

で
見

て
適

正
な
教

育
支

援
を
行

い
、
幼

保
小

・
小

中
の
連

携
を
強

化
し
、
早

期
対

応
に
努

め
ま

す
。今

後
の
計

画

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
し
て
い
る
児

童
生

徒
は
障

害
の
程

度
に
応

じ
て
、
学

校
行

事
、
生

活
、
学

習
等

を
通

常
の
学

級
で
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
個

別
の
指

導
計

画
の
立

案
、
実

施
、
見

直
し
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
障

害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
自

身
が
選

択
で
き
る
学

習
機

会
を
計

画
し
、
実

施
し
ま
す

。

・
引

き
続

き
、
母

子
通

園
訓

練
施

設
や

ま
び

こ
園

に
お

け
る

通
所

支
援

、
発

達
に
支

援
を
必

要
と

す
る
子

ど
も
へ

の
相

談
支

援
、
発

達
検

査
、
地

域
支

援
を
行

い
ま
す

。
・
支

援
に
当

た
っ
て

は
、
保

育
所

、
学

校
等

を
訪

問
す

る
な
ど
、
関

係
機

関
等

と
の
連

携
を
図

り
、
情

報
共

有
に
よ

り
共

通
理

解
を
持

ち
、
つ

な
が
り
を
大

切
に
継

続
的

支
援

の
充

実
を
図

り
ま

す
。

【
幼

児
教

育
課

】
・
湖

東
・
中

大
塩

保
育

園
乳

児
室

、
玉

川
・
北

山
保

育
園

の
調

理
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。

・
市

全
体

の
公

立
保

育
園

の
更

新
・

統
廃

合
・
長

寿
命

化
な
ど
を
計

画
的

に
行

う
保

育
園

管
理

計
画

を
策

定
し

ま
す

。

H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

【
学

校
教

育
課

】
・
心

身
に
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
に
適

切
な
教

育
支

援
を
行

う
た
め
、
今

年
度

は
臨

時
教

育
支

援
委

員
会

を
含

む
５
回

の
茅

野
市

教
育

支
援

委
員

会
を
開

催
し
ま
し
た
。

・
茅

野
市

教
育

支
援

委
員

会
に
名

称
が
変

更
と
な
り
、
よ

り
児

童
生

徒
に

あ
っ
た
教

育
を
充

実
さ
せ

、
年

３
回

の
定

期
開

催
以

外
に

も
必

要
に
応

じ
て

柔
軟

に
開

催
し
ま

す
。

【
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

】
・
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
保

育
所

や
学

校
等

へ
の
訪

問
支

援
、
支

援
を
必

要
と
す

る
子

ど
も
等

の
相

談
支

援
の
件

数
は
2
9
7
件

で
し
た
。
学

校
と
の
連

携
を
図

り
、
就

学
相

談
を
し
な
が
ら
助

言
・
見

学
同

行
な
ど
行

い
、
保

育
園

・
幼

稚
園

か
ら
就

学
先

へ
つ

な
ぐ
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

・
母

子
通

園
訓

練
施

設
や

ま
び

こ
園

の
最

終
在

籍
者

は
2
7
組

で
し
た
。
言

語
5
0
回

・
理

学
2
2
回

・
作

業
2
1

回
・
音

楽
療

法
2
4
回

を
計

画
し
、
子

ど
も
及

び
保

護
者

の
療

育
、
訓

練
の
場

と
し
て
充

実
を
図

り
ま
し
た
。

ま
た
、
臨

床
心

理
士

に
よ
る
心

理
相

談
5
4
件

の
ほ

か
、
信
濃
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
訪
問
に
よ
る

療
育
相
談
、
児
童
相
談
所
か
ら
の
訪
問
に
よ
る
相
談

等
を
実

施
し
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
中

学
校

区
単

位
で
チ
ー

ム
を
構

成
し
、
他

の
学

校
の
教

育
支

援
委

員
か
ら
助

言
も
含

め
、
よ
り
適

切
な

教
育

支
援

方
法

を
検

討
し
、
実

施
し
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
中

学
校

区
単

位
で
チ
ー

ム
を
構

成
し
、
他

の
学

校
の
教

育
支

援
委

員
か
ら
助

言
も
含

め
、
よ
り
適

切
な

教
育

支
援

方
法

を
検

討
し
、
実

施
し
ま
し
た
。

・
複

数
の
目

で
見

て
適

正
な
教

育
支

援
を
行

い
、
幼

保
小

・
小

中
の
連

携
を
強

化
し
、
早

期
対

応
に
努

め
ま

す
。
就

学
の
場

の
見

直
し
も
適

宜
行

っ
て
い
き
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
し
て
い
る
児

童
生

徒
は
障

害
の
程

度
に
応

じ
て
、
学

校
行

事
、
生

活
、
学

習
等

を
通

常
の
学

級
で
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
個

別
の
指

導
計

画
の
立

案
、
実

施
、
見

直
し
を
行

っ
て
い
ま

す
。

・
障

害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
自

身
が
選

択
で
き
る
学

習
機

会
を
計

画
し
、
実

施
し
ま
す

。

【
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

】
・
発

達
支

援
セ
ン
タ
ー

は
、
セ
ン
タ
ー

内
の
や

ま
び

こ
園

で
乳

幼
児

の
機

能
訓

練
や

家
庭

支
援

を
行

い
最

終
在

籍
者

は
3
2
組

で
し
た
。
言

語
4
5
回

・
理

学
2
2

回
・
作

業
2
1
回

・
音

楽
療

法
2
4
回

を
計

画
し
、
子

ど
も

及
び

保
護

者
の
療

育
、
訓

練
の
場

と
し
て
充

実
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
臨

床
心

理
士

に
よ
る
心

理
相

談
5
6

件
の
ほ
か
、
信
濃
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
訪
問

に
よ
る
療

育
相

談
等

を
実

施
し
ま
し
た
。

・
保

育
園

や
学

校
等

で
の
、
子

ど
も
及

び
保

護
者

の
相

談
支

援
と
し
て
、
発

達
・
育

児
・
就

学
等

の
相

談
、

発
達

検
査

、
医

療
機

関
へ

の
紹

介
な
ど
相

談
件

数
が
4
6
6
件
と
増
加
し
、
早
期
か
ら
の
支
援
へ
と
つ
な
が

り
ま
し
た
。

・
発

達
支

援
に
関

わ
る
連

携
体

制
の

整
備

を
行

い
な
が

ら
、
継
続
支
援
を

進
め
ま
す

。
・
母

子
保

健
と
の
連

携
を
し
、
親

子
広

場
・
保

育
園

・
学

校
等

へ
の
訪

問
相

談
支

援
、
発

達
検

査
の
実
施
等
に
よ
り

支
援

の
充

実
を
図

り
ま
す

。

【
幼

児
教

育
課

】
・
米

沢
保

育
園

、
泉

野
保

育
園

の
調

理
室

に
エ
ア
コ

ン
を
設

置
し
ま
し
た
。

・
平

成
2
9
年

3
月

に
策

定
し
た
「
茅

野
市

保
育

園
管

理
計

画
」
に
基

づ
き
、
全

園
の
調

理
室

及
び

乳
児

室
に
冷

房
設

備
の
設

置
、
調

理
室
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
調

理
室

の
手

洗
い
温

水
化

を
進

め
ま
す

。

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

【
学

校
教

育
課

】
・
心

身
に
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
に
適

切
な
教

育
支

援
を
行

う
た
め
、
今

年
度

は
臨

時
教

育
支

援
委

員
会

を
含

む
４
回

の
茅

野
市

教
育

支
援

委
員

会
を
開

催
し

ま
し
た
。

・
茅

野
市

教
育

支
援

委
員

会
に
名

称
が
変

更
と
な
り
、
よ

り
児

童
生

徒
に

あ
っ
た
教

育
を
充

実
さ
せ

、
年

３
回

の
定

期
開

催
以

外
に

も
必

要
に
応

じ
て

柔
軟

に
開

催
し
ま

す
。

6
2

茅
野

市
教

育
支

援
委

員
会

を
よ
り
充

実
さ
せ

、
年

３
回

の
定

期
開

催
以

外
に
も
必

要
に
応

じ
て
柔

軟
に
開

催
し
ま
す

。
ま
た
、
教

育
支

援
委

員
会

に
保

護
者

の
意

見
を
聴

く
機
会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

6
1

今
後

の
計

画
H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

1
4
 ペ

ー
ジ

前
期
目
標

後
期
目
標

２
５
年
～

２
６
年

２
７
年
～
２
９
年

交
流

事
業

の
充

実

特
別

支
援

学
級

と
の

交
流

L
D

、
A

D
H

D
へ

の
取

り
組

み

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

金
の

継
続

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
の

推
進

学
童

ク
ラ

ブ
の

充
実

担
当
部
署

・
今

後
も
、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
金

の
支

給
を
継

続
し
ま
す

。

・
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
が
地

元
の
友

だ
ち
と
の
関

わ
り
を

大
切

に
す

る
た

め
、
地

元
の
学

校
へ

来
た
り
等

、
随

時
交

流
を
行

い
ま

す
。

・
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
一

人
一

人
の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に
応

じ
て
適

切
な

教
育

的
支

援
を
行

い
研

修
等

を
進

め
て
い
き
ま
す

。
平

成
2
7
年
度
か
ら
永

明
小

学
校

に
L
D

等
通

級
指

導
教

室
が
設

置
さ
れ
、
必

要
な
教

育
的

支
援

の
充

実
を
進

め
て

い
き
ま
す

。

・
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

教
育

的
ニ
ー

ズ
に

応
じ
て
適

切
な
教

育
的

支
援

を
行

い
研

修
等

を
進

め
て

い
き
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
各

校
特

別
支

援
教

育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し
、
学

内
ま
た
は
福

祉
・
医

療
等

の
関

係
機

関
と
の

連
絡

・
調

整
に
努

め
ま
し
た
。

・
月

１
回

以
上

の
学

童
ク
ラ
ブ
指
導
員

へ
の
定

期
研

修
を

継
続

し
て
実

施
し
、

学
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
育

成
に
努

め
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
の
児

童
生

徒
と
原

学
級

と
の
つ

な
が
り
を
大

切
に
し
、
よ
り
充

実
を
図

っ
て
い
ま
す

。
ま

た
、
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
と
、
地

域
の
小

中
学

校
児

童
生

徒
と
の
交

流
機

会
を
よ
り
増

や
す

よ
う
努

め
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
奨

励
金

を
Ｈ
２
４
年

度
は
2
,8
2
1
,0
3
4
円

、
Ｈ
２
５
年

度
は
4
,1
4
6
,8
9
7
円

を
支

給
し
ま
し
た
。

・
今

後
も
、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
金

の
支

給
を
継

続
し
ま
す

。

・
特

別
支

援
学

級
に
通

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の
関

わ
り
を
大

切
に
す

る
た

め
、
市

内
の
学

校
間

で
交

流
を
行

い
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
通

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の

関
わ
り
を
大

切
に
す

る
た
め
、
学

校
間

の
交

流
を
行

い
ま
し
た
。

・
就

学
指

導
委

員
会

を
通

じ
て
、
個

々
に
合

っ
た
就

学
の

場
を
検

討
し
て
い

き
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
各
小
学
校
に
全
１
３
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
昼

間
、
保

護
者

が
家

庭
に
い
な
い
児

童
に
対

し
て
、
家

庭
的

な
雰

囲
気

の
な
か
で
指

導
員

に
よ
る
正

し
い
生

活
指

導
に
よ
り
、
児

童
の
健

全
を
図

る
よ
う
努

め
ま
し

た
。

・
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
が
地

元
の
友

だ
ち
と
の
関

わ
り
を

大
切

に
す

る
た

め
、
地

元
の
学

校
へ

来
た
り
等

、
随

時
交

流
を
行

い
ま

す
。

検
討
・
実
施

・
特

別
支

援
学

級
に
通

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の
関

わ
り
を
大

切
に
す

る
た
め
、
市

内
の
学

校
間

で
交

流
を
行

い
ま
す

。

検
討
・
実
施

【
学

校
教

育
課

】
・
就

学
指

導
委

員
会

を
開

催
し
、
個

々
に
合

っ
た
就

学
の
場

を
提

供
で
き
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
ま
す

。

・
就

学
指

導
委

員
会

を
教

育
支

援
委

員
会

に
変

更
し
、

個
々

に
合

っ
た
就

学
の
場

や
教

育
的

支
援

の
充

実
を
検

討
し
て
い
き
ま
す

。

・
月

１
回

以
上

の
学
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
へ

の
定

期
研

修
を
継

続
し
て
実

施
し
、
ま
た
今

後
県

か
ら
指

定
さ
れ
る

研
修

へ
の
参

加
に

よ
り
、
学
童
ク
ラ
ブ

指
導

員
育

成
に
努

め
ま
す

。
ま
た
、
学

童
ク
ラ
ブ
施
設
の

設
備

を
維

持
し
、

安
全

な
運

営
を
実

施
し
ま
す

。

こ
ど
も
部

今
後

も
学

童
ク
ラ
ブ
を
開

設
し
、
特

別
支

援
学

級
に
入

級
し
て
い
る
児

童
は
小

学
校

６
年

生
ま
で
受

け
入

れ
ま

す
。

継
続

・
充

実
継
続
・
充
実

継
続
・
充
実

7
0

イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教

育
の
推

進
に
つ

い
て
、
研

究
・
検

討
を
行

い
ま
す

。

検
討

・
実

施
検
討
・
実
施

各
校

に
特

別
支

援
教

育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し
、
学

内
や

福
祉

・
医

療
等

の
関

係
機

関
と
の
連

絡
調

整
に
努

め
、
一

人
一

人
の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に
応

じ
て
的

確
な
教

育
的

支
援

を
行

い
ま
す

。

検
討
・
実
施

6
9

検
討

・
実

施

検
討
・
実
施

継
続

・
充

実

6
5

特
別

支
援

学
級

の
児

童
生

徒
と
原

学
級

と
の
つ

な
が
り

を
大

切
に
し
、
よ
り
充

実
を
図

り
ま
す

。
ま
た
、
養

護
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
と
、
地

域
の
小

中
学

校
児

童
生

徒
と
の
交

流
機

会
を
今

後
も
よ
り
増

や
す

よ
う
努

め
ま
す

。

継
続

・
充

実

6
6

6
8

検
討

・
実

施
今

後
も
、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
金

の
支

給
を
継

続
し
ま
す

。

6
7

継
続
・
充
実

検
討
・
実
施

継
続
・
充
実

検
討
・
実
施

特
別

支
援

学
級

の
児

童
生

徒
同

士
の
学

校
間

で
交

流
を
図

り
ま
す

。

検
討
・
実
施

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
の
児

童
生

徒
と
原

学
級

と
の
つ

な
が
り
を
大

切
に
し
、
よ
り
充

実
を
図

っ
て
い
ま
す

。
ま

た
、
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
と
、
地

域
の
小

中
学

校
児

童
生

徒
と
の
交

流
機

会
を
よ
り
増

や
す

よ
う
努

め
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
通

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の

関
わ
り
を
大

切
に
す

る
た
め
、
学

校
間

の
交

流
を
行

い
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
各

校
特

別
支

援
教

育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し
、
学

内
ま
た
は
福

祉
・
医

療
等

の
関

係
機

関
と
の

連
絡

・
調

整
に
努

め
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
奨

励
金

を
Ｈ
2
6
年

度
は
3
,9
3
5
,8
8
1
円

を
支

給
し
ま

し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
就

学
指

導
委

員
会

を
開

催
し
、
個

々
に
合

っ
た
就

学
の
場

を
提

供
で
き
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
ま
す

。

H
2
6
の
評

価
及

び
実

績
等

【
学

校
教

育
課

】
・
各
小
学
校
に
全
１
３
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
昼

間
、
保

護
者

が
家

庭
に
い
な
い
児

童
に
対

し
て
、
家

庭
的

な
雰

囲
気

の
な
か
で
指

導
員

に
よ
る
正

し
い
生

活
指

導
に
よ
り
、
児

童
の
健

全
を
図

る
よ
う
努

め
ま
し

た
。
ま
た
、
児

童
福

祉
法

の
改

正
に
よ
り
、
放

課
後

児
童

健
全

育
成

事
業

の
設

備
及

び
運

営
に
つ

い
て
、

条
例

で
基

準
を
定

め
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
「
茅

野
市

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
の
設

備
及

び
運

営
に
関

す
る
基

準
を
定

め
る
条

例
」
を
平

成
2
6
年

1
2
月

2
5
日

に
公

布
し
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
教

育
支

援
委

員
会

を
開

催
し
、
個

々
に
合

っ
た
就

学
の
場

、
教

育
的

配
慮

が
で
き
る
よ
う
、
検

討
し
て
い

ま
す

。

・
教

育
支

援
委

員
会

に
名

称
変

更
し
、
個

々
に
合

っ
た

就
学

の
場

や
教

育
的

支
援

の
充

実
を

検
討

し
て
い
き
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
各
小
学
校
に
全
１
３
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
昼

間
、
保

護
者

が
家

庭
に
い
な
い
児

童
に
対

し
て
、
家

庭
的

な
雰

囲
気

の
な
か
で
指

導
員

に
よ
る
正

し
い
生

活
指

導
に
よ
り
、
児

童
の
健

全
を
図

る
よ
う
努

め
ま
し

た
。
ま
た
、
平

成
２
８
年

度
よ
り
小

学
校

６
年

生
ま
で
を

対
象
児
童
と
す
る
た
め
に
、
「
茅
野
市
学
童
ク
ラ
ブ
条

例
」
及

び
「
茅

野
市

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
の

設
備

及
び

運
営

に
関

す
る
基

準
を
定

め
る
条

例
」
を

改
正

し
ま
し
た
。

・
月

１
回

以
上

の
学

童
ク
ラ
ブ
指
導
員

へ
の
定

期
研

修
を

継
続

し
て
実

施
し
、

ま
た
今

後
県

か
ら

指
定

さ
れ
る
研

修
へ
の
参
加
に
よ
り
、

学
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
育

成
に
努

め
ま

す
。
ま
た
、
学

童
ク

ラ
ブ
施
設
の
設
備

を
維

持
し
、
安

全
な

運
営

を
実

施
し
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
各

校
特

別
支

援
教

育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し
、
学

内
ま
た
は
福

祉
・
医

療
等

の
関

係
機

関
と
の

連
絡

・
調

整
に
努

め
ま
し
た
。
平

成
2
7
年

度
か
ら
永

明
小

学
校

に
L
D
等

通
級

指
導

教
室

が
設

置
さ
れ
、

必
要

な
教

育
的

支
援

の
充

実
を
進

め
て
い
ま
す

。

・
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

教
育

的
ニ
ー

ズ
に

応
じ
て
適

切
な
教

育
的

支
援

を
行

い
研

修
等

を
進

め
て

い
き
ま
す

。
近

隣
町

村
と
連

携
し
、
L
D

等
通

級
指

導
教

室
の
充

実
、
発

展
し

て
い
け
る
よ
う
、
調

整
し
て
い
き
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
Ｈ
2
7
年

度
は
奨

励
金

を
4
,5
3
4
,1
3
8
円

を
支

給
し
ま

し
た
。

・
今

後
も
、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
金

の
支

給
を
継

続
し
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の

関
わ
り
を
大

切
に
す

る
た
め
、
学

校
間

の
交

流
を
行

い
ま
し
た
。

・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の
関

わ
り
を
大

切
に
す

る
た

め
、
市

内
の
学

校
間

で
交

流
を
行

い
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
の
児

童
生

徒
と
原

学
級

と
の
つ

な
が
り
を
大

切
に
し
、
よ
り
充

実
を
図

っ
て
い
ま
す

。
ま

た
、
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
と
、
地

域
の
小

中
学

校
児

童
生

徒
と
の
交

流
機

会
を
よ
り
増

や
す

よ
う
努

め
ま
す

。

・
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
が
地

元
の
友

だ
ち
と
の
関

わ
り
を

大
切

に
す

る
た

め
、
地

元
の
学

校
へ

来
た
り
等

、
随

時
交

流
を
行

い
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
の
児

童
生

徒
と
原

学
級

と
の
つ

な
が
り
を
大

切
に
し
、
よ
り
充

実
を
図

っ
て
い
ま
す

。
ま

た
、
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
と
、
地

域
の
小

中
学

校
児

童
生

徒
と
の
交

流
機

会
を
よ
り
増

や
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平

成
2
9
年

度
か
ら
副

学
籍

制
度

を
導

入
で
き
る
よ
う
条

例
の
制

定
行

い
ま
し
た
。

・
特

別
支

援
学

校
に
通

学
す

る
児

童
生

徒
が
地

元
の
友

だ
ち
と
の
関

わ
り
を

大
切

に
す

る
た

め
、
地

元
の
学

校
へ

来
た
り
等

、
随

時
交

流
を
行

い
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の

関
わ
り
を
大

切
に
す

る
た
め
、
学

校
間

の
交

流
を
行

い
ま
し
た
。

・
特

別
支

援
学

級
に
入

級
す

る
児

童
生

徒
同

士
の
関

わ
り
を
大

切
に
す

る
た

め
、
市

内
の
学

校
間

で
交

流
を
行

い
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
各

校
特

別
支

援
教

育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し
、
学

校
内

ま
た
は
福

祉
・
医

療
等

の
関

係
機

関
と

の
連

絡
・
調

整
に
努

め
ま
し
た
。
平

成
2
7
年

度
か
ら

永
明

小
学

校
に
L
D
等

通
級

指
導

教
室

が
設

置
さ

れ
、
市

内
の
L
D
等

で
学

び
に
く
さ
を
抱

え
る
児

童
生

徒
の
全

体
把

握
と
、
必

要
な
教

育
的

支
援

の
充

実
を

進
め
て
い
ま
す

。

・
障

害
の
あ
る
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

教
育

的
ニ
ー

ズ
に

応
じ
て
適

切
な
教

育
的

支
援

を
行

い
研

修
等

を
進

め
て

い
き
ま
す

。
長

野
県

教
育

委
員

会
、
近

隣
町

村
と
連

携
し
、

L
D
等

通
級

指
導

教
室

の
充

実
、
発

展
し
て
い
け
る
よ

う
、
調

整
し
て
い
き

ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
Ｈ
2
8
年

度
は
奨

励
金

を
4
,8
3
1
,6
6
8
円

を
支

給
し
ま

し
た
。

・
今

後
も
、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
金

の
支

給
を
継

続
し
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
教

育
支

援
委

員
会

を
開

催
し
、
個

々
に
合

っ
た
就

学
の
場

、
教

育
的

配
慮

が
で
き
る
よ
う
、
検

討
し
て
い

ま
す

。
担

当
が
特

別
支

援
教

育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

等
連

絡
会

で
の
研

修
会

の
連

絡
等

に
努

め
、
教

職
員

の
資

質
向

上
の
機

会
に
つ

な
が
る
情

報
伝

達
を

行
っ
て
い
ま
す

。

【
学

校
教

育
課

】
・
教

育
支

援
委

員
会

に
名

称
変

更
し
、
個

々
に
合

っ
た

就
学

の
場

や
教

育
的

支
援

の
充

実
を

検
討

し
て
い
き
ま

す
。

【
学

校
教

育
課

】
・
各
小
学
校
に
全
１
３
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
昼

間
、
保

護
者

が
家

庭
に
い
な
い
児

童
に
対

し
て
、
家

庭
的

な
雰

囲
気

の
な
か
で
指

導
員

に
よ
る
正

し
い
生

活
指

導
に
よ
り
、
児

童
の
健

全
を
図

る
よ
う
努

め
ま
し

た
。
ま
た
、
平

成
２
９
年

度
よ
り
同

時
入

所
の
兄

弟
姉

妹
の
減

免
措

置
を
講

じ
る
た
め
、
「
茅

野
市

学
童

ク
ラ

ブ
条

例
」
を
改

正
し
ま
し
た
。

【
学

校
教

育
課

】
・
月

１
回

以
上

の
学

童
ク
ラ
ブ
指
導
員

へ
の
定

期
研

修
を

継
続

し
て
実

施
し
、

ま
た
県

か
ら
指

定
さ

れ
る
研

修
へ

の
参

加
に
よ
り
、
学
童
ク

ラ
ブ
指
導
員
育
成

に
努

め
ま
す

。
ま

た
、
学
童
ク
ラ
ブ
施

設
の
設

備
を
維

持
し
、
安

全
な
運

営
を

実
施

し
ま
す

。

今
後

の
計

画
N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
7
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画
H
2
4
・
2
5
の
評

価
及

び
実

績
等

今
後

の
計

画

1
5
 ペ

ー
ジ



7574

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

諏
訪

養
護

学
校

学
童

ク
ラ

ブ
の

継
続

地
域

と
の

交
流

促
進

第
8
章

　
将

来
を

見
据

え
た

権
利

擁
護

制
度

等
の

周
知

・
活

用
（
人

権
・
権

利
擁

護
）

「
茅

野
市

虐
待

防
止

セ
ン

タ
ー

」
の

設
置

成
年

後
見

制
度

利
用

支
援

事
業

の
実

施

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

み
で

は
な

く
、

担
当

課
も

含
め

、
障

害
者

の
権

利
擁

護
に

対
し

、
啓

発
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
法

人
後

見
受

任
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

調
査

・
研

究
を

続
け

ま
す

。

整
備

・
充

実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
養

護
学

校
の

開
校

日
、

第
３

土
曜

日
、

長
期

休
暇

や
学

校
休

業
日

に
児

童
生

徒
の

放
課

後
等

の
活

動
の

場
と

し
て

学
童

ク
ラ

ブ
を

開
設

し
て

い
ま

す
。

・
平

成
２

４
年

度
よ

り
諏

訪
養

護
学

校
学

童
ク

ラ
ブ

の
運

営
を

「
社

会
福

祉
法

人
こ

の
街

福
祉

会
」
へ

委
託

し
て

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
登

録
者

数
　

H
2
1
　

　
　

H
2
2
　

　
　

H
2
3
　

　
　

H
2
4
　

　
　

H
2
5

　
　

2
1
名

　
　

2
2
名

　
　

 2
3
名

　
　

　
1
3
名

　
　

1
5
名

・
次

年
度

以
降

も
同

様
の

計
画

を
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
引

き
続

き
、

法
や

県
・
国

の
指

針
に

基
づ

き
対

応
し

ま
す

。
【
社

協
】

・
虐

待
と

疑
わ

れ
る

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
、

係
お

よ
び

社
協

内
で

ケ
ー

ス
検

討
を

行
う
と

共
に

、
関

係
機

関
へ

の
引

継
ぎ

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
を

徹
底

し
て

ま
い

り
ま

す
。

【
幼

児
教

育
課

】
・
全

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

集
い

」
や

「
園

庭
解

放
」
を

実
施

し
、

就
園

前
の

親
子

や
地

域
の

お
年

寄
り

の
方

と
の

交
流

を
行

い
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
障

害
者

虐
待

防
止

法
の

施
行

に
伴

い
、

虐
待

発
見

の
際

の
通

報
義

務
が

市
民

自
身

に
も

課
せ

ら
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

H
2
4
.1

0
.1

日
号

の
広

報
ち

の
に

関
連

記
事

を
掲

載
し

ま
し

た
。

・
虐

待
事

例
発

生
時

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

、
高

齢
者

と
あ

わ
せ

整
備

し
ま

し
た

。
【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
や

虐
待

防
止

対
応

等
の

研
修

に
述

べ
1
2
名

の
職

員
が

参
加

し
、

理
解

を
深

め
ま

し
た

。
平

成
2
5
年

1
1
月

に
は

、
成

年
後

見
制

度
無

料
法

律
相

談
を

実
施

し
、

虐
待

と
疑

わ
れ

る
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

弁
護

士
等

に
直

接
相

談
し

対
応

を
仰

ぎ
ま

し
た

。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
引

き
続

き
、

各
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
支

援
体

制
を

維
持

し
ま

す
。

【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
に

お
け

る
法

人
後

見
受

任
に

つ
い

て
、

社
協

内
で

調
査

、
検

討
を

行
い

ま
す

。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
障

害
の

あ
る

方
の

成
年

後
見

制
度

に
関

す
る

相
談

件
数

は
少

数
で

、
実

際
に

成
年

後
見

制
度

の
申

請
等

の
支

援
を

行
う
ケ

ー
ス

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
や

虐
待

防
止

対
応

等
の

研
修

に
述

べ
1
2
名

の
職

員
が

参
加

し
、

理
解

を
深

め
ま

し
た

。
平

成
2
5
年

1
1
月

に
は

、
成

年
後

見
制

度
無

料
法

律
相

談
を

実
施

し
ま

し
た

《
再

掲
》
。

・
次

年
度

以
降

も
同

様
の

計
画

を
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。

充
実

・
拡

充

整
備

・
充

実
整

備
・
充

実

整
備

・
充

実

・
現

在
実

施
し

て
い

る
学

童
ク

ラ
ブ

を
継

続
し

、
児

童
生

徒
の

状
態

に
見

合
っ

た
適

切
な

援
助

に
配

慮
し

実
施

し
ま

す
。

・
保

護
者

が
安

心
し

て
就

業
で

き
る

よ
う
、

第
３

土
曜

日
以

外
の

土
曜

日
の

実
施

に
つ

い
て

検
討

を
し

て
い

き
ま

す
。

健
康

福
祉

部

・
引

き
続

き
、

円
滑

な
学

童
ク

ラ
ブ

事
業

の
継

続
に

努
め

ま
す

。

今
後

の
計

画
H

2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

こ
ど

も
部

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
引

き
続

き
、

法
や

県
・
国

の
指

針
に

基
づ

き
対

応
し

ま
す

。
【
社

協
】

・
虐

待
と

疑
わ

れ
る

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
、

係
お

よ
び

社
協

内
で

ケ
ー

ス
検

討
を

行
う
と

共
に

、
関

係
機

関
へ

の
引

継
ぎ

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
を

徹
底

し
て

ま
い

り
ま

す
。

充
実

・
拡

充
7
2

今
後

も
全

保
育

園
で

「
未

就
園

児
の

つ
ど

い
」
を

実
施

し
、

就
園

前
の

親
子

や
地

域
の

お
年

寄
り

の
方

と
の

交
流

を
行

い
ま

す
。

「
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
」
を

実
施

し
、

障
害

の
あ

る
方

の
権

利
擁

護
を

図
り

ま
す

。

7
4

7
3

各
種

事
業

の
周

知

国
や

県
の

指
針

に
基

づ
き

、
障

害
の

あ
る

人
を

含
め

た
市

民
の

虐
待

対
応

の
窓

口
と

し
て

「
茅

野
市

障
害

者
虐

待
防

止
セ

ン
タ

ー
」
を

設
置

し
、

虐
待

の
通

報
受

理
、

相
談

、
対

応
等

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
実

際
の

事
例

発
生

時
の

対
応

に
つ

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

、
各

関
係

機
関

と
連

携
を

と
り

な
が

ら
迅

速
に

対
応

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

虐
待

発
見

の
際

の
通

報
義

務
が

市
民

自
身

に
も

課
せ

ら
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

市
民

向
け

周
知

活
動

の
徹

底
に

努
め

ま
す

。

継
続

・
充

実

充
実

・
拡

充

セ
ン

タ
ー

の
周

知

7
1

諏
訪

養
護

学
校

学
童

ク
ラ

ブ
を

継
続

し
て

開
設

し
、

児
童

生
徒

の
状

態
に

沿
っ

た
適

切
な

援
助

に
配

慮
し

、
保

護
者

が
安

心
し

て
就

業
で

き
る

よ
う
事

業
運

営
に

努
め

ま
す

。

継
続

・
充

実
継

続
・
充

実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
今

年
度

は
1
5
名

の
児

童
が

諏
訪

養
護

学
校

の
学

童
ク

ラ
ブ

を
利

用
し

ま
し

た
。

【
幼

児
教

育
課

】
・
全

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

集
い

」
や

「
園

庭
解

放
」
を

実
施

し
、

就
園

前
の

親
子

や
地

域
の

お
年

寄
り

の
方

と
の

交
流

を
行

い
ま

し
た

。

【
地

域
福

祉
推

進
】

・
「
茅

野
市

高
齢

者
・
障

害
者

虐
待

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
に

沿
っ

て
相

談
体

制
を

整
え

、
虐

待
通

報
や

相
談

に
備

え
ま

し
た

。
【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
や

虐
待

防
止

対
応

等
の

研
修

に
述

べ
1
2
名

の
職

員
が

参
加

し
、

理
解

を
深

め
ま

し
た

。
平

成
2
6
年

1
1
月

に
は

、
昨

年
に

引
き

続
き

成
年

後
見

制
度

無
料

法
律

相
談

を
実

施
し

、
虐

待
と

疑
わ

れ
る

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
弁

護
士

等
に

直
接

相
談

し
対

応
を

仰
ぎ

ま
し

た
。

ま
た

、
こ

の
相

談
会

を
機

に
、

司
法

書
士

や
弁

護
士

と
い

っ
た

司
法

関
係

者
と

の
連

携
が

実
践

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

は
、

成
年

後
見

制
度

や
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
に

つ
い

て
の

説
明

や
関

係
機

関
へ

繋
ぐ

事
を

心
が

け
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
や

虐
待

防
止

対
応

等
の

研
修

に
述

べ
1
0
名

の
職

員
が

参
加

し
、

理
解

を
深

め
ま

し
た

。
ま

た
、

職
員

ワ
ー

キ
ン

グ
に

お
い

て
成

年
後

見
制

度
に

お
け

る
法

人
後

見
受

任
に

つ
い

て
検

討
し

、
提

言
を

ま
と

め
ま

し
た

。
ま

た
、

社
協

内
で

記
録

の
あ

る
対

象
者

か
ら

、
成

年
後

見
制

度
等

の
必

要
性

の
有

無
に

つ
い

て
、

調
査

・
分

析
を

し
ま

し
た

。

H
2
6
の

評
価

及
び

実
績

等

・
引

き
続

き
、

円
滑

な
学

童
ク

ラ
ブ

事
業

の
継

続
に

努
め

ま
す

。
・
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
実

態
に

見
合

っ
た

利
用

日
の

増
加

を
検

討
し

ま
す

。

【
幼

児
教

育
課

】
・
全

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

集
い

」
や

「
園

庭
解

放
」
を

実
施

し
、

就
園

前
の

親
子

や
地

域
の

お
年

寄
り

の
方

と
の

交
流

を
行

い
ま

し
た

。

・
次

年
度

以
降

も
同

様
の

計
画

を
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。

【
社

協
】

・
一

昨
年

に
引

き
続

き
、

成
年

後
見

制
度

無
料

法
律

相
談

に
積

極
的

に
参

加
し

、
虐

待
と

疑
わ

れ
る

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
弁

護
士

等
に

直
接

相
談

し
対

応
を

仰
ぎ

ま
し

た
。

ま
た

、
こ

の
相

談
会

を
機

に
、

司
法

書
士

や
弁

護
士

と
い

っ
た

司
法

関
係

者
と

の
連

携
を

実
践

し
、

課
題

解
決

に
取

り
組

み
ま

し
た

。

・
虐

待
対

応
研

修
や

成
年

後
見

制
度

無
料

法
律

相
談

に
積

極
的

に
参

加
し

、
職

員
の

研
鑽

に
努

め
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

は
、

成
年

後
見

制
度

や
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
に

つ
い

て
の

説
明

や
関

係
機

関
へ

繋
ぐ

事
を

心
が

け
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
茅

野
市

社
協

で
は

、
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
の

利
用

者
が

成
年

後
見

制
度

を
活

用
し

た
支

援
が

必
要

と
な

っ
た

た
め

、
法

人
後

見
運

営
委

員
会

を
設

立
し

、
法

人
後

見
受

任
に

向
け

た
取

り
組

み
を

実
践

し
ま

し
た

。
法

人
後

見
は

、
茅

野
市

社
協

が
成

年
後

見
人

、
保

佐
人

も
し

く
は

補
助

人
に

な
り

、
判

断
能

力
が

不
十

分
な

人
の

成
年

後
見

制
度

に
基

づ
く

後
見

事
務

（
財

産
管

理
や

身
上

監
護

）
を

行
い

、
高

齢
者

や
障

害
者

の
権

利
擁

護
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

支
援

活
動

に
取

り
組

み
ま

す
。

諏
訪

家
庭

裁
判

所
か

ら
法

人
後

見
を

１
件

受
任

し
ま

し
た

。
　

○
後

見
活

動
内

容
　

　
・
不

動
産

売
買

に
お

け
る

手
続

き
　

　
・
相

続
放

棄
に

お
け

る
手

続
き

　
　

・
入

院
に

伴
う
日

用
雑

貨
購

入
に

伴
う
金

銭
管

理
ほ

か

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

み
で

は
な

く
、

担
当

課
も

含
め

、
障

害
者

の
権

利
擁

護
に

対
し

、
啓

発
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
と

併
せ

て
、

事
業

対
象

と
な

る
方

々
の

支
援

方
策

を
事

業
所

関
係

者
に

も
働

き
か

け
、

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
養

護
学

校
の

開
校

日
、

第
３

土
曜

日
、

長
期

休
暇

や
学

校
休

業
日

に
児

童
生

徒
の

放
課

後
等

の
活

動
の

場
と

し
て

学
童

ク
ラ

ブ
を

開
設

し
て

い
ま

す
。

・
平

成
2
4
年

度
よ

り
諏

訪
養

護
学

校
学

童
ク

ラ
ブ

の
運

営
を

「
社

会
福

祉
法

人
こ

の
街

福
祉

会
」
へ

委
託

し
て

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
登

録
者

数
　

Ｈ
2
3
　

　
　

Ｈ
2
4
　

　
　

Ｈ
2
5
　

　
　

Ｈ
2
6
　

　
　

Ｈ
2
7

　
　

2
3
名

　
　

1
3
名

　
　

　
1
5
名

　
　

　
1
5
名

　
　

　
1
6
名

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
諏

訪
養

護
学

校
の

開
校

日
、

第
３

土
曜

日
、

長
期

休
暇

や
学

校
休

業
日

に
児

童
生

徒
の

放
課

後
等

の
活

動
の

場
と

し
て

学
童

ク
ラ

ブ
を

開
設

し
て

い
ま

す
。

・
平

成
2
4
年

度
よ

り
諏

訪
養

護
学

校
学

童
ク

ラ
ブ

の
運

営
を

「
社

会
福

祉
法

人
こ

の
街

福
祉

会
」
へ

委
託

し
て

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
登

録
者

数
　

Ｈ
2
4
　

　
　

Ｈ
2
5
　

　
　

Ｈ
2
6
　

　
　

Ｈ
2
7
　

　
　

H
2
8

　
　

1
3
名

　
　

　
1
5
名

　
　

1
5
名

　
　

　
1
6
名

　
　

　
1
6
名

・
引

き
続

き
、

円
滑

な
学

童
ク

ラ
ブ

事
業

の
継

続
に

努
め

ま
す

。
・
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
実

態
に

見
合

っ
た

利
用

日
の

増
加

を
検

討
し

ま
す

。

【
幼

児
教

育
課

】
・
全

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

集
い

」
や

「
園

庭
解

放
」
を

実
施

し
、

就
園

前
の

親
子

や
地

域
の

お
年

寄
り

の
方

と
の

交
流

を
行

い
ま

し
た

。

・
次

年
度

以
降

も
同

様
の

計
画

を
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。

【
社

協
】

・
虐

待
と

疑
わ

れ
る

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
弁

護
士

等
に

直
接

相
談

し
対

応
を

仰
ぎ

ま
し

た
。

ま
た

、
こ

の
相

談
会

を
機

に
、

司
法

書
士

や
弁

護
士

と
い

っ
た

司
法

関
係

者
と

の
連

携
を

実
践

し
、

課
題

解
決

に
取

り
組

み
ま

し
た

。

・
虐

待
対

応
研

修
や

成
年

後
見

制
度

無
料

法
律

相
談

に
積

極
的

に
参

加
し

、
職

員
の

研
鑽

に
努

め
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

は
、

成
年

後
見

制
度

や
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
に

つ
い

て
の

説
明

や
関

係
機

関
へ

繋
ぐ

事
を

心
が

け
て

い
ま

す
。

・
平

成
2
8
年

度
で

は
、

成
年

後
見

制
度

の
申

し
立

て
を

行
っ

た
件

数
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
【
社

協
】

・
茅

野
市

社
協

と
し

て
平

成
2
8
年

度
は

新
た

に
2
件

法
人

後
見

（
内

1
件

は
保

佐
）
を

受
任

し
ま

し
た

。
ま

た
、

成
年

後
見

制
度

に
関

す
る

相
談

支
援

に
つ

い
て

、
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
と

併
せ

て
、

対
応

し
て

き
ま

し
た

。
・
平

成
2
9
年

度
に

受
託

す
る

予
定

の
成

年
後

見
支

援
セ

ン
タ

ー
に

関
し

て
、

セ
ン

タ
ー

設
置

の
準

備
に

取
り

か
か

り
ま

し
た

。
・
制

度
の

周
知

に
関

し
て

は
、

民
生

児
童

委
員

協
議

会
や

諏
訪

養
護

学
校

保
護

者
会

等
の

学
習

会
に

出
席

し
、

制
度

の
啓

発
に

努
め

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

み
で

は
な

く
、

担
当

課
も

含
め

、
障

害
者

の
権

利
擁

護
に

対
し

、
啓

発
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
平

成
2
9
年

度
よ

り
「
茅

野
市

・
富

士
見

町
・
原

村
 成

年
後

見
支

援
セ

ン
タ

ー
」

を
3
市

町
村

か
ら

茅
野

市
社

協
が

受
託

し
、

成
年

後
見

制
度

、
権

利
擁

護
等

に
関

す
る

相
談

に
対

応
し

ま
す

。

今
後

の
計

画
N

o
今

後
の

取
り

組
み

計
画

等
内

容
H

2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
7
の

評
価

及
び

実
績

等
担

当
部

署

1
6
 ペ

ー
ジ

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

権
利

擁
護

関
係

事
業

の
利

用
促

進
と

人
材

養
成

第
9
章

　
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

推
進

（
情

報
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
事

業
の

充
実

障
害

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
の

周
知

小
地

域
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
音

声
言

語
に

よ
る

情
報

が
入

手
し

に
く

い
聴

覚
障

害
者

の
日

常
生

活
の

利
便

を
図

る
た

め
手

話
通

訳
者

・
要

約
筆

記
者

の
派

遣
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
視

覚
障

害
者

向
け

に
声

の
広

報
を

継
続

実
施

し
て

い
ま

す
。

・
第

２
次

茅
野

市
障

害
者

保
健

福
祉

計
画

の
冊

子
に

S
P
コ

ー
ド

を
添

付
し

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

み
で

は
な

く
、

担
当

課
も

含
め

障
害

者
の

権
利

擁
護

に
対

し
啓

発
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
に

関
す

る
制

度
説

明
や

研
修

会
を

よ
り

多
く

企
画

し
、

事
業

所
や

当
事

者
団

体
に

対
し

て
啓

発
活

動
に

務
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
市

役
所

に
お

い
て

茅
野

市
市

民
サ

ー
ビ

ス
ア

ッ
プ

運
動

の
一

環
と

し
て

職
員

向
け

接
遇

の
手

引
を

作
成

し
、

一
般

市
民

だ
け

で
な

く
障

害
の

あ
る

方
へ

の
対

応
に

つ
い

て
も

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
り

ま
し

た
。

・
引

き
続

き
、

障
害

者
の

情
報

保
障

に
向

け
て

環
境

整
備

を
行

い
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

み
で

は
な

く
、

担
当

課
も

含
め

、
障

害
者

の
権

利
擁

護
に

対
し

、
啓

発
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
に

関
す

る
制

度
説

明
や

研
修

会
を

よ
り

多
く

企
画

し
、

事
業

所
や

当
事

者
団

体
に

対
し

て
啓

発
活

動
に

務
め

ま
す

。

・
茅

野
市

市
民

サ
ー

ビ
ス

ア
ッ

プ
運

動
を

継
続

し
て

実
施

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

の
具

体
的

な
実

践
に

対
す

る
取

組
に

つ
い

て
働

き
か

け
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

推
進

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
や

地
区

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
を

巻
き

込
ん

だ
活

動
を

企
画

し
、

実
践

し
て

ま
い

り
ま

す
。

・
声

の
広

報
に

限
ら

ず
、

引
き

続
き

、
利

用
の

簡
便

化
を

図
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

H
2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

策
定

の
時

期
で

あ
る

た
め

、
地

域
に

お
け

る
つ

な
が

り
を

踏
ま

え
た

内
容

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
も

ら
う
よ

う
働

き
か

け
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

計
画

期
間

（
Ｈ

2
2
～

Ｈ
2
6
)の

終
了

年
度

を
迎

え
、

５
年

間
の

活
動

内
容

の
検

証
を

行
い

、
次

期
計

画
の

策
定

に
つ

い
て

、
地

域
の

方
々

を
主

体
と

し
た

検
討

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
や

地
区

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
を

巻
き

込
ん

だ
活

動
を

企
画

し
、

実
践

し
て

ま
い

り
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

で
は

、
成

年
後

見
制

度
や

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

に
つ

い
て

関
係

機
関

へ
繋

ぐ
事

を
心

が
け

て
い

ま
す

が
、

十
分

な
啓

発
活

動
が

で
き

て
い

な
い

状
況

で
す

。
【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
に

関
す

る
制

度
説

明
を

、
事

業
所

や
当

事
者

団
体

に
対

し
て

実
施

し
ま

し
た

。

健
康

福
祉

部

・
茅

野
市

市
民

サ
ー

ビ
ス

ア
ッ

プ
運

動
を

継
続

し
て

実
施

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努
め

ま
す

。今
後

の
計

画

権
利

擁
護

の
た

め
の

相
談

・
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

、
社

会
福

祉
協

議
会

で
の

「
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
」

に
よ

る
金

銭
管

理
等

の
支

援
や

、
成

年
後

見
制

度
の

普
及

啓
発

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
各

種
研

修
や

勉
強

会
等

を
開

催
し

、
成

年
後

見
制

度
を

担
う
人

材
の

養
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

整
備

・
充

実
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

事
業

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

、
情

報
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

に
努

め
ま

す
。

整
備

・
充

実

整
備

・
充

実
整

備
・
充

実

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

の
具

体
的

な
実

践
に

対
す

る
取

組
に

つ
い

て
支

援
し

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

が
全

地
区

に
お

い
て

策
定

さ
れ

、
平

成
２

７
年

度
は

計
画

に
基

づ
く

活
動

が
各

地
区

に
お

い
て

展
開

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の

計
画

に
お

い
て

、
障

害
の

あ
る

方
に

対
し

て
、

具
体

的
な

取
り

組
み

は
明

確
に

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
各

地
区

、
各

区
・
自

治
会

で
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

を
強

め
、

誰
で

も
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
地

域
を

作
り

地
域

福
祉

を
向

上
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
は

、
こ

の
計

画
を

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

や
地

域
に

お
住

ま
い

方
々

と
連

携
し

て
進

め
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

地
区

行
動

計
画

の
実

施
初

年
度

と
し

て
、

障
害

者
支

援
の

視
点

も
盛

り
込

ん
だ

取
り

組
み

が
実

践
で

き
る

よ
う
、

意
見

提
案

や
資

料
整

備
に

努
め

ま
し

た
。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

具
体

的
な

実
践

に
対

す
る

取
組

に
つ

い
て

支
援

し
ま

し
た

。
【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
平

成
２

２
年

度
を

中
心

に
、

市
内

９
地

区
及

び
７

行
政

区
に

お
い

て
地

域
福

祉
行

動
計

画
を

策
定

し
て

い
ま

す
。

そ
の

内
容

は
、

地
区

や
区

の
支

え
合

い
作

り
を

推
進

す
る

取
り

組
み

で
す

。
こ

の
計

画
で

は
、

障
害

の
あ

る
方

に
対

し
て

、
具

体
的

な
取

り
組

み
は

明
記

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
各

地
区

・
各

区
で

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
を

強
め

、
誰

で
も

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

地
域

を
作

り
あ

げ
る

こ
と

で
、

間
接

的
に

障
害

の
あ

る
方

の
地

域
福

祉
が

向
上

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

は
、

こ
の

計
画

を
地

区
Ｃ

Ｃ
や

地
域

に
お

住
ま

い
方

々
と

連
携

し
て

進
め

て
い

ま
す

。
【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

い
き

い
き

サ
ロ

ン
活

動
に

参
加

し
ま

し
た

。

整
備

・
充

実

7
7

障
害

の
あ

る
人

に
対

す
る

接
客

・
接

遇
に

つ
い

て
研

修
啓

発
等

を
行

い
、

障
害

の
あ

る
人

へ
の

対
応

に
つ

い
て

理
解

を
促

進
し

ま
す

。

整
備

・
充

実

障
害

の
あ

る
人

も
含

め
た

地
域

に
お

け
る

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
て

、
各

地
区

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

福
祉

推
進

委
員

等
の

活
動

と
連

携
を

図
り

、
身

近
な

地
域

に
お

け
る

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

7
8

整
備

・
充

実

7
5

7
6

各
種

事
業

の
周

知
整

備
・
充

実

健
康

福
祉

部
社

会
福

祉
協

議
会

企
画

総
務

部
健

康
福

祉
部

社
会

福
祉

協
議

会

研
究

・
検

討
研

究
・
検

討
研

究
・
検

討

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

作
成

に
つ

い
て

支
援

し
ま

し
た

。
【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
平

成
２

７
年

度
か

ら
の

第
２

次
地

域
福

祉
行

動
計

画
を

全
地

区
に

お
い

て
策

定
し

ま
し

た
。

こ
の

計
画

に
お

い
て

、
障

害
の

あ
る

方
に

対
し

て
、

具
体

的
な

取
り

組
み

は
明

確
に

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
各

地
区

・
各

区
で

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
を

強
め

、
誰

で
も

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

地
域

を
作

り
あ

げ
る

こ
と

で
、

間
接

的
に

障
害

の
あ

る
方

の
地

域
福

祉
を

向
上

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
は

、
こ

の
計

画
を

地
区

Ｃ
Ｃ

や
地

域
に

お
住

ま
い

方
々

と
連

携
し

て
進

め
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

地
区

行
動

計
画

の
策

定
過

程
に

お
い

て
、

障
害

者
支

援
の

視
点

も
盛

り
込

ん
だ

話
し

合
い

が
行

え
る

よ
う
、

意
見

提
案

や
資

料
整

備
に

努
め

ま
し

た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
職

員
向

け
接

遇
の

手
引

に
沿

っ
て

、
一

般
市

民
だ

け
で

な
く

障
害

の
あ

る
方

へ
の

対
応

に
つ

い
て

も
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

り
ま

し
た

。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
　

各
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
は

、
成

年
後

見
制

度
や

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

に
つ

い
て

の
説

明
や

関
係

機
関

へ
繋

ぐ
事

を
心

が
け

て
い

ま
す

。
　

な
お

、
権

利
擁

護
に

関
す

る
研

修
会

（
県

や
関

係
団

体
の

主
催

）
へ

は
積

極
的

に
参

加
し

て
い

ま
す

。
【
社

協
】

・
成

年
後

見
制

度
に

関
す

る
制

度
説

明
を

、
事

業
所

や
当

事
者

団
体

に
対

し
て

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、

民
生

児
童

委
員

協
議

会
の

ち
の

地
区

ブ
ロ

ッ
ク

に
お

い
て

、
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
を

用
い

て
勉

強
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
音

声
言

語
に

よ
る

情
報

が
入

手
し

に
く

い
聴

覚
障

害
者

の
日

常
生

活
の

利
便

を
図

る
た

め
手

話
通

訳
者

・
要

約
筆

記
者

の
派

遣
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
視

覚
障

害
者

に
向

け
て

カ
セ

ッ
ト
テ

ー
プ

で
配

布
し

て
い

た
声

の
広

報
を

、
平

成
2
7
年

2
月

か
ら

C
D

で
配

布
す

る
よ

う
変

更
し

ま
し

た
。

媒
体

の
変

更
に

よ
り

ト
ラ

ッ
ク

ナ
ン

バ
ー

を
設

定
で

き
る

よ
う
に

な
り

、
よ

り
利

用
者

に
と

っ
て

便
利

な
も

の
に

な
り

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

は
、

成
年

後
見

制
度

や
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
に

つ
い

て
の

説
明

や
関

係
機

関
へ

繋
ぐ

事
を

心
が

け
て

い
ま

す
。

な
お

、
権

利
擁

護
に

関
す

る
研

修
会

（
県

や
関

係
団

体
の

主
催

）
へ

は
積

極
的

に
参

加
し

て
い

ま
す

。
【
社

協
】

・
平

成
2
7
年

度
か

ら
実

施
さ

れ
た

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
事

業
に

お
け

る
家

計
相

談
支

援
事

業
と

併
せ

て
、

日
常

的
に

金
銭

管
理

に
不

安
の

あ
る

対
象

者
へ

の
潜

在
的

ニ
ー

ズ
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る

た
め

の
方

策
と

し
て

、
民

生
児

童
委

員
協

議
会

の
各

ブ
ロ

ッ
ク

研
修

会
に

参
加

し
、

事
業

の
普

及
啓

発
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

み
で

な
く

、
担

当
課

も
含

め
、

障
害

者
の

権
利

擁
護

に
対

し
、

啓
発

活
動

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
き

ま
す

。
【
社

協
】

判
断

能
力

が
低

下
し

て
い

る
方

々
の

支
援

だ
け

で
な

く
、

家
族

や
支

援
関

係
者

等
に

も
、

成
年

後
見

制
度

の
啓

発
活

動
に

努
め

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
音

声
言

語
に

よ
る

情
報

が
入

手
し

に
く

い
聴

覚
障

害
者

の
日

常
生

活
の

利
便

を
図

る
た

め
手

話
通

訳
者

・
要

約
筆

記
者

の
派

遣
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
視

覚
障

害
者

に
向

け
て

月
に

1
回

声
の

広
報

を
C

D
で

配
布

し
ま

し
た

。

・
声

の
広

報
に

限
ら

ず
、

引
き

続
き

、
利

用
の

簡
便

化
を

図
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
引

き
続

き
、

第
二

次
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

具
体

的
な

実
践

に
対

す
る

取
組

に
つ

い
て

支
援

し
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

推
進

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

地
区

行
動

計
画

を
実

践
す

る
た

め
、

障
害

当
事

者
の

参
画

を
地

区
関

係
者

に
働

き
か

け
協

議
し

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
職

員
向

け
接

遇
の

手
引

に
沿

っ
て

、
一

般
市

民
だ

け
で

な
く

障
害

の
あ

る
方

へ
の

対
応

に
つ

い
て

も
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

り
ま

し
た

。

・
茅

野
市

市
民

サ
ー

ビ
ス

ア
ッ

プ
運

動
を

継
続

し
て

実
施

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

の
具

体
的

な
実

践
に

対
す

る
取

組
に

つ
い

て
支

援
し

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

が
全

地
区

に
お

い
て

策
定

さ
れ

、
平

成
２

７
年

度
は

計
画

に
基

づ
く

活
動

が
各

地
区

に
お

い
て

展
開

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の

計
画

に
お

い
て

、
障

害
の

あ
る

方
に

対
し

て
、

具
体

的
な

取
り

組
み

は
明

確
に

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
各

地
区

、
各

区
・
自

治
会

で
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

を
強

め
、

誰
で

も
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
地

域
を

作
り

地
域

福
祉

を
向

上
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
は

、
こ

の
計

画
を

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

や
地

域
に

お
住

ま
い

方
々

と
連

携
し

て
進

め
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

地
区

行
動

計
画

の
実

施
初

年
度

と
し

て
、

障
害

者
支

援
の

視
点

も
盛

り
込

ん
だ

取
り

組
み

が
実

践
で

き
る

よ
う
、

意
見

提
案

や
資

料
整

備
に

努
め

ま
し

た
。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
引

き
続

き
、

第
二

次
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

具
体

的
な

実
践

に
対

す
る

取
組

に
つ

い
て

支
援

し
ま

す
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

推
進

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

地
区

行
動

計
画

を
実

践
す

る
た

め
、

障
害

当
事

者
の

参
画

を
地

区
関

係
者

に
働

き
か

け
協

議
し

ま
す

。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
各

保
健

福
祉

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

は
、

成
年

後
見

制
度

や
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
に

つ
い

て
の

説
明

や
関

係
機

関
へ

繋
ぐ

事
を

心
が

け
て

い
ま

す
。

・
権

利
擁

護
に

関
す

る
研

修
会

（
県

や
関

係
団

体
の

主
催

）
へ

積
極

的
に

参
加

し
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

に
お

け
る

家
計

相
談

支
援

事
業

と
併

せ
て

、
日

常
的

に
金

銭
管

理
に

不
安

の
あ

る
対

象
者

へ
の

潜
在

的
ニ

ー
ズ

を
キ

ャ
ッ

チ
す

る
た

め
、

各
地

区
に

配
置

さ
れ

た
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（
＝

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ワ

ー
カ

ー
）
1
0
名

と
と

も
に

、
事

業
の

普
及

啓
発

に
取

り
組

み
ま

し
た

。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

み
で

な
く

、
担

当
課

も
含

め
、

障
害

者
の

権
利

擁
護

に
対

し
啓

発
活

動
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
平

成
2
9
年

度
よ

り
「
茅

野
市

・
富

士
見

町
・
原

村
 成

年
後

見
支

援
セ

ン
タ

ー
」

を
3
市

町
村

か
ら

茅
野

市
社

協
が

受
託

し
、

成
年

後
見

制
度

、
権

利
擁

護
等

に
関

す
る

開
発

活
動

に
取

り
組

み
ま

す
。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
音

声
言

語
に

よ
る

情
報

が
入

手
し

に
く

い
聴

覚
障

害
者

の
日

常
生

活
の

利
便

を
図

る
た

め
手

話
通

訳
者

・
要

約
筆

記
者

の
派

遣
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
視

覚
障

害
者

に
向

け
て

月
に

1
回

声
の

広
報

を
C

D
で

配
布

し
ま

し
た

。

・
声

の
広

報
に

限
ら

ず
、

引
き

続
き

、
利

用
の

簡
便

化
を

図
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

【
地

域
福

祉
推

進
課

】
・
職

員
向

け
接

遇
の

手
引

に
沿

っ
て

、
一

般
市

民
だ

け
で

な
く

障
害

の
あ

る
方

へ
の

対
応

に
つ

い
て

も
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

り
ま

し
た

。

・
茅

野
市

市
民

サ
ー

ビ
ス

ア
ッ

プ
運

動
を

継
続

し
て

実
施

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

が
全

地
区

に
お

い
て

策
定

さ
れ

、
計

画
に

基
づ

く
活

動
が

各
地

区
に

お
い

て
展

開
さ

れ
ま

し
た

。
・
こ

の
計

画
に

お
い

て
、

障
害

の
あ

る
方

に
対

し
て

、
具

体
的

な
取

り
組

み
は

明
確

に
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

が
、

各
地

区
、

各
区

・
自

治
会

で
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

を
強

め
、

誰
で

も
が

安
心

し
て

生
活

で
き

る
地

域
を

作
り

地
域

福
祉

を
向

上
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

・
保

健
福

祉
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
は

、
こ

の
計

画
を

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

や
地

域
に

お
住

ま
い

方
々

と
連

携
し

て
進

め
て

い
ま

す
。

【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

地
区

行
動

計
画

の
実

施
2
年

目
と

し
て

、
障

害
者

支
援

の
視

点
も

盛
り

込
ん

だ
取

り
組

み
が

実
践

で
き

る
よ

う
、

各
地

区
に

配
置

さ
れ

た
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（
＝

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ワ

ー
カ

ー
）
1
0
名

が
、

意
見

提
案

や
資

料
整

備
に

努
め

ま
し

た
。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
各

地
区

ご
と

、
第

二
次

地
域

福
祉

行
動

計
画

の
具

体
的

な
実

践
に

対
す

る
取

組
に

つ
い

て
支

援
し

ま
し

た
。

【
各

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

】
・
引

き
続

き
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

推
進

を
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
各

区
、

自
治

会
で

の
住

民
活

動
の

把
握

に
努

め
る

と
共

に
、

地
区

行
動

計
画

を
実

践
す

る
た

め
、

障
害

当
事

者
の

参
画

を
地

区
関

係
者

に
働

き
か

け
協

議
し

ま
す

。

【
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
】

・
引

き
続

き
、

第
二

次
地

域
福

祉
行

動
計

画
の

具
体

的
な

実
践

に
対

す
る

取
組

に
つ

い
て

支
援

し
ま

す
。

今
後

の
計

画
担

当
部

署
N

o
今

後
の

取
り

組
み

計
画

等
内

容
H

2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
7
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
6
の

評
価

及
び

実
績

等

1
7
 ペ

ー
ジ



7776

第
Ⅰ
編

第
Ⅱ
編

第
Ⅲ
編

第
Ⅳ
編

資
料
編

前
期

目
標

後
期

目
標

２
５

年
～

２
６

年
２

７
年

～
２

９
年

「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

の
検

討
・
研

究

第
1
0
章

　
保

健
・
医

療
の

充
実

（
保

健
・
医

療
）

妊
産

婦
施

策
の

充
実

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
を

通
じ

た
健

康
診

査
体

制
の

充
実

医
療

機
関

と
の

連
携

障
害

者
歯

科
保

健
の

充
実

心
の

健
康

づ
く
り

の
普

及
・
啓

発

今
後

の
計

画
H

2
6
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
4
・
2
5
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

担
当

部
署

N
o

今
後

の
取

り
組

み
計

画
等

内
容

H
2
8
の

評
価

及
び

実
績

等
今

後
の

計
画

H
2
7
の

評
価

及
び

実
績

等

・
心

理
相

談
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
出

前
講

座
、

広
報

で
の

啓
蒙

を
引

き
続

き
お

こ
な

い
、

自
殺

予
防

対
策

に
つ

と
め

て
い

き
ま

す
。

【
社

協
】

・
ま

だ
、

参
加

経
験

の
無

い
朗

読
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

研
修

会
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
そ

の
技

術
取

得
を

図
る

予
定

で
す

。
【
図

書
館

】
・
今

後
、

研
究

・
検

討
し

ま
す

・
パ

パ
マ

マ
講

座
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
相

談
を

引
き

続
き

実
施

し
ま

す
。

・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
い

、
乳

児
訪

問
は

全
数

行
い

ま
す

。

・
乳

幼
児

健
診

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

来
て

よ
か

っ
た

と
思

っ
て

い
た

だ
け

る
健

診
を

め
ざ

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
無

料
と

し
、

集
団

健
診

、
未

受
診

者
へ

の
訪

問
を

継
続

し
て

行
い

ま
す

。

・
管

理
栄

養
士

に
よ

る
栄

養
指

導
を

主
治

医
の

指
示

に
よ

り
行

い
ま

す
。

・
特

定
健

診
を

実
施

し
て

い
る

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

受
診

率
ア

ッ
プ

を
は

か
り

ま
す

。

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
と

協
力

し
歯

科
医

師
会

と
連

携
を

は
か

り
ま

す
。

【
保

健
課

】
・
訪

問
活

動
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
は

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

で
把

握
し

て
い

ま
す

。
希

望
者

が
な

か
っ

た
た

め
、

実
施

し
ま

せ
ん

で
し

た
。

【
社

協
】

・
ま

だ
、

参
加

経
験

の
無

い
朗

読
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

研
修

会
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
そ

の
技

術
取

得
を

図
る

予
定

で
す

。
【
図

書
館

】
・
今

後
、

研
究

・
検

討
し

ま
す

【
保

健
課

】
・
自

殺
予

防
対

策
と

し
て

、
臨

床
心

理
士

に
よ

る
心

理
相

談
、

企
業

向
け

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

出
前

講
座

、
「
広

報
ち

の
」
に

よ
る

市
民

へ
の

啓
蒙

活
動

を
行

い
ま

し
た

。

・
心

理
相

談
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
出

前
講

座
、

広
報

で
の

啓
蒙

を
引

き
続

き
お

こ
な

い
、

自
殺

予
防

対
策

に
つ

と
め

て
い

き
ま

す
。

【
保

健
課

】
・
パ

パ
マ

マ
講

座
を

継
続

し
て

行
っ

て
お

り
、

平
成

２
４

年
度

は
２

９
３

人
の

参
加

が
あ

り
ま

し
た

。
マ

タ
ニ

テ
ィ

相
談

は
、

平
成

２
４

年
度

は
１

４
１

人
の

参
加

が
あ

り
ま

し
た

。
・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
っ

て
い

ま
す

。
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
保

健
師

に
よ

る
乳

児
訪

問
を

生
後

２
か

月
頃

行
い

、
実

施
率

は
平

成
２

４
年

度
9
8
.8

%
で

し
た

。

【
保

健
課

】
・
糖

尿
病

、
腎

機
能

低
下

等
の

あ
る

患
者

さ
ん

の
栄

養
指

導
を

主
治

医
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

管
理

栄
養

士
が

栄
養

指
導

し
て

い
ま

す
。

・
特

定
健

診
の

受
診

率
ア

ッ
プ

の
た

め
、

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
受

診
を

す
す

め
て

い
た

だ
く

よ
う
お

願
い

し
て

い
ま

す
。

・
管

理
栄

養
士

に
よ

る
栄

養
指

導
を

主
治

医
の

指
示

に
よ

り
行

い
ま

す
。

・
特

定
健

診
を

実
施

し
て

い
る

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

受
診

率
ア

ッ
プ

を
は

か
り

ま
す

。

・
パ

パ
マ

マ
講

座
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
相

談
を

引
き

続
き

実
施

し
ま

す
。

・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
い

、
乳

児
訪

問
は

全
数

行
い

ま
す

。

健
康

福
祉

部

健
康

福
祉

部
生

涯
学

習
部

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
と

協
力

し
歯

科
医

師
会

と
連

携
を

は
か

り
ま

す
。

・
乳

幼
児

健
診

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

来
て

よ
か

っ
た

と
思

っ
て

い
た

だ
け

る
健

診
を

め
ざ

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
無

料
と

し
、

集
団

健
診

、
未

受
診

者
へ

の
訪

問
を

継
続

し
て

行
い

ま
す

。

連
携

・
充

実

研
究

・
検

討
研

究
・
検

討

新
生

児
訪

問
、

健
康

相
談

の
実

施

継
続

・
充

実

充
　

　
実

充
　

　
実

【
保

健
課

】
・
乳

幼
児

健
診

は
９

５
％

以
上

の
出

席
が

あ
り

、
月

齢
に

合
わ

せ
た

相
談

、
指

導
を

行
い

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
子

ど
も

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
の

希
望

を
聞

き
な

が
ら

健
診

で
の

対
応

を
し

て
い

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
自

己
負

担
額

を
２

４
年

度
か

ら
無

料
化

し
受

診
し

や
す

く
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

未
受

診
者

へ
の

訪
問

と
電

話
が

け
を

行
い

、
１

２
月

ま
で

の
未

受
診

者
対

象
に

集
団

健
診

を
行

い
ま

し
た

。
２

３
年

度
よ

り
も

受
診

率
ア

ッ
プ

し
、

２
４

年
度

は
４

５
．

５
％

と
な

り
ま

し
た

。

・
パ

パ
マ

マ
講

座
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
相

談
を

引
き

続
き

実
施

し
ま

す
。

・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
い

、
乳

児
訪

問
は

全
数

行
い

ま
す

。

継
続

・
充

実

【
社

協
】

・
「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
」
に

設
置

予
定

の
録

音
室

等
に

お
い

て
「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

導
入

に
向

け
て

、
下

諏
訪

町
図

書
館

を
視

察
し

研
究

し
ま

し
た

。
ま

た
、

朗
読

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

研
修

会
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
そ

の
技

術
取

得
を

深
め

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

継
続

・
充

実
8
0

乳
幼

児
健

診
、

歯
科

検
診

を
実

施
し

、
発

達
・
発

育
上

の
問

題
点

を
早

期
に

発
見

し
適

切
な

相
談

・
支

援
を

行
い

ま
す

。
障

害
の

あ
る

子
の

乳
幼

児
健

診
の

受
診

方
法

に
つ

い
て

、
個

別
対

応
も

含
め

研
究

・
検

討
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

中
高

年
層

に
対

す
る

健
康

診
査

や
保

健
指

導
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

受
診

機
会

の
増

加
と

未
受

診
者

対
策

に
重

点
を

お
い

て
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

乳
幼

児
健

診
、

保
育

園
訪

問
の

実
施

基
本

健
康

診
査

等
の

実
施

継
続

・
充

実

充
　

　
実

8
4

精
神

疾
患

の
予

防
と

早
期

治
療

に
つ

い
て

、
今

後
も

う
つ

病
、

自
殺

予
防

、
認

知
症

等
地

域
で

の
取

り
組

み
を

中
心

に
充

実
し

ま
す

。

充
　

　
実

充
　

　
実

充
　

　
実

充
　

　
実

歯
科

衛
生

士
の

訪
問

活
動

を
継

続
し

、
口

腔
衛

生
状

態
の

改
善

を
指

導
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
治

療
が

必
要

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

歯
科

医
師

や
家

庭
と

相
談

し
な

が
ら

ス
ム

ー
ズ

な
受

診
を

支
援

し
ま

す
。

歯
科

医
師

会
と

の
連

携
歯

科
衛

生
士

の
家

庭
訪

問
の

実
施

8
3

各
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
等

を
通

じ
て

、
ケ

ー
ス

の
必

要
性

に
応

じ
て

医
療

機
関

の
情

報
提

供
や

相
談

に
努

め
ま

す
。

研
究

・
検

討

8
2

8
1

妊
産

婦
及

び
新

生
児

の
健

康
維

持
の

た
め

、
現

在
の

パ
パ

マ
マ

講
座

や
マ

タ
ニ

テ
ィ

ー
相

談
等

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

家
庭

訪
問

を
中

心
に

市
内

す
べ

て
の

新
生

児
及

び
産

婦
の

把
握

に
努

め
、

乳
幼

児
健

診
以

前
か

ら
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

7
9

視
覚

障
害

者
だ

け
で

な
く

、
発

達
障

害
、

学
習

障
害

、
知

的
障

害
、

精
神

障
害

の
方

に
有

効
な

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

媒
体

で
あ

る
「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

に
つ

い
て

、
検

討
・
研

究
を

行
い

ま
す

。

【
保

健
課

】
・
自

殺
予

防
対

策
と

し
て

、
臨

床
心

理
士

に
よ

る
心

理
相

談
(こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
）
を

８
５

回
／

年
、

企
業

向
け

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

出
前

講
座

を
６

回
／

年
開

催
し

ま
し

た
。

「
広

報
ち

の
」
に

よ
る

市
民

へ
の

啓
蒙

活
動

を
行

い
ま

し
た

。

【
社

協
】

・
「
（
仮

称
）
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
」
に

設
置

予
定

の
録

音
室

等
に

お
い

て
「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

導
入

に
向

け
て

、
下

諏
訪

町
図

書
館

を
視

察
し

研
究

し
ま

し
た

。
ま

た
、

朗
読

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

研
修

会
資

料
を

参
考

に
、

そ
の

技
術

取
得

を
深

め
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

　
音

訳
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

　
　

H
2
5
：
3
名

　
H

2
6
：
0
名

　
H

2
7
：
2
名

（
予

定
）

【
保

健
課

】
・
パ

パ
マ

マ
講

座
を

継
続

し
て

行
っ

て
お

り
、

平
成

２
６

年
度

は
2
3
4
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

マ
タ

ニ
テ

ィ
相

談
は

、
平

成
２

６
年

度
は

1
1
1
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
っ

て
い

ま
す

。
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
保

健
師

に
よ

る
乳

児
訪

問
を

生
後

２
か

月
頃

行
い

、
平

成
２

６
年

度
は

4
9
7
件

で
し

た
。

【
保

健
課

】
・
乳

幼
児

健
診

は
９

５
％

以
上

の
出

席
が

あ
り

、
月

齢
に

合
わ

せ
た

相
談

、
指

導
を

行
い

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
子

ど
も

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
の

希
望

を
聞

き
な

が
ら

健
診

で
の

対
応

を
し

て
い

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
自

己
負

担
額

を
２

４
年

度
か

ら
無

料
化

し
受

診
し

や
す

く
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

未
受

診
者

へ
の

訪
問

と
電

話
が

け
を

行
い

、
１

２
月

ま
で

の
未

受
診

者
対

象
に

集
団

健
診

を
行

い
ま

し
た

。
2
6

年
度

は
4
5
.7

％
と

な
り

ま
し

た
。

【
保

健
課

】
・
糖

尿
病

、
腎

機
能

低
下

等
の

あ
る

患
者

さ
ん

の
栄

養
指

導
を

主
治

医
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

管
理

栄
養

士
が

栄
養

指
導

し
て

い
ま

す
。

・
特

定
健

診
の

受
診

率
ア

ッ
プ

の
た

め
、

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
受

診
を

す
す

め
て

い
た

だ
く

よ
う
お

願
い

し
て

い
ま

す
。

【
保

健
課

】
・
訪

問
活

動
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
は

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

で
把

握
し

て
い

ま
す

。
希

望
者

が
な

か
っ

た
た

め
、

実
施

し
ま

せ
ん

で
し

た
。

【
保

健
課

】
・
自

殺
予

防
対

策
と

し
て

、
臨

床
心

理
士

に
よ

る
心

理
相

談
(こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
）
を

7
4
回

／
年

、
企

業
向

け
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
出

前
講

座
を

8
回

／
年

開
催

し
ま

し
た

。
「
広

報
ち

の
」
に

よ
る

市
民

へ
の

啓
蒙

活
動

を
行

い
ま

し
た

。

・
心

理
相

談
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
出

前
講

座
、

広
報

で
の

啓
蒙

を
引

き
続

き
お

こ
な

い
、

自
殺

予
防

対
策

に
つ

と
め

て
い

き
ま

す
。

【
保

健
課

】
・
乳

幼
児

健
診

は
９

５
％

以
上

の
出

席
が

あ
り

、
月

齢
に

合
わ

せ
た

相
談

、
指

導
を

行
い

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
子

ど
も

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
の

希
望

を
聞

き
な

が
ら

健
診

で
の

対
応

を
し

て
い

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
自

己
負

担
額

を
２

４
年

度
か

ら
無

料
化

し
受

診
し

や
す

く
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

未
受

診
者

へ
の

訪
問

と
電

話
が

け
を

行
い

、
１

２
月

ま
で

の
未

受
診

者
対

象
に

集
団

健
診

を
行

い
ま

し
た

。
2
7
年

度
は

4
2
4
8
人

受
診

し
ま

し
た

。

・
乳

幼
児

健
診

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

来
て

よ
か

っ
た

と
思

っ
て

い
た

だ
け

る
健

診
を

め
ざ

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
無

料
と

し
、

集
団

健
診

、
未

受
診

者
へ

の
訪

問
を

継
続

し
て

行
い

ま
す

。
2
8

年
度

か
ら

内
容

を
追

加
し

、
心

電
図

検
査

を
希

望
者

に
実

施
し

ま
す

。

【
保

健
課

】
・
糖

尿
病

、
腎

機
能

低
下

等
の

あ
る

患
者

さ
ん

の
栄

養
指

導
を

主
治

医
か

ら
の

依
頼

に
よ

り
、

管
理

栄
養

士
が

栄
養

指
導

し
て

い
ま

す
。

・
特

定
健

診
の

受
診

率
ア

ッ
プ

の
た

め
、

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
受

診
を

す
す

め
て

い
た

だ
く

よ
う
お

願
い

し
て

い
ま

す
。

・
管

理
栄

養
士

に
よ

る
栄

養
指

導
を

主
治

医
の

指
示

に
よ

り
行

い
ま

す
。

・
特

定
健

診
を

実
施

し
て

い
る

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

受
診

率
ア

ッ
プ

を
は

か
り

ま
す

。

【
保

健
課

】
・
訪

問
活

動
の

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
は

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

で
把

握
し

て
い

ま
す

。
希

望
者

が
な

か
っ

た
た

め
、

実
施

し
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
と

協
力

し
歯

科
医

師
会

と
連

携
を

は
か

り
ま

す
。

【
社

協
】

・
視

覚
障

害
者

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
て

、
Ｈ

2
8
.2

よ
り

社
協

広
報

誌
「
た

ま
ご

」
を

Ｃ
Ｄ

で
配

布
で

き
る

よ
う
に

な
り

ま
し

た
。

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
「
ひ

ざ
し

の
会

」
に

対
し

、
技

術
向

上
の

た
め

の
研

修
等

情
報

提
供

し
ま

し
た

。
　

音
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ミ
ナ

ー
参

加
者

　
　

H
2
5
：
3
名

　
H

2
6
：
0
名

　
H

2
7
：
1
名

【
社

協
】

・
ま

だ
、

参
加

経
験

の
無

い
朗

読
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

「
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
（
D

A
IS

Y
)」

研
修

会
に

参
加

し
て

い
た

だ
き

、
そ

の
技

術
取

得
を

図
る

予
定

で
す

。

【
保

健
課

】
・
パ

パ
マ

マ
講

座
を

継
続

し
て

行
っ

て
お

り
、

平
成

2
7

年
度

は
1
7
3
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

マ
タ

ニ
テ

ィ
相

談
は

、
平

成
2
7
年

度
は

6
1
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
っ

て
い

ま
す

。
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
保

健
師

に
よ

る
乳

児
訪

問
を

生
後

２
か

月
頃

行
い

、
平

成
2
7
年

度
は

4
1
0
件

で
し

た
。

【
健

康
づ

く
り

推
進

課
】

・
２

８
年

度
か

ら
特

定
健

診
で

高
血

圧
・
高

血
糖

等
が

あ
る

方
に

つ
い

て
は

、
紹

介
状

を
作

成
し

た
こ

と
で

連
携

が
と

り
や

す
く

な
り

ま
し

た
。

・
医

療
機

関
か

ら
治

療
中

の
糖

尿
病

等
が

あ
る

方
の

紹
介

が
あ

っ
た

場
合

、
管

理
栄

養
士

の
栄

養
指

導
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

・
医

療
機

関
で

特
定

健
診

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・
管

理
栄

養
士

に
よ

る
栄

養
指

導
を

主
治

医
の

指
示

に
よ

り
行

い
ま

す
。

・
特

定
健

診
を

実
施

し
て

い
る

医
療

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

受
診

率
ア

ッ
プ

を
は

か
り

ま
す

。

【
社

協
】

・
茅

野
市

市
民

活
動

セ
ン

タ
ー

『
ゆ

い
わ

ー
く

茅
野

』
に

て
音

訳
と

書
作

成
の

た
め

の
必

要
機

器
等

(P
C

・
付

属
マ

イ
ク

等
）
の

設
置

及
び

、
製

作
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

「
M

y 
S
tu

d
io

 P
C

」
の

ラ
イ

セ
ン

ス
を

取
得

手
続

き
を

し
、

平
成

2
9
年

6
月

よ
り

運
用

を
開

始
し

ま
す

。
導

入
に

関
し

て
は

、
市

の
広

報
広

聴
課

、
地

域
福

祉
課

障
害

福
祉

係
で

実
施

さ
れ

て
い

る
広

報
の

音
訳

化
の

使
用

を
参

考
に

し
導

入
し

ま
し

た
。

【
社

協
】

・
職

員
も

含
め

た
製

作
の

使
用

方
法

を
学

び
、

音
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
継

続
し

て
活

動
が

で
き

る
よ

う
支

援
を

し
ま

す
。

【
健

康
づ

く
り

推
進

課
】

・
歯

科
衛

生
士

の
訪

問
指

導
に

つ
い

て
は

実
施

し
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
県

に
よ

る
在

宅
障

害
児

(者
)訪

問
歯

科
健

診
事

業
で

は
、

４
名

の
実

施
が

あ
り

ま
し

た
。

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
と

協
力

し
歯

科
医

師
会

と
連

携
を

は
か

り
ま

す
。

【
健

康
づ

く
り

推
進

課
】

・
自

殺
予

防
対

策
と

し
て

、
臨

床
心

理
士

に
よ

る
心

理
相

談
(心

の
健

康
相

談
)を

延
べ

1
4
4
回

行
い

ま
し

た
。

・
企

業
向

け
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
出

前
講

座
を

6
回

開
催

し
ま

し
た

。
・
広

報
ち

の
に

よ
る

市
民

へ
の

啓
蒙

活
動

を
行

い
ま

し
た

。

・
心

理
相

談
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
出

前
講

座
、

広
報

で
の

啓
蒙

を
引

き
続

き
お

こ
な

い
、

自
殺

予
防

対
策

に
つ

と
め

て
い

き
ま

す
。

【
健

康
づ

く
り

推
進

課
】

・
パ

パ
マ

マ
講

座
を

継
続

し
て

行
っ

て
お

り
、

平
成

2
8

年
度

は
延

べ
1
7
3
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

マ
タ

ニ
テ

ィ
相

談
は

、
平

成
2
8
年

度
は

延
べ

5
9
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
っ

て
い

ま
す

。
・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
保

健
師

に
よ

る
乳

児
訪

問
を

生
後

２
か

月
頃

行
い

、
平

成
2
8
年

度
は

 4
6
8
件

で
し

た
。

・
パ

パ
マ

マ
講

座
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
相

談
を

引
き

続
き

実
施

し
ま

す
。

・
母

子
健

康
手

帳
発

行
時

に
保

健
師

に
よ

る
面

接
を

行
い

、
乳

児
訪

問
を

全
数

行
い

ま
す

。
・
産

後
ケ

ア
事

業
を

新
規

に
実

施
し

ま
す

。

【
健

康
づ

く
り

推
進

課
】

・
乳

幼
児

健
診

は
９

５
％

以
上

の
出

席
が

あ
り

、
月

齢
に

合
わ

せ
た

相
談

、
指

導
を

行
い

ま
し

た
。

障
害

の
あ

る
子

ど
も

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
の

希
望

を
聞

き
な

が
ら

健
診

で
の

対
応

を
し

て
い

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
１

0
月

ま
で

の
未

受
診

者
対

象
に

集
団

健
診

を
行

い
ま

し
た

。
未

受
診

者
へ

受
診

勧
奨

を
行

い
  

8
3
8
人

受
診

し
ま

し
た

。
個

別
健

診
と

集
団

健
診

合
わ

せ
て

4
7
1
7
人

受
診

し
ま

し
た

。
心

電
図

検
査

で
は

、
心

房
細

動
等

が
発

見
さ

れ
治

療
開

始
に

な
っ

た
方

が
あ

り
ま

し
た

。

・
乳

幼
児

健
診

に
つ

い
て

は
、

保
護

者
が

来
て

よ
か

っ
た

と
思

っ
て

い
た

だ
け

る
健

診
を

め
ざ

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・
特

定
健

診
に

つ
い

て
は

、
未

受
診

者
へ

の
訪

問
を

継
続

し
て

行
い

ま
す

。
2
8
年

度
に

引
き

続
き

心
電

図
検

査
を

希
望

者
に

実
施

し
ま

す
。

1
8
 ペ

ー
ジ

計画策定の経過

H28.06.28 障害福祉部会

H28.08.25 障害福祉部会

H28.9.12～14 ヒアリング調査の実施

H28.10.18～31 アンケート調査の実施

H28.12.06 障害福祉部会

H29.02.02 障害福祉部会

H29.04.10 障害福祉部会

H29.06.05 障害福祉部会

H29.08.07 障害福祉部会

H29.10.03 障害福祉部会

H29.11.17 障害福祉部会

H29.12.18

H30.1.4～2.2

H30.2.14 地域福祉審議会

開催日 開催部会等 主な内容

第６回ビーナスプラン
策定委員会

パブリックコメントの
実施

・第２次障害者保健福祉計画の進捗について
・第３次障害者保健福祉計画について

・障害者団体等ヒアリング調査結果について

・障害者の生活実態と意向に関する
 調査結果について

・茅野市の課題について
・計画の構造について

・計画（案）について
・「障害」の表記について

・計画（案）について最終確認
・今後の日程について

・障害者及び介護者等の生活状況と
 ニーズの整理

・第２次障害者保健福祉計画の進捗について

・第３次障害者保健福祉計画（案）について

・計画（案）の諮問、答申

・障害当事者アンケート調査と
 障害者団体等ヒアリング調査について

「障害者の生活実態と意向に関するヒアリング調査」
・当事者団体、家族会、事業所等12団体

「障害者の生活実態と意向に関するアンケート調査」
・対象別無作為抽出による郵送調査
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福祉21茅野障害福祉部会　部会員名簿

部会長 戸川　榮司 手をつなぐ育成会 監事

副部会長 鮎沢　英行 あすなろセンター 所長

部会員 翠川　浩 社会福祉法人愛泉会 次長

部会員 鈴木　美和子  所長

部会員 井上　純一 （社福）この街支援センター センター長

部会員 井上　雅司 NPO法人やまびこ会 理事長

部会員 品川　美好 （旧）身体障害者福祉協会 会長

部会員 大蔵　修 ひまわり作業所 事業部長

部会員 金井　秀雄 聴覚障害者福祉協会 会長

部会員  民生児童委員協議会 

部会員 秋山　浩樹  主任　就業支援ワーカー

部会員 小平　嘉清 視覚障害者福祉協会　茅野市部 茅野支部代表

部会員 原田　泰子 この街支援センター

部会員 内山　芳郎 諏訪養護学校 進路指導主事

部会員 山室　典子 Ｒ for Ｉ　ぷれジョブちの 代表

部会員 義経　恵美子 NPO法人ふくろうSUWA 理事長

部会員  茅野市社会福祉協議会

部会員 毛塚　郁夫 NPO法人八ヶ岳福祉農園 理事長

部会員 倉田　健一 働くぞうさん（茅野） 事業計画責任者（～H28.12）

部会員  諏訪養護学校PTA 茅野地区代表

部会員 小池　志保 この街支援センター この街きっず学園職員（H28.12～）

部会員  中部保健福祉サービスセンター

部会員

役　職 氏　　名 所属団体 備　　　考

名取　忠義
宮坂　美智江

諏訪圏域障がい者総合
支援センター「オアシス」

副会長 （～H28.11末）
女性幹事 （H28.12～）

諏訪圏域障害者就業・生活支援
センター すわーくらいふ

細田　道郎
米津　康之 在宅福祉係長

ケースワーカー

（～H29.3末）
（H29.4～）

（～H29.3末）
（H29.4～）

大坪　誠也
豊橋　智望

森井　潤
白鳥　晴美

（～H29.3末）
（H29.4～）

（～H29.3末）
（H29.4～）

保健課
健康づくり推進課

健康推進係長
保健師

飯嶋　典子
大野　まひる

相談支援専門員
（福祉２１茅野副代表幹事）

＊アドバイザー　　特定非営利活動法人　日本地域福祉研究所　理事　　原田　正樹
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